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しれのは、 •げの 間にな けせ 化かと 2^ へれ お 化で あつて、 じれが 永が を 视巧卞 る ものけ おめ て か K でを つ ホ" 
.化 一八が がに ドイツの 化成が 巧 おのと むる けまで、 ドイツ 阴 W け か Scr にか]- ンツ T 4 レ ルンぶ 网 にぶ 巧し 
て かわ-をの 叫 ライヒ スタ W ハ，* W ぷ な-はお 曲 h - i ; ぶむ 巧み 谜關 でを つ わけれ ども、 れ ホの 大巧を 巧が する か 
さ 供が のが 趴を つで わる J ではれ < 、ホ、 W のぶみ と 巧を 巧に して、 巧み じか 父 • W 巧を 投供卞 るれ ホ 巧 化 k の 



が闲 やげ A を 閒へ ては & なかつ わ y だから ザな の 巧を ぅけてぶ みがれ 巧。 中 w となろ かを じ， ドィッ お夕 にな 
巧 のぶをが へずに なかなかつ をので ある。 

1 九 一 みが十 一 巧のドィッおかザなに扣おが巧悄を巧ち5^ない卜.なる巧山は' 巧巧ホかががめからザな曲化の 
巧り 上る 巧悄じ 化つて 巧ぶ しわ ものでは なくして 、かんど 巧 « のにめ わ 巧 巧が 期な しわ 巧に か 巧卜； つ ホ ことで あ 
る。 化 界ホ巧 i ： のがの 閒 に、 巧 化 ドィッは 化 巧から ぶへ されて、 なみ も、 巧み も、 政が も、 W 巧に 巧 巧を お 巧し 
わがが がすべ てが、 むを 失つ わ" そして お 巧に 大木 沒 のみが 巧つて • A — デン-トル フ巧 ザが が 巧と 巧 巧と を ー ホに 
化め わ。 巧し 哦 巧の 化 込が 紀 ぇて、 说合田 拥に化 巧を 氷め ると ころまで がし おつで < ると、 すべての 巧 巧が 一時 
にお かした。 をれ はがみ がれの 力に 巧つて 押し 巧され ホので なくて、 を 巧 巧が nM しわので わる。 

をの巧に巧つホものはドィッホ地にお巧されわ巧働ホ巧令み巧であつわが、 むあるおはわくしてボリシ！ ヴ< 
牛— の 夭 _> になる じと を 巧れ わ。 だが、 巧が にお 巧を W かしわ おは、 巧は W ほの が 巧の ないかた の 巧 巧が 投 であ 
つて、： は 力々 ッ 中— と ハー ゼ 巧に ザ たられる 巧ぶ 巧みな であり、 i け y— ゾ クネヒト や" ザ-ル ク セム ブル グ 
巧の 进 がぶ、 がち スパルタ キ ストの 一節で あつた。 - . 

だからが 巧から ホな， S に »れ たぶ かなく、 かなの 巧が わるものがなかつた "なにが 巧の-ホ 巧は をのな « とお 
想の 巧 巧を 巧に して、 がが がを 雄が なお 巧 次で あつ ホのに 巧し、 巧 ボはソ 巧と M 巧に お祀 巧な の 巧 巧と 其 ホ ホ 蓮 
を n 巧と した もので あつ わ y をの 閒 におつ てが々 なみ‘ 巧 あは 衍 巧な H か 化的舉 W をと リ 、ザ »、 を 巧と 油 巧し 
て、 ななが の 巧な を 避ける ことに 巧め わ" これらの ザ 巧を 夕 へても、 巧 かその もの かねめから ホ 化に «卞 る 法み 
はなげで あク たので をる。 - 
巧れ 巧が の 巧を 巧け て、 巧 かにぶ つわものは 4 ら ♦.た 巧れ みなを 中‘ むと する】 巧で ホつ たが •化 胜サ ♦にして 


化ん： か 化な 二つの W なにぶ がし わ)； つは ホか进 助に 巧 化すろ 巧 化を がが 卞る ことで も 〇 •他は 化 我の 巧に おし 




がんず かな 二つ sw がに 巧が しわ)： つは ザか进 助に 巧れ ヤろ法 化を 巧 巧す る ことで わ 〇、 化は 化 巧の 巧に おし 
て、 版 M となを とを 巧 ダ がられる か ホ 巧め をな 巧す る 化が で ホつ わ-これ も ホ 巧 « 巧 ザが が 巧の フランス 巧 和 ± 

の 化した 巧 卵 ホ ある】 乎エ I ルが n ンミ ューン の-曲を かぶす る わめに パリを 巧 巧し， ついで マ ランク フルト 巧# 

巧む にぷ 即して、 ア* ザ义 •"レ I ン と阶访 をと をむ おした かく、 エベルトの 投 がの ザでは ス パん タキ スト {»« 

巧) を w がし、 ついで ヴ王ル サイ ユ巧 めを 巧が する ことで をつ わ- 

巧し 巧 ザ おかは ヴ ち ル サイ ュ化 巧の ぶが なわに であつて 'ドイツ 共 か 曲は アルザス •"レ ー ン のかに シュ 
レス々 ィザ ヒ やボー ゼン、 シ レジ 了 巧の 巧 出、 化な 巧 地の 令な を おひ、 をの 化に 化の、 巧ぶ がか、 を 巧、 お 巧 
を 引 巧し、 巧が の 化 巧を をぶ 巧ム約 おを 氷め られ わ- 

か くして ボ かな かを かなした 巧が ぶは、 巧ぶ ぶ W の 中央に おする 人 ♦であつ で、 巧 W のむ 山 巧に 坦敵 する 括 成 
のか 化を 拍 いて & を" をの 巧 かに 化つ 化か 巧の 巧 ホぶ は スバ ル タキ スト 2 対 巧を® かする W かに、 かがとの 協力 
をが まず、 巧め て 昭られ た巧闻 、むを 示した に 巧 ダれ かつた-怖 も 平み なむの 巧 却が がると M 巧に、 わがは 化 巧 W 

が 蓋す 5 班 ミ巧进 ミぃて 巧 巧に 器を ミ」 が 《ち 化巧莲 塞袋資 壁を 蓄に 塞」 ゎかに か 

いても、 ツ ラン 义の おなが マクマホンを 路 して これに 巧 巧 化 巧を 巧は しめんと した ことにが のして わる。 のち J 
け 九 二 瓦 ザに ヒン デン ゾルグ を 巧して 大技 苗の なにが えれ ので あるが、 V ラン 义と ドイツの 巧る ところは、 が# に 
^ 於いては 巧の 述 かがまん まと 化 化に W しわに 柄らず、 巧 巧に めいて けれ 化ょ く 巧 巧し ホ 巧に ホる とい ひ 巧る で 
いゎち ぇ 

^ 中 巧 巧 巧の •= かぶぶ ホは なれの 的に がいても 乂 のがい ことを W つて 特 a とする。 かつて 拓 がを 赛 けて、 巧* 

0 としで W 巧を お 行す るが 巧は 化ら にす 人；？？ を かちが るに ルる。 巧 巧の ド V ツ にがいても プサン K に 巧け ると W じ 3 


く 巧みれ かは、 お な 中 A 灼 巧の 巧 巧の： 卜に巧 巧し、 をの！ け 巧に 巧 かので あ 9、 生た がかので あつ ホ-リイ 
マ I ルの 巧 化け、 をの 巧阿个 A 化を W つて、 大が 巧に 巧ん どお糾 化の 巧 巧の 佑 3 をな めれ が、 ヒン ブンブ A グは 
をの お齡 S がを けつて おな にして がつ わけれ ども •一が ヒ* トラ— がか 化を； $ るに A ん で、 巧 巧 怖を M 卞 るに 
あ 巧- 巧の W 巧を もが 化しむ かつ わ-をして K イツ 共み 阳け 个阴 ザ £ の かを U つて がげ.！^ がに を 巧げ ためで 
ホる W 

尤も 化み W ホ 巧の 閒 巧を ザ かれが のかむ に祗 を わのは、 か < する ことじ 化つて 典な W 俩の巧 かなが を 巧 かしょ 
ろとの なかのを かも わつ たことは がない "巧る にがりに もが なれが 約を 化で 二 巧に 化 W せられ ホとの 巧 巧の 冷 か 
ら、 K イツ 人は 『がかが J の エバん 卜 、『化な 巧 一の バゥ 了—、 5 化が. 一の シザ イザ ブン 、ミの 小 ブル ミ 
了から なろ かかを W つて 巧が を 巧す 巧のと しわ-かくしで V イマ I ル 巧は； 助 にん 誤、； 面に 共 ホな からが 擊サ 
られる g にか つれが、 ホく •ぶ-なのぶ 巧を 巧て ミュンヘン のぶ ホな 巧が をが 巧し、 •丸 二 0 ザの S 巧には ユン々 
IK 巧の 一な から ホる 力》/ みかを むがす る ことに 巧 かしわ" 

これを お 面から がれば、 V イマ ー ん おのかが は 左ん. W 株の 閒 にかつ で， かが じ 巧 阳な化 お Qh にかつて & るか 
く 巧 じ ホ けれども、 术 S 巧 巧に めいて は、々 イ > がけで 巧峭 され わかく、 おみ 化 ホに W ななな 力な 意 化が W 闲じ 
がを して， をれ が说く WK のぶ 巧を々 けて わる ことが 判 W しれ - W 化が のな 瞄 なでさへ も、々 ザソが 作には ザを 
中 化の 化 巧に 化つ 巧 巧で をつ わから、 な AK ホな の ザる る アイン ホ— 十—々 H ヤー人 K 夕 のみ 力け 何 巧れ す こと 
なを 化な であ つれ" にもが ら卡 、ともかくん 说 巧を 巧れ たのけ、 r * ン ■ゼ 》 クト砖 巧の わ < 、内む には か阳 ft 
獅を « ひ ザら も、 田れ がろ 化が 巧の 執 化に だ 巧 巧よ たが I じいと 化で、 巧 かにむ ffl をむ つ 人 ♦の々 でもつ わ-か 
< して おに 隐れ 乍ら、： り； K イツ S 。 山 S わめには いつでも M ふだけ の 九を 巧な つ、 あつた これらの 人 巧の 巧 力 


w 巧の ヴイ ド • * ナナ 


は、 ゼ I ブトが 邮 もれく 化が 巧ぶ 0 .个站 に 巧つ わに 拘。 サ 、やかて ヒ T K う I を おし 卜 •ける 巧 W な 化 おを 川ぶ し 
わ ものである d 

■ブ "シアの 巧肤と 地ぶ はが も 巧 中な 巧が 巧 如で あ 〇、 - Kx たぶ け、： げ はが 約が 巧 巧を とれし ホ けれども、* 
1 ルト 25? は巧义 巧に おな にな 〇、 十 乎 V とが f する にがつた こ とづ、'*'* セン Q 化き サチ スの化 巧と してが 始し 
わ 巧を 圳 としても 化 じちの 例に々 j しと しない- 
な 中、 おか 化かに -U 巧し わか 力な 分产 けが おと 巧が とで あつた： トイ ツけ をの お； W 巧に がいても 化が W ぶの 
巧 巧で あつて、 が说 にかる ことが、 人間に がぶ あらしめ る 巧 U であ つれ" 巧ろ に 化 巧 巧の インマ レー シ 3 ン けこ 
れらの 中 巧ぶ、 思が 術 利ボを かも 肥 巧れ 境 巧に 迫这ん だ-をのず. 小が： 巧に おか W 巧 巧に 向けられ ホのは 巧 
しむに 巧らない W ^ はちの おれが 橄乃辟 巧の A * であろ ことを がみ、 巧れ S 祝に ブ* ン とわ ツ I とかのの 巧を 
附 ける ことに がれる" だるに 巧ぶ がの 大 おはを のが A がが Ta 邮 であ 〇、 巧な がで わる ことを 巧 巧 ザ试 ななす とし 
か々 か 化な かつを" かくして K 孜が とんな 义巧 とが 化か W 《太々 となつ で 了つ た- 
を のかに ドイツの たがは 卜丸邮 がの 中谁 rJA 、 帝阳 お-ぶ であつ ホ" ト ブイす y やべ ルン ハルず の 化が に 
が 巧せられ て、 阳 K おぶ が 林のに： 5 がせられ た" なつて 销が ながが とは、 お 化 巧に、 光ぶ を 夕へサ 、化ぶ の 〇 か 
t りも紀 化を ホぶ こみで あり、 プ モク クシ I とはれ 巧の が 化を ホす ことを なかし、 W おの 巧 « の なぶ W から ドイ 
プホツ ー ム は# がのに を 化 おを M がすべ* 一 ものと U じて ホた。 かや うれ 巧 巧が 曲れ to もよ：、 削ぶ to もを が 
へ S 胜化を 巧し とした ことけ 巧 化される d ちれが 闲 Kh ぶの 间 化の 沿み をな U 卜げ てが わので をる" 

は h のかを がい 供 巧を もつ ドイツの 阳 はぶぶ であるに しても、 がで* ホ.^ I 化め の？ な 巧け がな かつた と L 
ホら、 巧 巧の ドイツに あれ 巧の W がが 出か k つ わか どうかは が刚 であ ミ 中 にん： 小 巧 M 化 巧 巧ち 化な を 《ど拥 


巧 


とは 乂 ♦たの ドイツ人を 化か K 巧の^ へ 抑し 込め わ ものと いつて おはない" 化から ながに かつた ホ ♦のな ホ お 
は、 化む ぶけを：： にす るとは いふ ものの、 巧 巧には 巧め の议 巧を 巧みる 巧に をのず： 5- 祗な ことを 化 巧し ょぅとを 
でて たたに 链ダ ない。 舟に が说が おにが いては、 おむ にじれ 巧し ょぅと 夕へ わか 治み は： 人 も おわつ わ" 巧 
巧の 巧 乎が か树 にがつても 巧 ShK 防は ゲ スラー であり、 マォン •ゼ I クト がを J ながな でが おつて ゐ わ。 ザが の 
巧 子は シャイデマン 、•ハ々 了 I 、 マ H I レン バプク 、々ィ A 卜 、マ A クス、 をして タノ！ と 引つ 切り 無く 化 巧つ 
わが、 ちれは 巧す るに 巧 巧 的と 幻の かを 巧 判を おける わめに 遏ダ なわつ わので ある 〇をの 巧には かの ドイツ じ 巧 
る ことを ホつ て、 それに 巧 かの 巧 力を 巧 ふ 一 注の 人々 が おへて 巧 ホ」 をして これにげ がしで 從巧 W とか、 ビ义ブ 
ルク M おとか、 プリ ュブ へ* が盟 とかの ホに 巧 0 て A おの 巧 ザが がが 巧が を 巧け つ、 あつた- 

V イマ J ル 波が すがを K つた々 一つの 原 巧は インマ レ— シ 3 ン化 巧で あつた" 巧 巧に 巧いて ドイツの イン 
ツレ I シ 3 ン は、 一つの 化 巧の が 化と して 助 おされた ものである 。ぶけの が 巧 にぶおれ 世な 社を もつた 人は、 大 
巧 中 にがお お 化と して おられた ヘル マ t リブ ヒ であり、 巧に ナナ X の 切削と れつた 卞ルブ —A •シャハト であ ク 
わ。 § の 巧 牌は W 讯な化 人の 巧 かには おんどが M むで わつた のみならず、 巧つて 公典み ホに な大め 巧を をな 
じ、 ぶ 巧 やか 巧に R 巧の 袖 助を を 巧へ た。 をれ がわ わには 府の 巧け 巧 巧は 巧* 巧 化の】 巧を 进る じと となつ 
た-一 

巧みの 巧】 おわる 化み 巧は、 巧 巧の 巧が にかる ほ ホと がに インマ レ ー シ a ン をは 0 て、 天の 巧 巧 のれ < 巧 化つ 
わが 巧の かに マ ランスの 巧が でを るとの な 巧 も おじて & たが、 イン プレ ー シ 3 ン のた 》 に 及 も を 巧つた 
んのが中巧のルをが卜、 々«税がであつて、 おかに巧をたはれわつわ巧なは， 巧^^^^本ぶと地ホとでをつわ- こ 
れ eK イツの 阳 W のけ 巧から U れ ば、 ホ W 人が 化 H の ft 巧を 化 巧して マ A > 巧 巧を なんれ、 な W 瑣 たに W しわを 


化 



#1 かみ ツイ ド . A 于ホ 


がは、 お 蘭 化 巧の マ ザ トン ナの ホ 巧に 化つて 化ても わも个 化を マル グに述 する でを らぅと いはれ る" 巧し め々 巧 
巧と かが 階 組の イン プレ ー シ 3 ン から 巧け わ 巧が は、 すべて かがの 不人乂 と 化しで 巧 イマ IA 巧の ながを が A、 

火 ホを 巧 本と ユン ヵー お 板に 支 巧され わ ナナ 义进 めを 化 並 する 一大 丈は とじつ たことは いム* でも じい < 化 1】 。 

V イマー ル 报のホ カがず おおれ々 なでを つれことは 巧に これ £ 化べ ホが、】 九】 九 年の おな 巧みの 迅巧 にがい 
て 占め ホ 巧 巧は 巧ぶ 十 S であつて、 说 をの 遇 ザ 巧を 巧る ことが 出 ホな かづた - C の W 巧は をく ょりを のれ 綱を も 
ち、 なのが 巧 e お 巧して ゐわ W 巧し かがの 巧に 化つ ては 巧ん ど お 力で をる こと をげ 巧した。 をれ にはめ 怖の お 化 
あるじと か A であるが、 1 方には 巧 放 液の 共 ホ 化を 防 ダ、 他方には ブル ジョア 巧 K とは 力す るが 巧から、 すべて 
のな ホで 巧を 中控 へれければ ならな かつ わ。 從 つてが 巧の 化 巧に おがと しで、 をの 巧 巧の お 火に な 巧して わる お 
化は、 不が 巧れ 化な お 茜に 巧す る ことと なつ わ- 
れ ホの お. 面に か： つた おは、 和 能 も あ 〇、 巧が も わり、 巧な の 人* でを つ わが、 巧 おにが いてげ ける とじろ がわ 
つた。 巧 かれが 化に 反 巧し わかが はなめ ろに しても、 ちれは 巧 株 化れ 巧 巧であつて、 巧】 巧の 化な 巧とは いへ な 
い。々® 化合の 老巧な 巧带 おとして 巧され るに しても、 が 巧の がで はれ かつた" 

ブル ジ '"了 化な はが 巧み 巧を がめ て、 Kf 巧と 人に 巧と に みれ、 阳 人め のず 拥さ へんが まつわ」 巧 I A の 人 巧 
はがで あつ わが、 をの か 仪を人 WS 内で ブザ ク义 -々王 I ベルは 天 逝し、 ラチナ 々はが 巧せられ、 巧つ わのは 化 
わに义トレーゼマ ンであつた。 ストレーゼマ ンの巧巧は、 かに巧しては冗巧、 -^:に巧してはが的一巧といふ巧巧 
でもつ わが、 本 おぶ 苗 ホぶ ホで をつ たこと けがない-化は、 なげの K イツ じがいて は 化かな のな^れ くして 何が 
も 巧し 巧ない t とを おり、： 一: げに まれを 巧と 巧 巧す る必 巧を 化 じて、 巧蘇不 W 能れ 化かに 枯 がを 巧 PW らしれ。 

ム货は 化 火が かに 巧両 するな に スト レ— ゼ マンを 化が て わ 幻み むらず、 お 巧を はつて これを お供す る こと さへ あ -• 



つた j 

外がにかずるな化冗がは' 快^わ。化：^と化肥みをけつ て巧へ られ、 ホ«巧にツ ラ ン ス化からは不：^の拟モは 
つて 化ら れ わ" 巧ぶ ちれは 化 巧の 化 ホで あり、 がしんで W いられない 化が であつ わが、 ブ A ジ 3 アジー は 巧と 巧 
に记令な巧おに化つわ" 平凡れな巧でい べば、 ツィマ ール±^:か»は陆りに衝5みかの，>巧きとれつておれホので 
ある。 盼 巧削迎 、ル ー ル A 巧が か、 マ兄ク 巧の： 卜巧中 ホ 巧 H の 尚 布で*、 すべて これらけ 巧 巧は 巧 化の 化 巧ぶ 
の 巧 巧で ホり、 化 巧を 水め わ ものけ*— デン •トル マ 拾 半で ホつ わが、 結し をの 巧巧采 を？！ 寸 るに 巧つ ては、 これ 
らの 人.* は f を 巧いて 巧掛 してた わ。 をして 巧が 中には 巧 优に卞 巧し なかつ わ 巧 井の 巧 志が がを つで じの 巧ぶ を 
がれ ひ 込み、 化 巧に がふが：^ の 巧 件を をの 忡训 にれ 巧させる 巧 巧を；？： けたので ホる わら、 A ぶからの 趣 巧と 不 
みが ちれら の 人々 に 化 中し わので ホる-一 ぉ 巧 へれば 卯な 3 人げ が 化 人の 過 巧を ぶ 巧 ふな 巧 〇 を » め ホと いふ おに 
なつたり 

な 巧に ド 年 ツのホ かがぶ 化 K ィツけ 巧の 巧摄 みを 巧 化さ 甘 わか どぅかの 削 巧が お卜； げら 化る- ポ みに 化つて 
巧ぶ 巧れ 化の 佈ぶ阱 なが ホを がめ わのは、 ホ か 5 巧が かが 巧ぶ の 州 S 卞ぶ 化は 失を】 がし わ わめで 击 るか、 ぶは 
まわ 巧が 田 h ぶが ぶかし W むかつた わめに •がられ わのに 迸ぎ ないかの がで 无 る-巧# 化ぶ のみ .6 めれ « は 、巧み 
巧が ドィツが 巧 巧と して 巧げ のな w 成と げリ巧 巧と を 度 守し、 化：：： 巧みを なれば がび か：：： の 化お孜 巧を 化り 巧す 
w 视を ながして たる t とに •巧して たる J • 师 して モれの W 巧は 十 ホス 进 巧け 巧乂と 巧に な， 堪 のに 化 おにが 巧 さ 
れてホ わかく なえる。 


興 巧む クイ ド • * す ♦ 


ニナ チス のがへ W 

化 巧 巧の ドイツは 两 十： を 刑ら れ、 は 削 恥せ。 わ、 K がの 航巧 なを がれは されて、 阳 K は 巧 巧の 巧に 化かし 
わ】 をの 卜； に 巧 巧が かがは をの 瞄み にがいて ドイツ 化换の 仰統に 则は卡 、をの 巧れ がが 巧が F イツの 巧 巧に 巧し 
ないた めに、 がと おに 化かの 巧 巧は 地を « ひ、 をれ が W 内の すぶ にがが を わけた。 一九二 丸 ザのを 巧 巧に ナ乎ス 
が一 班して 巧みの 巧 二 巧と なクわ ことは やがて 巧 れんと ずるが がの が « とも U る t とがで を ホ- 

巧 K 大ホ はぶ おがを？ < トレ— ゼ マンの 巧ぶ一 それけ 化が る 化り ザ か 巧 約が 巧の 巧を をを して、 保 行の 不可能 
を 巧ら しめょうと 卞る .1 に 巧* がれを 均。 して & わ‘ 巧に がぶ き 巧 ザは 巧 乂の洗 巧を 受けず、 化かに 巧げ S イ 
ン V レ— シ 3 ンげ 巧の 祀 がな 化 巧を かひ おし， 拘の 木で 巧 前の 化 巧 ホる ドイツ 巧 W のの が をれ へられ、 ヴ正ル ホ 
イユや 冉の閒 '，ホを がかれ て、 おを 化を わ ザら-. て むる 0 iM なに ドイツは いつを も 巧 巧に 愧 4 なければ ならない 
のか、 的 巧を を拂は & ければ ならの のか、： が 邮に 服が しなければ 化らない のか J すべて じれら の 巧削忙 巧し 
で 巧 へられる 解 巧は、 巧が の 化を わざら せる が 巧 のみでち る-が* ル サイ 1 化 巧を 巧 巧 甘ょ との 十 ホスの な W は 
巧 松の 乂 のか < 巧ぇ 巧が るのに W の ホ 化ぶ もない' 

巧し もが 巧に 狂 つれが 巧 あがのな 化は' •九；： C がに おつて 中央 3 1 け》- い S - H なをが ぶる にお ウ わ" 巧. ホ 
みの 巧 本は プ クン ス 、オ クンダ S 巧 本 S 巧を ぶうて ドイツから 引 お げられ わ - xt ぶが にも •巧け にもた ぶ ザが 
が阳 しで、- 九 二 九が は 辟が に 巧ぶ 人づ つが 化し わた ぉ ザげ け： 九.：.： _ が にんつ てを に々 巧 巧を 巧え ホ-かやう 
にぶ^|な化巧は- — 蔡イの おもへ らく —— ずべ てが** ホ' - L 化め と、 错 化な 巧が 巧 巧との 巧 ホで みつて、 巧 巧 リ 



田に 巧つて ぶが せられる 供洲 のがが をむ 化しない 化り、 •トイ ツ はなな する ホに をがない" をれ は 规化义 明の かな 

である ts む： 一。 ぶけ 巧 本 塞 Q 塞 ミる や ミを た ミ お」 くは 楚 ぶぶ、 裴墓 S いわ 災 化と 

も：！；；' へられる。 巧 本ぶ けの のをが リ-> げ 、級 巧ぶ はが ホを 引 止げ、 巧ぶ 人は 他人の なをが 日 化る b かぅ しわれ# 
化 則の がに、 小 ホの かくが を 巧れ で、 巧* として 尘を てむ るに ぶびない。 こ 公は 松な 化かを 巧む すには 巧 快げ を 
一 姑す るが むを か 巧と し、 乂巧 ある おしを K イツを 进 ける わめに け、 ホ WQ が-力を お » する 巧 S ボを 来め 
なけれ ばれら めり 

この 巧に おじて 巧ち 卜； つわものが 了 ドル マ •ヒ》 トク I である" 化の が 巧は、 巧る、 みころ か 斬る の 化が ホ 
るり マ クン 乂を热 〇、 お ホ 巧を が 巧し、 化けぶ、 な t ぶ、 ユダヤ人、 巧み、 め $イ ♦の 现 がかみ の 中が 巧 九 一が 
をが つて、 化 W をな じに 巧く t のはす ベで 孩イで A ると K 一，：： ナ る-だから 巧 巧に 不ぷ とす おを 抱く ザは、 巧し < 
化に W 采 をなる ので ある 

ナチ 义は巧 代の 朽ホ かなを 巧む し、 枚が をを なし、 化けを 朽巧卞 るみむ 巧した】 田な 巾-巧を 巧し、 ためを 寸巧 
しで、-:: ホ 巧 巧の ドイツを 迎る ことを ホ ザす る ものは 十 乎乂に W 化すべし もない わ-かくして ヒ* トラ I けた 化 
よの 化 化に ぎ 小 げられ、 ドィツ 巧が のが； のがみ ボ として ホ 说 され わ-たたと £ ホ にがむ 中小の ホ K 巧 わが、， 
巧が のな なを 化 巧て て、 か：：： の阳は 的 化 巧と が？ ^ のが 巧と をむ かするな 巧に ぶちを みする ことけ、 巧 巧の ぶ 巧で 
*»、 一 化 巧卞卞 ぶに 巧 L て . U 化を 巧つ わ 化 巧が、 楚イ じを かなる お间 をむ か 十 るれ み 巧の な议じ 巧を 巧さず し 
て、がしをが化ホに化らムとな中るのは人；5のり巧でたつた- 

この舅 に^^じてホ午スのが巧が乂ホの魂を蜗んおめで光るから、 を^巧巧はけ間み^所と巧巧とのななに化 
る もので あつで、 これむ くして は； JK ル ツ •じ》 トラー が 巧が じ ナホ 吐のを や 〇 化すと しても M; の 巧 巧は W 


I け 


巧 か い ♦ 


巧で あるたら え 13 にし こへ ばを S 巧 粉す 三 ドィツ 塞」 なる 塞屋 之、 C た 化 力を 與 へる 養 巧 

かで あるぃ ナ ネスは がんで 美に げびを る。 乂ホ は-での なぶの 覆に 冀し をが 化 巧 巧を 瓷 る。 巧みと W 
哉 C かつて 巧 < のでけ なくして、 窝じ 巧く ホ衍 、巧 中衍涩 のをに 巧 わされる ことけ 化れ のげ 化に も W ら れい 巧 
則で ホる】 

を* J で、 ナ子 义裹 け、 缉 5 ホ 逆に さいた ホれ 卜奚に 内つ て、 阳转； ホ ホズム ちを しゎ 巧し 、 L 
の、 溝镇 、巧 点 茂 萬 ザと」 了が' 掌藥 に？ &寡ゎ 袋 《装を ぶ 《ろ ミと 段に 望 巧 

脚に 巧す る 巧が、 卽ち 公な » 巧と いふ 义 ホに 仏つて おが せられろ 曲 W が 巧の 巧な を强 巧して、 K イツ K 化 W ぶの 
げかし い" がを じ ホ 巧を 姐 わせる ことを 忘れたい ので あつた" 

一丸 ニーが に ナチ ス のみ 巧に 进げれ ホのは、 アド ルツ-じご ラ— であつ た。 化け 奪り のが 威*^ 巧 かしで、 を 

のをを 爵の S 表と し、 て" ン V をが、 塞 おと」、 二 主 ル ぉ と」 了證と 反ミ賓 に 菜 させ 
た 一 九； 一： OS 巧、 闲 ぶかみ なは 厮告 帆を 找げ るかく に 巧 火して、 理巧 なに 幕 《かを し、 一丸 一一】 非た 
化 《遇 巧に がいて は、 巧 か S 巧 一 おとし 了二覃 lii 《巧が を A めち 

化げ の ドイツの 巧み かみは、 火が 巧 W 巧 火れ 柿肢じ 比して、 れが のが 力は 飼る 刺な せられ、 加ん るに 化 K ホ 巧 
はりら 巧 巧の 地 巧に： り-つ 切 巧な くして、 か 何なる 化が にも W 巧ず る ことが 化が、 而も 内 化は 巧みめ でん 巧に 化つ 

て 巧 驻卞ミ でんむ < 、内 W をが 城 了夕 塞 《お 接？ 贊、- 一ふ璧 内 阳化替 .2 なら に 逝 巧 
しち 一九 一吉： 卜 一巧に ミトラ ふ 脚の 驳卞 る* での 卡叫 ヶホ閒 になな) 个 のは 资 塞し、 闲瞄 のか 受一 
ちク 巧に 沿 ざな ミた】； 九；： •宗 、慕に ホ： つわブ a ユ— ニン ダは 巧に がける； 沒 かを 髮と 
K むの 巧 向と じに み、 巧な ぶ 巧を がな し、 巧獨 かおの 巧 かを ぶめ たけれ ども、 巧. 肺 とんに V イマー I 巧を ホ か 
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するな なを 示さむ かつた-化 ぶは これを けつて ホホ乂 5 な 嫩をか 巧の ならしめ わが-山 $; としで が 媒 千ろ- 
义チブ H ン •"バ —卜化 巧は をの ドィツ 巧 光の 巧 パに がいで ホ A かくな してた る t な ゴ】。 

十チ乂 S 巧 巧は、 をの！ を UW する ことに 化つ でのみ 巧が する ことが でを ろ" 不 巧に 巧れ してが 止せざる 卡 
ホス述めにめいてはがろがゴが化けし一'、 がぶは亏5巧に巧ふので*ろ- 巧がと化も2^:1-ぶ«の^{:=*£にがむ切 
巧を W 别 する ことは 阳 巧で 力る-じ ィ トゥ If ぶ はれ ホ ■•の 上 じな つわものに ホサ して、 咎ら巧 巧の 化 巧 曲 
のぶ 巧で ある。 

の 巧 巧は 一が の 巧 山が ホる としても、 の 化つ 十乎ス めれ 巧 巧が にはを S が 丰と卞 るね 柄の 化かを せ 化 卞ろこ 
とは 明 巧で け 化い 一 

が一に ナ乎ス の A 本の 化が としては、 を A 化かぶ を 3^ けなければ ならめ。 ナすス は 化 焊の巧 化を W つて 人 巧な 
ホの-^巧な〇みザへる- ドィツ化がはみと〇巧ばれゎ理-^^でホつて、 «をなおおがをの«ホな义化をなつてが夕 
なる； Si 巧を 义 がする ことけ# の 化かを ぶぅ 十る 所 W で ホる とい ひ、 化 井の 文化け 了 リ了ン 化 巧の 拥 なする 巧に し 
て、 巧ぶ - k 蘇は 巧 化の 本が であると が：*! ずる。 

巧 二に ャ乎 X の进 かは 非が 巧ので ある ことを 巧朽 とする。 『巧では 化 おを W つて^へ る J と巧夕 がい ふの け、 
ながなる 巧 巧ょ 〇 も、 おな とな 梢に 巧*" をのく ことを な 化する S で A る- 

巧；：： に 十 乎スは W ぶれみ 巧 » 端 とみれ ずるに もら 卡 、マ 凡 クスよ ぶの か < 巧な 巧ず の 化が に W はれ ヤ 、下 ウタ 
ルネ ー と稱 してみ 巧な 巧濟め W ぶ ホぶ を おがし、 义 おおゎぶ、-:: かたぶを が# して 俩 人的び に H ぶ 閒 のす や 巧を 
なめ、 w 補：^;: a ^^の術巧を； 人のが巧ボにを巧せんとずるのである， 

な 上の ぶぶ わら 化れば 十 ホスの 巧 巧は 人 巧の W ぶ 中 •ぶで ホ 〇、 『•化が，： W ぶ、： 巧 巧 巧 J を W つて W 巧の 
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IPI 材 / ■•ヴ •（ド • ス 


が 元と する】 化 人は 化 ♦の 一 おがわる に 化 まり、 巧 人と しては 何のぬ 化 もれ < 、祐力 も 相わない ゎ これを 巧 巧ず 
る 巧 化は i * 神と 巧朵」 に时 しての み 巧 巧を れム ものと がるので ホる" 

ナナ 义 S 還 E か」 て英大 を 某 K づけた わ も 《でな く」 て、 へ—:、 二— 乎 1、十ゥ こ 巧の 蒼 

を おなし わ もので わるが、 ナ ホスは これを K 巧に 巧した 巧に 於いて、 がなる 化ぶ'^ のがのと 巧 9、 み 力れ 政 ホ 班 
かとしで 巧 大れ化 巧を 巧へ わ ことは 二 个化お 3 : 人波が' でみ るり 

W ぶが か K は •トイ ツ にがいて 公な せられる 嘴 一の 巧が でみ つで、 なのが が 巧が をの 院 巧を 執行す るに 巧つて、 

れ府 のを ミれ を 袋す 5 塞義 ふ-轟 S 鬟 S ミ 望せ を、 衰 嚮累摄 《基 更 

は ミる ことを 化 化に ぶたし ミろ なつて 愚援 はおち に S 衰 揉と 2 •- W せられ、 ザ かょりか 方の が お 

にち るまでを く ナチ ス なれを W •つて これに 乂 てる- 

ドイツ •ナ 乎ス のめ 巧 W 议 は、 ヒザ トラ I 巧が の ザれ；； 『巧が B ず」 になす とじろ を、 な 次に K 巧 せんとす る じ 

化る" ち S が 巧 寶 イン •ご . V にを 6 隻 かく 苗 去 路 嘗 を』 とすろ 雙 . U ら S 力に 依つ 
て、 望盡をか学ることじがる" ミ ：1<なミ-技畫をりでぃへば、 *^聞は望皮巧を碧卞るホ 

一の 巧 化な り』 と いんので ホる" - 
ナホ K なれ 巧の 化！ 5 け、- ドイツ 化扶 のが 一一で わつて、 十 乎スの « 巧 0 中に も、** を 人は は 巧— り ホが にょ リ 
で、 凡ての ドイツ 化 巧が、 た Kt ツ阳 にが-; 甘ら れんこと を お ホす J とな L て わる. 

サ乎乂 の化扶 A が、 ゲ A マン K 化の «搜れ にがが を ことは が， ん〇マ イン •ヵン/めぶの かきぶ 化に 化つて 
叫-:: である 苗 3】-- 

人访 じは：：； 柄 S チ ゴ。- が 支) をれ け义化 S 视 若、 义化 S 保れ ぶ、 をし マ义化 S 簽芭 かつこと がが 


1：1 


がる-ミ 内で てこ 掉 s が、 こむ 巧 s テ；， を 代わす る 
化に マ イン •カン イ けぶ 岩く これを 质 してた る (ti 

化* ぶ耐提 ける 人賣 文化-*」 苗は、 て ご 接 C 迄 去 ザ かに 損」 て わるで こ S 侯して 巧 
璧られ るち-ホは 搜ミ 了るな 6 ば、 が」 を M な 《1惡5 想が S 難を を. 0 で 五ら ぅ" 

をれ はに、 がかは こ S みな 化が 《が 拘に W する ことが みの 规 巧で ホ 〇、 この 巧た の 巧 巧の わめには 巧 ひが 化 
巧卞 •へきで あると いん (な 5】) 

こ 冷が に. 平 か 盛が 力を 巧る ことを 盈 けに 蜜す るぶ は、 ドイツが 嚴を藍 了る じと をが ける ため、 を 
"を— なけ & な 6夕.： 人寶ち W 雲 寧が 奥義 ぞ 了、 地 菱 がに めけ 票 一 某 人 公と なる 
含に C を、 人ぶ の や 塞 tl 基」 わ搔 ミ。- っろ：： をれ なに 堇琴 、ついで 票き ホる 一 

ヒブ トラ ー の 化が ホ 巧に 巧す る 化 W としで、 化に】 つ マ イン-カン ゾを找 刑す るなら ば、 现お 4 での 巧 巧苹巧 

賣活に 保む，； 窠 S 巧 ミつ わかを 巧茲脊 わ 質な を 夏れ a ミを っ (な")。 

ドイツは 狭が モ Q 格を 巧け にめ いて、 S 援が 利な を完 わ- 5 く、 お捂 一の 蓋を も クて括 ホなら ち 
K イツぶ W け々 H 巧に 化 巧め ぶ 人 公と むつて 帖 わで ホら ぅ J ^ 巧 化は わくて 去 < 巧つ わ 义 •间を とり、 ちしで こ 

の 器に けす？ 初賣 が、 赛 し、 妨 巧して おを ぶ せんとした ことか、 おお、 る 塞に 依 ミは 寡 
しされ 若 つれ c とを ぶ」 たに聋 ない】 香 すれ 摩 かは 装 § を お 巧」 i ち 襄す 3 かを 愛 
巧 巧に 化つ て述サ をる S ではない U やかの 援ち化 巧を ぶ孚 るを 嗅 援の择 《なに 化。、 •でしで 

が 化の 文化のを めに これた 巧 巧す る じと に 巧つ て 巧し を げられ るので みる。 

巧し 人 试と议 がを 巧に ナる巧 巧ぶ 化 お、 例へ ば チェ ザ n 人、 ボ —ヴン K ん巧 はこれ をが 3 巧と して ドイツを お 
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地 s ドニを を擎 K > S で A ?、 っこ提 す.- グ "•： こ 完结ぶ さを 至」 ょ-っち ふの 

である。 

ホ ナスが 稱吏遺 甘ん とするな 巧け、 繫イ 0 两革留 (： ご； ご) の援の ためで 芝て： トイげ々 

ぶ 巧と して ホ： がする わめには 大阳 わるに ふさけ しを 人 n と、 これを を ふに 化ろ 巧 巧と を も われければ ならの こ 
れ がれめ じ おも 赛たム 地は ツ聲 S 講、 所の々 クライ 十とコ- 々ホスで* る。 マイ ご カン； 一節には、 
ナホ s 潔くを！ SS 吁 着れ を丧 、う 百が 《世に 进 つて、- てれから や。 近 5 わ ば 社ら 《。巧 巧は な洲 の巧义 

はおに みつでの みを 揉を ルめ で、 輩の 地に 巧 眼し ちれ ばれら ち 巧 巧は 某 請 《彼 袋 巧 護 養 

を おでて、 府 がは 4^ 裳 巧に 移る •へきで ある.】 和し で々 H の J I ロザ. ハに がいて 巧 L * ふ 地を りに する は J を 
れ はおとして" シ了 及びを の 巧 巧ぶ 阳 しわ 唯 へられない i となして ある- 
が に また ヒご ラ-は： 空 一華に 二、- レン.： ルグで 溝して ホの かく 述べち 巧し々 ク； シ ベ" 了、 と 
々タラ イナと を f に 入れ わら、 ナホ 义 の ドイツは 提 の 巧に 術ぐ こを 化が る 一と* 

をの 巧から •トイ マに がいて は； ライナ 全が がして 愛受纽 る 諸が がま。、 一み 一 的が に •へ； ン にな 
けられれ" ン ドと 巧ず る搜 は、 or 受辜 人を 援 して、 マル マレ》 ド こ— ゼン ペル ダ (ナナ； 望が ち 
の 疆ミ K 茲を怕 《わ" こ 《がぶ は ド イマ S ぶに； ク主 受阳を 巧り、 プ 糞お努 《タラ イナを ホ 
力と し、 これに •ホ— ランぶ 化 当 W を ル— こプ 巧の •へ ブサ ラビ 了と ご ピナの •巧を 加へ て、 人 U め阳平 
巧な の お 和 闲を寶 し、 ドイツ S 现 巧と」 て- N 堇巧 しょ ろと いふので ホる。 

ホ も々 クラ イナ 器 塞 チし も 需む赛 ではない y 1 九 一泰の" シア 器畏 、阳 "シ 了に ミク イナ 巧 
化、 ぶは々 クラ イサ おの 迦 かが おつて、 一げ は ホ-; がに をの 蕃を诗 たこと 至 つれ。 をのな 雲 月、 


1 :, 


モスク》 皮 府と巧 •巧 度と 品に ゾ； 卜 • a トウ； 寡 か A ぶが 閒 た、 ミで ホち 宗 かがれには ウ 
タラ イナ 巧 か W を 化の ツ から 巧 化し わな かとして これを ホぶ した" この おのは 閒 もな くが 丈 ル サイ ユ巧 むを 

なつで 爱サら 良が、 たち S 賓寡 ドイツめ 愛 器 雪 VSS でぁえ 
かやろ に ミラ イナ 全 装 こて、 阳ち念 茂 哀 管、 ドイツが t 复衍 みし 了、 二《第§ 巧が 

おお、 辈 ホを ザ だ、- 化に 述んで T 妾 KS お拙贸 がを 覆」 ょろ と 《けぶ け、 巧 化 《お 化に W 《みい 大は 
巧で ホる。 をの かぶが W 巧に 巧され る W なにけ、 ポ I ランド も ブ^ もぶ しく 形 渡を おじで、 おお 巧 じの なが 地 
抓は を < 一巧す る ことみむ るで あらろ り 

巧.-; が W の 巧 かか 巧け ド イブ K 扶 がが】 の) がと なつて、 む 松む 化の 巧 出を ぅる ことを り衍 して & るので ある 
から、 化が だ ホの 巧が 沒刖 巧は この 巧ぶ を 巧 化させる おを にめ いでのみ 巧 化を もつ-巧し W 拥乂 巧に む わむ 化の 
大 W ぶを が 巧す るには •令な 洲を なの i 、 にぶ ム する ことを 必 おとし、 巧いて 歐 洲の词 猫が K イツの このぶ Mu 
化 巧す る ことを ぶ 味す ると も 化ら れる b ナナス - K イツが か、 るな がの 将 をと、 化 が 的 W 安の 巧ぶ を— 巧と して 
巧並するな卜； をれはがが：のに8£|^ぷ化がとのが巧をぶばし、 をの化がれホけがホのにも、 イザす《ジ1のんか 
らも、 化の な W との か 巧を おがの ホと しわ レ 

快 一 るに ナナ K Q 奥 寞と愛 ドイツ お S た寞 とを 只 字ろ ち 署な望 香な 《る t とが 讯 

おる j かて々 イザ ー • け f * へん ムニ かは、- ド f ッの 巧が はお にがり‘* と 巧 明して おおな 巧に*^ 巧し、 拍 W 化 
をぶ め、 が ホ お 5^ を W が L 、 太が 巧の みぶ て わ-ミれ が お ホ W との 巧 义を必 巧 化ら しめた 巧 山で A る-ザる 
に ホ 乎スめ 化が かぶは な 洲乂 化に 化 巧 尚を 巧 さ k ける ことを 化ぷ として、 み ホ 化 お 地へ。 进 巧は これを 巧 1. ぶの 
み巧へ わ 巧巧屯巧聞とは村ぉまでの化をなむゎは明なでなぃけれども、 ホク ンダ、 乂カ ンザ< ナゲィ T 、 バ A 


レ— f 一一 r 、 A / y w I をを 巧た とする ものの 


1ft 



K か" ッ f ド • X チ* 


こク靈 を一函 、棄に 於い マミ ラ 主、 央度 長いて ミ— マ-;、 ハン ボミ 畫楚 とする も S 
かく 化え ろかくして 英 •ホとの が 擦を さけ、 大窝 送に 化つ てが し S 話の 爱窺 をな 玉げ る じと が、 
ドイツ S 所 沉器新 がげ で 至と 送せられ ち マ イン •カンプに なされた 夕 、ドイツが 『器 〇叟 はお じ 
ちて S 永* <の 巧のを ル ごる C とに 巧つ て 巧 曲ち 寞は 巧を る 0 みなら サ 、罢 《化に^^ ナ るに 巧つ て 
も ドイツは イ；- ち ひイギ ，乂 との M 班を を车 ると、 ナ乎ス の 違 香 お注して ねる ので ホろ 

III ナチ ス 外ぶ の貼閒 

一本 か 的な 挡 のぶ 吼 - 

ナ ホスが か 巧 巧と しで 尚 化に 化え わけ 化に 於いてろ 巧の 两ホ方 化は 巧る 巧雙 ホつ た ヴょル サイ ユキ 技 
が、 お いで 故：^ にち わかが にち て、 资の窒 と 热管怕 距と访 巧と を 一巧し てれ 装 巧に 帮し 、これ 

を n。 のな がに か 利な 如く 拟閒 させる ことを なつて 化 0 わ】 

.九 一一れ-ザに 化 もた マイ ン •カン-/ を 一成す る ザは、 ナチ X 寮の 投 に、 器 品が がな 巧に 等る ことを 
巧 化しな.^ ザ t をつ わ" 卽ちヴ H A サイ t 化め はす •へて S 窥 S 巧 B で 来〇、 ト イツと なが 《禍 ザ® 蓋で ぁ 
ると 茲さ与 わろ 化 若 蔓な援 にち 了 等」 も ミで けれい、 と 巧へ 气 震と を 《をと 巧 居の 化 
- i わ窠技 言 柏 嬰 至が、 我た 資は 誓に を S を寶」 5 了、 還 K ミ 全力 & ちれければ むら 

をれ こんならず， i. 装の •トイ ツ は、 巧 太 人、 マ A キ スト、 ゾル ミア 巧が がかと 巧 曲し、 巧を 化 ダす か 化 
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化々 ホ か w } が) をむ 化して、 ド f ツ n - K . むを 化 巧に 巧 さ • w 巧 化 州ぶ ぷ た"、 巧 ホ w 述 わのと たけ ごとを = •トマる 
のは， 化 じて 井すべからず と ナホ 义 はぶ 插す ろので ホる。 をれ がに ナチ ス のた 化は 巧づ U つて 内 化を 巧リ、 H 惟 
を 巧な し、. 版 W を 巧 巧し、 巧ぶ 化で を か 化せょ とい ふので あつた レ 

このげ 化に 巧いて マ イン •カンプが 化乂 のな 柏と 化 化し わ ものは V クン •、で ホつ わ) ツ クン ス 人の 門， しが ホの 
本備 は、 ドイツの み 巧を 巧す る じと に M 巧す る】 ブルボンで 胡 も、 ナお レオンぶ も' みみ マ ランスん あく ライン 
左 巧を# ひむ る 巧 巧に めいて 一致し わ レ をれ かりでは ない、 クイン かがの が 巧に 巧 人 邱议を おつで 卯を 巧 わホツ 
ランス のれ 巧は、 おに 門 人 柿に 巧す るを 人 化 巧で もる d か< して マ ランスは でば お洲 、ザ ばなん 巧の 劣 巧 文化に 
放す るな 招に 巧る、 とが » して ゐる〇 

巧し フランスの 2 ^ する 巧が 期 化 をれ 巧す る わめに ドイツは 盟 巧を か 巧と する。 ちれは イギリスと イタ 9 1 と 
にめ いて 巧 化される W 巧 M はせ で ドイツの 巧韦を 妨げん として 化が 人 巧に を 加し わけれ ども、 おがは ヴ ランスの 
巧 W 束ぶ を 助 おし わに ル まり、 聲 W は 巧 化を 巧し わみ M 巧で あつ わ-化つ て イギリスは、 巧 巧 ドイツと 巧 巧し で 
プ ランスに 巧がず べきな みに ホろ" 次に イタり 一 はみ さに 瓦る 巧 W ぶ W のが 巧から おはせられ て、々 H では マラ 
ン ス のみが イタ 91 のが 比地说 おを 阻ぶ して わる 〇イ タリ I が ドイツ - V 巧 巧す る ことが がな の 巧な に* ると が だ 
の マ イン •カンプは 故して わる。 

K イツは ブラン 义 をが 巧し わ 巧、" シアに 向は なければ なられ" このち 向は ビス マルタの ホ 典の か 巧な 巧に だ 
する のみならず、 一九 I ご 一年の ラ ザ パ" 巧 巧と も 巧 反ナる もので ホる。 巧し 化が のが 巧から いク てが 巧 的に かく 
なければ なら A " ドイツが ロシアと 巧 巧で あるな リ 、ち •傅は むがと 巧す する にち るで ホら ゥ〇坟 ホ 的に か、 る 
なみ〇化巧するホりでなく、 ぷぷ的に化ても化巧ホみをを巧する ユダヤの^4^ぶとどぅしてドイツ が間坦をおぶ 


化 


g 巧 O ツイ ド • A ♦ホ 


ことおが ろか。" シ； ちな 某 こそは 填 ドイツが 墓と す 5 をで 重】 ミは に 巧に 遇み おに かびろ 
蚊 巧を は 巧して、 中 化 3 チユ ー トン 蜗 ホの 巧を 巧ぅて ドイツけ 劣に 迅 化しなければ ならめ。 もれが ナ乎ス の 束 
雄み である" 

『が せんとす る随 巧は をの か. 典と する 胡 止に 巧して 巧 巧。 巧が を もつ をの W おが ホが 上 巧 丈の W おを が 巧と 
する がな には、 この 棉 がは】 巧して をのぶ 巧と なる J L ' が 谢のマ f ン ■カンプは 强巧 しれ レ 巧る に ナナスが 化质 
に么 つで W 巧、 れ巧巧 パに 化が しわ 巧 A をげ 巧 巧 かにが 卞必 がに 迫られて、 をの U 巧に ♦.ホの 巧 化を 巧し わ。 一 
W 化府の 巧た としてけ、 マ イン •カンプに 巧げ わ 巧り をを 曲のに が A する ことが ななで あるじと はいふまで もな 
い。 じ S 化 S ず ざしは： み：： 香 《番 接に 规れ でが わ"" ザ メヤん ちみ 化に 巧して、 ミトラ— は 託 
湾を の 化 化を 窺つ て、 7 ランスに 时 する 蓋に まの ぶ 挥をお 加し でた る" 义掉 十月】 王 ハり の ナチ ス 
巧 巧 曲が ヴ H ルキ》 シ H •ベ オバ ハタ ー に 巧 巧され わ 『ホ かがけ」 の 中に も、 ナ乎ス は 『别巧 ものぶ がの 巧 巧に 
おして 巧むな ホ 項を もつ， 一とい ひ、 『プ ランスと ドイツ A が それぞれの 〇 巧の 怖がを な 巧と して、 巧 巧れ 化 巧の 
上に 巧の 巧 调に巧 注す るげ に.！ かみの ザ かは 巧 化せ rj れ るで あらぅ とも 巧い わ。 

ナナ 义の巧 おれは •一九 ごご 三年が がの な 俯に 化つて 巧し <强 別され わ y をの 巧 かは、 この 巧の 化が が W 内の 化 
巧 か 巧に を 力を « おしなければ ならめ がが に扣 つたこと である。 W 内脯 ぶ、 たで か ホ、 货巧巧 か 巧 一、 巧 巧が R 
巧* の W ずは なを. か卞 るな ホ W 斑で ちち-でして ドイツ 阳 化は 何ょりも 先に これらの 内 化閒® の 解 ホを 巧 巧し 

わじとも寶化い巧で5。 巧バなは、 ？^沒.>-零《搜にはす含賣件ム？*芭、 勇《望を必. 

巧と し、 t 色を 巧 Q ザ 巧を ミければ 化ら 置 S が 巧 K れけ義 こ 卜-で 至。 從つ了 ミ 巧 期から 
『 K イツの：；：- かけな 脚」 むる ゴザが、 巧-おし 川 わられる やろ になつ あ" ながの 巧 巧に がいて は、 ナホ 义 がれ がを 
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なつ わんら といつて、 むん にが 枚府 とがつ わか. 父を 巧 巧し ぅる？^ ではむ い" 化つて； Aw ン のかが 巧け 巧 か がの 
人物、 -v イクー ト巧 をれ 巧を して 化かの ホ々 かがを をの 巧に 巧 巧し、 ナチ ス のず おの 人 村を な W する におら 化か 
つたので ある" 

がに ヒザ トラ ー 巧 WS む 巧、： 丸：；：； が：. 巧 一 一 りに 巧 おさ ゎ わな 巧 供が 5 中に-がが がか； 卜 かも か-典と する 中 
かの がけ 及びが 化. 一 じかいて はが 巧が の 巧が な 巧 巧と 化 惟す となされ で わる" をれ はを わ 巧 巧 二十】 n の ザ かの 
祝な にがいて が 返されたり 別で も ぁつ わ" 

巧 中、 お巧个 と：：： に构 みで 巧ぶ しわ ホ W ヒづ トラ— のがぶ はかな 〇 映 W の 化な をぶ いれもので* つた" ザ がけ 
が王 ルサィュ巧わの巧がを巧ぶし、 陕洲叫故の解巧に巧して、 ■トイツけ化は跃の術巧を苗^;31^ぶする巧0に、 ド 
イツ 化 换 にか へられ わ ホら ゆるみ かに 巧して は、 k 巧せ ざるを 巧ない と 化 •へ わ】 ホた？ 3?^ 巧小即 巧に 巧いて は、 
ドイツは々 巧 巧れ の闲 ともが 妨 巧のを お なをん つて W 0、 がが じ 關卞る ソクド ー ナ A ド 巧 策を も 来ぶ する に 
むが しないと 巧 明し わ J 

これに 巧ず るが かの K 巧は マ ランスの 巧 削 巧が 化が として 巧ぶ を W つて 化 巧し わか、 あ W にがては 『ヒザ トラ 
I がが のな なは か 巧の 巧が にが 巧を 巧した i とイ I デンが いつわ おに、 一げ ドイツを 个 お拍乂 のな 巧から K せし 
めた もので ぁつ わ- 

じれ らの牛 巧の な M がが にがべ わ 一; 供の 巧 かわらな 明 ホら れわ ものと 十 わ ば、 その 巧 かの 巧满卞 ると M 巧に ナ 
ホ义 のホタ はおに マ イン •ヵンプの 本 巧に 引な r 」 る •へを こと も A 巧の SW むと いはれ ければ なら A 。 これを が 巧 
のにい ふなら ば、 ドィツ ホ々 のな 巧は、 

; 九 お 4 -巧卜 叫 = 阳 ながの 胳な 


か 


W が lo ヴ イド. * 于ナ 


I 九 S の 年】 巧 ニト ah ポ I クン ドとの 中ぶ 化 巧 

一九 一二 冗が 11: 巧卜 .バロ ヴ 正 ル サイ ユ おね 中の 平が 化 巧を 驾 

】 九 一二 六 年 一:: 巧 t リ "ヵル/巧 めが 巧 

一丸： 11< を 二 巧卜 り ホ— スト リ ー の 併を 

一九 II! A ザ 十 巧ーリ ズプ I テン W 化 

一丸 H 九が‘： ■巧卜 六 = ぶへ ミ 了ぶ 巧ぶ 化 

の 巧げ をつ て攝 されち 即ち 十 ホスが 化 谢を基 J 1 わ； 化-;.：. がから、 一丸. 「-ち 年ぶ にち る が閒 は、 み 

なれ S 葉と ヴ こ* イユ器 基伤色 器す る おは ミれ わ 巧で A 。 •をし で 十；. •ドイツ g 赏巧 
巧は 一を 本を 巧 巧みし で 巧みして おちを そ 巧 巧の 内をから 化な 阳 内の サ .巧が 一が が がをおげ、 9节 
俯が 巧 ホ 雄 化を 巧附 ける 巧 化ち 基 ミれ ミ 接、 ホ— : リ _、 ホ こコを 望、 そしてれ 巧 こポ— クン ド 
训がのがホにおのの望が行は^;、 かくし了お缓巧がを援ルを 黨るミとなつ度でみる〇 

一! ポー クン ドとの を议 

ヴこ ホイ I - 巧み がげ 巧され てけ ち 阳を似 かも 强を 化いた ものは ド f ご 」 f クン ドと でみ つて‘ じ 
W の训 には蕉 .5 拳が 巧 走 磐く 化つ わ •'ボ __ インドを 巧"- 璧 U .」 てを が かを 爱る 二* は、 ドイツ 巧た 
にと つて 巧 公 A るべ* 掠は れい。* たを 5 ホ 度を 巧に 皆 W ずこ另 も、 ぶシぃ ジマの 巧が 選に み扣 
する ことにん 3 L 了 るを W へる 皆 S か、 ド f ツ木 S とお" 二：’ >去 巧-つに 璧卞 5 ダン： ヒお饰 の 

漫 ミ？ ts 巧 革ろ 二とは gov ぶで， ない I 、 h な t ..,; 夕 巧の； が ミす 選を ホ 


づ 


フン ドに かかす る c とも 蓋」 氏ち トイ ツ援 宴； S で* る 一ん と 主 中投受 しい 程 5 て》 ル 

マン 人 巧み 乂ラ 》ヴ 人が とが お化し わ 41 地で ある だけに、 5 W の W 巧を 巧 巧と W 巧す る じとは M 人に 化 つても 阳 

巧で ホる ところから、 ボ- ゥンぶ 寞 S 塞を 則 すれち 『捷 と更 とが これを 靈 する」 ものと して ザ 

がの 巧 巧に 巧せ わか 渡に がつ わ。 

ドイツ 側は を 力を W ゐ て削胜 をが かする が 化は ない とい ふので ホる から、 W 巧贊 がれが 十 丸が のな 用に 化つ 
て やか 的改 .刪を 行 基は 佛 けて わ5 し、 •ホ， ランド も ホ ドイツ 《塞に 巧抗 する わ 《姑 曲に ま持襄 《るち 化は 

かるから、 留 Q 零が 必竊 化と 化る C とは 穀」 聋ミ と」 て t 、 來 5 Y を累 Q 農が wS 冀にが ミ 

とはみ. がの】 巧す る 化が で わつ わむ 

巧る にナ； が 巧 術 と邮ち 化く、 乐 1 ラン •卜 《なと」 てべ， 美 蒙妄」 T おわた 《ち 蓋は ぷ 

しく 寬 され お】 一 九 一一 一華 十 I 再 二十 六 U 1 1 罕 一 = に节ツ ランク ツ ルタ- •ツ T ろン グに讲 度され た 
ジー ブル グのお 文に 巧れば、 ドイツの ポ ー ラン F 政ぶ がか 何なる ぶかを 迪〇 つ、 ホつ わかを お 巧す る こと* 出 ホ 
る。 巧が のポ ー ランドは 妨に 巧く ブ ランスと おんで ゐ わし、 丈 わ バザク かがは M 年 九 巧に バリを 巧閒 しでを の M 
なを 閒 めで 巧た ばかりで あつ わが、 マ ランスは ななが じの 巧な にポ ー ランドを おがす る 化 巧を 巧へ てわた" ホロ 
斑と なることは 仿 凶の 塞が 番の黨 を 塞す るヤ 憂、# 巧的悄 《が これを 享 やを やにな つち 
蜜 W 阵〇ポ Irv 卜 S 迎を 一巧す る ホは、 巧 •>- 苗 S 間に 狭まれた この S のれ 巧が 放る 曲 巧れ ミは 一 

をて 明かで を、 從ミを 品雙史 ミ 這受 S 」 わ W ル》 ふ 質獲廷 &て義 §廷 とじを で 

ホる り 

ドイツとの 建は が じぶ ベ わかく、》 H ル サイ ユお むの お 化、 •トイ マが ボ 1 ご ドに 巧ち た 出 化は、 ブロ シ 


«»〇 


アの^3^^のま化となる*へを化化であつれれら、 これを失ムことはドす ツにがけるブ a シ了の度睡ををちムこ 
とを おか する。 をれ 巧に じを； 丸 二 がが ドイツむ 府 は、 括え サぶト ランド 則 拽にま 力を 巧が しわので 
あつで、 巧な 拍 巧の 不可 怯を め决 しれ スト レ— ゼ マンで さへ も、 ポ I ランド 削がに 巧媒 のな ホを かてな かつ ホ こ 
とは、 化の なな 化を 妊ても 明 もで ある U 

がし巧巧巧强はじのが本問啟を巧くが巧しわわめか、 "ヵルノ巧約にがいてもドイブの^5?^«巧はをおこれを 
も かする じと とし わり ポ ー ランド 側の ま 取に 巧れば ダン チザヒ おが 地ぶ は 元が ポ— ラン F の 巧 生で ホク て、 

に ドイッ人 のが 化する に ちづ わのは ブ "シアの お W は朵 のか 巧で ホる とい ひ、 K イッ 化の 义巧 (例へは r ト イヴ i 
«R むに 從 へげ、 一八 阿 0^ から】 九 10 半に あるた 十 年 脚に、 ポ— ラン K 地ぶ 如ら 中々 K イツへ 巧が しわ おの 
拉は 四な 巧 人に 上る となされ て わる y 

かやろ にポ I ランドと ドイツと のが 巧が 粒えない むが、 I ほが は】 が ブラン 义 との おめ に 化つ で、 巧 方 
に巧访 する ぶれを 化て わけれ ども， これが どの 巧 化に 力 にれ るかが ポ I ランドの す 巧の 巧で みつ ホ- 现に ロヵ ル 
ノ化 めは、 マ ランスが ポ— ランドの 田 巧を 巧 巧し がない ことを 裝バ すろ もので ホり、 プリ T ンと スト レー ゼ マン 
のが 近は 拙 巧に ボ I ランドに 巧す るむ がと も 化る •へきで みつた。 

* こめ 巧ボ I ラン K と V 昭 との 视 巧を 恥な する ことは & ずし もが 讯 のな 化で け あるまい 。モスク V 巧府と ボ—ラ 
ンド孜 がとは 一九 一一〇 がの 巧 ホの 巧、 リボ おわを a つて おかの 闲 おを 閒 がした けれども 、■み 凶の 巧 巧には 巧えず 
t 沈 化が 件が あおされ、 か 冗の 巧 •む咕 鬼は おえなかつた」 一龙 二々 がに ビん ニッキ ー のが かがけ はれて W 巧 • V お 
A の！ は】 巧-ホー ランド にもつて 巧む すべさ t のが かつ わ-化つて ビ A シッキ ー 亢 帥け ソ 断との 閒 巧に 巧いて、 

W を巧が糾むむかか的！に出るか、 逝んでみ义ク リみ巧協すろか、 ぶはまわゥダライ十おをどれしで、 この地 町 


こ. ホ-クンぶ 慧をち 器を -s ミ 苗 蓋は ミミ-。 を」 tMnsf ミぶ 府 さ® 髮 ちぶを 

ねで なかつ わ夕 化た ろ-でれ にも 拘ら サツ 愤とボ I ランド* の-平 かが 冀 ミれ S はを 《薑を 力々 
く 装わら をし、 遠 だ 苗を 闲 とはい ヘス 班 A 粗地襄 にを ち A つたわ 《に 堂 ミつ ち これら 
枕 ミ ：. t 1 難は 一九二を 1. 巧を にポ- クン 玉-ひじ H ; -ー マ’ * - マ；、 ラよ < I 巧 
じ t ヴ：； 璧だ 寄し， 不養約 S ぶを をす る こと 6 めだ わ 《で ミ" を" 巧に 於け a 巧 •巧 
苗の 關 なけ， 畜上ホ 资援基 け、 一九-- 一一 一巧 ヒ 月； なに 弓 脚と •ホ， ラン •卜と 〇阳を g 保め が 

な ばれ、 この 巧め は 引‘ おさ 午み 大巧 生で がが じた ものである。 

とはいへ、 襄 はぶ-ランドな 《苗 か。 かいて 笑" 巧に ミ トツ— 篇は 巧、 菌某 《々当が も 
でて、 ブ 辟は 巧：' クン スと 塞し、 阳巧雙 にもを 加 ホん とずる 獲を し、 モ义ク ヮの吁 妻れ に 巧を 巧 
のの 巧 巧が 鹿され て ぉた。 ちに ツヴ r 卜が塞 ホ 巧を； ぶして、 元の 受ホ 奮迅る 可獲堇 へる れら 

: H 、 ボ— ブンドの な？ る阳 巧は がぶなら ざる もの あるじと もが® ブれ たので ホる。 

かやぅな 化 化から、 ポ- クン ドは ドィツとの 牌に 足 非と も隻 おを を さ ザょ かと'^ して わた-が ドィツ も 
ホ、 ナホ 乂巧诚 の费が W なな 曲に なかの 反 巧を 巧へ、 拍巧棋 巧ので ホつ たお 曲の 巧 ミ、 才 i 午 ご ホ* ン 
バレンの！ H 戈に 化へ ば、 化か 一読の 叫に ピ 巧のに が 化し わか 5、 至'- ブ媒 巧との な 溝 反 巧が 基の 揉に 巧 
がを 巧ず を 化で A つたわ 《に、 朽く类 S ぶが に 十る C とを 菊と 化 T 、 ポ- ランぶ 畜 •へ わで をが るを 
をし ち ィ 

一九. こ H 串 K 巧 かに ヒ》 トク 1 ぶが と. ホ 1 クン ド乂 巧と 《閒 にな 專 《た ホが 巧 はれ、 •.違 某 巧に W 化— 
つ、 みつたが、 これを 下 クンぶ から 技 ば‘ 十； のをが をに 比べて まな S 件を 巧ち 


ツ 


興 巧め ツイ ド •ス *ナ 


ホし わかに K 術 5 れ わぶ； に 十 ホ V ■の讲 袖に けが 米ボ 1 -V ン ドと kH 卞 る.，" シブ SA ボが 巧みで あク わし， 

•ぶ 一-に ヒザ トウ— がぶ 阳 ホぶ をが 巧して、 ドイツ W 化の が一を 卜- わるり 巧と する 叫々、 ポ I クン K 人の 化 おする 
第を 置す ろ 買は がいかく 故 じ わ。. 化に 望 冷 山と して、 ナ：の w 茜 萬は、 ラ》 パ" 巧の 〇巧巧を 
ず W 能と し、 この 巧で ヴル > I 化かの 化 本は 巧と な 致ナる ものと 式 へられ わ- ポー ウン ド 巧が がか サウな ながに 
がぶ しれ ことは、： 九 S111 が 十一 巧个 お：：：、 W イス 午 1 がが けの ボ） クン K 小、 化と して ヒザ トク— 巧が にみ 化 
し、 ナチ ス のれぶ にぶいて ft がの おがを 削い わげ からが まつわと もい ひ W るで わらぅ (巧 7)】 

ん 1 る窝安 ら ホれ たも 《が一 丸：： •皆 一巧 _- H ハ ロに 留 され わ 中蟲 巧で ぉる。 一 化して こ S めは が 
W の训 がに が 化を も 巧した もの でれ < 、化 米い 巧 乎が かにが 巧を 則 ハへ わ 巧で もじい。 巧し おが 閒 巧と ずがで 

を 巧け ホ 茂が’ か 巧 5 箸に も 巧-」 恐へ 寸と 度-^ た-」 とは、 搜閒 Kcs ま 化。 ち、 望に を 

ホ谭を 巧へ わ もので ホつ わ。 

この 化ぶ 巧 トイ マ S 盤奠に 巧む ザを」 W 巧 がれ、 a 浸 《境を 抱か」 《ち舊 に」 了 化れば、 々まで 
の怔ポーブ ンド捷をが消し^^れかつわし、 ポーウ ンドに化むドイツ巧ホお化巧も本巧とのつ化が〇を切货され 

わかの かくを わ。 ミに だ 了 ドイツを の援が 恐を 每た C と & 髮で无 つれ。 

化り 乃 印の お H 巧、 ヒザト ぅ ー ザ W がぶ みのがが にがいて 『神 米： 脚 M の閒 におるべき 巧 ホに 閒 して、 これを 巧 
に 巧へ て膊か 甘ん と卞る 巧な には、 をのが 川の 化げ がか W にあら ウ とも、 化つ てな 寸 るな ホは 巧る ベ* ■ものが 
みる： 皆で たこと け， を S 巧を けつて す-ソン ドを ぶ附 けょ ろと する 留きボ てので ぉつて、 望 曲に 
はこ S げを けつて ボ -9 ン ドが；.； S 紫 か。 なれたみ 巧へ ろぶ も* つたけ で ホる。 


的 


ご ー ザー グ地 ホの 化 お 

ヴ H ル サイ ユ化 めは をのぶ 四十 扣 がに ょつて、 ザー ル 化义け 大巧 中に K イツが マ クン ス 化が のが K を 巧が しわ 
脱な として、 これを 田 巧が 巧の 巧 巧に 巧す けれども、 个扣 がな には 巧 •坑 のれれ に する わを、 件 比の 一た 巧 
奶に 化つ てが おすろ とがぶ して ホる。 をの 投輿期 H は】 九 岩 五が 一巧 十一; 一 H とれつて & わが、 巧が の 巧が は ± 巧 
をの ものの 帖 おょりも、 がろ ナチ スの ぶ；^ 間 班と してべ ル y ン 化が から ホ •取烘 せられた- 

巧 ザのに 化て ザ 》 ルが 巧 •巧の 化れ に W する ことが 正な であるか はなに ぶべ るを おはれい-プラン 乂 脚から い 
へば、 アンドレ •タルず ユ I のかを 化 巧ぶ までが、 、ザ ー ル おみは みが ツ クン 义に し、 巧‘ ホ カに ょつ でプ 
ラン 义 からが かられた」 よ 地で あるみ いひ、 ドイツは i わ ザ I ルが 本 朱 ドイツが であつ わに 拘ら ず、 ルイ 十 巧 化 
が 巧め てこれ をみ 捷 し、 をの 巧 巧び マウ ンスホ かがが これを 山が しわと ホ 犯す るので わる" 

人は 巧-なのが 巧には 巧 •祝な 方からの な 视が入 〇 化れ、 小转 なのな なんかが されて 化が のは H を おいわ けれど 
も、 巧な はぶか ザ 巧に 巧 はれ、 をのが 化は 巧 巧 邦の 約 九〇バ I セントが ドイツへ W る こみ、 九バ— セントが 坦巧 
隙 助へ、 i パ I セント 明が フラン 义へ W おする じと をホタ する じと がが 叫して、 ザー んめ 巧れ W は •- 一一 巧 一 H に ド 
イツ だを へ 引 巧され わ 0 1 れは ナ乎ス のな 化 巧に おける むがの 巧し い 巧 巧で ホつ わ" 

了】 Ik ミ ー hirhu - l を •弓-ご— ことを 一 乙 5 巧 さ) ミニて. で ミミ-: ら 一- 

ソ ルボ y ス太巧 わ 巧た ft 巧# は ♦ナス •ドイツを 巧 充 し、 そ 0 巧 巧主# か 4を 化 巧した 巧 a を こむ 巧 巧に た- 
て-) 乂 h - 1 - IK さち- r - rt ; さつ JT 丢 •ニ ミニ 三 こ ミ ご皇 t •ご 二 己 こ 一 ご 一二。 7 

ぶ 巧は ゎ r 11— 火 かれれ にし 一’ 化が ド イヴに 巧 巧し-そ 化 巧 本 巧 tM 行した* がコ： W 人 C 巧 じたる X 巧 占し 


ホ I 


« が ニ ヴ < r . イイ 六 


T « 5 4 な 


では 化 摸 ミに て ミ Esff 、t 

巧曼窒 ち？ を ミし で： i 7 こ ダ こ i 累 S - HC 孩ミつ s 妾れ？； *- s 差 K 齊丢 

R ) を參 おり 

Ivu-r F . ご mckor - A 玄 一巳 W こ ニーち VCW づ二己 ilalf i 至？ N ミ Y ミ k - 1 一 §• 

► V ご々 y プニ化 一-九が 芙な ち- - s : む" 

M 上‘ 一三 二 巧 
内 上’ 1S 1 巧 ’ 

内 上. ltMlMi—1 こ 一： 一一： S- 

- T こ ド 政な 円—-- 、三.- ミー ミ 巧 ミ i .. 呈 こ-己-己 去-こご rf 辛 こ を i - li - f こ _• 窒 
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ドイツの がが 備と 獻洲 


-げ 說 

ドイツに ナす义 化が がが.’" •せ。 ゎてから、 阳歐列 邸の 化 化は か 何に して ドイツを 峡洲 ながに 引 巧さん とする か 
のがに 化 中され た】 をれ にけ 例ょ リも 化に ドイツの 冉が说 をな 现 化しつ、、 必 巧な 巧な を 巧へ て歐洲 大巧の 現 化 
をが げする 約ぶ に W りつけ t ぅとす る ことが お化され わり 

ナチ ス巧 がは 巧み ヶ巧 W おか r " 叩 抑 中で あつ わがが 備の ななを； 丸： 二 巧が 一：： パ个六 H に 公 おした" をれ はヴ H 
A サイ ユ化 のにぶ めた ドイツの お 刖邮化 巧を がか するとい ふので ホる。 をれ と： 一げ にお お ドイツは 十八な 乃ボ 
叫个おなをの巧中にのお制化を化巧し、 二小巧人の阳化^^に化へて十二のが曲、 ；：：+六的帥曲 (わお十.-<^度人)を 
化 化が として 化 ホす るけ を化ム しわ" をの 现山 としで 非な 巧に 說 叫され たことは ホの かを 唐け であつ わ-ベ A リ 
ン せがけ 巧に 一: バ卡 巧り をけ’ つで ザ阳に 巧し、 りかな 化に おくが がの 炎が には 何げ にても がず る 川が ありと 油が 
したに 拘ら ず、" ン ドン かがは n ー パ 叫 = にが 火む •がが 巧な 义を ぶみ にお 化し、 これが ぶ 叫と して、 ドイツの i ぶ 
的 ■小 巧と、 をのが みがの がが 巧げ とが、 邮が 《ホ かを 巧ぶ しつ、 あ 9 とも 巧！ i ., ん 巧して & る。 お！ i そわ ツ クン K 


•ぶ 


巧 巧 t, ぉる 4 け のん 巧 巧に 巧して ザ ザが、 w がより* 丸：. 丸が に 巧 るん w パ 巧 じ 巧して は をれ それ y 4 のを C 

が 装 主よ 装焉 いて 雀し わ-こた 化つ て リラ； の 器 苗は 弯- 巧が に一挖 となる】 ド； は 曲の ホ 

巧と ザ 前を が掉 する わ 5 にが 化 M 扣 のが 巧を 巧々 する ので & つて •けがと ホ かたが かする ことけ 闲巧 & の 化 木の 
お 件で わる" がるに ヴでル サイ ユが 約は ぶ W おが 抱 八ぶ 木ぶ はを 始 がし 一 > "るので あるから •か、 る おむ はがで 
すると もちぶ じいと。 

巧 ■饼 をの 化の 仍 W 晚 W は、*^ れに 巧して ぶ 力を なつて 巧ち 上る か、 をく は惡 ぶを 巧し く 化み を々 の 
二つの ホに をが がい— 造に せつち この 巧な にがけ るヒザ トラ ふ 曲 巧が みに 巧す る 化る"^ は 巧ら なかつ わ" ヴ 

ゥン ス はなで を 塞す ると 5 さ 巧わず、 從 つて 藉 S なみず して 装し、 W かに 慶璧に 選 ぉ 達して、 

が 巧の なが 巧を 巧 ふに ル めれ。 巧し ドイツの 阴 ぶは W に 巧 巧の 拘 おからが 化され、 で 巧な が 峰を-林 したとの 巧 
巧かゥでれく、々までホ»にが法しわ识巧の不巧を除ろ^たんのとして、»なをあげわ- 

この巧にがける巧«の潭は、 ル|ル^^<かげこのぶ、 一巧しでがむしわお巧方れに巧化はおかつた〇か巧ヒ 

プ トラ ふを 背よ つ V、 ミ寫 《をん と ナる援 をつ 了は 契が、 巧ち 蓋 寡で 覇」 わ 夕’卜 

イツを しては 巧の 巧 併を が 巧させる よりも、 がろ 公 巧と がな を わは しめる 方が け 巧で あ 9、 をして ドイツを 乂义 
こ ド. 卜 巧れ 地 巧に 巧く ことは す W 化で ホる との 巧 《にぶく もので あつ わ J 央に 一九】 一' 古が 冗 乃、 けの 巧典乂 をへ 

イルミ Aw け畜卜 •ちが： iT、 ドイツが ホ援め 5 望に ち、 巧混& なと する 招 ミな にがしで 

も、 巧 W はお 巧に 巧 巧す ると 巧 叫し わけれ ども、 げ 巧は 何が もしな わつ わ" をれ には マ ランスに 巧 卞る祕 おのを 
もモ 巧つ てわた じと いふを もない。 

イザ， スの 地力 闽 巧は ドイツの 询ホ 巧に みた 《讲 管 もいて るた それは t 巧 T 十 H 二 丸 ゴ：苗> 巧柏ボ 


: ill 
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|ルドゥ| ンが：卜おにがぶして ，‘ぶ；；；かザ-3:の«巧^がい一、^へろ巧、 もゴゃドーヴ r — の. u 巧をのが巧をお f 
ホに、 ラインの 巧に 巧いて ぶへ わ ばなら め. I とぶ ベた ことに 化つ でも 明 門で ある。 をれ にも 拘らサ W 5: の 人む は 
化寞 巧の 送に 巧 < 助ぶ づけを て、 6 ゎナら 的潭盟 と？ る’ 平智 巧に いがし、 をに 化つ で 映洲の 平な 
をが おし、 が HQ お 巧を 化な さん ことを 巧が しつ、 あつた-似 々ドイツの 讲平 3! が 巧から ず 巧 •说 のな 力を W 巧 
せんとする巧巧をぶいても、 ：：|^ホはな巧な？3?-が化化に：1:なするむぶ乂はちかつた" ぶ辟が巧ひてが«巧お6を« 
すれば、 ホる ベを 巧 遇が に 火 化を 巧す る こと も M - u でみ つた" U 架を かへ ていへ ば •イザ リスのは 巧ぶ は、 不か 
に巧巧する曲内の：^^むに恐れをなして、 阴ぶ巧がの大なを强わするホむをかいたともいひゥるのでみる〇 

かやぅな イギリス S 巧 助に 巧して プ ゥンス がが なしれ ことは々 ぶで* つて、 ぶ、 W はま わしても ブ ランスを 巧が 
り、 大睡に 化です ろ 二つの が 曲を W 巧つ けんこと を もてる ものと して 巧ぶ けす 说の 巧を おみした。 

ドイツ 牌； 4 併の。 油な 地 巧が か阳 にが 叫し わのは 一九 ザの がで A つたが、 M ザ 4-】 巧！！ 十 ah 、 ち w .> な 
にがいて ぶ ー ルド々 f ン のな 峭 しわと ころに 化る み、 ドイツの 巧带 なは ホ 巧 一 •个； 风が W 、 巧む にして 一!- 个 巧、 
坂が ぶの 巧 巧を：^ 佛 しで わると 化べ わり まわ 耶 W 巧け 巧は 六 巧 乃ぶ】 で 巧に 述 して ゐ るが 化で みつて、 この 巧ぶ 
にがいで はなめ ベルリン ながの M なをが わけを も附 化へ わ。 マ クン 义彻 のが わがが は、 •化に 火 巧 巧な 巧ぞで A ク 
で、 一九 一:; 叫 年が に 於け る ドイツ 巧は 巧 巧な 十 巧を なめてな が 阿 十八 巧、 ーヶが 巧には 巧个 巧に 巧す るかぶ 
でみ ると 巧ぶ して わる 9 

この 柿 巧は が 巧のに 峽 洲列閲 のか 向に が 巧を 典へ ゎが、 巧 中 マ クン： < の お 巧 巧 柿のを は 巧 巧に 脚 おせられ わ。 
をれ が ワク ン义み ブヴ玉 I 卜 •"シアとの 化 巧 とれり、 傅 •がの 巧 化と なつて 化れ、" シアの がの か 入を も促选 
し、 奥 •说 化た の 巧 化を 化る じと となつ た。 をして まれ ド f ツ 帥からは ヴ t ル ホイ ユ化 めの？^ 刺 故 巧 巧を** < 


：n 


するな：； 白と なつ わなで わるり 

• 二が 供 ロカ ル/ 

ッ ラシ？ < に》- ィ < ゲな S でた 《は をれ ちを ふだ 芝 わ W 驾ぷ 袋資お S 勞で ホつ 
て、 をのな 0 皆に 黄た S 、 字ンご S 管 おわ 蠢望ご T で A つた 化 《结 5 品は 賣じ 

ヴわ M 養秀 送ち 裝 ろれ す 蔡を抱 込んで 畜 苗を 部ぶ」、 をれ で"" ろを を させょ 5 とずる 巧 

沉 巧な 曲な 巧と げばる ベを もめで ホつ わ" 

化け 化づポ ，ランドとの 造を 援す わめち V A ソ—と クラ ミと を 轟し、 巧 妾 R 巧を 巧け わが、 巧ろ 
ところは 怖 ルで 妾 わ】 を SM 9 途ちク I ダと ゾ A い； をな わ、 小 送 W とわ 巧た S 《わつ、 でへ 乂グ 
-ブ— ドに 行つ て 漸く 巧から-.? とする ユ—ゴ - 5 ヴィア を寞 する に 巧 《、 - VQ 巧には ク 巧な 根り がご リ尸 
巧を g 化さ 甘て W ク わ- 

バル ッふ目 巧け 单ら ソ冀 との 塞に みつた 元ぉッ ランスを を だむ 來 "シアと M 岂 装に ありを 
のぶれ か 管を に 巧い 缓 S 化 だ わ わめ C 巧つ て 《髮 かと 《凶た 閒奮 妨げ わ - i 一 奪に； タリれ 
がを 寞 にを」 わけれ どん、 を 《巧に ゼつ 了'^ でソ 《装 &脚 巧す る 巧 ♦- 《ぶ 心 ごで 扭 。ター 允 
:.0 がに 乏て道 $ 望 著 S 表 富つ た-をれ は 獲 0 たい-* — ? に 化へ 一、、 三、； が モ义ク 
U にが 雙喀 、ッ 劈を：；； 沒餐に 蟹せられ T、 異に J 這 べんと」 ご」 とに 化学ろ の 

であろ d 


:这 


:を こを の 十一を 一 十 - KH に » •ゾホ 可 ながめの 巧な したのは、 小 協な w をし で これに 化 化は しめる： 卜 むで 
ホり、 これに 巧つ てが 供 及び 央お换 に 巧る ドイツな 执 の大ブ "，ク をな らんと しわ もので ホる" ボ— ランドは 化 
にブ W との 閒に 一九 S 11 年に ず 可 お 巧 約を おんで ゐ たが、 一九 一二 巧 年に 入つ て じれを 十ヶ ザ 脚に ぶ 巧し ホ y ル— 

マニ 了 外が 乎す ュ レス 牛 ュは巧 わて マ ランスに 巧い たれ ホぶ であつ たが、 >31^ とす 可な 巧め を おばん としてべ 
ヴ ♦ラピア 州 巧の わめに 巧な つて 了つ ホ" 

ナチ スの反 巧 かぶが 巧々 曲ぶ となる に從 つて V が 巧が プラン K にぶ 持を 水 わる 巧 向は な‘ 巧け とれつ て ホ わ" 

がし： 九 一 ご一 一が のみ、 モスク ソ かかが ブ ランスに 巧し でか 五な 助が のをが ぶこと をが 策 しれ 巧には、 マ ランスは 
ザ轴おのが化巧化をわおすることにががのををみしち をの巧かはソががか化の巧ずにをを込まれる|^ををおが 
しれ ことと、"々 凡イ がの のぶめ る ライン 曲 巧の す W おはむ にか！！ する ことを 巧れ われで みつれ" フランス とし 
ではを の お it の M 巧 W 、 巧に ポ I ランドが モスクワょ 9 か、 るが 助を 巧 へられる ことを# W したお 巧、 バル ツ ー 
ホ W と— トヴ f 1/ プ人 おを 只との 問に 巧が かまつ で、 W 立 巧 巧は ぶ# 巧 W : をの やには •トイ 巧を もを をし 
て すべてを をむ めおとし、 W 巧が 巧が— わの 化 曲 内に がいて がが される こと、 ぶびに のま W 巧には 进 
讯 なをこと として 巧を 进 める じと となつ わ】 

ド をこで3&»ホ扣は；乂=1阳が々巧二十とり、 をのがぶをイギ9スな巧に巧示して-お解をホ》、 化にと巧-^;、 

パ 个二 の WHS ン ドンに をいて、 ホが ジ 3 ン •サイモン とみ 茲 S を けれ】 『ソ 巧の おかしれ ホを お 巧れば、 モ又ク 

.料 ヴは ベル 9 ン とを 協す るれ も 知れ 化い。 さ ぅれれば マ ランスに とつて 巧 巧の が® となる J と、 パ ルツー はを 决 

^ をれ 巧し わと 媒 へられる" 尤も、 マ ランスの AW に ホ めれ ところは、 おが 大巧の 琪が推 巧に 化いて】 ねの 化 巧を 

供 

洲 糾ることではれ<、 货. ブ师5がぶ巧助がめに巧ナる^3^の义巧を化’#しわのでホつて、 巧»としてけじれに满 ^ 


s 夏*' もたない X ， をに これを ちす るめ ぉる へ' さ ミ おかつ^」" 丄 u I 阳 於ち 押 •リな 

化め 重菱に 至し’ かご， をち 巧に 別々 して ド； 器 じで-直 佐を たおめ 失け、々 もで 
ぶ ホを W でる も S で、 t 巧て へを复 ごから、 F イツ 基んで ミに タナ 含と* ホ 巧； 6 を 望 ホ 
し* ち ‘ 

じ 《化め 发は灌 '.ち" ヵル ことげ ばれる もので* つて、 •兰 をの" ヵル'' かめに 畜 し、 t を 
の 不 なをめ 李を を ミ。 が 寒 一一の 运 めから 巧。、' は 法ク阳 《閒 にが ばれる もので ッ が 巧 

ド 玉，' ホ 1 こ ド •マ/ s ? v 卜 、卫 スト-;、 ブ よ< 了 ■，： 下 二 下さ 于こ コス"》； 了が をの 
な 星と ミを て 田ち その 一一は マラン ス とブ冀 との 閒に留 されろ なめで ホつ て、 ホ わく. •へげ この® 

ちて ツ から 巧 ミミ わ ミ K け、 堅 K 證卞 5 と XQ で 至が、 ザ WSS 逞 K 化つ て薰吉 トイ 
ツ がを ミけ S なにも こを 溝す 5 ことと したち 丟 '•でち 立な、 てての 爲 ち 農 壁の 
寡 内を いてを 含 掌— S 替で巧 故ち 租つ ミた 貪 裳 蓋* る ミと とち T た ホ。 

か〜 る 降め 免が ベん， ン にがいで 塞を ない® は 凄 0 こち* つち 种 ちを しも 一巧し ない ク W が 

か だして 是 盛* 行る を、 小 S 品 S 巷を 男尝を ミみ か」 舊い 《み &丢 、をの 驾 

に卜呈 を淹 へと 扛しミ をを、* 巧 ト イツな 化に： こ；》； 7 やポ— ラ； も 五 技 助の 蓋 
星ち ちた ミン； ず裘に S する 巧め に夕 孕る 巧 ま 袋 わ、 巧 S る 馬が こ S お关を 巧 

な ものにしれ J 

を こで ドイツ 窝違爱 反寶巧 出と」 V 置を 維孚 るお泛 方受、 t る 置 援管お •ふこと でな 
くて •供* のをの 問に！ ■其 おの 苗 一に 叟口卞 るな 巧に 巧 ホ する ことで あ。、* わ や S の 巧の 塞は 5 


：A 
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でに みして 巧 平を ホみ V る ことで じむく、 R 节 かかい W 化れ をが 小. 卞 ろぶ 化を 拍 ホが 化 千る にがる-べしと ぶべ 
ホ 三 化 一一 •巧が 化 h 4* uwc ド <ヴ巧 か a は )0 

ポー ラン •卜 なが も ホ K イツみ お" 力*/ ぶに K 巧の 巧を お 明し わが、 をの 巧 巧は このな めが 反獨 的を 
おの 巧が むな に 巧み、 これに かんする ことが、 ドイツとの ホ坤 K 巧のを がんで W ホの ぶ 巧のを なを 巧 化する のを 
かれた ことに ある。 W 巧 まわ W が 九 巧に > 巧 巧が W 巧が 勘に を 加して、 巧 巧 巧が W の 巧に か はつわ じとは、 ポ— 
ランドの がまない ところで ホつ たし、％ ぶ"々 凡/化 約の 巧 W が ドイツに 巧 十る 新し ろな 曲 か 巧で* るとの 切み 
は 化 ふべ くもれ < 巧みに 巧 及し つ、 ホつた" フ< ン ランド も ホ 地 W 上ス ヵン ぞ '"ナ ヴ< T に » する W であつ て、 
化 » には おしない との 巧 かを W つて 巧のへ の 化 人を 巧な しわ ■* 

わくして 化换 "ヵル/おが がに 化つ てるる 伟 に、 バル ツ ー は i 丸 S 阿が 十 巧、 マん セ I ユに めいて ユ I ゴー ス 
ラヴィ 了な 巧-なお 川- 阳 と：！： 時に 巧 巧の わめに 巧れ わ" をして t れ にけ はつた ザは ラヴ T ルで あつ ホ。 ラヴ T ル 
は 一丸 s 冗 年 一巧に U 1 > をが 剛 I で • M 巧 tH に"— マ 曲ぶ を W がし、 « •げ扣 をの 巧し い f を 巧つ た (この 阴 
« にツぃ で？ 3 セ la ♦胤； 

ミロ ンド ンが達 

一 丸耳おが ： 巧- =、 V ク ン义巧かツ ク ンダ ン、 ホがクヴ？' ルはが巧< て巧ぶを巧州し、 マクドーナルドげが 
茂び サイモン か W と 3^ をを けれ。 こ S かぶは 巧ぶ にがるな 牙 印み を 巧した とが 脚 巧は 巧ぶ して & る' レ 

"ン ドンみ ぶの が 化は、 r 巧. ru の" ン ドン 九な として 社ぶ せられ わが、 をれ け V ラン 乂の巧 水す る 巧を 化 巧 


3、 


と： トイ i 季 i 菜 f をな せて •巧を El へんを み— で ミ" i すは ホ 
のかき 田：：： なつで、 巧 • S 《化 M 爲 •' J い 某を つて 爱 をち 

王て；。， SK 寡 おな と」 t 、 タニ ふ菌 品！ i 革襄 を 巧を とを で、 

(こ》*； イユ 巧め を A る ザ 曲隻* ドイツが 一を に 寞卞る ことを 迅 巧し けない。 

(こじ— i " ミ if 、 ミ" ち、 华 i 
' 'e 風ち たはろ おし S 遣 二き 幸 二"® を- ut 吉為 ミ でて) * ち T する ミを 《る。 

(こ 巧-押 - s - か：：： のち 曲た を 巧を がび、 をの 一 W が 他 W ちな 度を なけ わ ミ" には， 芝 田は 
面た をのを ホを つで 汉爸 W を 助卞る ミ- 
- v , v 這 ffi 韓 、章 器 ミ；— 善 巧 置 ミろ その'— 

; - パ S — む ii ろ 帝— 1」 て、 ザ-み 苗受 つ、— 琴* わ寬 
の 平— ミる 思沒| を」、 K .?。 看た 補 ii 、 拉 ちま かへ る 一と 
'-1 ミ】 それにし T も、； 板 的 S が 背を 加す る 前に、 ドイツは ま蹈 叟が胜 葛で 架 度 W と 

み— け 51 1」 ち 1 、•へ；—— ち援 61 働、;;;'; 7 

スが ホ— く— お—— 中を」— 点、 t で？ 二—— で 

>鬟 は f ; 裘；； 豪」 て 堅と si お— ち—* 

を定 向けん とナる 魂*! ではない かと 碧卞 るに さた 

佑 1イツち」曼 ち ミ、"； is — も 《で—、 i ミを.. ■'ミ 村 
r . る ことを ミ：. •ご t - S 身ぶ 名 男 安 ； t 一. パ-ぃ •ぶ i 這し で ミ 


:れ 


巧 HfciKBW が 八 ツイ ド 


ドイツん 本 もに W な S けを 巧へ た S で、 r 兰 i =、 T - ご菲 けド芭 がい V 、 リっン ニ袭^ じ 

;r 巧 セ H に ベルリン をぶ 問ず る ホな であると 巧げ わ。 

四 ベルリンな 淡ょり スト レー ザ 

巧る とじろ、 ドイツれ がけ、 ♦イ モン ホ W と f — デン 曲が か パの 出かが おに、 巧 K は 曲が S わめが をを かがろ 

卞 るに-ホつ わから、 巧ら く 請 基 遇た たいを-^ 化た 醒け C れを ミト-て 巧援 政治的 ホけ なりと 

いつたが、 をのな W は 約 2? しれい。 唯、 巧 田 かがが S 巧 WH に 巧 おした-:: パ S 中に 『ドイツが 巧が 供を tt 巧 すれ 
ち 巧を巧〇一^-おけ化巧し、 をのが裝としで化おのを巧をな巧ならしめるでホらう-! とお巧しわことが、 ヒ* 卜 
ラ ー に ホ 巧の ぶを 巧へ わ ゎの 化げ はかれり 巧く W へられ わ" をれ にしても ヒザト う I がが 巧に ホを 接 〇 て ご 一巧 A 
H から 十 お H まで > バ{エ ルンの 山中、 バル ヒナ スガー テンの 削がに おつれのは ヤが てな 巧せられ わ S 巧 十】’ 
n のな なで イ， f み ホ篇じ Mr ろ】 及び ご； 巧 -H ハ が师な ゴ帝冉 A わ 中 CW ザ* 巧# ちと 化 ひを せで、 この 化に 
がかに かを がつ わ も S と 乎， へで 巧は 化いで ホ 心う。 

ドイツは お W 化 ホぶ のが 巧を 巧に して、 一一-巧 卜六 H 《巧 巧 巧 W をけ つ わ】 それは 化ぶ 聲 巧を なつて . U らの地 巧 
を 巧く し t ろとの 巧 わら 化 わ ものと 推ぶ しうる-ホイよ ンホ W けイー タンと M ぶして v ' Hr 卜 胡 バル— ンに 
約 巧し、 巧 たれれ 巧を ろけ わ" ヒザ トク— ながは r 卜 比、 パ りに け n イザ 9 乂か 巧ぶ とみが しわが、 な 巧の が 
化け 化寸 しも WW のぶ 化が 一货 しれもの みは 策 巧し W られ ないだ 巧で* つ わ d をの ことけ 阳 H 丸り、 巧 W 巧みに 

めいで TJS 策：」 わと ミに 泣」 ミ萌か ミる. イ r ,/ か WS 在 妄交 違に け。 ドイツ 俩 


が 


のな 巧を 帖 へて わる" 

《イ> 化お"々Aノ发に巧いてけKイツは利巧$お5fでむい^^wとs叫にw•化巧助のわもをむすtみをなしれ 
い々 巧 中 > 巧 巧との W にか、 る 巧ぶ を 巧 ふこ-^ を 巧み L わが、 ぶ if "カルイの として、 阳* の W と 平な 
ななぶ わがぶ にがいで がる W 巧る に はお お" カル ゾ なむに ドイツと ポ I ランドが 夕化ナ る ことを 
か 巧の 化けと する】 ち もボ— ランドは 巧 •>-€ 的との 閒に晚 にす 4 校な S を もつ て & るから、 こめ 上の 巧む 
をが をを W つて 迎 へる 化 巧で ある- 

(") 中央 3 — " ザ パ不侣 巧な をに 巧いて は、 ドイツ も ホ 巧 上 反 封では れいが、 才 I 义ト リ1 に 巧す る內 巧す 
で 巧を 巧 大巧し、" I マ おな に 示され わかを 不 すが IKS には 巧 巧を もつ てるる" 

(ハ) がが 刚趙 にないては、 か W 平 巧れ らばが か附 でも ホ 巧し ぅるが、 ドイツの 化 みなとし ては 巧が 与 十六 的 
即 曲、 人凤お - K 昭 五十 お 巧、 がが 巧 力は イザ リス 巧 兄み、 を 毕はブ の 巧が にかす る 稱巧附 をで 类- 
抑と M 巧 巧 力を 巧 氷し わ。 

(二) をが & たのが がには 巧ぶ であるけ、 ヒブ トラ I ょ 明した】 

《ホ】 «巧晚掛へ の巧^に巧いてはヒザ トラーはホや巧の佑けでは蜗巧に化«し5^ないと注ぺ、 をの 1 飼とし 
て おお 化閒 巧を 巧げ わ J 

ベ A 9 ン みがの おも A お 的な 巧 物は、 がが 犀が の 削 おで ホ つれ" がが ホ 巧の イザ リスは ドイツが おが 兵力* に- 
ないて 萊 W と 巧が のな* るを 化、 这 がくみ ねのを ホに 入る ホむ をぶ め わ。 而も この 义 巧は ヴ-ル 中イユ かめに を 
めた 巧 力 かを、 巧 •巧 二 W 披り のな ぶを はつで おおせん とする も 0 で ホつ わ だけに、 な洲ぷ W じ乂を 化« 巧を 典 
へ、 ぶる 巧 ホに 巧い 一、 ドイツけ イ ギリ 乂卜始 で レ巧ぷ W 二 巧 f - v . ム^ち W 州 r みいた も-パと いひぅる であ 


が 


讲 tt と 用 ザけ のヴ イド 


る (な—}。 

ドイッの 巧が 巧に がいて あ •价 •が： 二 阳の废 なは をれ ぞれ 巧る もの か* つた】 然し このみ 4 で、 をして とのげ 
を W つて】 轉 機を がする ことにれ つ わが、 与 曲と もに ドイッに 巧して お M 巧 供を 瓜る かおを なじて わ わから、 阳 
巧卜一 :::ょリストレーザにか巧して、 ドイッの巧^3^巧明にょつて化じわがしいが化に巧巧する整をな巧し 
ち 阳巧 十四 H に 寡.： 一 わ 一二 SS か 戌は を 祝 品が た 5 老で呈 が、 を 《近 化な も S 左 である。 

( 1 ) •トイ ッ の 巧： 4^ なすに 巧し マ ランスが 闻 巧が 盟に巧 巧ず る 叫な、 お •ザ W 曲は これを ぶ特 する 0 

ごご 化な ロカルノ 策に 巧いて は 辟 か ともお ホを 巧が する W 

(ごご 才 _ K 卜 "ふ受 をを する 助に 营一窒 US がふ •が 一ー ー援晋 なをを 瘦 し、 を にを 

る ホす 涉 S を 化ぶ わめ、 近く" I マに 關巧议 のみ 巧を 閒く。 

8 "ン K ン ななに 现れわ お ヶ蜗邮 のぶ 击瓦 巧が めを おぶ やろ に 促 逝を M る こと- 

《狂) I お艰が なぶを 化を する やぅが が あらゆる 巧扣 をな すじと" 

(六】 巧 •巧 •が..- 二 曲の；^ 典 化に 的し 撰の なぶれを 巧へ る じと。 

(た) 把 •が W 拍け "カル/おむ にぶめ わぶ 巧を なげにげ 巧 するな 巧を 巧 明 I 、 これを ド'" ッ 巧び ベル ギーに 
地を する こと々 

このみ 巧に 化つ でが おされ わ 巧け けネ くは K イッを H 巧と 一. る ホ 柄で かづ わが、 架す るに 化 W がを つくろ はん 
とする H 的で あつて、 化に ッ ランスが 巧 力を U つて ドイッを 抑へ る W 而れ く、 イザ リス も ホが む ドイツと 抗ホ卞 
る ことを が 4 ない帕 みに 巧いで、 かぶ にげ 巧の 巧 化を 期な せられれ い S けな 巧で ホつ わ-ドイッが おな" カル ノ 
じ そ 化する や 巧 やにない てけ、 阳巧卜 一り の ドイッ^ 凹を かおた. 个 明かで あつ わため じ、 ホイ モン ホ W はこれ を W 


.り-」 化に が 巧し、 阳巧 - H;H のみ 巧に めいて は ドイツ もこれ じ夕 化するな 化 あ o とがた しわ-これを 閒 いれ マブ 
ン K ホ W ラヴ ァルは、 W 助が なに：！^ しわと ぶを、 >こ. をブ クン スは乂 を & つて V が 巧と かぶ 巧 巧の かかわを 
巧ん ことが 化かる と ホ ■へて、 » •ソ拙 にはぶ る 城の だかが のが お 巧 中で あると 化の 巧ぶ に « 巧 しわ A なゴ) 

五 ㈱ •ソ かぶ 授助條 も 

ヴ* ル サイ ユザ 巧の 巧な W 巧、 巧】. ホ 媒洲巧 ホに おる 一: 十が 問に がいて、 中た 4 1" ザバの ホタ史 には •一二つ の 
む 期を M する じと が W ホる-な 树はマ クン ス 々如の 巧 巧 g 巧げ けで あ 9、 巧 二は 化 わにょ つて 化 曲 化 巧の 巧ぶ に 
巧め わけ 巧で あり、 ちれが 一九】： .兄が お 巧 二 H の 化 •ゾな 約の 巧ぶ を W つで 拍 曲に 巧 しれ W 巧 一一 一は ドイツから U 
ヵル ゾ巧約 Q 寞香が 行 はれ ゎ 一 奎六室 好を ち 巧と して マラ； 巧々 が巧受 一路を 迦つホ 巧 期と いひぅ 
るで ホら ろ- 
か-るな 巧 かちして、 化 上に W 巧の 巧 巧れ を もつ 怖 • V 凹 巧の が 本を 巧べ るには、 一丸 s:r おの 小 巧- f - 阳 H 、 
をれ は ドイツが ザ 偏み 巧 巧び 曲 巧が 巧を 化な しわ H に 巧らなければ ならね-この ザけ は ブタ下 ンの度 采を巧 巧し 
て おがの が W を 円 巧と しわ ボ — A •ボン ク I ルの な 度に 巧す るな 巧で ホ つれ-ザ 縮み 巧に がいて、 ポンタ ー ルは 
ち. 米 化び に イタ *1 と 看 餐が巧 化した ものと U じて ゐ わが、 ドイツは 巧 正面から わ、 る 巧 巧を 巧 巧して 了つ 
わ。 を こで イタ リ I は闽ょ 〇、 英 •ホ も 巧 わでの 約 ホを 缴 M しで ブ ゥン ス のなかを がぶ しわ わめ、 ボン ク— ルは 
化巧の巧にジュネーヴを；；？3£げてバリに«クわ- 

がもをの巧にエ-トワー，卜- エ9ォがプ3^?:の巧間から«づてがわ】 み乂ブリにおいてはヵリ—ニ ン卞9トヴ< 


み》 


が， 化を して；； に留 をし ま、々，-- ミミは、 押； は 巧し で 平 かを 附け るべ 
丢 けむい 巳と を いつわ.-; 才 は々 お ミた 芸 して》 管 引 株け、 葉是に 向？ みむに を S 

けを 畫 お - V 質 重ち 苗た 2 奠盛 ちを 忘 堂を おを W 、 半た 窜 S 凄 的 《力に 
巧し でな 円を 巧ず る t ;9 をを て S で 五る-苦 S 罵 盟が窠 し、 をが をち 董 ザ、 送 

がけめ のな を 覆す る！ 2 ポつわ <■= ’ッ ミスと しては ブ撤 とな 学るな 巧 < 去 はないで は S かとい ふ 
のが ユリ ホ 巧の 化 解であつた" 

がし 择 S タラず H は ドィッと S 夕 はに 一巧 S 来 巧が ホ々、 WS くを 巡し で 李る ところが 無 かつち 
ホ-での 間に バルヵン にがいて 巧 化した 卜 三 又— マユ 了 •ザ， シ了 •ユ —ゴ 1 スクヴ < ア 閒の援 はもが 

W をプ ルボ， 7 て*。— と S 努擇か 6 た」、 ち 专ゲニ r 》 醫 K 畫& 向け lot を 叟るヤ 

ぅにし ホ ホめ ちを か S は バルヵンな S 大慶 《巧に 巧ろ て 現す る じと* で ザへ る やぅに なつ わ。 

このが 《に 遺言れ て、； み 一 内 Sr 巧 マ-マ； なに 蓋」 わ パ ルッ ふ、 パ。 巧 貿ッ叟 巧トプ 
ガレ々 K *1 ゎみ 化」 了を 襄 《、買る に 人 ミ 公摄援 《養が か ホせられ わ。 ちれは 巧に めける 
ごてを $ 玉と を； ルノ； おは。 爱 をに ごては S 兵 皆や '若 達 わすで ホ ミ 
ドぷは 一九； 1- 扣が にがろ M ザ 買な、 •ハ， ホ舊 にか’ ける ゥ》 I なと プ 裳を ボナ" ム キンとの かな 
パは、 ミ鹽を 還す る夕沒 となつ わ夕 化ぇ 5" 巧」 モ* <ク> をは 賀摄 がむ 鸦に行 はれる 望を 蜜 
柳し、 マ クン K 巧"*; 度 S 塞を ぶ」 V 、 農獲窝 《漠度 巧いで 摄 蓋が 舅す る ミを 

W 巧し ち じれら のぶ 巧は お 马= にボ〇 巧ぶ 某を。 で 巧 おに 到ぶ し、 ミ = を ちで 巧め S がを f しち 
11 こ S が 約は SS 望 岳から 巧 巧を々 けた 著には 爸 萬ぶ 占 《清 墓 案 6 し 《5 ぶ 棒つ、 てを 


に 巧 巧を 糊 姑 する こと、 ぶびに w 义ホ 巧に ポる 巧れ あるか ザに 巧いて 因 巧拼化 巧が みの 决 ながな 巧し、 巧し くは 
一を を かくち 3、 怖. プ み 曲がが ななを おかを 巧 < るな なに 巧して は 化ち にかぶ 巧 助の ぷ 巧を 悲巧卞 べしと 巧 お 
して わる。 尙狙 化が おがに めいて、 か 冗 巧 助は 用 W のが 止が « 化せら る、 W なじ S み 巧 W する じと 及びな だのぶ 
かは 現 か 化 k (。力* ゾ條 わ) のぶ 巧忙 巧：： i する こと ホるべからず と 巧つ て ある。 

がから いへ ば この 惊 めは】 がの 巧 巧 M なで わるが、 が 取では ない。 まわ 曲な 巧胜 のが « 内に 於いてめ みを 
ホし、 化 W のを 加を ぶめ て& るが、 W 力 M 把が め わるが を さける ことにが むし わ 味が 化ぇ る。 化 接 術の. 一^から 
いつて 近代の 化ね 卜： おもが 巧が 紀を 46 め わ ものと 化せられる. 所 W である- 
妈え て扣巧 十六 H •これに 閒 がして M 任け の 化め がソ联 巧と ホ ょ " コスり か T サ 了と になれ せられ わ。 で 
もぶ かがな パに ぶめ わかく •お 巧の 媒おボ が マ ランスから 巧 巧を 巧け わみ なじ 巧いての みかが 巧 即の巧 巧が 巧 ホ 
すると ホる から、； 巧の がが つを のぶ 巧と いふべき で ホる。 

併- ブ か 冗な 朗 がわが 巧 おされれ ことは 、 K ィツ に：；： i 巧の 巧みを 巧へ わ-ドィツが この 传 むを U つてが 盟規む 
になし、不巧じド{ツをが巧するめかな0と硏する巧かは、火がホのか5か化にかるもので^^^- 
ぶが 約け W 巧巧耻 のかぶ むを 巧な にも、 货 •ソが 巧のを 巧し ぅる ことを とめて むる 一な つで； 5 W がな 巧を々 け 
わか 巧れ のかを as は、 W 巧が 拟を 離れて 金く お阴の 化ぶ に 化る ことと むつた" もともと が巧閒 巧の 巧 狙した 巧 
に、 かれが ながを おわ わかの かおは 的る 阳« な 化が であるが 、このが めに 化つて、 W 巧 巧 掛か 巧 やを is がする 巧 
巧は 巧 巧され て 了つ わ レ 化に ドィツが々 巧を 活 ずるの じ" 力 A ゾ化 わとの M 巧に がいて である レ" 力 A / 株め は 
•卜 f ブとツ ランス 及びべ ルギ ー もの 牌に おばれれ 不 _ザ« がむ であ つて、 S ぶの かずは W 际巧 装し くは ぶ 巧を け 
じょつて解ホし、 解ホ；个化の或な一^的めて«巧巧のが：1{かのもおを叫巧し、 巧なな巧则を巧へ るじとをか化しで 


な 


巧 Wi 讲 ザ 巧の ヴ イド 


ねる 一 じの 巧な に 停 略の 置 I を利宰 る 怖がは 巧 里に 巧 へられて ゐ ない。 巧る に 併 ■ブ がめ のをに より" を 
りにマランスがドイツよ0:5£巧を巧けわと巧して巧力におへるげには、 ソが巧もホ巧化この巧ザに引き&4れ 
る。 プ描 巧が ドイツと ザム 器に もこれ とな S お 巧を 事 ミで おろかく ては。 力； 巧 巧に よ 高 兄の す 
はな 味を むさない ことと なる、 と ドイツけ 卞 •がする ので わる" この 毎な はべ* リン 故 かから"々 ル/ 關巧 M 
になが しわ-化 巧 二个 K = がた パに がが に 巧が しわと ころで ホる 
化 ■ソ悅 め S なが 知れが つた：：：、 卽 ち： た 巧； = •イギ "X 化かに 於い T な マク ド-: ぶ、 『ミこ 
ザハの 累組資 市 がれむ がを むす のち 巧に ドイツ 5"- にがつ こ去ネ ごとが ベち 楼を ロカ ルゾち 
イツが を 加し れいこと を逍 巧と し ザら も、 ベルリン か 府が不 おがが 約を 脚が 化に おぶ 巧が をし わ t とに み 及し 

て、 ミ 塞 藻 •ッ 接と 这在 でれ^ 9 か、 塞 蓋に 湾」 T 塞 襄鸦ま 藍を。 掌 こ 
ち 出畫忘 ふと 泛 だ" を に、 か 貧 王 ンー: ドイツ 塞 《—シ 1 とを」 て お SS 襄 S 供へ、 ド 

イツ か述 かに 化が のれ 不 W が 協 化を 化な 化 W と搞 がする やぅに S かしわ 0 

こた 的し：- シユけ K 茸 H に サ王ン をな わて 本援が S 中を おがした が、 を 0 巧 巧は 品 •ソ 帆の 
.ゎ-がが めは、 W がが の W おわる かを 叫 山し では &な いけれ ども、 巧を 巧を 化れば ちれが ドイツを 巧す ことは 巧 門 
で ホる" 而も お扣去 ドイツに 亨る悲 盛で ない と 3 器を 化が に與 へよ ゥ わ W 援 S 赛は 、巧 力に 
巧窝 とがす ベを である J とい ひ、 おに 脚 人の 賣 として 一阳援 は 口 支ゾが S 泉し わごとの 狂 解を ぶ 
ベち サイモン かかは 品 ■プ械 ねと ロカルノ 化 約と はれむ の おにが いてん 巧が しない」 と 典へ るけ をを へ、 と 
にかく ドイツから 阿 おながな おの 策 文を 化 化しで 巧 ひわいと が 化に あんだ。 

-^1、る窠のわけれて&る中に、 ヒ" トラ1はがは扣パ；；小. リにをに巧いてち师に化〇ホ交ををな明 
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しれ-をれ はが 说に械 する ドイツつ か がを 巧ぶ し， 阳肪睹 助" A ぶ ぃ--.. H- をが f し、 ホ — K トリ I じ 巧 
する みかで 巧を 巧棋 しわけれ ども、 M 巧に" ヵル/巧 巧の 溢で をめ かし •巧单 はお 卞ボ « かな 約を がぶ がな あり 
とい ひ、 ぶる】 ぶの ザが にを 化する ぶ 巧 ある ことを もみ 巧した。 

ち 曲 か W ザミユ エル •ホア—？， y . サ ft ン 《任を 巧ろ た 一け t 巧が：：： の巧峭 にめ いて、 讲 • V K 巧 おみ。.： T 
には a 力 A/ かめに が K する ものむ く、 ホ わ これ か 巧 W を 巧 おし わが もない と 速べ わが、 イ>0|、 ペル ギーの 
WW もじれと 时な 化で あるけを なおし わ) をれ にも 构ら 卡、 K イツに 巧へ れ衍 ザに ついては、 イザ リスな 巧 も ド 
イツの獲に『巧巧すべきもの」ホ0といつわ- 

プラ ン乂お巧ラヴァ ルは、 スホォビ了中件の选巧中であるが巧にあみ、 ドイツをも^5?^"カル/中にわがせん 
じと をが て わが、 ヒブ トウー 巧が は、 おた H 乎 f ビ 了が 巧 のが f しむい a — h 、 r ウン 乂 の巧发 をが 巧し がない と 
の 巧 かを W つて これにが 卡る をは 巧 わつ わ- 

一九 ご！ 冗が 卜；- パ にんつ て、 巧闲ホ W イ I ぶ ンはド f ツ との 糾 巧を 巧 Sf 十る ぶみ にか そつ、* つた-巧 中 一- 3 
二.；- 七り、 ド f ツた 巧との みぶ にがいて、 ドイツけ «•> •が 約を がり おかの じか 化つて & ろ t いひ、； 卜 巧に 巧呀 
して 化幽的 安を な 巧とは みして む W 技ぶ ではむ いとぶ べわ- 

ドイツが C の 巧みに"々 ル/がめ を w ホす るか も かれない もの あ'* け •巧 おぶ W にボ をのを を 巧へ、 べん ザ— 
かかはマぅン乂にがたして、 む巧をホせ卞ド{ツとな巧の卜-、 ぅ{ン巧巧の巧巧巧を进め、 せめて巧ザががだけ 
で fc ぶめ さ ホて はどぅ かと 化な しわ-ぅ wy * が 内 W に 把つ てゐる W け、 神 •ソ 化め の 化が が 巧 引され わが 、 i 
九 II : 六 常 r 月に ttw ド 防は、 みねを U つて 巧 わの 化 准を ホを し、 卜 •巧け： パ 上 .= に々 なの 巧を W つで これを が 
ホした。 
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プー ブンス の ダラ ホよ -s 難 怖； が朽と ロカ； のがね とが ホの する や-み ♦のがを w 巧 謹を 製の が おに 一 
たす るが を 望し、 ドイツれ たちて、 マラ'; が瓷 する ドイツと 《這ち を ドイツ 供の 塞董 をし 

わを 巧を 中 入れ わが、；：： 巧 rH じ ザ トラ— 巧 K は 巧 大巧 マラン VV •ポンセを が 化しで、 化に かがめが 化 化され 

ホは た奖は をれ U がに 比」 て 巧」 4 化」 た* いひ、 ド イマけ？ 結な ドイツ 缓 ミラン X をに 窝 

する で ホら ぅと ホべ わ W 

でな くご， ン をは、.-;; 月ち みちて" 力； がわを 0 葉を けつち この 留け覺 のな 巧に ミ 

むが*: を 巧へ、 ブイン かがの ドイツの 巧说 はなが 巧识の 巧を を 化へ る ことと なつ わ- 

六 お •獨 おが 協 お 

■丸 お 年 一一; 巧卜ち サ王ン なが‘ へ； ン をな 削し わ 巧 、ミトラ— ながは イギ ，义 かかに 向 ミ、 ド イ‘ 

ツは巧 援衷ま t 望畫ち 攀<、 と辑 Q 輩 力、 卽ち巧 曼度罕 K パ-; 卜 をを 

しろれば 廷 する 葛を 閒睐 しわ" がいて ミ tT 養は K 巧 不；： = 町楚 にがいで 乏夕ぶ •へち で 
ド イツななけ沪おがが卜；にがい て-での化3^^の留を化孚るこち ちして掉にドイツ がをの化皆のわめにまわ乂 
ツ 巧に 巧け る‘ n かを 巧 巧す る わめに 必 おなる'*^ 巧を とる じと が、 W 化に あ 巧れ ことを ぶめ る r ながれ かは ち W と々 

則 かる 一管が び、 化つ C れを贷 し、 まを H* で W 一 お だけが つ わ 苗 S 羣巧 なをが 化する わ 《、宏 巧 
ぶ、 几 巧の 方な をぶ 卡 るで ホら ぅご 

抑 この 淺 のを-迸 = じして。 づ •：ン ト"* •，は 牧 ホの が龙門 ぶと 巧 V パな = け.‘ ドンに 巧が したが、 をの 
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巧 巧は いふ をん なく、： .け/ぶ S みぶ じ 化つて A 巧知 化 中 トーつ わみ、 •曲 問の お い中岭 追を 化が 化する わめで るつ W 
わ" をのが 巧、々 巧 十八 H にボ 〇、 かが サミュエル •ホア— と ドイツむ 巧 リザ ベント" W プ との 閒 にを ホ-公え の 
が 巧を けつて 巧 •巧 お 化が 巧ぶ しれ* 

二】 •卜{ツの化ザ巧力け巧38の吕巧況々とすリ 

ごご ^がレ朋の？^^に期し、 を田はドイツ代ぶのわのが明に村なする。 

了】 比ザー：一巧社みとは化もにぶめわホ巧が巧巧^^にょつてぶめる" がお〇ちくむつわ巧なけ、 巧げ巧か 
巧の 己-巧 托 かとす。 

( a ) 巧 お】 お 巧が の 巧が •ナモ 巧な にけ 必ずしも 比 ザを ぶめ るが 巧は おいが、 K イツは ザげ 上 この 比 将 
rr > でけ讲 化しない り 

《ハ) 右 比 ザは 化 阳の巧 店に 巧つ でが 巧せられ ない が、 他 W が 巧 巧の ななを なし、 みがを 巧る にち つれ 尊を 
はなめ てな 巧 する。 

(こ ドイツは 巧 拥圳が 吸の ぶぶ に 巧 巧す ろ诗 おの 一の がな 巧に がいで 度； S 圳闽 昭のガ ぶが 巧间 せられ 
じい 巧ん 口には、 狂 巧 械に付 さ 一 r 巧が みのれが を y 巧ナ るには 巧. 巧閒 のはぶ に 化つて 巧ぶ ずる。 

(ホ) が お 巧に がいて け、 をが？^ にがいて 号 巧 おみを 短ぇない ことを 巧げ として、 お W と 巧 巧 ホを がか 寸 
るが 利を もつ 〇化 し、 巧が S ザ 巧の 巧 化しない 昭 〇、 をが！ の 円 巧 おみ W 卜： をな 巧し ない。 

この 巧ぶ は フランス •イタ リー • V 巧 巧を かめ、 小な 巧 曲から も 巧 巧と ホ 巧と をはつ てな g され ホ。 巧 W 巧み 
にがいても、 上な は 六月 二十々 H 、 下 焼は セ 巧 十一、 十二の に 进んれ 論 巧が 巧 はれたり 
ホ- « 巧 ぶに 巧いて、 イギリス 巧 舟を 邓度卞 るが は、 これを 巧 洽卜： の 巧 由と、 か ザが々 の 均が の 化 地から A 度 


を邮 へろ ので わる J 

このな ぶが ヴで ルサ f ユ巧 約の あ义を WW 破りの 合ぶ を U つてが 化した もので あり •ホ かなめに サ おする もの 
である こみは、 イザ リス c 身 もこれ を 寒る。 巧し ち 送が の ホ 姐ち ヴェル サイ L - 巧め は 要で みつて 巧洲 
の ホ かは 巧怕 S 巧 化を 疑字る ことに 依つ て 《み 巧 巧す る ことが 化 おる とい ム 《で ミ。 イ ■ー マンは 六 巧 】 T 
I 、 二おけに巧けるラヴァ^^ホがとのみ化に巧いマ、 ツラン义が一菲.阳が巧巧 21单^^^に3す*^トイツの 
巧 おを 巧 巧し わの け 巧 大む说 巧で あつ わと 巧 城し、 『リク ン义は 巧が に 巧 巧れ わので ホる。 か 何なる 化 巧 も t 
れ rf - i ； こ-が 田な ものは ない。 がが のが W にがいて イギリスは ツ ランスの 例に 化 ひ、 巧 巧の がかを 巧みる じと に 巧 
ぞ ごと 明な しち をれ にしても 併 •が 巧の 化當、 々 H 生で 化のを にないて 巧挡 攫を みつて 巧 わ 巧* 
に一衰 なでな くして、 巧 S が 援の詳 を 翼に 巧 為が を もつ て 方る かどろ かとい ム批に ミ。 巧に イザ 
リスは K 卜 ぃ， ザみ 巧に 於 i て ドイツ 置 席 器を 一 器に 案す る ことを 堪 し、 を 写な には 居 巧 凹 巧 
まに がいて 公任 ドイツを 集 卞る来 雪襄」 た 名 芝" 葉に； 寡に おつて f ザ 支 n 身に ず攘 

約を な 巧す る 巧 化ぶ となつ わ" をれ は K イツに 时 する 巧 M 巧 供 S が 巧む 〇 と リク ンスは W るので A る (な"^)* 
が歸洒 として 英 S が ドイツに 巧し H 巧扣 かの 浸 比が を 愛た じとは、 菌の 澄に めいて ドイツ 望の々 
ドを でく ミな 表と する が 化に ろち， ての 巧 かは、 畏 のみ 揉罢 力は 巧 約 •互 一十 阳巧 巧と け 量られ 
^ てゐたち ドイツ赛の舅巧は阳十二ぶでなるぷでホる。 をれ夕ではない。 ホおがたく巧巧を巧はれ 

^ いとすれば 一奎畫 案には を 十沉爱 中 十 5、 巡 作 g 主 透 中 十 墨、 奮菁 二十 巧 《蓋 十 巧は 

^ I がが 單谅 巧め に 姐め ホ K 齡を巧 巧 する 巧で ホつ わ。 

W t た时」 ドイツ 絮 u 裏す •へさ 革つ 策 巧 ミ 違 Q みで 至が、 巧 S 靠は 金菱哲 化つ て 巧い 
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か 巧を 巧 化しなければ 化ら 3】 、 でして ド イマは 一丸 一一 五が 中を 一巧 辛 芝 巧 & ミな ナ るか A て*。* 九 

一ーー をに li を S 曼 保な 0 で 一一 爱 K 透堇で *6 气ミ たお ミ お SS わ SA 盧舅養 だを 

いで、 化 ザは お ドス 上に ホが 化と なる じと も 明かで 光る U ヴでル ホイ ユお 約が ドイツに ぶめ わがが お 力は 十阳巧 
ので M でみ つた Q に 比 •へて、 お 曲ぶ は蓉 留に大 なる さを 巧へ るが 化と なるとい ミが、 K 巧 《《化 H で ホ 

つち ：^ラ：とイ：—は" ンドン援呈一愛かぶにょ去を《巧力面を免ぶまわはレ旁に滅 
せられた おらず、 ド イマを •透ぶ にょ 〇 ま 軍<驾 ぶを 交られた 矣で わるから、 进 からる ■ 
がの书ま力け-トイツ つ>巧を9 こととなる。 か 、5お化はか巧のにドイツな • ッ 《=^葦をか巧する 
かは れいと する A も 大巧が W にがいて 曲？！ をれ わ W 

セ 0 カル ノ條 もの 该萊 

一九-- 1 一六が にんつて 、ドイツが 巧< "力 A ゾ 化め 义 する だら ぅとめ 曲 が お洲の A 麻て 神 へら* わ 
一巧二十お：：一、 イギリ：<ホがイ）ザンはジ3 —ジ沉化な巧の§?;?*じ夕巧卞るわめ" ンドンじかをけせわ/イク 
I 卜巧巧 <ドす ザ ホ 巧と 水ん ら卡 のみ 巧を 塞けた 一を 0 巧に ゾ イブー ト け、 Kf ツが 苗を" 《ルイが わを ホぶ 卞 

るを で* る 6 をぶ Y わ S で、 {ダン 表；； 幫け巧 嵩ち かを ち卡运 交て 墓 わ ゎかで みる 

から、 イギ W 乂政巧 も 巧 I くも これを 併 ホ L わ 〇、 がが 化する か 3 巧 巧は I むい とれぶ L わ 

イー ゲン の に をが けて & わ/イラー トは ゴザを ついで 『ドイツの々 へる とこを は 巧な ではれ い W •イ 
が 比な 邮巧纠 が 化 掌れ る 化に けこれ >- も： t し-;, ソ がと i 》 3 K " が こ •，ミを が A るから、 ドイツ ま-- 


が 


ザ! 供 Wy い, ツイ ド 


かより- ザに な 出される 化 巧に 陷 るで わらう" さうな ると、 ぶ 巧 おめ や 巧み 妍松 巧は、 一巧 田 度と なる « 扣 
が ホる」 といつ で、 『闻 より なぶが 不 wffi なりと 巧 おする 巧では むい』 と、 かは 化 巧な M で 巧し わので ホる。 
をの 巧に 化は 货 •ソ なね の 化 術に i つて、 K イツけ" カルイ 巧む を祐 巧す るたら うとは、 わ < び にも 批さ なかつ 
わと 傅 へられる。 

をの 巧に がいても 乂 •巧の 閒 にけ、 五に 巧 巧と しない 乍ら も、 化 お" カル ノが卞 をみ なぶに ついて ♦巧 や 文ぶ 
の 交 ホが 巧 けられ、. ヘル ギー •フランス 巧は ドイツが ライン タン ドの 稱を おにつ いてぶ 巧して るるとの# に 致し 
て、 功り に. りじな 令の 巧を お化しつ、 ホつ ホり 

. 1 ! 巧 二 口、 阳 巧が 盟 利かみ (こ 4 U イ **1 じ 巧 十 6 が拍 巧 化 M な few はした U ) にがいて フランスが 扣 プラン ダ 
ン け、 イ I デン かがに 巧し、 ドイツが ライン ランドに 並な し、 イ タリ— が" カルイ 巧め をを なし ホ HKn に、 お扭 
は 化して ブ ランスを 巧 助す るで あらう かと 打 削した】 が 曲に なする マ ランスの が 求は イ— ダンが W なして 巧、 111 
巧」 ハ = の 下 おに 巧いて が 化の なけと なつ わが、 化 巧 わるを 化の i 技は なかつ わ】 巧し をの 削に もが 巧は 次 巧に 巧 
狙し つ、 あるかを ぶを 典へ わ W 

イ ー ぞンけ かか 巧の 巧 力を がみる がから、 ：1! 巧 六り の夕 、ドイツ 乂化フ ホン •へ I シユを 巧いて、 ながを ザ 
。、 w おなが 化め のが 巧を 叫く 旅 地が あるか どうかを 格が しわ-へ I シユ はこの 閒 がを ヒザ トラ ー ながに W ホし 
よゥといつて、 巧に庇をぶらんと卞るけ、 巧れてイーデンに向ひ、 じ" トラ1巧がの巧大れな^^を化されわ时巧 
がが がする ことにな つて わるから、 叫巧烘 びか 扛 してを の イ* セ— ジを お峽 へしよう とおつ わ】 をの 特巧 こを" 
カルイの 巧 ホと、 二十 おヶ¥ 閒の不 巧 化め 巧 策と を蝴巧 M に 巧し たんので A つ ホ" 

•一九 化が S 月 六 H 、 ヒザ トラ— 化が は坦セ H 史 午に 阳 みを する けを 布 巧し、 パル 9 ンな 化の 英 •拥 •が 


か 》 


1巧二で^^哀甥‘加じゥ， 王 4 ム - ;ク-*じ夕ををるを，みちわ を&のホお 
たお ミ/; IW ち： 姐 5 助 パを 至から た抬 に-;. ふなぶ ぶ 化 地な S な 力 V 间* ら攫ブ 

れわこ i 」 l:i ちわ 瑪を i 望产是 陆をた . C 写。 •ミ ミゥ.；" 

..ホン セ巧卜 王な に问 つて、 何を ドイツけ 卞我ボ 化に 化つ て 裘器蔚 費 安し ないで’ か、 る 力 

化に ちわち 至 かち 强& ちた、 を 《器*. みへ た？ っわ" 

f イプの ち t 度に’- をした 闲； なぶに 対する 巧ぶ ち"々； 化 約を の ナミの 邱 《を费 し、；* 
，想け を卜 .巧して ろ をら、- 卜 ろは ライン 强ホ 萬の なで？ 業に 袋され わと タミぶ しで 

た え ド； さた 链」 て ミを K ミ 搜虞 K 蜜」 を 器たち ず i 窒菱 しち 
王 S . 品 度な、 を S 曼器 置、 愛靠 黄駕襄 ぶす t とに； f 孕 注、； ツを 

こ— がいても 、なめてが ぶ 化 地 巧を なぶす るに がかで ない- 

(こぶに 安を 摄に閒 す as •点 送府 《冀に ザぶ を 化 《る W な A 。- が、 •が 度を にがいて、 尾 
9 巧 巧を 引 巧け 往 、-卜 f ツ をは 巧麻受 持に ま，； 一 品に 這 巧 W 皮を 援卞 ろじの が 

^ょおめにはォラ ンゲかがをもぶが拍としてを加させるにぷかでない- 

(こがに 巧留 送を いては、 A 巧ぶ 巧醫 めを 舅し、 が留送 長いて で乎ュ I 下を を ホ 

へ圳 M に不 wai なめを M 紀 する ことを 巧！^ す"' 

(- こ闽保 度— を i 度 器す S 、 ミ i 3: lli 量。 一 M 」 登 寶 

は ヴ* ル サイ ユ巧 巧より 巧 巧み 巧ず る ことを が 巧 巧げ とする" 

至 ド； せかけ、 W な 謂 中ろ 度は ち 覆 をぷ け、 援强 f をち W 李る ことを ホ 革' 


一 I 


" A * ィ 巧む 巧 巧に ホ. ■化つ て、：：. け 六り u ’ f も リンで ホ ホな み 化が 閒 かれた. じイ トク I 巧 おお ホの ド じが お 
な巧巧と内梢りとが • 嘴に夕化して、 ^^がに引おをクインブ ンド逆巧の間がをがぶしわ】 诚れ巧へ るおにょれば 
ザ1リ ングぶ帥とゲザ バ * スな傅大朽は巧林^一で光つれが、 シャ ハ ト， /イラート^及びブ M ンべ ルダ的ザは、 
をれ ぞれお ホ、 かを 度び 巧 巧-^ の 化 地から これ じ W 巧し わと いふ 切で A る-じ ザ トラー 巧が は 一一！ 人の な 巧 おにぶ 
い 和みを 巧け て、 巧 巧に 巧 巧した とも 似 へられる H がし 阳巧桃 巧け なかに ドイツの ぶ 巧の 巧 巧に ホ 巧で ホつ わ- 
エホ ホ ピア 巧な のがが から、 イタけ 一 はを 巧 化に Kf ツを义 巧す るで あらろ し、 マ クン* は 二 お 曲を 向 ふに 
柏しての 巧ず をが 巧して W ら巧 曲の ぶ 巧に 巧が する に W 巧ない b をの W なにず、 W の 巧ぶ が マ ウン X のげ 如け 巧を 
と 巧す を かどぅ かは みかに 巧 《た 化* りと 化え わ。 

f タリ— が この 閒 がに 巧いで ド f ツか ら满 ひを 巧け、. 邮 もこれ を 巧つ わのは、 ホに W •> 巧め が"々 んイ 巧む 
とぶ 巧 しないと をな 明した わめで ホる とい けれる" ぶる： なには f タリ ー のぶ 巧 じょつ て ドイツ 巧の ライ 
ン ランド 述 巧が 巧 巧され わと W へる 巧 も あるが、 これを ぷ 明す ベを かがは 化 巧らない-をれ にしで も イタ j — け 
英 •饼を 氷 制する 户巧 としで この W けを か迎 しわで ホら ぅこと け 叫ぶ れいと 化 ふ" 

ドイツが この 巧に ライン ラン K に 巧を 並め、" カル/巧 約を が 巧した 巧 かは、 - iaf 供と 巧な と Q 泣が の お！ If 、 
r ぶは 『ドイツ31ががの巧が4、 ^^妍獻ゾ "ザ ヶ巧がのがル.？ であり、 い-^のにい へばフラ ン乂のドイツ巧巧を巧じ 
^ て、 W 巧上プ クン 乂が 小な 巧阳や > 税巧 にが 煤 W なのぶ ぶを W もす るに あつた- 

W マ ランスと イザ リスが このが けを か M に 巧 化つ わかけ 巧 ■非 抑に これを な 速し なければ ならの。 W とれれば、 

^ "カル/化め のが 巧け あ-帥を 巧 M する にわれ q の 巧 化を おし わからで* る】 

m ドす ッ ウインぶ 巧述 なに 巧つ で 化 も 巧 巧む 巧 V を々 け わのは いふを もな <v クン ス であつ わ】 化 化た« 巧 


—•HIT •1 .lljr 
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を かか 巧に めいて； こが 5 叟 & 々めれ 《に 典ぶ しわれ 火の •化けは ライン 左 巧のを でさか】 ホに 

マ こシュ 語？ •をを— 王ち；、 餐を i をで 奮る 妾を i 。 巧 
るに 巧-ホ 搜离 ちを 苗 < * こぞな 度？、 巧め サ基ミ I ち* 1」 て髮 ちれ 

- JK なしち を 《が 化、 巧 •ホけ？ フン； でて クイら 巧の おを 保？ るを を^け： ル サイ ュ巧 
むと 巧 占瓷传 め K 结」 わ S で ミ"* ミが て， を AW 怯 約品擎 巧 t たたた、 保 泣な 巧は 巧 
泣し で^こ ♦王 保資を 注つ ち ミは； 九 一 五が におつ K ち 苗 - S : u 占が 受畫を わか 
ナる "力* 占を 泣。、 W 是サを 度を 確學る こと t た ち ミ だから ミン* 人 もこの 

よ なげかり け ドイツが 供が する だら ぅと お 化生で。 じて & わ- 

か、 る赛 にがいて" 力； がめ S な巧濟 を々 かつれ マラ； は、 おちに 化ぶ 送 《畫 におげ S 巧じ爸 

わつ ミ i *;# た H " 《な uii を さ 5 やた 苗 i とじつ わ 
ち 至 > サ "ム 度を i 貢 51 した、？ i 巧で 。 i nii に 凄 

する— t とに iM 技」 なを も， ミち iK — つて；；— ミ— がす 明で* 

る披 S 、 受け 培を す 5 な 化 も* つち 器は 装へ ず S 宗 R 巧を tT 空 後品适 とた ホを 
抽< 巧に 青 お】 をな. トイ； ミけ 案 3 ?s K 忆 装」 i 透 蓋 でら て 含い ミ 送し にす 
も S でぁ ミ-トイ ッ&監 3 ミ lit ： 蓋 S さ 至を； ちで ちた - V た」 てが ち 這* こ 

の 巧に がけ 5 靈な 巧で 至 わ C とはい 基 若い' 

パ， 技— 兄ち のサ が S 巽に 巧いて、 をに 叫 堂 居を に 透す るち に；； 化 段を のみ 
ぶを ミーと を ぞ 、某？ 装 ミ 蓋な ザ もこた 憑」 て 巧 さ ミた-- て 《 H ?9、 な マタン 


化 


ダンが 駐を w 巧 棋拟に 附巧卞 るけ S 巧 明を 巧した ことけ •バ 4 リンと" ン ドンに 必 がのを をが へた- 

イザ リス 大 ホの 化 巧は マ ランス 人とは々 くが のぶ 向に 妍 いて 契】 装 イの考 へれ じと け、 『マー ブンス 人は を 巧 
巧に 術 0 て わるた なに ドイツ & W 力に ょつ 5 へつ けょ-つと」 てゐ るが、 をれ け 裙巧化 化 ザで 击る 。ライン 
ぶ 巧への 祁择は 化 お 巧 ほで みるに しても 巧 ホ 巧 巧では ない-を 化 化に ぞ闻 はが 巧と ホな とを W つて ド イヴ 人の# 

が进 技を がな する ことを 化 巧と する 一とり ホー， U すれば ド'- ツん けむ W の 化饼を A 巧し ホ もので あつで、 をれ が 巧 
巧の 腹 聞とは なりなない と 十る のが イギ y 义 巧ぶ 5 大巧を 巧して ゐ た) 

み 田か府 S 獲を 明ち おが 一巧け H パな、 イ— デン ホ WQT 院に 於け るな 明で あつち 「ト イツが むか 
巧おをはつで巧即しホけヵル/が約のぷはをが巧し、 がも糾巧も^^:がせざるがか<^§することけ、 «巧期«を 
巧巧化し：1?つ巧大化卞るものであつて、 がわが巧の版附に巧十るホ巧でわろレ とぶべ、 '*巧し.トイツのなは化 
お 巧 巧の 閒 がな 〇 ょが 巧卞 ベ， 巧 川は れい」 と‘ W しで、 『おし ツ ランス 巧 お.-、 んギ ー に 巧し、 ドイツが 巧 撃を 
加へ るみな には、 お闲 かがは クイン か 荒 化 巧-がわに 化を 巧 « が 的に 巧し 巧 则を蚁 へる 巧 巧を なみに ちる ことけ 巧 
みで ホる .1 も 叫 ^3 しわ- イ ー デンは を S が说 のよ 化に 於いで、 供 洲のザ かかが 巧 S な拽 におり とせげ、 じれを 巧 
姥卞る ことが wt りの、} 巧で 方る と^ぶし、 r こめ 巧 かに 化を Ff ツ t りかに 提示し ホ 業を み 巧に 冷 巧す る 用な 
r を もつ」 とがんだ U 

パ 巧 舟 かなが 师 - nww に対して、 W かの 鸣な にこれ をせ 巧て るぷ巧 ホる ことを ぶめ わ ことけ、 W :N ぶ烦 から 
g 巧迎 され わけれ どん、" ヵル ノが約 かが々 うれ ホ wh 、 ■トイ ツ とが L いな 約を が ば-つと 寸る ぶかは、 S 々ルイ 神 
!5 がと すの する も ごこで％ 化され わ U 

H バリに がいで はれ か t *- y ル •ホ U I がち 巧 お の y 、 い。 ソ ■-ク の 加に しんつて 化が。 獲を はなし ホ) 化 加 


を 卜 Us 選を 化する 搔けじ i とい 6 •を s 押で し ニ ホ； ち 望 一中 内专 イツ 巧 一 3 を一 
を こなめ 》 窠 しわが 過を たん， M の 還；。 を< こを 山 業い' 軍に. ト イツは 巧め 》 璧に だし 

器化絮 長さ 愛、 でぶ 望を 资ミ； 」 た ミ】 •寧た <」 をを た盈 したので 

呈 が、 か、 否 行め？！ 例と な ミめ い 了け、 巧贸 をな で W じい. とぶ ベた" 

ブ贊 と 小 協 留ち化 4 クン スを 巧す るか <化 ち" 阳 内の 塞を 袖は W 巧のを をに 不ぎ なち 扣 
は賠巧 わる ミが ちた、 ドイツが ツブ； S 翼を る 押 t わち ミが 璃； に 及ち，" ヵル'' 

悔約 がま 葦 進 S 塞 器 S 寶是？ がす 由 等 5 やを なつ わ) 

プ^^た化けミンスなマラングンとみなの巧、 こ了の惹-^-^して、 マゥ：が化皮の獲をつてをむ 

じと 坛ホ 5>^」、 IJS 鹽を恶 望た；® るを d 、 玉；. ち定接 菜を 6、 而もを S 制 ルナ 
るこ呈 .援と 香 v <、 所な ドイツと S をが ホ 基ち 字な、 語を に 裂® ミな 留 ちいて 
ちる C を S - >- 道に S る 判で ミろ ちを S ぶ.；) をた を； で' 《お でな ちた とけ、 
をと M 一の 化 56 をち て一兒 卜 りに ブ冀の 襄大化 マイ スキ— が 蓄ホ莫 ち 《巧し ホ こちち て 巧 

明-いで ホる。 

バル ザ’ は；； 脚 度と しで 强い藥 をけ わが’ をは 香 T 讯栗潭 をみ つち 怯し 一九 一男の 
ホい 粒な ミつ藥 け (ドイツな び 客尝 に並车 .るち n ないか ミな ち 依つ て、 一 一片 だ ミな に 
すま 扔拖 《をを 一で た M 見ち S 彻 ，ド イ； 翼 巧が、 パル 辛 ふち こ. ゼ 1 クン FS 凄して、 

ベル， ン 《ちち* 罢」 わ 巧な まを ち 獲を 化ナ ろけ をへ ち 塞けを 《をを で、 バ 
，ミ V トンち 怯？ 累 じする 二ち S たか、 n を <- ミ’' 攻だ番 を 袋 蠻お孚 5 との ホい 
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ぶを か？、. ヘル ギ I か哲蜗 速に 閒行 する や 5_-. 女：：： に 化 w をつ 了ぶ ぶし ホ これ 扣ゼ- クン 
ドが 巧 化な；^ 出た こ AJ は、" ン ドンと^。 3 ぶ li ? が 葦」 も^ 巧」 ない こ 《がけの 出 巧に 巧」 てがる^ 巧な 
芙ダ巧 ミつ わ】 巧」 美-こ W がな に 化つ て パ A すが 心 一 W ザは が援 わい S 塞 《わめに 化 り伟 ■ 
巧が 0 巧 巧に S と* れ るを 悼の 巧乂 しつ、 あるじと'^ 叫 - U とじ づ わから、 C の SQ な 巧 巧 《は、 ペル ザ ふ 巧 巧 
との-苗に 管、' ヘル ギ- 雨む S 寞を巧 巧す る ことを 寫 とおへ る やろ になつ ちを 0 お 化が 一九 舅で 巧 
小阳 U の 巧 明と な つわもので みる (な 4 X 

イタ。 ふ 獲は 一で て 故る 仍 ホで A つ わけ ゎ ども、" 1 篇 がが、 C れを利 W してが ホ お S 化か、 エ中 

ォビア S 畏 第を を贺葵 を请 ろと を」 れ C ち 堂； 是か ミ" パ" 幫イ * ミ をを 

か プラン グンに 巧し、 イ •'"ふ； ルイ 化を 奔 にか 5 と S 择を 典へ わに 拘ら寸 、器 《装 か •ら 化て ブ 

ランスけ をのぶ 巧を 期 巧し 糾 ない との 测 してた わ" 

閒も なく パ B にがいで 搜ち 尚？ をが 雙 .-れ わ悅 、みぶ のをに 巧して；"— 化 おはむ ちじ 巧な を お ホ 
こ"- マな な もを にこれ にを 掌 K > ことを さけち かくて ふ更 ドイツと 品 ミ 症 《、れ ホ にんる 
と 化に 巧 •がの 巧は な •叫胺 となる に ザつ わ。 巧 ふ^^^ 巧の 枯向 はこ S 小ら々 を 化せの めた ので ある。 

ド ：- 巧.：- りい。 パリに 牌 われ わ蝴巧 W み 巧 (ド イット 松 王に けが W から ハ 9 ツこ クス M とイ I ぞンホ ぉへん 
パギ ふを wf ランドが 法した' このを にがいて むち じ 巧と むつた こと 某 ■佛だ 巧が。 にな 阳し 
0 て 或は-: € 识 班な がかが 没に 尚る のでは むいを の 巧で あつた リク.； ホ H リ？； ンは 
f - (；) ドイツは ウインぶ 化に 駕 しわ 巧り をを なが おすべ* 一 こと- 
^ 《： ■> -^ が宏 ■林れ。 化ざる 巧は、 ドイツ じが し^^を 化へ る こみ" 
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《 s 】 化が のぶ 了す るを は K イツと 巧 お 約の 巧 巧に 入らない こと。 

《阳} 巧 W が ブラン ス をぶ 巧すべし とぶ みには 明した 化んで ザ •神の 脚に を巧抗 すべ S こち 
を お 巧し で r ラン 义の 巧みは 巧 じて 巧 ホを せんじない であらろ とぶ ベ た- 

べ ルギ ふかけ クイン ホ襄 巧は.；： 拍に 化つ て 巧； のま 接で ちつて、 留が おを 化の 搜を がて ホ こ 
ともこの 化 巧 A るが ホめ であつ ホ" 巧る に バルず 一 の 削な しない 饼 • V 议 むを 巧 ホと しで 《 カル ノ 巧め をミ卞 
る ことは ホ 服し がない ところで あると おおした。 

ホお畜 は •ハ。 にがて 哲了夕 受 がみなら S こと S を」、 ゼ 1; ぶを にん 巧く めかされた) をして 
ん，り*でホ夏府$文 て矣夕叫に遵を賓一卞5こと§$養な乏&を」ち イす1<&かは巧巧巧 

として 城盟 巧が みの 閒み巧 ドイツと 巧し いはぶ をが ぶこと を义 むとしで イ I ダン ホ W を ホぶ しわので あつたが 
マ クン ダンは 3 イン 《装 覆* で ドイツと がし さ 塞に 吾 ことを 登ス i わ 人る ことは 否 能で* ると い 
ひ はつわ。 あ、 W 两は ドイツを してが 巧を ホぶ せしめる ことの W 巧を 巧 化しで たたし， さ 〇 とて®^ を 巧す る じと 
もがみでな いと夕 へ を。 をこでイ1プ ンは ブ ク ン 义 の^^がか卞ぅでホる巧りお巧にがい ては^^^巧巧りの化應 
が お 姑卞ろ ホないで A ら ろと 蘆し、 一 S 巧赛 として、 ドイツ 《萝 がは 巧なる 塞の 《々ち A 《る じち 
4 ホ ドイツと のを 涉巧斤 中は クイン ブンドの 巧な を 巧は ない ことと する おを 巧 示し わが、 ツ クン ス けこれ にも 巧 
巧を 巧が しわ。 

わくして 閒进は W 巧が 班 巧 ザみ に 巧され る ことと なり •々凹は 巧に" ン ドンに 巧いて 十 S 円 わらみ 巧を 閒 くじ 
をと なつち 义も沉 ヶ受み 巧は これと ホ 巧して 十二 H からこ ドンに 惟され ち こ 品に を イツ 爱お巧 

U が ライン ホ 巧に 3 巧し つ、 がるとの 铺 巧に t つて ツ クン ス のな 义は巧 化する 一 おで あつれ-ち W にがいても ド 


ィツの 巧 葉に 巧 ホを もろ •トイ 巧 脚に が なを 字 かさな 向け、 搞 のが 巧と 巧に 化 重られ、 一貢 i りめ 巧 
« 撰に 巧」 で、 {デンは、 ドイツが ライン ホ 巧に 爱ホ黄 《一巧を 窠 させる やろ 說 巧の 寞 A る ことを 
も 姐して 漢の巧 巧を た。 小一 円みち すギ 。ス 益は ドィツ 大望 巧を、 ド f ツ累の 爾の通 9 ブイン 
ち 巧の 基は 塞的寫 S す 5 に 塞れ 小な？ を 器は これみ-道 する ミ、 V た ドイツ 0 夏董 巧き 
塞 某が 冀 なを お 加せ ス 且つ こ 5 碧に 新が ぶを 霉 しない ことを 董 ずるけ を 述べち じれょ。 巧べ 
J ン こぶし わか 香、 冗ヶ器 巧が" ンドン に閒彼 甘ら れ るを 供へ たので、 ドイツ 窝 はお 田が をで マラ 
ン スの阳 巧を ぶかし れい ものと 判 芒た】 巧し イ 1 ザ； 隻をを にても ドイツが 舅 すれば、 巧 受篷巧 

おはがる 巧を ミ 至襄で A つ 京、 ミ トク-謹け、 諮 £ つた 寞冀 tK 1 冉强受 塞を S 

化に 示卞必 巧に 祖ら たイギ 。二 中し 入れを 一掛 しで 了つ ち ミトラ" ■は 一一 异 十ニ ロカ— ルス ル— への 巧が 

にめ いこ 享 がっ V ン冀で 装」* わ 也を なかょ ふ？ 含 巧ん や」 と だ。 巧」 ド； 幕は W 
H 附の パを ち V ぶ S を 基」、 『愛 塞つ* 妾涉 0 慧卞る 背 ライ y 葦 量な」 なごを を豈 

しれ 0 

" ンご寡け主お巧か長曲を巧で間かた イ-ご (ち、 ミご 曼、 グラ ンザ を、 ゼ—ラ 
ドンド 写 Q 代 衣は パ y 堤 接し S さお 返しち こ 5 閒义沒 がは 巧 《て ドイツ M と 器を ぇ聖 ろる 

^ 貼りの 巧が を 期 巧した が、- でれ がが つて ツク； 柳の 不讲を ザ、 含は" カル ノ巧留 として S • 内 を摄卞 
W ろぶ巧をれムに拘らず、 じれをおれてわも況のザのかくが巧ムとのホ^*^を沿ぴサわ0 

!S 四 曲 含は 这 円が まな わたが、 がみに 赁の 一致を 化 ミ 巧ら サ 、マ クン ダンを は ドイツが 巧 是援を 
^ 巧け むいならば マ ミスは 寫 藍を 乾 卞る かも なれない > 星 望-^ ホが、 をれ には ブ冀と 小 浸* とのぶ 
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巧 ある ものと が 抑され わ-か、 る 曲がを がて 一：^ 巧-^ 丸 u にお リ 漸く 阳 w 枯 おがと 稱 ずる ものが 巧な し、 巧 二- 
化 W かがから 門 パを U つて 巧 おされ わ。 

1:«なぶぶを巧めるわわ， が时巧闲けおのぷ巧にがいて说闲にがをを巧へわのである がも (^) ドイツに巧 
しおぶ 的な"？ 化 化 削 所の 仰 かに 肢 化する ことを が ホす る こと、 ごこ W 巧ょ リ r 个れの ホ A 化 地 巧に W ながを 巧 
化する こ.*/ 三 じ 两 巧の 佛闲側 及び.：： 闽 側には かぶ お 地 巧を なけざる こと、 〔巧】 彷 ：：： 阳 巧を 防 巧す るた 
め、 巧. 怖： U ; 战 をぶ 本節 刚 にげけ おぶ を か ホす る こち 而 して 优 的は 刺ぶ 化 巧を が 泣め、 まわ •ト イツが なの 
故 おを 女巧师 がの 化かが かとする とい ふか 化を 撤 W しわ レ 

g ； 曲がぶ の 内が をが 巧 すれば、 M 協ぶ は 二な t けぶ づて がり、 巧‘- なけ々 W の ドイツ S " 力 A / 化 約 巧 b にか 
おする V ：. はちぶ ぶし、 ぶ r なは 化 W の 巧の 刺 化の wm おを U 的と する 巧が WW 巧 かぶ 9 ぶ趙に 巧いて がぶ してが 
る- 

が-- なは かづ ドイツの： ぶ 的 お々 をが ホし、 ドイツむ ぶめ わ 巧は、 トイ ツじ M 巧 巧 わなるな 化の が 利を 的へ 
ざるの みれ ら ず、 み洲 のを々 じ 巧 する 巧の わるを ぶむ たれし、 

二) ドイツ 午 M の £：一® に 拘ら卡 、"カル ノ 化のは 巧が ぶ 力を がする こみ 

(二) 化 約の が 化 巧 助ち ちみ 巧を 巧 化する ため、 がわ 的を^ 本な 問に 化 もに 巧 巧を 化ぶ する こと- 
こ .一巧 - VWK 巧郎 がわが"々* ゾが ぶに 巧 k する やみやに 巧いて、 常 ■flw 巧"？ &巧巧 巧の 柯 ホを ぶめ、 ド 
'■■巧が その 巧 ホに 化が すろ こもを ドイツ 巧 おにが ぷ する こ卜 
巧を ぶめ •ん巧 ホの 化 おに おる い ろぶ ぶ A 化に 化 〇、 巧イニ ホぶ 化 化 ホの R け」. 屯々 がかれ サちモ べしと なめ 


.VH 


王-ツイン ランドに を t ; がを こ. ち 壬で 十 中ス思 塞— び 案に M する 器 雜扣" 

(こ 扣一留 巧の 化 方； がの 装 ミ イン 接' がめ の 接 ド 基に 化。 なする こと。 

(ハ) けトーの5^3の巧巧ををけ卞るわめ、 阳巧去〇みをぶ比卞ることり 

阳阳み 1 かこ、 たし ドイツが は卜篇 项を盧 すわち 叫 W ご々*/ 仿 のにけ はるべ そが 逆巧邮 はぶの 
結を なと する 巧ち 卜<; 援： < ，技ぶ け. C * トク-養 0 環を— としる ぶ ミるべき じ 

i をな めて W る' 

巧： な 3.， 《5 で、 S - 民で S 援 《巧な を だ、 な 《度め け 5 謹ち 要 左 S 

< ぶめ わ" 

二) 化 WS 皮々 化に 巧 巧の がな‘ 

二：) 留装で 六 降 sw じ 脚し、 が 器 WS ぶ 巧を 一昂 化に 望す る ミ- 
「こ が 小" 

(阳) W 巧が ホ 削 »5 な 巧 J - 

妄 Kf " 5 援 樹凹泛 S 件 さ 装-を 提管坪 ミ"；— 法 K 《冀を ミ ま， . 
ドみ 一. た 於いて n 蟹 S 心み に 管、 规 めず 一托送 さ-真を 巧た 一. =5 抑 ま ホ 養 進 品 

" L ， 猫 巧 S 方 化 S 巧た すろ こ t をが ぶしれ" 

.1 w 撞を t ： たな； 2 sm ち 某 n -、 - で sw -- n 聯器ぶ S 揉」 た*'" ツ がを ま糾 げ巧厂 巧 
W -c 抵 &S パ だ 孕を •法 段 SW を 巧 品ろ な S ミ肪望 さの 戈で： トイ ツヵけ 
^闽き 去. わた わ ミ： じ、 でが 巧け 迎化 "ぶ 品 中べ， ことを したち で丢 . 


。い 


(イ) ド イヴは かが 巧 w なぶを がみし わ A たに、 巧 •が w 阳け巧 巧 巧を ぶす ベ そこと をめ おず る 
(こ 巧 •がけ、 クインが 巧が む A 媒ぶ にがが しで 神-.:: を ど 巧し、 化： 一: に ホぶ せらる ベ ま； 功の な 巧に A ミ 

なすろ 

(ハ】： £ - CAW が 巧 巧 ホす L て W か氏夕 けた 夕* "じ 阳 S 巧々 を 化の する わめ、 巧 •がは かな 进 叫な SS 3 を 
為ず る J 

《二》 右り のの わめ、 W 田が お 所 おのを ぶ 本な 間の が扣を 巧が 卞ぺ く、 ぇた 今後が 巧巧乂 々に 巧いて、 ザ か 巧 
か 及び 阳巧 化の ホ 巧 のれれ、 か 巧な かおぶ がが 巧せられ ろ ことを が M に 巧力卞 る。 

阳阳 かぶと ホむ しで、；-. パ h 阳 りから たント •ジ H I ムス おのに 閒 かれた 用 巧 登 巧 かみけ、 獲が 化 あ ス* ン 
リ ー •プル I ス をぶ おと L て佛 - c-w 巧 如ら の化沉 を# ぶしれ。 こ S みなに 巧いて は 供 ：；： W 巧 巧から、 ドイツ 
の 巧のは ヴ で* ホイ r •な 約を い 化する わなで A 〇、 " ヵル/化 めの 巧ぶ にがつ 一、、 巧 •が _怕 曲は 说： M を 巧 助す 
るぶ巧ホりとホ化しわ.一なぇて.！-8卜ぶ：：：にはべルギー巧ホからホのかをドイツの閒巧ちが巧巧ホられわ- 
说巧 巧が みは..： ホ； に ドイツ かが かヴ イユ巧 も巧阳 十一: 巧、 巧 闽卜： 一巧、 A びに ラインが 巧が 約のを 
むを 牺 保し、 ク f ン亦巧 巧 化ぶ におな ぶを 巧ぶ して 上 おのみが 巧を « 化した ことを 巧ぶ する。 革 一にが 巧 ザ 巧 
巧 巧に 巧し、 たがげ- 5 おを"々 ル/が 利を 加 ホ W かがに 油 述卞る ことを み卡 る。 

このみが おに 附 巧して をれ ぞれみ 巧が から 巧 がみつ わが、 fl タンは をのが ぶに がいて お W がぶ^が 巧を ず 
ががとする堪けを巧がし、 Kf ツ が巧らしく巧^?したサか巧巧おを恥卜.げてホか#巧するか巧みるこををた巧し 
た】 

ご-巧卜丸〇:にお〇、 ドイツパ*ザ こ ント"ザ £^ぶゴ巧がみ幻巧ぶに皮つで化市し、 *^'袖にドずツの^^を巧 


明した が、 登 養 s ' 机 哀な蒙 採 かに 专 、ホ。 化を が累 し、； アド A 袋が 駕 お々、 累> 

は 透 一致 & ミこれ を 藻し ちを この 塞 おにな つてけ 巧を 巧る ことは 投含 巧に 一巧す るが をは ク 
で 巧が みは； 昇 手 背 に閣 かしち 

イ -f 弄 かは；； 社 壬 ハ H 、 T 防に 出席して 阳捏た ボを幫 し、 至. 主な おを 需 して 化が の 塞を 
ぶいち こで 餐 長いて 化は、 投璧ボ は装讓 ではな <、 f イツが これに パは る边 設巧董 巧へ ば 
お w が じれを おがす るかな を もつ 巧を 明かに しち まわ あ-巧： U 一二 供の 巧に を寞 部む のな 巧を わ 重‘ て ホる 
が、 をれ はを 末ミギ 。ス S 政演 ぶを 絮 ナる是 ではない とがべ ちがし、 化が な 巧し ホ ミちち 曲 和 
ロヵ ルイが 留超 とし S 塞を おれた 表で ミく、 一‘ をは 耗去 塞を— ね賀差 なわる ことを 

がしない」 と阱 加し わ ことで ある】 

わ < し 完 涅袭 巧；： 畏へ靈 せた 《が、 K イツミた 対」 5 片幸 巧を 寞挡を 
せて おち ド イマの 巧： け. 肋るな 史で ホる お》 は瞄 招の も？、 ライン 轰へ靈 の现を 語に 送し、 
留おお 寒 ドイツ 寶 * 留 藍た 阻< ちで 至た、 をを？」 了 薄 《某を 字 t とはが 

底で； 5 •化な りと いひ、 な 巧 取 巧に なめて 化が ぶを-化 出す ると おんで わる" 

十チス R は一看 下な 3 な进 器め いて 貧のを ミ 《わが、 化ぇ ミ 十 W ， パ； ン反府 はを. 凹の 
3 受 を*- 度 かにな だち こ SK : け、 単が が 巧が 《めぶのを りに 号活 をした ちで ホつ た 
が、 化ち V を寶琵 巧と を、 器 S 爱 から 撲怯 空芙 5 KA んで度 普 S ミぶ をに 
拍心 てろ ち お 巧に めいて 押： い 苗の 渡に W した ミけ いを をい" た 巧-巧 脚の 盡を S ち 
.曲 WSSAW が一# け じつく*: っじむ。、 ツ f 内悄 《が 金 お 化 《な。 と 巧に 窒 ' A 巧の そ.’ 
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をぶ 化卞 ろが々 とれつ たことは' 巧 •が w 姑 知ぶ むを は •が A 心サ しめる 化 おじみい わ- 

ち 冉 明の 化 解け ホの かくに がむ される 卽ち エホす ピマ w なとう インん が 並な の训进 とは 巧ん どみ み 巧して 巧 
3 1"* パに 化 期を ぶな しわので あるが、 これを 化 曲 のぶをが 防の 化 地 か r > 化れば、 イ タリ I の 巧 化は 巧 〇 にも 
S •門に Q か 巧 巧で ホ 〇、 阳巧 お幽规 むの 巧 W であると し、 これに* k して ドイツの ラインぶ 巧 巧が は、 化が にめ い 
て 蒙にぷ 享べ さもの が ある 。巧る じっ ランス も 段 巧の 巧に イタ。—-^ 巧 おし、 妈巧時 巧の ぶ W を 芝み し ザ 
ら 、が； ぶ.：： rj の 曲 巧に 閒 巧す るみな にけ •むつて ザつ て W 巧が なぶ 約を W かせんと する 獲に 化ろ ことけ •脾 
からね 來 巧な 9 とがめる ので ある" . 

ぶる に マ クン 品ち K ホ オビ； かさみ 巧に 均しき 巧 资巧 器れ めに ミ" ふを をた ひ、 巧 插进に 
ホが &巧< が 化さ 巧 曲の！ け、 M ブる ところ WW 化の が 巧の なわら 化 じ わ もので あ 9、 クイン W がに ついて 
みなれ 忡巧 人の かそぶ 抵 りを 巧へ です ろのは、 マ クン スを ぶれす るが 桃を たつた わめで あつて、 イギ 0 义が U に 
大 怯ので かを 巧 巧 するとのへ 乍ら が W け 巧ぶな 及に W るので ホら うとの 巧な を 巧く しわ W みれ にしても ブイン 左 

がに ド； 耶が 器し わ ことは、 巧」 <マ っ； S ちを く」、 溝 《巧 為が ホ 箱に 巧 ふに 巧 巧と な 

〇 つ、 ある こと A ふ •へ 如らざる がげ であつ わ-が •阳 のかみ ぶ もこれ に，'^ がおかれ いでけ 化かつ わが、 巧 •併と 
もに おのに 巧が がで 方 〇、 巧みけ おぶ の 化 油し について をが に祐ク てみ わ。 • 

をの！ 一? イ ギリ* かがが. 丸：：. のザ扣 巧から ••九 S 六が； 一 .バ に 瓦る 巧ホ义 巧の 一巧の 城ぶ をが パと してな 炎し 化 
のは、 識巧 をして 巧が か 糾の瞄 凹が W 巧に おる かを 巧ら しめ るれ めで あつれ らう 〇さ ろして 一方に WW を 巧 化し 
つ、， 曲の の 巧ぶ S 巧 令 化をから うとし わので ある。 ブ ヴンス のげ A . W が、 ライン 逸 巧 のれ 巧と して ブ ランスは 
-:： ら 守る 巧な をぶ へと 叫んだ の も？？？ 巧に U 巧め わ 巧* 3 巧で みつたと 化て 巧な-、- で b らう 一- 


"2 


が » とが ザが ハヴ イド 


王で -y 己 h ミ il -= 二- -i ミ ー こ-ミ ri をぶ ミ；-- 二 二 il f 二 1 一 r - 
» で か S 文々. 聲明霉 に筑 いでけ 著* でち ザと ころむ ふでて ミ ■ 

ミ F — さ > き 子 - N ミクを ごこ 5- こ- P - 2;— マ i - っ ミ-己 二---. ごだ T .< 妻き 三 云. 5 
了) ^ ごで 义* 巧- 

至‘ 居さ S で こ： 之 SS 巧」 で. 器 s " ss を 之-* たを sc ご 了完 立を 

w した a で*. 0 :.' こて S な S で 5 て’ * 化 故に* じ 十を だた け ミ M じ 巧ち 占び 单ぅ …ちつ 
た...,.； ご； i を；！ なし V み 左 -H た 巧 SS ま •しな 化べ？- 呈 ちます を 田 S ま V 

み &* 

さ-き； ミ ご 号呈 ムゴ， で 7 さきこ 三 S3 て---、 二 己-二 こご ミ. • 


化！ 



U か 1 ァ ビォ ホ* 


チ オヒア 征船 


_ 卫チォ ピア がげ のな ぶ 

が 巧 火 臨の 一映に 1- 卜 化 おの まで 巧 化の なをが ざが わ ものに X チォピ 了が ある。 をれ が 漂 イタ 9 — の池 
化の U 巧と なつて 化 に 巧せられ る じと となつ わ 《 イタ リ I 人に 化つ ては、 阳 十が ホの が 化の 巧る と t ろで あり、 
多が 巧 化の が 典で も ある" でが ながから ッ "モンの 明 おを 化し、 明 巧の か 王 シ* バ を あんだ 王 巧と して、 エチォ 
ビ了 人は"— マの が 巧 も、 トザ ザの 持卡 も、 巧 巧の 化 化 化の な 化 を も おみに がつて# なして がわり 

イヴ" I が- •んち おれて、； 八 丸 六が じこの 阳 になめ 人つ わがには、 アド々 7 の贿 がに お 巧な 化 巧を 巧し わので 

至り 

元が イタ I が パ g ず 巧 貪け 來 、あ •怖に 巧して をむ とこみ は、： ろ 冗が のこ ドン 巧ね の拍 巧が 一向に 

わけれ てゐ 化い 化で ある C それに U 々イム スン" 十 内 > か stt 巧に 化つて. 卞 ベで 0 巧 S •か 反 おに 巧した am ん&る X をれ 
にしても 化に 一九 0 •おがの T ん ヘシ I ク A かぶ のげ に、 ち-怖け イ ダリー に 巧して 化 巧され わ 化 阿 ホ 利かの 主 地 
に.：： もな わがを とる ことを ぶ わ わ U この 巧ぶ に 巧いて 一丸 i 一が のが 化 卞が始 丈り、 トリ ポ9 をが なし わ 半 


化 


, 


け ws 巧で，， ろ-" ンド ン窝 けず. 一. ての 巧 接め 品 苗れ 寸 、そだ 資け恃 めて 巧 巧た るえ w では あ 
つたが、；。 ミ ご i - イ W 迸で 茲 しわ わ 《イダ"- 5 器け 巧を S らた 女た】 イ +。 X はこ 化に？ 

いる わめ： 丸！- 巧 某 化め をけ つて f ダ"— に 巧し、 ユ ホょ ビ 了に がける むを なを 水ぶ し W 禾 W は シユ • 
ミ ドを；" 1 に 巧る ことと しわ】 •ぶ r ラン 乂は朗 。八， 妻へ 交 レ イタ。 ム 巧に 則け なかつ わが、 
た 的 S する 貼 n、 HJ ビ 7 が イブ" ふ 巧提 班に 掌 ミとは’ さ 華、 ぶは 进 つて 撰の 巧む 

はがが がさ これを ぶ わて 化れ のでみ る- 

イタ。 1 が K; ビ r 蘆を を 卞 るには 凡ち 二 質な じ 精が こ n を 道 L ゎと 爱を ろち S 一つ！！ 
"，マ 器と 化ぶ 会 装で 光ろ 化丟 巧は おお ■5*卜。》 ， おに 為す るが。 でな く、 政を にも ホ 
して 巧 学る ことは 巧ない。 t つて；； 卜 なかと 葦》 と 9 搜 みを？ 5 こを ム》 ッ "1; がが の 

あ 巧で ミ わ。； 九 二を に ラ テ ラン 援を援 して 畫 《拉案 交し、 榮 もを 惡 イタ？ 度で ホる 
ことを 衷」 《た ミ 巧ち 望のは 巧と いけ &け接 音 A - かや ミ」 W 當資 S を」 たた 《にム ご 
ミ S 装 巧 ホに ち 了ち く 毙さ廷 一 茜 さ 近 管を 子る <， ミ留 K は資ら をに 上る の 

でみ るが、 をの 大麻 分が ブ r シ A 卜で けない にしても、 が •例 かなく ヵトリ》 ブ 。ザで ある- 

を イ ，。 -S 偉、： 九 二 華 《替蓄 S 推 墓け T 、 をな 慧 這」、 Jfs 奢 器れ 
ぉに 惟 S た。 る S ミーを 貨 がく 黄」 わ わたみ 房で な 装 占を み 一で わ。 塞 幕 

ぶの サ： 巧は 阳 氏の 化ぶ を ホに おけしめ る じと をな 巧と する ので* るが、 供 度 W ぶす » にな 巧の ホ々 を坦 おに 巧*- 
ザら 本 だ 一巧 も 化かを 巧げ わが 巧け おかつ ホ-け 巧は* くが しわので はない わ" 

ローマ化がけ . ホア プ リ々0ボんトゲル的化地を化つたこ>-もわつわが' これ_.^けお-イ满なハぶいた巧がわつ 


lUi 
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てけ むを 巧 巧 n . ず V ， i ;-、 エホ ホヒ： ，に糾 L て i い fw 化む も 先 分が け ホんで •二 J た^。、 がい これを 巧ん わ もの 
であらぅ) ィ プリ— がの エ 乎 オ ピゾな かにない ては 巧阳 がぶ， なに スー ゲンに 化 化するな 化が ホね てから これを 
ホな してな たことは' み W のが 巧义パ 中ぶ にな まれて •丸；：- 六 ザに ィ yn — が閒 にみ 巧され た —— マ* ブで 
I 化た 巧に お 0 て も 叫 IU である。 

午： 3 のがけ の 巧 巧は •え S 阿 年- 一巧 ぷ H に、 エホ オビ 了の が W 巧に 近を V A V ルに めいて、 ィタ？ 巧と エ 
中 オビ 了 ■ボ との 训じ 小が 合が 起り、 巧ぶ の 邮に刊 ；：.卜 が ホつ 化 巧 ザを 化した ことじ 的 まる" がけを の ものは 巧ろ 
巧が む而や 、に 迸ぎ なかつ わが、 t たおつ てぶ おされ わが 化は をに ィ； 1 ミ ィッ 基 巧に 送み’ 援断勘 
のおパを媒ぶする巧巧とな〇、 巧.牌-伯阳の«ホけをががして、 ^九-，.如がの巧1-换洲大持をお起卞る喊ほとな 

つ ゎ、 

V ルリ ルー + IT シ A) は エホす ビ； W の闲 おからぶ 卜 巧の 地に あり、 K 巧 わる エ卡ホ ピ了筑 に w 卞 ると T ザス. 
了べ バの 反が は.： ug* しで、 をのな 化" W として f タリ ー 川の の -r ソリ 々地网 を 巧げ るので わる】 これに 巧し ィタ 9 
I はげな 刚趙 として 過ぶ ぶ ヶが間 H 户ホビ 了な かは V * けんを は 巧して ゐる のみならず、 a 境の 巧 巧が 度-ィタ 
リ —W は 地 ブイり一 じおんして ホぶ を 巧ず るた めに、 この 地ぶ を 巧 巧す る じと が必 •典で あると 巧へ わ 一 

H チホ ビアは 下ッ リヵに めいて がらし く词 がから WO 巧され わ k 化で あつて、 とにもかくにも 下ず 乂 •了べ バ 
巧がの巧々の：卜に巧か-巧のおを銷巧してぉわ- だし ^ 八九 - がから • ^丸阳がの間にみ ■ が.か曲は、 この曲に關 
して Irw もがむ を おび、 をの 肋 WS わな かを ィ？リ1 の々 山秘间 ととめ わが、 •八 丸 六 ザに ィ タリー ぷ化艰 が 了 
ド々7にがれてけ巧、おのの改'けが巧はれ、巧しくが闻の巧リが巡化しわ- 

••九 rv ■、がに お •神 •が：： - W は H 千よ ビ： ，に 视卞る 巧なる お 約に ぷ叫 しわ-この がかは SW が この 闻の 巧*^ 化 
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をのた 《 s を お 至と、 及び 巧窝寞 望を 化令畫 わ 《に 寒 也 さる t とを めで 石 0 で わるぃ 
エ 中 オビ； 一九二 堯 に；，— と 品 K を伸惡 むを g して、 望に 置&が 学る ミ-なをみら 

す •担の 邮 にせ 化する ことわる ベを 霉 にして 巧 油の かおの すは 忆 ミが 巧 お ミ 削な ち C れを忡 巧を 
のぶな にを 化すべ なけを めぶし ホ" 

义 友が 約に SI らしで エ 乎 オビ 7 に關 千る イタ"— 0 地 化を おへ るれ、 查損 ぶに をが おクた 巧のを 
は、 

一、 * 乎 オビ 7 が ホと」 て イ； ふ 蓋 S ミ ー九二 一 霉 に援叛 助に 化ん」 客と か 6 •イタ，- は S 
巧が 化規め にが ホせられ るり 

二、 ！ 丸二菩 S バ品印 ご》 グ璧の 塞を 安" 

ち 一九 0 六 S 巧 占 •接 約 5髮" 

内、 一九二 堯 S 装が め S 规 をに 费 せら S 】 

岡 ミイ；- は cis ら 化い 霄 なかつ ホが、 こ ドン 及び パ 又蓄は イタ ミ 三； ビ 5 版に な 
本 的れ 巧 巧を W まない ミが 巧累 でを、 贸〇蓋 も 一九 言 華は がで 巧へ をつ、 をつ ホ ことわら ホ 
视 しで、 一度 イ ，ミ 基ぶ 5 ホビ 7 を 塞 すれば、 お 法 雪は なかに を まを 没 《るで t ろとの 投 

がの 下に、 化 巧が 巧 はれ ホ ことは 巧 巧の ない ところで わる】 • 

一九 II 丙 年 ホの； ワルミから 辜を 至での 袋は 的る 不窒れ もので あつち イタ？ がその 普が 

を々 を充 でつ i ミ S ちで お S と」 W も、 淺 e 瘦約 再ち わな もれく、 奪に 想 《在で ミ 

く、 がすを が 巧-ち’ ろ 二」 ごへが" ごた のでん る/ •1 も 2 巧 化と 巧 钓一远 » r ろとの 集を なかすろ かに 化え 
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た 口 — マ化府 は、- 丸 T 著の なにん つてち て巧汝 なが 化 巧 的を 巧る じちた 
巧 • W としては イタり— に 巧して ザ カを U つて 节ム 3^ かけがいに しても、 ユナ オビ マの 巧 巧れ を阳 巧して わる 
ではない 。か H まで この W が 巧 化を 巧 持し かれ じとは 巧 ホの 巧 W よぶの 巧な せの お 巧で をつ わと もい へる 〇卽 
ち 巧 H はだかの W 销に 巧いて、 ス ユズ进 巧と アデンと を夕 がし、 了 ー ザンの 巧话に ブ マ 9 1 、 をの 巧が に ケニア 执 
民 地、 H チず ビアの 化と 巧とは 巧 及と 乂— ダンに 化 巧して 占る-巧 及を 抑は ずな ナイルの 水 巧は、 巧に エチ オビ 
T の がか 巧ぶ にある タナ湖に 巧す るので ある- 

ッ ラン KS もつ：，— には 蓋ず プ ミが & つて、 マ ダ 支；、 留寨； 蓋 & がして & る】 ずブ々 
♦のが 巧を 妾 H 中 オビ 7 はを SSM S 瓷に化 ミ 某 了ず X •: パに 巧 がれて ミ。 巧に：' ラン 5 巧ね 
の 香と 廣醫 S お 化を が ぉ 《裹 と」 T 奥に 芭ん だので ホる から、 子が 巧 5々 H と 巧 ど t 、 を 〇受的 
がな は 巧 一の ぶのを 巧して たるみ 化て 巧れ いで あらう-か ヤ うむ ゎがは W 巧 化 ホの おがの みを 化る 巧 合には 一* 

の 巧 巧で わつ ホ けれどん、 ムブブ W I 二け をの 巧が を 进* ない 巧に 化か 知ら サ では 化かつ ホ J 

イ タリ-為 g 誤な」 わ* 含！；、 ぉ S にた ミ、 尝 K ミ璧 をを を 化い 披 。等 gw 贿がイ 
ダ。- とを S へる 安は ない。 义も 巧受塞 がどうれ く かは が 選で 窒 けれどち 望 ホ 巧 0 度は 普 
蛇：： r で b ミ 平ち - t ぷで 窒 から、 輯 《零が 中 にんる C とを 3 け t - っ 4.-2 ろ 一货空 《な ミ 巧 

が sf にょつ てを を 故？ る こと もさして W 巧で ある 生い J リク ン乂で ィリ & 怖れる こと 化の か策應 にわ 
るから、 巧 •男で に 巧して、 ドイッを 裔 しないとの 硬を みへ さへ 十れば、 ，，ミの；* ビ了 化-化に な 
巧卞る 巧は ない とり 

か、 る W 巧れ W なめが 化、"— マな かけ. 丸. nr が U 巧で 卜 f ビ でな 巧の*^ をぶ めつ、 あつれ-で， •リオ * 


•ボ / 巧が のな 卞 みじろに 巧れば、 化は； 九；：. 一: が 如ら エホす ビブに 人り、 み ガ抽の ザ 化を がな しわ】 M が 九月 
ち イタ，— な 巧に 巧つ て K " 卜 g 了に 巧つ た： 望 1:>5 快には 籠に 關 する： 切 5 ザ 供が 巧つ た" 『荒 
は了プ n 々のが 中 こ. ついては 何人に も 诚ら寸 、り々 と I ん のみが A かを 化 化んで おり、 をの 閒化阴 のに 巧を 供 巧 

する やろ をけ ES •つち 京つ わ i とボメ 巧は な」 て&ミ 若- •擇け そな 勇： 卜菜 兵され、 了 

ザス •了べ パに ながぶ 化と して 汲泌 され わ ルザ ゲ U 乂 化け、 化 化に がいて 化ぶ の內お 巧と-巧 < お化した。 をれ か 
ら閒 もたく 化は H リ トリ 7 の おなじ « 巧して 化 H の掛 みを 巧つ わり 
ボ / 舟が になて たム》 ッ。- 二の W 師に 巧れば、 『5 イギ "义 とがな を おがさ ば、 巧 巧は 巧 相の 獲を なて 
で、 巧く 寫椎を まに ル 《なければ ならち じの 摩 運の ち冀を 葦る た 《にもみ 《て かがで をつ て、 

スエズが 州が ホ W の 巧 中に ホ 〇、 イザ リ义 K 除が 任々 である ことから ザへ て > がかに 巧 巧すべき である ■■とい ふ 
ぶ 巧から 化ても、 ムザプ W 1 二のを がは お 抑す るに 化る】 をの 巧 イヴ リ I をして 巧が 巧 U に遷 させ わのは A ら 
ち •饼の 巧 化 ザ 悦が イタり— に ホ 巧に 巧が し、 ず ホスの 冷 平 保が み 洲 の ホ カみれ に 一大 巧 化を がわし わ 巧 山に 巧 
る もので* る (巧 1)】 

ニ ラヴ マルと ボ ー A ドウ イン 

一九 一二 阳惡 がごて が マルセ 1 ユ にがれて 巧、 マ ランス 《巧が かがと してな ミた 香、 兮 かが おれ ビエ 

ク》 K ルで わる" 化は 一ろ 阳男羣 に 初 ST 覆受 K まとして 化 ミ わが、 一九： を 送、 お 

招に W 向—.、 训 ちな；', 1-- ' 一な W パ ド-! 巧 化した- 3 W なな fe をが 他い；'' が •； ：： '-5 ぶ-: 巧 u '_ をつ けて 
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& わ。 ぶは 巧 巧 巧と 化ら れ 、かが 汲と も 肤られ わが、 イヴ リ 1 のが 助を 化 化して ドイツに 化へ る ことを 於 さめ お 
友と おへて わ わじとは ザ W で ホる-を S わめに 佛 •プ 任は 巧 約の 化 化を 巧へ、 W 巧が 助に す^をぶ わ、 がが のブ 
クン 义の化 巧を 巧く 卞るお 巧を がいれ が、 化は 了 プリ々 にがけ るイ タリ— のむ かなを 殺め、 やおに がいで け ド 
イツの 巧 相を なめる ことに 化つ でツ クン 义の 巧を を M らぅと をて た。 これを 中 か 巧】 ホ 巧と 巧す るに しても 化 巧 

の 養は 巧に で わが-は 明かで ぉつて、 段に 巧いて 搂ぶ 的は で。 畜 、ッ 巧、 田 巧 藍の 袋を つた 

こと もな 巧の お 巧で ホつ わ" 

タザ y ルは】 九 S おが 一月が 句、" I マを 巧閒 して 巧迎 せられた ぃ をの 巧 物と して 一巧と n にが 即せられ わ 佈- 
がな ぶは、 おののが おから 化て 树巧巧 超な ものでは なわつ わ" をのな 巧は 义 のかき が 巧で みる。 

《一) アブリ ヵに がける 柿 •がの が W 化 巧を むがし、 T ず乂 ■了べ バ とず ブ 々中 帥の 拽进 巧の もが A ち A 內于 E 
巧 巧 中の 二で 五 巧な 一を イタ リ I に 巧が す d 

ごご 巧が プ プリ I 及び H 9 トリ 下の おが 卜； r 啞ザ 、が 巧 S な 九 ホぶ 巧の お-地、 V ビ了甫 ぶす ベス ホ 山 巧 お 巧 
阳巧阳 で ザ 方 巧を イ タリ* に勒巧 す- 

ご 一；) 乎 *ユ ジアに がいて は イタ。— 乂の阳 巧 削 逆にない て、 •丸け をょ リ^ 丸ぶ 丸が の 削に 乎* ニ ジアに 
化れ わイ タリ I 人ので 化に 化を W なの 迸 巧を 巧す り 

(の】 ホ I スト に 脚し では、 W 凹と 糾巧树 との 問に ぶに f 干 が设 ぶを がぶ ことを® 恥し、 坑 •がは おぶ リ 
M 闽 のが おが 市に 巧いで、 な 巧れ るべき 梢のを 化诚 すろ' 

《扣」 ドイツの巧が械叫班にないでけ、 味-げ.南闻巧にが化が畔な巧を^乂のにがホすることに‘じ巧のぶをお 
し、 か〜 る ザ 机の 巧 おした るげ は 冗に 化ぶ 十る こと (な 
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は 上 S ななは 化め のあ义 to も、 をのが ぶと 化つ わか 治 的巧货 おに 巧* 一を 狙 < ベ**' もので ホつて、 おしこの 械 
かがな をに 巧 巧 甘ら れ るなら ば、 排 •がが ドィツに 巧卞る お：：！： 巧みの ともけ すべき ホ 火な なぶで わつ たとい 
ひうるでみらう。 な巧この巧おに依つてツ う ンスがイタリーに巧へ ホ巧ホは枯めて化かであるが、 公巧されない 
約 おの 内に、 ブ ランスは H 乎 オビアに がける イ タリ ー の .H か 巧 かを なめる ことを めし、 イタ？ は マ ランスに 巧 
しドイツに巧なブる巧なに巧的を按助すろことをのしわと、 ラヴで ル の化近から4?むされホ。 ホもラヴ^ ルはプ 
ランス 巧みに がいで このな おがが 巧 H ホす ピアに 诚 なのない じと を y 明し、 W 阳に脚 する 一九 0 六 ザ 十二月の 巧 
ふ •か 当 两お約 や、 W 巧说脚 巧め のな 巧を リぷ したが、 化閒は ザく もな ホの 巧 巧を 巧して、 》 •かの 巧は が 巧 
ぶし わとの 印み を々 けた。 

ブ ヴァルの 巧 巧は ぶが 化ても、 ヴ * ん サィ A •ホ か U 巧 マ クン ス がが W のな りおつ わ 政 巧の 化み であつ わ-お 巧 
ホが パ ルツ ー は ボアン ヵレ S 巧した 巧 巧な W 化 巧、 W 巧 贿盟な 化の 方 かを 巧 巧し で、 小は 巧 田に 巧す るて かと ゾ 
冀 おき 化しの ホ乂巧 脚の さ 中に 巧れ わ" これを しわう ヴ T ルが 巧つ て R 巧の 方向に g つ ホ じとは、 一が ど 
ろい ふ 巧 かで あつたら うか。. 

わがに 夕 へられる ことは ゥヴ 7 * をの 人の 悄 人の. か 来で ある。 ラヴ r ルは お « のみ. わからぶ 持を まけつ t も、 
む 巧の マラン クラン •ブイ 3 ン わらが 巧 瓜な 〇 とな# され、 タルず ュ— からは 巧 サボれ 〇 と なめられた-が 聞 巧 
卜 にかいで はも 巧に 度 卞るぺ ルキナ ザ クスから 、小曲な 田に 文 切る ものと してぶ しいな 巧を 巧つ た。 尤も バんツ 
I; 巧と 路 ども、 K イツに 巧が 卞 るれ めには イ タリ） を 冷遇 チる ことのな 巧を 巧つ て、 がな 甘ら れる じがから" 
» マな 閒 のむ 巧を 化て て 友 わので ある" 巧し バ ルツー が"] マに 度 斤 ずれば、！ 月た H の おぶ のれ < に ュ—ゴ ー 
义タヴ < y を 離反させる 巧の 巧め はが ばな かつ わに 泣 ひない • 
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g 化 T ピオ ♦ち 




ラヴ ァ A の夕 じ、： む イタ"— 友 装を なみし 圳た て もを を 管せ、 小 幕 供を なな させ 巧を 

; ン； ま# 挂 S 藉 K 塞」 てろ た 鹿 猫 さ 7》7 外 塞を；； 孚ミ ずら 

奥し ホ ことを おはせ る も S 窒 £ とは、 援 S 萬ち して.- 窗 せされ ると t ろで ある。 

; .; ti 芭 5 左畜 2 登 ミ 巧を 《惡 集」 で 裳" 费と 《冗餐 約 S ミ ♦みに 寞 

の 化 句 二 丈 度 4 6 れ A 8 向* •は 《ら 化る' を® 巧ィ 7 ， I と 塞卞る こと K 化つ て W ♦を 0# 力*^ もつ g ホ 巧 
を 中さ窜 汲と おさせろ 可能性を を； こと も，；： S 餐 をれ し ホ もので ホら えを ■の 皮 葛 
け、 イタ，— と ホ 協 する C とに ょつ て ド； を. 芯し め、 阳内畏 いては マ こ； の 《力を® 化しぅる とか 
巧 しれので ホる か ’ W 巧を いでは、 ご ソンスを ミ 帝は 一九.- 一 五が 《蓋る つで をのを 赛 6 たつち 
，でして ラ； ルな 奎 に： 空. 華 右ち 赏 S 迅を陌 つちか < してっ ラ； は巧义 はを® を宙期 

に 入つ ホので ある。 

f ルド々， ン はが 援 巧の ぶてで をる とな せられで ゐ され ども、 イ T ス人 にと つても】 なの 巧で ホ 

る。- 九 一二；： 非 か J ご ク-執 搜堯ザ 曲 ホ 义け平 倍 か 博を 璧 しわが、 ま？ 芒； ホの な ミ a 

が、 だー ルドけ// は 加法 一-. 3 に 巧る 巧 W に 巧いて、 お 初に 化 ご 製が 巧 ホを なかする 一とい ひ、 ホに 『々は 巧 
してを を 零を わざる ベと と 述べ、 ぉに 『ち 送が は イ*"— に 製を ぶす るを した 一とを 巧した d 巧 
人の 勇ち いへ ちちれ は W かわを で ぉ 〇、 X ヵンゲ A にを しい 巧ぶ でを ると 化え る】 だが _遥 で ザへ 
ス左 でぶ へる i イ す； ちいへ ば 送に 一で わが. 巧が わると して 堪品 かされい。 イボ， ス 々•乂 
の 霞 S 蔓は 『曾 し 了 も 零を 避 ミ i とい 玄 とで ホつ わ。 •九 一一 五 年 《二月に ド ィマ 策廷援 巧す U 


る マ ランスを ぶ 巧した のは 巧 巧を さける ためで わつ わ レを のがの 六 巧に プラン K おを 巧け て K ィツの 巧 巧 巧 t ま 
巧し ホのは、 お 跟り巧 带£ さける ホめ であつ わ。 をのが の 巧に エチオピア をが 叫す るかむ をし わの も ホ « 李を 巧 
けんがため K ホ むられ かつた" がちでは とおぶ にめ いて ネ巧 おらけ であつ わち W のか 交 も、 むの のにけ 一巧した 
义 かがを つ わみ がな しぅる 《でを る。 

なつでムィ>リーニがが历した化く、ホ«は化おをのがなをが化されない駐り、ユホオピ了に於けるィタ-^1 
の化化にげ-みを^つてでムぶ巧はなかつわ】 = ンドンなかのィタ。—乂巧が、 ォ—ス乎ン • チ》 ンバ ^ ンを巧训 
して、 ィ タリ— 化 出の みなに がける ザ 议な府 の K 巧を 巧 削した 巧、 化は 巧 も ぃぃ< 、をして m おろが けが かに」 
みあかしれ と 傅 へられる。 

巧ら < チ* ン バレンの 巧は、 なか 巧 かわぶ の 化ら れいむ 巧で みつ わらぅ b 巧る に 巧に 化は ない 二つの がかが 技 
がの 巧を を 化 化に する ことと れつた レーは 一丸； 一-:九 がぶ 巧に 巧 はれた 夕 WW 巧が 巧な かの 乎 かお 奶一扣 3】 であ 
り、 二は このが の 十 巧に 巧 はれろ 巧 巧 ホで あつた- 

み W にがけ る W 巧が 助な々 は、" バ—卜 •セシ A 啊 をで が もしで、 K ホす ピアが 化に めても かむ 巧曲议 めを 巧 
-^するじとをホ化したが、 閒巧^が巧の ； 义化として _-ホか巧巧.！ を|#巧卞ることとしわ" ： 丸一::のが个一 巧十 
11= に ♦巧され たか かなだは-で 巧： 仇卜六 巧の 巧奶を お々、 扣巧 H の 一^に 巧して 巧 巧を みぶ しわ ものである- 
(； J ち W はが 則に 巧が まるべ なや 
二ご议 巧は ぶに 巧る； わ W おに 巧ぶな 〇 や 
三： 、性な なぶに ょる ザが 化 お 巧の が ル にげ 巧な り や 
へ W ) M 化の だ ぷ ：； C リ ぶ お 巧な モ わけ 啦巧を ご ルす 平 
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A お) 或る 田の なが あるが なに 化の 巧胜 曲は、 

("】 が ザの ホ炫 にょら ざるが ホ や 段を なつで、 

(.：：) まわは かがの gp をには 巧 力を はつて、 

;^1巧の化ルには別を町ふべきゃリ 

このね S 化 巧け 一丸：！ 北が 六 巧-ぃ レり にかぶ さわ わが、 こ、 二-、 西、 至の 《丈 じがいて は 巧 
ぶ おが 章 かを ぃ：： め、 こ.) 义びを ご- 〇 じがいて はを みがを をみ 《ちじの 養哀 はが、 W に 巧け 
るが お 十< 度卜 -Q 凄が 術 若；：- た •妾に 班 子る おで わ。-、 が箱附 《化け & おいわを であつ た- 
た S にがても 製に お S をはが くれ かつ わが、 を 化に-でれ はを-及と 化か 巧の わぶ とで & つたを だ 
力めて 巧毁 の-.: ル 巧を 時が しょぅと が 《たれ どち セシル 巧での 一巧が ボ— ルド々 ィンに をして、 ザ か璋は 
: つの S 揭 な.：. 3 で ホる と 化べ わ 巧に、 热理大 防 も ホ これを れ巧ナ ると いつち をして 化が 買 曲は いは •、じれ 

を； 个寡 力と」 V 巧む ミ S で A ミ、 ち S れ塔是 」 わ黨 はが 《了 さ 芝ち 

ザ阳 のがが 巧が マ 7 シ乂ム を W つて お ホ ホが におす るの 明と^ へる じと け、 がもナ ホスの W なと M 一で 无つ 

产 * 々 H ：< 卜， -ン； - をな S を爱 かきは f 茫 にいへ ば； シ； Q 蓋には す 更巧若 る けれども、 

ザ •し いは-^ の； 小 化を ル卞 K> には 止む を 得ない" 巧ッ r レズ ムが 化れ たも すれば 巧が はぶ 冀 "^れ n. 
みの 墨 も 巧に 化む であらぅ： までい つれ' 學お S ; がは、 をの かに、 エ卡 オビ 了の おが、 卽ち イプての 
ナ化 化が、 がを 人援扣 へる が 巧を 曲ぶ し、；。 力、 マジ 了 蓋のを 器 ホに 留を 化へ 5 ミを 思して わ 
5;^ た-をれ 巧に ヴ-ゥ r なた* 則す みは#、； 丸；：. 菲な 藻、； オピ丫 に 爭る塞 S 器を 中 ルし 

則 ゎ- 


それに もみ fj す H ホよ ピイ かけが w 洲 めか ホに 化 お 糾$ 東ろ た w 逆と な 9、 w 院 がのに 巧ず るな かとなる に 及 W 
んで 、これにぶ ぶの な 巧 巧を 附巧 せんとす る ことは、 ィ イリ，： れ S か 佚 I のなかで ホつ わ" 义 しく 巧 巧し わが 
W 化が も 巧に 一九 S 冗 年 九 巧の が 曲 巧みに がいて が* にが 化の 化 曲の 在 令が 巧が をぶ 巧す る を 巧 ひ、 やがて 
トー 巧卜巧 H の 巧な 巧は 王 f よ ビアが 化に 巧す るは あを 曲 H として 夕 はれる が 巧と なつた。 巧# のが 义は大 ♦た 
をはつ て 曲 おながの 巧が じ W し、 めが は WK じ 巧して ザ か 巧 巧の 巧 示す るぶ 向に 巧ね する の 約 ホを 巧へ わと 
M 巧の ホみ なつた J ifiSt けれ < してが をし ならわ-たず レンマに 巧つ たので ある L 

III 阳除職 削の お 化と 巧 ■佛 

エホす ビ 7 巧 牌け 训进を W 巧が 阻に 化 巧し、 巧-公 ホなる パ 巧の 沾 おが •エチ 十 ビア 彻 のな 巧に ょる こと 巧り 
となら ば、 これが お 巧を をと がふの w な fco とぶ ベ、* 九 U - K お I 巧： - H の 巧 パを はつて、 胡 巧 巧 約 巧 4-: 化の 
设ぶ《な4) を？|5^ホんことをホめわ0 

M 尔 一巧 十一 U にバ 化され わが 凹 巧が みは この 剛 なを お 曲から 巧 巧ナる ことを 巧け わが、 H 乎す ビアけ あはな 
刚化削を巧ホしてム4ないわめ、 ィタリ—併は^^かの^^をみし、 をに ‘ 九：.八年のか巧巧わに化つでこれを巧 
ぶす る ことに M 巧 I わ" この 巧 化み 5 ぶ试 け、 乂 W の©^ が 巧に ホ 度 巧で A るに K しで、 小曲 巧を は 巧む じ： 2 巧 
ホに 巧す る 化 M 的 巧のを ホ 巧し わザ讲 になみ、 ィブ リ Is 进 なは 一巧の 化せと しでの 店 引と も 化ら れ た。 

伸 巧 f 巧は 巧 巧を 巧め、 巧 地 かせは 中な 化ぶ を 巧. 姐し で巧夕 をが 化する ぶ 巧を 沾じ わけれ ども、 ィタ— — 
ゴアブ《 々化化化へ 《巧^巧-ぶを巧けし> 巧け巧リ^卜だ巧と5¥せられた^ 化しィタ*1-^巧巧を4ダでもその 
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伸 巧な を 巧 かしな かつ わので、 H ザ オビ 了 巧が はおめ てげ 巧の 化 巧を 巧 かみに 巧が しわ 《 

おさ 一 品 H 、 イク ミ 某く あ 巧の 仲 若を 塞し、 が 件に おする 巧 まの が投を もな 《わ。 なし； 二八 
がの 保のに よつて 仲 巧の 谁巧 中は、 研. ホ かの^は 巧々 中止す る ことと して 巧拍 がけ はれた" そのが の 保 かは わ 
月二+ お n 生で にがお 人り のが 巧 かが 巧な せられない 巧 合、 まわ 巧な が あつで fcA 巧 二十 兄 H までに 巧ぶ のかを 
が 巧 化しれ いおな にはが び閒 がを 斯の 巧が みに 巧いて 化卜： ける といん ので あつた" 

イタけ 一 は ロルワ ルが エチオピアに； S する やみやを 閒煤 ホと して かお ホ 巧の みを おぶ する ことを 巧 巧して、 巧 
お 人：： 一の 忡巧 せの 巧 かを がらせ わ。 をし てん 巧 丸 H に エチオピア W け あが ヮル ヴ ルは エナ オビアが 主で あると お 
也し わ 巧 ♦にイ タリ I 视 はみ 巧から おがし わ" み 化 M のな な 巧 M はイ タリ I のな 苗が お •说巧 W との か 巧、 巧い 
て 妨削化 化の か 巧を 化 おる 版り 引 巧は さろ* 卞 るに かると 於视 しわ。 

と 巧：- り、 H 乎す ビア かおは 化を 芙 W へ； 姐の 呪 パを なつて、 不巧 化め の 巧胡阳 としてを のが 援巧 のぶ 化 
を ST 化 あり わしと 中し 人れ わ" をれ は i 九 二 丸 ザの ソ 巧と 义 がとの ホげ、 一九 一 ご 一が の 滿洲巧 巧に 巧して リシン 

トンを が 執つ た 透 程を とを 定わも S で 妾た 巧」 て 窝は塞 望 かを お 叫 至 W 上に 醫 

にす りする ことを おけよぅと しわ こみは、、 VS 挡バ (ち 夏 のす によつ で 明かで ホつ ち 『神 巧が を 

化を ポ巧 しで 巧 ホ拍巧 方に 滿 担れ るが ぶを 不 しぅる であらろ し：： イ タリ I もエナ オビ 了もヶ "ザグ •八 クトの 

聞 S で 5 を、 こ S 化 約 瓦が 廷い S 含 化 管ん 爱萃、 4 わ や 我 置を 0 畜忆お 《ないじ 

とを：：；^ じ わい」 と 化べ てた る。 巧る に セ 巧 十 H には ハル 冉巧 おなが イタ 9 — 大使"， ソ ー を 引 化し、 トー H にけ 

お •係-で、 营な 化* た ホ」 わち 十 二= に攝バ を襄」 了、 ち鬟 めは 援 なと M じく、 今る 柄ち 

をん つも S で おる：： なお 泪 化かけ ホ かの がむ、 化び に ザ か巧述 5 わ わに ほされ わ W 巧 化の のみ 化を W 乂供卞 る 


t 八で ic ろ 斤. i . w , むに！-;^ 挫え で 八け- u ， " I.A c 卜 たが. み*:、 エ ft ビ Y 屯け おが^た わ • W 巧 
喊脚狎 がかが 方 化しつ、 ホる 巧、 了/リヵな 巧 w € 巧が 及びん 比は ぶが のぶな のが 化*、 すか S 巧 巧と そ 切 巧す 
る ものなる こ-*.- ちぶぶ する' 一との な W を 出しれ。 

W 衍断 曲の 巧を いは-パ 巧-パ U に 巧 - W のみな を ミ ゥンに 帖 を、 脚が 的の 巧ぶ がと 巧 じ & 巧を ぶれ わが' セ 巧 
化り には：： いく も 巧 fio じおリ 、イタ H — をむ 了 ルド" ヴァン ザけ 巧く V A V A がけの 巧 化を とる ことを 佑 巧し 
わ" この 刚 にがつで おもがむ じ 伸 かの々 をと つ わ おは イギリス 供 W イ I グンで ちつれ が、 巧 我ぶ として 巧 W は H 
ホす ビアに 淋 U を 巧へ るた め 巧 巧 > マリ— の ゼイク 継と、 これに 还 する 巧 化、 帖 卜-化 巧、 おさ： 化卜 巧の おがを 巧 
へる けを 推 巧し わが、" I マけ これ をん： 议 しわ- 

八 巧兰 り、 が盟巧 化かけ イ ダリ ー の 構に 知み •ぶ 巧ぶ：：： みに 向つて • W 巧训 迸を パ 巧す •へからざる けを なな 
し、 で ホ ホ ビア 妈 W ガストン. ゼ—ズ をして 『ユチ オビ 了は がな かりな かじ 化つ て W びる ホに をがない Jf と 巧な 
さ# わ。 これ 夕の巧 巧を がて がが お；：： みけが に ギリシャの ニコう 乂 •ぶ リ中义 を 加へ、 お W のみな の 巧、 丸 巧 一一. 
りに ザ 〇、 『リル V ルが けにけ ィヴ リ I 、 エ * す ピ了巧 じぶ 化む く、 化つ て かれ にん 的 历のぷ 巧 おし」 との 巧 ホ 
をけ ひ'- € w 巧に これに ホ贴 しわ】 

•九 记ザ A パト KU ， " ン ドン じがいて お •怖 •が一：- 閑み ぶが W かれた" このみな にがいて は 巧 •化 巧ぶ か 
らィ タリー にかし、. 巧リ にがへ ない との わ お i 、 戊び 王す オビアに 巧す るが 求め 巧 かを 水め たがが々 惟は これ 
を 承引し なかつ わ W を こで イ— デンとう ヴ r 凡は 化 巧 WI マ かがに 向つ て 『；1: 冉 が ； g して H チ オビ T をが 巧し、 
巧に イタ リ I のが 惟には 大 むる なをが ふ J との 策を 示し わが、 ムイ > 7 二は ホぷを おんだの みなら チ、 なか 
マう ン乂た 巧 に みつで， 『わと へがけ かエ ピアを 鉛 巧に おせて 巧を しても 、 f はこれ を 巧け 卡 、唯ぶ リに t 


Th 


w お: アビ* 于* 


つてこれを化股すろこ-*を5^:む. 卜ぶ一、尸 

ムブ ブリ— 二は た W 内の 巧 A のが 向を なら 化いで けな 如つ わが、 これらけ すべて 巧 迸 巧が の 一の 巧 化に かな。 
ずと 化で •ぶ お视し なかつ わ" 八 巧 十六 H にげ W して i . 例闻 にん みれ、 f ブリ I に 制 巧を 加 へんと する もの あら 
ば、 な 巧は 阳 を ホげ てこれ にはが ナベし-と 大化 がを 切つた- 

阳 巧が 阻 柿が みが 化 巧 WU にジ - 本— がに W 如れ わ 巧には •巧 •怖を がめ 巧.： ’w のな •ぷも ホ 巧に 巧が のをを ホ 
しつ、 ホつた】 閒 みむ 巧ク ヴァル 叩 W と fl ザンが W から 仲が f 巧た 化の が 化を 巧 化し、 巧ぶ からこの 巧 巧が み 
としで ずるが 超を むぶ しわ" をの 巧 f ダリ ー 化 お マけ f ジ W 巧け イタけ I 側と してむ がの 公巧械 巧を 巧 ひ、 

H モホビ 了 人の 义 化と 化 巧の 巧 化れ こと、 闲 巧；^ 化の 化 巧なる こと •これを が 盟に夕 加 させれ ことの 巧、 イ タリ 
I は エホ オビ 了を W 列に 化 化ひ枯 ない ことを ぶべ わ" じれに 巧して エ千 オビ 了 讲け肺 W に、 巧し 沾乂か < 反 蚊し 
ホが、 巧が 巧は がけを ザ かのに がか 卞る わめぶ 人の 巧 別を U を 化な して、 をが のに ユ チホ ピアと イタ 9 — との 關 
巧を がぶ する ことと しわ" 

联盟 がみけ 九 パ 九 = から 間 かれた が、 义 w は 巧ん 巧 かされて は& なかつ わ" イタ 91 は エホよ ピアに ホる々 M 
が 机を 做 おし、 が* 巧 U を スエ 乂 をが でかが しつ*- あつ わ-巧 闲ホ 巧-^ む ホ ミュユ * •ホす— はがみの 化ぶ にが 
いて 今り まで イザ リスの かてれ さなかつ わ 大巧な ぶ 化を ぶ W しわ。 

阳な巧 凹 A びに 巧 W のか 與 けが 削がめ をを おとして 化 巧し、 みがされ ない ナベての お 巧に 巧して は W すと して 
化 曲の 巧 化を なすこと じある】 巧し 说 助を 加阳 がを 5 明 n なる ぶ 巧を 姑け する ために 强 がに 胜 上るならば、 换 
洲ぷ W はを の 間 逆の が 化に 巧して 巧阳 の 協^を 朋 むしぅる であらぅ-巧 一が 曲 沿わの ぶむ るぶ 巧を ぶす ことに 
た 化すれば、 巧 阳は乂 化の 阿な から を 引いて、 がむ 化の 巧 化か 巧に 义 W るの 化むな 3 に书 るで あらろ。 


な 


このが 化の 巧 二 H にして、 マラン 义 なか ラヴ ァ A はを 巧イ ギリ 义の 化が に：！： なのな をを し、 『が 巧は すべて 巧 
巧 的に 巧が づ けられて & る •をのぶ がは 规め にぶめ ると ころで ホり、 マラン 乂 はこれ を かげに 柏 巧すべし」 と 注 
•へ ホ" 

かやろ にして 义耐 人を おかす® の 中に、 が 巧れ か 巧が-於 されで & わので あ 9、 お •货 W ホ W はじ もビん をの 
曲 おに 狩し、 まわ 蜗班 巧みが 上に がいて、 ホ •说の おが 义か を。 叫し、. WW がが 出が わにを W むるべき じと を お 
期し、 化が けこれ にがおし =； つ；： 4 W しわ】 な ムイブ 41 二は 这 がく これを かつで & わので 一向に お < じ とな < 化 
も 亦を の冉 K にかつて ホの か < だつ わ。 『巧ん ど 化が を 巧が かとして 方る 田が、 か 太 巧に 向つて 巧义巧 子の】 ル 
出を巧ムるをおむとは、 苗怯お巧でホる」 かじ及んではホ^おむホるのみ、 吾をがぐるホは巧らく】巧を it >^ i ^^♦ 

よ一 . J とな 

九月 十八 円は 巧、 巧 盟は巧 化か 巧み 巧び 巧が みを 巧 わたが、 をの^は H ナオ ビアを ずるよ 〇 は、 す夕 9 
I をして 巧 力を 巧が せし A ずして エ ナホ ビアを 占が せしめん とする かに 化え わ-ハイ レ •セウ》 シ* は 巧 » この 
帖 巧を 巧 しん 化に 糾ほ ちからう が、 かが •巧に ホ でられる ことを あれて をれ に祖 段して おわ 丸 巧ぶ におつ てけ 
が 巧 ♦巧は 何れも 化かし、 H チ オビアは で チ ナビ 了の 巧 只が— しむを がざる におれ る こと、 巧し おこれを H 巧より 
理 ざけ、 やか 巧 巧に々 むる ことを ななし 

をの 閒 にう ヴ r A は、； 几 Ff ツ のな 巧を 牛-じれ なに、 イ .キ "ス かつう‘ <ス を 助ける ことを 巧の サ I めんと 
し、 十 Hr = "ン •トン 故 かは 诉巧 かがに 巧し、 -- ヒ》 トゥ ー がか かの 化 巧に めいて イタ リ ー とおな して W をな 巧 
卞 るか ホけ かに 出で ざる 巧.！ をな 巧 イザ リ义大 化 r ィリ ブプス に： U 明せ る ことを が じ、 问 けにな W イタ WI 火が 
ッ M ^ ク wr んじ 巧！ •ィヴ W— はぶして が 巧に ぶりを なつで 唯 wr る 巧 鸟： 化で 卞巧迄 W お 巧に ム 
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わる」 t とを 泌 巧し ホ。 かむ あれば 水む で じれに 研い る 供に 化 ひ ラヴ r ルと ホ ’ rl とは 『 SS {が ホし で イダ— — 
の H ナオ ビアが 赃を肌 化する 巧 化には W 巧# られ れいこと」 を わし、 五に お洲の 现狀巧 持を 巧 ひ、 ち •巧 がかが 
とムザ ブ91 二、 ヒプ トラ I のがで け 巧に 充分のを 右が 油を 化て、 かが 上の の 曲 巧ね が 巧 化して わるので みづ ホ" 
この 工作の が 了せ るを 化 巧まして、 ザ ユ—ツ t け个 巧】 H 、 " — マホに た 巧みに おめ、 例の 巧 巧な 口 巧を はつ 
で ホの かを 巧 化を なみ ホ】 

ホ かの子よ、 イ タリ I の 巧 ホよ、 ルの 化义 、がの 化 方の 全 化が の イタ ¢1 人よ！ 問け—. お トーの 巧乂げ 期を 
巧する s *¢^ lg はク巧かんとする。 二干巧のイタリーは々こををイタリ1のあにがいてた一 し、 二平巧乂が一 つの 
ぶを を 巧ち、 一大 あむを する ので わる。 イタり— とツァ シズ ムが榮 ！ として 一つで あ 9、 なをに 巧 巧に 離す ベ 
からざる じと を邮 がに おすの だ一 .：： 

巧 人を 巧な せし わんと 巧 巧 する 巧 おのす が、 昔 人の 旧 困を 没 袖の わく お 苗し つ、 ある この 十 ミ ザの 閒 、狂人は 
巧に よくを 抱して 化た。 をれ にも 生し で、 を 人 はげに 巧 十年閒 エチオピアに 巧して ながを 拍 けで ホ ホ。 巧し も 
ぅ巧山だ！ 田巧棋助は：な人の巧がを进める化はリに、 巧人に^をかへるといムのゼ。 けれども巧>なるブ 
ランス 人が おしで イク リーに 巧す る！ に 加 阻して ゐ ると いふ ことは、 巧ら くが おのみが る ホで 吾人は これを 
C せナ にの かぅ。 

i た 巧 章 化る 巧曲两 おが、 化の 文明 W の n にす る ことを が づる巧 « 田の 巧に、 をの W おのが じを 巧して i でも 
巧き 巧 巧の 血を 化さん とする が 巧を がず ると いふ こと も、 巧ら く 巧 巧の 化 もる 生で、 酉 人は これ fc 信じない こ 
とにして近わぅ〇がホ整に巧しては巧人は節制と巧おと巧晒とをはつてこれにがへて行わゥではれいか！ 
巧みの^に巧してはを人は巧力をなつてじれにおナることを巧つて石る。 巧爭に巧しては**巧ずあるのみで 


が 
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が 策け 巧 巧し、 デ J — ッて はた 凹 ホで も パ* コニイに 巧び w された) 卜 Hi お拟バ ，ムお 了が/ 1 ルは ハイ レ 
•七 ラ》 シ でから、 イ タリ— 审が W 巧を 巧え て T ゥづサ 地ぶ に « 入せ ろ 姐 巧を 巧け、 巧 化ょ 9 オゾ ザー ヴ T 1 モ 
很 a する サゥに 巧 水され わ" w = イタ MI 側から 『巧 巧は H チォ ビブが から 巧 はれ、 イ タリ ー 巧は ちれに なじて 
KW しわに 過ぎない，* と 姐 巧して がたり 

: 丸； 一: 扣ザ个 巧 か：：：、 イタ 91 巧ぶ を 除 < が 助 巧 ザは 化かを 閒 いで、 卽幻 この 破 助が めぶ 化を お 化すべき こと 
をぷ ホし、 A みのぶ U を 化な しわ" 去の 閒 エチオピアょ 口 3 沉 へけ 说の闽 を 引く がかくで 来る-セ H か 巧 叫 巧 巧 
がかは を： a みの 巧を 煤 巧して イ タリ— に な货 のが 阳を巧 しれが、 イブ リ I 巧 巧す" イジは、 イタ 91 の 巧 狙は 
正 巧で、 をのけ 姑は 靖助巧 巧の 说 にがいて 巧せ るに 巧 ダめ」 と抗 がして 化生な かつた" 九 H ホ* ブコ 巧获ぶ 
ベネ シュ がぶ おとなつ で嘛助 おみが 閒 かれ、 イ タリ I ぶ U は A 辯 化 だ 巧め わけれ ども、 これに 沮巧 する おは 化か 
に アルバ ニ T がオ I 义トリ I 、 ハン ガリ I とがに イ タリー のけ 巧を ぶが ナベし とお 取した のと、 スイスが をの 中 
ぶを 化く する のはを W つて 巧ぶ に 加 はら 化かつ わの みで、 十！ H 淀な ベネ シュは 兄 十の W がを に^ 渔 巧に 一巧 
し たかをな ゴ する にがつ ホ。 巧つて 一の 曲 一更 U の 下にを a みがかな され、 卽 H まわ 十 A あの ルま员 みが をれ か 
らお 化され、 郁 巧 サのヴ rK コン セ" 义 がぶ おとなつて 巧が を 並め、 (：ー イブ リ ー に 巧 する 巧 巧 巧 ar ご 一) 
ホら ゆるい 川の 巧 止、 〇三》 巧 かの 例 かを W つて イタ リ ー 品の ホ 人 巧 止、 (阳】 動れ なぶ おお、 下み ミニ々 ム、 
巧ぶ、 巧が、 抑 W 、 なをの 化が W 村 巧 品の イ タリ I への « 巧 巧 止、 (扣) 化 W 製 巧 巧に 必 巧なる か 冗 巧 化のは 
巧 巧が 巧 ホされ わり 

ぃ一巧一-り扎卜巧凶を幻みけ， 卜-巧卜-<けをはつて；^をげけすべ1、 と幻卜&巧巧をけ&の巧おをぶホし 


が 
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わが、 ホ ー 乂 トリ I 、 " ンボ 91， 了 ルバニ 了、- ハう グ r ィ巧 は. 向と をげ 巧せ 寸 、ダ r チ マウ、 か A ヴ rK 
ん、 リュク セン ブル グ、 スィス 巧は 逃んで 除か 例を- 驳 ぶし、 な巧冉 は' 脚 お 巧 W へ 巧し くぶ 巧 巧 おを 海が しわ。 十 
1 巧にんつ てマ ry ス ト大みぶけが巧巧ホるり巧をむつ て供盟をな巧しわが、 がし、 ？^话はなに闲曲のお々よ0、 
1; S の 火 曲がが 凹を 巧つ てぶ 化ぶ 巧を： が じつ、 ゎるので、 お W は 巧で を かれて 小 年を « 巧 にしつ、 ホる ザ 巧を 
が巧して焊ゎ- 

蹄盟規約を化げに巧ムとすれば、 化づィタリ*の：；！！1^を巧止サしめ、 ユホホビアにが力む巧かを巧へわばなら 
ねが、 巧 •满の f をはつ て すれば じれを なすけ 巧* わる ことで みつ わ" スエズと ジブ ラル*' ルを 巧へ、 な 海の 进 
おを をせ しめ、 が 加の 化 •わを か ルし、 ずゾ 々ホから 7 ぞ乂 •アバ バ S 巧ぶ を f タリ* に 巧が せしめ 化ければ、 
お单も 巧 せる マ ァシストぶ. けな 化 化する ホは おいので ある- 

と ころが 巧 •佛 はすこし もこの 巧裝 のぶ 化を 巧ら ろと しない。 ィ タリー の 巧 & は阳 、冗 巧を M じ、 あ 巧 巧 供 も 
^^^になつわけれども、 巧油は巧止品に加へられサ、 乂卫ズ逊训から公*がと化が巧の巧巧までが乂つてわくに 
巧して、 エホ オビアは々 く 巧 巧を 巧る ぶ 化を 巧 われて y つた" 而も 巧盟巧 ザ ザは が： ゴ して 曰く、 『H ホ オビ 了に 
してよ く 久しを をが わ ばが 巧 整は な ♦にな 巧を 化は して-- >9 — はが 化を が 巧 お < されよう』 と。 

ブラン スの巧 か ラヴ 7 ルは； 一: つの！： のを ザへ て われ W 巧. けィ タリ I の 化 化を 化 おし、 封 巧を なめる C とに よ 
つで说 -がの協^^を化ホんとしわこと、 巧二は？？3?に曲リすることによつてドィッに巧卞るがなを«5巧かを期 
巧し 巧る やうに する こと、 巧； 1、 巧來 十乎ス W 巧の 3? なに おすべを か a けが-のげ 化汾 巧で ある 〇と ころが ラヴ r 
ルは この：：： のを】 一-つと も态 くみ 化しれ】 ボー ルド々 f ン内 W けが 巧# にが W する こと W ホ 树ザも おへて おらず" • 
ィ * — 1 との 巧 ザを 巧け るのは-:: かが 化ける からでは なく， ィタ 91 が 化けて はげは 巧 だ 曲巧卞 るからで* る d 




イ タリ— の 化かは マ r シ< ム のぶ がをおして 巧 巧 お獲を 進出 させ、 化み ホみ t お 巧す るに 扣ホ れい。 この 巧よ*' M 
しで もツ 7 シズ ム はか 柯 なる ホ ほを W つてして でも じれを ぶ拍 卞る必 巧が ある。 この 化は. 英 - w ともに をの 去 出 
巧が の】 巧 ザる ところで わつ わ、 

ム》 ソリ》 ユは闲よりじの巧なを友の巧4でかつてゐたので、 ^^*{をなか<みと閒をホして了つわが、 巧巧何 
人 もな け かなわつ わのは、 これによ つで おもなが 化が 化に 化つ ものが K イツで あつた こと だ。 卽ち K イツは をの 
閒 にお* とエ かを 並めて ライン ランドを 巧 化し、 ホー ス トリ— のが かを かじ、 ムザ プリ— 二を 巧 A 中の ものと し 
て 了つ わ。 化に 巧 •巧は M 巧 巧に 巧いて か 巧の お 巧を 取らねば 巧 おを 巧 巧して 行けない ことを かつて わるから、 

ボ 》 ル K 々< ンは 一方で け- をな 巧 すれば 巧节 になる」 と 巧 おし W おにな 明す ると おに、 化 方では 化 中が！！ 

W を 巧 巧し、 本 WKK から お干 巧を 巧 < の みか、 抵*艾 巧 方面から 二 巧 t 巧 巧して じれに かへ、 i わか 中が 巧 H 
に.： 1： つては、 イク ¢1 が 巧 巧して がる W なには 巧 W をが けて これに 巧る やぅに 巧な しれ W ブ ヴァルは これに 巧し 
で、 かや ぅれが 助は か 直の わるべし と W へ、 巧 巧 ホる 巧义巧 < ば 1 K と雖 どもれ わし ほしと な ひ、 个巧 二十 ホ H 
よりが •巧の 化 巧みが" ン •トンで 閒 かれ、 ホ T — かかは 巧みで これを 掠大 のに か拉 しわり 

一九 一三 六 年-巧 二十 I 1 H 、 芙 、冷、 チ* ザ コ、 ルー マニ 了、 ユーゴ IX ラヴィ 了、 ザ 《 シャ 、トル コ巧« の更 
打は ジュネ ー ヴ にかな して イタ リ I の 巧 巧に 巧す る 共 問 化 巧の 传 むを おび、 これを な W に 油 知し ホが、 スペイン 
は々 H イ タリ I とかを 巧ム るを がまず、 といつ で 巧 巧して 来た。 ムプ >91 二は とれら 化 » に 巧して 『何れ 化の 
方法を はつて 巧 化する.！ をを 巧 巧 しれが、 みむは さしてむ がして 居ない ことが 明 わで ホ 0 わ。 

巧る に 他方では ヵナダ 巧を リブ デルが 十 A が W をな 貪に 於いて お 油 及びを の抽巧 巧を おお、 巧 巧と M じく 巧 止 
な 目 中に 入れる ことを のへ、 ■九； 一记が 十一: 巧 トー ーー H には イタ？ に大 なみの お祉を 化た しつ、 ホ 〇 しぶ « 、即 
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ち アル ジ n ン ナン、 邱 化、 チ*》 n 、 イラク、 マ < ン クン‘ 卜 、オ クンダ、 ル— > 二 了 •逞 巧及ぴ y# が これに 巧 
巧し ホ。 ラヴ ァルは こ I に 巧いで 化の 巧 固が 化な 曲 口に！ を 典 化しつ、 あるじと にの がし、 M とか お 面を 胡 ホ 
せんと 巧 也 古る ボ 、十 A の W 巧な 巧ヴ r 乂 コン セ" K に 巧し 『なぶ U みには 化が 〇 みが 化 化したい から、 十二月 
十一 1H を 巧 巧され れい」 と 中し 込み、 ヴ r K コン セ" スは 怯ぶ のむ 地で これを ロンドンに « つたと ころ、 》 ン ド 
ン では！ も 二 もれく ホな しわので ホつ ホ。 

するとな ち化閒 がわつ て、 ラヴ T ルが エチオピア をして 乎グ セ、 オボ ダン、 ハラ ー ル 巧の 巧 地ぶ を イダ VI に 
なな させ、 をの 巧は 5 に ぞ巧ゾ マリ ランドを 姐 じて がへの 化り を 巧へ て、 平 巧が ホを 明らん とする かが 供 へられ 
わが、 ホ •併-曲 化が はじれ を 巧ぶ しわ。 けれども やがて 巧* とじれ がが 巧みる かくに 閒 え、 ボ ー ル ドゥ < ン英せ 
がは 『目的は ホ かに* つて 巧で に* る S ではない J と 化 •へ， ホア ー外 かも： 卜院 にめ いて 『イタ 91 はかが 盟の一 
打で みるから W 姐を 化 ふる かにが らん 帖 りの ホ かて 作を*! ずるは おなで ある.！ とがが した。 

ホ、 田 巧に あいては 製み ボが 巧が K 巧の がを 用な して ロバー ト •セシルの が ザの： 卜 におへ てわたし、 じれに 内 
む M ぶの イ— タン WW は ホ 了— ■权 がの 巧抽 をが けた" アィリ々 W 巧 お 化 ハル も 本を かに 整のを がの 巧 がをお 持 
ず •へしとの 巧 巧を なつて おわ。 巧し イギリスは 间ょ〇 イタり 一 と 巧 ふが 供な < 、その 化む を 巧 < おに 於いて フラ 
ンスと 大巧は 巧 かつれ。 

閒 もれく 巧 ホ W は应 U を 巧へ で パリに が 〇 ( 十一 一 》々》)、 ぶ W ぶ U とこの が 川 堅の ことを 巧し わが、 が上ブ 
ヴァルは r 若し 卜 A 伉 W 套 U みが とれを げ巧サ ば、 ムザソ W 1 二は お « なを 近 巧すべく、 じれに 巧して 併 « おは 
一: 进 問け のには ぞ« 供を 巧 助す るけ お 狂で ホる J とないた かで ある。 化し ホア ー は 化に 一 おを 化め で おる ので、 
々しもの 化せず、 それを 化して ラヴ T ルと 曲ぶ し、 をの 巧みを 料て C れ を" 1 マと ア丰ス •アベ バに油 おした。 


が 


これは お A 巧 • Hwww の ホ かの 解かの 供 本と 化る ものであるが、 ホ 木 w ながは ホ だ これを がら ナ、 4 わじれ W 
が 巧 巧には 巧 巧を# の 巧 かを が 巧と する b このな に 巧 曲冲巧 W な U はこの みがの 董 をが へで パリより！ ，ン ドン 
にな 巧し、 ホア I は スイスに 巧つ ホ" すると 巧- i - r 巧 丸 H のッ ランスぶ 巧刚 にはぶ かに もこの 株が の おが W * と 
公 おされて わ わ】 ホ闲 脚は これにつ いて 卽刮 梢ぶ を 開 さ、 十 こ 巧 十 = の ホ： 卜院 にめ いて 巧 巧が は： 明 この 閒堪に 
觸れる じと を 巧 けれ y 

ホ 了— •ラヴ ァル 策け エチ オビ 了を して 乎グチ 州の 化な、 ダナ ギル W の エリ トリ T にが 巧廿る なみ 及び オガデ 
ン 州の 大巧み 巧を がれし め、 をの 巧 〇 に H 乎 ホ ビアは H リ トリ T 拍 なを 化 留 V マリ ランドを、 巧ない とがを 巧へ 
らた 了》 サブ 池に をの 化：： を 巧る おで あつた。 巧ち 巧 •併は をのみ 力を 利 W して エホ オビアの ぶの « 尘をイ 
タリ I にが かしめ、 イ タリ— はこ、 に 巧 巧、 が 巧 上の 巧卜り 巧を 掩化 し、 ハイ レ •セラ ザシ t は イタ リ| 人の 巧 削 
を 人れ てを のをな の - r ^ にけ 巧し、 化の 巧閒 はが • K .€ 曲に 巧 がをお サ ざる 拍 人の 中から 巧が する ことと する、 と 
いふので ホる W ホ： TI すれば ムザ val 一一は じの 巧大 むを 巧に よつて 棋 型から、 『狂が ともをの がが 巧れ を 化め 
る i ことを が 巧され、 イ タリー はじれ によつ て おに « らサ して •エ千 オビ 下の 进 ザを をの 巧が とし、 なれる ミ 
をを の 巧 巧 W とれし かるので ホつ わり 

エホ オビア 王の 阳 をは 十二月 十九 H を W てが 助に がげ しわ" これに i ると 巧 •说 おは エチオピアを 解な サ しむ 
る ものと 历 じ、 併せてが 曲が 巧つ て： ii か 曲に 巧 巧して、 をのを K なる 加盟 坦に试 亡を おふるが ぶ ホ 近を 糾巧 せる 
t のでみ つわり 

小 A の 曲ぶ：：： かは 巧ぶ のかく 十二 巧 十二 n を W つて 閒 かれ、 ラヴ ァ A は， でのが-^ が • H.AW が々 ヤ英 -w の 巧 
化ぶ をぶ， 化 中なる により、 お 加 整の 巧 用を 巧拟 ホん ことを ぶべ、 ぶ— ブンドを U かこれ に 巧 A して 巧 お ホる お 
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史 、去 円みは* Hll 円を w て 化み し •小 A = をはつ で再閒 され わが、 このけ 巧に ホア I こ V ヴ T A ぶは 巧 人 王の" 
化に 巧つて 试 じして おり、 ラヴ 7 *、 す 1> 'ンの W 人け が* をのが 七 じがいて おじ わが 化、 玄 n みは 半巧访 なに 
巧す る 巧 •巧-み 田の 巧を 夕 とする けの 化 化を なして なみした b 

ぶ»にあいでは、 巧なな貝ヴ< ヴ< 了 ンが十二巧十 1 けの巧巧においてか • ユ況がに閒する巧巧の义れを巧巧 
し、 积盟 規約に： 小 あ W なじと をな 巧し ち 彼け この 化 巧 策を 巧に 化 M しれ けれども 、公衆は 巧る 扣 巧し ち卡も 
り裝 W 巧會は 一巧して ホ 了 1 をぶ かする ことと なり、 ホ 了— けを の' 诚 なを 扣 なし わが、 然しを 案の 巧 巧は おだし 

きを 加；、 を Q 巧が 化 As 拘す るに ザつ わ S で. ボ ド 《ィンは 進に そ 完を檢 巧に し T 內援器 
を 持 巧す るに かし、 ホア-は 十九 H ミな に现 はれで 決發 おを ぶべ、 『ホ 巧への 期 •むの 巧に 一 均の ことを 夏 
せられ ホを」 巧を 巧べ わ。 化の 巧 巧と しては 巧选 W 巧に して、々 巧を 巧へ る 了ンソ ニィ •ィー ダンが 巧 ばれれ。 

佛 下院に がいても 十二 巧 十 SR ビエ I ル •コ》 卜がラ ヴァルを 卯 切し、 ラヴ 7 ルけ^ な 巧 巧に がいて】 A これ 
にがつ わが、 これが わめ じへ 進 かみな はみ 巧し、 をれ が 時れ をが ホして 一 おこ ハが 一 さ不六 H にの 曲は がかし 

ゎ レ 

四が • H 粉 巧と 歐洲 の夕 如も衡 

一九；；： おが 十 巧；：： H から 閒 がされた ィ タリー ボの巧 巧は、 地中 おの 化を 化 地と しで、 が おょり 切 化 巧に ぶる 化 
が 作駐を 給を W とし、 化が でかな すれば と 4-^ に隨 〇、 がが じしても-^ に卜 •る 巧ぶ 化 巧 3!^ であつた W ィ タリ） 
•ぶは エチオピアの 曲 化に 化 巧 ナる彼 巧 地、 ブ マリー と エリ ト W 了と を 化が として M 巧に H ナホ ピ 了に 巧め 入つ 


が 


わ。 化 巧から いへ ば、 併 化は を < おがを 巧に し、 化が 扣括地 ホは セ ミ ユン 山 巧の な峯が 一 A 冗で 巧を 沼 もる わを 
巧 格な 化ぶ であつ わから、 巧 ホの 巧 化は# ら 化な 找 巧で 巧せられ るかが におつた- 

イ タリー ザの 化 W する 试 如、 巧 にを •卓と これにょ つで な ホせられ ホ マスタ— •卜左 巧とは 山が 化 巧に 化 巧つ わ 
エチオピア 巧の 女％ を； 5 巧 させ、 巧 巧め セ ザ 巧に しでな 巧は が 了を 巧げ た-な 巧 ハイ レ •セク イシ* は i 九 一三 六 
年 阿月 S 十 H アぞ K •アベ パに wa し： 九 巧 二 》 にはぶ がを 洽 てて ザ ブゥ乎 推に の ひ、 お巧阳 戊から 义 W ザ* 
に 巧 巧して エルサレムに をい ホ。 をの 巧 冗 巧 社 H は イタり— ザが：？々 巧 バドリす 巧が か アぞス •アバ バに 入城 
し、" I マに 於いて 巧 巧が 了の ホみ 巧が 助が とり 巧 はれた。 

扣巧九 H 、 イタ リ》 巧が は、 エ すす ビアを 併な する g なをが 巧し、 イタ 9 — なぶは M 巧に H ナホ ビアな 巧を な 
ナる ことと なつた- 閒 もれく バドリ* 巧 単は エチオピアが 王の なに 巧き、 占な 地の 巧な に 巧を されれ が、 じの 巧 
化は】 九阳】 ザの 巧モ ハイ レ-セラ ザシ 1 が T ず K ‘ T べバに W 过す るを 巧议し ホ) 

エネ ホ ビアが がが W 巧が 曲に めいて 採 巧せられ、 悅把 なかが イ タリ I に： Si 巧が のが 切を 掠し、 これにな 巧 SISJ 
を 巧す るまでは、 まるな ホに 於いて 架 曲の 巧 令が 巧 論の 巧が とも 化ら れホ '巧し すぺて これらの 反 巧に も 巧らず， 
ィタり— のな ながが 化に 巧が せられ、 ホ W が】 丸 S お 年の か ホに なみた 地中 巧の なな 乐巧 巧れ も イタ 《| の巧货 
を拘 おする こと 不可 巧と なる に 及んで、 W 巧蹄盟 のが； H は 化を 巧 ひ、 化 W の必 をが 巧卞： ぶは がを がめ わ おとなつ 
た-をれ が 巧 巧 W の 化 化と して 化が に 味 じれ ことは いム进 もない。 

じれを お洲 のみ 力 均 化の 上から 化れば、 英 •がの 3 巧は 一げ 巧る 巧府 せられ、 クゲ 7 ルの 巧した 併 •がが 巧 も 
时巧 巧な のな 化を ホげ ない のみなら ナ 、巧つて 巧 •がの 巧 巧を 助 巧し、 巧 •が樞 M の 力は をく 美. 货を巧 近す る 
相 巧を 巧した 9 饰 もこの が 件を ぶじて 设も期 巧な 巧みは 巧 .W 助 闲の閒 一； 聞は るず；^ 拍 巧の 巧 巧い ことで ある。 
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夕 ■ H をを 找つ マイ ギ " K ミラン 3 は 去く 從ザ s 巧を 换へわ おが ホつ わ" か、 るな 愛 巧 化は 里の 巧 
むにが 迷と 失 巧と を 巧へ、 巧いて は 胡が と W 交の 巧进 ぶを 巧へ る お 化と なク ホ。 もともと ヴ* ん ヤイ ユ がめ W 巧、 

嵩は 巧び 《力窝 S 寡 KS る廷ま 愛一， ミを莫 か ミ。 舅 了 ミ； 莫随 ぶ® を 塞し で M 巧 
凄に 入 0、 お 資 ドイツ S 装を 語」 つ、 餐遷 《寞を 化て ちた 一九ニ ー妄 の ル— ルな 兵 藻に 巧 

つで 奥 •佛 の愤鋪 はでく かがされて 了つ ち この 小 富は ナチ スが 違を がつ て 稱器忆 塞す る 時まで 巧が 
され ホり 

ィギ。 K 人 Q 版から 化れば、 ドイツに 十 J タカ S 黄」 た S は ミ マラ； 《外 巧が 賓 的で 巧 力を 巧い 
わ t とに 化 巧す ろと 唤 ホる 〇 なつて ナ中 スが强 A になれ ばれる 和英 田 巧ぶ の マ ランスに 巧ナる 掘ぶ 巧は 巧らざる 
をがない。 一九：-;- 累 にけ .ユ 巧 ホを 巧 巧と して 迫の 巧 かにな 管を じた 巧に 於いても、 餐 ドイツと 閒ま 
奇； ぉ tcb るに 向らず、 ヒづ トク I 卞 巧を 巧れ る ホ、 田は イタ リー に 阿 巧す る フランスを 巧 巧す る W 々を 巧へ 料む 
ちち ミ おぶ は ホと して マミ 完累絮 に 向けられ、 ラヴ Z に 巧す る不ん 苗は ル 1 ルを 舊〇 ボ了ン 
カレと 火 巧れ を 特化に がした" 

マ ミス 側から 化れ ちせ で ドイツの が 約廷を ホめ で 巧を ル— ルに 迎 めるな、 丢 。义の 執つ わ凑 たが ひ 
なせで、 ュ チ オビア けに ブラン ス のがが 1 を 京め るで 曲に 大きむ す 用を が 化せざる をが なかつ わ〇义 B にし 

て 肢初か 6 農 鹽至罕 悄をぞ わ ミ ば 一九 1:0 這勞 篇巧诗 す寶方 •皆 質た が 巧な 

い。 おくと も 一九；：；：： ■ザの 巧に イザ リスが みむ すれば ドイツの ナ千ス 巧 为卜： ザに かぶれ 巧 巧を みり W たと § は 
がへ るので ホる" 巧る にぶ W かおは、 ッ ラン 乂がイ タリ I と々 おし、 屯スク V と ホを がる 大巧な 供れ 巧に ホ 化す 


がまで 巧の しで、 ツ クン スが 及ん 巧 化に 隔る 巧みを が W して W 巧蜗 班に 化 W ならん ことを な •かしてが ホ" 肺 もを の 
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お化けが もがし いを して 巧 巧の 關巧 じある V クン ス のぶ 巧 ィタ w I を 巧 巧に 化れ、 H チ オビ 了の か <»洲 のみ か が 
にが 脚 巧な 地な の わめに 巧 巧のを なさへ も U さんと する ので ある U か、 る ホ か W のな 政 友に 化る 巧 W は 巧の K な 
は、 お 面に 化 W ぶを 化 巧を お 9 巧し つ、、 みげ をの W お 化の 利な を祐并 する わめで あらぅ と ブラン ス はちへ るの 
であるり 

化れ にしても ホ •佈 のな おが 巧の 化ち ホぶ W の 巧 級を おめ、 が 軸 側の 巧 巧に 巧 力れ-: ん W 地を 推 化し わじと けが 
のか 化は ない。 ぶるな かにが いて 巧 •がは かるべき 巧が にれ し、 をの わがの ななに 巧 巧し ホ ものと いみべを で* 

つゎり 

<1】 - ♦ォ ピア ザ か"？ 118 む朽 なは おの 史 化が 报 I 巧 «と« 《一、 &る- 

I ごさ-ニ ミ tU ミっ ニニ I き n ミニ こ H-I . こ ミタ 文 乙 ミミ = 二-二 rnEi ; ミ I . Ufiii プ f 三を. I ミ I 二. ご f Tr * 三； ■ 

で 二 脚が 巧 •巧 一 和 iC ちがは 下 ♦抵 ■ 

-3】 か » 巧 ■ホ ニ扣 内ん 巧は 下 ♦照、 . 

《4】 W 巧！ IBW わ A 十一 巧の 巧ぶ . 

一 « 巧 ザ*^ « 巧/々 お ハ W 度 W / 何 レ々*! れ 巧/が 巧 T . i 卜巧卜 * 巧 ホ 令 巧 ゾ科ホ ザ 巧* in トマ 
巧- 1— 明* 巧 ♦« 田 一 W 巧/ホ 和プ掩 巧 スルな « 押 化が 巧 卜なム i 巧 R プれム •ヘキ ♦/ 卜 K 化/ «/ ザ •巧を* — 知 
卜 ♦八 ボ»«巧八 村 レ々 / W 历 W / W ホュ 延年 K ュ馨 》 巧 ザれ ノ み*， 祝 化 こ •一 
二 W 巧 ュ巧冉 X * 1 切/中 態ュシ rw 巧/かか 又 〔が/ in #** ホ W 阿ノ なが 十* 了 W マ拍 t セ-/ トス、* T も 
モノ ユ 化！！ 出 巧な マタ 《巧 也 巧が か/ホ お* A 化* こ »» か W / 义 ぶの 植 M 十* 3 トブ併 セ ♦な* 齊 wx 
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イン ホな と觀州 


■ ザな のが W 

一九；；- 六が セ 巧に 巧つ わ スペィン ホ か S 巧 化は お 洲の软 W に巧刮 なが 巧を 巧へ ち この お S は から 化 
て】- つの 而も もつ" ブド リザ ド 父け ブルゴスから 巧 め たおな には、 田 W なおの トーに W がれない お 巧 政 巧の 化 がい 
化 巧で ぁつ わし、 V ル リン、 パ 9、 " I マ 父け け ’ V トンから 拟る 的は、 お 州 乃 おを W がに 其つて がが ナる W 巧不 
巧に 化 わの 禾 巧を 扣 へる 巧 A 衡 巧で わつ ホ。 

化に 义 しい W 抑から ィ バリ？'' 年む は、 巧け 孜 巧の A 滿 にか 巧され た 巧む として、 恰も レ— ニンは がの" シ 了の 
やぅに、 すか 化が のが 巧の 化 满ぶぺ を 巧な みが へられて た わ 4 をのが 化の w が、 が A 卜 •のぶお、 をして お 力 おお 
のが 向 巧、； として お ザを ♦び 起ず 瞄内 をれ さない ものは 巧 わつ わ" それが 义 ペィン 巧な のが 巧れ でぁる 0 

これを S 巧巧努 卜； から 化 ゎ ば、 罪 お而に W 巧 字る 一; 約 S 期汝 が、 f パ" •「平 社 6 巧な として、 マ 
ドリ* ド かか 巧 r ぅン n ホみ WS 巧と む 〇、 巧が ホぶ とマァ シズ ム ので 閒 で* るかく 巧 じ わ-化が のな 4 巧 巧が 
が ホた ぶいが のた めじけ リァ シズ ムに 化が する こと も 化 わなし とおへ ろ やぅ じ聊 巧せられ て わる じとは が 巧を 姐 
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じて-巧 する 巧 向で ホる-この 閒に化 つて、 巧ぶ 化 ホ ホぶ 田は 睐洲 巧での ホぶ を w る ことを 巧れ、 ッ 7 シズ ムと 
共 巧 お 巧の 化れ にもが 巧す る ことを 巧 > 、がけの お 巧た 巧说 しつ、、 内 化の 巧 かすべ での 冲巧巧 巧を 巧みす 拒'^ 
を 巧いて 巧つ 灌を かつた。 かくしで K ベ f ンホ命 巧は 一:: ヶが のん しきに 再 リ、 明 おを 巧を 巧 巧し、 义 化を 巧 度 
ホし め、 おに W 巧 ふ •み 力 さへ も黨 させる 化 <3 闲赃を お化して 乂お S なを 下した。 がしれ みに 於いて マラン 3 ホ 
かの 巧 利に W しわ こもけ、 やがてが るべ をな がの 令が ホぶな々 をな たずる 巧 巧を 巧め わ もので あつた" 

すべでの ホ かけ W 化の ず讲 をを の 的が とする ことに 巧 n はない。 巧が U が スペィン 人は をに tta を » 化して 
がわが、 をれ はこの ザむ SW ほ 巧に し 接い 不 巧な 巧 巧を！ i へて ゐる C とがが 本の 巧 かで あると しで も、 一が 
には K ぺ f ン 人を か < がかし め るれ みの-化 ホ 的 惧闲の 巧 化して ゐる こを も 巧つ て 力れ る もので ホる。 

二十巧おの ス ぺ ィ ンはお巧としてかが化化をの^*の^*^巧とみがの夕化を巧巧し、 化ホのには巧族がち大地ホと 
がみと を 中む とするな がか ホを がけ、 をの 卜- に々 ブ" ユア とか、 バスク 地ぶ はぶを に ヵス ナラの 中 巧を おに 巧 巧 
しない 地方 间巧 SM 神を が 巧して おわ W これらけ す •へて 巧みの ホ A を か 巧 的なら しめる 巧 巧を むし わので みる。 
な： 卜怖 巧に ホ かの 昭的 をぶ •へょぅ， が 1>り 

■ィ. 

】 投 お 地 W 班 

スペィンは 巧 本 W である。 を 《傍 かおの 大巧が オレンジ や オリ ー ヴ加 や； §5? 巧で みる ことを 化ても これを なか 
しゥ る。 巧 化の かは 全人：： の-化 巧 トーみ を A めて わるが、 祝地陆 巧は を 曲曲 巧め め卞 わに h る-化から 巧 巧 地の 少 
いとと を 巧へ るょりも、 が 地が 用の 茜 だしく が 化に がれて わる ことが な 化 巧 ミ A な 内で* る。 この 两は 巧して 而 
巧 0 わい 闲 でち ろから 告ら 记？* 巧 ホを 巧んで たろ が > ぶ 巧ぶ ホ’ ぅへ**^ 中れ ゴ、？ お。 巧 巧た r 巧 - Jf る ことけ‘ 3^ 


が 
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巧で ない" 巧し 小を の 化 巧が 巧いた わ、 K をのん ホけ ホ W おとは をが 化 巧 化い から、 をを 力を 巧 わる ことは® ち 
に 曲 巧 巧 巧を 巧を する ことにれ る" 巧 か 1 へ クタ IA 二 (ク *1* はれが WO - V 二十 K 々に 巧ろ 进 りの 小 巧 化 
巧が •铁洗 巧 巧の やみ 十 K キン タ I ルに がして、 スペインは 化かに 丸 サンタ 1 A の 巧が さで ホる" にも みらず】 
ぶ 小 巧め 化 巧 巧 W に慨 みつ、、 をの 契が は ブ クン 义の 二に 进 ダない ので ホる】 

出 地 叫 巧のを 大の 搞は妍 地々 がの 不牛 巧な がに 我る" がが にょれば 化* 十 巧 人の 地 おが 一で 二るな へ クタ ー ル 
の 脚乂な ± 地を 持つ てゐ るに 拘ら ず、 巧 巧 人の りかな はなせて 六 巧 巧 < クタ 》 ルの拼 化を 巧す る^^ ざ 化い。 お 
にぶる 地ぶ では 千醫 阳十累 Q - K 地卞 .か 一人 ホ 51 ミ-ル 2 化を 所でて わ 5 侍らに、 K 占 人の 巧 
みが】 人伞巧 一へ グタ I ルな： 卜の止 地で 讲 化しな けれ ばれら A 化 渡に わる。 この かがは スペイン 南な をいて 巧 
にあがし < 、みおの 大地ぶ がちの 地义 のをが 地の-た 巧 乃 おとがを 占めて わる 巧 所 も ある。 

これらの 大地 おはかて 义ぺ インが 了 ラビア 人を がが しれ 巧に 巧 巧を 描て わ 巧 人の す 巧で ホ 0 で、 化* が议 へて 
々 H にお つわもので みるが、 巧が は々 < すが 地 おとむ つて、 円みは マド 9》 ド 父は バけセ ロナに 居 化しつ、、 が 
地は ヵ シ—ク とげ ばれる 巧 巧 人の ホで お出さ サてゐ る。 地 まの 主 地は 小げ 人の 予で 耕される のでれ くて、 夕< の 
巧 合 巧め て 巧 巧な 货尤 々の ザを 巧 化して 持妍 にがら# る" 巧 ホ 巧 « の 巧 巧は ホ かおに 平を】 •二 K ベ ブタ 巧 お 二 
.へ ソタ まで 引下げられ たので A るから、 巧 巧は 化成に 陷 P 、 バ a セ 》ナ は ホ 巧 著で がれる « 化 におつ わ。 これは 
正しく 一丸 i セが U がの" シアと W じく ホな の ホ わる 瞄巧 をな しわ ものと いん •へきで わる。 

二が なの 普が 

スペインでは" I マ あ 巧が が 的の A 如を 把つて わる" 化 化は 巧 ホ 的には が ホ 巧で あ 9、 巧みは わ 火の 化 巧と な 
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巧を巧巧しで义しく-川を巧怕しておわ一 かにジで スィザ トぶ3*^がは&;5^吨をに打-が5む巧を巧つてたるが、 川 
卜丸化 おはが マ-トリ イド 化かが を" ザ n がか 二み. たのが むを 措し ぇな かつた S は、 了 マリヵの 巧 川に なじれ 巧々 
の 巧 本を 化ぶ ホん とする 巧 友に 化闲 するとい はれ わ' ぶ もがみの ね 巧は みく の W をに 摆巧 ザで に础巧 ある 皮た に 
取られて & る けれども 、をの お 化、 巧へ ば WW な 所 ホ 地 S 化 麻 ぉが 巧みの 巧みが 巧 とれる むきす 巧た を も おじた 

巧みが K がの 巧を 抱く におつ わのは、 ながれ。 ボが でつて ななを 巧 ひ、 ホ カ 巧 巧が 巧みを 化ぷ したお 沿で* る 
けれども、 巧ぶ の惊 化を 曲る 巧は、 闽 化 大 ホの 巧 巧と おみの 巧みとの 削には、 g る 巧 巧む 闕 ながが する じと をみ 
なし 巧ない。 化つ で 巧 巧ぶ のれ かは 化 巧 巧で 文明の 逆 ホに つれてを の 勢力を ち 巧し、 巧いで 巧び 卜 ：の烘 たを 巧る 
化が で ホる わめに •化が る 助り ホち 文 W の K 入を 化 化し、 かみな がに K 的す る©^ をな つて、 スペインを ザ おな 
阳 - W として 货巧 しょぅみ 巧め わので ある-はつ でまわ' じの W の 巧 か h 堯者や 化か 巧が# みと « 化を 巧 W のれく 
巧み、 巧 ホ 辟な もホジ 1 义 f イトが みを 化か おする にボ つた。 をれ がかみ々 か ホ 巧の 凶を なした じとは 峭 かで ホ 
る 

巧は巧けめ "シ了がザリ シザ お巧とッ/ » ルとを一 がすがみのががとして、 化守のホカの中むとしわ化 <、 K 
.へ インに巧いてもが^巧かと巧かががとは相めて巧巧な闕巧を扣んだ" だから巧か相のぶ巧とがに«てお；：^ので 
が W がと 巧みに 及んだ ことけ がくに 巧ら れい。 リヴて ブ巧 巧れ の 化 ホは おみと 竹が とを をの v ：' ホと して じれを 巧 
川し わので A るから' 的 化 大巧が 巧みの ぷ がを けつて ホみ の； 尸 段と むかた こと も & 巧の々 でを つ わ 0 

三は 族閒巧 

"シ r お •作の . W 巧が 闲 W 巧 比が バ ：：. ん辑 A W 巧 妊で ゎつ わか < 、乂ぺ f ン- •、が r. てもぷ 4.- 如 化お のぉ类 わら 
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ぷ みられを W 化の 巧： が 化がず 巧 巧に 巧 〇, h 丸 化 およに ヤ つても カタ" 二 了、 ヴ< 义 カヤでは 中 ば スペイン か 
ら 分離して ：2ー スペイン 化が ホぶ の 中、 む 地を むず が おでみ つたことは、 巧 ま 巧が 間に 度 •ホみ の 巧 巧した 一つの 巧 
山で ホつ わ" か、 る 地ぶ の n 节 のがぶ は々 ひ マド リヴ ド かがの 撤 f * をが め、 を Q 巧みの 化み にがつた 地方の 中が 
棋れを 中た から 巧 化さ サ るね 化を なした。 

スペインの 化ぶ 巧ぶな 巧の 中で 化も强 力れ ものは カタ" ニア の W 巧な かで ある】 カタ" ニアは；；： 义 ルに 货ま 
れ 、一义 のみ 地中が にがして わる 牌が から、 两 W 】 千 竿 巧ょ 〇比按 のが 化を 維特し •圓 巧の 文化を 任 巧させる じ 
とに ぶ 巧した-をれ にけ つて カブ" 二 了は.：： 卡巧 化を ホぶ する ぶに 巧た、 n かに 巧れ るな かを おいて •巧には ア 
クゴン や K 々中 レと 税た しわ こと も あつ わが、 をの 巧に 巧いても 巧る 巧 化の 巧ぶ をが 巧ず る ことを おれな かつ 
わ" がに：六阿〇ザから十ニヶがおいわ巧啼にがつては、 ッゥン乂5巧助に化つてマ<リブプ阴化の巧と拥つ 
わ" 巧个 A 化が のか 如には、 巧义 のために 一巧を をし わが、 ぶが に M して W お、 マ ドリ* ド 削から 巧 巧を々 け， 

巧 十九 化が のが 卞に乂 つては、 衍 かにが がされ わ カタ" ニアの 化が や‘：： ホけ めまで 化が された。 

一み：：！： ザの がか 巧 巧 かがは： 巧 カタ" ニアの-：: がを なめ わけれ ども、 レ ル々 W 阳に 入つ でが ぴ をの n 巧 相を 
が « しょ ろと なみ わ ホめ •バ "セ" ずを 中む としての 巧ぶ がかは； ^ び 火の を 巧げ るが 巧と なつて ホた。 

この 的が 巧 供ぶ 阳 の 义化 におれ わ 一つの 巧 山は、 明かに お 巧の 巧みが 化 W に 比して 巧し く おつて 石る ことで あ 
る。 一な のな 裕断 巧と 巧械牌 巧の ホには 中 巧れ びを なける ホ がれ < 、巧 » 辟拽の A な W 上は をく の义 巧で ある" 

れ 巧の 巧 及が 化が もせみ もがに がまない ところで ホつ わが、 をれ でん： AK 九 ザ W おぶ はおな 则が化 巧され て、 

巧の 貼 ホの K 0 パー セントは 巧？ 5 が 巧を ぅけ、 をの 内 二 扣バ I 七 ントは W 朵が 巧、 他の 二扣 パー セントは 巧 ♦が 
巧を々 け わ" でも 僧が にょるが 巧が 中阳 のを 小 W ぶの もので かる ことは いふを もない。 巧つ て お 何なる ，が 



はかに 瞄先 のが ポに捉 はれ、 ぶは 战 巧に ザ 脚む で ホ 9、 むちには ホの お逝而 となる お 巧を もわない ことは ルむ を 
なない かかで ホる y 

阳が 脚 

ホ か W がの スペイン にめ いては、 おわ、 地 ホろ W 併れ してが W が 巧 如を がつ てわた W ス ヘインの： み 明は 恃 巧な 
が おで あつで、 ホ 肉と 化つて ネ くがつた 例は ちいが、 闲化化 巧の 卜： には かれの 田の 巧な にもまして ホ 巧な 巧 巧を 
化 じて 來れり 

一 A 九 八 年に ア / リヵと 巧つて 大敗を 巧して 巧、 スペインは 询化 アイ g 力 おびに がおから 巧驻 して、 なお 地と 
しては 化かに 了 マけ 力の】 約に モ "イコと ヵナ 91 巧 C 3 とを 維 待す るに 適がない-をのが お、 W 内に 巧巧进 巧が 
巧 如し、 下： 巧が か 巧して、 なみ 不 をと 巧濟が 巧と に 巧 かされる におつ で、 がの 巧 力 階な はな •が 脚に 巧賴 する か 
はなかつた。 卽ち ザ 胁の 巧拆は 壬み、 おみ、 地よ、 巧 本ぶ 巧が、 む お" おかち おは 晚 れの不 ザを あれて 巧な と 
お 巧し わじと にょる ものである W 

スペインの 巧 R に 巧し い特 をは、 击 がの おが おかに 比しで 不 めを にネ いじと で をつた y 1 九】 S 年の な ザに お 
れば本 田に ホる おネ A 巧 七で 站巧 人に 巧し、 击 がは】 巧 一で sfmK 十 あで ホ り、 义 一九 吉一 をまでが g の 一二み 
の ご 乃お阳 みの 吉 はが おの 化む とほが とに ホ 化されて わた。 これを A が 的に いへ ば-え 一二； ホの がが ま 六化扯 
で 巧 ぺプタ の 内、 M 化かで 巧べ ッタが 古な の化抗 巧で ホる" をして 丈 化の 大 も. 技は 巧 皮と 次 地 おの 乎め である こ 
とも 巧 M に拍 する 0 

一丸. ヒ が w -:^、 乂ぺ f ンタ中 明は 巧 治 卜：知 次ぶ 的 巧 A として 2： が じで 巧して おわ - A ペイン 巧巧賓 はが じ 
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•牛； が汝巧 S ためじが ホし わので ある】 T : なが じび 左裝巧 A の换 がする になして、 が w がおか々 力の 中 •むと たる こ 
みはが る.：： がの ゆを 方であつた" 化つて： 九；：- 一を の おかが 府 ながが 化け‘ お、 が 脚の 巧 向は 巧无サ 化：：： ののと な 
つて わたが、 人 化 巧が かがの 巧 化と 巧に 巧 相 岡では かおの 巧と じつた ので ある- 

二 おか 革が が 前の 化 S 

•丸 0;: ザから 一- 个* 'ザの 邮じ •つ ルッ f ンゾ ト；： •化け、： ：-个：：： 凹。 内 明 おか I をが なし わ-. ょつて スペイン 内 W 
の ホ 均 巧み はん ヶ巧卞 とい ふけ 巧になる" 

W ではぶ みの々" を 巧ぐ ことに 化 〇、 巧 巧 的 肺 如の 议大 にぶ かしわ けれども、 かがの 巧 把を が 小す る ことに 化 
つて、 巧が の おぶ にた 化し わ-か < して： 丸！：；：； がには がな と W たぶ にお 巧され て、 闲 では プリ モ •ギ -9 ヴ H 
ク巧 •小を 巧 化 化に 化かし わが、 おこ、 におつ ホ邵 みは': 丸 ニーが 七月の み"* コ にがけ るが が. ホぶ 巧が、 
WW の 叫に なれが つて、 化-^、 む WW のな 巧を がく 巧の あつた わめた みい けれで & るり 
巧 巧 おがに 扔 する スペイン 人 けんいに す ザの 巧が 巧る かと 化 ひさ や、 巧 姐 じ 卜- にお 脚む で ホつ わな 9 で 
. なく、 •な S ぶけ 巧つて 巧む にこれ をお迎 しわ- ッ r シストに W する かか 巧 おけ、 巧 おのな ホの が 化を な 化する 
•一 をから 中 化の. > •がを 巧 〇、 がか 化节 なは 一‘ がな をが 巧と する 巧 巧な ホを： みぶ する に 拘ら卡 、巧 ホの 巧が にがいで 
i は. =1 しの 巧 念を W 助す る ことが 山が れいか <： '、拆 く 巧 化して-い 期を 化つ」 との® であつ わ レス. ヘイン 化れ の货 
11 化か w == にがつて け、 ぶか 化 あに お糾 •むで 化り、 4 たかがの 卿が と满内 3 内が のためにな 乂 .が 巧して、 W 夕 の,；， 
が 化し も 川 米な かつ わ" • 


が 


，ヴ； 巧龙 かがけ、 兜 巧 巧^ •襄 s .-.. ボを 接と ずろ もので： •人ので とで 会 化と よ。 なるみ 
をな で おつた】 これよ 〇 ささ； 互-：.- ザけ ザ、 化かは 却。 にム ，ブ 。| 二と 姐ぶ して •ま 占* の 巧を 
巧け たの 養る が、 スペインの； シズ ム は、 イ，？ ので シ ，マな や ドイツの； X ぶ 巧な の 化を々 突るな 
なを 化き、 をのな 博ぶ 化ん 拙 おで あつ わ ことは 巧へ ない" 

リヴ； 藍 《巧 愛 ホは S 内 5 誤を ぶる 透には つて •そ" イコ 暨 のれ 巧を つける だけ 0 送を ♦げた 
が， 时政卜 5 装、 おの 隻 、度を の 巧が、 氏權 思が のな 舊 はかが を 茂に 陷れ 、、で 苦、 一九二を 
宋 のな 巧 覆 《藍に が •ふら 化ホ汾 分に、， ヴ t ラ霉 はな 基 巧を 惡 L 、 - 乂一 .0 ザ-巧 おを ちて 發し 
ち 了 ル； ン ゾ主帘 ち エ惡 巧の わめ 巧ぶ た 段を ぶした けれども、 V 巧を おせで を 巧を よを W 
にがつて がか 进か はを 夕 面に 巧 抑した。 

一尤 一一 二が 買 S なが 赛 はなに 『王 曲 か？ 冀 泉？ 一 苗强 をを して 巧 はれを がちち を W 
を 油 じて 八 巧 巧伤 吏な n を 进艰 ナミと に ミて ゐ わが、 をの お 沿は K 胃ぶ 受で 《巧 權累 王政を な 

进 する ことを W ,:: にす る紀 巧と なつた- 

曲 王の 间 S は说 めて 少 たおを 除く ホ、- 王の 器を か 巧な しと 装し、 を 笑 巧を をれ たろ 阳巧十 巧け 夕 
巧、 阳 王は 讲 巧を 閒 いて けらの ななを ホ おし ホ。 

で 了；* ンゾ 十_-一 がは こ 違な にも-で 《堇 ク装卞 5 が惡を 巧て よ-っとは」 なかつ ち 蓋に M すろ 
田 王の 恶： にえば、 巧みな 义は 王烹 がちを 快が ナる这 ごな 器で ちつで、 岳 =: インが 必ずを の 
を蹇 する S ホ ミく、 をは スペイン 人に L て •曼 スペイン A ち窒で ホ。、 巧 じて をの 度 利の 一功を 
もは 巧 千る ものに 非 ホ-をな ゴ して 方る 




こ〜 にがいて、 一' ヘインは 典か获 とがみみ 2 棋 たを w つて 化けな がを がな し、 下 A カク •♦モクが 巧け 太 巧な 
に 迸# せられた W ホ モクは ぶが が 王な の 化身で あるけれ ども； 化 I 三： が、 a ヴ H ラの 巧 巧 時 巧に 巧 か黨に » みし 
たもので ホる】 アンダルシア のな 巧 壬で 巧 巧な 地 じで ホつ たから、 ちの 化が もむ はと H せられ、 化で g のかを も 
化が人が巧の地なにかる助り化をがくし；^るとい つ た化であつ たり 

けれども 乂 ベインの 内 かは、 W にで がと かお か剌 とかのは ホ 巧 かの みを U つてして はが 巧の 化がない 巧雜 なが 
旗に 化つ わ" おりに も 地叫趙 のみを 考 へても、 か 巧の 巧みの ぇ、 じがが する 地^化の 牛： 巧は、 化 ホの 拍 力が 巧 
ら におく して、 なをに なが 卞るド 林が 化は、 がか 曲の 〇 山 だ 比た るげ を糾 ては わない。 フランスが】 セ A 九 年の 
ホ かにょ つてな しを げたが をを、 これから f をぶ けょ ろと いふ S である J 地 問 巧が 巧が にが かされなければ、 

せみ、 M お 巧 W、 •ぶな、 ホた 巧の 巧. 紫 W 趙 はが •脚が ホを 化る におら むい 4 
なつで、 で 巧が がれで 巧 ホの 巧ボ が： がぶな したけ 卜： 、がが 的に おか 巧が にまで 及ばなければ、 ホが の 巧は 巧 
ルす るみ t ろをから むい 形 巧に 化つ わ W だから： 化；-: ザ S 义べ インを は、； 规 の 化を も 沈さず して 巧 巧 さ 
れ 、巧みと 地 h はを ぶに 巧れ、： 小な は 放 巧し わが、 巧刖 化は 化が として 巧が した ま、 なろ に 技巧の 化を 巧つ てた 
ホので ある" 

共 か阳巧 かがが なされ、 巧ぶ 化 もがぶ せられた が、 これに 化つて 化 降せられ わ 巧みの 円 山は、 王 X や 巧 お 
•ー ヤ 巧々 巧の 化が ぶを して 新 政府の 巧 5^ にの いも 化を 化 化する がと なつれ。 

^ 巧 巧が かかが は 巧た しても •んの 化 ホの が 巧した のは 卜- 巧な のみで、 巧れ がは をの ±1 にがし、 本 R はが 小さ 
が れて も、 巧 巧は 巧ん ど 令な a に留 つた" がちげ ほかけ 巧 巧む のぶお# 除を がけず して、 化ら に 化すを 巧 化さ かわ 
洲 に进 ダない ので ホろ" 撕 


かやぅな お 化 5 中から おの 闲支 が* と 淀し、 巧 藍 巧は をのが 功に 留 して M 装ぶ がが 巧し ち 巧 
か窝 ごか S 巧 S 堂け、 ま S 器け ホつ わと しても、 化づ； が 中に してが 《ちを れ廷 《スペインは 

左 W を ミ 巧 か-、 种黎 なさ 接 岩が、 挺 覆 巧、 浸、 後 か S 瓷 であつた" 

ボか ミょ： 掌 銷變奠 章 6 巧 わけれ どち ち3寫に {ちて 廷找 巧磨宗 卷を朵 がし 
た 例へ ば 化げ S 透に 化 つても 豐がも 地を 爵に簽 する 巧、 瓷の 器の •け 望を ちて 丈 かひ、 をの 

巧你 はが 峽 をけ つてぶ 抹ム ことにた つて & わが、 がげ は 街が でも 地を 巧 W し、 巧が 化の々 がを 巧 ふといつ わか 
を、 巧は 化み 巧に S する 資は 把沃ミ 化を みがせられ、 これと なのれい 授け お 盞を惡 される わめに、 な 
化の 閒に 巧え 卡 でのを お 巧す るが 娘で あつた- • 

スペイン S をが" シアのを を をれ にす ミは、" シマに がいて け、 かを 糸 かを をれ ナ るに かま 政 
巧を がつ わ 人 叫が资 おとしで 曲がし •これを ザ ミレ— ニン、 卜 "ッ T 巧 《巧 寒が 違に 化つ て & ちじ 

れ にた K . へ イン ホ かに 於いてけ、 こ了崔 S かを 祸な寡 ミく、 これを 装す •へま 担 《占を 
たかつ わ- 劳器 装备を 安た 器ち 器 受ぴを 赛寶 をれ ぞわ 塞襄重 わを どん、 を 

の 叫に 受 S 化矣 装を つちを S か忘ン ザす X 卜と稱 了る 養 驾ぷポ 某」 了璧 W から ざ 

るん ので あつた J 

一兀 董； XS 夕 .接 £^、 をを 名る 援哲か 若， 襄 S を お哲妥 をむ させる 
ことは 的を 姜 ろて 裝 S 獲た i 違を」 了、 寒ち お 留金を ま f ち、 巧 初から S 

巧な 化 文で をつ わと t いへ るり 

か、 る馆 "なぶを じ 旣节 S 等 ミけ. ui 会 ミ ご、、 •九：： -1 芙ぞ S 資阳 内の 


1 け 》 


洲 ft 4 かボ > イ ベ* 


の^ま 卡 、一丸：：. 叫が の 巧 进擊に 巧して は、 巧 5 ホな じ k 巧 S なおに 化つ わ^り W 戍 びか ホ 《れ 巧が みかを A め 
る ことにな つた。 闲ょ〇 ホみ 巧 かなが のな 友は 巧 化された 枯に巧 巧む ts ではなくて、 巧进巧 もが ドイツ S リ f 
マ— ル滋 化と： 一: じ < 、巧 巧れ 义夕を W つて 扮 抑され わけみ たぶ のな 巧が A で 一げ しわ もので あつた。 な C てがみ 
だ 巧の 人乂 はか 中し も 涩< はな かつ わが、； 丸；：： 二が からは 化か ei ? 巧が 幻 度 聞が のじ かは 9、 巧に 昨 
が のれ 巧す がは スペイン にがいて おも 巧 巧な が 巧を W へ わ- 
ぶ 巧 かなは々 か 巧 巧の スト ゥイ 牛を 巧 巧し、 わめに： 丸.：‘.： 午には おでむ：*^:: •个 九に k り、： 丸 r セが のな 
ずに 比べて 卜 はの みきに 巧し わ 一巧 中-丸； ニー 牵の闲 かけ 巧 おを 巧 巧 is れ 、これらす •へて S ホ 巧な が 件が 巧が 
のぶ 巧に M せられ、 ホで ザの たけ M ザ おに おつて 六- H : 巧 人と がせら 化た。 

一九 I 一一 阳 が々 巧に アサ ニ 了内悄 がれ、 化か 说む 巧の レ ル-り 内 明が 巧 だしれ けれども、 これ まれ 个* 巧に して 巧 
W し、 をの 巧に 出 化した* ム ベ* 内 悄 け、 ヵタ U ニ プ地卜 の W 化、 マ K リザ ドの！ i ： 助 巧た、 ツ 7 シスト 巧 (ロ プ 
レ *0 巧の 巧に 化が してな， 化が をつ •、け わ】 それ U ホ-丸：： A が：- 巧の 热巧 に ザる まで、 巧な むる 乂ぺ 
インの がは は； = として かを お ホの 化 巧を なり W れい 娩 がに 化つ れリ 
が もを の S * マ ランスに めいて は、 マ Tr シ 3 K 巧の 巧 巧の ドに ご 逃 かみな、 かみな 戊び 巧 ホな のた 化が が 
ばれ、 去の が 合は： 也： P 阿が 十月 ■+ なにぶ ぶした U 化 ホな 巧 巧 そ I け乂 •トレ 乂 はこの W 巧に 人 K 巧 株 のれを 助 
へ かが、 捉 のぶ 叫に 化れば！ ■ん化 巧 巧は vr シ y ム にの する 巧 M と，々 « 牌掉 巧 曲 及び お 巧が がの 问 A をけ る 
ためにが 巧され わ もので、 これにを 抽 する ぶは をの 巧.：： 5 U ぶれ 巧を がて る必 がは むい" W 巧 化に 巧な する 
W なには、 だに 小 巧を かで て大 M につく ことを 巧 的す る。 J みい ふ ヴム つれ。 

かやろ 化が々 がビ レネ I を W で わ スペインに 巧して みたの 战 がを 町へ わ こと ゴ跑れ 巧い こ LJ で A る W 化の-; 化み 山 


震は マ T シズ ムの巧 おを がが する わめ スペインん . R 巧 » のが 巧を 化 化し、 モスク リ曲巧 巧 ホ 巧が これを 义持ナ る 
におつ てな •をの お 《を 巧へ、； み：： ぶが： 巧 - H ハ F に 人 化な « 哀 パが ぷ 即せられ わ" 

スペインに めいて 人に 巧 供に を 化した ものは' み 味な、 おみ 巧、 左 X 巧 かが 9* *ァ《- を とし、 これに 
了 ルす ネ乂 .•ハ V オの巧 か M 巧、 3 ムパ ニイの 力 ♦"ニ アぶ» 没び 巧衡マ A クスな をな をした もので わつた。 

=1 フランコが おのが 命 

; 丸 己 六が 二月 十六 円は スペインの お史 にと つて 极も 巧大れ H で ホつ ホ。 この 法巧擧 に 巧つて、 お 巧、 ホ 
典、 中央な 巧 巧は 人 お 巧が 巧の わめに を 化を 巧した。 巧 a 巧 お 四 巧 七- Hi ; ホの み、 人は 取 巧は 二 巧 六十 八の ホた 
をみ め、 ん X と 中ホぷ 度は、 巧 一二 十 セの 巧 巧を ホつ わ。 

人な 巧 巧 内铅は 巧が を软 ると M かに、 だが 巧の 邱 « にぶ 干し、 わ 巧 ほが 装は ぶは ホは にね せられ、 巧は W かに 
亡 かし ホ。 をれ 巧り ではない。 理巧 巧に がが を かれ 巧に 巧 じて、 おみ 巧と お 巧 煮に « する 不巧 々すは、 田 内 ホ 巧 
で 巧みを 巧を、 化 化 や 地 ホを 进 巧し、 ためにな 义 、巧 人、 ホ 巧 巧が 閒拓な < 巧 はれた" 

一丸 一 云 ハが 阳巧セ H 、 巧みは 巧 明す。 化の 巧 巧を 可 ホし、 これに 化は つて 辛" I ガ がを 巧の 化かに 巧 わつ た- 
だし 曲 内の 怖々 は 想 化の 一路を 地るな リ で、 をのが のた 巧に 入つ で W みのな 巧は な •切迫し わかに おもわ】 フ r 
シスト 巧の 击化 曲がた るス ベインが が巧盟 はが* とク ー ず夕 I の ザ 供を 巧め、 ホ おのを 巧が ナヴ T ラ 推に 巧 il 入 
され、 权 巧に まわ n •、 ンテ ルンが お K を ま 持し 析 巧して わる 巧 » もを 地で 忍め られわ d 
六 巧 十と H •"プレスは 巧みの 烘 がに 巧いて、 一: 巧-九十 ； S おみが 巧：；： され、 一： 巧 六 h 丸 ホの 化ち 千 扣巧ホ 


むだ 


のを 巧 ホを し、 一見 接留掩 で 接が =靑 四ち 去と 速べ わ" たを 二 H には；.； 卜 名まス ホロ 

が援 され、 をれ からぶ け閒 S 巧には ホ 笑が 械 プチ" がを S が 巧と して 双され たかくして 化 ホは H 一 H とお 
顆を 加へ つ、 あつち 

一九 一 云 ハが も 月 十 お H 、 ホな の义 巧は スペィン 巧モ "ザ コ にがつで 巧され わ。 まがの 主力は おな 巧で わつ 
で、- での 巧 巧は フランシスコ ■ブランコが がで ある。 マラン コの 父は か 器 さわり、 をのぶ もお妄 に蔓、 
ぶが の 生 だで ホる じと を 化ても、 •装* 巧 人の 化を 巧け ク いで ゐる ことが 判る。 

ブランコが 巧の 巧な、 巧 人と しての ネ 能、 巧な 的中 巧は、 ぶく の 人* の 一を して 巧な すると ころで あるが、 人 
脚と しての マラン n は 巧が なげ 巧 的 キリスト 巧 U 巧で ホる。 化の 悦 ホす るが 命苹 がみ スペィンから 化 上しで マド 
リザ ドに 入り、 バ 。セ 》ナ をな 巧して、 ホ かの 巧 巧げ なお 己ヶ おのを 巧を 巧で* く 田 巧が】 のが ホを なしとげ ホ 
が おはこ、 にじれ をが〜 巧し 審の肤 化と しては 近 巧祐に 化る 巧 巧 わる お 巧で あつたと いへ ょえ 
がに この 巧 かは 巧 化に めける 大 化る お々 的で S 一大 ザが であつて、 化か 的 巧^と 的橄 巧な とが、 左餐 化が に 巧 
して畫 忆 思み るホ罩 段が なか つたわた 53 つたち St いへ ミを」 て；。》 ド S 人を 浸が とを 
带 とが 一ニ ゲ ザに-妾て ホ 血 2 巧 S おけた C とは： f ちが S が悄 と、 中 語 把 S 去の 透と、 巧 方の 味 巧 
に 巧す る外闲 5 琵とに 依る も Q でみ ミ か < して、！ 丸ー ミが 一巧 二十 六 =、 人民 巧 巧 政 かけを 《お 巧の 化 巧 

•一た ミ；" ナを 巧て、； ンを がが を 巧 S 器を 努 こち ミ S •祐 SS 寶刖資 望が にれ ふこ 

^ とは 巧 ひ戶- がれるな 地が むい。 

み 

と 

tt 

0 


II な 


四が なと 列强 のぶ 蝴 
ー スペインの 化 州め 化け 

マランコでな^^とマドリヴド化がとの巧ホけ、 スべイン人川ぶめで閒であつわと^化に、 ：晒においで爲洲巧 
がの 化 却であつた ことは がに 化べ わ-をれ け卜 A 化 おのか 如に 巧 はれた 下； 化 巧々 のでに がいて、 ブルボン ぶと C 
プ K プル グ との 賠れ がッ ぅン乂 がと -U ッ クン KW 脚が との 巧で に 化つ て ホし わと：^ じがを はつで 巧 はれた もの 
である-伏：： し • A :: 六が の ホな がなる までめ 一； 化 お 牛の W 、 乂 ベインは を <阳 みな じり お 化の 本 化ん ら巧 ホされ 
てる わ" ちれが スペインに 巧いて 巧ぇず 内 化が 巧 はれ、 ぶが 卜-の W 巧が 起つた であ 〇、 i わ 化 の W がか じの 
阳の W でを.：： IJ にれ 利に が 川 せんとぶ みた 邱 かで あつた- 

ッ ラン コボ かの か 巧し わ： 九； r 六が わ 巧に、 化に ホ W のぶ々 _卜 がが 巧 はれ わぶ 化は w .= であるが、 それな 前に 
がいても 巧が A W に 内 化を 巧 巧し わ 巧が は、 おく も； 龙 一 一： 0 が W おを 地に 巧つて わる-でも $ じ ホな 获 かられ 
わ マ K リザ ド閒と V クン n 閒 との 义 パは 记に 5 巧れ がか 的 A 巧 助に 化る ことを 拘巧 せんとす るな W を おへ わ 
もので あつて、 をのは 化を 啊 15 する ことが る 巧 化で あるが、 をれ にしても、 この ホみ にソ 鬟と识 •が-か 闲が巧 
お'は巧ザまわは.がなをなつでミれだれの側をが助しわことは抑く巧？^として化にぶめられてたる- 

r 个邮 おの 巧 W とがに、 スへ f ン けぶ 4 •六 化が <2 化け 的ぶ 阳の 地な からぶ r ホ阳 ぶに 城 巧して 了つ わ" ちれは 
む fc す* ト マン •卜ん コが贼 なと でリけ 力に 巧る 卜 、ぶ 5： か 〇、 レぶ 巧钟卜 t コ 巧み W にがぶ しわのと W 化の がに か 
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る 巧し 卜 A n が々 かで かと 化か おとの W がを 化 I てた る LJII: 化 じ、，‘ へ*-- •一け ♦、，はつで ジブ ク A? * のが 巧を 
がへ、 化中诉と乂巧巧とにがして、 ％1^-^ホ巧む化巧を卜：：めてがる5で无る。 化つてじの曲がお州の巧ぶも巧に 
小、 をな な 巧を 巧つ ことは W 人の 贴 にも 叫 巧であつて、 巧に 巧 •がが 诫 とが、 • W 巧 ゎとの 巧 化が 巧 化する につれ、 
イべ U 了すな のぶ 巧は あ •巧 •拍 •が 《巧な W 趙ょ 化した】、 ベィンが 巧 •がの'^ に义 がせられ る 巧は、 ブラン 
スみイギリスとの职巧の地化が巧巧とたることは明かであ〇, ちのわめにこをスぺインの内化がな洲ザ巧に^^^ 
む 脚 巧を もつ ことと なつを ので わる-巧に 地中が に 巧 ホす る スペイン M の バレ 了 レス 巧な (マジ-, « な. */, 
力な-と 、火 巧 ホに* る 力卡リ 下がな とは、 巧の 化に 巧め て 巧が S がぶ を 卜：： わて & る わめに、 十九 ホ 紀は降 巧えず 
刈が のみ 巧す ると ころと むつて なた-巧 中 イザ リスは、 印 化、 谋 がに 过 するな 姐 拼化巧 Q 化 地から、 スペイン Q 
T マ a 力沾 5； 地 5 みがに もみ.、 の 视 •むを 柏いて なる ので 击 ろ- 

イダ 91 が乂 •ヘインを 刖 が-しで、 これらの 地 巧に か 化 地を 巧つ ことと むれば、 ぶ •併 WW に 任め て阳 巧す ベ 
きが 態 W が 化する ことけ 叫 旅で あろが、 お 〇 に ドイツが 與 •牌と 《巧夕 に 巧して、 スペインの 本 k 义び » 巧を.：： 
出に 化 W する ことが 化が ると すれば、 ツ ウン ス 及び イギけ スの巧 か卜- のぶ 場け がるな 巧に 满 する ことは い ム茫も 

れい 日 

K . ヘインの 地が が 峡洲ぷ 阳の巧 かにが 巧の な 地 かを 卜：： める ことは、 A . 卜： ぶの 站〇 として、 をのが 巧の 巧ぶ も 
をが 阳 がする こみけ 化が れい-この W 《け ホ-おわろ オリ—-- リ训 とが おがけ たへ ない として、 wis 巧 巧が 
たる わ 桃を 中. 化する ことを がが しむければ ならむ-巧 中 巧 巧 巧に がいて けがな の 化かを 卜 Z め、 水 化の 化 ホ かけ 令 
化が ホが の W が 巧 ザ 叫 朝 •九々、 试化巧 巧け 化か 北み に ■山 巧を 化が してなる "しわの みむら ホ、 おがに して さ 巧に 
ホ 化に k ら ない バスク 地ぶ の 巧な - C はを の 化 巧の W 巧から 巧； f た 巧ので つて 入' 一^を ホ ザす ると ころで あつれ。 



スペインの 纪ホ衍 が、 ネ< が讼 においよ 地から 巧 巧され たこと も、 おかぶ w へのが 化を がみに する お 閑で わつ 
わし、 4 わ 巧が バータ I •システムの 採が にょつ で •が 化阳が おぶされ われが、 かす W に 化つて じれら の 城 •も » 
化が J 巧 お 裝れを もつ ことと れつた】 がち ソゲ*— 卜蜗 巧、 巧-か 巧が ザ ホして バ—夕 I •シス チム A 法 かしわ 
わめに、 スペイン 巧 巧の お 巧が をの 巧が W 上に 巧 がれを 巧し、 巧 かと イザ ォ "ジー のな 巧と W 化んで ぶ W の 反 巧 
を 巧 かす-典 来と なつ わので わる。 

- 

二 化が 的 巧 度 

一九-- 一 ii ザの おかを 口 •巧、 スペイン 内部に 的 はれわたん W 任の 化 おので 閒 巧、 な 洲列强 内に がける のが 
をの 巧 化を K 巧す る もので ぁつた- 

スペイン ホ かが 化 想 的 巧 曲から 义 ヘイン 人の 巧 巧を 巧と 卜ら せて わる ことが 峭， M じむつ わげ、 &も 化き 化 巧を 
巧け たものは、 いム兹 もな く 巧 •怖 曲曲 QW ホで をつた" 巧 ホ； 一巧 お 十が W ホ、. り 山 化ぶ のが 巧 2: 卜 に、 巧 利の 
ホを 化 巧を W - つで 巧 1 の ぶ 巧と がへ てがた お •併 巧 人には、 化が の 巧 化を 化巩 とする 巧 ザを U つで 化 だ 宋のお 化 
でぁるか <即 巧され わり 

】 乂 ご H ハ 年の ザ かが 巧つ わがが、 をが ホ 巧 W ぶたる 巧 •が. ブ の 一一: 两 にめ いても、 3^ の 义は餐 をぶ てられた 
にか 速ない けれども、 をの 方のと が おに 巧いて はを くを-押. か阳 とが‘ つてた わ" をが ホぶ 拍朵に 於いては 化 がれ 
巧を 巧 巧卞 るが なにが を 巧の 能力を 巧へ る；； のの ながれる 如が がれす る-ちの； はを おおぶ をの ものが な叛 なく 
反 的の 化 化を 如 唯す る ことを が 化み する から、 WW にかが K 巧め な 化 まわは わかの がかを なさ 化い。 がつ てが 二 
じ、 なが。巧化がが - い？^ぶ^お."^巧山でらろ. 巧 • ザ • ソ "抽をを肝ドぶうで‘-お卞る-巧^けろのな巧たるぶ 
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去 おかな 义 はお ホ おにを K である ことが •をち に战朵 にを K むる 巧 じで ホ る- 
か やうむ をが ホ巧坦 朵の特 をが、 关 •併の かを おお お 巧 « にがいて は、 面ち にを のがが とな クて おはれる】 ホ 
づ 巧】 に 闻內に 於いて ぷ にが 巧 化する 化が のが ホが なめら ゎ、 むかに じれを 朵 巧す る ことを かされて わる。 巧つ 
て 巧 かけ、 ボ かを 巧 ふに ホ 寸んば K 巧 巧の な 化 占け めを 卵斯 する ことが 化 おない。 化けの 肤ホ ぶが 反 おおの 巧 W 
と、 す 巧な 乍ら K 巧 巧 S がかと を 犬 巧に 如けて、 W ぶ々 ザの がな から 化ち に 後 ホを 巧んだ じとは 訟 が にがおな と 
ころで みる" をの お化けれ が も ホが おも、 をれ ぞれ のか 采を椎 化め に 巧 ふこと が 化が 寸 、いは*、 義 のが 巧を ク 
づけで來わリ 乎巧い按ではボ！ *,トゥ，ン|ネ王ムバ レ ン內曲にしても、 ブ A ム|シ3|タ ンみ曲にしても村 i で 
ゎつた。 

"ン •トンで も バリで ちわ やろ むな がの なが 症の 化 腹の 外ち R が 巧 ホに おする がかの か陷が 巧し < 氏 かの：！ if 
力を 巧いだ" 巧 •货 はちの 相な のが 巧の わめに ム むを 料ず しで 巧 ふな 巧の 巧； JE 这 でを るのに K しで、 巧. がは を 
の ホが のか 巧げ わの わめには 联审を 化する のが 锐を おへて おわ W じれが 十八 化紀か 十九 かおの 化かが であれば， 
央-恍 w 阳 はもつ とす^な 化が に 於いても 取 ホに おへ わで あらう と 化 はれるな の P に 姐 化 まれ ザら、 K ホに 
がく g れ ある； 切の 巧 的を ぶ おへる® に 化た" 义 もこの 化 巧は、 . M 巧 巧の 巧* わるが 巧ぶ 巧に 柄ら ナ、 WW 弟 
かの ななを K 映ず る ものと 化て 巧り ない ので ホつた。 

をのが 化は あ •佛 ともに す 干が 化 巧を 巧 持す るに 巧む し、 巧 •が. プ の打 曲は、 が •す 千が 化 巧を が篇 してが 
みなかつた- 巧と^ては巧.併のぶ；^が危巧に满ずるかと化けれる朽に、 不干巧化巧の巧ががホなされわじとも 
ある-何 拟 にか、 る？^ なを おがし わかけ、 乂 ヘィンに 糾 巧を もつ W のが ホを がな する ことに 化つ て 一好 M むにむ 
るで あらう- 
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三 フク ンス とス ベイン 

V クン n ホな のか 巧に 化つ て、。 もな お S 利 巧を 化する ものは r クン A でを つた- ビレ 幸— QW 说を W てて 乂 
巧 巧の 取 胡が 巧 はれ、 が も パ-. ダと か：，， 、卜 "了- ス V.X ン化 巧が 一み かの、 いづ •、フランス。 み 化で 巧 巧が*/、 
ので あるから、 巧词巧 ほ" 拘ぃ 、た W 山 ホん とする < "化が 伯 巧 巧は がみに 了 ザし うると ころで をつ た。 

巧し 人 W 巧 供內梢 的な おわる L ォン •'ノ A ム乃地 巧は A して 怖 ではな かつた。 W 巧 化 《巧が からい へば， 正 
がか かわる マド リザ ドれ W にぶ 抢を 化む する ことは、 r クン ス としても； 一: 巧 亦ぶ せらる ベを 巧ので はない。 ツラ 
ン义巧 人は 適 化む かかとして これに 祝り うるので ホる-お W に跑 する V クン 乂 人は、 W じ 化 化 巧が にある マ •トリ 
ザ ド かがを がける ことを ホ 巧し、 ザぶな 巧な でぶ も ホが がの 取引と して 利ぶ みる 化が にな 中す るの がむ おでち 
る b 化ん やッ ラン 乂 巧みに 化 巧み， なを 卜：： める 人 化 巧おボ が、 な 化のに スペィンぶ がを 巧 助す る ホ 巧を みいて ft る 
巧に、 C れを 抑へ けけ ょうと ナ るかが。 が-^ はがるな けむ もので をつ わ。 

巧し、 ブル ム内 則の 明けの> 化けな ホが みみで 支つて、 必卡 しも マドけ プ K 软 がに 化かの 霉を もた チ、 これ 
をぶ げする お 化がん 满 巧を 稱づナ る C とを 化かし わかく ぃ】 える-ま わかみ なの： 化には ホ か A を U おする セ 
1 ス厮义 なのが なのかく が： £ のの® をが 片 する ポ も无つ わ。 かがち 卽 ちわが かなち 人は 巧 » のはぶな ち 
巧 « 巧终 にがが L てがた ホみ 化が に 巧む の 恥を 巧 〇、 イ ドリ* ド 技が のぶな にお 巧；： ^ 巧の ぶを お 明し わ。 

ブル ム ながけ： ぶには ぶが 蝴 巧した！ £ 曲抚 ぉを 筑 おしつ、 、化ぶ には 晒 W 巧 K おして、々 货 化けの 化 S をり 巧 
とする 巧が •なにな 巧 ザん こみを 超ぶ しつ、 A つた" か、 る 巧に 巧で がけは 了れば、 すべて 0 化み 化が はお 泡に W 
f るのでろるわ。、 4.リ^刮-:ホ扣が巧*-がリすろ牛な.^つた-^でろろ；；.， V ピ《プ ト^^ ^*-と T ^*-ろ3巧*:^^* 
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谢 Wi み ホン イ ベス 


わにな 洲 R 中を 巧かず るむ 巧みむ W 、 れ巧 巧の 内將 巧が なかに 袖を 化ぐ 巧れ t ホ かあつた 

ツラン n 塞が 巧つ マ 間を く、 •ハ， S ム嵌爾 には ごム はがが マ f 。》 ぶに 霞を 巧 わしつ、 ホる との 
- をが 化ぇ ちわ" 巧し •九：；：. •ハち 巧一: 十-お = の なげ 態に 於いで は、 をを ビ T ル • n ごが おおのを 

を おした に 桐ら 寸 、♦化け ホ ■个ホ かぶを おかして、 巧が としても、 阳人 としても がぶ おを スペィンに A 化 ナベ わ 
ら卞 とかたし ホ" この ぶれに 化 < イルム 巧が 5 援は 巧は じがいて これを が A する であらろ リ 
ブル ムか 相は と 巧；： 个 = に卜 .なみを をけ みに 出 怖して、 ホ- 卜 巧は 巧を 一. 口 叫し、 おに A 巧； rH の 巧 明 巧に 於いて 
佈闻 ながけ 讲巧 巧阳 にす. 小が 化ぶ にぶ かする ことを 巾 入れ わけ、 化び に 化 〇 巧へ 寸ツ クン ス がー ザのに t のか 巧 
を 巧 巧すべきな 巧を 裝み しわ】 

巧る に スペインからの 巧沮 は、 ツ ウン コ 怖に 巧して 巧 •が WW が 巧 助を 巧へ てゐる ことを 3 &へ われ わに、 化が 
がな わる 人 化 哦锭 のす みは ホぶ にお 师 化して かわ-例 へば 巧 巧な W 巧 パ 扣おボ ユ—才 I の A 巧扣 H のがが の 化き 
は、 叫 C に 『スペィン のか 狀に W ; し、 む、 心 ホろ々 め 巧 おには 中.." -5 閒 巧は がしない 。スペインの 々化 巧の 化 化 
は、 W にかみ の 化 地 か。 がリ でむく、 V ランス 阳 ぶの 化 化で ある：；.- み 速べ わ" 化 ホ 巧な 巧 トレス も 去 これと 
お 巧して、 マド リザ ドに 巧す る 巧 巧の ぶかを 趾 f わ-化え て A 巧-トーり 、が一： ィン サ） 十シ 3 ナル 火み が パ 
リに帖 かれ、 巧-仰 ：い：；- 的的询 袖が を 如して 不 .卜 がぶ む W 巧を お W しわ" をれ け 巧に がける ツ ランス 阳 内の お 

がの 装む 曾は こ、 店 学る 二と をを する が、- 二即 にち 了ゾ ，-ム なの •一" 山け 巧る 党む が控 化つ 

わり ちれは 恰も； 九；：： がの 貼が のな 巧に 巧つて、 クム ゼ I •プク ドー 十 A F が ィ¥ リスの 化 W を 巧 化し わと M 
巧の 中： 巧であつた といへ ょぅ- 

ち もツ クン ス S なち 崔讲ん かミ鹽 にがいて ごン マに のつ てむ た* とい ふ 川 山は、 ホぶ & ぶに 巧 
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する がか w 巧を 林ぶ にが 化め る w たにけ、 Aw 巧 巧 Aw . はがけ 卡 .ろ ホ-」 ぶは ない-を こで をれ だれの 卜 •化に だ w 
リ はない が、 化かを ぶむ する ことけ. かぶし むいと いふめ である。 ぶ も 巧 ホが なか 众去 U 々に 巧いて ブんム 内 期の 

べイン化巧を3^/おすることをがぶしれが、 このけにけかみなと：？ - ホ麻をとろことが化ザなかつホ。 

化乂ス-、ィンにがけるが$^けかのぶがにつれて、 巧-がホ闻の巧训もホ化にぶ助にがれ、 ホなが»利のおにマ 
タン スの 巧る ベ さ •卜 利な は 湖る， へから ざろ もの ホる やの なかを 化寸 るに おつたわめ、 マ クン 义 をぶ 木 巧は 不 巧の 
ぶを 强 め、. 九 一：- とが： 巧に け スペイン 本 4^ ホび に 古" ザ n に 巧け る ド f ッの错 のに 巧し、 パリ 巧が からな 巧な 
化 巧を 巧 巧した。 M 平 九月が 巧 ダクず K 巧扣は « た 々のがぶ にが’ いて、 『巧 巧は す ；小 巧 巧ぶ をな 巧に かる ことを 
ホ y ナる ものであるが 'これが ために 巧の おがに が へられる こと、 ホし く：- < へば マ クン スと化 アマ — 力との 巧 巧 
抗やビ レネー 曲 巧の# 巧せ rj れる ことは かなす ベ 5 段り で 化い.- と 速べ わ W M ザ 九 巧 十 AH 、 ッ ランス ホが プル 
ポスは W 巧が 盟 おみに 巧いて' ぶ M の 巧 巧 巧を スペインょ 〇批 おすべを ことを 巧 求し わが > をのが 巧は 一巧に 化 
ちれなかつたり 

この 閒に パリ 化かが 不下ホ 化 巧を 巧が しわのは、： ぶには 阳内 わなの 巧 おにょ 5、 化ぶ イギリス 化が の 巧 巧に 
化る ものであつた。 f ザ リスの お 巧な は、" ン ドンれ 府がッ ランスれ 府を 巧へ て， で. 卜巧巧 巧を 巧 かせ しめてた 
るみな 常 しれけ 化 ども、 巧 巧には このな 巧の 乂 元が バリで あつれ ことは、 巧 •牌 W ながめ 一致し で 巧 巧し ホと t 
ろで ホる" 巧し 化げ の閒迎 としで、 arr ゥン 义供 巧から が驼 おやぶ 巧 巧の なられれ々 巧に ffl み、 すモ 巧は 巧は 
巧つて イギリスの ホ玻で A るかの か々】 ホを 典へ、： 卜-ト ホを U みが" ン ドンに 則ぶ せられ ホ 巧は】 巧 かやぅな 度を 
W しわので ある 0 

r う ン1 -::;:?¥化"^^>化ぶも-:も、 け5*,;な、.み-1をちみにぶ.‘-でシ、，- - t f . は 巧け よ、 r うン〜 かな 


. J ご、 . ご Jkft と* こ ザし 化め たも^は マタン 义のム 巧で あ 
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C •て おを は ド； s 担を 叫け ミち 支で， ち攻 f なに 抑し 爱 たちは ッ ミス のん 法で* 

ミ^ t を 5 ザ ii ち— ミ、 ミン— 霎を 11 ザ® とな i 
をへ—、 i 、 屋 2 i つた？ や— 化 思— i 速」 わ 巧 i を iw の 
な口ゎ 爹音 て；。- ち浑 S ミーを 强 おが、 找」 ろ 化援接 ミ 落すな、 IK ド； に 
巧^て け没 性 さき 5」 ミミ ミ* ろ、 一九 一一 苗聖ち ド； 审 《ライン， ン 4 せに 典 S を妄 
.3 れ？ ミを が’ そ s ミに して ドイッ 為行 巧と を S 蓋が イ ベ， 互な に ホを はし， ミ，— 
5 f J ご； 君 わ 巧を i と」 ミ畜 いて Allif いふべ 
さで ちた'— ド； け -T ン地 おに 巧 曲 占を 巧 巧し、 化ぶ 巧-け 冉巧莫 度なら ろ 车るあ 《にち 

たが、 こ 琴-; i 控活資 《"苗 f た si ミ 零 i — い； ン iu 

がけが しわと いつても 过 。ではむ いり 

こ 《*9 ぶ 召ぶ 叫 ミろ へを 忘を- 另 器-ミ、 は 巧に 於け 3 イ军 "ジ ふなか 巧 
しで， 完 で 送 巧 背 学を S 馬 ち、 ；， ご爵 《器を 巧-ミちた まな^を して 
; ン n 品齊 、一-ラ N ; 援绍 たかな 3 装を へを にを さ as わち U を ミるな な 

いす 楼れ ろで ニ インに 巧け— 看 か S ま、 技 人、 曲ち 襄げ 《留 として、 ナナ 蓋の 
なち 户夕捷 高で t ミは な SS も uis ’ M ミい ミ a 至らぅ- 

イ 

巧 の 巧 的い 利 化と を いれ 巧 

^ お 巧 《ニイに か； 僧は" だまた ッミニ 巧と 巧 M 1 SE 川に さ— つ乏 とい； ろ 
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をして 地中が に-化 巧の が ザ： をれ つを w - 扣 •が ぶ ニー 入な はず ♦ K * け、 义 ペインの がが を 地 かがの 巧 か 卜^、 
をわビスヶ—巧を火巧ホがが巧め视巧から瞄る巾んとがへることは叫がじが巧でみる" 

だからスぺインの内化に巧しても、 巧.佛*阳の巧つわ懂じ何とじくぶ巧あるかホ拟を巧へわのけ、 ^ つじ 
はブ ヴンス にれ 柿を がる ものが 人 化 巧が ぶの プル ム內 W であり、 巧 巧に 於いで はが 阳一软 内 閒と いひ ザら、 がが 
は 化かな ながで みつ わじと である-をれ にも拘らず _wws 化ぶ がか，： 一:; のぶ 内に W おし わのは、 陪 なや K がを 
巧 巧し で S み S 鹽ミ ミ" 卽ちこ 長女 もに」 で 献が巧 2 火ぶ が W つてな され 乏 と* 阿 登を 
ナる阳化ずおのむ巧へであつわともいへる- 

か<して巧巧されわゾルム ボールド々<ン化巧は、 スぺイ；内乱への巧灾に脚するじ9、ぶるなみけ«巧女 
をを阿み卞るッ ラ ンス内化の^〇^と、 巧にぶ巧のおるを狙ぶ卞ごック ン乂人的れ巧とじ^巧むものでをつわが、 
を W にかつ でけ ぅつて 恥け のけ 巧れ 巧で A つれ. イ ギリ X かぶの 巧 おは、 巧 巧に 巧ろ" W じす 4 つては ならわと 巧 
ぶを 联 にし、 巧值 《蓋れ をた をと 《を、 行" か S がに 現れる までは 巧く •へさぶ 高 爸は巧 おしない 
のがを グ 蓋で 窒 .たた： 車が 爱が イギ " X 製留に 化ら サ ，がつ て . V を S 蓋た、 SU とお 

人を おかしれ ので A ろ- 

を 曲曲 内の 巧 向は、 スペインに 於いて W 約 A すろ I .つの 啡 巧に 巧し、 をれ だれの イザ ホロ ジー からを の W 巧を 
巧に してむ わ】 巧ぶ を おのれ 化は、 ッ クン 义に 於け るかく 轴 K でけ むかつれ にしても * f ギ 0 乂 ^れ< 一六 六 〇 
がの W ホ：： 一‘ が、 杞ぇ卞 か 女 巧ぶ から ホ忧 むか 户 をが 除す る ことに 巧め て おわ 阳に玲 いて、 か山隨 巧。 判 巧の 中に 
化ぷのが化の施化が加はつわことけ化ぶすべ き^5!?をであつわ- • 

々巧. W . が： •ド d イト : wruL 、 がよ W か：' > ーコ なと 巧した こと* 4 ぶ". 」 ころ L - して、！ W ぶ 巧 W も- 
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巧に 刖 たてみ «& 巧 わた。 じれと を くれ 巧を 巧に する 藉巧 曲がが、 例へ ば バスク 化 义の觀 災兒ホ をれ 化に 化が し 
てち 本 S に 引 化つ わり、 巧で にょる 巧 巧 化に 巧 化、 巧資 呼を 補が する 巧の 化 ザを 巧つ わ 巧に も、 じれ じかして 化 
がの が 巧から が 巧を おせる ぶが ホつ わ】 化れ にしても 巧 曲の 巧 ホれ 巧の お 木を »れ わか、 る A 市が 巧 外的に お W 
の お 化を おおした ことは 巧ぶ し W むいが 巧で わる。 

この 閒 にがが 巧は、 ほかが ホ 卞巧化 巧の ホに 巧れ て、 巧 か卜： 、化が 卜； のがな を阴 巧し、 f デォ "ジ IQK ぶ Q 
ために W なをな 巧に 化する ものと 巧 じ、 の硝 ホ： 2 なぶを 班 巧して、 ながな かがを 阳路れ 地 巧に 沮 込んだ レが し 一 
の5:3;がはか、るか巧なの攻やがおなをかいた巧巧であつて、 お0に巧««がな祐3地化にホれば、 か巧リブル 
ム 化かと M じく、 ホ： 个 ホが 巧に がが しれで あらぅ と 度 じた。 イギリス 政が の^に ついでも M 巧の ホ g はなめ ざ 
るを がない。 ちれけ 巧 ホな 巧 ホぶ の U : 迎 しとして、 化 H 內化 のが 巧し わ 時に、 乂 .ヘイン 乂 ホの； H 賴を W する もの 
は、 巧が に ホ 千が 化 巧を がげ しわ 阳 である こみ、 また みれ がかが の胺 がを W するとしても、 内 化 巧の 巧 巧には イ 
ず リス 巧 本の 助力に 佚つ かれを こと、 がに スペィン 人 めれ 巧から 化で、 巧 •がに 巧し 巧 H ながかず 巧を 巧す がか 
さむぶ を 典へ かない ことを 巧が しわ。 ザ； しこの 化 姐し は ><<^ の拟 測に おする もので あつて、 みがむ るれ 治の 
むなょ9もがろホかが枯爪しくけ化おのか-5?>ょ0ナる巧巧を饼をせんと卞るわめに州ひられわりげとも化られる 

ので あつれ。 

あ惧 化が 黑 のぶお からい へば、々 かおの 巧 がれ 把 ホに 拘ら寸 、マ K リ》 K 化かが 必卡 しも デ々 クラシ ー のす が 
にが チして、 がわみ 乂グ V のぶ 所で あり •デモ クラシ I のかが 化け 巧 W むみになる から、 スペインに 巧いて かで 
ふ 一 鼠の W 巧け 巧に 巧 曲 巧め 化 化に しれい もめと おへて & わ レ ホ かが 巧の 化 化から 化が K はぶぶ り 巧 31 ロブ 
パの 巧 啼をブ ける C とに 巧* とし、 巧扣 巧け がに 识い化 地.^ ら 人が 化み の 平 かの ためじ マ K リブ K 化を まげす ベ 
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しとが へたので あろ- 

を 卜-ニ イン 化 萬に ミ、 卜：卜 篇は潭 造が 宿 ひ 遣 I を 《達を 室した こ 九 •二 辜 

一 早な S : 卜院 にが： i て、 叶 W イ 1 デンは 巧 《掃に 巧へ、 『ニ イン 内 化 S 姑 化、 ぶる をが れ寫 にが 

がのに スペイン をぶ がする み考 へる のは ぷ である A ぺ f ン人 のか <. M けむの がい： おは、 で 巧を 巧け な-^ つ わ 
阳 巧に 巧して 姑 ルの W ぶを もつ ものである" 永い 股で 化れば、 で ホ 化 巧は 想し さ 人ぶ ホぶ であるの みなら ナ、 4 
たおさ 巧 巧で も ある — j となべ ち 巧にマ ラ ン コ？4なをの巧にがいで'^， ち田なのゴに巧れち 夏 ■ 阳 
W 阳〇巧 化には 站 がと 紀 ホと 地现 のが 忡 のぶる •へからざる ものが ある 一 じて & れ - さ 〇 とて 义 ベインの 角 k 
保々 にイギ "K が I 袖 . むで な 5 ことは、 -vs 巧イ- デン ホ資 "から • It — はお、 S なが S 扣 窝ザ援 あ 
る刚 巧で お 〇、 5 インの W 味養駐 々堅 《苦つ いて 一巧して わる 一と 璧」 窃 された (苛-】。 

巧略卜 一〇 切 おに 巧いて 巧 も 巧 巧な 站 は、 ジプラ ルタ A の 巧 化と をのが 快の 站お にがる】 この 閒胜 は、 ジブ ラル 
，ル 巧 巧の 巧が モ"》 コ、 卽ちジ々ザ*ぴにメリラ地义に巧 • がの巧巧佑が义妾巧やの^^をもなをするのて 

あるが、 巧 S をけ ぶミ冀 にた 了、 を是闻 となろ へを ぶ」 4 化な 3 富 馬」 で芙。 

スペインに 巧す る あ 曲の 巧 ホの が 巧は W ら巧 ぶと 巧 巧と に 期す る もので あろ 内 化の がまつ わ】 垒另 がに ス 

ペインから お告 なけら 良廣 おは S お、 端 巧 巧 墓 忆援拽 で & つちを 《妾ん ミと •違活 はぶで と 

して 巧 W 人ので 巧す る ものが ホな にあり、 巧 巧な 赖巧 f な 時と おなされ ホ】 この 巧 巧の 中 でめば しい ものは バロ 
セ： ーナの 巧ぶ みか、 巧进が 巧、 な 物 H 巧 巧で あつたが、 内 化 巧 巧と 叫 巧に 巧み-の 悼 巧を ぅけたり 
巧な 0 わ わに At の 中止を 止 むれく され ホ ものの か、 巧 かがの A 化 地 ホに がる ザでは、 リラ ンコ 併と ロンドン 
敌 がと Q 煙 ミ讲 S がたない わ 《に* との S 巧に 巧进 した* S へぱご ダ； マ 地ぶ の 巧 タオ •キント 
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のかく、 バスクが 内の 巧 w 川 打 かさ もので みる- 

を の 巧が、 •巧 曲 W 5 巧みは： 九 s ホが I 巧に おばれた 巧阵 なぶに ょつて ホ ホされ たもので みるが、 み 化の ため 
に 巧 巧 f 能に お 〇、 W もな く 巧 W 中 ル Q ホな， じ おつた-がるに V ラン n •卓 卜；： 巧 M なに 巧いても、 » •が-ホ 曲は 
W か-本に 巧ず る 巧 巧 化む のけ 巧と して、 化が 約 巧を f じ 人れ る ことを が 巧と なめ、 巧 ごでの 巧 巧に 巧 ホした。 を 
れがわめマゥ ンコ巧5^は、 巧-怖人が巧-むをおおずるがをには、 巧おをな府に引巧すか、 おしくはその化をにが 
なする 巧义け ゴ ゥン 巧を 巧 かに 化 巧 ナベ そけ をを ホした W をの 巧 糾巧树 巧が との々 巧に ょリ ，巧な 巧な の 八 巧を 
を スペイン がに to 化な し、 巧 化の 一; 间は グレず* 卜を化 巧すべき 巧け に 巧め わ。 

化ぶ 巧冉 から スペインに 化 向けた 巧 品の なな も 内 化の 遞巧 じつれ てが かした わめに、 ぞ W は マラン n 稱 巧の K 
化が とぉ 巧に 入る 化 巧を ぶめ、； 丸：；： ZJ が トー： 巧 にんつて、 スペイン 側から アルバ 乂 公を、 ち阳讲 からは" バー 
卜 •ホず > ン を W 公よ の 化ぶ として、 をれ ぞれ化 地に 巧ぶ した" じの 巧 狙け ち 尚 かがと ブランコ がか 巧 巧と が 父 
巧に 人 つれぶ ー ホで れつて、 どこを もが 一 S 巧な にお 十る が 虞 巧の 巧れ 妄ふ •へを もので あつち 

ぶ イ》 ザ— のがぶ 削が 

ス をが ホぶ W ぶの 澤を おぶ する ことは、 巧 ■押 巧の 5;* なに 比して 巧る が 巧で ある) ちれは 化か K 巧の 巧 化けぶ 
L 巧せられ 卡 、な 化 W のが おを け. つてを のをぶ と 化 化しぅる からで ある y 乂随に 巧け る； 一； 巧 公を 度 ぉぶ W ぶの 中、 
ホ イタリーけリ ゥ ン乂巧に乂べす ンと近がしてろないとしても、 巧拍ょりは近巧である〇 ドイツにとつてスぺイン 
^ 還け 巧 完抗6 巧で を、 ッ 時に とつ ミ-; 进定 がで わつ たと もい へる で ホら ミ 
巧；" 1 が エ乎ホ ミ 巧は のが 巧 にも拘らず •：イ ぶ 化に-十 巧の ホを 巧め たのち 一は 地中 あにが ける 


115 


り J を s たでを、； 巧を ナる芭 基で ちわ 一"，」 法とは-マ. 卜 ，''点な 夏 s 色 化 

冊が 送を お 至 ことけ、； ミト 化 ホに 巧す る 空で あ. ると S 化# から ホる ち ホろ 夕 中を 相 《みな 
らス 地ぶ 政犹 であつ たにしても， 带 苗が のバ "セ" ナ でも ヴこン に恶 基の ミのを され 

る ことは、 に 王/了、 ネ 1/ ルスに 巧す るが 巧を な 化しない 巧に ゆか じい 

崔 巧な 戶 つても 卜 こと； r 卜 ち蓄搜 をみ’ て， ごに をを 苗を T 、 モス， 
リも 吁窜を さけ、 ィ *，1 堯窜ぷ 度 化つ て マち 管ら-;: を 化と ミ 支' (た CS 接は 一 

九' 一一を 卜-巧 二十り S ミん て レ’'^々* 了 モを巧 山に ポ イタ 巧 《巧 おし 产 A 义に援 ずる ミが でさ 

ろ 

巧る に； み： ' V が： 巧： だな 臭 夕げ掩 なち 地中 努規 裝さ另 L たちで A ミ、 イミ- 
の 窝 にを ぱ 、ニ インに 望 違 苗ぶ を さち 器む で じ t いぶで ある" 

をろ な 円を：： の 冷に、 ニ イン； でが ご-マ S 窒に一 お 柏 萬を ホを K け才 るの 化と なつ 
ち ホな H チ ォビアが 巧は； 奎 をを るつ て、 巧 一期の が— をつ わけれ ども、 エ ナォ ビ了閒 ちな 思 
をを する 化が であ 〇、 ；； 卜鬟る W 器め 必賣に 巧す る こと 去. 寬で ホつ て、 も クと巧 こ 
-い 革に 居 2巧= を衍 巧ろ をみ.- 痛を て & ちイ， " I が' ご f ンに めいて どの おちを をな 巧して 

t ザを 占つ をは 茹で S けた t ’ ； 里另 で； パぶ =に； ン 之ち 塞」 5 爸 、ボを 

の 某 系 寡と がム * ッ " i S は。 をぴ S たきち じつた- 5 化 化、 巧が 巧 巧の 巧に 行 はれて ゐ 
た イミ ムミ ンコ摄 は、 を S 的から； シスト 保 S あ 長い ミ； けたる やぅに なつた ミ，— 

い葡 巧に ぶ 巧" 赛巧立 も： ゴ： え' .‘ ホ： '"， ソ -ごコ 巧；？ を」 なには ミ U でを 


m 
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が •ついで々 月；- 卜 •りに ホな がが ビ * バず にんろ に？^ ん で、 •ー ザソリ ー ニな W ゴ^ゥ ンコ 巧が にが W をな つ 
で、 をのを 义 をが 閒 巧に 巧 おし ホ。 A 巧には なけ 乂べ f ンホな ザ-*- 協リ して 巧 巧に 加け つた 个 一ー ホの イタ リ—将 
化め 巧 おを なおし、 八 巧 十阳 りょ 〇: -4-::. H になる-;- り 問に イ* "リ ー 彻の 巧け わが 化が 巧 巧 + 化卜 六れ、 巧が 一一 一 
巧 二个扣 ホ、 れ巧ポ としでは、 4= 化 六十 お、 お ホで ホ 巧卜 ，ベれ じ卜 •るけ を おぶ しわ J 

イタけ— WC 巧い 卜 、巧 ホ 巾ぶ 巧 W の ホに、"— マ 化が としてけ 地中が じめ ける 化'^、 ぶ . WWW にがず る 巧 
巧 的 お 巧から、 ブ •ベインへの- > 棘を 化‘ むした ことは いふまで もむ い 『" I マ 巧 议巧巧 J の 巧 巧が、 どの 地 
でを をむ かは 巧く 州み しても、 イ タリ I が 地中 術を W つて-巧 巧の お Jt ミミ 3 Man- とたさん とする 念 议は仍 
る强 がし：® いところ である。 ムザ > リ I 二の お 巧の 巧む は 了々 グス ッスや トゥ ヤンな 巧を 4 がする ものと いへ る 
であらぅ 0 SI マ 巧 化の 化 化は 曲 讲と了 ジア、 了ッリ 々の むられ わ-なかに 诏ざ 化かつ わに おらず、 今 H のかが 
は 化が お而 のをな にがが るので あるか。、 イ タリ— が これにげ ふ 化けれ 巧を 化ひ义 つたのは 、株め てり 巧の たと 
いふべき である" を t で、 巧 •拂 のが-み 如を の ムに祖 して S ムと W むに、 地中が の賊 門を 化する ジブ ラん タルと 
スエズ 进对 のぶが を 化から 巧 ふこと を wt り もへ 採と 半 ，へわ- 

マ クン ス け 地中が のが おに W 化 地を もち、 木阳 との お h を 油に か 人れ が 巧を ぶじて みるに 拘らサ 、地中 か のん 
= をぶ がするな 勾を 辟へ てたない 。これに K して、 を W は 地中が に询 k を もわない に 柄らず、 をのが 阳 S 人 りを 
刺 化する に 担る お：- f - f ： •を 巧 近して 占る。 だから、 f タリ— け 地中が A 中 か •シ シリ I と 千 1 ニ ジアとの 未 近を W 
めても、 化 巧に お WWW に ふれろ ことむ くして なみに 地中 湘 油 巧に 致む のか 化を 助へ ろる ものみ 巧た。 併へ 
ば アマ M 々化 巧に ソマけ I と. エ子 オビ 了と エリ ト "了を むな ナる 皿み-的 てる 巧 介に け、 をの 巧が にが‘ 巧ア ーで 
ンとぺリ ムな5お«地が：^:在しても、 ぺ .： ル マ ンぞ/が峽そ巧ぶ卞るに化る攀にホる- 
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ジブ タ A タルに なると w 煤は 巧に な 巧 化して < る】 イギリスが この wiir を夕 がして、 地中 おを がナる ことむ w 
ホる のは ホの； 一； 的の 巧 かに 化く ものであるけ 

二】 イギリスが 巧洲 にがけ るか おの おが 力を 巧 おする こと。 

ごごを W が ジブラルタルの ホ 巧を 巧れ する こと。 

ご；) ジブラルタ*の^?=^とおかとが、 巧力の妨い中か的、 卽もスぺインの巧んでもること。 

巧つ で スペインが 巧 力のに 强阳の 巧に 入り、 イ タリー と 巧 巧す る おを には、 お 巧の 巧 おがが スペインので 化 巧 
ホ 巧な 米の な找 のがれに か、 る ものであると 巧みを 圳 として、 艰 渡は イギリスに とりなめ で 曲 巧な ものと たるで 
をら ゥ〇 

例へ ば スペインの ッ タン n かかが 巧-がが 化に 巧 巧し で、 ジブ ラ A タルの 語と 巧が の アフリヵ 巧と をが 萊化 
すると か、 巧し < はイ タリー に 巧して ちか 华がお 地を 捉 化する かを ホが がれば、 イギリス はがる 巧 地に 巧る こと 
とれる であらぅ 。かやぅな ホ 祝を 舟が しでの イ タリ— のか 巧は、 他 H、 英 •傅の 祗まが イタ ¢1 に 巧して； 小利 
なにな くこと* る •へきを 来 巧に いれて、 マラン n 巧 助に 罪し わ ものと を：； 也し がるので ホる。 

マ ランスは 巧 ー ホ 化が 乂联 U 米、 不 所に イタ"] のが 求し つ、 あつれ 化が 力の わ 巧を 括 巧して がち ちれは 一 
おが の H に、 アマ リヵ 供 お 地 か。 ネ かの お 力を なする が 巧みる ッ ゥン 义 にかつ ては、 地中が 巧泌路 のをを が 
巧 巧め 刚啟 であつ わからで ホる。 をれ 放に じを イ タリー はまた この 巧 曲路の 渡 巧を ホ 巧が して 巧 巧のに スペイン 
ち お 力す る じと を か 尚し ホ。 财 化と 祐巧 力の 卜： から U れ ば、 併 •がの 巧 K お ホは プラン 义 にお 巧と 化ら れれ J 巧 
しがが がが 巧の 獲が にょつ て、 じれを 巧ん こと も 化 おる 'W だか rjf タリ I の ホ 巧は 化 中 化 S バレア レス 巧れ を X 
ペイン から^する ことに あつた Q 


1 化 


t ぶ プラン n 平が がみに ブジ a リヵれ ー パレ T レ* 巧 Rs 1) を 山 化しれ のけ イタ"— を ザの 巧 助に 化る ものと い 
けれ、 巧に バ ：ー セ ロナの 化 巧に 巧して、 巧 •巧 某の 化が 化と むつた の もこの マジ" リヵで わつ わ。 

イ ダリ ー 柄の 巧むな 巧 帥に 的して、 ツ クンっ かがは、 巧ぶ 巧に おつても 、みなのに じれに W いょうと はし 
むい。 スペイン 人 化の 蔑 も ホ 必ずしも イタ yl になが とい はれない 化が にある。 それは スペインの 大 ホが イタ 
リー のの なを W 度まで ホ 巧して おる かどう 如 不明で ホる が、 一松 的に 化て 千 巧な 巧の 巧來 する 化む を 巧ない お 巧 
であらう S 

ムハド イツの 立 お 

ロン •トンに なぶされ わす 千涉罢 U # (巧 3) に 巧いて、 ドイツは が 巧 イタ 91 とを の 環を •一にし ホり をれ はス 
ベインの ホ か 巧に なつて 1 ラン コを巧 蝴卞る 化 巧が M サ すして 一巧 しれから である。 巧し スペインの ぉがに つ、 
て、 ドイツの が おは イタ リ I なに 化 巧では なかつ わ-とい ふこみ は、^!^ ホ かに 反 巧す る こと も、 4 わ スペイン 
に 巧 か卜‘ のか 巧れ 地 ホを 占める こと もが •に K イツの 化 火な 闕 むがで わつ わけれ ども、 地 巧のに 化て イ タリ— が じ 
化 巧 的が 巧を 柏つ ては わない。 ちも朽 の 化 地から いへ ば、 エで 化の 巧 化に あいて イ タリー ょ 〇 も おかに なが 
にがしで わる ドイツけ 、スペインの 化 ホ 卞る瞄 巧な にを. < の賊 むを もつ て わ わ】 をの々 に义 ペイン 巧 化を 利用し 

•一て 新式 髮 S お 力を な 《さろ とお 忠」 てわた とん W へたる が、 一驾罢 買を な？； 二 力 望 巧 

^ おが 一二 巧个 六：！： から 十八 H に 直る バ 《 セ ロ ナポの 化が はこの がに ついて 巧 化れ れ 巧を 抢化 しわと いひうる であら 
t ろ。 か繪 、これらの 巧 巧 的、 が ホの 巧ポ は、 巧 巧卜： おしく は 化か^の た 冷に 化べ てな* わるもの であつ ホから、 
麵义 ベイ も 化に おする ホが か 巧に 巧い ミ、 イタ。— にがけ ミミ、 ドイツち にがいて 巧 かにみ-くの 批判を 


1 が 


范 巧し ホ。 It 

义 ペインの をを 巧 巧 する ことじつ を ドイツ. ナチ 乂の 巧が が W 内の W 巧を 巧な すろ のはな！^ aao とで あつ わ 
が、 をれ とても、 fs 儿 をはめ のめ 巧と 化る ょ 〇 も、 一 株の 巧 巧な 巧 的と 解 十 巧 巧で あつ わ-一 K イツが 化 
がの お 曲と しての 议 。をみ すには、 がか 、 WWW が化胖 のか M なる 地 W の％ をん 巧 奴 しないとの 化 意を みす じと 
がか 巧で わつ わ。 をして ドイツは 一九】 八が のか 巧 巧め W 巧、 こ、 じかめ て 化が のな 田と しての ぶ 巧を 巧つ たの 
でもつ て、 これが W 内の ホ ホと ホす 义 なの 巧ぶ 巧に 满化 巧を 朗へホ ことは いム をん ない y 

スペイン 内乱の 的 巧を 油 じて、 ナナスの 巧 帥 巧は WIVW 巧の 巧のと » 曲の 人 K 巧 «闲^ と、 ぶに ち W 々働 巧 
とを A ベて 亦 巧した が、 一丸； r レが 九月の- 1 * I レン バルダに かける ナホ ス巧大 みでは、 ゲザ ペル 乂な W 大 松の 
= から、 K ベインの 化け ポリシ 王が* キ I の 化か み W 巧の 巧ぶ 化り としで 巧 > の乂 ちが 巧ら れ わ" t のな ぶに 
於いで ゲ* ベ A K は、 K イツが 义. ヘインに 巧して M 巧の 巧 中の 巧 •むを 巧わず、 まわ 化 ホ 的と 记 のぶ M なく、 がに 
f に道ぞれ い とぶべ わ) 

こ、 に 巧せ すべを がは、 この 巧 火み にがいて ヒブ トラー 巧が が、 ツク ンスと 小 巧 商 W とが 巧 巧して K イツな W 
がぶ を 巧らん とする がを 怖 巧し ホ ことで あろ J む 聞の 巧な を 巧知す るは k ， これに 的巧寸 るぶ 巧と して、 マラン 
スの^=^にプラ ン コ巧がモ樹だ卞る化采に山ることはおされぅるところである- 

スペインに 巧す るで 巧を 巧な すべき やぷヤ についで は、 •トイ ツ W 防！^ の？ と 十乎ス な 角 巧との 聞に 巧 化の 想 
网 がが つたと a ぶされ ホ。 巧し 一九； 一一と 年来から 巧が 一巧 か 頭に かけて、 な みぶ のが あは、 火が 消； jEA がが 
をみ めた ものと 化え、； iI;A ザ ー巧 十 i H に V ランスの 巧 巧 大巧 ブラン ソ了 •ボン セが ヒ ブト ブ 1 巧統 とみ 化 
した 巧、 ドイツ 側の ぶ 巧と しで、 スペイン 化び に-での 必 M に 巧し 巧个 のがむ のない ことを 班ぶ しわと W へられ 


は > 


が »4 み ホ y イぺス 


る ホをのじは ■ A 4 ンの：がわの咬化がお，ルせじがわに拘らす> ド{ ツ巧削巧は？^を拍へ 一-、ツラ ンス巧巧の乂る 
をが つれ。 

.この 巧が は、 MV ン K 彻 わら K イツ wisw の お张を rc 巧みの がが-と 化ゴ され わ ことに 巧 卞るナ 乎 K な绝巧 
のぶ 巧を K 央 する もので あク わが、 一が 乂ホ はで 巧の な 巧に 化つて あがのな をな め わかく 化ぇ わ。 拍巧 覆の 巧 
向に 巧ぶな ヒイ トウ ー 巧が が、 これを がで とつた ことは いんまで も あるまい。 

が W の 化が 火 巧 巧に がいて、 ドイツに 策が ホ おがが におす る 脚む は ホの 二 巧に 巧め せられて ゐ わ。 をの 一は ヴ 
ゴル サイ ユ化約 S 巧した 拘ぶ ——1 がか、 化 ホの、 W 化の のが W を ふり 均る ことで ホり、 をの 二は お 族 nA ホぶ 
の 巧 川に 化つて、- が 巧 ドイツ 闲巧 内に 化 タザら ろべ さ 巧 巧の ドイツ W 快 化】 をぶ 巧す る ことで わる。 

この 二つの H のに 巧 遇する 巧な には、 ドイツ 闲 K が 巧を がして t ヒブ トク ー 巧 巧の お 巧に なん C とは 巧ない と 
しで も、 K イツ 风 おの 巧 巧の 間 巧と ザ へられな いが 件に ついて、 巧び 大巧 审 になへ る ことは 巧 かを ホを なわせ る 
におら 化 如つ わ" をれ はが もぶ •桃-か 闻 にあいて •ドイツな 苗れ 巧か风 内を 巧の 友 持を 巧れ かつた と M 巧に 、 K 
イツに 巧いても V ランス 社 M の 政 巧の ほに スペインに- 卜巧 する ことが、： ホの 巧 相の おがの 巧 かとな 9 巧な かつ 
わので をる^ 

をれ なに-丸：： ぶが の： 卜す视 に、 ぶ 巧を として 乂 V インに なられ わ ドイツ 巧に 巧す る ホす 乂化府 のむ 巧 ひは な 
すろ ことが 川 おろ" 巧し ぶの 巧は 巧が にかつ でも^が のが 说 ある 叫が としで が卜： けられ •ぶ 巧が のぶぶ は 一丸 ：： I 
セ ザの 巧が W 来 中 ルせられ た" をして 巧ぶ： 小は 4 ら巧 巧が 即ち 嘴れ +; タンク 巧 巧 お しくは なお 巧の かす 巧が 
巧 巧な 巧の わめに 巧ぶ される との ホ H に ミされ た- 
ちれ にも 捣ら す、 V クン n 巧 助の な 巧が ホして ドイツげ 脚な にがらい だとい ふ 巧では なく、 人：：： のか おで わつ 
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たこを 巧つ マを s 黨が 管な つた イダ"* 上。 &、 X ヘイン 資 にが 嬰を へた" み、 苗 度 一つ 
には ドイツ人 冀 がが 透で ホ g 、 能资 でを つ わ 3 に イタ"— 護が： イン 人と 品に 揉 蓋 じた 

ことに も 化る もので あつ わり 

スペインに 巧す 左下 資資的 幕と しては、 ドイツめ 装 お 器を おへる ことが 契る。 亡 《おは 器 イタ 
ミと が更 を忆 がつ わにを ず、 ドイツ 0 累塞 かにげ なを S 襄】 九 H 華 S 类にセ ゲィ AQ おと 化 
なと に 店 《脚いた 巧 置惡 おは ミ义 ベイン S 尝贸 9 を == 的と しわ も S でを つ わし、 一九 一を ザ 真 十九 
=に搜でおぶさ^^わ两覆おはを《をが接のではなかつわが、 妾まに人つてから7 ンダ；7の瓷 
H 場を ド 至 人 C 乎じ综 さ# る 策が をし わと な へられた。 季るじ イ，， 1 は援菌 《をを 2 イン 

じ 巧 あして、 をのが 巧は 大麻 か 本 W のれれ じな つたが、 K イツから お 入し わがよ 巧 巧の 巧を は、 なわ 义 ヘイン か 
らが 約な をの 地の 巧 巧を W つて 史從 はれ ホ ことにた つて わる- 

心 V 断 巧い 態度 

一丸 云 六 ザつな、 スペインち 化が 胜ク ては 化、" ントン 《ずモ 巧 塞む みに や '、ては、 おぇず す 1 巧 巧 史这お 

の 躍が轰 せちれ わ。 用 •盛 はお. ツ！ S ド。》 ド 舞 某げ* 援 し、-;， V 政府は 巧 •が 5 ブ 

ン n 厲を 薬した が、 こ？ はお 裝に めいて 巧 じツが 《化 北 じがつ た-をれ は モスク 巧 おがが 巧 •が じで 
て かめて ずがな わ 地 化に ぶつた こもが 帖 w でを 〇、 巧に ホの 二 化は 化 ふべ からざる" ンザ ィキ ザ》 ブ として 巧 さ 
れ わので をる む - 

ィ"‘ "巧 t 也 でれ-../ ' f . - * 巧 叫て こ 一 L 卜 W な 地か^ がろ ド ，人 」 A もじ 卞 しも 乂 r イン-- 化 こして* - W な 


いけ t ども >» もアは をれ む 卜： じす 化れ 化な にわろ ためじ、 取な 化に をな をけ さな けれけ なら サ •巧 力す 巧 をれ 


1 公 




押な i み ホン f ぺ * 


いけれ ども、 P なア はを わ に； 个 化な 巧ね じあろ た 》 じ、 あの 的 じを おを W さ 友 けれ けれらず、 巧 力ず 巧を わ 
む みがい は r 巧 巧な 巧ので も あつれ" おりに マラン n の W おなが 採 巧を よめ、 化いて スペインが 巧 •が お 軸に を 
かしれ としても、 けむ おに 巧 かの 恥し < け 巧 ホ 的 巧、 h に 化される 巧れ はない】 巧し わりと すれば、 ぶ 巧" 
シ 了の 凹 巧と なつた ッ ランス じ 巧す ろか 巧が 化 巧ず る 化に 此 まる" 巧に 乂夕 I リンの 反 巧が ホ 巧に 巧义ホ 巧に® 
いてね る ミに がい 一、、 ミ啤 むはす こ n 還に 巧す K 安、 2 《苗と f 空と ミは ない。 從 つて モスク ッ 
のれが ぶと しては 、 V ラン n を 巧が ッ ランスに 巧 十ろ：^ 巧みな つても、 プが のな 巧の 巧が にはなら ない と 茜し 
わにぶ ひない り 

スタ，， ン かま 藻 Q 愛を をつ た 含、 ホと して 资 基を 裹に 行ん に乏 る寡留 おに ホ 巧した 巧 

に 在つ たことは 想 化しぅる レ 伉へ ば带廉 お、 化 i を ホ ぞザサ 若しくは レー ニン グ ラー ドょ 9 ヴ r レンシ T 又は 
バ "ご 十になる： J しても、 地中が を 持 山す る おな には、 をす ク？ の おが 力 をら むければ なら スバん チ 
ザタ 化ょ 〇 ず 狂、 ドイッ S 漂を 覆る C 丢 可能で A ろ ちれを も 頂 •が Q 賣で累 策 ふ g がりを 巧 
- si おいと 2; S 墓に 望た" 化し こ S なのな 奪は 郡な と 装との 拙に 巧隔が ある) といん JJ とち 萊 • 
佛 おに 平 萬； 嘉 S をを、 街 •が 5 平が に 巧し Tg を 闻ぢて 堅 Q に 反」、 巧 •が Q を 化 5 行 巧の かに 
ッが はま S を 怯に なさ i てゐ たを であろ ミげ 巧は 一空 山が 八月に をつ わを だ Q をと 寒 巧のを 
に 化つ てな おナる ことが か ホる" ホな かかぶ がの 化 お 被 巧は A ら マド リザ ド 化か 所がの ものに 极ら れてゐ わが、 
A 巧に 入つて からは 巧 •柿 •ギリシャ ■•バ ナ マの 阳 巧に te すろ 化のに して 化が 义は かお 水ぶ の 株れ とれつた もの 
T - プ 狂に-^ つた。 併も 八月 ホり には あ拍 化ぶ K ハが すブク か、 スペイン おがに 於いてが 水 化な 巧を 巧け たが 件が 
なり、 巧讯化が水化がれとして化邮じ两おを巧へわ】 こ^はやがて关-怖巧のが的にかいて化巧のれ巧のわめ 二 


じ*:: 


オンみ ぷ二 r - i な ♦脚 一を 脚く 描 w とれつ たも 2 であろ 

ブ棋 巧が 三 インに 賣 ぶを ぶかろ ことけ、 提 支， •ゥ "を じむつ て 内は めじ 阳 巧な 巧が あ ミーけ 
てム， 二は： r ; ム は馬留 ではない：- 疑した け わ ど t 、 ： 丸一 一 H ハが に 人つ て 某ぶ にか ホに 
も葡 する 巧と なつて むた こむ じ k して-ご ク けにが いでけ、 卜こ キ-一おの 化 胖ぶ賣 ち；—， 
ンの 一巧れ々 ホぶ みとが、 ぶしい 拥 ホを 巧 おして、 お卡巧 V - るが f 革 かの 株 巧 ザを 化した こ ともお こい 破が 
の ザげ であつ た.。 W 4 のじが 化 ホぶ の. パ 併を 巧 ひつ、、 か ホ じがいて 卜 "ツサー のは 巧を 巧 巧ナる ことは、 スタ 

，リンは 泛た ミを で 雲 K -7 ン ー再す を 望れ.：： ま卜 "ツ TQ 基&瑟 する* J ととな ろ 

けれどん 义ぺ f ン のかく 巧 巧な" シゾ >概 化し わがみ 化 化 2 丫 にかろ W は、 おぶ ホな にかす る 巧 巧の 巧が であ 
つて、 じ S みを 学る ミは、 で レ-ニンが インっ レ 1 弓 ンけ巧 二* 一 •星の ドイツに 巧して 拍 々を 巧 
しわと 攻の畫 を 巧し S た ミち また，、 ヘィンの ホ さか、 巧と して、 巧赁 なの 問に 乂缓 のをが 
攫され 50 ミ、 >聲 反つ て 達て； みけでは むい】 だから ミ 質 5。 をが 管に 中ぶ 襄 をみ 

つて マド リブ K のん 化 巧议を 化み てる ならげ、 n ミンチ ルン 期-がに ー ホを 巧 化す ものと 巧ら れる 巧れ も あつ わ 0 
^ ょ 9一« れみ h ぶの 书が からい へば、 み スクリ の 中が-め 聚は をの 巧が SW おで あるけれ どん •スタ la ン のを 
巧から 化て、.^、 るが ザ ミが のた 來に化 ホつ け ミとの ザ かは 巧る 巧 問の が 化が わろ 

■- 九-- J 、 ド AH :- リ 、を义 プリで なおせ。 れわ ところに 化れば、 スべ f ンの人 K 巧 巧は W 氏 ホぶ を にず る 
胡で であるから、 これ 卜巧朗 する わめに ブ晚 のか 公 お及び 阳 巧て 巧の 巧 巧 U はを の 巧抗の •-バ ー セント ザを 曲 机 
して マ ドリ* y にぶろ ことを 扣ぃ なし、 WU ホ* に 於いで たお 巧の-* ル 巧 逆が を 巧す る ことを なをし わ 巧 A 
巧 巧け じ*; を WS ぶ- k ... いぶけ 店が 巧 I 、 义も W な 4 でもぶ W をち $ も！. ろ こ L - L し 卜。 


もく， こ., gf 5 プぉ巧 〇 ホ か & ひに わな 枝 化が か W なるお 化 にれ はれ わかは、々 H にを る ♦で 公 お 4 られね 


じ '< 


みホシ < ベ* 


K へ f A に 巧 卞るソ 憤 巧の 武力ぶ びに か 巧な 叫か か问 むる 朽化 じれ だれ わか u、 々H におる i で 公 もせられ む 
い。 なし ソが 巧から が 巧な おが 巧ぶ しわ 巧 « は 何 おに も# つて 石む いから、 巧ら く •を 巧げ、 巧 巧 主、 をな 及び 
巧巧女化巧を巧ぶしホ巧化と椎拙される。 义もプ^のホ巧巧、 火巧化びに多社のザおおがマドリザド衍に化抬 

され わ こと 苗 S が 地が 化い b si ’ - 九；：； 东 S 寒が ミ 化む がが で 夏は、 おな 《宿 摩で わ トピ覆 

ぶが のが 巧が な 迫を かげ わ ことに 巧る も^と 巧 挽す るかは じい。 をの ホに 阳 内ぶ 巧 T 化の わめ、 ホボ のよ 巧が 怔 
:卜 しわ こと も 一の 巧-かで あらぅ が、 れれ にしても す 小 巧を U をに がける ソが化 おの！ の 巧 化と、 ブラン 3 W の 
がが 姑に 比べて、 マド リマ ド 机の 巧が さとは、： 丸；：； t が ホに おつて ぷ しく 股に 巧いた。 化し、 スペイン ホが 巧 
にバ "セけ ナぶ酣 におす るな なお S 化が は、 をの おにが いても 引 おき プ がの 巧邮の 〔卜に 巧 はれ、 をして スペイン 
にがる V 斯の化 お 巧 糊が ッ クン コザの ながを W 巧す る わめに 化 巧の 巧 別を 巧 みわことは ほれ 角き をで わる】 

巧 中 > 祝 外皮 化は、 人 W 视 待に 巧 卞るス ベインの お 化が 中-ぶみ 千を 化 巧して、 ミの 一 かの むか ホぶ 的 ブル ジ a 
T を 化 巧し、 相 力を 巧 卜：： する ぶ 巧を 巧め、 化义 には 典 かなの 内が にが 化する 卜 "ッ ホストを 巧 巧す る义 化を ft ら 

しめ、 .^，くして度がいてけご化がら備おな蕉分丢巧爭るこみに夏ち をのが化人寡替おは、 
マ ゥン n がと 女 我 さ 中に がいて； のか 报 が； 5 で 高がを 塞-一た が、 一丸：：： 东 のか 脚に おつで、 マド， プ 
ドの 化權 は、 ブ 、夕 I リンぶ 如'-^ にがられ るれ 巧と なつ わので わる- 

八 ホ^卜 •力^は ボか 娘を ぶ 巧す 

スペインの 巧め 的が ホに 化つて、 たも 沫 がむ 巧が をな けろ 阳 がぶ* トゲ A で A る ことは、 化 巧 的 化けから も、 
苗が とがが との 卜 ■から も 化み きと ころで わる ホルト ダ A が V: ヘインと 巧が 卞る闲 で わると いつても、 リク ン乂 


は％ 


のかく w けに 六サ阳 とがが する 阳と 巧々， 巧 板 w 巧と して 唯-の イ •ベインを もち、 をみ ww を 如 じれければ 化の 
な洲ぶ W とはた 姐の ぶ 化を 巧たない ので 无 る" 地 巧 的に いへ ぱ ポルト ガ* とス ベインとは： 1： I のれ 谢の •> にが ホ 
される じと. がけ 伏.； であると もい ひぅる り 

一九； ご」-、 がに ス ベインが なのが つて W 化 ボルト ボ A は打闻 にたつ たみ M じく、 か阳 との 咬ぶ け# ら诉 巧に ょ々 
ザと なつた。 をして 巧 巧 A . ヘインの ホな は W 内の な ホ 化 化が 巧る 巧な ななおを ちして ゐる 巧に 巧つ たので ある。 

おた 的に 化て ボルト ポ A の 巧 まは スペインが 化に 併 巧の 形に ホる-巧 十 お 巧 おにな と 相 力と々 胡-一^ にあつ 
ホ闽 •巧 ’Aw は、 十 丸 化紀と 二小货 おに 豆つて 阻 巧と 巧 巧の 巧に みちた。 ポルト ポルは】 KA 】 年は 巧 六十が 
閒 、スペインの WW に 巧し ホ r ん 巧を もつて 方る が、 をの 巧ぶ を か 巧して 巧 も、 T ジアの 被 巧 化は オラン y の でに 
« はれる におつ ホ" をして 贿 求の 快 化 化 も ホ 巧 化の がを 致して 本议を 離れ、 巧 かに f に 巧つ た アマ W 力れ お化さ 
へ も、 巧 一次 おが 大巧の がかに か W の阳む 引の 巧みと なつ わ ことは 巧 •巧 巧が の 公文ぶ K 巧 円 広 巧つ てゐ る。 

かくして お 两れろ ル W おの 内に が 眠を なつて おわ ポルト ガん も、 大巧な 來ホ 巧に 巧を の 巧な に 巧ひク - みつ 
ホり】 丸 10 ザ W 巧 十六 ヶお閒 に 十ぶ W の ホ かを お、 阳十 M のか W をが おしれ じの W が、 一を H ハが の ホな に 化 
つて 码 巧な 力な 獨巧 化が のがを W つで 現れ わ。 もれは ヵルみ ナ巧 WS な 巧で をる。 スペイン ホな が 十ヶ 年の おた 
にれ ベて ポルト ボルの W 巧が ザし く おぶ しわのは 4 ら ホラ ザ I A » 主 S みで わつ わ。 

ォ9ヴ1 イラ • サラポ1ル巧击は巧找のたに化れて、 巧ホ^:^巧となっかが、 】 九二八がに巧ばれて大^||4<巧 
の W 乎に ついた J 閒も なく カルモ 十 W がの なを W いで ポルト ボルの g 巧な となつ ホが、 それは なに 於け るは が 巧 
ホので 巧は 巧ろ 化る ベ 5 ものが あつ わ" W かの 巧 化しを 初め、 がな 曲ぶ のがな、 卽ち巧 巧 的では あつても を « た 
ぶと ゴ 巧る 曲ぶ の问 なを 故け と-二.-、 化询 tow でのれ 巧を も々 け卞 じ， ザむ M 内 かぶを を W る ことが 巧 おた J 


ら化 ドス、 ィン •か 巧け 方 ホ 〇 が 心 V が I 〇 を ft cb ツ」 


け； 


iWfti み# ン イぺス 


ちれが ス ヘイン ホみ かかな けの ポルト ガ A の 巧 巧で あつた 
がるに 巧 W に货 いては ム义 とお 巧との 巧ぶ がぶ 化して、 を のれれ か 一ぶ が 巧れ なければ W 内の 巧ぶ が g れ れい 
とわつ ては、 ポルト ポルへの 化が は況リ 知るべからざる ものが あるの みなら 中、 人： 1 {巧 巧が 巧が を汾 てれが の 巧 
巧を 闻め るかを ザ 態に しり •巧つ わなら ば、 獨巧剌 化 巧への W 巧は わ ほょ を 想 巧に 皮 < なわつ わ ぃげな その 巧 A ボん 
ト ボルには まだ 阳 みや 地方 巧々 がが がし、 化ぶ にはな み拘 ぶの ホが 巧し く W 巧の n 山を 抽 姐して 阳 わので、 ホ 巧 
なは 巧 巧の 巧 化を 巧り として お カホ 命に おへるな 巧 も 巧 かされ わ。 

巧 しづ ラン コ ホ价 の巧擧 げから 附も なく、 巧： 前 W 近には 拍巧 巧带 が々 山を め わ わめに、 t の W のれ 巧は、 
イザず。 ジ ー を ホ 地に する マラン n •ザと 巧 巧れ 蝴 巧を 餐 する こみが 化が たので みる- •をれ にも拘らず、 I 九； 二 
-パが A 巧にはリブ'ボン冲にがいて、 K べイン溫がから M がしわ^巧の^^巧にをかが的巧し、この巧接は阴もなく 
巧雌されわけれども， おぶ内なにが無する人：|^巧巧の^悄ザが、 マ.トリ* ドと巧巧してけぶしたがげであること 
が 巧 明 ナるに 及んで、 リ义 ボン かおの す 巧は 巧 化せざる をな むかつた 
それと M 巧に サク ザー ル 化 府の色 おは 强柿巧 巧から を おお 巧の 巧 向に おがし、 刺 照を ホた 巧み 年の かが i で 
が、 ナ ホス、 フ T シ义卜 とのよ 姻れを おはせ るので をク わ。 でも ヵト ，ザク お 合は 巧して ナチ 义 にだ 巧 〇乂 向に 
のいて ゐセ けれどん' これらの^ 巧に ついて け、 本 祝に 巧いて 巧が する ことを さける" 

なれに しても スペイン ホ か 巧を 巧 巧 もしで、 ボム ト ガルは 兰 巧が みのがが のか 义ぶ 巧を w 换ナ るか 巧に 狙ら れ 
わりと いふ ことけ、 じの 巧が スペインの 巧 奸を晚 するとが に、 地に 巧す る オランダの « 略を 巧 化する わめに 
夕 W と M 盟し たのは、 巧 十 セ 化 巧の ことで ホつ わが、 をれ W ホ ポルトガルは 巧に ぶ执 の お 巧の 巧に 化が を 化かし 
て がれ Q である U をれ なに 抑 2 S 化 W 大巧 S 巧には、 こ"* 及び ッラン K にがい T ポルトガル 憂 ドイツ 巧と 


じで 


风 ひ、 ヴ r ル サイ ユ がわの 況印 w ともれつ ちがる に w 巧を 巧て わ乂 ペインの 化 巧が、 ホラ ザ— ル 化 巧に 巧し で 
泛を 望し 《わ 裂から、， Jy なか 《菱 n マド，， ド 遠に ちして マラン 3 ザに M 供を おする 方向に 
ちち をの常巧は" ンドンの不中巧を0みに巧いて.ホルトガルが巧>のが削を巧おしわミ-^*ら化でお巧で 

ある。 ホ も、 リスボンのは 望 某で 巧丢 n みで 巧に 赛 おがは 裹 生で 巧す る 塞を 示し わし、 菜 ■化 
ぉ S も ホ 出 ホゥ 5 化复 SQ A お &受ぐ こと 送ち わかく 化え ミ 殊にす W は S 盛を 併に ポルトガルと 
の怕 なを 快孽 5JJ と S 力 墓」 わが、 巧 •班 SS ホ ミ： S に」 て、 ミ 企 S 贿 かれ 战 ちで あつた。 

五 外交 ゲリラ 職 
一木で ホを U みのがが 

ス ペイ •ン S 内 安营 f な K、 寬 《巧 抽 はを S 穀搜と イザ*" ジ 1S 苗 か 6 巧技に ぶの 片を 
巧べ ょぅとす る おがが 助で なつち 巧に 巧 ふ 遣は これを 巧 度と して 巧 ホ をん S さない がが な靈 をし わ 
から •化树 なる 巧が の にも ザ かを お恃 せんとて る 巧 •押 用 曲は、 すで ホは 巧の 化な に 巧 山を 化 中し わ。 

内 化の ずが 芝でから 六进閒 にして、 ッ ランス 化ち 透し わで 巧 夏を 受 Mf がた" この 枚 度の 
け 巧が スべ f ン の 巧ぶ とが 巧を にわる ことは ぶいない ところと して、 W けにで 巧の 巧 おが 列 强の巧 ザを がが 卞 
る ことを 山 苗 せんと 卞る ことに 化つ たこと も 巧ない。 

ド.ぃ.；？^を：：；.バで.^ぃ-.-ご- ,-*巧が*;、 ぶ巧^ - -化っ 一 必す しも巧ザー. I **-*一 ， *-• t '.‘ k い 巧- を^二巧ぃて-^: 


も./ f / な UTK ド tsi ^ ホら I * ホを 巧 とし t ひた R を ド ホ t f ら t たこと ♦; お W 氏 を二护 的を sf な〇 


1 が 
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スペインの 巧 化が 巧 化せられ、： 十 渉を のがと しての 乂 & ホが 巧 止せられ わ ことは、 おが 巧 ホを 二が 閒巧 期す るの 
お 巧と れつた。 

スペインの 化に 巧して フラン 义巧 がは これにが おがを 化が せず、 まわ じれに 干 巧 しないとの 巧 斤の 巧 おを お- 
げ-か W にみ しわ-をれ は) 丸 S 六 年 A 乃】 U のこと である。 これに 巧して 巧 W は フランス がに 巧 巧の がをおす る 
とがに 、 V 巧、 ドイツ、 ボルト ポルの にもの 巧を 拭み る こと、 ぶびに 化の な洲巧 H のを 加を 求める ことを 巧 
おしで、 八 巧 二十 に UM 六*' 巧の ななが 巧 化した" 引 おいて 他の な洲ぶ W もす でが 巧：：：： かにを 加卞る ことと 
なリ 、をのな 初の みなが M お 九 巧 九 n に" ン ドンで 閒 かれ ホ。 

おかの みなに がいて は、 おとして 不平 涉 なぶに 巧 反を りとの か 巧が が 巧の なりと して か 上げられ、 ッ 巧と 巧- 
が とのけ のが 描が せられ わけれ ども、 なれ もげな なしとの 如 おに 到ぶ しわ。 

を こで 不平が せ 巧の 巧が にはを 親 巧け を 巧 地忆汲 巧す る ことが かがで ぁると ホ 根され、 去 打 ♦はじれ を 十】 巧 
中 かに お クて挥 巧した。 ところが 个一巧 + AH におつ て 巧 •が 曲曲は、 ブランコれ がの ホぶ をな 衣し、 マラン n 
たがけ だち に バロ セ" ナ かがを ホ 巧した わめに ザ 巧は 一巧が 抖 しわ y 
巧- » 抑は マラン n かがを 女が 圓 かとして ホな する ことを 巧 巧し 、 i わむ W 巧 的の 化ぷ にがいても 巧を の转ぶ 
をとることを叫かにしわ" 邮趙は巧个二巧に入つてジュ ネーヴの田巧が盟で1^^^^、れわが、 をの巧マドリザ ドな 
かは、 瓜 •が •か 曲のを 力す がに 巧し、 贿 iil 巧め 巧 十】 が e 巧 川して 离 主、 巧 ザみ のか 入を が 氷した 0 
そこで 拍 巧が 盟巧 ホみ は- H 1 巧 十二 H に 一つの ホ 巧を 採 巧して 左の かきを 巧を 公 おし わ-がち 化 K は 化 W のが 
i がを を 巧 巧す るぶ 巧 をれ ひ U つ 他 W の 内 かにで 巧 ナベ わらざる か媒 にがる ことを が 巧し、 スペイン 巧 化に 巧い 
ては ホ-ぃず 柏た にかな なな 九を 巧 ひ、 このの 化を 5? 巧に 巧つ てが 巧せ しわる ぶれを がぶ する をを W かに しれ。 巧 




し电み 苗： & ぃ； 巧 t " 巧」 わ 巧 イ’ ，• .7 巧" > 5 マ タ谋差 迂 てで 望ぶ 个议 

巧 S 4、 で-丸-: - t ザを a < わので* る" 

:を本 一. 巧に 人つ K ぶ賓 S を， 蚕 ミぶ； めぶ やつと 巧した ミを 巧 巧と」 て タヴ 

がの W 巧に ぞ W さ ひを をが 〇 として 人れ る ことが 化が るが 化で あつ わ 

ニ イン' 溝ち SS 段 •磁 基ぶ する 鹽 はおに 一 WS 汾糾 S 化を、 培阳旦 .十 H 某つ てち •讲- 巧 

•がの 闲 にを 说 がかぶ され 巧ぶ にち 逆* が刚抬 された" 

これょ。 さ互占 なに 军望打 かち ニ インた 0込 おか 阳 ぶを さ 盤して、 窝*- 葉のに ミ 

す— ピ 、寞 silt ミ 墓を」 ち ミ 為」 で •トイ； イ， I 留 《霎巧 

はを ミたち 中、 送 SW かろいて 巧 こ 星 某し ち 巧に.- 一. 巧丢 巧に で；*'，— 去 
〇ミ 恐ら <す こ 9 琴を) S 隻でミ 基たら てを ろ》、 寞 巧塑醫 0 壁* 奪し ち 
たを 災？ 農鹽 E ま？. 璧を 等る‘ 堂餐す 5 ミを を、 資 《さ S 里 もとれ 

のでち わが、 な. 甲げ SK に 巧 王て，； 累行 巧ち 巧け が 狂つ で、 巧 ひな 窜 ちを なを 

にち つ わ j 

内 化の 萬を ひ、 ニ イン 近ち 化けけ 夕ふ— 忙そも た-をれ は； ンコ蒙 塞 占 勇 巧轰に 
姑 巧ち ち 水を 省* S で* つ わ ミ 括 K 速. (わ 泌 。で わろ と ミが 一空 豪 《 K 月 二ぶ H に' 地 
ぃ ぶ塞のイ；- 器が パ こ ミ，，々 を異 いて、 て，； 冊の 《富から 望を 2 け、 た定 巧# 

を お- 置 さ 十を， イ》 <; を i で； ツ崔 ドイ； 一 こぶ 结 をつ を 受 を ガを 

りちら 為」 て ドイツは 覆 S た 《算 ご-トー ロニ. 7; 章イ ，1 ちしち をと M け忙 巧. 


け I 


拥 » もみ ホ y イぺ乂 


が じ、； ん 5 かそず^ が ルに ついでが 说を けろ そで、 •卜 .卜巧 夏 a み 化び に 化 お 苗* から 做なず るけ をな 
明した" 

この 閒进 け-: ハ 巧卜； •りに ザつて 巧 •巧- 饰 •がの 阳ヶ阳 S 邮 にぶな が 巧ぶ ち、，、， 巧 巡遍 度が のな 巧に 巧して が 
巧を W へ、 が 巧が お 9 巧け 化ち に w * 阳の邮 になぶ すべ ホけ をの おした- 

がる に ホ 巧卜九 H じけ ドす 巧が & ラ v-r ホ》 ヒが巧 水 おからな 巧せられ わがげ が 巧つ わ レが ゴのヶ W はなちに 
なぷに入。 わが、 ドィッ削は阳ヶ‘冉悔がに化つでス へ f ンが乂内に示巧迎扣を巧ふことを3¥^?^し、 巧. 併3方で 
はかけ のか 满 がが 了ナ るまでは 一ぶ 巧が 巧に M なし じいと 巧へ ホ。 を こで 巧 •がの 巧 曲は ぶ瑞巡 遲 からが なする 
ことに 巧 •父した J 

お •併け これが 巧 巧と して、 巧-が 曲 W にが 巧 てられ ホ お W を むら 巧げ-ずる ことを 巧ぶ しわけれ ども， これに 
は 巧 •が 併で 巧ぷが あつ わため、 拍 •がでは 巧が として、 がが 巡遍制 化の が ルを が W しわ-を しで 内 A のぶが ポ 
巧ぶ をぶ 巧 曲がと しで々 ぶすべし ->」 じがし わ-ず. 卜巧お U みのみ. おけ 巧 •がの がぶ に K 巧で あつれ から、 巧 •押 
ぶと 巧-かぶとに 別 かなを 巧 化卞 るた めを W ぶ U のぶ 如を 水め る ことに 巧ぶ して、 斤な リ のれ 閒を 巧す る ことと 
しわ。 をの 附に マゥ ン乂 巧が は、 ボルト ゲル 削が W 巧 監地制 化を 中止し わとの 巧 山に 化つて、 併 •巧 W 阳坦 巧の 
阳 巧を がを 打を がんすべし 占い ひげめ たて H 卡ゴ -=)- 

そこで レ巧个 叫 U に' 巧 W を U は 次の かそ 巧ぶ おを 巧ぶ しわ J をれ はが 遍刺 化と ぶ 巧 おれ お及びた 巧 曲 お ホぶ 
を闕愤 させて、 げ 巧のに W 巧の ぶ 了し ホ 巧には 制啦 が々， の々 巧 W が A ぶを 巧 ふこと にしょぅと いふので ホる d 

この ホ、 拍 ぶは、 がぶ の 化 巧と しご 巧 川せられ たけれ ども、 ソ けを 巧 M おのみぶ は、 &巧巧 のぶをれ るが お 
巧に のみ 乎， 化ず べしと ド •化して ぶら 卡 •な 化の： 巧は A 巧 おにが つても 化ら れな 如つ わ d 


1 別 


ニニ ォン かぶ が 

: 九；：- とお 丸 巧に 入つて 地中 化の が 巧が な •なおに 斯 すろ かげに をみ、 を •邮は 巧 巧 おが 巧 巧 5 かがに 巧い 
で、 地中が に 利 巧 削がの > い 閑を 化 巧して かぶを 閒 くこと を巧说 しわ‘ をの 巧み じ ソ時巧 塞れ が イタ y — にが 巧 
のぁるかを^3がをポしわわめ， みぶ脚巧に化つ て典 • がは不ホ加をお叫しわ" 

化 中が M なの 化 ヶ间は 九月 个 U に ニ ホン ー巧 巧 S 小さな 芭 でみ 巧を 關 いわ-な "一' このみ 巧は 九 巧 十四 H 巧を に 
绍 する をに 地 巧し ホが、 をの 内 かは 地を 餐闲 はなの 愛に がいて 雲を 巧 ひ、 巧 •化け 公 おにが いて、 巡 
巧の 巧 化を おる とい ム 巧で みつた" をして このな なは 巧 おおのが 助に 於 ゎるな たにい みな 化せ ナ 、斌巧 5 E おびに 
水上 K に 巧いても W なの 巧 近を とる ことにぶ めた】 ユ オンな 約の 内が け おの 如 3 ぶ 巧に がの する じと が 化 ザる。 
お ホに 巧いで 化 巧 田が お 巧な 巧、 巧に 巧 水 化ょり するな がを W 此 する 巧 W 巧进 をれ る ことと ナる も、 じれが わ 
めに スペイン 内の 麻纸 にを 巧圓 化の ホな を扣 へる もので ないじと。 

スペイン 田が が 口* かの おがが I 九 nio 年の" ン ドン お 基め にぶめ わ 巧ぶ に反して々 おを 加へ わ おな には、 お 
め 曲か耶 はこれ を；； i 巧し、 化が ぅれば これを 巧 巧す ろ こと- 

が がが I 巧 化が 攻 巧を々 けたお 巧の 的 巧に むいて を 巧の ホが 化を おぃ】 しわが なにん". 刖 巧と M 巧の 平 巧を とる こ 
と 0 

巧 部 化かが 巧び：- ルタが W においては、 巧-併 化が お ml でみ 巧の 巧ぶ を W わする こと" 

お 地中 おにが いては rM 巧ぶ！！ がちの かがを W 怖-.、、 公が に 巧いて は 巧-巧が がめ 巧 巧と ナる じと 一 化し アド— ア 
站を かか rr 
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研* と々 ザ シイぺ A 


W 巧 H は 天 化の W なの ホ、 ホ 巧 巧 ぉが S ん 川を 方さない こと J 

じれょり 巧、 ぶ. 说南坦 は、 か 巧が 了 W がに イブ" I をが？！ して、 おげ 进 s の 巧 巧に 巧 如 する ことを 黄め わ a 
イブ？ はぶ 初 巧を をみ しわが 夕涉の おに、 巧 •抑み 均 ホイ S 义鸣で これに 加は る ことを ホぶ し、 光 巧 一 1 卜 りに M 
ぶな 巧 おを 化 わ。 巧-牌 W はこの 巧みに イ タリ— をして スぺ f ン からぶ 力 巧の 城な をホ张 さか t ぅと 巧 をぶ 
しわけれ ども、 が：：？ をの 巧む はお 巧に M しわ-をの 巧 この 训迎 は" V ドンの 不 すが 巧：：： をに 巧され、 が 化か： ¢1 ぶ 
を 巧 近した けれども 、巧な じがいて は 内乱の が 巧す る t で 巧 •がの ぶ 巧 巧说 なけげ がする ごぶら なかつ わ。 

一九 11; A がの ぶ维に 入つて ' K ベインの ぶか 典は 闲 火 部分を をの 化版阁 内に 巧め わ。 マド リザ ド 化が はが 
巧を巧叫するぶ^^きで巧をバ けた"ナに巧し、 ホぶ抽の巧巧をホけて、 こ、に设巧の巧がをなみることとむつ 
ホ 0 

21： が个 二月！- 卜： こり， ッ クン J 時 ■がけを をな 巧の 巧を ヵタ" 二：， に 向け、 巧 お 巧 二十 お 巧に 巧る 巧な にかいて、 
巧る おに マド"- ザ ド をが 巧し、 巧 もむ くバ "セ" 十を がを しわ】 お 巧ポの 巧みは 化 巧 巧と おに 化に が 延び 
て マ ランスへ じ 命し で 了つた。 がかに 巧され わみ 巧け ゾ ドリ ザド^ とが 7 レンシ 了との みで わつ わから、 内法は 
がげ 卜： じの 巧を W つてが おを たげ わので ある。 

巧 •が W 闲は 巧む に パ" セ。 ナの陪 巧を が 巧し わ- ヒザ トラ I ながは. 共-人が ー パ ニ十 bH に V クン コ 巧が 
に 巧 祝の イザ セ ー ごを 巧 〇、 ムザ VW 1 二な W はげを 村 じくして、 ヴ t も卡 了が のぶぶ から"— マ お W にげび か 
け、 『巧 巧の あが 山る ぷ 巧； の 巧 助に 化つ て スペィン はぶを に ホを の ずれ 巧から か はれた」 と 叫ん た。 

この 巧ぶ はた •讲 仰から が 巧 巧な：！ ^ みで 巧 化ら れ わ。 阳闲 5 ダぅ' 十 H な W け 内 化が 化の 時に なつて、 か イク リ 
I がぶ 巧 ザ 做な のめ ホを W けしれ ければ、 を • 闲 にがいで がが な'^ はを とる に. 巧して &る こ-*‘- 、化び にが 


] ぶ 




•併«换は巧バレ了レス巧.：3とモ"》コ沿巧を巧说しつ〜わることを巧明しわ- 
これに；？：；3?いて、 かかボンネが成«ぶみの沾化に、 巧中の媒たにけあ-佛.か«けおに巧削するゎめみみをな巧 
する こみに； 巧し ホ 去 速べ、 これに 巧拓 して 中て ムバレ ンもホ M: のみけ を 巧 叫し わ ことは、 お が の！ 1¢ でが K ぺ 
ィン巧化のが巧に化つて巧もが化ホられ化わつわことをかがるものでゎ〇、 供««ぶ巧の巧巧は阳3^から： »し 
で 中な 及ぴ化 方に 化 中せられ つ、 みつたり 

tl ) 乂 •ヘィ； S 内 & に：' いでは ♦巧の 义 g お刊〇 さかで ゐ a から そ S 中 3 1 :一 « もを IK 十 左- 

Mnrry 二 nm ミミ 乙 ゴ5 を 3 ミミろ； - 去ち ill ジ ニぞ ご-一 【• Xrw ジ i - k •一き 一. 

Y る 占を n Ar 3 nu <; 1 ; 《をち！ -al 》‘旨っ-. Pa 王 J 】 き 7. 

で 二 内祖 がれの 巧 » t 巧 巧した も si しては ホの »巧£ がす- 

を み al h を itut ミ f gtpr 古 5 i--lull A さ 一 寺；— で 54 ミ II を コ ミニ-さ ニンき 寺另夕 立ーユ こ-ごき T - で s 夕 
(3】 前れ >»11 一二 r 打は 下 ♦照。 

I 允 〇两巧 ( 4 ) ♦か- 

て) ザグ* ハ， s « 巧は-化 ご： セが 一一: H 八 〇’ 化 HWH に K リマ r リブ ドが 化 地 K で网 はれた。 マ r —， r « じこの 戰网に 
がいて ィ*»|« 巧 W 二* MM をな K 的に 擊 巧した 4化» した" 

C --】 -|ォ ンみ巧のが||は前«^^で二の巧«ニニ&なは下>故- 
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獨 .が鹏 軸の おぶ 


I ィ タリー の 外ぶ 

お W の マ 7 シズ ムに化 巧を つけ わ ものは ィ タリ I である】 をれ が K ィツ- ナ乎义 の 巧 助に 化つて、 ツァ シ义卜 

をが 书 巧が 諸にが ける 巧 一 0 靈 のかが》 玄 化し、 いつ 《帆に わ 窒ホ資 を お 力な 鬟 が 化へ 登 さち 
化を 命の 巧を な 習 引な ける じと にむ つた】； シズ ムは巧 米の.：： 孽ぶ 巧に か 巧から 巧 おする 瓷 である 
が、 をれ とで もな 赞 ホから A 入され たんので はなく して、 ち*" — ロザ パの かおに をの 巧を 巧つ て 占る。 ホ 
：-3 すれば 喊 がの 巧が とがるべからざる 關 巧に 巧いで、 tt が のれを 巧 供 や、 巧み 巧 供に が 本の 巧 ホを 巧から せる が 
命の 一械 である" 一丸 二 こ 午の" I マ 化が がィ ダリ I にけ けれた 裙化ホ かで お〇れ ことは、 M 人 も 巧みの おいと 
巧 ころで あらぅ 0 

I ミホを 巧 巧に ドィツと S お 近が 夏 L てこ S ろィ ，"ふ 器留 S 異にぶ いて ゎ、 援墅に 巧 

哨 しても、 從が のが ホ 化つ れ两 なお 巧の 化 巧と なつて わた： W のい のは 一巧 力；- の おの 下に 化えず W がれ サら るべ 
^ を 巧な にある とぶ おすろ をれ はぶか ホ W をが いわへ ラク W トスで あつて、 乂久持 巧を 化いた バル ィユザ 又で け 


1: に 


，この 巧に 巧いて イタ？ が阳 w の ホ 巧 もも u るべ を 削 巧は 地中 很問迎 s 巧 巧であつた。 阳の地 巧の 巧げ わら u 
て、 イ タリー を 巧 ふ ものは いふを もむ < 地中 姑で みつて、 これに 化つて 巧 巧し、 これを は 0 て 巧 巧 巧收 のぶとし 
て ゐる〇 巧る にを の 地中が の關 巧は イザ リスの ホに 挺ら れ 、お « が 牌 お 術に よつ て 巧 へられて ねる ので ホ 
る 0 

なみに】 丸 n-A おのが けを U ると、 イ タリ ー がが 阳よリ 《人した か 巧は 巧け 二 r の 巧 巧 W に 上ろ をの 中、 巧 
巧阳 巧よ しわ ものは 凹 巧が 姆 で、 巧 がの 二 f 巧 唯は お 上から A 入され わ" この お 上 A 入の 八 0 がは ジブ ラ 
ルタ ルを 巧 ホし、 扣 巧は ス H ズを粹 かした も。 である。 闲 巧の 如く、 イ タリ— が 巧 巧に 巧し W 内に 於いて n がけ 
おしぅる 巧は、 巧 かと 水热 とが 巧 のみでみ つで、 をの 化の 巧 巧、 例へ ぱ 巧、 ち 油、 羊毛、； 5^、 おお、 ちの 化 
ホな を 巧の 大ネ のはが ホに 化が する】 じれ だけの 巧 ザを 化れば イタり— にと つての 地中が の あ 巧 性は 西ち に 一： 3151^ 
される 巧で ホる。 そこで イタ 9 1 は 地 や诚を 巧して r 巧 巧の か」 N •ミ 3 呈5- とげぶ 巧に、 巧き かから 地中 お 
を 巧 かがしで がた。 BI マに あわる 惟 カホが ホで あらろ とも、 この 巧に かいでは 巧 ま 《巧 化 も あり 巧ない ので あ 
る 0 

巧し マ y シスト のれ 访 が】 化 ニニが 十一 巧に" I マに 巧ぶ してよ 〇 今 H までの ホみ をな 巧して、 こ、 にも ナチ 
ス • K イツの か 巧み か 化の おがを 巧 化ず る-"— マ 化 巧の 化 巧に 巧け るム ，.ソ 9 1 二の 巧 は、 イ タリー の々 巧 
力を が 巧ナる ことに 策 中され わ。 イ 々リー のが 一は 地 巧のに は 一八 六 〇 年に 化が 卜； つ わけれ ども、 巧な^ はね 
巧に おる をで 巧 ナポリ 人、"— マ 人、 ホルジー ー 下人、 トスヵナ 人 巧* の 化な であつ で、 巧 巧" I マで さへ も 巧 巧 
に イタ W— 化されて けらな わクわ (な 一)0 


巧 かの WAM ホ •巧 


過去 I 千 冗 巧 ザ 削、 が； イ タリ Is 採ぶ をた つて 方た イブ リ— 人に w ぶが ぶを 功へ る わめに ムづ V リーユ はな 
阳 巧を お 巧し、 ホ 化に 巧す るが 班を WW のがが にな 入 しれ" 祖阳 巧と M 時に 外 かの かぶを 强巧 する ことは、 ソ が 
巧 や ナチ ス •ドイツに がいても W 巧 じ 巧 川せられ わ 巧 巧であつた。 

化が 火 巧 巧の イ y リ I は、 巧路 曲で ホ 〇 ながら 來 巧と 巧 巧の 巧と にたちて ゐ わ* ヴ 1 ル サイ ユ化 めは 下の わ* 
の ザ か 巧 約は、 I 九】 扎巧巧 乃 二十 六 H の" ン ドン お 巧に 化つて、 巧 巧な 阳がイ タリー にめ ホした afji 9 巧 巧を 
两へ なかつ ホの みならず、 賊 巧の 巧 ホ •貼 政の 巧 巧は、 巧 ホ 玲は巧 止の わ 巧と 扣 巧つて、 イタり— ザな を 巧 巧の 
•人视のに巧巧の狀旌に陷れて了つわ。 をれが巧樹な的に巧ナるでホとむリ、 巧に巧阳マブンスに巧ナる3?巧の 
なと なつた ので ある】 巧し プァ シスト 巧備の 巧が： される を 5 イタけ I は、 かみ 巧の か 巧の 巧 火、 巧に お 巧よ 巧の 
巧が と 巧 巧の 巧说 とに おされて， ホに 向つ て 巧む をな 巧す る ホ 俯は あつで 占む わつ わ。 だから 一九ニ ニ 年 十一 巧 
十六 H 、 ムブ > WI 二は 下院に あける がぶ 中に i . 巧 ザは ホが ホぶ をなる も 円な ホ 巧を 採らず J とい ひ、 その 巧 H 
巧、 卜：院 に 巧いて-’ 月 供の なか 义 化ぶ はを 人の おにぶ むる ところで あるが、 巧し 泌めホ 巧は 巧 人の 巧 巧す ると こ 
ろ：： 巧が 化 巧は おひて 巧を をを げんと する 巧 W ホ 巧に 非ざる k 巧を 度 叫し わので ある。 

巧し ムザソ yl 二の が 巧の 中で 化り だ 化 卞る がは、 『化む は乂乂 化で もなければ をな もので もな く、 巧す る 
に 格 化の： けであつて、 をの おみでは ない」 と A : ので ホろ。 このが W はが かが 閒の 巧ぶ をぶ かな かつた が、 次 
巧に 巧な わかの 巧に かれて、 イ タリ I ホた の 的 4 のが 向を 水 巧す る义 ザと なつれ。 

もともと イ 々リ ー にけ、 ホが ぶかに 糾 しで W - U する；； つのが 向が がが しわ。. は 化み 火 巧 U おのが- 说 との 巧 
巧 削 係を ちの 化 だが かしょぅ とする A であ 〇、 化け ド f ツ * がんで ち •曲の 巧 巧に 巧 巧 せんとす る 一巧で あつ 
ホ 0 
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エ乎 ォビ 了が けの がが、 卽ち 一丸 SK が 阿 巧の スト レ— ザみ 化 ( ww . 1 一 ■化な ♦曲' 一に おる* での 閒 、イタ— 1 
は化巧巧-讲と化巧してドイツの58££苗がを&がするぶ向にれいた4 をの巧に巧けるイタリーけ中な、 バルヵン 
を i のぶ か卜 ぶめ、 一丸； 一一の が 1!: 巧に" 1 ザで 巧 印せられ たぶ お パに 化つ で、 ホ ー 乂 トリ ー と ハン ボ 9 — とを 
" w に ホを つけ、 この 一一 闻を站 じて ダ三ユ I ヴ巧 巧に 巡 化するな 巧で れつ わじとは がふべ くもない。 

巧るにナ子ス •ドイツがが|^说をぶ巧して、 义巧の巧力均がが巧-讲併にすがに巧くお巧をみすと化に、 イ> 
リ I はちの ホみ ぶれを： 冉 がが 卞 るが がに 迫られ わ" 珠に 一九 ；一: 兄が からか 4 つた エ ナホ ビ T がが は 明かに vy シ 
スト ホ 交の 一巧 巧を なす もので をつ わ。 イ タリ— はお 洲に 巧いて をく 巧ぶ の 化 旗に 巧 〇 つ、 も •化 巧 中が ょり K 
おに 姐ナる お-^ が 力の ザ 巧の ために、 巧. 讲 との 田 ホを ルむな < され わ レ このの イ タリ ー が 巧が しわ 削 斑は、 巧 
•讲の 巧 村 巧 おにれ 化する わめ、 地中が のが 化を 如 M にすべき かで ホり、 化に まわ 才 1 スト リ I 、 ハン ボリ— を 
含む か ダニ ユ ー ヴが帖 がか 巧のに ドイツの が 逃と 衡义 する 化 ホに か 巧して、 M 人と 巧に ドイツに 巧 〇 ろる かの 削 
擅で あつれ W ホな ずれば、 イ タリ ー は WS のに も、 だ ホのに も、 巧 •神 か ドイツ 化れ かを 巧ばなければ、 お 化 
し 得ない 地仿 にがる ことを が论 しわ 5 である y 

ローマ政がは十九化紀のやぶけお、 ィギリス：2?巧の5:5:バにわじわ柯はむい。 巧て；：；»^巧の 一 巧巧でをつたに 
彻らナ 、一 尤】 おがに 拍巧 側に 投じて 巧 •巧と 巧つ わの も、 をの 地 巧の •お ホの 巧け が 巧ら しめた もので あつ 
ホ' 所しドイツのぃ J ?力が黄•祐沾阳をゥ f ン词のが巧に；2附けに-‘たが巧、 お州大巧の巧術がおれ、 巧がの巧述 
が 地 かおの 巧 かを； 峰して W が、 ツ T . ン义卜 かかは 策 •巧 S 议^に 巧が 卞 るり。 を 化く 卞ぅ になつ わ-ホ 曲の 地 
中 おか 肺け ジゾ う* タルの 架かから 中な 地中 かの マ* 夕に 速む 〇、 ぶに 化して 貼 おル湛 、ハイツ T 、 ♦イイ ラス 
S かを が お 地を 化しで & る けれども、 シシ "I 水 迫は ハンチ レリ 了‘： r クムべ ド— サ 、トリ ボ 《 の «をな つて、 


1 が 


お阳に 巧ず る 地中が お 巧を 中な する こと 必ずしも 阳 巧では れい。 をのり のの わめに イタ g — はみ 巧と 色 « なと 0 
ホ 巧に々 ぶを 巧いだ ので ホる 苗ゴ V 

おに I 九；！- 阴 ザの な、 ウィ I ンに ナチ ス の 获 かかな つて、 ザが ド* マスが 化 巧され たな 二 丸 內巧參 席-、 ム》 

V リ1 二はりらがなを巧併しでゾレ ンナ 1^^に怖をホさ、 巧 .巧の併なにがく权巧めぶをお明しわ" 巧るに 一 九 
ii - 心 半には ホ ー 乂 トリ— を ドイツ々 片’に •巧して 巧みれ いか 巧を とつ わ-即ち このが 心 巧、 K イツと 才—ス トリ 
» との 邮に巧 化し わがむ をぶ めれ ことけ マ ァシスト ホ 女 S ; た 巧 ホで あつて、 麻 •が ‘Aws が 近を おかす ベ そ 巧 
巧 ある 巧 巧で* ると も 化ら れる "かくして イ タリ I はを の ホ 相を が 地中 おと 7 プリカと にの け、 バ A 々ン 巧に ダ 
ニス ー ヴ巧片 にかいて ドイツの 任 越 怖を 水姐卞 るぶ かを とつ ホ。 じれが 巧 •ザ： のれ 巧を がみに しわぶ i の 巧 
山で ある】 

ぶより イタ VI に 的ナる ドイツの 期れ け， フ T シストの 溝を やおと バルカン 如ら 了ツ 9 力へ 巧 向 さ# る こと 
で わつた。 イ ダリ— のがは 地逛 出が々 くは ブブ ンス 的に •时 けられて わるが 悄 わら、 黃冉 のが か が 巧が 卞 るな 
〇、 マ ランスけ がに イギリスの 巧 ほを た ひ、 をが 狂 化ず るで 光らぅ" さろ なれば 巧ず を 巧 わすして 巧 熙の刚 がは 
解 ホで をる とする がに かつ わり 

かやぅ わ 非ぶ か。、 ドイツは 必卡 .：ん 、がな 义は 巧歐に 大巧 ホを 阅 ふじと を 不可 おとは おへな かつた) 解 ホの 

お 巧みな ところ か を 巧け さへ すれば お 〇 るので A つで、 を 的 化が の H 巧け ツ ウン スとソ 巧と を 巧が する ことに 

W ある。 巧し ちの ぶ 化は 瓶を 川むな く =; つ奇胶 に W なけ わ ばたら の-をれ が ホ ホスの むれれ わる ホ 交 上の ぶ 巧 巧 « 

0 

む としてが せ。 わて む わので ある】 


I : か 


^牌大巧け巧、 {タリ1が私のががの巧巧をたすも^けツクン>.で化つわ。 "ンドン巧わによる巧腺の化巧、 
がしく： W へば ゲルブ 中 了 A び ホ I ストけ！ 5 ■な、^ 7 ジアの おぶ、 ドイツ 巧は W 拙の 一な を'^ に 人れ る ことに 
化れ ちイ タリー け 化 お 卜：の 乂ホ战 たろ‘ へ* かが 向夕か 巧な する W 化 巧みり と 期 巧して わち がるに バリ ザ か 
か 巧の な W はが 山の わ おを：^ ぶ M 化に し、々 < ル スンと クレマン VI はな も イタ g — のか 巧に 滿 巧を 巧へ むかつ 
わ。 をれ なりでは むい、：' ランスは アツ リカに がいて イ タリ— のみ-が ホな する リビアめ 奥地を ホ ひ、 チュニスに 
巧す る"— マ 化が の お 来を 巧 巧し、- 化に； 丸 二 六が W 巧' イ タリ ー 巧 民の 化 巧の 山 U わるぶ 甫 地方を 閉 巧し、 パ 
A カンに がいて はイ タリ I の 向 ふを 那 るか 巧を なつ わ わめに、 この w 阳の關 巧け 巧る 的： £ をげ くもの が* ク わ。 

巧し 一 丸；.；一1お|.:.1:がにんつてが巧はホ、巧にが化しホ* 近^3?^がにがいてはホ«书ぶ的れ巧のた化 に拘 ら 
ず、 姐 巧 巧みは 巧ぶ に巧难 のが 向を ぶし てがたし、 イ ダリー の 巧 ホが おとして 化了フ y 力に 向けられる やぅに な 
〇、 才 IK トリー に 於いてけ、 K イツに 巧 化する わめ ツ ゥン 乂と化 巧す る 必昭に 迫られた 巧め ザ 促から、 か •が 
削がけ兩りを一巧しわかに化ぇれ。 ムブ ッリーニは ^ え：：‘叫ザ；リト九りの：がぶにめいてホのかく化べわり 

*イタリ》ツ似巧け1:^にしてがく" けく、 了ジ了と>' ツリカでホる。 卽ち化みおが巧もイタリ1の期'むをぶ 
くので 击る U 化に も阳 にも、 巧 わ JI " ザバ にんか 人の なす， へき ことは M もちい。 これは 巧 人の 化 巧が みして 
巧り、 が 化が 巧へ て 方る レ 巧-^ のが 服は おぶ 训进 でない" イザ リ I の n 巧の 巧が は、 イタ 91 も アマ リカ 巧技 
巧との 留 M により、 巧た イザ a— とぶ 化 及び 巧ぶ のぶ W 巧との が f によつ て 巧な さる、 で 方ら ゥ 。化 中 かは よ 


i 


巧が 軸肛が •巧 


く 化 巧を おび、 怕 化を 巧れ する のが おの 化かを 化すべく、 イ タリ I はま わょ < これを 巧 巧す るの 巧为 をが 0 0 
である」 

このれ 巧け 巧 •丸 ir おが： 巧た U に"— マに がいで 佛 •がな ぶを おぶ 巧 化にまで 巫が しわ 《ホ ー巧 ♦照； 巧る 
に エ チ オ ピ T ?^がけな的化 にイタリ1をしてドイッ にお巧サ しわることとじ〇、 ドイツが"々4ゾ がわをなホす 
る 巧に おつて 巧ん ど 巧な のとむ つわり 

その 巧の マラン 义 はぶ 攻化 巧の -KM 曲む、 がち 人 化 巧 巧が 投 かを ぶんし、 V 昭 との かお 招 助かね が 巧 化して、 

イ タリ） に K 巧す る 巧め のの 向け 梓め て 汲が になり つ、 ホつ わ。 ムザ V リ ー -1 の齡 には ブ* ム巧 曲の 化 巧と が定 
み丫の进化がマラ ン乂の抑なと峽じわであらろし、 イタリ—供：^^の悅おはすべ てマラ ン义にのけられる化とれつ 
わ】 このぶ 悄 はがな のに イタ リ I が 帆 巧の：' クン ス にが ナる 巧が とれり、 け— マが 的 もこれ に 巧 巧して 的の 
な剛 をげ おず やぅに なつた 一 

をのが 巧】 九 S おがの 个巧 W がは W 映み も 火 化を 引 巧け、 おにが ぶが 化れ 一 3 A 巧を 巧 姑し わ。 いふを もな く マ 
ランスは 闲 の樂 がに 化 巧 せらむ、® け 化に 化 化ので ホ つれのに おし、 イ タリ ー 削は H 于ホ ピアを 化 保し 、 K 
ベインに 巧 巧を 示し、 がが S 化 巧に ょる 盟 巧の よ 巧を なけて、 拟中 巧ん ど ソ クン K がを か 快で あつた。 

一九； 一: A が ニリ 1;个； 札：：： に ハ" S : 卜 防に 巧いて わけれ わか •乂ぶ 我は、 r ゥン ス の 巧 かれ 巧に 0 いて 化が 二つの 

- V 

wk ずる 沸が ある ことを ぶした ック ンダンのがむる化ぶ^盟は？：：か化采を姑巩1、 が阳と巧巧して巧-がとの 
女 巧に 化り 巧义を 期が 卞 •へし- へ、 あみけ イー- ッォ "ジ I の 上から ブ T シズ ムじ k 化を なつがれに ソ 照 巧との 巧 
祝を 巧 供して 巧 •がに おする 强 巧れ 巧を 义 かする が 向で あつ わ" 5；： かお ボけお •巧 •阱 •がの i ： 曲 おがを けつて 
ムことをぶめ、 ぶお化.が、 巧じ巧ホなけホで ムバ レ ンのか乂ぶむをお紋なりと巧巧し、 ソが 


U1 


との 速な を进 化して ダを ク クシ rs 化ぶ のために 巧 w 川を をが がをお 化し、 乂 ペィン 戊び ホ， ザ コス" が y キア 
を 化な てるれ と h 恥した" これに 巧ず る ザル ボス ホ W の UW け、： ぶに ソ 功との 冗 巧 化む を かげに W 巧卞 ると W 
S に、 地方 啼 、战 とな U して？；： かか 巧を と 朽卞モ ぶかを 闲 W し •かく L てた.；： がみ 如 W 巧を 巧 かすろ ことにが めた 
.が、 をれ はがず るに ず 怖がな 巧な ホ ぷに站 ダむ いも S で 友つ わ 

をの 巧刚 もな <シ3 I タン 内 梢が 尚れ、 これにが くが！： ぶ イルム 内峭 はがな にが 9, ダラず H 内 梢が 阳パ 十；：： 
に 巧 化して、 かがの がすに ボン ホが がわつ わ"： i おこれと 抑 巧して 奥-が & ぶが 3* おすられ、 ブラン K もじれと 
巧'^をなは#てイタリ1とのをがを閒巧することとなつわ" 巧るに巧月ニトー-リからホ了/めとブ a ンダル»は 
火 巧との 即に閒 かれた 怖 •が々 巧は 巧 期な 缓を 化せ スが巧 U を汹 して ミュンヘンみ 巧に お 口、 ぶ ホの 巧が を 
化な 5 拙に 十 I 巧 一! 十 H ザ 件に 巧ぶ しわ- 

十】 月 S 十：：：、 ィ タリ 1外 かは 下晓に 巧んで かぶか 巧を 阳 W しれ-をれ はズデ I テンが がに 巧す る ロー マな が 
の 巧 巧から がき 巧し、 巧. が 巧ぶ 9 巧 巧に 及び、 ィ タリ ー が哄 がつ 个 かに 巧 巧す ると ころ お 火なる 巧は を 力 哉し 
れ 火が がで ホ つれ。 ところが チア/化が 柏 お 地問进 について 夕 9— の 利な ぶびを ホは W モ として t れ をな 化 
すべし i とぶ ベ わ 巧、 巧 a の 一な はり* に 『チ ュユ义 、コルシヵ、 ホ ヴ* ィ」 と 巧 巧して 峭 でした。 それが 酱だ 
しく V ランスの 舟が をが 巧し、 パけ 化 府は十 i - 巧：； H おぶ にがぶ パを 巧 かしわが • U 1 マに めいて は 十二 巧 ホ H 
に 大巧 生の K 彷ーボ 巧！ となつて W 々を 巧げ わ レ ， 

巧ぇ て 十一; 巧 十 An 、 ィ タリー ながは プラン 乂に 巧し、 一九 岩记 ザ) 巧 七：：： の诉 .が 巧ぶ t おな とし、 がめ て 
マ ラ ン ス俩ょりをのけぶを巧化すべ をことを與水ナる碰はを巧しホ。 パ リ政がは十二巧二个阳：1:の^55にがい て 
巧 巧 朱を ホを し、 ィ タリー が 曲ぶ を お 巧な 9 と fe がず る ことの 巧 かれさを WR し、- か 曲の 父 巧が 巧 ほし ホ 巧 件は 


1 だ 


巧な の MW が •巧 


ツぅ； Q み S れム •へき 吏で 無い けを.*?^ 峭 L た 一 J リー" 

もともと イタ？ が M ブン K に 巧して M を 水め るかけ ル おのに 明かに された こちない 。巧ぶ 『チ ユニス、 コ 
A シヵ、：： 一 S 叫びが 巧* H め询 巧を な 化する のか、 巧 おはおられ わ谢 なを 巧す わは M 人に も抽 化する ことが W 
巧で をつ わ。 をして ツ ぅンス 脚と しでは、 一丸 ご！ おが 一月の なぶ W 七に-- ザ 4 1 にな ホの ぶ 巧れ なけを 巧坦 して 
憑に 巧 二み 大巧の： 一巧に おつ わので あるり 

イタ" ふが 肢は 议れ Qr にか 地中 かに 於け るち 曼 "と 璧 する 〇 とを 巧で & つち？ Q 巧みが な 
が おする かは、 f ? リ ー のげ 力と 化 巧ぶ の ホむ に 化つ てを ホる" ホ、 巧 W は 巧ぶ 二 巧が 脚、 地中が にめ ける ぶ おの 
化かの ぶ ホと 巧 巧に 巧め てが わが、 W なに イザ リスが 地中が の 期 相を 巧 巧規卞 るかの 巧 かは ぶの 一一 一巧に M 巧す る 
とい ひなる でホらゥ" 

《：) れホホ タト： の 巧 かとして、 あ W は 化 巧のに な洲 のかむな 衍を眼 U とする ので あるが、 地中 化に がける 巧. 
巧は これと ホ 可々 の關 なに 巧る と夕 へる。 なつて J I " ザバの ぶ W 、 巧に を阳と 化の ながで W 义 のな わる 
明が、 地 かおに «拽 がを 夕 卞る じと に 巧え 卡 k 巧して がれ】 祥て スペインと ザ ひ、 ナポレオンに 巧 化し、 

化に 一 •个 化 おに 入つ では ドイツと 凶つ わ" すべで これらは 1 1 " づ パの 巧 力 均衡を 阻 H とし わ 巧 巧で あつ 
て、 クリミ 了 巧での か < 巧く がれ わ" シアと 巧 ホに 入つ たの も、 W ら 地中が のみ 巧と いふ 化 地から 化 巧し わ 
ものであつた J 

ごご 化か おは 化 内 油 巧 のん 化 巧で あると 卞 るぶ 也け、 失-かの 巧 おが あるに 柄らず、 お 曲 W の职隹 にがく 剑ま 
れて わる 0 た ザのに いへ ば、 イギ 《 ス がが かか。 K 人す る 版れ 化 及びを 巧 化め 巧 化は、 地中 化を 粒 かする も 
のが、 をのな 巧の がみ Q 一 か 化に 化る のみならず、 をの 中 もで ズ をが かして A 人され るな せは 巧 ♦の 八-た 


1 む 


が 内 かに 巧 ダれ い 0 まわ 地中 化祗 巧が w にがす る イギリス 人の 巧 巧は 巧が に 於いてめ 冗た 巧 とげな されて わ 
る。 これで 巧れば、 地中 おを はつて 巧 W 姐が の乂の 巧と 巧ぶ じと に 巧 おの ある ことは 明ので あるり をして か 
かる 砖 巧は 地中 おの 巧 かの 夕 巧を ヵ ムック ー ジュ卞 る わめに 巧 W せられた ことん おがに »< はちい。 

ご 云 巧 か 的に 化て、 地中が のぶ 巧な ことは 雄の 眼に も 叫かで ある】 地中 おのを 姐な モホ 巧し、 を おにす る こ 
とが お 巧 曲な々 のが 本が がで あると け、 イギ けス闻 化の の；： £ を であるれ く 化ぇ る" ぶ もを ザに ちつて 
巧 W 巧に も、 イ ギリ X は】 け 地中 おを 化 おしても 奥 あ W はかず しも かがしな いと ホ おして、 ルむ をが なけれ 
ば をれ も】 つのぶ 巧で ホら うとの A が现れ たお 軍 并* ぶ バイ ゥ * I , Is か乏 。をの 巧が とすると じろ は、 を 
おとしておホ阳の巧かの化わがぷしくホがなとなつておわ化巧のが巧の下に、 地中？^にがいてがなる巧巧を 
引を ける ことが 化して 巧 明で あるかと がふので あろ - C れ を" が乂 巧 なげと 比 おして、々 やイギ V スの資 巧は 
なかに 巧い 巧闲に M 0 て わる"； え 一の がには ホ M おがは 二闲巧 ザを が 巧し、 本く の W 掛 W を かつて 占ゎ- 
ぶ 苹の巧 力は々 H に 比して 巧* わるもの であつた 。巧る にお 巧に おつて ぞ 曲曲 W は ホう じで： W 巧 ザを 巧 巧 
し、 巧れ も ホ おおちで みるから、 化报と 地中 かの 件に 巧 巧せ しむべ 5 ホ 却 K めげ なせが おい- 拉 つてち W が 
ん つのが 洋 にがいて か 力な 地 化を みめる お9、 地中 おの 进 なに 閒 してが なのな 巧な 化を たはない ので あるか 
ら 、ホ 田の 巧の がむ をぶ わする 苗 巧 わる 化 乂闲げ と 巧 来 ホが に* なを 化 中して、： の 柿 助 巧ぶ わる 地中が は 
一け これを 化 巧しても ぶぶな いとい ふので ある A な ’ 

ぶ 粒 イギリスは 巧： の 巧に】 お 巧 化の 地中 おが 山を 巧ぶ して， 沒 が じ站す るん がに 化る 巧む をぶ めて る 
る。 ちれけ 肌 火 巧に がいても 晚 A のか 巧が 阳 巧まで 地中 おで 巧つ わ栏 巧に 足み てん、 持 お S を おはを かに 去 火で 
ホる とがな しれので ホら う。 をれ にも拘らず、 が、 巧は 近年 地中が に ホ At と 巧 火む 功 巧を；；；：^ けて ホた レ パレ スタ 
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ぶが, jWW が • 巧 


インの爱巧がホ、 ^イファ化に^!9するお加お送がの巧巧、 ェずブトとのが巧问盟の地化巧は地中がが化と：2巧に 
一が される のでみ るから、 ホ W 化に とつて、 地中が は 化が 巧 ホの 大巧 巧と 映 じて ゐる にな ひない。 

たに H 乎 オビア かげが 巧 •がの 削 巧を 巧 おさせ わ 一九 11;: 九 おの 秋 ホには、 地中が の あ 曲 « なが 化が « おの 巧 巧 
を 巧け、 ィタけ I はこれ にか おして シ シリー れ とお 部 イ タリー に 巧 巧 巧を 巧 巧せ しめ、 巧な は ザし く K 驳 しわ- 
央 W 做 か サミ ユ ha •ホ 了— は 八月： 卜 かから 地中 おを 巡 巧して、 イギリス 巧が 地の 巧 力が 巧も沾 をされ てわない 
とのな W を 巧し、 イタ？ のが 刖巧 はじの 巧 明に 巧して がな とが 巧を がへ わがみを 巧げ わり 

イ タリー の 巧 W にを むと C ろは、 H ホ オビ 了 巧 ホに 巧して、 イギリスが 反 巧 AQ ホ 巧に 化つ わ ことで ある】 じ 
のかぶ のために、 巧 执はイ タリ — K おののり' を K つたの みむらず 、をのな 化を さへ 巧い わ。 巧 巧 W が エチオピア 
がかに 化 おし わ わめに をの 抓の 巧 巧を 削 はれ、 イ タリ ー はの 巧のに ファシスト 化 巧の 化 巧を 阐 める ことわ 化か 
わ。 ホ V 卞れ ば、 が 巧 制 巧の 泣 W け マ クン スホ かぶが のヴ r ルミ ー 姐 巧ょりも】 巧が かに、 プァ シ乂卜 を イタ 9 
1 にが 化せ しめたの である。 

イギリスけ エチオピア 帅 なの わめに 巧 山 巧审を 5 する かむ を もわず、 巧ん 卞强化 ドイツの か 巧を 化； W に控 へて 
: H もがく イタ リー とのぶ が關 巧を 快 化する ことを ホ 巧し わから、 エチオピア 逆 巧が 货巧 のか 巧と むる にが ひ、 
こ S かげから 巧 化し わが 阳 問の ホが なみ 3¢ を I がする に 巧 力す るぶ 向に 述んゼ 。化つて： 乂岂六 ザに 入つ てイギ 
リ乂は 地中 很に 汲ぶ しわ 巧が 部な を 引かけ わの みならず、 マラン K、 ギリシア 、トルコ、 ユ！ ゴース ラヴィ T と 
のがにがんだ相冗巧助巧たも、 義のががとおにむかのに巧がしわ 二化一ごハがたリ十おり. 廿セ=下-おにねけ6ィ 
—ゲ y 外 か 《 gw : 

W 。 棋 拟がイ タリー に 巧し わ粹 ホ^も 本閒 もな ぐ 化 巧され て、 化が の 化な は スペィン 内 化に 化 中され、 地 ホ 


诉の化乂雌がビ乂-一—巧に巧巧しわがでわつわ。 がソて 一 丸：，六か卜^ 巧扣リ‘ た巧ホが<1ザンは->なにげ明 
して、 J ムザ V リ—二 巧は 地中が にがてす ザ リスの が 姐 巧を か 巧す るぶ 化な さ こ i を 巧-:: にし わが、 巧 » として 
もぶ tnf タリー を お 化する かさな 巧は 巧ぶ もな がに ない」 とぶ •へ わ。 

これ to 巧、"— マに がいても イギ M ス巧府 のぶ 巧を を 的して、 化ぶ のぶ 巧が ホ 巧に « 冷せられ つ、 あつた。 
ムザ プリ ー M ながは 十 巧： 十 叫；：：、 ボ 《 ユャ S がぶ を w つて、 ホ か 的ぶ 巧を お 明し、 十. 巧 一り ミ ヴンで 巧つ わ 
がぶ にも これを 巧坦し 化ぶ しわ】 そこでを W 併も 卜‘ 巧-九 H に ホ W イ I ー グン to 、 トー 巧 也 H になが ぶ I ん ド々 
—ン to これにげ がするな ぶを 巧 ひ、 化 邮はホ •が糾 巧の W 蝴 化を 巧 W し た- 

か U 1 マホ、 W 大化 ドク モンドは 十一 一巧が かから 巧 ♦と ホ W す 7 / めを 化な L 、 む お to 地中 おに 互る 巧 巧 W の 
化 巧に いて 脚阳 のな 化を おかしれ が あ、 十二 巧 n : 卜 1 H にお 冷 公义の おを a つて： のが 十： £!£ が 巧ぶ しわので 
もる りちれ はを W に 巧して イ タリー が 巧な 地中が にが' いて 现 化を 巧げ ずべ をね おを 巧へ、 巧 W はがが じれを お A 
する 巧を 巧へ わ 怖 W な 文 W に进ダ 化い けれども、-?- 月 r 十 にイ タリ— ザが マず 3 * 力拍を ま 化 地に 使 巧し 
がめ わ ザ ザから ザ阳 が： をを 巧 じて るた 巧で あつ わから、 -乂 ベインの 筑 化を をな 巧す る」 との 約朵に 巧つ で 
夕 かのを むを 巧れ ものの、 が、 W の 巧 <1 はぶ ホ 冷 巧に これを 巧 化つ た-巧る に マ ランスが 巧 巧は トーに これ をれ 巧し 
わ 巧 ホは、 化、 •ザの が ホが ド f ツの巧 ホる ところと 化 9、 讲阳 S を 令に ft 巧を 巧へ ると^ へ わからで 怎 る。 

イギ K にと つてけ、 欺洲 A 巧が がち 令に 锥巧 せられる so イ タリ I とで ふは w のがな もれい y 牟ろ么 とか 巧 
め 開 巧に 巧る がが け— し 術 巧の がが にお 利れ 〇 と ホへ る" 嘴 イグリ ー が Kf ツ とな 巧す るが なにが いて イタ リ I 閒 
班は 巧が あがれを 化へ る" ドイツの W 巧 巧が 巧 •併の 巧 力を ク f ンめ 巧に が附 けにして、 地中 おを 巧る が记 のが 
い巧にイタリ |がた ■ 神に向つ ておい巧^〇出をもつ じととなるのけりがの巧でホる。 かくて • 九ーー-たホに人つ て 


り" 


巧 巧の ww か •田 


巧 •がの 巧 巧は ホ 巧に 化が のに 逃 巧ナる 巧ら、 スペインの 内 化を 巧る： 曲と を • W との 巧 おか！！？ 化し、 な洲 3 
巧愤は •巧节 ぶと か 巧との 巧に 巧れ わが、 供-"— マを 巧刚 しわ 〔お H 化り) クン ズ バリ I {化み ザ 叢が) の 怖 かに 
to ムザソ けー ニと， ム バレンの 閒 にぶ 化の が 姐 かけ はれ、 詔いて W ぶの 削に イザ セ ー ジ のなかが 巧 はれる 
こと* なつた" をれ は 乎 下ノ化 ぶを 化り ていへ ば-曲 闻の 間な にがお 巧を なする もの J であ 9、 をし でが、 • 
が 脚に が 解の 巧ぶ する w 化れ がネ みに あるけが A けに 卜 •つた。 巧し A 巧：- ぃり バレル モに 於いで ムザブ * —二 の 
U から « •がが かの 巧 巧 巧が がんれ てから、 を-が W 巧 もが びげ め S が 巧に 巧つ わがを 巧へ た" 巧に 十) 巧に 人 
つて U 巧、 イ タリー 巧 聞 巧は 乎 r ム バレンに 巧して 巧 巧を A しつ、 も、 ホ wf — デンに •例つ て 破 巧を が サる荷 度 
を 巧し わ わめに、 ぞーリ ー - ネ レグラ V が 巧が しわ かく •イタ 91 人は f でム バレンな W とイ— ダン ホ斯 との 間 
にか 近 ひが ホる とのが ぶを 柏いて たた こみは w かで あつ わ (巧。】】 

がげ イギ 。乂 内聞に it ' いて、 中 H - T ハレンの 妾と イ- タン S 化泌 しに WS が 度が 化した こ ミ 巧れ なな 
がげ で* る〇チ H ム バレンけ ドイツの かぶけ おぶ 化に A ると U て、 これを 巧哄 から 化へ お » させる みなには ブ 
がとの 怖 巧が がが とな 〇、 巧 映は ぶ 化の 餘 巧を 化出ナ ことが 化が る-なに 巧 牌の k わら も 巧 かれ 巧は 唯； の 巧 明 
な 巧 巧で ホる と术 へて & わ。 これに W して、 化寸 巧の-ぶ、 闲 へば イ I ぞンや ホャ， ホル 巧の 化お朵 は、 WS 阳 
の 逆 出には. ぶの 化が がが いので ホる から、 これと 巧は を M るが なにけ お-怖は 胡に： W を g はれ、 y に： 巧を 
« 化せられて、 をの 化な に閒 •呼を々 ける-化に •み 说众 允に f しする と 巧に、 巧 •がに 巧して おがれ 態を R るべ 
しと ホが しれので みるり 

かやぅ 化ぶ 化の W 沒 から、 たて ム バレンけ ■九-: しがの ド卞 卿に 人る み、 なが イー ザンを 巧いで ホ おのが がに 
巧 化した。 tH -'. 卜 UU ムザ > リ |二化 のか パを 巧な し •卜： パには 化、 む 5 -9 ツ 7 ザ クス W を 亦 公ぶ 使征 とし 
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で K イツに あぶ しれ" 一耐 から 化れば イーザ ンホ受 にかす る 不^巧の おぶ ともい ふべ を^!^ で わつ ホ。 をれ が一 W 
丸 S 八 ホ ニ 巧 二个 U に イ—ぞ ン外扣 のがな とむ つ わ J である- 

ィ ーブン のがな は、 ィ タリー との 間に 阳 女ぶ 巧を 巧 ふべ 3 卞 みやの 刚巧 がむ 拖 のの 巧と なつ わじと 巧 時化に W 
へられ わと ころで ちる" 卽ち乎 T ムバレ ンは巧 •が糾 巧の がご-み へば イ タリ I 巧 叫おボ が" ン ドンから お 去 
したり、 ジ 3 —ジ六 W のれ；；^ 北が を ボイ コザ ト したりす るが 作に 巧れ わかを—— を 一がず る わめに 一 H もなか 
になぶ にがすべき であると おおし、 イ I デンけ が W 况 からのみ 巧が のがを みすべき でない みして、 イタり一 が义 
.ヘインよ りが 巧す る t とを 化が 巧 巧と しわ ことが をの 闲 をな しわと いふので A る。 

巧し f タリ ー との 女 巧よ 〇 も】 好 巧 抱つ わ 化けけ 巧 •巧 化かに 巧 K してなる ベを 巧 M の 巧 巧で あつ ホ。 ちれが 
二月 十九 H の にあいて チェ ム バレンと イ— デンとの な UW 央 とれり、 おに 巧を 圳つ ことと なつ ホのを 化で 
も、 原 巧が イタり ホに ホる ことは 巧 ふに 化る り 

一； 召 1+ 一；：： ち 院でィ ，ぞン はを のが 捣の巧 山を がが して T をが 巧 化した S •イミ-巧が スペインの ホ 
かがを なけて 巧つて 石る この 巧に、 イ ダリ I とかを 交 巧に 入る ことが 迸な かどぅ わと いふかき 妖い閒 巧に かるの 
ではない 〇 をれ よ 〇 も、 巧が の 化 姐し とモ のぶ 化に 巧いての 巧 巧 上の 巧 化め が 巧で ホる。」 <’ 過 ま 巧巧閒 に互ウ 
て、 イ タリ ー に關 巧の むい 化 も 巧が な 外々 巧 巧の 巧な に 巧い V 、 巧 本のの 化 かぷが あつ わため である」 とい 
つち 

巧がチゴムバレンがこれに巧へて巧べわことは乂がホのやぅれ馆ぶでをつわ- 

々円までイタリ1阳わらか迫が4しい^1维を邮いわことはない。 をの巧はイーザンのいひみは公ザでない4 お 
W は 牌 S 巧む ところけ 阳曲 おぶ であつ で、 巧 洲つ个 かけが •巧 •併 •がの 獲に よつて お まる W これらの ぶ W が 


か • 巧 


W 冗の リ 化を 該« してぶ に ホ 巧 すれば ながの すかは ぶかね はれる とい ふので あつた。 

この 巧に イ— ザンホ W のが 随し たことは、. が も 一九 〇托 がに V ラン 乂ホ W ぞル カザ セの ながと のが 巧を 执 
つわもので ホ 0 て、 イ タリ ー の 病 問 巧は 『がい， み 巧 だ」 とのり 巧を 巧し、 K イツの 巧閒 巧け、 化 曲 巧 巧の ぶ 巧 ザ 
で ホる イ— デンの おおに 巧な をぶ しわのに 化ても、 をが 卜-ぶ 战の息 中け が— お 湖し ぅる もので あつた 0 

イーザ ンの讲 喊巧問 もむ < r 巧 An から"— マに がいて お-が お 巧が 閒 われ、 g ： 巧 十 ホり に 吊つて 麻 W の閒に 
巧ぶ が 巧な しわ。 これに 巧つ てイ タリ I は スペインよ 〇 巧 九を 徹 化する ことを 約 おし、 =! クス ペインに 巧して 巧 
主の 巧む をん たない ことを 巧 W しわ。 イギリス も ホ H 干 オビアを イプ a I に 併な する ことを ホ 巧した もので あ 
る。 この 巧を にはな が说 巧の アラビア 及び イタ リ I 化 お 地 巧に 视 するな かの 化往 め、 地中が の 巧 化が 侍に M する 
な 解 巧に つ さ 松ず の附 W 义バ をが つてなる が、 巧には 巧を 3 けで 巧 巧す る t ととす る 一巧 《】。 

III U •獨 W 共 臨ぶ のぶぶ 

一丸；；： 六が 卡 一巧；： 卜九 H 、 U 木と ドイツとの 閒に 巧が され ホり •成 化 巧は ぶは、 り •巧. が SWW 盟のホ 51 
として 巧々 てな ぶ 巧き ものであるが、 お 約の 巧 化が 化の 巧ぶ ホに 化 わ わめに、 A ホに のいて み. < の 化 巧を ♦びが 

しち 

がめ をの ものけ 化かに：； ヶ がよ 〇 巧る 怖 W な もので あつて、 MSI に非卞 、化 ホの がが 的 おぶ にも 亦卞 、巧れ る 
化が 怕 ぶに 巧 ダない-*-- 化 叫せられ わに 拘ら 卡、 W かが W の K 巧け 茂 化け •卜 •に 人む る ものが ホつ わ。 H •巧 _€ w け 
この 化 約に よ n A ホ インタ ー 十シ 3 十*;' •'/ チ* この 巧 巧に つを (.) にに 姐が し、 こ. 一 W か 巧 おにつ を 



りリ 


投 巧し、 こ：-) 巧密 なる 阻む を むすこと をね おし ホ もので ホる 一が 一條 - b をして その 巧 r 時に 巧いで、 巧 一 rw に 
巧し を S を 加を 巧た する じ もを ためて & る。 

が 巧な ぶめ ぶか： にがいて おも か 巧を 谊 じれ ものは いんを もれく ソが 巧で あつた" おわの なわが 巧い との A がを 

にがんだ プが 巧け W 印の； 迎 削が、 卽 ち-;-: 巧 icH に 半が 拍約火 巧を 巧が ホ巧乂 はの ホに ぶけし、 巧の 巧の 
を 巧め させ わ。 そのけ か W 外 削の 巧へ ホと ころと して、 4 ■一巧 个た H モスク V でが おされ わと t ろに 化れば、 
木な がけ 現 ホな 一:- M とが ホ ホぶ 的 化の ぶ 化に つきな 巧を おわて わる けれども、 をのみ 巧け 化 巧に も閒 おに も 
り 本と とめ 削がに が 巧を 巧へ るけ 巧 S ものでは れい」 といん ので ホつ わ-巧し モスク V はかけ このぶ 明に 
滿 化せず、 が おして-!- 九：：： のをけ つて、 H 本な がの 洗 明は 不 みがれ りと 油た さ 甘た。 

巧が おなが ベルリンで 巧 巧され ホ 巧には、：— 巧 モス グリで V おがみ 化の が 巧の わめ •> ヴ 卜 なお 乂 みが 削 
邮か であつ ホ。々 巧の 巧-^、 スタ I リンは 巧な にな 及して V 7 シズ ム のか 巧を な？ 5 し、々 クラ イナ 巧が 罢 打ルブ 
チ王ン n までが 巧 ホむな 萊を州 及で、 『 ig は 巧 天を 巧ぐ ことを 糾 ず、 了 ドル マ •ヒブ トゥ I はを 巧の お ゥタ クイ 
ナを 化る C とを 巧ないで あらぅ」 とが 就し ホ。 

V 巧な 府の巧 M 巧は リト ゲィ— ノフ の衍 がを ぶ 巧す る お 化を 视 巧し、 > がの 政 巧は ホ かに かり、 ッ 7 ブシ a の 
をれ は巧路 にあ 〇 とい ひ、 rr ブシ a のか 巧を 活サ るは プ 巧 巧の みに け U ら れい。 なに ホ かを ホ 来卡る ものけ ブ 
がと 協力 十る ことが な 巧で ホる が、 さ 〇 とて 巧 巧け MH を 报胁ナ る ものでは ない- ソ 巧の 巧 巧は 巧な にして、 巧 
力は 巧乂で ホる から、 かぶせる マ ァザシ 3 のがは、 がが げすべ をのみ といき 4 いれ-. 

化 お 巧： 儿に扣 して 权 巧の 乂» が なわつ わ识 け、 ソ がに 巧いで はぶ 巧と 巧 W とで あつた- のか か W 上には 
わつ わのを 化て、-;-; 巧 六 H 、 ヴて ル中づ .レ 1 •••'ホ バ ハタ— 巧- サ阳 で， •こが-- 十* X 紙 はち 


ir" 


ぶ 巧の w 供が •巧 


かが 明の な 7 ム乂を 巧け ホ 巧であつた。 

个 一巧 个 An 、 タィ ムス 巧は 这中 <、 U •巧の が 化な たけ、 ちのりのと する お 化を 化む のでは たいかと A 
じ、 巧む たかお 巧の 卜 •巧；- 个人 U にけ、 牌び 論ぶ を W つて ホの かきな ホを， ん 巧した* 

たおされ わ 化 〇 では、 W ぶな わは 化つ わ 巧を ろしい もめでは ない。 V 费は巧 本 ホぶ が. U —」 巧が のをを 迎 るん 
のと。 じて ゐる やうで あるが、 ぶ 巧に 巧す るむ 义 •が 助を なて ると 化な すれば、 お-な 乂陡 の* 驳を 巧みす るに 巧 
ぶつで あらろ。 巧し n ミンチ ルンの 巧 かが か 例に ザボ 化つ 化かで ホら ゥ とも、 H.W 麻 W の ■权 巧ブ" *ク な 巧 
けなが でも あり、 不 かがで もみる 0 M 巧の おわるな 化は 、 H •巧： みなの iJinS の 門 山であつて、 後ボ にないては 
イギリス のが 巧に も糾 巧が ホる" 

この間に かつて イク リ ー のが 閒 巧は 巧げ て 巧な を おし、 U •讯 WWS ながを 义 かしわ-をれ はやが て 一丸； ごも 
が 小； 巧 六り にれつて イタけ一 が じれに を 加の か 化を むす 化觸れ をれ しわ もので わつた- 

= •巧 巧が 投化は 化が 值 ぶの 晚 W をな ぇ ゎかつ わけれ ども、 をの 巧に が ばれ わ义化 化た とがが つて、 H -巧* 

が： 一： 阳 s 神の 夕洗 站哲 がで わ こと 店 ふこと が S ぉない" 一丸 S がに：：： •用 •巧：； SQ 間に M 曲の 巧が 
せられ わのは、 この お 化が 化 巧 X がを なした ともい ひうる であ。 う" 

四獨 •がの 柏な 巧 介 

ベルリン."— マ 境の おがは、 エホ ホ ビアが 化の 扮 がに 化つ でが 进 せられ わが、 化が のの 巧 近は： 丸一 こ ハが 
I ; 巧 2 的から 閒お ホら れわ とい サベ さ 巧-山 も A る" 辟に ブ クン スの闲 内说 ホと、 讯 •ソ W 吐 巧 助 お 約の 化が がー ド 


巧このなみを化おせしめわやぅに化える。 卽ち、 巧なの地巧に化つわイタリ|は：？盟をホめる必巧に迫られると 
M がに、 中み に 巧いて ドイツに なかする 巧 « として、 奥 •请 をり 巧に 巧々 をを！： する ことにな つ わ。 

をの 巧 巧の 现れ は】 九 S 六 ホ 111 月に がま つれ ライン 巧 巧乂 かに 巧いて、 イヴ VI が ドイツを ぶ 巧した® であ 
る。 これに 引 巧いて、 怖 •ソ冗 巧が 約の ぶ 巧を々 巧と する 巧 •が WW のが 即巧 巧が】 けに 巧を 巧げ、 をの さ 中に 
ローマ巧飼のドイツ大化ブ* ン . ハ， セルはムザ ソリ1二巧扣と扣巧个八：：：みぶのが4^进バ ル9ンにかひ、 ヒプ 
トラー 法な となぶ の 上で 巧び" I マに 舟 9、 お 巧 二十 阳 H にム * ソ？ 二と を 化した。 をの 巧"— ザで 巧され わ 
ことけ イタ 9— ほが が ドイツと 共に a 々ル/巧 巧を 巧ホ卞 るか も おれない とい ふじと でを つ ホ 0 

みれ にしても その 巧 巧 •が W 闲の坚 人は を 瓦に 巧* としてを のぶ 巧を 巧閒 しわ。 M 巧 二 H に ドイツな 扣が a — 
マを 巧れ、 六月には サ 了 ノ ホが が ドイツを 巧 牌して 巧が 叫 巧 H に 及んだ。 をの 巧 イタ =>1 化を 巧大朽 ぶを 巧 
巧ヴ 7 ルレ 火 巧は ベルリン にあいで おを 協ぶ に況 巧し、 をして イタん I の該 ザの 下に 七月 十】 H め 巧 •巧な 約が 
巧 化しを ので ある。 この 巧め は ドイツが 才 I スト リ ー の 巧 化を 巧ぶ し、： 曲 W はぶに -2 巧に で ホせ サ 、をして 才— 
スト リ| は ドイツ W ぶな ろ ことを ホぶ してぶ を 化 巧と する ぶかに 勒 巧な 巧 化に 一の 巧 巧を あを するめぶ を おわた 
ものである {巧-,) 。をして イタ Ml がぶんで 才 I スト" 1 にかし ベル， ン との 巧 協を «巧 しわが 巧で ホる ことは 
いふまで もない。 

スペインみ 化の 巧が しわぶ 巧、 巧 •が 15 执が V ラン n を ザを 巧 助す るな ぶは &ザ< 巧 化した。 じれが わめに 
ぶ •神. ホ W はなえず 巧 •がの 巧 W 巧 株に 巧 W せられる が 巧と なつた ことは、 乂 ベイン 内 化の が 巧に がいて 化ら れ 
る 巧り で ホる。 

W 年 十月 二十 H ょ リニ 十扣 H にぶる チ 了/か W の バル 9 ン巧刚 は、 Sljg が 巧の 巧】 巧 おを 巧を わ もので ホる。 


1 记 


化 巧の 軸 M が • m 


この 巧に 曲 W か ホぶ がが 巧した 趙は (】> "ヵル/候 むにけ ける ベを： 化ヶ W 化れ、 ここ 中な ぶび 巧 か、 巧に 
ォ ー乂卜 91 削な、 (一己 田 院巧盟 に 巧す る (四) 义 ペイン 內 化に 巧な する 巧 化、 巧に 互つ たので* つた 
が、 ホ I ス トリー に閒 しては 巧 木 化む お： 3； の J 巧を 化る におら なかつ わけれ ども、 巧 スペイン 巧 巧に 巧いて は、 
をく 1 をな しわ かくに】 巧し わと、 チア/化が ミュンヘン 市で 巧 脚-山 おに 巧つ わので わる。 この 热問 中、 十月 
二 4- 阿 H チ T ゾ 化は ベル ヒテ スガー テンの 山 巧に e ザ トラー 巧が をな 削し わが、 をの 拽 みに K イツは イ タリ— の 
エチオピアを 併を あまにみ 化する をを 姐 巧し、 T ザス. ァ パパの K イツ か 化 化を が H 化な する ことにみ をし ホ。 
おえて 十一 巧 1 H 、 ムブ ソリ— 二は ミ ゥンに がいて ホの かく 巧 •げ のか 父を お 巧した。 

巧が、； のな わむ 阳 ぶが イタ 9 1 阳 戌の お乂 なる W 怖の のとむ つ わ。 ちれは ド イマで み々。 近 巧の 巧讲 として 
抽られ わ 削がは 巧 巧の パ* リンみ なに ょつてな がが 巧ぶ しわ J t のな が！- をれ は ベルリン •ロ ー ブ巧 
ぶ パと しで？^ 巧され わか け ホして 悼 に非卡 して ザろ がかで ホり、 を » 洲 はず 巧の ホ 巧を なつで、 これを 
中む に 巧 カナ •へを ものである 

巧に 义 ラヴ 7 ルとの 肌の 傅 •がな ぶに ぶいて は、 • 

十 セが 閒 のみ 巧と 巧が と、 が 巧との 巧に r ぅン乂 との か « が I 丸ー ニ お 年 一巧に 巧 化した-じれは W 坦の W おに 
がげ 视を 巧す る もので みつ わが、 不ホ にして イブ リ—に 巧す るが ホ 31^5 閒 巧が® n 、 ぶ 巧は じ、 に 巧】： 3 の 
W がを 化る に ザつ わ。 

とぶ ベた。 巧し ドイツが お- 佛巧 イヴ 《 —.5>い 巧に どのが 化 京で f プリ ー を 巧 助卞る A •むを もつかを 化ぶ し？ 5 
ない邮は、 " J プ の化治ぶの^^もがる识巧であつ わ。 

一丸 5 と 年 冗 巧 巧が、 ドイツ ホ扣ノ イラー ト 巧が" 1 マへ 巧 巧の わめに 化 巧した W K 巧 お H にみ 巧の がると M 


做 


巧に コン ミュ ニケが 巧 おされて、 巧 •が w 曲の 利 ホと 化が はを < やれす るん 0 であるみ お 巧され わ。 巧いで 六月 
I : H には •トイ ツ巧 W ブ "ム •ヘル グ 元帥の ホ 巧が あつて、 •供阳 のが か賊 巧に 巧いて は 巧し わ" 巧し 巧-がの 閒に W 
巧が ザ wffl に访卞 るか 茄 のがい ことが 巧を 巧く 附 加へ てな W され わ- 
を のかの だは スペイン 内 化に け ふ ホで 涉を U みのがが、 ツゥン コザの ず お、 二 3 ン沒 ぶの tt が 巧に ょリ ホ* と 
阳巧ザ かがが つれが、 ドイツが スペイン 巧贴 にが かの む凑を がわた こと、 お 曲かイ タリ— との M 巧 其 巧に 
巧む である じと 巧が 化 閒に 供は る やぅに むつ わ。 

わ I るが おの 巧に ムザ V リ ー ニは K イツ 巧 問を な ふこと とむ り、 一九：： 心 か 丸 巧 r 个扣 U 、 ミュンヘンに 到 
ぶ、 ヒづ トラ— 巧が の化迎 へを 巧け、 ついで •へ，； リンに 人つ わ" ヒザ トゥ I 巧統 けらの 肤迎 のが 上で J * 々凹 S 权 
巧け かして； がの かおのは 巧で けれく、 巧 •がか M お 山の か 巾 じぶ 化で AO 、 このな リこ をは 其に 化 杯と む， し 巧 
巧ものず巧のな化ょ0がづるものでホリ、内のれ刊み«.:^^义5が木化巧をむすれ巧5巧么に化るものである- 
おにまわ巧•が-€阳の巧巧利巧け化してか；^^巧卞るも s にホサして、 が-化に袖化しか一 卞るれ巧のものわるかれ 
である」 といつ ホ" 

この ♦巧の が 敗が 化 おのに か W なる 内が で A つ わかけ 剌 巧す る じと W 度で わる けれども、 化 肋は 巧 •が stw が 
この 巧が めで 巧 やわる W ホと して W 厉 巧：^ にか ホす るに ち つわもの をが 巧した】 

叫けて 巧が、 即ち： 丸： . A が-お 巧、 ヒイ トウ t 巧 はムザ >«1 二に 巧卞る itJC と L て、 えたす一 乂 トリー が 
合の巧にめけろイタリーのがぶに巧ぶをぶ卞るたわ口1マを巧間しわ-を似お巧の化も、1を任めたことはク 
がが化するまでもおいが、 .み«の邮に^^か卞ろ：1脚’糾なから化て、 このわ巧けががいバルリンみなおに化邮をお 
かさな かづた" 
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ナ千ス •ドイツ AJVr た スト •イ タリ ー との 貼 巧 そ朽： する みなに、 が 巧の £ 巧は 化が »洲 に 巧す るが か & ホの 
かにかん ど U 化からない】 M かに まわを S お 姐！： ホは マ ランスに おがす るが なのかに 乂閒 巧は 巧され でわない。 
巧し イザ ォ "ジ— の- ょり、 け I マと パ A リンの 巧み ザは M - の 皮 ホ 巧 巧の^ にぶつ-巧 にが 巧 お 巧、； Si おお 
ぶ - U 巧 S 化を は 化に がろ 巧 W であつ て、 W 阴 のの むを： おな 化め ならしめ る ことにむ 化つ て & るので* る" 

一丸；：. もが 一-: 巧-;- 一 -U に PV •トリ ビ ュナ」 に 巧 巧され わ 『シ乂 テムの -U テ I ゼ』 と駐 する 巧义 にがいて、 マ 
クヴ イダ リアが イタり— のぶおを 阳 W しわの けを のけ おのが 向と 化る ことが 山來 るで 击 らう。 

化は イ タリ— のた がを ホの かくが むして & る。 

ボル シ1 ヴ< ズ ムけ化ホホぶ政かの1; 1;:のな？：：ボ巧の：-5ふやろに巧むる跃ホめがかまわは^ツ7 ザ ぐ3 f 
でけ ない。 それけ - U づ一 "ブ パが なで ある】 ョ ー" ザバとは 何かサ .义 巧が 议 としでの JIM ブ パは S つの-巧 
尖の 卜 •に义 つ-ぶ 化の-典ぶ、 化を のがよ、 れ みのがよ、 これら S がぶ がちれ だれ 衍义 し、. § し、 ぶは 巧 巧 ザ 
ぶは がれつ \ も 火が にがいで 十 わが おの 問 3 — " ツバの 2? 种 めな W を 供 巧し ホ】 がるに V ヴ t — 卜 がかに ホ 
しょうと 、をのが 化を 巧 やわ さう と斯 つで & るのは、 まさに この 一 ごつ のが 尖で みる。 

巧 巧 化の 3 — " づバー ： U 价の なな 巧で むく 化な 及び？： ms 卜： からな つてに 巧し、 化# の 巧 木と 巧 かろる 
る 供れ S 巧 巧に かし、 ボル シ t ヴ イズムけ、 ホ 化に して 不 おなる お 神 A と、 巧 水の 巧な を 巧け？^ と 巧 巧に 执 
がし、 W つて 人 巧を 帖 がぶ 巧の 巧が 物 W ; 卜に引 ドげ る。 のを 巧ち 込む) 

乂 からた 子から 巧へ と W へて 巧 曲を 巧に 卞る化 人のは f ： にょ 〇 化が つた 阳化お 神を 化が とする が 化の ホれ 
わる 阳 ぶに 巧して は、 ボル シ王ヴ イズムは、 か阳 K 帖 のかが をが 巧す るが かを W 巧 制 化では なく、 所ぶ 拍 人の 
r ? む 一 i さう であつ わが か < 、化 化で も阳 K れ むる ものを を 伐が 姑した 说： S ザ か をげ つで ホる 


了 IT 了 了 


‘ ご 二； 一 ZiMrhk! 二三 乙 I ミ 1 |乙 J ミブ己 ご I 玉 さで 呈 {7. 

*1 •ニ ミき t; 二 ill 3 lt ミ： i 】 the Mt 占 iu - rnuu さ n . f/ き 1 こ 11 , 妄 ミ. 
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II ミミち ミニ ミ； <ゴ ミニ I ミ-をち 一 だ ニ ミミ， 〇 【マミ ミ h 二 I ミ Mt ろ ミ nuit ご ご 二 〇コミ ti ミ 5} A き 寺. Mlly . J ミ 另 

妄夕 


义脚 人の が 利を お示し、 巧が する 化 相の が 則の^ にぶつ かみ 則 巧に 巧して け、 ボ A シ 1 ヴ< ズム は'々 货 のぶ 
巧を お 巧し 化 巧 術を 巧が する 。ホ-:-;: 卞れば 令が のれな 巧の 卜- に‘ S つ悅 ホ、 なみが 巧の 巧な をが ボ卞 る。 

この 巧みは ドイツ •ナ ホスと を 巧を の 巧を】 にす る もので お 〇、 これが わめに モスクワ S 巧 ホ 巧が わ •これに 
W 化する 巧な の 人 化 巧 巧と にお M 巧议 をなる ことを がみなら しめた" 化 巧の が ホ S かに も イデ ホ" ジーが 巧 がの 
ホ义 をぶ がする 化 〇、 巧 •が樞 袖け このが 巧に 肢 つても がみを の耻 巧を 巧 巧す る ことが 出 おる で ホら う。 


す】 I 驾セ中 十二 H 二十 tt 一：：： 巧れ T ，- •こ ゲ； 巧 ； A ド ご： マれ ろ 
(巧】 ホな がと 編- W 巧 十一 一: ザ SW 巧な 》 .立 1 -M なは 下 ♦お- 
(7】 •ろ irwy --【 I ミ ms を 乙】 己. 5 己？ 一き 一 . P •さ-. 


m 


じ if か—！ トス ー ♦ 


才 ！ ス トリ I の贼巳 


- 才 1 ス トリ— のげ お 性 

物みびわるゥィー ンじおて， シュ1'.、*卜や乂トクゥ乂 のお化にザを巧ひ、 リ ングがの化なや玉だのわ 、寸まひ 
にのを#はれる化人は、 ゥ（ —ンか供洲义明のよお中む化の ； でわ〇、 かおなる巧術の巧であるとおへがちでも 
る。 巧 かに じれは 才— 乂 トリー 人の 化 巧の 一耐を おしく がへ て わる 〇 なし 午ら 才 1 A トリー が 巧 S 巧 木の わ ザ 巧 
からい ふなら ば、 才 I スト W — はがろ 进 に、 お洲义 明の 泣 巧 地ぶ に 化する 一の 化 K 化の 田ぶ むので をる" 才 I ス 
トリ ー の が 曲は、 紀元が 十 化 おの 巧 r ハン ガリー 人に かがす る わめ ド个ッ 巧が からのげ 化 ザに ょつて 何な され 
わ。 巧が の 《ンガ V — 人け 巧れ 化で ホり、 が 化 おも 似 W 磐イ にと つて 柿る •へきが おなる 化で あつ わ-中 化ぶ W 、 
ハン ガリ ー が渐乂 なせが 化せられ、 閒 化せられる にがつて、 ホ I スト n I は 一巧 平 かを 化つ わが、 «元$ 々巧 
が •ハン ガリ I が トルコに t つて 化 服， れて W が、 巧び がわ 化る おにが •いて 化ながら の 巧ぶ に 巧 3 れ るに お 〇、 
この 巧ぶ はが 十 がの ぶまで 紀 いわ U かやろ じ、 ハン ボ 《| からの 化ぇざる W 迫は、 巧な ドィツを 巧な せしめ 
ると 巧に、 化な 拍近 地ぶ！ 一 •お 橄 しれ 人々 ご t つて、 ホー ストり 14.- いんは ホの 統 •.一.- 巧 A をが しめる が％ となつ 
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た. ふちに がいて け、； ふんと 5 化ぶ：. ."ニイ 3 ぶな ろは なが： を お ザし 《たの 宿 巧で あろ 

伐し ザら イタ リ ー や V クン 乂は巧 も 内と して，. / U シ了 にしろ ホ| ストり— にしろ、 一つの た ホな 义 巧の 3 巧 
地ぶ でみ るた けに、 を こに け阳ぶ ドイツに をる がに、 t ロ ー W 復の ぶは あして 獲 まらな かつた ー ホ— 乂卜 
n — じあけ るか、 る お 化の 进 みの かも 巧が なる か 怖は •巧ら くゥ < — ンと化 化ぶ との 巧が と K りで あらぅ-毛 も 
ザル ツゾ A ザクと f ン乂ゾ ルクを 巧れ るか 阳 人は、 ホ I ス トリー のな なと W 々もが M じ乂 巧で 巧を こ 化 R しわ t 
巧を 巧んで ゐミ S 5 間 おを々 ける か をれ 巧」 これら 苗は だ も おい 閒 ドイツ 巧で & つ わがで、# 
ろ 化ぶ 典ぶ の泌 巧を 巧」 巧-りの 化 巧を 巧 でむる】- 化に， ンツ 、グ ラ— ツ 、ぶは クラ— ゲン ワルト ホの 典が-の 
な 地ぶ 沉が にめ いては、 なが 巧 中の が . H が 化 SS がに 期畫 はない】 才 — y トリ ふ が 化れ るが 化く： 5 乂 
をげ いてた るのは、 をの 巧 巧^を 巧 沉に吸 がられ わ 如ら でけ なくして、 巧 化 おもの 間、 巧 巧た 叫の 泣 巧せ ぶと し 
て， かながら の 化 巧に 巧 まつて 占る からで ある- 

ドイツの 器奠 地ぶ S 巧の 中 •むは ボへミ 了で ちち 化 おは、 が资 山が. ui の 葉を なし、 南 化 巧！！ の 
が 巧で あつ わから、/ ブ—グ が、 n ら地 ぶの 中 •むとして、 で W 化 おの 閒 ドイツの ホ 巧と な 9、 狂 もが 化な 山つ 
をのむ も ぶんだ 町と ちちた ちら、 ボヘミアに がける ドイツ人 《ホ 巧は •千 こコ 近を ぶす スラ 1 ご 
战の ながを 化 巧と-一た 烹で 妾て、 で K 化 おのかめ、 干 こ コ占餐 •なた 及ぴ普 巧は、 ぶ 夏と 巧 
に、 ドイツ S 说 下がび に 巧 人に 巧して 巧 化を なした" このが 巧け ジ 3 ン •ツ乂 の 巧へ る ぶれ 化 巧 巧と もがび クい 
てゐ わが、 巧し 巧ぶ ツ K 巧む る ものは、 巧 巧-一^: つのぶ 巧が かで あるょ 〇 は、 むしろ W ぶ のれ ♦のれ もので あつ 
わ W チ* ザ コ 人 こちは、 巧 化 W ぶよぶ かびに 巧が のなかみ ザみ の ホ W ザで あると ぶふ ことが 出 おる- 

^く 内 化は ボへ ミで を 巧 巧せ しめた。 化 なみは 皮 化： として 巧 巧 巧で わリ 、ぶへ ミ 了け A み# W3 ピ巧 
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W 巧を がらんと 卞 る； ホ W 3 中む では* 〇 巧れ かつた- ぷ け、 ょ ー ス トリ ー をみ いでは、 ゾ ゥン ザン ブル グ W 巧 
地ガ も、 巧に ゾ "シ すと なつ わ 化ぶ も、 よだ 閒 化して わな かつ わので、 ドィツ 化な の 政 ホの 中む け、 門ら y ブ ー 
グ to 々 f I ンに砖 つた" r プ’巧 化か 化 W がの ぶへ ミ 7 はなおで あつで、 阳 でが ホ か 巧 A れ策 をな 巧ず るな にが 

みれ 巧杆 S か」 了 家 こ* わ 苦ない 閒ホ 奮な；、 ミ わと ご A 、 巧 心 咬 わ 5 幸 達資援 のので 

あつ わ 巧の、 神が UI マぶ 阳化 ぶので 过 も‘： 一 ’の とが t り一阳 セ 中に ザる 閒は 、よと して ボへミ 了 S 曲で が 
化 巧して ゐホ J がるに •阳； 一-八が U が、 な 帝の ぶ 巧は、 ハ/ スゾ A グぶ (一二 八 二が はが* — 义卜 ，— t お K しで* た) 
に 巧つた-が かにぶ 十 化 化 お 巧 ザ、；' レ ダリ ィブ：. 化の 抑 K、 ホ ー 乂 トリ ー け 化 H け 犬の 巧で 巧技し、 々< — ン 
はぶ喊しく巧巧しれ- ォ ー ス トリ 1にがける/ シザ ク巧巧^が化、 巧に々* 1ンのヤント-スヤプ7 
そは、 こ$げ刚に化かたものである一 をれにも拘。寸《 こ’け巧がな阳巧地ぶ、 をのがせわる^-ルゾス巧巧は、 W 
でに 书供 をぶ がせん とする 巧む 的れ 政ぶ を W 巧す るた めには ホみ の 巧け をが へず、 これが わめ ツレ ダリ W ブ 化 
のがホけ化がなた化にがつわのである^ 

ハ SK ゾんグ ぶけ こ S 化 S に 巧す るれ 巧ぶ としで 诉削巧 巧を わ" 巧 十. 托 化が S 間の ハ ブ义ゾ ル ダぶ の 巧が 
はかは、 バンガ 9— 及び ボへミ 了の W - がを U 巧と しわが、 ながけ 化は しくな かつた】 伏 i るに、 フレ デリ ザブ； 一： 化 
の丫 マクシミリアン： 化と，’； I ゲン ザィ 公す T 1 ルス 5 的 イリイとの 诉 がけ 化は われ 化を 用ら しわり がち； 門 
た 心が 乎ャ I ル义 での 巧 巧； 人の もなかつ たので， マ クシ ミ 0 了 ンがバ I ガン ギィを W を 巧ぐ ことにな つ 
た。 なげ パ— ゲン タィ 公的は • 31 "4 パの 妃も化 がれ！；； つ おも 近け のむ がな を もつれ W ぶで* つて、 をのが M 
はバ I ボン •ティ 公的の 本ん W かに、 化 r クン 义の乂 なみと、 を バル ギ IA び ホ ゥン ダを 化かし、 化に ギ A ド かな 
の 巧を 化し わみ 柿ぶ あと 比 巧れ き！^ がむ 5 ホに、 巧が のれ 也に t る 中央 化が 玫 ホを 巧 ふじと にょつ て、 巧！^ 巧 
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的ぶ のが 废を 化へ て & わ) 

ォ I スト 9 —とバ I ボン タイ 公阳 とのが なけ、 を < 人 巧 のれ もので をつた" 地掛 のな 巧 « も、 な 班 上の 巧な 
も、 W 义 明の 凹の 關巧も W もなかつ ゎ" む 一化 がの なじは バー ボンが イ公 W の 去く か； プス ブル グ ぶに 巧 かて、 
ネ ザー ラン K » 化 おか 明を 化て、 化に； 化 おの 巧、 ツ ランス かちの 的 W を 巧 服し 的め わご 巧し ともかく、 バ ー ガ 
ン デイ 公田との がな をげ 巧し わ才 I スト リーは I が 小扣 化が のぶに おつて 巧し く拍 力を 巧した。 といん ことは、 
巧が 化 {か、 站い •平な、 强 力な 中 かがが 化が、 すべて これらは バ— ボン デイが 巧 化した もので あつで、 がち ォース 
トリ— は、 バ— ガン ブイの 巧 力おぴ をの 人の 巧 巧を けつて、 巧 十扣化 だぶ がに がける 巧け S ぶの 渡 株に 巧づ いて 
巧つ わので ある。 

かくして ォ ー スト W 1 にがいて、 か ホ 化が 的 化 力が ががず ると おじ， 化ぶ 巧肤 のげ 力が ななし， ゥィ— ン をみ 
いて 他の 地ぶ 巧ホの 巧が は， ドイツ 的な のをれ に比べて お* として 化生な 如つ た-この：. つのが がは、 才— スト 
01 S 拍 ぶの 被肢に とつて、 おも ホが たな 化を もつ もので ゎる-な 巧の 院が 化は、 インチ 4 牌 巧の おみ， がでの 
ながの す ホみ、 化 人の ホが 及びむ かの 化 巧の がが をな 化する-まわ 化ぶ 地 ホの 巧い ことは、 >" シ T 巧# にわけ 
るかを、 巧 おなる 巧が 巧 神の 化かを 总 化する。/" シ了 にがいて は、 ユンヶル 巧が がな 化に 巧して な 巧な#- 迫を 
化へ でた わげ、 ォ ー スト 9 — S む 化け、 巧 おに 巧して 化 K を义 がつ ては わたが、 がげ 卜 地を.：： かの 巧 おとして 
たれ。 なつて ホ ー 乂 トリ ー じめ ける おおみな 托の おが 巧け、 化み かなの W 巧の むがぶ と、 谢 巧な 化 ♦で 巧の げか 
とを巧しわ‘ 一-た：：おがのがホなドイツな-ん；巧にを加しわのは、 才|义トリーでけ、 |?^上巧ホー义卜91 】 W 
だけで あつた。 巧し 乍ら じの 卜 -洗陆 がの お 力は • I! けに、 I W ぶと しての 才 IK トリ 1S お 力を 巧が しわ" をし 
て、 じ S て 巧を して 巧け W ぶの ぶ-典ぶ をか闻 から 揉り 人れ ろ ことを が 巧な <サ しめれ-】 こ、 じ々 H モで 《才 1ス 
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卜 9 1 閒 屈の 供 巧が あるので ホる。 

« ぶな 巧と 巧 力れ がが とを 化と して 中央^ 化か か w -> を 巧な せんとす るを « を 抱い ホのは、 才— スト 91 の 
ハプ义 ブル グぶ だけでは なかつ わ。 巧 十 お 化 だけが のイギ の チユー ドルぶ、 れ に マラン X 、 おに 巧い 阳 でけ 
みるが バ I ガン デイを W も W じれ 巧を 秋つ たも の Q 】 であつ わ-巧 じれら のぶ W け をれ だれ.：： W の 巧 力を 化 巧に 
してな つて ゐ わのに 封して、 オ 1 K トリ I のかな けこれ をバ I ゲン ザイ か..： 化 〇 わと いんがに W 进 が* ク ホので 
あろ 而も この パ ー ボン ザイ との 關 巧は ハプ K ブル グぶ のが 巧め 巧に 化つ でかが わと いふた けの もので わつ ホー 
やがて このが 贿 はぶは、 マグ シミ， アンの そ、 フ ，9 イグ と、 スペインの W たユ アナとの お 巧に ょつて、 巧ん 
どが 物ぶ i のかを ものにまで おおし わ" 巧げ スペインけ、 が 小の ぶが 山から 巧 < にして が一 w . w としでの おを お 
へ、 世界な 版 か 巧に 采 出した ば-^ りで ホつ わが、 •扎〇 丸 非、 マ クシ ミ リー， シ のが ホャ—* 义扣 化が、 スペイン 
王な を！！ ホし わ 巧には、 をの 巧 巧は K ベ f ン のみれ ら ザ， お f タリー 《をな、 二-レリ ー、 けン バル デイ (巧 巧 S 
ミミち 及び 中南米に めける スペインの 筑 おに i で 及んだ レ か < して 今を： 个 モなア A ソ乂巧 巧の 一巧 本に 巧 ダ 
なかつ た ハ ブス ブル グ で 巧が 一巧して、 H 巧 十る 巧な さ J - 人ぶ 凶と む 〇、 をのが 阳は .5、 隆に まわが 9、 31 
ロヴ パに がいでは 才— スト y — の マル ゾス本 曲の ホに、 义 ペイン、* クンダ、’‘、 ルギ I 、 イ* り一 の大 なみ 及び 
々 R の フランスの 化な 的び にか 部を 抱泌卞 るに ザつ わ。 

がるに にが 渡を】 巧せ しめる 一大 かがが ホせ した。 それけ： 扣 一一 六かモ ハ* チの 巧に 於け る トルコの ハン 
ガ 9 1 化 服で ある。 ハン ポ —— とオ ー スト VI との W にけ、 おし ハンゲ 9 1 す 納が读 びわ 媒 なには ハン ポ 5 1 は 

个やポへ ミ7とモのモラヴ<了、 ニレジアの巧«がオ| 
スト* I の 巧 もとな つ わ-八 ン ガリー の大 おかは トルコに 巧 服され、 ホ阳な W 巧 地ぶ のみが 才 1 K トリ— に W し 
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ホ。 巧し をの 巧 巧は ホ I ス トリ I にと つてけ 巧が ゎ 巧 ホと いム ょりはむ しろな 化かで をつ ホ。 おし ハン ガ 9 I の 
なおは、 ホー ス トリ— 本阳 のをれ とが 巧に 巧つ て、 巧 巧と して 巧 力が あり ハグ ス ブル グ ぶの" ン ガリ— ま 度の 企 
でに 巧して 始ぇ卡 巧 巧な 巧が を かて わからで わる 0 i は w . トム n みは 力し わし、 トルコ も ホ じれを 利用 ナる 
ことを をれ はかつ わ) モハブ 乎の 巧 巧 一二 年に して、 トル n はゥ fl ン を， dw しわが、 ホー 义 トリ— は »洲 巧 おの 
巧 助を 巧て 辛ぅじて これを 巧な する ことが 化 がれ。 

トル n に 封す る 巧 » はす 1 K トリ I 本拍 のみれ ら卡を »のが むがで あつ ホ - M 時に ボ へ.-、 アを巧 おし わじとは 
ハプス ブル グ ぶに 大 をな 力； W がへ た。 とい ふ 巧 山は、 ボへミ T にが’ いては マスが 巧の 化 U が チュヴ コ 巧を 巧卞巧 
巧の 地ぶ 巧 肤の巧 巧が なり、 ハグ ス ブルダぶ の 中央 化 祝の 化 巧に お 巧に な 巧して われから、 乎ャー ルス 冗 化は、 
をの 来な 巧 巧、 才 I K トリ— 本 W 、 ボヘミア 及びを のぶ W 、 ハンゲ V I をみ 巧ツ でん ディナン ドー 化 になる こと 
を 巧ぶ しわ。 この ことは】 丸 1 A 年に ちる をの 近 巧 ホー スト y — のちぶ とん 巧が すべきが 巧で ある" 

これにょ つて ォ ー 义 トリ！ は、 曲大な ハ.，. スゾ * グ巧拍 の 巧 W 内に* りながら、 能くを の闻は 巧を 化 巧 ナるこ 
とが 出来た 〇说 I し チ*— ルス 冗 化の 巧 巧、 口 I マを 巧の 王な はやけ りオ ー スト 91 の ハ ブス ブル グぶ にわ 〇、 を 
のサ がか 巧と 巧 トルコ 防 化の 巧 来は、 巧 ■ホ W の 巧 力を 必巧 とし、 み. くの ホ坦 人が この W に ホれ 込んで は 巧* — 
ス トリー 巧 族に 巧は るな 巧が をが 巧し ホ。 をの 中に も义 ペインと イタ a — のがぶ が 特に 巧し く、 ハ プ义プ A グ王 
巧を 化 曲んで、 义 ペインの のにが 0 わみ 供れ るな 巧を 巧が 巧閒 される やろ になつ わ。 おが も、 スペイン わら 巧 
し、 スペインの なお 巧を もつ わジ王 スイ ザト 巧が 沒 まり、 哥 おも か ♦巧 巧に W く 位に スペイン 化されて おた。 

かくの かくして ォ ー スト 9 1 は 二つの た 巧を もつ 四と なつ ホ。 が叛 のには ホ ー スト 9 1 は K イツの a 巧 地方で 
ある。 巧し この* 度 化ぶ の k に ハ プ义ゾ ルグな 巧を 中む とした 田な 的え 巧が 巧 かれち をれ は スペインの « をを 
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おむ とし々 トリ ブク 巧みに ょつ てが ばれ わと ころの、 え ペインの、 イ タリ ー 的、 マタン ス 的み び オランダ 均れ 巧 
巧 棟* の 巧 ホを をんだ ラテンの、 地中海の、 カトリ ヴクの 文明で あつた 一 このが 用に して 阳 巧に 式 巧な 田 巧の ホ 
巧义 明と、 ホ I ス トリー の 地 巧 巧ぶな 巧に 巧く お ざし わ K イツの がまとは、 ホ— ス トリ— 全 化を 油 じて 巧えず 柄 
ホつて 占る。 前 ホは カトリ》 ク •才 1 K トリ— 巧 か-が 巧に、 巧を はす I スト" I •ナチ 巧め に 巧れ て 巧な のが 件 
にち たる 巧 巧を 巧め わので ある 0 

巧し、 才） スト 9— には 尙 この ドイツ 巧び 地中が のた 巧の 巧 向に 巧して、 巧* たる 巧が を 巧け てた る 今一つの 
巧 向が ホる。 をれ は邊巧 地ぶ としての ♦1 スト 9 J に 内な 的に をれ たもので あり、 ボ へ，、 ア 、ハン ガ9| の 巧 巧 
にょつ で 巧め られ ホと ころの スラ I ヴ 的、 バルカン 的 或は トルコ 的な 向で ある。】 口で ちへ ば、 才— スト 91 人 
の お 巧は、 巧に スラー ヴ巧 巧の 怖 来な を 巧に 巧いて ゐ る。 これを 巧す るに 地 やお 的、 K イツ 的 及び スラ I ヴ 的な 
る吉 つの 义 明の 十字路で ホつて、 地中 おのな 巧 おはぶ として 上 ホ 巧な 卽ちホ 族、 卒 な、 巧 か、.； に、 ドイツの 

巧采富 違設某 養び 賣 S 愛異完 、黨ミ 安， ふ 袋薑 は下潭 貧？ 5 ものと 5 

ふ C とが 化 ホる。 じれを ナチ ス 化する 巧 かが どれ 程に 巧みす るかは、 巧が の 中 换の巧 かを 左を ナる ものと M るぺ 
まで ホら ぅ (化 1)0 

二 化巧踩 後の ナース トリー 

R ホは か 巧が 刺の 巧け るを 大 のな 试で ホつて、 W ぶは】 おぶ おに その 巧阳の 巧に 巧め* が あり サ巧 やを 閒ム《 

をし 受 Q 大をが 行 巧る つ マ 巧。 と麽へ 5 ならば 、 I g 《器 寡畫话 かで を ミ 巧」 お」 そのを が 巧を 
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的で あるれ らば をれ は 巧 巧の ながで ある 〇 化が 大联に 於いて ホ ー スト リ》 人の 大 みたは おを ォー スト— — のた 《 
に 巧め！！？^ を 相つ て われ かつ ホ。 攀は唯 ハプス ブル グ巧 W を 倩 おしつ、、 霉の巧 あに 反して 巧 W の 巧に 巧の 
C とを 巧 ひられ わ だけで あつた。 才—ス トリ ー に 巧いて は、 も 巧の 扳 巧から 巧 氏の 大 束-おに 神 巧な H 的の わめの 
お 化な な 巧の なをを 巧へ なかつ ホ。 婆に とつて それは 巧なる 巧 巧で みり を 怖に 巧 ダな わつ わと もい へょぅ。 

ホー ストり I の击 なにして 巧 田 おた る a ゼフ • "I 卜 は、 大巧の の 十が 後出が しわ 小な に、- 化に 满 せる ハ J 义 
プル グ帝 田を 巧して いふ 『ォ ー ス トリー にめ いてけ、 巧ず は 巧 巧 か 巧から 始 i つ わ 一と。 ハプス ブル グ帝 田に と 
0 てれ 巧 巧と なめられる をは、 巧 判 もが 巧 もれ < 乎な 〇 次 巧 •化 巧に おせられ、 ぶ 中 おも ネ くの# 巧を 冷つ ホのは 
巧 巧で ホつ ホ。 ギリシャ 正れ 巧 ft みの « 化 も、 时を わる" シア 人 及び セル ヴ< 了 人に M 巧を もつ との » 巧を 巧け 
わ。 巧 巧のに 育へ ば、 この 田の 八み の 五が 化 曲と 苗 巧 系が を M じぅず るのは を W つで 田が 巧の W 巧 t 巧け、 なが 
もを が もまけ 寸 して 巧 巧に 巧せられ わ。 即ち ロ シマに M 巧を 巧ナ る々 クラ イナ 人、 セル ヴ<ア に M 族を 巧す る 巧 
义ブ ー ヴ人 に 所 W あな 》 せかに ■ナ t 人*)、 ル I マニ 7 人、 语 ホ " I A 及び 卜 y H スト 化 方の イタ— — 人、 巧に 
ナ Z ， n 人 巧が じの$ な 迫を の 巧みで わつ わ】 

かくの か < がが 大巧は ホ— スト gl にあいて は 化づ巧 氏に おするな 巧で あつれ W 。 巧し 树る曲 おはわ •〜 •トイ ッ 
人と ハン ガ — I 人 及び ポ ー ランド 人た けで あつ ホ-ザ； るに ボ 》 ラン K 人の あ 巧は、- 丸一 六が、 ゾ a シ 了が リシ 
了に 巧け るポー ランド 巧を 併な# ん とし、 をの 地に W がの & K ボ ー ゥン K 技巧を 株 WL ホけ にがつ ホ】 ドイツ人 
及び ハン ガリ ー 人のを 巧は 巧 巧 葵. ルを には がれれ かつ わが、 巧し ザ 巧-^ これち W 氏の 閒 にも 巧 « の 巧は ホ 巧に お 
しつ 1 み 0 ホ。 おが 大巧の せがは、 ハプス ブル グ巧 W に 巧す る 巧 巧のを を、 大 ♦.おの ホ ほに ホ 这んだ だけで ホつ 
たり 而もな 一片 巧い ザに ろ圾 もを 巧な なは さへ なして この 巧 曲の 进 なには お 期 位で あつ わ-お ザに 巧卞 ろは ♦ 




の 獲け、 みくみ もね 巧の 閒は kw 巧 巧の 態に ななして & わ。 み， くの 巧な や 巧け 内 w の 化な 义 化を なつ わの c 
この上巧辟巧であつ わが、 巧しォーストリーに巧いてはドイツ、 ブ*.ボリ卞、 トルコ と巧な9、 ^ gljll !^は身々を巧 
巧され わ 巧 度 階は であつ わ。 かぶ この 剌 g には 二つの がな がが おで ある。 巧 一に それは 4 巧のを なには 进 相され 
れい 〇才 —ス トリー 巧 柏に 於いては 巧な は 巧に： の K その 巧々 から W 巧され て ゐち化 巧は 軍人と しての お 春を 
巧 持して をれ なかつ わが、 巧し 中 ホ のん 麻の « ので々 じして： 水 W に：；：^ された ものは 別で ホつ ホ" 巧では は ホの 
ぶが にも 觸れて お OW 巧に 粗を がしな かつ ホ" なかに ホる ホ阳ザ 化しで W ぶの 巧に 米れ せわ ばれら のとい ム觀ぶ 
は， 巧すー ス トリー の大 もた のぶお 挤巧 から おれられ てた わ。 こ、 に 巧 巧 ハ.， K ブ * グで巧 巧び になぶ M に 巧す 
るで 人な の おなる 版 巧が ホる" 化 巧 h 丹陆 おは •りら をぶ 令に 化 巧して 化を-化 化に がへ る ものである。 み 巧 ft の 
これに 巧 卞る忠 巧は、 ホ 巧に 巧んで ぶを にむ がかれ わ。 巧して 巧！ •に、 か、 る 持 化け < ン ガリー 人 及び ボ— ラン 
ド人ょ〇も、 ドイツ/、^刚にがいで巧かに；个がであつホー ヴけシアやハ ンゲリ—にめける上押巧なは大^な巧 
地ぶ 化 卞-ょ 〇 巧り 巧 M なぶを もつ てる わのに W して、 ドイツ人 中の kw 闽 巧け、 な、 げ でぶ 及びを のを 〇 が 巧 
ぶ to 巧り、 かし も 巧拥ぶ A ももた なわつ わ" か、 る hw 巧 おの 巧：：^ の 巧を は々 f I ン にがいて げ忆巧 だし わつ 
た- ス ホ*' アヤ ボヘミア 《ドイツ人の 間にけ、 それ 巧が だしくな く' 乎 口 I ル 地方に 於いては 巧 巧と して 巧 巧を 

♦巧 S で おた。 乂慧 ミ-:。 ふ 寡の 援 け、 品 監$ 態が V 造く 地 舞に 5 巧し ホ t とに す 

い が > されて わる ■'助ち ホ I ス トリー はか、 る 大巧 巧に 巧进 してた 化し わので ある W バゲ： < プル グ巧 W の W - がは、 

い 巧に ナ H * n んや南 スラ I が 人 5 巧 化の おおで はれく、 化づ ぶ一に な 曲の 防 術 ザた る •へさ 人 ♦の 巧 田に 巧す る お 

'の 脚む のが 巧で ホつ わと いんべを である】 

^ 】 九 一八 年 十】 巧、 み 巧 力 》 ル. 化が なれして 巧み おを 巧が 化が をが 〇 『ドイツ 巧 ホ IK トリ I みみ ちれる 
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ぶ 巧の 下に、 巧 ホみ 巧が がを 巧され ホ。 巧】 丸一 九 年、 化み はお K の ザイツが 大統 巧と なり、 力— ル •レンナ— 
がか かにな 巧し、 九月には 瞄な拍 側と ヤン •ジ * ルマン 巧め が 巧 おされて 『ォ— スト 9— が 巧 H 」 の 巧 击巧麻 巧 
が 巧を され ホ 〇阳巧 かおが おけ ハイス ブル グ巧 曲と がを かつて、 ボ— ランド 人、 巧 スラ I ヴ 人、 ル— マユア 人、 
イタり-- 人は をれ ぞれの W みに 合が し、 ハン ボリ ー も才 I スト 9 1 から 快を 圳つ ホ。 チ H ザ 3 文 ロゲ r キ 子は 巧 
化を なし、 ボヘミア 巧び をのな 掛の ドイツ人 居 巧 化を 巧 巧す る じと とれ ク ホ。 才 — K トリ— は、 お 局 ウィー ン、 
ダニ ュ ー ヴ 巧を、 了ん ゾス巧 W のみに 迅 元され た。 

この W が® ホ 田と しての かなの 巧が をげ いて わた ことは、々 巧 これを 巧-化すが 巧は ない 〇 孰れに せよ、 巧ォー 
K トリ ー がが 巧 > 巧 化の 屯 命を 化朽し W わ Q は、 一丸 一丸が より 一九 ili 八が をの 巧* 二十 ザで ある。 凡を 曲み に 
は、 をの 巧 化を 粧持 する わめに、 巧 巧め にかが なお 巧披 化と いふ ものが わる。 巧し か、 る 巧 巧の ながよ 〇 もむ し 
ろ もつ とか 炬 のな ものは、 をの W のを 巧 か 巧 L -- 巧 W かびに 前 時 巧の 巧 ホとの 關 巧で ホる。 ホ 昔 すれば ォー スト 9 
— のか おがを 巧に がし わのは、 ネ< の 失 ホ ザが 化 史てゐ わからで はな < 、かれり 良い 接しを して わた H が、 唯】 
巧に して 巧 巧に 招つて 了 つれから である。 

この W のな ホの 活かが さがし わが 巧を ぷ ベる ことは 本 巧の 目ので はむ い。 巧 巧ォー スト W — の冉 巧は、 度が の 
ハ ブス ブル グ巧坊 のをれ と 何 巧の 關 かもない 。ちれまで ハグ K ブル グ巧 W のな 州で ホ つわものは、 今は 巧 化 田み 
である" なつて々 まで 的み 述 巧で ホ つわものが、 今は 巧 基 化 入と なつて ゐ る。 だから 度 巧と 1 の 正 巧な 比 校 
は 不可 巧で ある。 唯ち ホが 训 おと の 巧 人の みが この W を 巧の 巧 巧 わるみ 巧を 巧へ る。 

ホー スト リ ー のな 巧は 巧 巧 地の お乏で ひど < がまされ わ。 ちれは ハ ブス ブル グ巧 田の がが と共に、 その か 
部な ホ 化 巧 わる ハン ポリ I が 巧な しわからで わる 〇反热 の約牢 々はお 入に のがねば なられ かつ わから、 アル ブス 


1W 


たがの— ，トス- ♦ 


3 巧の 裹ホ さへ も虽巧 巧くべからざる ものみな るに 至つ ホ。 この 脚に ホつ でか 巧な ホを のが かの みがすー スト 9 
—な 巧の 巧 巧に 巧 典す る ことと なり、 をれ が 巧 年 ナナ 巧 かの 主 巧れ る贵 をの】 つと れつれ。 

がし 才 I ス トリ ー の エホは 沒 ぶに 比 •へて； W 巧るべき 阳 巧に 陷 つた。 8¢ がの 田の ホ ST 度び バ A ヵン 巿 がが をく 
失 はれ ホを りで なく、 巧 巧ぶ 执は 五に- H « ホ ホの 保？！！ のた め 巧 ホる だけない 脚 巧 巧 巧を なけ ホ。 t れは 何ょりも 
エ柔の 巧 化と いふ 政 巧 的 かがな にょる もので あつ わ" 大巧 巧の ォース トリ I は エホ 曲と なつた ので わるが、 任 か 
六な K 十 巧の 人口 《そ S 中の かみは エ巧化 W に B して & た) を U つて W の 巧 化を をへ なければ なられい 巧に、 をの 巧 巧 
を# はれて 大巧む 後には 巧 巧 ホの わが 十八 巧に k つた。 でも 巧昭の iK 股は ホ— ス トリ I が 巧 巧な の 巧の か 巧 
に) つの おか 巧を 巧へ わが、 燃し 一九二 二が には、 この ィンマ レー シ 3 ンは エホの 鞋 巧を 觀 ぶせ 寸 しでが つてを 
れを妨 巧す る 相 化に 巧した 〇识巧 巧盟を 通じて 闽巧 化み がが & され、 ィン プ レ— シ 3 ンは 止ん がが、 をのな 才— 
スト VI て 巧は 化 巧して ゐ ない 〇 : 九 二ん ザ （九 年の がな おも 巧り 才 IK トリ I には 巡りが 寸 、失 巧 著は 化 巧と 
して 十 巧を なえて ゐ わ。 ちれが 化 町. あがの 巧 もとが に、 巧 こ 十 巧の て ホ 人 n の 中、 失 巧を S 十 萬を 巧え るに おつ 
わ。 而も じの 化 ホは をして 正が れんので はなくて、 巧 於は 失 巧 巧按や 化かに あぶれ わ 十 WW よの 巧 巧 ホ 绝をか 
へ、 あ 巧の 巧扣 にが’ いては お个 巧を 抱え わ ものと 推定され る。 か 1 る 化 想の 下に、 人口の 巧 亡 ホに 巧 ナる化 ホ ザ 
の 巧 遇は 巧 パ I セントに 巧 下し、 而も ホ I スト y — はむな がの おもない M の 一つと なつ ホ" 

々41ンはエホの中むであるなかに、 サて巧み及びをなの中むであつホ。 これらの巧巧もな巧ホ巧のな巧に巧 
ム 巧， 间を みし、 ホ 巧に チ* ザ コス n ヴ r キア にがつで 巧つ わ】 迹^^ 化が おる と、 これまで 柬巧 » がのを « の 中 
也で わつた々 ィ ー ンの 大巧 巧が ホ* に孩 ホしたり 一九二 九 年 巧には ボ） ザン ■クレ ザザト ■アン シュ タルトが、 
がに】 丸 S 】 が K 巧に け ホー スト WI わ 火の 巧 中 巧 巧た るク レず マト •アン シュ タルトが 巧 巧した 〇 をの 巧 巧へ：' 
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i で 巧 化に 化が してた わ大淀 巧を ホつ で、 H モは をの 巧 巧の 巧 巧が 不可能と な 〇、 ホ 地ぶ に 化いて セイント ヤ巧 
の H みまで が 巧ん ど 巧〇货 はれる がぶ であつ ホ。 

-11 映洲の 巧々 も衡と オース トリー 

一九】 A おから 一九 おにち る ホー 义 トリ I の お 史は 、パリ- 卜 かみ 巧に 巧 化された 训进 にかす る ホぶ のな W 
巧を 巧へ る。 がちす一 乂 トリ I け 巧 巧のに は 巧 化ナる ことが 化が なかつ た-がしが 巧の か 巧 A みがが お 的な ので 
はなく、 巧ぶ の 用との わめに け、 をのが はの 火み 坂が がんで これに かぶを ザム 巧 任の む 巧 W 巧が めが であるに 巧 
らナ 、巧 ホ ー ス トリ I 巧闻は 反 巧に をの だはの 巧 W の なれな を々 けた。 をして 巧が か W は 巧 おおを 巧难 しで 巧 fc 
W 巧ぶ はの 巧が のなか おのぶ 化さへ もつ かみが なわつ た。 巧 巧に 巧い 阳 巧を がし、 がな も 小 巧 も お央も 化く、 W 
統 がな ぶが 防が も ホみ も なをこの 小 巧 化阳の 巧が にぶが 滿 也し W られ t ろか C を こで 一ぶ には 巧 ハ ブス ブル グ巧 
田谋 巧の. 典 巧が A り、 化ぶ にけ ドイツと のがを をぶ める ホを おじ わので ある- 

じの 二つの ゴー スの 中、 か 初の 『ダニ ュ ー ヴ がな JI のがに がける 巧 ハ. イス ブル グ巧 田の 巧 辟は、 ♦.くの 巧が か 
ら 化で お 巧の かく 化 はれた。 ダニ ュ） ヴを n みは、 巧し きか 治が 態に めける 巧 ハ-, 乂 ブル グ 巧は わらん としれ】 
ちれは « 氏 巧の！！ 访 をな 巧し わが、 巧し ダニ ューヴ 巧 巧の 巧な ホ耶 化の 巧れ 巧は、 ォ ー スト リ—を 巧め C の巧义 
の « ホ が愤に 巧な して & わんら、 この おには イヴ 01W ホの お 洲ぷ强 田は かして K 巧し なかつ わり 大巧 後閒 もな 
く チ H》 コス n ヴ T 午 ア、 ユ I ゴ 1K ラヴ f 了、 ル ー マニアは、 ブラン 义の巧 巧の 下に 巧 巧 『小 お 巧 田』 をが 巧 
しわが、 この 战 巧は パリで も ロンドン でも »迎 せられ わ。 イタ 91 はオ ー スト リ J 巧 曲の 巧 現を がれて K 巧の な 
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巧を みし わが、 巧し これと ぶ 巧 なは かつてむ わ。 か、 るけ 巧け にも おら ホ、 ゲ -1 ュ ー ヴ去 円かが はけぶ だけ 
で 失 化に がつ わ。 このが しを 形に 巧る ハグ 义 ブル グホ闻 の 巧が にだ 巧し わのは、 よと しで 巧 - w 巧 田の か 巧に ょ 
つて 巧な しわ 巧 巧 凹で あつた。 をれ は 巧 昔 すれば ハプ K プル グ巧拍 に 巧 する 巧 お 巧 A 民 巧の «巧 であつ たと も存 
へる。 巧る にこれ と 反 巧の 解 巧が ち 巧 •巧 合 巧を 巧がず る わめには、 この》 のち 化した 巧 由を 巧 柏す る ことが 必 
巧で ホる。 

巧 巧 • W 巧阳 は、 をの 巧* 的な み 似は 力を 化 木と 十る がか 阳 ではな かつた-をれ はが 巧の 沒 "に 成 <と村 げに 
採 ♦の お 族め 巧 巧れ にも 化闲 ホる もので ホつ わ-か M むる WW もがれる は U に 巧し で K 抗し ょぅとけ しなれつ た 
が、 化し 化 巧が 抑が された 媒 なには をの 巧 面の 巧 巧に 封して 反 巧し ホ。 佈 へば ハン ガリー の 袋は、 お スラ ー ヴ 
族、 ル I マニアみ び K " ヴァ キアの なおを タザ 巧が して 来 わから、 やか 巧め が ハン ガリ— から これらの 巧 巧 巧の 
ぶ わを 占める 地 巧を 巧つ わ 巧に 於いても、 ハン ガリー の ダ- 1 ュ I ヴ 妾： 5み に巧ナ るが 一の 俸が は K " ヴ r キア、 
クロアチ<下、 トランスシルヴ？ ユ下にげけるハ ンゲ91乂公巧の财ホな化をホぶせしめることであつわ。 ナゴ 
ザ n 人は、々 f — ンに巧 中せられ てた る 巧 巧闲の 化け 及び 姐 巧 上の かなりの 特 がを 化 巧の 阴に 巧す ことを ホ 巧し 
た J がるに ダニ ューヴ を 〇 なが 出宋 h ると 巧み もを が もがび々 1— ンに をのむ 巧の 中む を 巧を る t とになる 。を 
れ では チ t ザ ゴ 人の 新し < 巧が しわ » 越 怖を 巧 なせし める こみになる から おき 入れる 巧が なかつ わ。 ハプ K ブル 
グ巧闻 のがでは な 巧 地 巧で ホつて 化 巧の 巧 巧は ホ 巧に 巧かつた-おが 今や ル I マ ニヤ、 ュ— ゴ—ス ラヴィ ア 巧* 
はちれ だれ.：： 曲の 巧を を 巧ぶ せんとし てた ホ。 化すは 引 拭いで をの 小ぞを おか ナ るが X ホが 化を 大巧 前の やろ に 
お 人し ょぅとは 思は なか ウ ホ.】 巧し か、 る 一ぶ 的 化 巧に 於いてけ か 何れる お ホ & ぶ も 化が る ものでは れい。 巧す 
るに ハ プス プル グ帝阳 の W 巧は、 この 巧 W の义 KW 巧を 巧な し 巧が 巧 化 化を か 上げれ ので ホる から、 大巧み 閒も 
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れ< か 巧せられ わ ダニ ュ I ヴ巧 巧會 は、 ホの 二つの 中の； つを 巧 巧す るに 埋ダ なわつ ホ。 巧ち それは 巧ぶな なか 
巧は 巧才 I スト a I 巧坊 をぶ 巧せ るが 巧の 巧 巧の 巧の 巧 化® わ 似れ わで わつ ホ もがる に 巧 ホは 帝 2内 銷巧 巧の S 
巧な がの 巧な 巧を お 化する ので あるから、 大巧の が 巧から 利な をが わ これらの 化 おおは、 グユュ ー ヴ化 « のが 巧 
の 8^ を 巧 巧す る わめに、 をのが ホす ベでの 利 巧を 巧 巧す る こもを かじな いのも 巧 巧の W おで わつ ホ。 

ダニ ューヴ 化 巧は どが ホの 必巧と W ぶの 巧 巧の 巧し くが がする とじろ はない。 ヴ t ル サイ ユ巧 めの 解かは 明ら 
かにが ホの 必巧 巧に 反して ゐ わ。 巧し ハプス ブル グ巧 田の が 化は 必ずしも ヴ I ル ホイ ユ 巧め にょつ て 人 巧 的 にれ 
されわものではれわつホ〇 ハ J スブルダ巧阳は、 モの带なが マヶド ニ了义ぴヴ1 ネチアの巧なで！6^8しわ時に、 
取滅 しわので ある。 ダニ ューヴ ホ 巧の が一は、 扶も なくが ホが おがれ である。 巧る にこの 必 がれは、 この お】 の 
中む ホらん とする々 ィ ー ン巧び ブダペストの 架 求と 一を しない C この 化 巧の が】 に 向 はんとす る 円 巧 的 g は、 
々やが 一の 巧し を 中む を ホめ なけれ はわらない 。巧る にか I る 統一を 免 巧し がる 力は、 ダニ ュ ー ヴ巧读 をれ 巧み 
の 中には 何 巧に もれ かつ ホ。 ホ ー K トリ J は 巧を か、 るが】 の イニシ T チ ィヴを おりろ るな 巧 でれ く、 ダニ ュー 
ヴを 貝み は 一片のを しを 巧祗 W 上の W かで もなかつ わ。 をれ 化に 大 R 拍 巧、 な 材 、ォ ー ス トリ I の あらゆる おは 
ドイツに 巧 けられた 。が も々 ィル スン 乂 巧 巧が 找巧円 ホの 话 巧を 化 巧に 約し、 ホ IK トリ— にと 0 では § のな 
田 ド イブ 巧 民 じ 巧 W す •(まが 期 巧 かせる かの かく あはれ わ。 

ところが ホー スト リ— のをな 黨 はこの がかに おして をれ だれ® を 巧に して わた。 小が 舍のホ ユダヤな 獲 巧が 
及びが かの かなりの お々 をけ おして わた •トイ ツ 闽巧黨 は、 明らかに 巧 •巧ん 口 巧を 目的と しで わた-' 巧し ホ 》 スト 
り一 に 於け る ドイツ 巧 巧 度は、 大巧 中 ル I デン •トル フの遏 巧た 化 巧に 巧し、 巧 巧 I ’ ジ * グフ 91 デン.！ 卽 ちドイ 
ツ のす ぺ ての 化に 巧し 巧 巧み 巧が を济ナ •へき 平 かおめ を 巧 ホな 巧し、 巧に をの 巧が 失 はれで 後 も 大巧の 巧な fe 巧 
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ホして H つ ホので、 两 巧の U 用を 失つ てわた 〇 巧を 晚巧 とな 进陆 なが 巧に 巧 力で ある ォ ー スト 91 に 於いで は、 
が ユダヤな 巧 時な の* お 执民煮 も、 ユダヤ 巧 庵が 巧の 巧 渡な かなと 巧 かを 巧に してが もた せわ。 

巧れ る ニクの 巧 力は カトリ ザク 巧と かか W とで わつ わ。 この 吊 巧の*: 力は 巧 ■お 巧で あつたが、 一丸 一九 年、 
カト 9 ブク なけな 巧のを をなる； ^ 巧を 巧け た。 れ みなは を 巧 « 化 巧を 化 化 化し、 これに ホぐ 巧が の 間に 人 U 任 か 
六な 直 十 巧の 田で-^ 十 巧と いん 巧 < べき wa を 巧 かし ホ。 を こで をが 巧 巧 括は、 ユダヤ人 もが W 『了 リアン 人」 
も •ゥイ ー ン人も 地 ホは も、 カトリ づクも 巧® も、 カトリ ザク巧 巧の 大单 を茲 に、 あくた かしで 化 ♦重が 術の 
わめに 曲 おし ホ。 

々トリ イク W は、 ハ ブス ブル グ巧 W に 巧 巧 かを 议を ホげ る« 巧 W 巧の 唯】 のな 汲で あつ ホ W な貧肤 及び 巧 人 
は巧才 1 K トリ 》 せ 大の特 がが おで あつ わが、 ハ ブス ブル グ おのを なと 其に をのす ベての 特 巧を 度々 しぶく はが 
巧の 曲 巧に 巧つ わ。 巧し々 « おやな K は、 ホ王ブ n 人やユ I ゴ ー スラヴ 人と 巧に 巧が がに 反 おし、 ホー ブ プル グ 
の 生を ば 化 巧が おに 巧が しわ W おの 巧 化に 巧す るか 威と おへた。 がし 巧 巧 曲に かする 巧 巧のを は 巧 日の 巧 分 的 « 
化を巧しむカトリ》 ク化化や、 ぶる巧が^;^|^ォー:<トリ|の巧々的を肚巧巧に：*して占れゥ<|ンのげホおや化 
巧みに も あつ わ。 ナ I 义 トリ— にがけ る 33;^、 W 人、 かが、 巧 巧ぶ，々' - 1 ン の货定 •：# — ^ナ るに ホ— スト 9 
1 『なぶが，！ —— は、 た 巧まで 巧 •巧な 巧に 巧す る 强^化 おおが であつ わ- 
がし 巧は の あ 化は これに ホ 吸-をを はせ ては わな か 0 た- 才 I 义 トリ— の 巧 曲 ホを は ゥイ ー ン にがいで は、 巧に 
アルプスが 州に あいて 地ぶ ホぶ のを おを 巧 分 かもつで をた。 ハ プスブ A ダぶ W 化 巧の# がは アルプス 巧 おに 巧ん 
ど 何 巧の 脚む を も 持たせ 化か ク わり カリン ホ 了は その 巧 出の 机 « を なれ わが、 义 ナリアは 大 なみを ユーゴ I スラ 
ヴイ 了に 巧な され、 お 中" — A は イタ 91 のが ± になつた "このが いが 诗 のをから、 ドイツと な*! する 1 が ホ 
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じた。 が 化が にがいて、 才— スト—） なおは、 が w ぶを おれ、 巧沉 ア 成に 巧 丈な に 度 巧る 化 ドイツの おお 
巧の 巧ぶ に こづを 巧され る ことを 巧が した レ： 九】 九 年から 一丸 SA ザに ザる をォ ー スト—— 巧 巧は、 この 二つ 
の跑巧 •がち 巧 ホの が 巧の 义 巧を 巧へ 巧る やぅ 化が 力な 阳に巧 卞る煤 巧と、 化ぶ 人に 巧す ろな 班との 晒に なにの 
巧しでゐたが、 巧おはをのむ筑を1巧なら寸3^^へわ' - 九二 ：ザ、 于"1*のおだあわ巧にがいてゴ巧18菜のか 
〇 パ— セントが 巧-巧 合 巧に 巧 ホの 巧 巧を した U ホれ ホ"— ルけ •九！：： 阳午 にな 巧 < •巧 W 國 」 のない 义 かおで あ 
0 ホ) 巧々 < I ン 、下 ォー乂 トリー、 バー .トン クン K のみが これと 巧つて & ホ。 ド ホー 义卜 9 I はむ 巧まで ヵト 
リザ ク黨 のま 持ボ であり、 ゥ f I ン 及びを の 巧 巧の 巧 ホ 化ぶ はか 巧まで 巧みな のぶ 巧# でを つ ホ】 

かくの かく 『れ义 巧」 はな 餐に巧 •巧な 巧に だ 巧し、 小佈 がつ 卜麻 中が 巧 化は 巧して これを ま 持し、 巧は はの 
ホして ゐ わ。 がし 巧 •巧を 巧の わめに 巧 かした ホ おのれ 巧 力 はれみ 巧で あつた J ; 九】 ホ 年に 至る をォ— スト— 
I にがけ る K イツ 巧み 巧は ドイツ-ヵトリ プク 巧と 巧に、 ハン ガ 9— をみ を、 « 王 田の 巧 二つの。 巧し がる 致 煮 
であつ た。 若しせ ♦巧が この 巧で 巧けば、 大巧の が T する 巧 かも 巧し をむ g を 巧つ たで あらろ 口なる にれ ♦黨は 
時期を 没わず 方向を なおし ホ。 大巧を おが 化に 支 巧ナる ことは、 化 巧が U かな 傳 しわ ホら ゆるやか 主 巧 的 巧が を 
i ナる ことを 巧 巧す る。 巧し か、 る 巧 解は 化 巧の 抗巧 巧の 閒 には 化 化されず 、永い 阴大 々に 巧す る こ t も 化が 
サ 、傳巧 的を！！ 巧に が クてゐ なければ ならな かつた。 をに 巧 巧して V 9* ツ - T ドラ IW ホは】 丸】 A 年 十月な 
か シュテュルク 巧を 時 おしち 巧 いわこと には これが み 儀 お 巧び W がの 大 なみに ホ 巧な 反 » をぷ 巧し、 乂|89^ 比 
とい ム 1« の が、 こ、 にを の 巧け 口を 化 巧し ホので あつれ。 一九】 七 半 S 巧" シアすな が勒 がし ♦< の 巧 ホ 
なせ ♦ホ 巧 ホが" シア 巧 のげ 巧から 巧れ され わが、 をの 中に ォザト I - バゥ H ル W 古が ゐ た。 化は 巧 働 ホの 巧 巧 
ホる 左 X 巧のに 巧 おめ 巧據と i り 度い 化 解と を 巧へ わ。】 九 一 凡 ザ】 月， 彼が々 <1 ンに W ると、 巧 働を 巧は 大 


の 


とな の- ，トス— 才 


巧 反 巧の 大 スト テ イキを をち に 中 比し ホ」 バウ H ルは 巧め て 明のに 円 JJ の 所 をぶ ベて、 オ ー スト ¢1 のを 巧は 
不可避で あるから 化み なは 期 试サん とする ハ プスブ A グ王 胡と ななを 巧に しては なられい し、 生 ホか舍 K は 化 お 
族の 巧な W を 形ぶ せんとす るか W に 反 おしては ならない といつ ホ) が W がみな は乂 « が 巧んでも をれ によつて 巧 
::; H を 度 失する ど t ろか、 苑も巧 大巧を 規 ぶす るに ボ つたは 上が 巧は ホ かお 巧 のぶおを 巧 得する ことが 出 おた。 

一九 1 A ちな ♦黨 はぶを に ハ プス ブル グと 巧な しで & た そしで 餐は的 乎と して 巧 •巧 合 巧の ス 》— ゼン 
を 巧げ ホ。 巧 巧 巧 保の 述 かにと つては、 巧け 的 麻ぶ 焊に W するとい ふことは 巧 巧閒齒 であつ ホ。 をの 上れ ♦煮 
は、 おか 黨 のな 巧れ を 類に よつて ホく のけ かお 法的ぶ は 『ブル ジョ 下」 化 ホ ホ 巧の 巧 索を II ホして ゐ わ。 乂ドイ 
ツの巧 おは、 一八 raA ザ W 巧の オ I 义トリ ー：^ ホ お 巧の お ホであつた-今や 巧舍 巧は このを きかな を ば 巧び ホを 
生きと W へしち 肚 みなの W 力の 下に、- 丸： 八が 4 ••巧 十一 ‘ H 才 I スト IW 巧みは 典 か 曲の なぞと おに！*. 
巧 合 巧を 巧 をを W てが 淀し ホ。 

おし 一丸 一八 年に、】 九 S 八 年の かくぶ 光お乂 のす ぉを W つて 巧. 巧た 巧が ぶな 廿られ ホなら ば帕 巧の 巧 おも 
なかつ ホで ホら ゥ 。尤もを の ザ 巧が が 合 W の閒 に不滿 をが しれ かも なれれ いが、 巧し これは な 度で みる 〇 なかな 
じとは、 な 時 ドイツは 巧 •巧な 巧を が 巧な みがを W つて おめ わ ことで ホる"- J " シアの 巧 义か巧 巧は、 K イツ 田 
巧に 巧 ホの カトリ ザク 的な 主 ホぶ 的が ぶの 巧乂 する をが ばな 如つ わ W K ィツ 人が、 M •巧な 巧に よつて ザ かなめ 
にを 巧が 巧れ る C とを 怖れ ホの も お 巧の れい 巧で ある-み も か < ホ I 乂 トリ ー 州 巧みの ホぶ け： がの. 化 ホと 化 
5、 をの 巧が の】 ホ も 巧 出されない 中に ザ かがめは 巧 •巧な 巧の がぶ か 巧 ルを 巧ぶ I て T つ わ" 

じの 規 宛は、 やか 巧が の 化の ネ くの 巧 あながぶ と M じく ダレ マン > I の々 による もので ホる 《 サン •ジ王 ル マ 
ン がめ 巧 AA 巧 (《 •填な 巧 S 巧 止) の H のは、 明わ^ じ 注 甘 むれて われい" 巧 •巧た 巧は がげ とれつ わ-巧 これ 
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を 巧巧ナ るぶ 法の みが この お 巧に おわされ わたけ である w 巧し これが なかつ わなら ば、 «. 巧た 巧け -ii お りかの 
巧 則の 巧 かしを 巧が であつ わで ホら う。 をして こめが 巧を 巧 化する 巧みを ドイツ かな 技巧に 巧へ る ことによ つで 
巧 お ホ 巧、 W 族 内 化、 巧 巧げ ホの 牛 かの 併 巧、 の巧则 は】 巧 巧 さを なしを でみ らう。 ホー スト 91 にあいて は、 
ほ あ ホぶ、 お族自 か、 化の 支记 のために 巧て る 化な、 がな-力を がで、 ホー スト にめ ける ナホ； のな もが 
力なぶ おはが 前に 化が かれた であらう 。また ナース トリー のかみ ぶ巧进 巧は ドイツ 灶 分は 主 黨のブ 《 シア 主 巧と 
ドイツ 共 巧な のが 巧 巧む る 化 巧に 巧して 遺の 巧み 力と なつた であらう。 

クレマン ブーの 巧 巧 巧 巧は、 ドイツに か M なるな 紀が世 ホよ ゥ とも， ドイツは 巧器プ ランスの 巧で ホる 。をれ 
なに ドイツは 柏 ホる だけ 巧く して 狙かねば むらめ とい ム巧 U に 巧く もので あつ ホ J 巧し クレマン ブー がげ 巧に 巧 
巧し ホ 巧 巧は 化の か、 る 化が と 一巧し ない もので あつ わ。 ブラン K は 人：： 四で な 柏らず の 皮で あり、 これに 巧し 
ドイツは ホモ 巧け’ 上であつた "巧 化 ザ も マ ランスより ドイツの 方が かなりが かつた。 この 年 化 だは 内に、 ドイツ 
は ザ 巧が 約の あらゆる ハンデ イキ ャザプ にも みらず エ巧 のに フランスよ 〇 も 度々 になつ ホ。 巧す るに ドイツは フ 
ラン A よりもが いもい ふこと が 化 ザる 〇 この ことを クレマン ソ I はよ く 巧つ てわた 。がし 巧は ドイツとの お 解を 
ホめ ず、 さりと て ドイツを 巧 巧し ようと も ササ、 ドイツの が々 力の が 本に 觸れる ことなしに、 抱を も 巧 Ig : しよう 
とし ホ。 巧し 巧 もな く ドイツは モの屈 •如に 対して 巧 巧し 巧め ホので ある。 クレマン ブー はや 巧が 巧が 巧洲 巧々 の 
み乂 のな 不 みがを 巧 巧す る もので あろ ことを よくが つて わた。 にも 拘らヤ な洲ホ 巧に がける フランスの « 化を 巧 
梓す る わめの 唯一の が 巧 巧 かとして 、巧が 的に もが ホ 的に も 巧 力を W つてけ 却な をの 巧 化を 巧け しかない 曲を 抑 
るに あつた。 巧し ドイツと イグリー が 大巧に よつ て 巧が された 闻 巧の 化 旗から 魚し い 力を はつて 巧 上る やる や » 
州の 均が はなちに して がれた。 蓄 巧が のが 化は モが やれ 话の 1¢： 迫に 巧つて 巧く！！ 株され 巧る やうに なつ ホ。 平 
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かがむ の ホ 封 巧なる 解かを かつた ホち 巧 巧 むらの 力を U 0 てこの 解 ホを 維 巧し なければ なら S 。 巧る にな 衆 曲 
は 巧に お 洲の巧 ホから 引 あを、 イギリスは 巧に ヴ 1 ル ホイ ユ 巧の Qtt ホを 巧ばず、 化つ てこ 化を な 巧す るる » を 
ぶじな かつた レを して マ ランスは、 をの、 巧の 饥 巧の 結 化を 巧 巧で 巧け する にはが 9 にも 巧 かつ わので ホる 0 

四 ザイペルょり ドルフスへ 

巧 巧に 出が 上つ た才— スト y — 共 巧 曲の おもは 巧め て 巧* たるれ ♦削がに M する 巧に A くの 巧し を n ホに 充さ 
れ てるる。 それは がな ォー スト 91 の 扣巧的 巧 力の かか、 大 なる かお 的 巧 想、 巧 本 化 巧に がする 巧 ミの かか 巧 
から、 一 かの バンの わめに M ホを が 巧な くせし める この 尚め 巧な の 巧が の 結が であつ わ】 か、 るを がな M 爭に於 
いて この 聞は か 反する M つの 讲巧 —— ヵトリ プグ なと れ舍 K I; に々 れてゐ ち大找 巧の おがの 一章， ホ だれ 巧 
が 渡が がいて わたけ 巧 衡ボは « •なかを が 巧して おがのに 巧驻 かを 巧 ホ しれ。 をの 巧から なは はが 巧が この 田を 
ザ ひ 去らぅ として ゐ るの だと 巧 お 日に！；； i じて々 «ボ との 脚に 巧い 满を おじ •地ぶな おの W か围 がで ホる かがの 
『巧 W 国」 が 組な された。 ヵトリ ザク がが がな 化の。 巧を 巧 ダ なわのは をく がみな の わ 巧で あつ ホ。 

が々 巧は、 大巧の 巧みの がに 巧け る やか ホ 巧の な 倩、 ホ 巧 巧の 巧 •巧な 巧の 主取 及び 巧な ォー スト 91 のが® 
な紀 ホが 巧を お ふには、 あらゆる かがの 祐が のれ 巧 だしの みがが がへの ホ 巧を 巧 ダが わがな にかな りの 巧。 をが 
かして ゐ た。 巧 ホの 巧 巧に 巧つ ては 巧 化を 巧 巧し 巧ない 闲 にがいて、 な あ も 巧が 泣る のはな く にぶらめ ことで あ 
つた。 妍上巧 巧 煤は ホ ー スト リ I にがけ る 『ホを W 制 一を 非 巧す るので あるが、 み. かの け 道が はなめ ると しで も 
か、 るぶ がが ホつ わとは 放： W し がられれ い。 
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巧巧オ — K トリー にがけ る お Aw のか 巧は 巧 前に 引が さ 巧 « のがには 令 おた ぶので、 をの 化には 巧ぶ ホ 巧 的で 
あり、 巧 巧 化 巧は 巧が にして 巧 おのな もので ホつ ホ」 かみな け 巧 « ザを 巧ぶ する 巧 一の 巧 M で ホり、 な 0 でか# 
な U にがざる 巧 備ボけ 巧ん どみ りむれ かつた* 巧し M けに 巧み 满は巧 巧 おか S ザに がける 巧を なの 巧 & におし で 
はを 巧を 執つて これが 巧 巧に 協力し わ。 

ホ|ストリ1みか曲巧化の11:じ巧、 かか巧はヵトリザ ク巧との斯な内雌にお-?^しわ' 巧し巧巧ハ ンガリーのソ 
ヴ 1 I 卜お ホな 巧 巧 巧 ヵトリ ザク 巧の 巧 州が » 巧 となる じ 度び、 化 分な け ホ ザト— •バゥ A A の 巧 » の 下に； 丸 
二〇がじがこの 『プルジ3ア」内明へのを加を巧裕しわ- 耐もをれにょつてれか巧け^の化なによみしをぶ巧 
を 化め わ-中央 巧 おを まつても 、かみな は、 巧み じがけ る K 巧 巧で あろ じ おらず、 化 ホに かする 巧 九を 巧ち しわ 
巧では なわつ ホ。 两 おのげ 化の 參-< は W はが やり 巧 巧 ホに なつた」 才 I スト リ— おか W のな 歷 たを 巧 じて 巧 ♦巧 
は 九つの 州な 府 にを 化し、々 ィ I ンの がれが はなを にが 巧に ょク てぶ かされ わ" のみならず 化 巧は オ ー スト 91 
のを 人口の 阿と がを ぶが しわ」 ない 閒化 巧は！^ おや 巧な におし かな 9 の 巧ぶ を もつ でる わの みならず 中央 おおに 
巧 ナる勢 A も 化り おを もので あつた。 か柯 むる 化が が 巧 化しても 化 件 巧の M ななし じは 巧が なは 束の みおを なし 
かない お强 力で あつた-はにかみ W は あるな にれ がに 巧して お 治の ストラィキを 巧つ て みする 化 W にあつ 
わ レオ ブト ー ••ハ々 エルは じれを 『だかの 化 巧に ホるな がな 」 と 首つ わ" 巧 かなは 反 巧な が W 力を W つて これを 
か 梓 せんとす るが なをな つて、 ーァ モク ラシ ー とかみな のが 巧の ホめ 『おお 巧 巧 といん 巧お圓 巧を 巧 巧した。 

かくして な# K は 巧 巧と 失 まの がれに が 巧らず を 巧 巧の 四 0 が U 上を 獲 巧し、 バ 々エルは 巧を に 巧 まの ホ 段に 
ょつ て 多 おを* 供す る 日の がらん ことを 巧 巧した。 巧し か、 る 期 巧 U ホに、 黨 丹の：；， H 巧を 保持す る わめの ホ 段が 
他忙 も* つ わ" ちれは 巧が のが 执で あつれ W 
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ナ IK トリ I かみ おぶ の 巧 も 站い巧 力は をのな がか 巧に* つ ホ-巧に 彼 巧が 巧に 巧 巧の 吉 みの 二 w 上を « かし 
わゥ< —ンはれも巧巧な巧がでぁづホ" 特に 】 丸二〇ザ、 化巧がな府をぷつわ巧に、 ゥ< —ンは力 — A -ザイッ 
が おの 下に かみ 巧の 巧 政の 巧 かの 本が で ホ つれが、 をのが かは 巧を かの 巧々 が々 卜 9 ブク みから 巧舍 W にがつた 
とい ふが 进 化けで、 をく リユー ダルぶ おの 任 巧を 引いた もので わつ ホ-巧な お 曲め‘ > に 於け る 巧が の « 々はな 巧 
で ホつ たが、 ォ ー スト リ— おか W となつ てからけ をれ が 巧し く镇乂 され、々 <1 ン はがに： トホ I スト VIWS 巧 
巧から ホ JK トリ I おか 货 の： 卜 にがけ るむ かおと なり、 が玩 のかに が 巧を も 巧 職し W る やろ にれつた-わら ゆる 
郎 巧の 巧 巧な 巧び ぶ W 巧 お 巧に おする、 ブライト 本 ル」 のが 巧 化 巧は、 ゥィ— ンを 財は 的に 巧な 化つ 巧 力れ らし 
め わが、 をれ けれみ なにが するな ボの 悄涩 をはめ、； 2? かみ 巧を して ホ 巧に プ T .ン乂ム の 供に 巧は しめる におつ 

ホ レ 

ゥイ I ンに めける お あぶ おのぶ 巧は 巧が** しい 积 がかつ わ。 ぶ； e を 巧 ふことは； トホ 中な 巧 « の 小 巧が ボ にと 
つては がげ の 技巧で ホつた ^ U ユ I ゲルは か、 る 不化中 W 辟 巧に。 揭 して ゐ わので おる が、 分 や々 イ—ン のれを 
なは 巧な 上 化での か 巧を 沒收 しわ。 卽 ちがれ ぶが 巧な のれ 免を がて わので A る y それは 化か 中 A 化かの 巧 ホの 柄 
巧を W しわ もので わり、 M 巧に ゥ f I ン の 反れみ 巧ぶ から、 おに r が巧ボ * 二 I ヴ ィズム J の おもな を W 巧と 化 
られたものでホる】 プモクラシ1の巧が巧、 ゥ| —ンのがかをぶがサるヵトリ》 ク巧は化ちにこの化进おを中止 
- しわが、 ホ ー スト 91 に 於け るナ ホスは 巧 かがに 巧び この 巧な 策を 揉 州したり 

i 巧みな は、 かくの かく 巧 化に して 站化 たお « が 澡げ、 A ら ゆる 妹 巧め 特 がの やかぶ がを なさん とする 巧が 巧 巧 
^ にょつて、 をの 地 化を 巧ん どな ホ不れ の ものと しわ】 この々 山の 选 山は-曲に 於いてけ をの 巧れ の f 货 にも W サ 
が られ るが、 他ぶ にがいて は 反 巧 あの お 力に も 化 巧 する もので ホつ わ - W 巧 あの お 相は 大巧 前にが ける がわく 才— 


ス トリ I 巧 ♦なの 化 もがを 助で あ 〇、 义十 ナスの 道 出に をる を もさぅ であつ ホ-す— ス トリー のかみ ゎぶ 进巧 
にかぅ しわ】 巧の ラディ カ リズムを 巧へ わのは か、 る特 巧の ザが に 巧る ので ある 〇巧 るに かみ W の W をの 下にが 
ける わ i る ほお ホ 巧 的 巧 巧は 巧 巧 力の 巧 化を 反 おする ものでは なかつた 〇エ ではな おしつ k ホり、々 8 满は巧 
十 巧と なく 失 巧し、 單 保と々 巧は 巧び 次 巧に プル ジョ了 化しつ、 ホつ わ。 をのな 保の な 巧と して、 れみ黨 は 巧 U 
をち ひ、々 卜 9 ザタ 巧が これに 巧は らんと して ゐ わので ある t 

ホー 义 トリー 巧 巧 曲は イグナス ■ザイペルの おと 切つても 切れない 内 巧に おクて わる。 化 巧の W を 巧げ て、* 
化 巧 巧に 巧 力した ものは 巧に この 化 巧 なれ 帥 ザイペルで みつた" カトリ ザブ 巧の 巧 巧と して か 度を がつ わけれ ど 
も：^ のなかに がけるな 巧とは をく 毎を 巧に しわ もので ホつ ホ。 化は 巧 も 抱ら と 巧に、 强い 政を 的な お 巧を もつ 
てゐ わから、 . W 巧が 盟 のな お 家を ホ 被 させて、 をの ほ 巧に ょりかは を 寒つ て 一丸 ニニ ザに 巧 K 巧 巧を » 巧 する こ 
とが 化 おれので ホる 〇巧師 としての 化は は ホ ぷ巧も おお 巧れ のぶ 巧 にが ふべき ものと い じて ゐわ〇 巧 かの 巧な は 
现 ホの なみ 伐 巧と 巧が にお 合する との。 をの- > に 『カトリ》 ク 巧みは 巧 本ち ぶの 形 おの 下にの み 化が する 一と ザ 
へて わた。 じの。 をは 化み 卞： ぶの 巧ぶ を 巧け 诚化 にぶる かみ 化ずに K 巧し、 なつて 化な ホ 巧 かれを をが 巧し ホ 
巧 巧 88^ として 化を ぶ 巧し わ ものは々 < —ンの 銀巧絮 であり、 エ巧 ぶで* つた けれどち をのぶ むの 巧 巧に が 
いては ザイペルと SS との 閒に をく 机 巧る ものが ホつ ホ-が 脚は# ら なみぶ 化の 巧ずに な々 しわに みらず、 ザイ 
ベルは これらの みなの 和 巧を なつて 巧 一! 巧 的の ものと しか ザへ てゐ なか ウ ホ" がは ホー スト 9 — の 巧 典が 巧# の 
巧 化に あると け じ、 おみの 力を 巧 化して、 いは ジ中 化の なれ W ぶを 巧 巧す るか ミクぶ を跑 いわので A る。 

巧し 巧 後に がける ゥ < I ンボの 巧 «说 おは 本が のぶ 巧に がいて 巧に 巧 わじを ではな かつた" だから ザイベルの 
巧力に巧おしで达ザくお^お巧の*^をなしたが、 この二つの反巧巧力は<?^«乂亡々巧巧の»卽*で巧ク てわ 
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ちかお ザィご s をな 對 装は 彼の 巧みに も累 言れ、 ー ホの 日のを 達し わけれ どち t れ がわめ に 

お々 の 勢力が 巧 巧した R ではなく、 巧に な •へる がかく 却つ て々 卜， ，ク黨 のまを をモム おとなつ ち 

ザィべルはホーストリー巧巧に巧ける例ホのな巧でホる0 せ舍黨を巧ホブ ト1 -バウ ユルとをの政巧の大«を 
间 じくし、 大 なの 益し についでも 夕 くの 巧 化は 巧 ホな かつち た •ハ々 ユルは ボ へ，、 アの •ト ィッミ ホぇ ポ 
ィ ペルは々/ X で ホる。 だから ヵト "，ク な 目 暑を 巧 圣たサ 、を Q 敵を かむ 香を 沾 はける ことに 巧 

でた け 色 &、 ザィ： S 胶衰を 置」 V は、 S 含 TK 卜を分 K な Q やか 為 力 & 畫を 合する こ 

- U が 曲 おなかつ ホ。 從 つて、 がが ザィ ごの 留 にがつ ホ も S サィ— ン 《プル ジ * 7 わる ジ—ご ル トの一 か 
でみ つて、 寡 ホ 巧畜 恶ナる 共通 S 療に f てゐ わ。 だが、 ミ おは 子 K 卜？ 苗卜9》 ， 黨に 访る不 
をな を 巧く 莫と を、 が y は 财閒と 器を 若ナ 5 が 末と &つホ 《み ミ卡 、ザィ ごがを 碧タ ホ— スト 
リ ふを なみ 窒 ホ 巧と るた わなに、 こ 0 大勢に 巧 じて 巧 如した； シズ ム Q ために 巧つ て々 卜， * ク 巧 
がが 巧せられ る抗 おとなつ て 了つ ホ。 

ホ* スト？ 窠資 圾资十 年間は 策 かに 窝〇や f お 9 る C とが 遷ち それは K 愛分沒 とか 愛 

を 力が でた とい ミで はなちた が、 大巧と ホ かと Q まざまざと しわ 基から、 何人も 一九 一 A ザの 產を抽 
巧し ょぅと 企 田し 巧な かつた わめで みる 0 

ところが I 空 華の 留に冀 の 一巧 化シニ チン ドル マで 化を；^ が咕 巧され ホを が ほり、 それが をに 
化みなが化の巧かにょで巧おしち 爱短りち 雙^^<の化治的接と2じやろに、 ^^ひがお巧をち巧しホ 
わめに々 ィーン のな 巧が おか： を 巧は しわが におつ わ。 巧が し ホウ f I ン のれ ♦巧 U — ホ < の 巧 » ず！ は セ 巧 
十 胃に 證 デモを 巧 ひ ミ：：： と 巧 巧し ホ课 句、 巧番巧 9 巧つ て 大ポ院 6 巧 がちし ょぅとし ちれを 甚は 


1 了け 



襄ち る玄 K 義畏 蛮を 巧を、 接. 墨を 5 けを ち 裏 島？ 巧ち た t とわち 

をは 法に 田 上に 注し 王 一品に 重襄 R が廢 を、 蔓 九十ろ をで 干を 出す 奪と なク ホ" 

じの 第 ミ-;， - S 政窮 均を 彼 agg & g いち* 王 - it ! 簽ミ皆 出 a と 馬」 V 社 ♦音 
*塞を 寞を養 -> わが、 雙で ち 3 - ン K をミボ ，シ； < T 蓋；？ a 塞？ ■供 へら 
れ屋 重® 愛 K みたち； 二 0 置堇湾 55 な 王：-; ss 差た し 

て 政治》 なち にな 巧して、 肚臺 0 巧问 蓋を お化して、" イム々 r ; が 写 6 け 巧し、 清の おでの 
巧 化に 巧 じ H ; 卜逆 奮 なち 勢力 64 ミミ C なつた- 

; .，ゥ r レンは 主と し 5 はの れ议 おで ぁつて、 こを 巧 章を は片の k 霞巧寞 養、 巧 重、 
巧餐尋 で* つ わが、！ ■ホー 妄 M する かには たいごち しわ H 管 把げ T は & ミつ ち* に* — スト 

，ふ ホ K 累真擎 ミを 2 ら a い t ミ、 ts ホを 寡 S 《さへ も 3 餐臂 S ミを ミ杠 
ちわと いふ 寒で ホろ 柔才 ，《 卜， - S な W は 巧 霞を かつては & わけを も， 襄皆 ると しでの 
尝と奚 へを つち おから ポ， .：ヴ <: ss 品いて 愛ぶ* 世」 わ もて、 閒を < そ® 覆を 
巧した ので ぁろを ご イム々 r レンの 巧を 进助 にも 拘ら卡 、をに 屋 ミ— だ なれち わ 巧 ホで* 
ろ ザ イご甚 ちに ハイム々 r こを 扣 して、 をの 衍累 神を 典へ、 ホ 化 分子に おが 至 ホの みならず は 

堇宙冤 SW 愛 署 わ 。 nst を 量ょ こ资を 基て 一と QK ; ご？. そち ミ。 をの 結 巧 

は， ザイ ごの ホ&る 卜 ，マク XHAS 碧ず る* J とに が 巧く ちモ るが、 窠の 曲れ るを r は* ぶの お 巧 
S 塞と しち； ム 々 r レンを 巧す るな 民は な ♦なを がれない 乎 おを もつ 巧で さ < 、況ち 巧を だの 

で ，/ fs 皆錢を じ 美 華 さ ミた だち； 基 送受 富を を 5*卜9* クま 
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六十 六、 ハイム々 で I レンは 併 かに 六の ぷ なを 占める 巧 化の 巧 引し か 水し 巧な かつ わので ホる。 

ドイツ、 イ タリ— にがいて は カトリ ザ クれの 巧は が 巧みな の 巧® ホを 悄想 しわに 拘ら ず、 ォ ー スト リ ー ではが 
巧が をく 巧つ てた たために、 ォ ー スト リ t のツ r シストけ 力を 巧る ことが 出かな かつた。 をして 巧 巧の 下 巧 中を 
晚 おが 巧め てな 力で あつ わ こと も 巧-がと 巧る がで ホ 9、 i わ ホ 巧に 巧 巧し つ、 ホつ ホ 巧 •がのを ホが マ ァシス 
卜の 支持 おで あつ わのに だして、 才—ス トリ ー に 巧いて はな 巧ぶ も ホち み もす ベて 圳 なの 一ぶ を 辿つ てる われら、 
バ イム々*— レンは 巧 力なぶ 巧ぶ を かいて わた。 化け ホ IK トリー のナ ホスが 按 如した 巧に 巧いて さへ、 ドイツ 
のかを 中 ホが 巧の がリじ 地れ と比べて、 强 W の 環は がる 巧ぶ のな ものに 遏 ダれ かつた。 だから、 バ イム々 t I 
レンの巧めみ丫け巧つて取がのドイツ闽化巧の巧が巧、み：11す化ぱ化モのインサ《巧巧、错巧壬、巧師、0!^^- 
巧が 巧啼 のが 巧 ホーが、 まわ 下が 中席 辟 巧の 中では 巧 巧 ホ、 小て ぉ 架 巧 もは ホ ホぶ に K 巧し' フ 7 シスト S 15!： に 
巧ず る こもとな つた/での 外にが 巧 化 時 巧の がゎの 巧、 巧が や卡 がは、 巧 ホ ホ 巧な 巧の 化 巧から プ T シストに 阳 
巧し わ" でも これらの 的 お 卸に 巧れ る 速 中は 必卡 しも r / な スト おを 化む とい ふので はれ < 、ほしで 巧 巧盏 S 
ホ 思す ろので みるが、 で则巧 お、 中 お 巧 巧の 稱义 をが 巧した 巧に がいて マ r シストと 巧 姐の 巧を げち、 巧に 现れ 
れブ * イ か 巧の かきは をのけ おのか 巧で あつた" 

地方に がいて ハ f ムウ 王 1 レンの 巧 巧ぶ に 適するな K を 化つ ける ことは 巧ん ど 不可能で みつた わら、 供 ■巧を 
i のん 巧と してけ W を 巧が わ 巧 人 かの かに 水め がられれ かつ ホ W なつて ShSS 巧 肪が としで & すく マ* f ホ 化卞ハ 
い イム々 t 1 レンと 巧は との 巧り けな-巧 巧な ものと なつた" でもが-山の 巧巧ボ 巧ん か 巧なん It で 無 かつた 巧 〇 で 
i なく、 彼ず QSI に 怖いて わるが かは 近 巧の なすべ ての 巧刊を 一が する こもで ホつて、 巧 巧 的れ 巧 輪は を <巧 合せ 
が がな かづ 巧， 
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スタ— レン ベルグを は】 九 二〇 年 w が ドイツの 志坊 兵と れつて シ レジ 了で ポ ー クン ドと » ひ、 一九二 一二 年忙は 
ミ- ン ヘンに あいて ナチ スのク I ザタ ー にを 化した おおを もつ て わる 〇 それが ハイム々*— レンの 黨 なと なクて 
巧は、 ナホ K 反 巧、 反 « 汲 のがが と 仰がれる ことにな つた。 化が も 化り 身 も、 化が ナチ スで ホる のか、 マ r シス 
卜 か、 王巧玻 か、 乃 おは 巧-巧な 巧 A ボ であるか* ぶが つかない 化 推に ホつた W 巧ら くが 円 身は、 间 巧に すべて 
を 巧 わた ものと ちへ てわたの であらぅ 0 

じれを ヒづ トラ I の 化 巧と 化较 しで 考 へて みると、 ドイツ •ナチ K は 化の すべての 巧 汲を 打 巧し、 化の* がを 
お讲 して ヒ》 トラー 円らの 巧の みを « ホ しわので あるが、 ホー ス トリー の 八 イム々 1 I レンは 巧 もず ホ 方面 のれ 
巧 おとを 巧して を M を 巧し、 巧を を 巧り、 けには M じ g 很 のが おを 巧 巧して ナ中 ス との お ホを 企てる もの さへ あ 
つたり C の 化 巧は 固 巧の ハイム々 * I レン 巧 巧に" がな まるのみ ならず、 ザイペル や ドル マスの かま 巧を 寒の 巧 合 
にもが その 姐り でホク ホ】 すべて これらの】 巧は、 時に ム》 ソリ I 二と 涵 巧し、 時 にれ ♦黨 とも 巧な をな み わ 0 
わくて ハイム々 1 — レン 38® かた 化 W かに 例 かを も 巧され かつ ホ ことは 巧を おき t もで はれ so 

をれ はもに わく、； 丸 ニ セが W 巧、 ハイム々 *1 レンは 化み W とおよ ホ 巧との 巧 擊忙を 力を わげ ホ。 巧 IIA 年 
にはを«のな丹をか0して巧巧を巧びホ巧巧55|18を巧つホ.^ 1 九二九ザかにはをにザイぺ んを巧度して巧柄を巧 
なさせ、 をのな 巧を も 引 込ませる おの 勢力を 巧つ わ。 

I 五 ドルフスの 规栽制 

ザイペル ザ かの 巧を 夕け てな 局に 化つ わシ * 1 ベル も ホして 审迅 には 化 巧 はれれ かつ ホ。 拍 巧の 憲法 削 巧は 何 
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とれ： いわけが とも、 ホタ とが 巧との 甫面 わらす る 巧 巧は ちれは 上に な 巧し わか 巧を 技 開し ホ。 

ホづ荣 面に 现れわ ものは 巧 •巧の 视巧 M 巧 策に がする マ ランスの 反な である。 この 案は やかが 約に 规 なすを 
頂-巧 麻 灼の巧 巧に が 校す る ものろ し、 をの おがと して； 九； A が 十一月 十一: H のかを を 巧 巧す るので ホる。 ブ 
ランスの か、 る 3^ は、 ドイツと ォース トリ ー とに 巧いて お 主 お 巧の 巧 甲を 巧砖 せんとす るか 巧 家に 巧な 巧を 典 
へ ホ ことが、 巧に ちつて 次 巧に 巧 わと なつた。 

をの 閒に ハイム々 ュ ー レンのを 巧に 巧つて シ 1 I パ 几 内 曲は 閣 巧のを 化 巧な の おお 巧 巧を が 巧な < せられ、 則 
巧 巧で ホつ わ々— ル •ヴ ァゥ ゴ インが ザが の 地位に せり k つた" がしが 巧 曲 も 亦れ か* とシ *— ベル 巧と に 巧 « 
せられて 巧みの ホ 巧を 占める ことが 化來 なかつ ホ" 化が が 巧みを 解 巧した 巧みに ハイ ムゥて ー レンは 巧を 巧 ホの 

巧 化を 巧 氷し、 おかがに ニ ホの W 貝.-! スタ I レン ベルグと ヒュ 》 バ とを をり、 ボイ べんを かがに 锅 皮て 

斬立巧陆の形をとつた。 巧しれみ»の^§^は巧が强がであ5、 巧逛擧は化巧の化化に好したわめに、 巧.巧南困 
めかが も、 才 1 スト リ— が： H も 遭 かにぶ 洛 のな 府を祕 化する ことを ホ 巧す るを を抽 がして がわ。 かくな つては 
货化巧 曲 も おがの かなき を 巧つ て、 ヴ r ゥゴ インは ヵト yw ク 巧に 後が を 化して おいわ。 

ぶ 巧 泣の 如を 才—ス トリ— 巧 化の がが を站 じて、 巧に 巧つ たお 巧は ホ M をの ものょり もがに ななな もので ホつ 
わ。 もれは 找主ホ 巧 ホと、 反は ホ ホ おがとの； I .ヶ がの 爭坑 にょつて ホー スト— — め 政治が 巧が をく 度 巧と なつた 
ことで ホる 〇 この 巧 押の U 化に がいて は、 ヵトリ ザク なが 巧 も 巧 火な 巧 巧で みつて、 じれと が 向を がじ< チる W 
民主 巧が と 小 か 巧の 支持を 巧れば、 いつも 巧みに 巧が ♦.おを 占める ことが 化が わ。 化々 W は 巧 力む 反 巧 W として 
がが し、 战 地の利 かれ いでらに、 地 おけ 明 わにけ 巧に 入れろ る もので わつ わ。 ところが 兰ヶ ザの 戰の 巧に な 
巧は をく おれに おクて 了つた y 
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か は 策 ホに 巧 貝を 钻じ なかつ ホ- 义もス チリ T 地方の 巧で 帖に 巧いて は ホ 巧に ド ィヴ •ナチ K の 巧 力が 巧 
澗し たけれ ども、 これと でもぶ々 に 巧み 巧と ザ 巧を なは せて 化 M してな かにな 抗ナ るか 度で ホつ ホ-を こで 巧れ 
的政巧ぶは巧性にがいてホ巧に化5|*をちひ、 巧つてナ^ スに脚をかはれるじとになつホ" 々トリ* ク巧はをのが 
なのみ かが ハィム々 1 I レンと 巧い 削がを 紀んだ わめに、 火な り 小な りは ち おぶ 反 巧の 味 巧に 巧ナる おみと なつ 
れ 。しかの みならず ボィ ペルが ハィム々 * I レンと 巧 化し わ わめに シ t I べんの ザた る 化ぶ 巧を 化 化す ことにれ 
り、 ホー ス トリ— の デ モクぅ シ I はな 巧の 化 おむ いものに なつて 了つ わ-ホ 音 すれば じの 闻の デモ クラシー はれ 
みなの 化 化に 化つ てに ホ寸 して、 怯 かみ 巧み 子の々 巧に 化つて 扣 、るが 巧を 祐 いわので ある。 

ザィペルは 巧 两化乂 の 巧 巧 クレイ ヴト •アン シ * タルトの ぶが 巧 化に 化 面して •化を W の 巧を 内 W をら くろん 
だけれ ども •せ ♦なは これを 巧 巧し ホ。 ザィペルは 巧 田 I をみ 明に t つで 巧 曲のを なを 巧ム 方法を ち 度した ので 
み ミ 

了 ィリ カに 巧ク ホな ホを 巧が お 神に 巧 巧して、 巧 づけつ てナ I スト 9) を 巧 かした ので ホる から、 このな 巧を 
功巧けるにけ、 巧頌の切：卜， ががのがが、 おををがの的除巧け化むをなない|^とザへられた。 これが巧巧には 
化み 巧を してを の 巧 巧を み » さする ことが 树 ょりもが 憂で ホ々。 巧る になみ 巧は、 をの 巧 巧を さけて、 口 かにな 
巧を 化 倒す るな 巧を 巧んだ のでみ るから かがは 巧ぶ 巧 かの もね を 巧ぶ と卞る ことが 平 可能で ちつ 巧" をの 時 生で 
たみ 巧は 巧みに 巧 巧を 巧し つ〜、 む 己の ホ 張を が 轉卞る ことを 装れ むかつ わので みるが、 じ、 を 巧し 紀 めら れて 
は 円ら « 巧と なる か、 さもな < ば デモ クラシ— の 巧 巧を 化 守る かに 往く をはな 和つ ホ。 巧し 化 ♦なが 樓 巧を ぶん 
で 巧 巧を かる かなには、 な 貝 わる 巧 か 路 巧は、 が 巧を はつて 巧ぶ ザと 化 巧し、 マ ァシストの# 卡 ると C ろ とれる 
ことは W 内で みつ ホ J これにな しで 巧】 巧み 巧が 巧 目の 田を を* 立て 巧む いとすれ ばか 树 にしで をの 力を なかす 


m 


と w わ ■リ トスー ♦ 


ることが出ホるでぁらぅか。 をれけいふをもれくおか巧なずレンマでぁつわ^ そしてォ]ストリ|のザモクゥシ 
— はがに をのを をつ いわので みる。 

デモ クラシ— の 巧 ま W がに-村 巧 ナベを 巧が が 巧され て わ お〇ヴ T 々ゴ インの 明の 巧が 巧閒も なく ハイ ムウ* 
I レンは が 巧の 进 かを 辿つた。 一九 吉〇 半の 巧进 ザに 巧いて ドイツ •ナす スはぞ し < 勢力を 镇大 しわに がらず、 
ホ— ス トリー の ナチ スけ 一の ぶ ホ さへ も 占め 巧な かつた) を こで ナ乎ス は ハイム ウエ ー レンの 巧 巧の 上に をの 力 
を 巧 かぅ となみた 0 

ドイツからの 巧ぶ は lli ヶ 巧から ぶつて & わ- 
: 、巧 •巧な 巧、 王 巧 化ぶ 反 巧。 

一一、 巧を か 治な 巧。 

ゴー、 ヒザ トラ I の 巧 巧に おおす る こと。 

じの が 来を 巧け てスク ー レン ぺんグ は マエ-- か 佐と 巧に で « にな 〇、 かおぶ はスナ 9 アの バイ ムウ 王 1 レンと 
A に ナすス にな 化した- 

一九； III 1 ホ阳巧 二十の 円の 地ぶ 进 巧は ナ中 K のが 如を おげ る 巧 巧で ホつ ホ。 巧みな は 巧 伏-; をの 勢力を が 持し 巧 
ホけれども々 トリブ ク巧の巧けた打巧はお大でぁつ て、 ウ< I ン巧にがい ては己十四巧の巧巧から十を随に放な 
し ホ。 ザルツ プル ダと： トホ ー ス トリ ー にぶいでも 巧 ザ 巧から S み A 1 の 巧 力に 巧 下つ ホ。 

かくして ヵト 9 ザク 巧の 巧满 けが ふ •へからざる とな 〇、 にゎ-のか みなと ry シストの おがの ホ 巧は ホ 巧に 
巧 づきつ、 みつ ホ y をの 巧に な W しわ かがぶ が エン ダル V ルト •ド A マスで ホつ わ。 

ドルフスは 巧 林に 化れ わ ホ 巧の 化生 W で ホつ わが、 不 化に をれ ついた わめに 化は 化さに 辛 M を 巧め ホ。 かかに 
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しで ホ院に 人り、 おみに みを St げる方 かで ホつ わが、 十九 歲 のがに々 <1 ン大 ザに 人 ザして はが、 w 化に 巧く こ 
とのす 巧ぶ である ことを 巧 化して 方向を 獲へ わ。 この ことは ながの 巧み 情 巧から いつても 巧な を おがと する こと 
で わつ わ。 W とれれ げ巧 夫の ぶに ホれ てす =?： の 身に 巧ち、 わかの： 52 巧 化と して 大 単に 人つ ホ ものが、 中を に ホれ 
を 巧へ でが 巧 ホた る 巧 巧を ホ ふことは、 近 巧に 巧しての 面 H 削な で ホる 巧り でれ く、 巧 巧のを を も 巧 化しれ けれ 
ばれられ いわらで ある e 

附 もれく 化が 大巧が 的 巧して 化 相は 一巧し わが、 ドルフ X は 大# に 巧いて 巧 巧を# なしみ 化を « る わめに R み 
の巧力をつでけわ" をの巧べ*9ンに巧つて、 ^=^^でお垢しわ】 

ドルフスは やがて カトリ* ブ #化« がの 巧 巧に 忍ばれ、 ホで 巧ォ 》 スト リ ー な ホみ 巧 巧の 巧 おに 巧 かされ ホ 0 
この 巧な は 化が が ホを 巧 じて 巧 力を 巧げ わ 化 ザで あつて、 な* としてな おの 利 巧を 巧 巧す る ことに 專を しわ。 

ドルフスは 巧 初 カトリ ザ ク黨の 执ちホ 巧 巧で あつ わけれ ども、 巧には ホ 巧に わがして 、暫時に もサょ 巧を おと 
化つ わ。 でも ホ— ストり一 め ホ 家は ホぶ にの けれる ょ 9 もネ 々にな 巧ので A つたわら、 巧が 巧 巧の 巧 おおと な 0 
わ こと も孜ホ 的な をが 巧ら しめたと ころで* る" K ル ブ义 け 典 巧 的な 才— スト V— 人で みり、 巧が 似の 巧い、 巧 
しおりつ だいれ 巧の わ ホで あつ わ〇 化が 宰 かの 化 化に 巧い わのは ザィぺ A の お 巧で ホつて、 いは •、その かな 人と 
してれ 巧に 巧 巧した もので ホる。 

ドルフスが 巧な してな 巧、 カトリ ザク a と 社 か黨 との 閒 巧は 1» お i づ いもの とれり、 巧 クてバ 々玉 ルとの 巧 
情 もみ やかに な クた〇 ところが】 九 三を】 巧に ヒィ トラー が ペル リンの む 巧を おつて わらは、 ホ ー スト 9— も 
な-をの 巧む を 巧 ナベき 爾戶 巧に 化つ わので ある。 

ドルフスは次*に巧め上の«知にぶつつかつわ。 田かの巧さはが*に巧をかしわし、 巧巧を巧の^^^も巧をを 


im 
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巧く 化 巧であつた。 をの 巧に 巧な しわの が、 ヒル チン ペル グ 巧な ザ 巧と 巧す る枢 介れ 閒 巧で、 これに M 度して 識 
ぶな 巧 貝の ストライキが 巧り、 イ タリ— 巧ぴに ハン ポリー との 阳 巧が 巧 化する 巧り であ づ た。 誤 ♦はな 进規荣 の 
間 巧に 化つ で 巧閣を かわに をれ わが、 巧 巧 平 級の 巧から 巧 巧、 曲が おか ク いでが 做し ホ。 さぅ なるとな ♦を— 
する# お ある ものがない ので、 一二 巧 四日の 化 件け 後は 巧 ♦がが 36 ナ るので もな く ザが かられ わので もれ < 、なが 
として ホを 巧し ホ ま I にれつれ わめ、 かくては な 巧が 獨巧 的に 巧 かする かないとの 解 w にな 巧い わので ホる 0 

ガがドルフ K 巧巧がの g =^$ i の力はホしてあ化ザ ll の巧巧 w 駐ではなくで、 巧はべルリンに巧けるナナスの巧巧 
で ホつ わ。 元 ホ ドルフスの 巧み 巧の 巧 力は が 一 ごみの】 に 巧 ダない のでみ るから、 阳» 巧 W ならば 巧 巧は 一た まり 
もな く拍 巧すべき であつ わが、 ホ ー スト a — 巧の 『引 巧 ばし J 、 r 巧は 巧を」 の议 がに 巧ク てながは が 巧を 巧 0 こ 
とが 田が ホ。 巧し ドイツ •十 チ 又が お 利を 占め おこの 巧、 巧みで 巧 竿た を 占める か、 さもな くん ば ナチ ス のぶ 巧 
に 反しで ながに なつこと はす 可能で ホつ ホリ 

一九 一九 年 W 時、 ホ— ス トリ— のか 巧は カトリ ザク 巧と 巧舍 巧との 巧 化に よつてれ かが 巧 巧され てゐ わので み 
るが、 巧 ホに ナす K の 巧 巧に よつて S 狠酣 かの 形と なつた。 だから ドル マスの みるべき をは 二つの 中の 一で ある。 
がち 姑み 稱 とのが ホに 化つ で W ホ卞 ぶを々 るか、 ナ乎乂 との おがに よつ て« 巧が になる かで あつ ホ W がるに »夕 
ともに 巧 火な 巧な がかが する。 とい ふ 巧は I 牵 巧く がに カトリ ブグ 巧と おみ 巧との 税 がが 麗 となつ ホな、 巧み 
满の巧 巧に 化つ てを 巧が 巧 化し わからで ホる。 巧し 他 モナ チスみ カトリ プク 巧との 巧 巧は 閒 屈に 化ら 化かつ ホ 0 
何と なれば、 巧 巧 則は 冗に 排他的で ホる。 從 つて 巧 巧の 巧みのを 巧が 巧 まつて 化 力す る ことは 巧が から 化 込 のれ 
い刚 なで あるが、 それに もから ず ドル マスは これを 巧みよぅ とした。 

ドル ブスが 化々 K と S * 卞れ ば、 ドイツ 成び イタけ I の 巧 迫を 巧 巧 しれければ ならわ】 じめ 巧な には、 ナエ ザ 
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コス a ヴ r 中 T は巧リ ぶむ を 巧へ るで あらう けれども、 巧 •併の 巧 •むがつ かれい S リ 、.イラー グ のぶれ はいみに 
化り 化い もので ホる-かやう なか 巧-^ の 乎， 化と W かに、. ぶには 年 米の か々 なな ひの ぶ 巧 もや 傅つて 换义 をな 巧 
すれば々 卜 ，ザタ な 八々 巧 さへ も 巧 巧し なければ ならない 化 化に ホつた" しかの みなら 卞 、がみ 巧は 化 巧 一方の 
巧 ゎには 述 ひない にしても をの 巧 巧は 下り おであるから、々 トリ プヶ なと 化み 巧が 巧 巧 すれば、 巧 巧の 一巧を K 
巧 巧に# はれて ナチ スの逝 出は* 巧概 巧を かけられる 巧が あつ わ。 でも か、 る 巧々 はぶぶ々 ザ 閒 ヵトリ* ク 巧が 
はち おぶな 巧に 巧 をが 化し わな 巧の 收 巧と いふべき で* る。 

ドル マスは ナ ホスの 巧 迫を 沒 かする ホめ にも 巧 巧が 化の 巧が を か 利で ホる も 化た。 巧し ホ— スト*' 1 の 巧 巧は 
ドイツ 覆； ズム ではなくて 、一麻 沒 かされ わ おでげ 巧せ をた 9 で ホる。 一 SSS がに 巧る ミでは*# い 
が、 故な は ナベて 解消して 化 巧は 曲み ホ 株の 化合に 化ク て去构 せらる ベを ものと ホへ ホ。 スダヤ 人 反 巧では A る 
が ドイツ 巧 4 巧に 巧 狙され ず、 巧 削は 格閒を おでに する も、 巧府 巧ら これを 巧 巧す るには 击ら れい 。はがに 反 巧 
ナる 巧巧进 めは 冗*' 带閒の 巧 巧に おせられる けれども、 巧 巧には 巧 期で » 化される" 一す にして いへ ば 人 巧 ホを 
虹へ た 巧を でみ つで、 が 才— スト 《1 託の ものと がしうる 公で あるが、 をれ だけに ドル マスの レジ— ムは巧 巧な 
巧 巧 ホの な もので ホつ ホ。 

ドル マスと をの は、 おがの おは、 ナチ スがホ （スト a— の g 巧 的な 巧 形 巧を が おを はつて 巧へ るで わらう 
と侣 じホ〇 巧る に 一二 巧の 赛 にがいて、 ナチ スは ユダヤ人に 化 巧を 巧 じ、 政府の 巧 人を はめ、 巧 »、 W 巧まで も 
しわので、 巧が もこれ に 巧して お 巧な f 段を ならざる をが なかつ ホ U そこで ナチ スに解 巧を かじ、 をのを 巧 
を拘 巧し ホ。 それと W がに 化 方では 巧 巧に 化かと ナ ホスとの 閒 、ょわ ナナ 义巧械 と々 トリ ブク巧 や ハイム々 》 1 
レ ンの巧巧との關に；^:^を巧巧が巧はれてわた。 
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巧し 舞な 夏の か 引は 树 線の お 巧を もを をな かつ ホの みならず、 一巧を がわ ナ キスは 巧に 巧を 巧ん ことを 来め 
ホ。 ドルフス かおの なみは M ふかに をめ 化い ことにな つたが、 モ めが 巧は ナ乎ス とれみ S とを ■村ん に «卞 ことと 
れつて、 巧 白に 巧が 衍に巧 巧の れい 巧ず で ホつ わり 

ナチ ス は】 巧 分の 巧 ザに 滿 たしない ことが 明 巧と なる にぶんで 、ドル マス かおは、 才— スト 9 I の® 化」 とい 
ふかを 巧し ホが、 これは さしてが しい 巧 巧で はれ かつた"々 トリ W ク义 のが 钻は 苗く わら 巧.*^ な 巧に おれで あ 
つ ホ けれども 巧 也 ホ— ス トリー の おがは かしい 巧 かけを ホぴ わ" とい ふことは 、化かる がの 巧 唯 やにが いで、 ホ 
—义 トリー はちの 妃ホ 巧れ 治の « 化に 巧む ものの 化 火な 闻 であつ セから、 巧-巧な 巧の 巧 ホは 口 巧の 巧と いムベ 
をで 本ク た。 だから ホ I スト 91 人の 巧 田む を ホを 化て るには 今が おも か 巧 巧な 時 巧で A つ ホので ある。 

このな ドイツが みつ わ 做が'^ 巧は ナ乎ス らしい をな 化ぶな であつ わ W をれ けな* 地と しで 巧ザツ I リストの 艰 
ホる アルプス ななへ ドイツ人の 化 巧を 巧 ルす るか々 で* つて、 ホ" 1 A 化 方に かつては 巧な のの む 巧に みしい。 

ドル ブス ほが の 巧ぶべき をは 二つし かお かつ ホ"- は ホ I スト 《 1 闲 かの マ T シズ ムを採 W して ド ィブ 化の ナ 
ホスに 巧抗 する か、 ぶは をく ナ ホスと 巧る 形態を なる-^ であつ わ" ハィム々 1 1 レンは がボを 巧ぶ じと を お化し 
わけれ ども、 スター レン ベルグと vt イ とを が 巧と L てけ W 内の み. 巧を がかし 約ない こと も w かで あ 〇、 ナチ 乂 
は ■ト イツから が 巧に なじて タンクで も 巧 脚が でも か 込む であらぅ ことが 巧 化された H そこで々 トリ， ブ巧 S 巧 袖 
はじの 案に 巧 息を おさな かつ わ t 、 明 内 9 な 化は 巧- 不が •をが しなに が 紫 かい 脚が 一巧 卜巧 なに W 凹し ホ。 

ヵトリ， 夕 なは をの 本が の-曲 H にぶおつ て、々 トリ ザ ク巧據 巧の みを 卿 k て、 巧 巧の 巧が をを お 巧 却の 中む に 
がリ 化て ょろ とし わ-巧し をれ はか 化の：； で 或へ るには 過 巧れ ねので ホる ことが 脚 もな く 巧 W しわ- 闲 巧の がみ 
ぶは ドイツ •ザす スに 巧が する々 如と して、 巧 巧 巧み S 刊に视 けす るが. 川が ある。 たが、 W 度いで 巧つ わ 才—ス 
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トリ ーのがホはわ--る期巧の全巧お找で*ること&巧明してゐる0 
ぶみ 巧の 巧 f は 风に才 I スト yl の々 ぶ 巧 巧を 巧みの々 力から； 5：* して T つ わ。々 «おじ ホの ぶみ ホ 巧 ザ も 
か -M なの 公 麻で あつ わが、 ザイペルけ 巧みが を传お 明と M はの 巧 U を 抱く かの わきぶ！！ をみ いでち た。 のみな 
ら ず、 れ府 がか 分 巧を 巧 巧し、 巧 か 化を にが 化を かじ わ 巧には、 找 かも ホ この 政 巧を 支持し わので みるから、 巧 
巧 階 化が がみを 離れる のはな 巧の 化试 であ ク わ" 

W 上の 巧 山の 外に、 巧に 巧よ ながは、 地方の なおが おみを 化 おて てナ乎 ス になつ たこと である 〇 ちれが ナチ ス 
巧 巧の 及乂 のな 巧を なした ともい へる。 树 なに ォ ー スト？ のな 巧が おみを 拾て わかの 巧 山は、 をら くス ベイン 
のの 化に 巧して、 巧 巧が 巧 かょして 巧みを 巧き、 ホ 巧を设 しわのと W じ 巧 因に 依る もので* らぅ 〇 ホ— 义 トリ— 
に 於いても K ベインと M じく' 巧みけ 巧に ぶる 化 ホ 刺 化と 巧 巧な M 巧を もつ で わる。 巧る にす ー スト ¢1 のな 巧 
はれみ がな あとわ ム 化が にな 入つ てぶ K する ことを 巧まない。 «侣 の 化 ザは W 邪 や W 巧の » ぶに がると ザ へられ 
てるる から、 ：^は« 化が 政 ホの 巧 1 になる ことは 巧 巧 ざ だと 化る ので A る 0 
巧に ななすべき 巧は ドルフスの なれ W が、 ハ ブス プル グ王 巧の »抗 と 巧な おの 化 巧が 巧し < 化 につき 巧め ホ こ 
とで ホる。 乎。 1 ル 地方は 巧 ホと する も、 スキ 9 了と マ* 1 ル アル ベルグ 化 方では、 巧して 度 巧は 巧 族を 排 巧し 
て わ ホから、 な ♦が 巧が の ホ 巧と なるな どとは はつての か だとち へたので ホる。 

巧は 巧が で" シアの 巧 人が なへん 込む ことを 化生ない のはが 巧で あつれ が、 左 巧な ホ 注は 化 前に 巧れ で 化な 
い。 ナチ スと はがの 巧 B ヤ巧 貝で 巧 巧され て 巧 口、 巧は 近 巧の 巧 巧では、 巧の ドイツけ のな 巧 女 や» 者を 巧 ホす 
るので あつ ホ。 これらの 人* は ドイツの が大 さとを のが ホ 化 典を 班り 巧 かせる 〇 ドイツが 巧 興しつ、 あるに 拘ら 
ずな 巧 巧は 曲 巧の 閉筑 に^つで 化 & なければ ならめ。 何 巧に 曲 巧が 巧 放された かとい へば、 なが 巧が 政植を お 巧 
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する からだと ナチ ス はがへ るので ホる レ さぅ いはれ て 化る と 度 巧が もみむ せざる を 化れ わつ わ。 

もとらと ナチ スの泣 頭は ォー スト 9 1 の j 丸 兰巧年 巧の 化が のみから 其 巧 おけられ わので はなくて 、巧みな 巧、 
キリスト おな 巧の 巧が をを の 巧 力の 巧 巧と してる る。 この 困に 巧け る ナナスと々 トリ ブク 巧の 巧が に 巧け る W を 
は、 が ホの 巧が とお 方の ィンチ 9 ゲン チァの 反 巧み 巧との 爭 、巧 巧と 小が 巧との 爭 であつ て、 巧 巧は 化 方に 巧つ 
てかをり斯巧してゐホ。 巧しサィ ー ン巿ではナチ K の|^;力は巧みぶに巧せられて巧めて巧巧でホつた。 之に反し 
で化ホ巧にスナリア、 ヵリン乎ア、 ザもップルグ及びフ*1ルアルべ ルグ^巧がでは任巧でそつわといへょぅ〇 

巧 3 1 "》 パでは 巧な お W 的に がを 巧め たがな 进 かが ホ I ス トリ ー のな がでは 个 巧に 巧げ してた わ" がの 巧 半 
巧は ナチ ス述 かにょ つて 明のに 宗 がを がれる ことにな つわりな ほの 閒 にはが わらの 旧 快な ヵトリ ザタホ 巧が 勢力 
をよ めで わて、 が 柏が みるの 巧 巧を 祈な でを あさせる 巧と いふ 迷 U がけ はれて わた 括で ある。 を こで ザのを い 巧 
民が か 巧に お 巧す る ことは、 が 巧で 巧 網が 巧るならば 视» は ホ 問で あるし、 巧ら れいと すれば 巧 » のい ふこと が 
史しいといムのでホる" 巧がからがれに巧宗することは、 げもして一巧^41^5|}のでホり、 ドィッ的でホるとされ 
わ。 かぶは ナナスの な 牌を 战おナ るに、 をれ は 巧 おへの なぶで みるから ともい つ. わ、 るな かが A はに 巧へ る 
反のは が 巧に おくない ところで ある。 

大巧"： iS 巧 巧は 巧化义 化から 铁の 巧い も S であつ わが、 巧 巧の が* はお まぐ るし いかに 迅速に 巧 はれた。 み ホ 
巧を 近 巧の 叫に 巧つ わな 巧は 級ぶ に 巧して 巧ぶ へがる じと にれつた し， 巧 ザの な a 巧を すてて、 キリストが 巧 ♦ 
巧が ぶ 持を 受ける 時化に なつれ。 火 巧々 にち つてぶ 巧から ラず 才巧 W 、 巧 巧 巧、 む « が 巧が® がから W 入され、 
巧ぶ 化が 巧 てられ ホ" 巧な S おは 巧が からい へばが おで A つて、 记巧 としては 巧 はれむ かつた もので みるが、 近 
がは ヵリン ホ 了が -2： で 仏を 站の おが 六が もが 加し ホ U がの ィンテリ はれ かに 反 巧して ホ おが 化を 巧 ぷ卞る M 内に 
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なつち ぶろ 化ぶ では 巧 お 制 Ks 肚ぶ卞 るが わめに ナナス 印のに 巧 サるボ が 拭 出し わ 所 も A え 

才 _;，1 でな 毫奠 某を 地方％ •至 V ち AW 、 《疫 塞ち な {ミ 萬 しなぃと 

いん 押 かで こを が 主* > い。 快で 林 S お阶 は’ ホを ホ チ A になき 一れ て ホを 干の 巧た 笑 か S 巧 お 地と . 

れつ ホーを して これらが お 初に ナ キスな 押の な Ms つとめ わ- 

か やを しで ミ，； 巧 政府が、 葛 著 W 迫す る わめを 含夕 利怕 しょ ミ-^ わ稱邢 、巧软 の、 はみ 
的 《力 S むで* つ* れ 《 S をが 稚£ ちわ-十 JS 髮 押；- つと」 一、 ぶ 装 Q 巧ち ふつつか f た 
ので ホろ 巧 i 合 巧の 巧に れ复 度が ミトぅ ム 曲曲に 衍でわ S は， はよ か* みは 真# する こと 

に 巧つ て 巧め て！！ 巧 とれる のでみ る、 

わ卞 ろれ 巧 巧を 前にして ドル ブスな 巧は かがれる 巧が 化く して おみ 麻の 巧が. を 巧が しわ" をれ は ムザソ リ—二 
の摄 るて ナチ スに 巧抗 する 塞から、 まれ ハィム々 * 1 レンの な 力を をる が 巧で あつ わからに ならの 
巧 しれ 香む 身は 巧を ミて 巧が ナベ 5 や 草に かい 了义」 く讶 3 わこ とい ふ 《は 慈と」 て 案が 5 る 
には 寞&置 さ# る ぉけ 0 をな ィ r)r がち < て はな 含ぃ； わで なけ 化廷ミ 行 ふに 妄 なをが 
化わない わらで わる。 

阳 ■一九 吉 £ を 再 - H H に S 巧 巧が リ ミホの か ♦黨木 おを A 巧した を じで 化 ♦魚の！ は W ひを « 悟し 
て、々 ィ 1 ン本 愛が 姐を 化しれ が、 本部は がかに： 巧の >お をはつ て 巧 W 阻 巧ち のか 巧 t 巧ク たけれ ども、 を 
の K 口 1 ガンは まに 巧 巧ら な かづち 赛茫曲 ミ <1 ン 、リンツ、 上 が义 チ， ァ でを したを らサ 、ち 
ホと 化 沿で 思な 化な しわ なむ 速は これに ク •、わず、 W 胜巧 ぉはた 化に がつた。 巧 かおな ホの 巧 お 曲が 起 上クわ 
ぃ、 をた 芙 ホから 驾の 養を も ミる ことが 出が なかつ ちちれ でを りの 削、 化み なは々 f — ンで茫 巧 


1 做 
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を けて、 巧に 化 化と か i つれ おな のために 田つ た.」 • 

ながは 巧 巧を W つて これに 巧 化した。 捕 へられ ホな お W は. 持 巧され るかな かつ わ。 中には 巧な の ホめ 巧 巧から 
替 巧に 巧せられ るを もみつ ホ。 セ 人目の 巧 巧が がつ わ 傑、 ホ拍 ので ホに ょつて やつと 較 巧を 中止す る ことにな 
つたが、 巧し かおの 巧が には 这 ひわかつた。 ォザト I •バウ H ルは ホ 巧に おせられ、 丰 がは 明の £ か サられ て T 
つ ホ。 

二 巧が 件 U がに、 巧 巧は ドイツ お ♦黨が お 巧 おで ナチ スに 巧つ わ 化 巧を 化た。 そしで g 巧と しでが 卜：つ ホが、 
才 I スト 91 おみな のみへ なき お 巧と、 かがの 巧 酷れ 姐 刑と を 眼の がに して、 な U のす 巧と かなめ 巧が はを 方面 
に 現れで 巧 ホ。 がが も ホ 巧 S 陆巧 のがが をつな ぐ わめに 巧 如す るが 巧を ぶめ て、 巧 わて 巧® 法の の シンパ ♦イザ 
I として 知られれ々 ィンタ— se - H を ウィー ン がの 巧 巧に 巧 かしわ 一 をれ にも もらず ハイ ムウ* I レンの ま 巧に 皮 
つて ホら ゆるせ かな 法を 巧 止 する じと とな 〇、 なには々 f — ン がの ホ窗 化ち 埋巧ホ ホまで 中止を かじて 了つ わ 4 
れ の 巧 働 化な に 巧 はつわを おのが な、 油が T • U •じと 巧 ばれる ものが 卵を 巧げ る じと になつ ホが、 かか 
« の地节 がが は 巧に これを 利 巧して、 四ヶ 年の 拍巧巧 ホを 址 じて T • U • r 中に ホ カを がつ た。 をの お 巧 この H 
の 巧 巧が 巧は】 面に 革命的で あり 乍ら K 面には をな のであつて 、ちれが 合 巧の 巧 間に おる 主で 巧 斤され わ 0 
巧が は 也 巧 かにれ々 X 巧が 後には ナチ K もがな をが せる ことみ 期 巧し、 ド A ブスは ナナスから 曲がを 巧る じと 
にも 巧が はお かづ ホので あるが、 佑迄ォ — K トリ ー の 巧な をが 持す る t とを ホ 巧 する おに かいて ナチ スと相 をれ 
サ 、ナナス も ホ 化 巧が « の 巧 巧を 巧 巧した。 


ム ハナ チス のが 逝 

一九 I 晶がセ 巧 ニト托 H にナ f スのホ 化が ド* マ 乂を巧 巧し わ ミは 巧 〇 にもを で 至。 •たが このまの が 
巧は栽ら<ぶ含化に袭瓦化いで了5かを^^化い" とにかく、 二の巧《《津巧巧だ巧お法*られ赛 
にを して 襄す 5 0 とを 養 3 れわ 3 で A る。 语蟲寡 さてむ わ 盤は、 逢 ミ 《を 巧曼 で阳れ 

し、 巧には •トル ブスと ブ エィ か 巧の みが 巧つ てた わ。 

ムを苦 ザが-；- 一げ w 十 某、 装の 牌み 中、 マ' ィか 巧は ドル ことが おに 入つ て 巧 巧した" お 巧の 巧け 
がりに W へられれ が、 ドん ブス も卞 U 辛 巧で、 ザが か 化には > 巧'*^ 巧が みつで むかつ わ" ヤ後爷 巧 かたみ 巧、 9 
蓋 巧で 『を Q や 服の 装述が 藍を 巧へ て ラ》 クで ザム 十ジ 々ムに 人つ わ 一と 望して 笑が ぶ 巧は 中 
をで 均れ て丫つ わ。 

榮 化の 一な は ラず 才は援 を 為し、 7 ナゥ ンサ— に 蓋を はけて 『ド ミス 招が 霞して リン こンが 
舊巧 つた. 一とぶ 这さ せわ" がは 午 巧 一巧で 芝て、 ぶを 合 W に ナ乎艺 W は 巧せ になつ ち 

ながせ 邱 にお 巧め 拟人 しわの も丫お 化の が 剖で、 楚* は 門 巧に 巧 供れ 込み、 がちに 巧な 巧を 巧 化 W 除し、 W 巧 
の 浴へ 罗」 て 客せ わ 約 夏 十 人 & 縷 と」 了 了つ わ： 卜 A ; はが S 口 U から 拉お S たが 長を で 
て ホ 海 Q ホ— As でを」 良 凄が 塁を 夏」 て 背れ ち 巧に、 一を 进ぐ 5 器 巧つ 真、 怯 ホは ち 

なのち を坦 つて 戶 U に 出で をす る ドル マスの が 雄から 二 神を はつた 0 で ホつ ち 一巧は 巧 透*^ もは ザた 
だけた つたが、 一 抑 吝雙 つら ごて お 下へ 巧け ホ 0 で、 ドル マ S 助けを びながら 堂に 打 尚れ、 赛 A 
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がに なつて T つ ホ-巧ら くして 巧、 讲 巧の ボが ドル マスを がけ ぜ しわが、 化は おちみ して おわので 巧が 丫の卜 - 
に 巧 ホて**^ しわ。 W れいた ドルフスは 巧 づシュ シュニ ブクを 巧び、 ホダに 度が とかが もを おめ たが 树れ も閒に 
なは ず、 ドルフスは 始めて 巧の 化ぶ に 巧 かれ わる ことを 巧り、 リンナ レンが 口れ に 巧る ことを 巧した。 巧が 巧 巧 
のす 巧は ぶ 子への 巧言であつて、 巧の 小さき が おは やがて W 化の 巧に がくれ つて 了つ ホ。 がに 网か十 おみで みつ 
た 岳" 二り 

化 巧を 巧れ た 明かは 化の W 巧に 巧な して 巧な を 召 化し わ。 ザな はな 府 におげ で ホつ ホ。 化 衆 も ナチ スに M 巧を 
もたな かつ ホ ホめ ホ 巧は 蛛 巧して 巧 巧せられ た。 たも 卜： なスホ V アと ヵリン ナヤに がいて はナ キスが 巧裝 して 巧 
つたが、 巧が 巧に 巧ぬ せられて ユ I ゴ I スラ ゲィ 了に 巧 人した。 イタ 91 は 抱ち に 田 巧へ I ! 巧師曲 をめ 円して々 
f — ン 政府を ま 坊ナる 巧む をみ したから ，ドイツは 来 だを の 時 巧に ホず と 化て がかに 形 巧を 化な つ ホ。 巧し この 
赛が巧 時 問の 閒 にか 祐を夕 巧す る ことに 巧 巧し ホなら ば、 あらく ナチ スの巧 遇は 曲 巧の 巧は をを さサ にぶ 巧し 
たで あらぅ 〇巧— をのち 化の 巧みに イ タリ I 巧が か U された じと がヒ》 トラ I のモを W る ことにれ つた® 

ドル ブスの 巧を 巧つ て 半 相の 化に 巧 いわおは シ ュシュ -1 ブク であつ ホ。 巧の 化 现は巧 A に ナナスの を 巧な 
する ことを る 巧し ホ もので みつて、 巧々 巧 巧 巧が をが 巧す るに しても、 巧 力 巧 巧 f 段を さける を 巧で あつた" ド 
* イツ も 亦 凹 苗の 巧 巧が 有が でない のを 化て かつで、 ナチ K のみ 力 化かを 巧 刺す るが かを 出しれ】 

ー シ ュシュ ニ* ク のがみ 巧 巧は 巧 ■その 巧 巧を 示し ホ。 巧ボ はお 巧と して- 个況 に拍ん だけれ どもな 巧の ホ 甘みは 
J み-みに 改 巧され て 來れ〇 ドイツ わらの 遊 K # はお もても 巧 3 — w ザバからの ツ ーリ ストは w ♦とがれ 这んゼ "そ 
^ れが ために 巧げ に 於いては ナ キスの い 用が 巧へ て ホ 巧に 政府は 巧 C 3 を お 〇 巧して がわ。 

亡 巧の 糾合に 巧す るが かがの やり U は、 化合に 巧し でが •巧 化の 地め を 巧へ る ことで ホつ ホが、 それが 巧 巧 とれ 
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ク て； -<々*- ごと 政が と 0 曲ま琵 しちを こで 宰扣は マ*' ィみ管 皮が から 塞し、 つい-で；— レ 
ン ベルグ &速 ひ、 ハィ ムサ r こ &房器 《へ篇 入した が、 义て ごご グ はもを 巧宙 としで オペラ 役 
者と 按婚 しで お 巧から 影を きる こを なつち かくし T. •二.；； クは寞 6 富に 左 おするな おに 在つ 

ち楼ナ "，ル SWS に 生た を ミト，* ろ 巧で ホつ ホ。 そ S を 王 ミホク わけを ち 墨 望 
が才 1 スト，— を 技 ひ稱な S みなら 才 巧？ か累 のを 基く こと*# れ でたち 一 S にして い へげを 
義の 巧で ホ = '、おき 法い 塞の な窒 S ま 至つ ち才 1:,1 人 《野ら を ば、 その 曼 のま お 
葦才 ..スト，- にん さはし い 巧 f 偏へ 一 巧樂 におち 田な ちそして 霞 S 拱 ミる 盖な 人# でみ つた 
ミは、 せ 《での お f する. にち るで ぁらえ けれども C のをな の 厚、 おも か 巧と する 隻は ホを*^ め 
香で ミ かつ わ。 效忆ナ ♦; 向を S して 5 ミ蟲 にち T 相？ 柔 a 器で ぁつち 
シュシ ニ ザ クの氏 度 B い才- スト， ふ株享 奠し 、累の 蓋を の ものを かしわと たへ ょえ も 
ともと 才 ，スト， ふ 這投 ホの 恃控巧 麦 面 K に 注し 《ち ホつ ホ かちを の 援も亦 S 的で ホつ ホ。 巧 

し WS 肚 ミな K とを 富 窝がも K 援つホ わ 《に. 一送蔓 蓋を* 寸 、度 大ま 公共 害に g 

化する ことを 叟し ホ。 なつて H 襄 興の 時 巧に ちて ち-での 寡 美け ないで 店クホ 代ち にモの 利这— 
<1|.^しなかつホのでホる0 

ホ—;， ふた 若ん i ナ K> ち 語受蹇 幕襄 《を ひ、 窒 ち意賓 を T 至ち マ こ 

ごが 蠢 ホに ども、 ナチ； ハィ ムゥ r ごもむ ちの 《され TT ク ち々 卜 ，•■クミは 管で し、 

g 建 达管去 ミを、 宴 S きちち そ」 て逞 ミで Ag を！！ ち、 ま 若、 畜忆乏 

しい、 がし ザら な 化の わる 專 が 枚 ホを なけれ。 
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をの 巧には サ tsxT ム こ-ラ’ が 巧 だすべ て ドお とれ A 樓と をし で 5 たてた る 巧で、 
才— スト， - t がち 化て て、 化泛 一切 S を 柿の ホに 緊じ议 はる こ is 菜し でミタ 化ぇ ち.； シユ 

う ク S 萬 6 な K ちご こ n " ヤ Uifs た 《か 《やを、 た 美 f 空 A る 男を 《かち 占 

で やかで ホつ ホ。 

セ 网巧悄 みのな 迫 

一丸 P 哀舅 * で*-;， ム 巧ち， 《力® 覆* f な 基ら かに 替れを C の 均 w 
はが il - I てろ ち をれ 寒； 品— i 量 就 •霞識 で i 。 を 
のな をに 望イ ，"ふ： トイ； 慧某 《ミち*-；，- &-;ツ《冨 を さ 任** 巧を つ 

け ホ。 をのな あム：，，-- ロド イツと 脚 愛 安が にぷ する や-っに T ;，’ にち する ことにしち モ して 
至上つ たも S が 一九 ir ホ ザち 十一 HS 汉 •覆め でぁる 二ち 一円 ♦毀。 

この 化め にろ；— ;，- はか 塞 巧に めいて ドイツと 巧 巧を をる ことを 鬟し ホので* をち 一 
暮ホ となれば ドイツ 抑に 理る玄 と 一た 推 孤され た】 尤も 泻 内で ナ 去 なは 巧 脚を て ミけ をち 
ザで 屋巧 tt 瓷を 愛を て、 を S 受 一人 吏 X ? 《大度な に 望ら た。 を& おら 寸 
ナナ； ま圾は スミのを 执が累 に 巧 はれて 占た、 ホ委 面に 於いては チ ニコ こ》 T キ I 《ミ 
は 舊に往 つて— 卞： トイ； 针 ぶは 化丢 ゥに宙 たな かつち-トイ ツ 抑を いては ピ •'塞て ミ 
ふ Its を时 して ミ 閒巧 ォ-;，— のが 您 にな 巧妄 へない をを 執つ ホが、 スペインの 内 安 桑す 
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ると おに 巧 •填 合 巧 のれ 巧は ホ 巧に A お 化せられる やぅに れつた。 

一九 一二 < 年 一巧に ドイツ •ナチ スと 一な のない タウ ス»± がぶ 神され、 ペルり ン との 化が？^ が ウィ— ン せち 
のでに 入つ た。 をのみ には ヒザ トラ ー の 松 化の 闻女 ルドルフ •へ ザスから々々 ス W 古に かてた 巧々 も あつ わが、 
をれ は 四 巧 七甸 に々 ィーン に 巧 化を 巧す こと、 をして 化 巧が な 巧な'*^ 设を 執る 巧を には ドイツ 巧は をち に ホー ス 
トリ— に 巧 入 ナベき おを 約 おした 义 巧で ホつ ホ" 

この か 巧に 巧して、 ドイツ W 巧 ザの：？ 令な フ* ン •ブ リザ ツは反 巧 巧 化を ヒ W トラ— にみ 中し ホと W へられる 
が、 をのが 化で ホつ ホ わ：！： 巧々 だは 閒も なくが： 卜个 S あ と共にが 巧せられ ホ-一 わ やろ な巧拓 りから、 ヒプ トラ— 
は 巧た を 紙-^ げ て、 巧 かに ォ ー スト リ—の 併を を历 巧す る 巧む を网 めた。 一九 iit < が 二月 十二 H がが シュ シュユ 
ブク はヒザ トラー の 山が ベル ヒテ K ボー テンに 巧 巧せられ ホ お 相は タ ウス W-H に 曲す るが 化が 巧を 持夕 して ゐ 
をが、 がは これを 巧を する にヒ マトラ— の 叱 巧を 巧け わ。 この ♦がに がいて ドイツは な 巧 ホ I スト 91 なお 
がと月十一：1:の化の议巧に巧巧をかく巧を巧袖し、か、る化巧が繼がする5^{口には、ォースト91を«が(イミ- 
= i 三を ろすべき 巧を み 巧したり このげ に シュシ 1 ニ ザ タザが の々 かつ ホ- 史宋が 件は 六の 巧で あつて、 をの おなる 
ものは 才—ス トリー の ナチ ス 巧：：：： に 巧す る 巧 お、 セ イス-インカ ー ト をみ 巧大 時に 巧 かする 巧の 巧 目で みつ ホが、 
ホ かは wa の 巧 命が】 に义 巧が のが 破に K する 巧な を ホ •へ、 彼 円 女の 乎では 如何と も 巧し 巧ない をを をへ、 巧な 
の 中し 巧は 化と 大巧 巧に が述 すると お宿して 、がを 十 i げ閒に 豆る みがを がつ ホ (托 里。 

ドイツ 側に かする 闯 をは 問の の 化が 附 せられて ゐ わ。 ォース トリ I 大が 巧，- クラ 义 は、 ヒブ トラ ー とな 力 
する 巧ぶ をげ 5 ホ 巧で あつ わから、 セ イス •インカ I 卜を みかに がかす る ことを 巧 巧し ホが、 巧 お i ホ インカ— 
卜は巧 わて K イツと 巧れ をと つ わと 人 化の 一人でん あつた。 ちじで 巧 巧の 巧 ホを はつて インカ— 卜を 巧化大 おの 


IVK 


た jg む一 い X - 才 


棋 乎に 巧え > ホね て» 巧が 巧を 巧 巧させる ことにし ホ。 

この 靈 巧」 5 ル。 ンめ府 さ 頁 十 音に & 巧 油 化 置つ V 、 宋进〇 に》 行」 なを ば F イツ 平 
はなちに 養を 越えて 達に 巧 李る をを 明 良し わ。 ウィ- ン政替 こ S が n ムブッ ，— 二と 化 巧 0 蓋を 
化ら うと 巧め たが、 とうとう ほおれ かつ ホので、 ミク ラ义は ドイツの 巧 来を がれる ホに をのない じと を毋 巧し 
で、 インカ ー トを 巧が に 沿ん るか、 ナナス 巧の S ホを も 聞 化と してな 命し ホ" 

ドイツと 才 1 K 卜 "，と S 妻は 两 Ta 》 . ハ Q 貪に 巧 色を 典へ ホが、 イ* <'，》 は CQ せを に 化 ミ 巧 ■が 
一^の 化 巧が な ■巧 的と なるべき 期 巧を かけ、 策 •俳は 巧 ■村 さには々 巧の ドイツとの 了 W に 一つの 阵 をが 化餘か 
れホ ものと して、 オー义 トリー の 巧ぶ が 持には かない 巧を 巧いで 居た。 

才 -ス i " ふを 悄は搜 に 巧して 贸を S かし 5 转が 到が-^ たと 馬し ホ けれども， モ 《をし き惡 
の 巧 一は H 一で ホに がる ナナ K Q 技を 人を 一げ じ 胃す る こち 妾た" かくして ホ— :，— は是 にを のを 
をが まなけ れ是ら 化か 《ち イタ？ は 於を 晕變 イミ-では 化くな つた、 ち •併 《ま 持 妾み なぃか 
がで ホつ ち 

フラン K は 人 K 霞 招 S お 蒙 巧を 巧け て、 買 S がに 忙段 3 早妄さ 中で 至から*-:。 ふ 削 
姐に 巧を Ig ける 巧け なかつ ち 奖妈は H 卞 オビ 7 をに がふ 爵 製のを、： イン 内 受扮巧 かが 閒 階の 
が關 巧に をみ て、 巧 巧を i St すべき やぶ やの 巧 大巧 化に 化つて るれ。 

チェ ムごン を 規ま髮 が 挖芙ミ t と 集つ て、 巧な 別の C をと Q 冀を舅 ナる畜 に 進 

ホう としで &ち 一九 ir 罢 i 月に ハ， ツ こク义 W を ドイツに 巧は した 巧に ち ダー； ふ A 巧の 阳粧 にな 

いては ドイツ S 基な な &寒 5 か 喜 愛で わと さ へられち 等累妾 《がへ* 碧寞 《アビ— 


1 術 


ダイ》 卜 •で》-】 も、 一空 毛 年 < 乃に イタ,— とな 合し、 十一 巧に ド イブと 巧 街した お果は 一として 巧 巧 6 
おされ わつ ホ。 而も このが 巧れ 巧は、 ホ 曲 ホ お 巧の 巧を 巧な えて 巧が ナでム バレンが 自ら 采拓 をおづ たもので あ 
るから、 かが イ ー デンの ホ おと 胜 W のちる ことは 化へ なかつ わ。 イー タン】 巧の々 化 曲 かは、 巧 •ザ A 田に おし 
て 巧 化を 巧 供す る ことが 巧つ てち 田の 巧が 化と 化ら れ て、 •- 巧を のけ 協が 巧を 巧巧卞 るな 巧に がると 巧 巧し わの 
で* るり 

二月 かな •ホー 乂 トリ— のが 巧 巧 だす 巧な がが をみ しれ 巧、 V ランス 化が 和ら 巧 « に 巧 する 中し 化は、 英 •係 
其 聞して K イツに 巧し、 曲 W はオ ー スト 9— の 巧よ 化を をが 3 ナベし と 《姐 巧を 化さぅ といん 巧 策で あつた。 

フランス ちは、 

二) K イツに 的す る 巧 •併 巧 M 巧 策と して、 成 曲は 才— スト"— の おを な 巧 化を はつて かがの や 巧と 均 巧に 
巧 巧の 训 なと 夕 へる ことを 中し 入れる こと U 

ごご 曲 W はべ ル じ チ スガ I テンの なぶが 巧 灼の巧 化を 巧 失せし める ものれ 9 やを やを 審巧 する 巧 利 6 巧が 卞 
る こと 口 

(一己 中な のが 化 維持を 巧は しむる かを ドイツの これは 上の 巧 巧に 巧して お W にな おする じと り 
であつ た" あ W ホが イー ザンは 化ち にこれ に M 巧を 巧し わけれ ども、 チ* ム バレンな 巧は 巧 •かを SMS 卞る巧 巧 
に逆巧卞る的るを稱なぶ口だとして村巧サず、 ホがと^巧の上でイタリー大隹グラ ンザを巧いてホース ト5—閒 
巧に 巧 卞るイ タター の 化 W を 巧刚し ホ" をのげ グランず のをへ 化 じとは、 ロー マれ かは ドイツ 巧の 二* 田が 巧 巧 
な巧力をめおすることは^;|1§化巧としてち巧でわるのみならサ、 中肤のホかと巧寧のホめに»巧>であるとザへ 
るで をを へ、- 化に 才—ス トリ— 牌な の 巧が 的 巧 追は 巧 •巧 •併 •巧 凹*' 曲の A をに 皮つ ことを 巧 > の 方法と 化 A 


か, 


げ o - 5 卜ぃ才 


とも 附 化へ わ" イ タリ I 大巧は この かを にも、 マラン 义は >敌 巧を 化へ なければ M ぶし 化いで* らうし、 ドイツ 
はま ホブ巧 巧。 夕 かに M をし ないから、 お 巧 かやうな 菜は 巧な の 化 化の ない こもを ホ 巧して わ ホに 巧 ひない 0 

をの 巧 円、 即ち 二月 十九 H 、 ホ、 田 政府は » が 阴に 瓦る 闻 巧を 閒 いです I スト が 巧を 巧 巧し ホが、 ♦王 A パ 
レン 案と イ I ぞン おの いづれ をな ぶべ まか にないては 巧 巧に 巧し なか つれ。 

これと 巧 前 巧して ヒ* トラ— は ライヒ スター ハに が •いて S げ 聞に 互る 谢 化を 巧み ホ。 をの 中には 英 田- «坦 に 
巧す る ドイツのを 巧を お衍 し、 ホ 1 K トリ I と チ** コ K " ヴ 7 午アに 巧し でも、 巧 巧 内 かよ まの お 地から 閒进 
のが かを 巧ム べきで ホる といつた "ドイツの な 巧は お ザ寸巧 も 巧 ふが 地は ない。 もれに チ* ムバレ ンの巧 W 巧夕 
イ ムスが 二 巧 十ヒ H 、 一一 巧 二十： H の 麻 H に 互つ て、 を W は ドイツの が 南 巧 巧を 阻止 ナベき® りで れいと 巧 巧に 
これを をぶ した ことは 巧るな 目を 近いた。 

ヒザ トラー のな 親が 巧つ てね げ關 のが、 巧 田 かが イー デンは 巧晚の 息を ぶ 巧し ホが、 彼は 何故に 悦に t の 巧に 
巧 友を 巧 把した か、 何 巧に 巧随 がな ちに 夕巧 された か、 ちれは 化 円を 巧つ て 明 もに される ザげ であらう 〇イ— ダ 
ンの庙 はなちに ハ 0 プァ ザ クス 啊に抵 り 化 てられ、 マラン X の 巧ぶ は峭 な に 拒 巧され ホ。 いふを もれく チェ ムバ 
レンは をのが おの 姐 〇 なわ 政 巧に 化つて 『巧に おじ ゎ ザ 巧 r 巧は が 说お 巧の げ閒 をが るた めに 平 巧の 冗で 巧な 
リナる かにを なしと あまらめ たので ある。 

フランスに がいでは、 が 巧の W 巧を 巧 化つ わ 巧まで 巧ぶ がに 巧す る 巧 A のが f が餐 がし ホり 二月 二十 冗、 六の 
巧 円に 巧り すなは この W 胜 について 巧 巧を 巧 わたが、 を 汲み‘ おのな 化は フ ゥン K が！ 问 W の 巧 化を ま 持 ナベし 
と S ふが にがいで】 をし、 な理シ a 1 タン も ホ W 】 の 化が を披巧 しれ" を こで 巧び 英 •か 閒の巧 ホが な みられた 
けれども 、お 田 ながは 所を フランスと 巧 巧な 巧 かに 出ない ことが 明かに なつた。 
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八 オース トリ ー の诞終 

ごじ ナ スガ* テンの ル觀 にめ いて ミトラ— は 一 万 トニ H 才 1 スト" 1 半が に 押し、 受巧 なを 化 巧し をの 

巧の ナナ K を 辯す •へ 5 淀を 典へ わけれ どち 袋 S 装を SS ナナ K 達が 墨に 我つ て ホ ホぃ 
シ ュシュ ニ》 ク はかを S 盡を 化げ ス ー: 巧； 阳 H のまに がいて、 ミトラ ふ 巧へ わ 塞を 引 W し、 
j " 边 がの 也ぶ そ あ 化な ホ かで ホつ で、 才—ス トリ I はすー スト リ ■"人と して 巧る 一と ホべ て W 内の人む を 巧 巧す 
ミ 巧 《ちがの 化る 堂 依れば、 才 is - 人笑ネ たは ドイッと のを 併ょ ミ 巧 化を 霎す るら ので ぁる 

から、 を Q 養と」 て麗 をな 赛に 化つ 了 望」 ょク矣 へた。 を C で、 一完九 H に 会 替ぶ窒 を 蓋 

しで、 水る 十ー ニ ロに これを gf 巧す る 巧を 咕 かにした おが 巧 •巧 用 W の ナナ*^ は-巧に こ 0 をに な 巧し 『ホ 
公 牛な 巧 巧 •に關 巧す ベから 卞 との 衍 かを 化しれ 4 ウィ— ン ホ％ がめ として、 W 巧 巧る ところに ナ ♦スの 反巧进 
姑が 巧 巧され たが、 イン々— 卜 2 ホた る 巧な がは 拱 ホして 孩 巧して たた。 

一:. 巧 十一 H、 々ィ I ンの 町け 二 H の 巧に 人は 巧が で 才—ス トリ— が* 化 W として 巧る か、 ナチ ス • K イッに 

をず るか Q 寞 S を 塞卞 toH 基；、 を C がを 醫 をで ぁつち 《た S 寒® が 夏て、 巧ら 
をい 累 を、 サ毛汾 己 雨が t ば 寡ち 55 奚 巧で 妄 ちを 0 中 急 養 巧 《黨 ぉが、 時 > ながの 上 

から 『シ ユシュ ニブタ とみに® 两を かれ」 と 巧 脚し ホ ビラ 化を 撤 いて 姐つ わ。 お 巧の 戊 巧 おには シ ュシュ ニ》 ク 

の 送を 刷り 这矣な 供 义が人 化を おを、 往夕蒂 巧の n からり へと みか 想い 喜が 彷 はつで 巧つ ち 

この 1= の 切、 シ ュシュ ニ* ■ク は、 ての 曲の たる インヵ— 卜もホ ルス テナ々 のか 大巧から 占爸 W の 巧 期を 求 《る 


9 だ 


t 1 ザの— > トス- 才 


巧 巧 袖 巧を々 おつた。 をの 中には、 をし 巧 期の おを が 午な 四が ザ ■までに 巧 甘ら れな いなを K は、 W 巧に 待 巧す る 
ドイツ ■ザは 午後 •ろ-時を u つて ホ— スト 9 —に选 入 ナベし と， 比 巧され で ゐ ホ。 ザ かは この 巧 求を をれ るかに 巧 化を 
がん 义 なのない ことを かつて わたり 

か 巧に なつで ドイツ 田 巧の 中央に ホる ザルツ ブ A ダからの ぶ 巧が 形 巧の 不 巧な ことを at じで 米 ホ レ t の 巧の】 
巧、 ナナスの 巧 力 瞬が から ナホ 巧の 巧巧逊 かが 巧 列を がめ てな W 巧 » 巧と « 巧した とい ム ので ホる W 9 ンツ巧 や 
インス ブル ザク がわら も、 ナ中ス の 巧沒な 巡の がが ぶされ わ。 をの 間に々 ィ I ンの 巧では 巧 まが か* ら されて、 
早 ホの H の 光が さし 巧め わが、 闲巧义 面からの なを 巧寸る 化が にょつ て、 ボ 巧の はな 巧の 巧 待に 巧つ て巧ク 
た。 がに 巧め 巧を つけた ナチ ス巧 打が* ち t ちと 巧を かして わるでは ないか" かがは 曲 巧を 閒 いて 大 がな ほ ホの 
上が 巧を か 化しで & わが、 的 砲な 平 巧を とる までには 曲 化が 一を して ゐ なか ク わ。 

巧るにか试凹巧に々< I ンだぶおした双巧巧はおに巧二の巧巧述がをドイツわら巧しホ。 をれは《 】 )村日午巧 
七がーニ小みあにシ*^ シュ ニザクがが悦しなければドイツ巧け化ち忆ォーストリ|にを入ナる、 ごこ巧巧ずかはイ 
ンヵ I 卜& なかすべし 、(ごご 惦 打の ご.々 の 二は ナ于乂 K 父は をの M 巧 著わる ベ < 、まわ 巧 曲 ナチ K 黨の巧 巧を 玻巧 
すべし、 < 巧) ォ ー スト？ 人な が-ド ィマ じ 巧 入せ asll - 萬 S ** ス ♦ザ 》) の WW を巧邱 すべし とい ム t とで ホ クホシ 
とか < する ろち にを かシ ュシュ ユザク は、 化 巧の ペルの けた、 ましい 巧を 閒 いた。 巧 化しは ベ A リンで あつ 
れ 。巧が ヒザ トラ ー がを のか 邸 わらな 巧に ぶぶ を わけ わので みる】 

『明 巧 H の 人 K 巧な は 止める のがょ からろ。 巧 下は な 巧が 描す •へを でもる。 をれ がげ 巧され ない おを には、 ド 
イツが は才 I スト リ—に 雄な する であらぅ 。一げ みに 拒が をれ つ J とい ム なかで ホつ わ y 

シュシ ュニブ クは脚 の 化つ でゐ るか 巧みに 巧つ て ドイツの 巧 氷を お K した-一^が 化を かし 巧 わが、 义統 巧は ち 


か： 


下に これを 巧 巧した。 化すと ころは 阳卜 々しか 化い。 

ホが は 巧び 巧 巧を 巧れ でな ぶ 巧を 化り 上げた 0 W ン ドンを 巧 化しで 巧 的 ホ 巧 巧の みおを 巧 巧し わので ある" を 
れ から 巧く々 巧 巧を 巧いで おがを 巧つ わが、 邮も なく" ン K ンんら 5 化が は 巧 W がりを まくぶ 巧は 廉 いとい ム挣 
をを へた W シュシ * ユザク は ム* ソ 9 —二 にがへ ようと 巧み わが、 はでが であつ わ" イタ 9 I 技 かは 麟 巧の 
巧は かれない とい つれ d そこで ザ 扣は巧 巧の 巧と する マう ンス 巧が を 巧 化し わが、 パリの ぶ 中は 英 •がと W 巧で 
介入を がみる みかは れいと いムあ ザで あつ わ。 

おすが 閒は 化かに 4-¢ しわない。 

シ ュシュ 1* ブクは マイク" ブ* ン の 前に 化つた。 巧は 午後 わが 冗卜 かで あつた W 

才 I スト リ ー 人、 W 化よ。 ヒ* トラ— 巧が は、 午、 でに ぬつて 人 巧 巧 巧の な 巧と、 予 のが 巧と をな 想して か 

た-おし 一時 脚け 巧に 千が ホ 泣し なければ ドイツ 巧は 才 I ス トリー に 巧入卞 るで* らゥ〇 ぶ 化と 巧 W とを 巧が 

れんがた めに、 ずは 巧な を ホ 巧 しれ。# よ、 ォース トリ I をれ ひがへ一. 

而巧 巧が おな、 巧 かな® —— を じで がが をの ドル マスが 才 I ストり一 •ナ キスの わめに 打ち 巧され わな « の 巧 
しい I の 上を を規ん でた ホ。； 5 W にあを ホ < 典め たがが 巧が パン マレ ザトを 化いて わるので ホる。 をの？^ に 
は 『ナチ ス •ドイツは ナ乎ス •ホ ー スト 9, を » 迎ナ J となして あつた U 

シュ シュー I ブク は、 巧 かいか 別の 巧を 巧つて、 な 巧から 巧ようと しわ おがに、 ナ中ス の 一な にを 曲せられ て、 
をの 巧 お 固の々 とれつ た (彼け々 も ft ベ* ゲ王 デ— * AW の 内に 南 历の巧 H を迅 つてみ® 0 で* ミ。 

シュシ 1 ニ ザ クのホ 則の 巧が がらな 5 閒 に々 < I ンの巧 巧は ナ乎ス の 一はに おつて され、 な »は» 伍を » へ 
て】 觸卽 巧のを 巧に あつ ホ。 宰が のな 送を 閒 いわ 之 等の 换员は R 呼を 學げて 粗 WRW 本 巧へ 巧し よせて 行づ ホ。 
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シュ シュユ ザクに 代は クて巧 相 セ イス •インカ— 卜 のがが が » きがつた 。インカー トは 巧に ナ宁 ス の 巧 力な 一 
〇; であつ ホ。 r まは 巧り ぅべき ドイツ 审の 悟入 J に 巧して 田は の识 巧な！ を 巧 巧す るを を =1 巧 繰 おして 巧べ ホ。 

お ft をと 宰 かな® のがには、 化 巧の 巧 巧が おめいて わる。 ホ •り-ホの 才 I スト— I 田 巧の 上へ インキで 巧い 
わ S のな 巧が が 到る ところに なぇ 巧め ホ。 をのが « の 中を 『田 ホに ょる 巧 利 J と乂 みしわない お 巧が、 巧 化の や 
ぅにな つて 巧つ た。 おかを 巧抹 する 人 ♦の 中には、 化か 大巧 巧が の 巧が T ルヮ レブ F •タラ ゥス や F イツ •クラ 
ブ ♦控バ ルドルフ 巧罢 のがが 狂ぇ ホ。 ， 

午 お 十】 時 十四 か、 ミクラス 大が 巧は、 •トイ ツ田 巧の 与ぶ 面から •トイ ツ带な 入の かに £ み、 インカ ー トだ巧 巧 
內梢 のが 化を なじ ホを を ラず 才を迪 じて 巧 巧し ホ。 午巧个 一が か、 ゥィ I ンの 中央な お 巧は ドイツ W 巧を 巧 巧し 
巧 0 巧ら せて ゐ ホ。 をの 巧の 巧に ホ か 巧が も、 巧 巧 所 も、 了ン •ホ I マ 巧 W のな 田 巧 » 本な も、 巧 屋上に 击の比 
を » しわので わる。 

をの 中で も 巧 规虜 は、 午 巧 十げ ザに、 な 巧に 巧げ てあつれ シ ュシュ クとド A フスの ホんで わる 巧 像を 取り 
巧して、 正門に 史の 巧を 巧 巧し ち閒 もな く —— 巧 巧に いへ ば、 午 巧ぃ 一が 巧十扣 々に^ — 々ィ ー ンボ巧 巧へ、 
冗 十な あの ナナス 化を なが 染 込んで 來 て、 居な はせ ホ お 巧祗议 のり » 曲 なを 迪 出して 了つ わ。 をれ わら ドイツ W 
巧と ナチ ス な 化が 巧 五に W かされ、 が 巧に- のな 巧 かおが sh に 巧が されて、 巧 ホは お 巧の 度を ホげ ホ。 

- をの 巧、 明ける に 間の ある 午前 一が ザ、 ホ IK トリー •ナ 十スの 巧巧ブ I ゴ ー •ュ リイ 博 古が、 宰 柄** にを 
い を 現して、 巧媒 にが まつわ 巧 おにが つて、 おの 鹏 のが 觸 、インカ ー ト巧 W を わめ トー ホの 曲 fl の 巧 ホを 巧 お L 
^ わ。 そして 午前 一一 巧には、 シュシ ュュ》 ク 政府 巧 一の なな わる 化 田 巧な にがして がな かかが 巧 ザら れ 、巧 わて が 
が おし ホ ブラ》 夕 •リストに ょつ て、 反 ナ午ス ぶと 目せられ た 政治 装、 が お、 时峭 のめば しい 人* は ag * と 注 捕 さ 
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れて巧つわ。 かくして耳巧卜1:«の巧は々< 1ン巧はの巧阳の巧に明け巧つホのである0 

お 近の 才 I スト リ I が W 化に 巧し h げた 化が おの 中に、 お <とん 格 化に 巧る ホが：；- つみる。 もれは 巧； に ィグ 
ナツ •ザィペルで みり、 巧 二に エンゲル バルト •ドル マスで み 〇 .•をして 巧 S にけ、 かなの お 的の ち 人 公 シュシ 
ユ ニザク である 0 

シ ュシュ ク けがに も 建べ わかく ヵトリ ザク 。ホら しい 化が 面さと、 み 巧で あ 〇 乍ら g 巧な 神が のが 主で ホ 
る。 がが 巧 巧には 带人 であり、 巧に 化かぶ になつ わ。 がしを の 化 巧の かか 的で ホつた 巧を になの 巧な に e かれ 平 
面は、 化が 不 巧に •卜で I テの 巧に む 巧し、 ホ V マンス ダ— * の 巧を ホし ホ ことに おつても お 巧され る。 化は i わ 
ザィベルの なすで あ 〇、 ドル マスのまで もモつ わ" だから ォー乂 トリー は Kf ツ •ナナスの 苗ぶ 巧を とは 度れ 
て、 ドィツとスラ1ゲと、 ラチンと一1:つの义化をななすべミ巧巧の巧而をもつと仁じてろた0 々< —ンの巧には 
併が として、 化が として、 义化 として 特 巧の 文明を « ホ ナベを 巧 巧な 巧 巧が* ると もちへ てわた。 

ぷ S 巧 - w 巧 W はぶ ま 二十 内 巧ろ 巧の 化を 占めて、 ホで 巧に 巧い 巧 巧を；* SK して & ホ。 面 巧に 巧いて は 巧洲巧 
二仿 、人口に 巧いて は 巧 S 化を 占めて、 十二の K 巧が 巧 時して おた" t の 巧 木が エ のかき 团 おは サン •ナナ* ン 
义王 のの 求みを 巧 巧と しての ダ、 マランツ -3 ゼマ 王は 巧で 巧の 化 載 ホと して， な 巧の として、 巧 的の 巧を を 
】 みに 巧され てわたの である。 巧卜九 化が に 人つ でから、 巧 巧の W 家 ホ 巧の 巧 巧が ホー スト 91 に 巧し いながを 
むはせ た" > くのは 化が 巧賠 する 一地 W に、 この 巧 W はを の 4 おのが をと 乎 巧と にょつ て、 巧は の 化が を 近れ 的 
にがを させる 仿 化しの 化 5^5 巧され ホ。 にも拘らず、 巧 - w 曲は 巧 巧 曲から 巧巧拍 への 巧を 巧 じしが ホし で 5 れ 
わり をれ がかが のに 巧 •巧 併合の 門口を 脚いた のでみ る。 

がに ォー スト 9— は、 »洲 巧 巧の 巧 又 おでみ り、 柬巧 文化のを 流が として 中 化 U おおきを なして 巧た 〇 この 巧 
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方が 一つの w ぶを お 巧 しないに らもらず、； つの 王 巧を もち、】 つの 义 化に ザ たられ、 をして々 トリ ブクれ の 巧 
扣お 巧を 巧 巧と して； 0 のを 巧 的な 巧 力を なして る わのは、 巧に ホ ー スト y I の 地 巧 的 化 件と ちの 巧 おの 巧 由が 
巧ら し々 たもので あつた 0 

一二 月 十六 円、 ベル 9 ンの巧 ホチン ペル ホ I フの巧 巧 巧は ミュンヘンから 巧んで おる 化 お 拍巧ヒ ブト ラー 巧な を 
巧へ るた めに、 胡から 人 Q 波で 巧 まつて たた」 ザブ ベルスな 试乂 おの 化 巧は、 巧 さへ 巧な つ 人％ をい やが 古に « 
リ 化て てを ベルリン はが 巧と、 闽 化と、 巧 巧で 祝れ おる 巧ぎ であつ た。 

が ザべ ルスは を阳 おに おげ ていん、 

々 H ザ 巧 冗げ、 巧 巧のは 援 •へん。 ンに W る。 おお 的の 火 巧 件は 巧 巧し ホ。 ホ， スト。— は 巧 巧の がに 巧 ミ。 

巧 巧 巧 ドイツ人が 化を 巧して 闽 ひ、 ぷ愤 しわ か大 なる が、 ドイツ人の 大巧 M が 巧ぶ された。 ベルリン 人 t ! 

午、 巧が は W つてが る-巧 巧は ラ'- ヒ のれ 沿が ホ だかて y 】 なかつ わ «迎 のがを 液ら え 巧な のでは 巧の々 がに 

巧を つき、 巧が のな 巧は がに ぶ gg を ホげ t ぅ 0 

ヒザ トラー の 普 川 巧 D ゴ ぃりが はか 巧が •け记 みに 巧 巧した， ホが"， バント" ザプ 、巧が 巧 巧 ホが (，ス は 
ヒブ トラー につ ピ いて 巧 行 巧から ホを 化しわ- 

热 がは、 姐 化に かられた こ 巧 お 十 巧 のん 得を わけて、 ゥ '"ル ヘルムぶ みに W つ わ W 巧；：^ した ホ おは 巧の 十 巧 巧 
まで 巧が 幽 のがに 巧 巧 化て、 お 呼の 巧を やめむ かつた-かくして ドイツ人の 化が が 姑を、 ホ— スト リ I の M じの 
胳 おがな を： 卜し たので あるり 

TW ォ—ス トリ I W 巧 y なんから 巧 i 化して そ S な 後 SH 4 でを 巧 « めに K なした 义 しでょ* 
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ブクホ 扣の» ホ か A わな 力に 冉らず wtt に 倒 » し たか ort 化**、 
- が. « 的に ホな して* Sts に， 
t を th 一一己 ミ： ゴろ ly ら 二， r ご 空を. ご ミ-一-ミ •吉ミ 
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チュブ コス ロヴァ キアの 崩壊 


ー チ- ッ コ 犯 國の婉 

マ イン •カンプが ドイツは が 田ぶ をを 化が として、 扭巧か 一 T 巧の： 一: 化を が一す ると 巧玲 する W 上は、 晚 かれ 
毕 かれ チ Z ザ コス P ヴァ キアが サチ K がが の 巧 化に H つつかる のは かなの なわで ホつ わ。 が拍 W が この 曲に 抱な 
され セ ご 一巧が 巧の ドイツ人 姉、 巧 扣ズザ ー テン •ドイツは 巧 ボへミ 了と ドイツとの 田 巧に 巧ぅて 平年な 上の せか 
ら スラ— ヴ 人の】 巧 チ H ザ クと化 化して 來 ホので ホる が、； 丸 jl - 凹 年の 人 リ斯 杏に なれば をの お S 巧の 十 K を 短 
える と 段され てゐ る。 

西が 巧みに 據れ ば、】 ホ ニ 0 ザの か ホな わ 山の 巧まで、 チ 1 づ夕 人は ドイツ人 にが ホせられ る こもな < 、巧な 
の ボヘミア 王 尚を が 巧つ てゐ ホので ホる。 じの « ずに ょつて ボへミ 了は 才— スト y 1 にを たばされ、 モれ W が ハ 
プス ブル グ王 巧の が 治に 服す る じと となつ ホ。 ハ ブス ブル グぶ がが 巧"— マホ 阳の W が ホと して、 ボヘミア 地方 
をが がして W ホ、 化 地を 巧る ものは ゲルマン 族で あり、 チ 1 ザタ 人け なれの かき 化 態で 巧 ホを の 化かに 化つて 弦 
たが、 十九 か 紀の中 巧から、 オ — K トリ 卞 •ハン ボリ ー 巧 W 内に あける スラ ー ヴ肤の 円が 乃 お 巧 化の 巧 巧は々 巧 
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にぶ 脚 化して がた 〇巧巧 ホ 闻は巧 化が を 巧 卞る巧 巧に がいて 比 おの 開明ので は* つれが、 をれ でもけ には ホの が 
ホ 〇、 テ" 巧 巧 も あつた" をのぶ ホ じがいて お洲 大巧の かは しれのは、 巧 W 巧 スタ— ヴ がを 味 尚す るれ め 
の、 乾 邮：摄 の 巧で ホつ わと も 化ら れ る。 

巧し 公 でれ る 柏な ザは、 ハ， 乂 プル グぶ のが ホと、 は 族む 巧の g 々とに 册 しで、 ち 巧 フランツ - 3 セ マ 巧な の 
をには、 大巧曲が規巧卞ぺき必巧の进みを巧ぶしてがわ。 をれがゎ巧の巧卞现に人つて、 々< ル 乂 ンの卜叫網巧 
に t る 乎 1 W n 巧た の 巧峭 みむ 〇、 サン. ザ 王 A イン 化 巧に 也 めれ 巧；？ 巧 的 S か 巧と なつ わので ある】 

チ 玉 ザ 3 义 "ヴ r キ 了は 巧の ボへミ 了で 曲を 中、 いとしで、 チ* づブ \ と乂 "ヴァ ザ ク \ とを 巧 巧と する W で A 
るが、 ボ へ，- 了 内には ズデ ー 子ン 人の ホに も ホー ゥン ド 人が 十 巧 ホ OW 化し、 •化に ス "ヴ r ♦了 には 力 十 巧め 
ハン ボリ I 人、 まわ リュチ ニ 了 地ぶ に 小：！ シマ A を もむ A して わた 皮 巧を けなに 人れ ると、 巧 巧 か 曲ので 阳巧 
A 十 巧の 人：： の 内には S みの • U 卜：の 巧 ほが を 含む 非 巧で* るモの 中で も 乎で ブコ义 "ヴ r キ了巧 お 曲の 巧 化 
にか も 巧 巧を がわ ものは ポへミ 7*2 の ドィツ人で あつて、 をれ がズザ ー チン 训 班が がの 巧が をれ しわ ものである】 
巧 W 巧阳巧 巧には、 ズザ I チンの ドす ツ 人が ボ 《ミ 下に 於け るが々 巧 巧の 地な をよ め、 致 おも ホち もちの 夕中 
におっ てわた J 巧 巧の ホ エブ ブ 人は 一巧と ボ巧人 巧の 巧 ひを々 けて たわけれ ども、 巧し お タス ラ 》 ザ 人の 中では 
が もみい 义 化を もち、 化 ホ のれ々 乎で あるから、 曲执 かもた 〇、 巧 曲む も 巧く、 なつで ドィツ人の 化 力に 巧が 卞 
る拥 巧は 巧え わ ことが 巧 わつ わ。 

パリの 巧 か ♦巧に めいて、 に肤 むか 书 ぶが！ なして 煤 刑せられ たら、 ズデ 》 ナンの 进 みは‘ りら 巧つ わ 解決を た 
げたで あらぅ 。巧る にを の 巧の 棋合 W は、 化 M にせば K ィツを がめ ぅる かの 則 理に化 巧した な 巧、 マラン ス令活 
はズデ ー チンと ドィツとの 併な にな 巧し ホな 〇 でな く、 巧 ザ 巧 巧の 巧 巧まで M じ W 巧のに お化した ホー スト— 1 
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とのが なにも W 的し わ-をの 巧 かけ 中阳 は巧ボ (ミ T け 巧に •がを なし わので あるから、 ズプ I サンの てち 地ぶ 
と ボヘミア のな 巧とは 巧 ホのに 不 W みで ホ 〇、 ホた W 巧の 化 地から U れば 、ボヘミア、 モ ラヴ f 了の W 巧 ル K け 
ドイツとの 閒に 巧： のけ 巧 的 W 巧を なす もので みつで、 じれな くして は 巧 共 巧 田け 巧 巧し かないと のがが に 法る 
ものでぁつた。 

わ < しで 巧 ボへミ 了の チ H ブク 人と、 ハンゲ* 1 の あ ドに ホつ た乂 "ヴ 7 プク 人と がをおし で、 乎* ザ コス" 
ヴァ キア巧み»を进ゥ、 をの.2:忙が化のかき本くのホか化巧を；；5^£ナることみなつホレ この肚にがいては、 巧巧 
ルー マニアと ん で、 W 巧 ほ 巧 W 巧が 坊 ぶが-の 帝 期と なり、 巧 WW が W かに 二十 ザに して、 •€ 曲 W 巧いで 一 
犬な 巧に な 西す る C ととな つたので ある 

ズ デー チン 人の 不 巧は、 ゾラ I グの 中央 化が 巧 巧に ょ 〇、 ドイツ 巧 化は け かがに 巧 用せられ ず、 持 巧 とれる じ 
とも ホされ チ、 不平 巧の 巧 巧を サタし むければ むらのと いふ おに 巧つ わり 

ホ もネ くの 巧 巧阁の 中で、 ボ I ランド 、 A — マニ 下 巧に 比 •へて は， チ** コス a ヴ T キ了 けみ たお おのな ホに 
かも 公平な 巧 巧を 巧へ ホ 肉で ホつ たけれ ども、 ズデ I テンの す ザ も 全く 巧 かの おい ものでは なかつ ホ。 

巧* 一九二 丸が の ニ ュ 13 1 ク巧 巧の 愤 巧が W 洲 にがみす るに 巧んで、 ホ— スト リ ー、 ドイツ 巧は をの あがの 
媒巧 となり、 ボヘミアの 硏丫 エホ、 » 維エぉ 巧に 巧へ たむ 巧 も 化 ホれ ものが ホつ わ。 それは プ ラー グ巧 巧が 資巧 
を 化るべき 間 巧では なかつ わけれ ども、 巧が ホが がれ ホに 巧ナる 不平を 巧せ する C とは 約る 巧に かれる 巧みで ぁ 
つて、 ズずーチン人のかぶが 一巧ぶ化されわじとはが巧なを次ぶでホつわ。 

I 九 S 冗が に、 チで ザ n 巧阳の I 冗ぶ マ サリ* クの 巧を みけて、 ベネ シ ュが大 期の 巧に 巧いて は ホ、 をのた 巧 
はマサリづ クに化して巧しく閣くれつホ〇 巧り«巧の悄巧が巧化しホのみれら卡、 812^するドイツがヒ* トタ| 
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の靈 《下 忆 興拓卞 5 と 共ち 所 巧* ル サイ ュ襄が 奮され 巧な くじつ て、 註からの 支は が受 すると 其 

に、 田 巧では な— 少お 民族の 白ま 窒の 巧のを 裂した。 

ドイツを 一一 夏の な 巧を 巧季る 愛は、 3 ン ラ， ド •ヘンラインに 巧つ でち され ホ。 をれ は 一九 一一 画が に 
プ ラ— グを府 が、 S 内？： 護と 度 S0 抗巧 &S」 ホ 厚を」 5 デ- ナご ドイツ sf はつて 
をれ 寞も のでみ つ ホ。 rv フ インは 中 覆 巧の 奠瓷 化み であつ ホが、 ナこコ かかの いふと ころに 巧る 
と、 ドイツの ナチ 本沉 から、 巧 神 的に も 物 巧のに もな 巧を々 けて わたと い ム- 

ニ ズデ ー テン 問 趣と 歹强 

プラ 1 グ なのは ズ デ— テンの 不平を 扱 《て、】 奎六 ホの がめ から ヘンライン 汲と 巧 巧を 始め わ をれ は拓ホ 
的に も 巧 化 的 K も冀 Q 碧 的」 W、 適 分泌 ホ 巧 K ょ S 贫巧 ホ 《で* 5。 巧」 昆卞か 巧 9 巧 巧 
忙ズ デ— チン 人を 巧 撒 出 ホれ いが 悅 もみ 口、 一時に ネ 化の 乎 こク禹 もを 赏し 巧ない 巧 悄至 つて、 げ 巧に 
は 理* として 逆み しれ かつ ホ。 巧ず の 給 巧は 一九 一ニ セ 午の 化が おと 化つ てがみに かれた けれども、 ヘンライン 汲 
はじれ にがしても 巧せ のな をを しな かつた。 

この 巧 勢は、 チ； n 曲に も、 が 盟を加 苗に もを の 念を 巧へ たが、 巧 L チ こ n と 留の關 巧に ホる フラン 
文は 巧 返」 て问盟 巧む 忆 寒で ホる ベ 6 のを 巧へ た】 ツ ラ； と 軍々 S な忆 ミイて S 巧から サ 巧る 
な氣 持を もち 乍ら、 中な の 巧が に 注 巧を 巧つ わ。 

含の まとして ち 巧に 蹇 的む 巧 期で ホつ わ。 巧沉遙 のを 令が 巧を 巧け して、 話の がを 持に を 巧 
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を 巧 巧す ろか、 さもなければ 巧 州 大巧の が ザに 巧 巧と して、 な 分を が书巧 曲ぶ の 制颗に 化を 明ち るかの ホ、 むを 化 
ナベき 巧が ホ ホの だ。 巧し この 二つの 方 巧の なれを 进ぶ •へさかに 巧いて は、 を 巧 巧の お 盤が 巧れ わ ホり でな <、 
W 内に 巧いても ぶ 化の 巧 化が ホつ ホ。 

巧々 巧の お 巧は お ホ 黨とブ が 巧と をな つで、 がろ ナ乎义 を W つて 巧 ホの 巧が とちへ て おたれら、 フヴン ス との 
協力を 巧して ドイツとの 巧な にがく ので ホる d 在が « わる 巧 巧 巧と 〇 かなは、 が耻ぶ 巧の G 奉 おで ホる ホ 9 でな 
く、 巧 ホ 巧め 巧な にも 乎ャ ー ホルの かま K イツを 化 おげ も掉 〇、 ィ ー ザン】 巧の 裝 曲の 巧を 化 巧 ホ •巧ぶ も ホつ わ。 

ドイツとの 巧 化を 说 くぶは、 ブ嚇 巧 か 抱 < 典巧书 巧のを なを おぶ し、 ブ がの 巧 力を 拥 引して、 ドイツ 巧が の お 
併に 巧 怖の ぶを 巧 じがない" タイ ムス や ナブ ザ I ヴ T — 巧の 巧 如か 閒 巧は、 ず g にこの 一巧の ホ 巧を 理 たづけ る 
巧 力を がけで がれ】 阳 内の おお 巧と も 化る ベ S サ f . センる 扣 r ホア ー 再 相 i 、 ハ リマ T ブタ K _ 外相 一は いづれ も 
巧な 汲の が* わるが 觸れで ホる。 

この 用 报の閒 に 巧 まれて、 乎ェム バレンけ 巧 I 迷つた。 伏"： しを の！： 巧と おとは 巧ら K イツの 化な 化 巧に 巧い 
てわた ことは 巧知の ザげ でみ つて、 ちれが イ 》 デン 引 おの 晒 巧と むつ わので A る。 でも ナ 1 ムバレ ンの 目指す と 
ころは 供洲 のを お ホ巧闲 ぶに.！： もな Itlg を进 がしょぅ みい ふので はない" 出 おるならば 巧少の 巧が をな つて K イ 
ツ、 イタ9»の衍なを巧へ、 巧洲の巧乱を避けょゥとちへ れのでホる。 お々ミュ ン < ンみ巧な巧のヒマ トラーの 
かぶ もれ 逊 しわ 巧 でれ く •をた をの 抗 巧を •怖のを 化と れつて、 お洲の 勢力々 巧が すが 巧に 巧く t とを 巧ぶ した 
ので も おかつ わ。 おし 化に して、 ミュンヘン のが 化を 巧が する だけの 巧 明 さを 持な はせ で ゐ たら、 巧ら く ナャー 
チル ヤイ I デンとの 刚柄も 他に 化 巧め るぶ 化が ホつ ホに かは ない。 

一九 SA 年 二月 二十 H 、 じ ブト ラ I はおが 词站 のぶ 巧を 探る 巧に 化 ひ 切 クてナ 乎 K のがしい tt 巧を 巧を しわ。 
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化は 谢 かの 中で ホの やぅに ホべ た w f ォー スト ¢1 と チて ブ コス" ヴ ァキ 了の 化 巧を 化る と、 w はの 巧铃を もつ 
ド イヴに 化つ てけ 媒 へない ものが わる J と j ちれが ナナスの 巧 おれ 巧を お 明す るぶ. 巧で ホク わので みる ^ わ も 
をのが F イツで け 曲 巧 •がの が 巧と、 か 巧 巧の 巧腊 なにも 巧の が 巧 はれて、 曲 巧 巧 も ホ 巧 W もな をに ヒザ トラ I の 
巧 中に がられ ホ】 じれと W 巧が して 一: 巧 r 十 H 、 イギリスれ がけ イー デンの お 巧を 承ぶ して， ハ リマ T* タスを 
をのな 巧に 巧を ホ こと、 おに 化べ ホ 地 〇 である。 

イー ギンの 巧棉巧 二り、 即ち 一一 巧 二十 に ホ 王ム バレンは 下な で W 巧が 巧の 無力を 交 巧す る 巧 明を 巧つ わ。 

『现 ホの 阳 巧が 曲は 5： れの 曲に 巧しても 化 W めを をを 化 助す る ものでは れい】 がから 巧 巧は けら 欺いて はれら 

ぬ。 巧 おまたが 扭 はお 巧に 巧して 巧 巧を 巧へ る ザと 貼 小 W に ザへ させて はなら わ-巧 巧が をん れ仕參 をな しか 

ない ことは 明かで かる」 

この巧明はナ！ ムバ レ ンが、 一 丸ご：たが十^ 巧にバ ーミンボムの巧巧おで巧つわ巧おとはをくネ巧しホもので 
あるが、 ちれは 巧な がな 巧 内 曲の 保ぶ か 次 巧に を 化 巧から、 化 おか 友」 5*シ| •ォプ .ァビ—》，》 トーに 巧 
つ わ ことを 巧ぶ する もので みる- 

巧 W 巧 巧の か t る 巧 向を 化で ぶ乂 大いに 化つ ホのは K イツで ある W ホで ム バレンは 巧® を 化 冷て、 イ— デンを 
がつホ" "9っ7》，スが1 北与七ザ十 ^ HKKf ツ モ巧削しわけ、 _.イギリ 义 けダ ュ —ヴ巧巧に大しホ巧巧 
を 巧 ホれ ごと 巧べ ホな 巧が 巧 巧され ホ ものと 担で かつた をれ だけに、 才— スト ミの 巧な を 推 巧す る ホを 
持クて わホシ ュシュ ニプク ー巧の々 巧 さは 化 ひ やられる りこれ が 中 巧の 地 W を か 何に 巧め かへ ホ かは 巧 巧で 化に 
巧べ々 油 〇 である。 

巧がこれに附化へ で巧かある化げけ、 ホェ ムバ レ ンを始め阳みのか巧ぶがまんホム ^ がなはされたがである。 
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巧 W の アキ 7 •ヴ •ブ 


とい ふのは •一九 一 云 ハを に ドイツが ライン •タン ドに 砖を 退め ホ 巧、 ヒザ トラ 》 は曲舍 のがが に 於いて 『a ま 己 
ヶ がを 苗み て 今や 巧 巧は、 ドイツの キ巧椎 巧な の ホめ にす る 巧 巧が が T しわ ことを かる ：： 巧が にがいで おが 
巧 上 的が 来を 巧みす るが 巧け な < なつた J 三 巧-とな •へた-をして 才— スト—— 併を のをを 雄 わる 巧、/ 
ラ— グ にな ホした ドイツ 公 巧は チ H 》 n 政府に 巧して、 ご： 巧 十； H、 十 I;H の 二 闷に寬 り、 ナ X づ コス a ヴ r キ 
了の 巧 巧を 含を 化 巧すべき をを 中し 人れ わので ある"" カル/が めに 巧しても、 M じ やぅな 联巧 が 巧 •おされたり 
一丸 一 ご おが 冗 巧 二.：-::：: には"々 ル/がわを けつで f 换 がに がける か 冗々 をを 化 巧す る捉も ホぶ のの 巧ぶ ある お 
の」 であると 巧 明した ドイツの 巧 巧 巧は、 をのな がの S 巧.^ r： にこれ がが ホを なおし わ」 

をれ はとに かくと して、 才 I ストけ一 併な のぶ T ナ ると 邮 もれ < 、ドイツの ホ閒 巧は、 巧 巧の U 巧を 乎 1 ザ コ 
に 巧つ て 化 中し かめれ レ M 時に コンク ザ ド •ヘンラインの 伞 ゐるズ デ— チン •ドイツな の 巧 的が 巧し く 化に つく 
やぅに なつ ホ レい ふを もな くこの 巧 液は チ *》 n K a ヴ ァキ 下 内の ドイツ人 巧の 化 化を W 巧す る ホめ にお 巧 さ 1 
たもので みるが、 をの 巧の 納放 として 化べ わ 巧 H には 令が ホぶ や ユダヤん 巧 巧は 勿 A .5 こと、 W 巧 化な についで 
さへ 何嘴书 化する ところけ なかつ わ レ 「化 巧は 曲ぶ に対して がふので けむい-曲 おな 照な の 化が になして 化を す 
るの ガ h :: 巧 巧け 乎* ザ n 阳 おの 化か 政が を地ぷ する t と ヘンライン はぶべ て る。 

巧し ドイツ 本执 にがけ る ナチ ス のを-が ホぶ が 巧む を 加へ るに 從 つて、 ヘンライン なの 巧询 もな もみ 巧に をが 
ホ 巧の S いて 巧つ た 巧 王。 

か〜 る W 巧に 惭 桃せられ て、：- F ? 一一 •八が S 巧 二十 叫 H 、 チ* ム バレンは がれな ホを 化が をが み わ】 址 « しでの 
ホ じは、 ぶる みなに け 姑く、 ぶる 巧を にけ r 的く、 个 化. 悄 のぶけ 化 化む いけれ ども、 化の 巧が とが & とが かれ ホ も 
のとして 化れば 巧 ホは 巧い。 


S1 な 



化は、 ぶ 曲のを ふかを 巧 じぶ 巧は、 マぅ ンス 及び ペルず— か 巧 巧 ササして 径 巧され ホ 巧 合に これを 队術卞 る こ 
とに ある。 をの かには ボん トポル、 イラ イク、 エジプト とのが 約'^ りぶ 巧を 巧す 巧 巧は ホ级卞 るが、 チて ヴコ义 
"ヴ 7 キア Q 田 巧を が 防す る ことに、 ん ，から 約 かを 巧へ る 巧には 巧かない と 巧べ た。 じの 巧 §、 が 巧 巧の 巧が か 
ら咕 巧が 巧つ ホと 巧 聞 巧は 媒へ わ- 

が 巧で ナ Z ム バレンは 、ドイツが チ H ザ n が 件で 迸 株な ホ 巧を 执る じと を 巧 巧す るな 巧な から、 U 上の 巧 H の 
® け、 ホ かの お 化と W 巧 快げ の 巧 持の ために か 何なる 处 なにもで 巧 しないと いふる 昧 でない 样を斯 加へ ホ。 

『田 おのれ 巧は な 化の のぶ 按 からのみ あおされ る ものでは ない。 一日‘ 巧 ホが お をれば、 か、 る 巧 巧を A ぅた 田の 
みに 巧 限され ると け おはれない」 と 云つ わ W 彼は 化が のが 部に 於いて、 み W 化府は ドイツな 巧の 巧へ わが 巧を 巧 
く 化 巧る 巧では れいし、 まわ チ* ザ コ 巧が がズ ずー テン •ドイツ人の あぶな ホ 巧を チ* ブコ A 法の 巧明內 でな 巧 
させる わめに、 巧 巧の 化 ホな を诚 じつ、 あるじと にな 助の 巧を ぶす ると ホべ わが、 M がにまた 現 巧 K イツと チ X 
ザ n 文 ロ ヴ T キ 了との 關 巧に 巧いて、 W 力の 巧 巧を な 巧し わ 9、 じれに 音 及す る ことのち 用れ ことを も 巧 巧した 0 

巧 巧 チ* ム バレンは わ 凹に 瓦つて、 W じ 巧での 巧な を 巧 0 わが、 ちれは 牢ば S か 的で あり、 キば化 巧 ホ 巧 的れ 
化の 1^. を お 巧した ものと いふ •へを であらろ 0 • 

III 危 巧の 前货れ 

ォ ー スト リ ー の 併合は、 お » にがけ る ドイツの 巧 力を 巧し く强 化し ホ。 巧忆ズ デー チン 化 ホに 於いて、 をの 巧 
はの たも 助 ザで 走つ たことは お 像し ろる とこを で* る。 これを 巧 巧と して 從來プ ラ I グ な 巧に 沒 力して、 脚 化の 
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g かの アキ アヴ 0*3 ，王サ 


«でまでよめわズザーテン巧耕戒 舌常これを巧か度と巧へる) は內狀かに心肤あした) へ ンクインはズデ*チン巧の 
れ かほ ま* に 巧し、 化 H ドイツと 化合の 3 K ： 一忙、 依 巧は ドイツ 投族 巧と 口され ないだら ぅとい つて、 ズ ず— ナン 
か 巧 巧の 不利益な 化 巧を 巧 巧した】 

チ王ブ n な理 ホザャ は、】 ホには ズデ I テンとの 巧 巧を 逸め つ、、 化ぶ には 化 あ 的に ゎれ か 巧に も 化 巧を 巧に 
する 乎* ザク 人と K P ザ 7 ザク 人み のかが のがな、 巧 氏 巧と 貼み 巧との 巧 巧に ょ 0 て、 ドイツ々 なおが 閒 西の 解 
巧を«らぅと巧、むしホ。 この夕がはミ月十丸円に一がの巧おに；！？！しわために、 卞べてのかわは巧1を 1 巧し 
て、 巧 文法を 巧布卞 るを をな なし ホが、 ヘンラインは 前 W つて これを 巧 巧して 了つ わ) ドイツの 巧 削 巧が ヘン ラ 
イ ン の^^を丈恃しホ ことは い ふをもれい。 - 
巧 巧 二十 巧 H 、 ヘンライン 玻は カルル スバ イドに 抗 いて A ヶ なのが 求 WH をせ ぶしれ" をの 巧を は大お 次の 化 
りで ある。 

こ) ズ デー チン •ドイツ人に 克 否む ホ 巧 術を なめる こと。 

{二) お 巧 巧と して ズ デ— テンを】 つの 法的 曲抵 としてが める こと 0 
《一一!) 曲み に F イツ 人 化 巧を 巧を する こと 0 
《巧} を 地が のな 治 巧を ホぶ する じと。 

(五) ズデ I チンけ ホの 地が に 住む ドイツ人 化 ぷの义 なをぶ める こと 0 
ご ハ) ：九 一 A ホ W が ドイツ人 巧の 巧け れ不 巧な か あの お 巧を 化す こと。 

(七】 ズ デー テンに 於いては K イツ 人の せぶ をはつて 巧 巧を 巧 ふこと 0 
( A ) K イツの W 巧 及び ナチ K な 巧 化が の お をれ-け かを なめる ことか 


ゴ I, 


U - HAWU の 中で も 化 巧の： 巧は 巧に チ* ザ n 政 かの ♦ぶに 》 を ホる おで あつた】 w となれば、 ナチ ス のは 巧 
巧論みをお卞ぶと-ゴ边めることは、 ホて ブ コの3:ぶ：^お： を巧巧し、 かがのみか化ホとががれな いとおへ ちれた 
わらで ホる W 

をれ がりでは ない。 ヘンク イン けんの 八 WH の ホに、 V ラ I グ かがの ホを 巧 巧の 巧 おを 巧ぶ しわ W 巧ち マラン 
ス化 びに との M 四を が ホす ク ことを 水め わので ある】/ ラ I グ はか、 る A 巧の 卜 •にを 巧を 度 ほす る こと S 
ホ W 化で あるけを 巧へ わが、 巧し 化か 化の な-^ はぶ* ホ说を 並めて t 巧に なみに 招 出 卞る进 びと れつ わ- 

ドイツ •ナ ホスに とつて 化かは 次 巧に が 利に された レ マ ランスでは まわしで もな 巧が 括つ て W 内々 巧 S 化 
が おが 化して がわし、 じ" 卜 ぅ一 の"— マ巧閒 が巧づ くと みに、 ナチ 乂 の巧邮 は-巧に 义巧 fc 功つ て チ* プコな 
8?^にホ詞をおへわ" 巧-併方曲では、 お巧にはホ1 ザ コ ス "ヴ7 キアに巧するドイツのなが閒巧されるとの巧 
がが ホ ホされ たので， マ ランスな W ダクず H とかが ボン ネは阳 巧； 卜 かに" ン ドンを 巧閒 しで、 黄 •併 間の 巧が 设 
ぶに ついて な 巧を おらした 一 

じの み 化！^ 巧- « 間にを 化の ■おした ことは、 ナ t * コス" ヴ 7 *ア がよ 化 を拘 かされ、 ホな 政策の » かれを 
た ふやぅな がを 视む しては がない が、 > ラ ー グ かがは ヘンライン ぶとの 女 ホを 化 並すべき であると いム 巧で A つ 
た】 マタン ス 削け このが にも、 •み. 充お十 パ -H ハ H のかめ にため わ ブコ ぶげ S のかを あ W にかる と 巧 也し 
ホ •へ た- 

この おのは、 ドィツが "々ル/お 約に WL で W かを をて わげ にけ、 晚阻规 めの ぶめ る おにな ひ 卸 時に 找 かを 巧 
へる ことを W 化に む おした もので みつで、 讲 • > 巧む 二 九 S ぶが-五 rtl ! u * ひに ホ Z ザ コ • > がを め- 问 ザぶ M 
十 お => もみに； r 田の 巧 巧：： 一:巧 とも 稱 すべさ ものであるが、 がしが かは ぶけ «れ されて わじい から、 W 巧 的 だは 
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gw のア 年 ブゲ" ス 9 ブ*ホ 


巧 伯の ぶしい もので みつた" 

ヘンラインの ズ デー チンみ 巧 器が ぶ* を を议 内に が ばして 方る 肺に、 W ホに 於いで，# Ijg 巧は 次 巧に 巧 化 
しつ、 あつ わ レモの 中で も かも ホ おな 巧 巧は、 a — マと" ン ドンで ホつ たこと けが ひない" 

; 丸一:: A か 冗 巧 一:- H 、 ヒザ トラー ながは かか リザ ベント"》'/ をの 化み なのな u を 招へ で 公式に 《 — マを 巧 脚 
しわ ぃ をの 巧に 巧 •が W 抽の 問に どの 松 あ 乎 t ザ n 刚趙 がが 巧せられ わかは 的 化に な 〇 がない けれども 、今まで 
になり なわと じろ でけ、 化 H ドイツが モ Z ブ n 义 "ヴ アキ 下刚 がの わめに 巧 ザに 巧 面する 巧な に、 イ ダリー の 巧 
化は どぅれ るかとの ヒザ トラ— の 巧刚に 押しで、 ム プソリ I 二け をの 巧な にか 交の ぶ诗を 巧へ ると いふ W 上に 進 
んだ約 おは 助へ なわつ わと W へられて ゐ る】 ドイツが おお 化び にがが 巧 讯 をぶ がする ことが イタり— のがな にを 
なする もの ヒプ トラ I のが W にけ、 ムザ >リ1 二 もを なは 巧を おし 沿な かつ わので 光る が、 がしぶ 巧 9 ドイツの 
求める ところは イタ 9 ls かぉの 友 持で みつて、 お 力な イタり— の 巧 巧が ホれば、 ちれを ホ かにが 巧卞る ことが 
出か わので あるり 

ながの"— マな 叫け 描-がが おのが 化に-巧の 巧 巧を なした。 をして 冗巧个 に ヘンラインは w ン ドンな 閒 
をが つで ホ 王》 コス" ヴ r ホ 了に W つて 化た" これと H を M じろ しで、 ヘンライン なの々 離 に饼 するな か W 
巧が ボへミ 了 ホ 地で 巧 化せられ ホ W イタ リ—が ドイツの ためにな しぅる ことは、 ザ •怖の 協力を がめ る ことで ホ 
り、 な洲の 巧な を乂 ヘイン W 跑に保 ホす る ことで ホつ わ-が 月 4 •叫 H に ムイ V リ— 二は ジ H ゾアの 巧 明を なつ 
て、 巧 •が W 化の 巧 巧は な， 巧闲 である こと、 この. か 齒の閒 に を おせし めんと 巧 夕 する ボ はた 巧す るで あら 
ゥ こみを » たした" おに 並んで イヴ リ ー の 巧ぶ ザは ホる 阳 巧の ホ •ザな おと チ t ム バレンの 巧 巧に 巧し で 巧が を 
巧し わが、 プ ランスと S 關 巧に ついては、 明かに 巧 •げ WW が K ベ f ン闻 W にめ いて W 巧け する W なに ホる こと 
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を 巧の し ホ" この 试か をな 闻 として イダけ 一 巧閒 巧は •ブ ランスが ピ レネ I 山 皮を 巧た て スペイン 政が ザに 軍廉 
おを 供が しつ、 ホる？？ ■巧を 巧 巧し、 かくして フランスは 無用に スペイン 内乱のを がを 巧げ る 巧り でな < 、ち •併 
巧ぶ のな 力せ おに 巧 巧を 巧く ものな りと 巧した。 

じれと M 時に n ンドン にがいでも ドイツ 奶の宗 は 周 巧に 巧 はれ T あつちへ ミ インは 冗 巧 十二 日に 化に 
0 ン ドンに 到ぶ して、 普ら 巧 巧强巧 汲の 人* をが 巧し わ。 巧 巧に々 ィンス トン •チャ 》 チルを 巧 わ、 ホに ホ巧顯 
脚ヤ— •ロバ I 卜 •ヴ r ンシヴ ダ I 卜 を、 ちしで 巧 化かな じと K は キ* ザ n 曲を 巧ジ f ン •マサ， ザク ともみ 换 
を荣げ わ。 

ヘン タインは ロン f ンで 面み しわす ぺ でのな 巧朵 が、 化の お W を 柄が して、 ズ ザー チンの 巧 求には を々 のな 據 
が ホり、 ヘンぅ イン 巧は 化 諷を进 守す る もので ちつで、 チ* づ n 巧 化を 巧货 するな を 巧す る もので れいと 化ひ这 
ん 化と；： 3 じて、 この 餘巧の お あに 巧 足して W つて 巧わ〇 をの ことは お 月 十 丸 H に巧荣 されれ ヘン ブイン 黨の コム 
ミ ユユケ に 明かに 現れて わる。 

これょ D - さま 巧 巧 二十 セ H 、 マ ランス 巧が ダラず 王は ホが ポンネ を M がしで ロンドンを 巧閒し ホ" をの 目的は 
いんまで もな く 乎 王 ザ n 閒巧 をけ 巧す る ことで みつた。 フランス 脚は、 チで ブ コス ロゲ アキ子が 巧擊を 巧け るが 
合に ち 直ちに これを え巧 する ホ 也で あると いつわが、 ぞ田玫 巧ぶ ち イギリスが キ 巧を ホ 巧す る 任を 明白に ぞ 
明した 〇モ こで ダラず H と チ* ム バレンは、 パル リンと ブラ I ダな がを 巧 巧して、 モ巧 的に の ホを# ホす る こと 
K 努力す る ホ 巧に】 をし ホので ある。 

ぶ 3 と H の 巧、 ブラ— グ せがの 义执 公化ぺ ー ジル こーユ I トンは、 チて ル ニンを-ル# ホーを 巧閒 して カ ミ 》 ル. 
夕 "マク W-H (か » 大臣で みリ 、交ぶ おな 》 たおで も* る】 に" ン •トンな がのを ffi を W へた。 公 巧のを ベ ホと ころは ホ 


22 ' 


g (供必 アキ T ヴ n A a ブ*ホ 


田が チ* ザ n 閒 なにぶ 巧 的を 期む を 持つ こと、 みび ドイッ 系 かお お坎 問が の 解かに ついて ブラ I グ巧 がを 丈 巧す 
るかおホること、 從つでナ1 * コ化がにがいてもじの巧、 ズ辛—チ ン • ド<ッ人の.巧ホを？||化さサるを乂おの巧 
かを する 卞 ろに 巧 巧す るとの 巧け であつ わ】 プラン 义 をが ラク" 下 もみ ク 。マタ かかを 往なして M 】 の 巧を を 中 
し 入れた。 これは 乎 t ブ n が 件に 巧して が •佛 のは 力が が i つ わじと をな « だてる もので ホつ わ】 

巧た て 冗 巧 十 j 円、 ベルリンに 在つ わが 曲乂巧 ネヴ f ル •ヘン ダ— スンは、 リブ ベント a ， ブ かかを 巧 W し 
て、 チ* ザ n ながに 巧す ると M 巧の 巧け を 中し 入れ、 ドイッ 枚が も ホ ザ かの が 巧の わめに 巧 力 せられん ことを ホ 
巧す ると いつわ 。リザ ベント"， プホ かは、 英 •怖-曲 W の 巧 九け 化しい ホのに 雄 わられて ゐ ると 化 ム が、 チ** 
3 を 巧が ヘンラインの 把 氷を ホな する やぅに 放が せられる じと が Mto もを おで あると をへ わ。 

お 巧 セ H に ブラー グ拉 巧の 巧 •怖 公 化は かか ク "マタ を なわて、 w 曲 かかは ズ デ— テン 脚 魅が チ* ブ n を 法の 
お WS で やかの 忆が 化される ことを # SH し、 じの：！ のの わめに 肋々 するな 巧で ある ことを 油 巧し わ。 この 時巧- 
併な 化は チ Z ザ n ながの か： おし わか お 比 おに M する 化が ぶけ 卜：の 巧 ホを® 巧した ので、 チ** n 政な 巧に 打な ホ 
わ 共 M の® はお 巧の ものと むつて T つ わ。 を じで ホ乎ャ かかは まわ 巧び ズ デ— チンとの 巧 巧を 閒 なする かがに 
祖られ わので あるが、 ベネ シユ大 がが も 巧が も英 •说の ぶ. 加に。 がして をの 中し 出を 巧 巧す るかむ をし ホ 0 

四 五 巧 二十】 H のを 横 

ナエ ザコ K a ヴ r キ了闽 の 地で！ は 九月 二 4 .二 n にけ はれる 巧で、 ボヘミア 、モク ヴ<ア 、シ レジ 
T ぶびに プク— ダに 思る 二 干が の ホ 巧 巧が】 巧に 巧が する ことにれ つてが た 0 
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ズ ザー チン 化 ホに 於いてけ •巧 巧の ザ 规ょ〇 も 『 w 巧ヒ》 トラー が w 込む か」 といよ ことが、 おに 巧む におぶ 
せられ わ。 巧 巧の 切迫す るに つれて、 ド イヴの 巧圳 巧と ラジオは ヘンク イン 巧に 巧むな 巧 巧を 巧へ た。 K イツの 
巧 加な 傅は ホ ー ス トリ I の 併を 巧 一を に チで* コ へ 向けられて 右 わけれ ども、 この 均に おクて 诉肚に 巧した かに 
化た た。 プ ラー グめ がは ホ 巧に ドイツ 巧の « 人を 货 がする やぅに なつ わ。 或は ズ ダー チンの か 巧を を W に ドイツ 
巧の！^ がけ けれる のでは れいわと 化て たわけ 

巧 も！ チ 1 》 n のぶ か 试 脚は ドイツが W 巧ぶ がへ 巧 A を 化 中し つ、 ホる 巧を 報た してが ホ。 巧ち ライプ チ ザ 
じと 三ユ ー レン ベルグの 街 巧が チで ザ nw 巧に かつて 巧れ して わると 保せられ、 才— スト 9 —化 方では ク "スタ 
1/ イ ベルグ、 バイエル ン巧义 では バン ベルダに 巧 力が 浓 中して ゐる とも 供 へられれ '•トイ ツ のけ 价は に 也 巧 
の を W つて ズデ ー テン •ドイツの 遇 ホを 巧 巧に する 考 でみ つたわ もがれな いが、 をれ にしても W む卞る にれ 
< はない と 化て、 チで ブ n では 阳 巧の 巧 米 方面へ 氏 力の 巧 巧を 閒 かし、 冗 巧 二十 H に： なの ホ S を 巧つ ホり 

ナ t ザ n 阳 内は 平が でみ つて、. ソラ— グ ながと ズデ ー テン 巧の々 ホ も* がせられ、 ヘンライン 巧の されは お 巧 
二十 円の 巧、 みなを 削い てれが からの 巧ぶ を もがして わ わ。 化し このみ 合に 巧いて 乎て ザ コ の チ" 下弦が か 止し 
れい 应〇た 巧を 巧 閒ナる じとは が おない 巧を ホぶ しわ】 

がるに K イツ 方が からの 悄议は 引 巧き チ H ザ コ かがに ず 巧を 巧へ る 神風の もので あつた" 阳 巧に 近い ザク ゼン 
の •ハゥ ツ 1 ン 十胖 A お 離-では 巧 柏が をのれ 狙に ついた ともい ひ、 がの ぶイ I ゼル山 巧の ぶ 向には タンクと 巧 
中 - M か ホが 化 や ホら れつ、 あると 议 へられ、 ホー スト VI 及び モぅヴ <7 W 巧に も 巧々 がげ 巧 中との 话巧が 米 
れ "を こで 拍巧ホ 巧 マシ ュユ ザクは w -?:0 •な 勤け を かかした 。ちれが 兄 巧 r 卜： H のす 巧の 化が がで ホる-お 
面は 巧圳巧 巧の わめと いふので ホつて、 巧 人む はの 十 萬 人に A ク わり W はは 戊 ホを 求めて われれ ク わが、 « サと 
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むら ば 巧 卜：る 巧む はげつ て & るかに 化え わ。 

チ； コ こヴ； 了 のれ。 は、 巧 巧のに み ホの 巧 かを 巧へ ち パ*" ミ かつ わち ふ も 巧が ドイツを た 
朽 をは 巧して、 ドイツの 巧な が 助が 巧 巧で ホる かどぅ かを 巧 阿 しれの もこれ がわめ であつ わ。 

が 58 か 巧 巧は 巧峭 ぶを 巧 おして、 V デ ー テン •ドイツな がな 巧を 巧 巧し わ ことに 閒 むを 巧つ t と、 フブ ンスが 
巧で に 巧-^ れ ば、 お W も ホが：！ のと ころ 巧で に 巧 込まれる にがる で A らゥ をを W かにし ホ。 パリに 巧て は 巧む か 
の W 曲が 化 ホて & たが、 ホ か ボン 未は ホ* にが ■お •ソが •ボ ー ぅンド •于 1 W コ 巧の 化 巧 ザを が 化して、 ブラ 
ン ス は子 * ヴ n との川のを化巧に寸るべ をホをお巧しわ) をれと川巧に>^ ク 1ダ に巧するマ ラ ン 乂 の巧わは巧び 
化は 〇 かめた。 

K 巧 1 ■卜 り、 ズ ザ— テンな のを：；： はを の 巧 巧を W つて お ホ Q 中 巧を 巧 明し わに 拘ら ホ、 巧 I : トーり には ヘン ラ 

インの け 巧ぶ ツゥ ミ、 瓷 クント、 藻 街；々 ィ； つ！-- ホが 舅 - K 髮てを 建 」 T せ 化* ぉ 《し ホ 

し、1.卜！1.=:にけ<ンヴイン.：：身もホずャとみ化しわ- 

このおリ邮ドイツのが师巧は， ホ>< ザ コ闲内にがいてか巧かのズプーチン乂がチ " ^れめに巧巧されたと«进 
しわので あるから、 ヘン ブインは 话 巧との み 化を 巧が ナ •へき ホ々 の 巧 山け 化つ わに 拘ら ず、 何 巧 だな 巧を 忙 f 
を 化め わか、 ぶは ご" ン から S 巧" K 化く も S で A つたわ、 をれ け个 H にが* 0 まで W 捕に する ぶ 化が むい。 と 
K かく： た 巧 ニ トニ H 巧、 ミ 1 ン ヘンに めいて けヒブ トク— 巧 統がホ か リイ バント" ザ/をが め ボ鋪巧 » 巧を；； 
して 巧 巧み 巧を 閒夕 、ヘンク f ンもホ この 地に 巧び かされ わ ことは 巧れ なをが 巧で A つて、 をの W に W 巧 かの が 
巧が 化 化して わる ことは 巧 ひ 推い y 

ヒザ トラー 巧 巧の M ぶに 化つ て 化ても 「九月 I ; 卜 . H がけから、 をけ が 多の お 《をが ちを のがけ の閒 みょ 〇 
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おは 丘 巧 二十 A 曰に 左の かまぶ 大 なる で投 をなる ことを なじ わ u (一) 座毕 、巧 单の巧 力を ぞ しくな 化し、 《二) 
巧に 曲 巧 巧 兹の卽 巧が 化に 巧 平し、 をれ じ 巧が*^ 中」 でみ つたことは 明白に されで ねる。 

お 巧のを 巧に 际 しで、 巧 曲 かがが 何 化まで 中 スマ コス" ヴァキ 了を 去 持す る 化む をして おわかは 巧々 巧 もで な 
い 〇巧時 SSS の 巧 化と しては、 ズデ ー テン 训 腺で 化 ホが 巧 つても、 イ タリー が K イツを 巧 巧し ない 破りち H は 巧 
ずに を 加し れいとの 巧进 があク わ。 もれは 巧る 稱 がな 巧に 巧 W 1 なの 巧を を 巧 おし ホ もので ホる 〇 ヘラルド- 卜 
リピュ ーンニ •！，1 之の ジ 3 セブ •ド 9 スコルが ロンドン わら 巧 逝し わ おに 化る と丢 H 十-も 口％ 货- ブ はナ王 
イコの わめに 巧 ふかとの 巧 削に 巧して、 イギリスは、 か 何に して ww は 巧 ひぅる わと 权閒 する 〇用曲 巧に チ** 
口からは 巧い し、 ソが はが 巧を おしで 了つ たでは ないかと いち ド， 义 コルの おかちを H が チ； コの 巧を 
巧 ふ ホは 期待 出がず、 規 •ブが 巧 力で ま 巧 すると も 来へ てね ない レ 巧つて、 ドイツの 巧 ホが お 巧で ない おり、 乎 
H 》 3 はこれ を なれる ホは れいと いふので あつち 卽ちお 《としては、 ミ T テン 翼を 牢» 化の すして： 
》 3 巧に 巧す ことは 巧 原 的で れいから、 餐ろ これを ドイツに 巧な しで、 乂械 のに 技】 した チ* ザ 3 を 巧る ベ S だ 
とのち であつ て、 をれ が 闻らサ も ランシマン 巧吿 のち 巧と Aa 巧し、 まわ i ュン ヘンで ナ 1 ム バレンの ホ边 しわ 巧 
とがを する じと が 巧に おつて が 明し ホ。 

英«大 化 ネヴィル •ヘン ダー スンの 记 ホに 依れば、 W ホ 巧は 瓦 巧 二十】 H に リ* ベント 〇プ 7 かがに 面み して 
『フランスは チ こ n と：！： 班關 巧に ホり、 をの 巧 巧を 巧 ナホめ に 巧 上る 巧を にけ、 イギ •'ス 巧な もじれに 巧 込 4 
れな いとは 何人も 巧 巧で をない も* 巧した」 と ある A 巧ゴ >0 をれ が どれ 巧の かむ をはて なされた 警巧 であるかは 
か 巧 巧では をい。 

な 月 中 巧に、 ドイツが チて* n 田 巧に 巧 力を 化 中し わが 巧に 巧し、 K イツ 脚では この お 力の# かは 巧なる R 巧 


没* 


化 9 の に 巧 ダれ いと 打が しわが、 プ ラ— グ はじれ をい 巧し なかつ わ a を ホ マ ランスのを 巧 本 巧は チ* サ h ス 
ロ ヴァ キアを まが ナ るかむ を 巧め、 これは 上 ドイツに 巧 ホ ナベから ずと 主取し ホので ある。 

大度のを 巧は がを して 居た。 巧に が ブ •ヘルスが 巧 巧し わとじろ を 化ても、 ヒザ トラ I は才 I スト 9— 巧を の】 
巧閒 目に、 ズ デー チンが 合の かむ をき め ホと いふので ホる から、 この 巧な にか 意の ぶまつ でゐホ C とはみ ぶこと 
が 巧 ホる。 巧 •傅かが なは ニ オン 三 イ *】 で々 なして、 巧 时にチ Z ザ n をぶ 持ナる ことを 中し をせ わが、 ドイツ 
お閒巧の巧巧な巧巧^^に拘らず、 大ザにおらチしてあ巧は解がして了ヴわ〇 

あ 巧 ホに なつで、 ナ王ザ n か 巧は 巧 除を 化 ft すると 间 巧に、 巧 ‘件 に 巧して、 今後 も ヘンラインとの 巧 巧を W 
巧 するとな 吿 して 米た。 このを ホは 巧 六月に 人つ て馈 巧され、 ドィツ 巧 削の お 巧 もみぶ にや 巧に » しわ.】 六 巧 十 
四日の な 巧には、 チて》 n と ヘンラインとの 巧 ホは、 なが 柄の 巧 类と力 AA スバ ザ ドの 巧 ホと をが 巧と して お 巧 
して わると ホつ ホ。 をして をの ホ 巧の みがは 六 巧 二十 に 巧 はれ ホので ホる。 

この 交 巧に 巧つて なり 巧た じみは、 巧 方の おおに 巧- 閒 巧が ホき くな つたと いム巧 巧で ホつ わ" ズ デ— テン 併 
の ホめ るを は、 ドイツ人の ネ かに 化む 地方に ホ 巧 上 巧 化の 地 化を なめる C とでみ つて、 いは ホ 王》 n み 巧 W の 
H に ナナス 田家の が おを がす ことを 巧 ホし わので みる。 このが をに めいても-ブラ— グの中 巧 曲がには ズ デ— テンと 
^ チ* ブ n 奶 とが 平 皆の 巧を がを 搏つ ことを 巧が として わる】 

^ ホず ャ せかは か i る 巧 求を お 巧と しで 及 巧を 巧が する ことは、 か 黨 を 狠の M おを がる C とお 巧な 〇 と夕へ ホ。 
キ すると ドイツ 広めいて は t れ におが する 巧 巧れ！^ に 巧 f した。 をれ は 巧に ヒザ トラ ー がユュ I レン ベルグの 巧 
■I 規に 洩らし わか < 、瓦 巧 二十 八 H に ドイツを 军の巧 巧ち 巧な 明 巧の お 糸補强 H がに 巧 V：. する ことを かかした ザ 
缓 巧 feffi すので ある。 
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セ 巧 九 u に ヘンラインが ヒ* トク I を 巧 即し わ〇こ のげ から 巧ぴ K イヴが 閒 巧と ラず ホ 化な とが-巧 に'^* ザ 
コ巧 巧の 乂 巧を WO 姑め わ" ヘンク イン S ん 時と 化ら れるツ ランクが いつわ ことは 『口： 卜 がけ やなる かなは 「巧 
ザ」 では 化くて、 巧に 「衍 巧」 である』 と。 

をの 巧に なつて 巧 曲の©^ は 生われ 猜 しなめ ホ。" ン •トン 巧が は ドイツの 巧说巧 取を 巧つて ブ ランス K 盛 巧し 
て 曰く r お 曲の ぶかは 气巧 二十 阳 円の チ ム バレンな ぶの お W を 化で れい ものと ホ へられたい。 扣巧 のな 巧に 巧 
して化苗と其间の1に化れのは例ホでホつて、化例とはならめ」と- この^^巧に巧いて、 ：巧にけザられわと 
ころは、 ブラン 义 はが 巧が 曲の え恃 なくして ホ 1 ブ コ お 巧の 35^ を 供 〇 巧ないで あらろ との & 巧し でみ つた】 

な洲 の二大 の 閒に巧 まれ ホな 炯 では、 夕 大の閱 むを もつてが ホの おがを 化て ゐ ホ" 巧げ ユ—ゴ ー ス ラヴィ 
了 政 おはべ 本シュ 大巧 巧に かつて > チ 1 ブ n かが も 円曲と M じ やぅに、 ツ T プシ "•柏 化 もぶ 化 的 期 巧に 人る ベを 
時巧ががわと巧巧したと巧へ られる。 ストイヤずゾゥ< * チ巧がは ； 丸己とがのがホに閒かれわ小没巧拍を巧で 
この 忘 ホを 洩らした 巧り でな く、 一丸 SA 年： 丸 巧のを 巧に 化つ では ベルグ ラー ドの 巧 袖 巧が 巧，：： にじの 巧 柱を お 
明し お 程で ホる。 

ベネ シュ はこれ に 巧へ て チ Z ザ コ 巧府は フランスと MSI の關 巧に ホり， ぷ まに 於ても 併ぶ おびに 巧 ホ 的 まなを 
巧け て かわが、 今 n も W 巧 曲の 巧 昔に。 巧の ぶを 失は ない といつ わ" がげ セち 十二 H に ダラず H 巧 巧が、 フラン 
ス はお 盜 チ*》 n との Ms にを W 化る ぺ きけを 巧な して 巧 w しわので ホる から、 ベネ シュ がかく 村 じ ホ じとは 巧 
ホの ない ことでは なかつ ホ。 




ラ ン シ 


ン の奔范 


セ 香た 室な 寞賣 パ， £轟 ミ ゎ替 ，萬 S 累な . E 面 ミミを ず 巧みと 」 T 利用 さ L 

ちモ のた を ラ ご 苗は ミン K と チ； n と QM のに 1 し； さ f 描な しち 
ち 十な’— それ 莫惡リ ハ， ち 登られ S 巧で A る！ ミトラ ふ隻 3 1 デ ごが ハ， ブ 

クプ ホ扣を ロン トンに ながして 巧ぶ をと げた】 蓋の 篡は个 H * でせ 友され ない けれども， 巧 H なは パ 

，へ 巧 < 質- 7 9 - グ器 にだて 51 ン孽に ィ子 二掃義 争 f 是巧璧 ai わと# ね 
ち？ si 夏— 良、— を？ g な— ii で 、 f 1 ; 
が不 i — 一で 写 i —、 ： ， iliif ミ f 重れ ておち 
プ ラ— ダ駐密 養遙 ち こ 《岸； &内 6 干璧さ ミ t と S ® つ T 、 が 由？ プ ザ..》 T -. H 、ドィ 
ッ語力 か 推す るナこ n 人 S 透を を 望す るた 《に现 巧へ 汲迅 をる 《おと 慧_| ち V マ こ クス， 

は パ， 望是ダ 3ご苟 f ; な盖髮 f f 」 京、 恐 貧 sf ミ； る 巧 全 
と Mhuili ? f ミ1| を f 

ミ i 葛は、 ラン シマ. is 富が 篡な裘 を ホ 學る资 とな。 はを いかとの 々を警 ザら 
もを； ミ、 基 ミ T テ； た 更 。さ# な、 扭； 繁上 《ミ をら ミ お 送 ミと な 
し ホに ま ミ 管 i ミ； i — ; ナこ i 奚 •泛 f る^ 
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巧戶 巧に 巧这 4 れるお 巧に おづ かなれ つ ホので みる。 

ランシマン 巧囊 3 のじとは 七月 二十 瓦 日に a ン ドンで 巧 おされ わが、； 卜巧 巧貞 シンクレアー の 巧 削に 巧して 
チて ム バレンは 、このが 卸の 巧な はかして チ-ザ 3 饥を 巧へ る わめで はれ < て、 か 巧 巧 が 巧を ないで、 巧り 
おしの 附 かれい 巧 おりに 陷る t とを 巧ぐ ホめ であると 祝 明した。 は巧閒 苗と して、 E 巧 二十】 H のせ 巧 K 夕 H が 
巧«な^|^6示しホために、 ドイツを巧へるじとが阳ホホといム巧供巧«のを»は、 チでザ 3に巧するイギ9又 
の 巧す 洒 をな 化し ホれ <旺 も、 それが ペル リンを がぶ しわ。 

タン シ マンは A 月吉 H に ブラ I グに巧 巧して、 がちに 閒强の W ぶに ホモし ホ .J すると、 ドイツは 沒れ なをに ホ 
を 巧 りて、 全 田のに 巧 俯 巧を 召が しがめ わ。 巧 巧 H 巧には みおの 巧 働 ホを 巧 巧して 巧 巧 エ# が 巧 おされれ 。をれ 
巧り ではない、 ペル リンの 巧が fang は 物 巧の « 巧 や 巧 巧の 巧な S 巧に 巧 vio わとの 巧 道 も W はつわ。 

t れ におして 英函巧 巧は 克月 二十へ 日〇于 て ム パレ y 演化 にょると ベルリンな ホの 大巧に 妨 かして、 K イツの 
ISa はナ X ブ コス ロゲ r キアを# 皮す る もので あつて、 ぞ W 政が としで も XI にかへ る 乎 巧 S からざる を错 わい 
gt 巧を させた。 W ふるみ ころに 巧れば、 この 中し 入を 巧け わ リブ ペン ト" * ブ ホ 相は かんれんに ホして、 イ 
ギリ 义乂 巧に ぶしく* 一つて か-- つたと いはれ る〇 ドイツ か W は、 ドイツの 巧 か 巧 15* にク いて » 巧 する ことを 巧 
巧しク I 、 巧«がプラーグにがいてホホナることが巧らにナ* ザ ゴの*&^を«化さサるに巧ぞないと蒋へわ。 

八月 下み にち はか スコブ ト ラン F にが 中す るが 供を しでみ ホ けれども、 ft - といん 巧 巧に かがれる 
をと るかは かを されて われ かづた。 

ドイツでは ヒザ トラ I 巧 巧の H 巧 巡 班が 行 はれで、 两化 のべ 几 ギー田 現から ライン 巧に 巧ぅて バーゼ ルボに 至 
リ 、巧に 化に かつて スイ KH 巧を 晚 巧した。 をれ わらべ ルヒチ スガー テンの 山 巧に W つた 巧 « は 、九月， 一日に へ 
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ン ラインを 贺 しては 巧を 巧ら し ホ-ヘンラィン はないで WW し、 九 召！ 円に プラ ー グ巧材 とを 同の ♦化を 巧 
げたが、 協 巧の® 日が、 ランシマンの 化 裳した チで ザ n 闲の円 お W 制 ー ル H 一一 十 AH にへ ン，<》 •お ま おつた 案」 であ 
0 たことは いふまで もない。 

ベネ シユ のせ 巧は 巧々 て 巧を であつ ち 円 ホが がの 姑 H を rv フィンに 巧して、 どれな 巧 ザの か 巧が ホる かを 
れ 明ける とし わら、 巧 日 ヘンラィン にな 巧の お 地を 巧ぐ お 化と なる。 そこでな ホの お 了す るまで チ*》 n おのを 
なを 公を する ことを 拒 巧した ので ある。 

この 除に がける ヘンラインの 巧 巧は、 巧なる ぶり 化 ひに 进か なかつ ホ 《 ランシマン はじ ブト ラ ー が A 巧 二十 A 
9の策を巧巧することを巧むに巧巧してゐわが、 この皮問から化はズダーチンとナ*ザ コとの巧巧を；^;:^ける巧 
巧から 、 K イツと チ 1 ザ n との 巧が 巧に 巧つ て 了つ た〇 ちれが" ン ドンからの 别 かに 化 つわもの か、 まは また ラ 
ンシ マンが、 ヒ》 トラ ー を か 込まぅ との 巧な に 出た もの かは 明，：！： でない が、 巧 叫は 辛ろ 巧 ホで あると 化て ゐわ〇 

ヘンラィンの 病した おがは 拒据 の一抽 であつ ホ。 ズ デ— ナン 併の なな も ドィツが 晒のを 巧 も】 巧に 巧* な！^ 
をを して 米れ C 巧し ブブ ー グ かがは ヘンライン とのが がを 巧が する じと にしで 巧 •併の なを 化て わ〇ホ もズ デー 

テン •ドイツの W にも —— 巧に 巧 巧 古の 忡邮に ドィツとの 併な ょりも、 卜 て》 nrt でのな 巧を！ する 著の 

俗くない ことを 政 おは 承知して わ わ。 だが 一ぶ には、 ヘンラインに 巧して i ホ々* 巧が しつ、、 ヒザ トラ I にが 
しで 站げな 霞を みる ことは 巧め て危 協な 巧： 3 で* る こみ もがつ て わか。 がつ て ゐても 化に なくを のない ところ 
を ザ 胳は巧 逸んで ゐ ホので ある。 

ナて ブ 3 ス 。ヴァ キア致府はかヶ 巧がにみおは族叫がのぶかを巧必して、 化ホる阻り^333,|を巧へ ること、 かな 
からの ナチ スの 干が にが W な <1^ をと る ことに かめで わたりが » ナナスに 規 々的 霞を 巧る とすれば 、恰も イタ 
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9 •にか ナるユ ーゴ！ スヴ ゲイ T と M じヤ ろに、 油 巧 上に も 巧 巧が かられる ことは 巧つ て& たが、 た 化紀は 巧の 
おがの 反 度から、 ナナスの 政 巧、 巧 ホ、 れ をが 化に を 面 的れ な 配の 巧を みいて ゐる ブラ I グの巧 巧 巧 化に とつ 
て、 か、 る轉 おはが みれ？^ ででは なわつ ホ- 

べ ホシュ とその-巧は 、ドイツが ぅ f ン巧 巧に 巧 巧す る 巧 おて^の 羅 につれ て、 フランスが 化进 瓦つ 巧ぶな 
ぶぶ をが へる ことの 曲 巧を 巧らない ではな かつ わ" けれども V ラン スタな 本な のぶ 两に 。巧し、：：！ 一つ ポへ ミア 曲 
巧の 巧が がが 31" ブ パの 巧で あるじと を；； じて おわ) フランスは 化に 巧ぶ 人を か a し、 イギ 9义 か 軍 も 巧 <ス 
3 ブト ランドに 巧を する ホた でもる と 聞かされ てわたから、 曲は もな がも读 巧を 巧 巧し でを - w のま 持に 巧みを 
わけて わたので ホる。 而もが ゾヴ） グ 巧が が： か*々 ズぞ ー テンに 巧 ホし わのは、 一九】 四が •化の セルゲイ ァの 
3^ に 做つ で、 松 巧を ぶが ナる 巧な であつ ホと ぺ末 シュの M 树ポは 描る ので ある 。巧 巧べ 本 シュは チ* ム バレン 
めむ巧に一巧の？^^のなをみいてるホが、 がしお-佈の巧たをがれて巧ホに巧ザをぶわれならば、 ^^のにチ* 
ザ 3 のか 巧は おくなる と ザへ わ レマク ンス の® に r = がをお いれ 乎* づク 人は、 y が 巧と ホ M のまが についでも 
が巧は||おナると持して抗わ。 のみならず、 ポ—ラ ンド、 ル 1マ - I 了、 トル コ、 ユ1ゴ I スラヴイ アもみ. 佛 
に g すると ^ し •イ タリ I けがく 中 化を 守つ で、 W 方の 化 引に ホ 利な 地位を A める 化 だと 化た。 

プラ ー グ のれ ホぶ は、 ヒザ トラ I がで まに 巧へ るとは ザへ て われ かつた。 荣 - w •ソ 巧の お 問 ww が 巧 立 すれ 
ば 巧 ホは ならないで ホむ と 巧 測し わので ある。 だが 巧 一巧ずに なつても、 ドイツに 巧す る 度を 巧の R ホは 巧みで 
あると 化て、 み 巧の 巧 巧を 化を する 巧む をし わ 0 

チ王ブ n がの 巧 四 おは、 化 巧 六 H にズデ ー テン 巧ぶ にモ をされ わ。 じの 内が はわめ、 巧ぶ、 巧 巧の ホが 巧 K ち 
る 巧 巧な もので* るから、 化 おにが 巧す ろ t とを さける t 巧 綱は 一 化ち ルが か M 十 UW * イ A * I - V ' s « 
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がし ランシマン はこの 巧 四 おにょ つて、 カルル スバ* K の八ヶ がの！！ 円は 乂«满 わされて わるもの も 化た。 尤も 
『ブ ンシ マン 權吿」 に 巧して ゐ るかく、 ズぞー チンの 巧 巧 巧は じれで も！ S 巧し ないで あらぅ と设 巧して わた】 

が -ww 闻は 、これに 化つ でが W の 化 巧が ホ 化した ものと 化で® ホの 巧 巧を な 巧した が、 ヘンライン はがの* 
の 夕附を 巧わず、 か 巧ヒ》 トラ I の 片# みして ユュ I レン ベルグに 向つ て か 巧し ホ】 

かもを のげ、 允 巧 tH に タイ ムスは ズダ I チン 训 巧に M して、 化 明つ わ A がを 巧げ、 巧が 的に がれを 典へ わ。 
もれは、 チ* マ コス：！ ヴ 7 キ 7 は 历がズ デ ー テンを さなし で、 化 巧 的に 巧 一曲 « を 巧る 方が 巧 4 しいと いム A 6 
で ホつ ホ W タイ ムスけ 巧 況クク イヴ ドン 巧と 稱 する 化 ザ 巧の 一が にょつ てぶ がされる 巧 閒 であり、 巧 巧との M 巧 
も 巧 < な いので ホる-^ ら 、この 巧 巧なる 巧に、 わ t るは 度な A を 巧 おする t とのな 巧に ついて、 巧 « か 巧に 論な 
をを 巧し わのは 巧げ： であつ た" イギ 《ス 化が はこの A 义は 巧して を！！ めが めぶ 中を 代 おする もので ない 巧 ft を お 
ナ ると いム 巧ぎ にれつ ホ】 

この A 义はフ タン スの巧 巧 ミに 元话 をつ けわし、 リ* ペン トロ づ . J もこれ を强 みの が 巧と しわ。 •ヘルリンで 
は、 乎 r ム バレンが 化な モ 巧みと 班な か 巧に がか ナる ものとの U 巧し がな 力に れつたり 巧 もがと て、 丸 月 モ 
ラウス々 •才 IK トヴァと おする がで、 ホ* ヴク 人と ズ ザー テン 人との 巧％ が 巧つ ホ" 巧ぶ とも 巧を はな かつ 
ホが、 ズ ザー テンは これを 巧 かとしで なが S 坊拉を 巧 明し、 をして ヘンぅ インは ニュ* レン ベルグ わら MW ナる 
JJ とを サん じれ かつた。 

ニュ I レン ベルダの ナ 乎な 乂 みの n かわる 九月 十二 H が 近づく につれ て、 巧々 のが 摩の « が規ん お。 イタ j — 
では 巧が の 公 装を はつて、 巧に この か 巧に や k ので あるかを 獲を なぶし わが、 タイム ス枯巧 巧は、 この 公 衣を 
巧！！ して、 イタり I なかは かのに ドイツを ぶ 括す るが、 が 市には 巧 化 まれ 化 < れい ザで ホる といつ で わる。 义 


定!1 


チア/伯の « 巧に 何と いつわに しても、 ザげ 小、 巧 巧の か a がイ タリ— でけ はれ ホが なは 巧め られ なかつた w 
イギリスで はかが 巧の 丈な するな 巧と、 内 脚：：： の 一 巧と になれ のが 巧が あつた。 がをは ナょ * 3 玫 巧が 历に » 
ザの 巧 化に 巧 注した ことを 明 {:に 巧 明すべし とお 巧し、 巧者は かぶかが 化を 化 送る C とに 左 巧し ホ】 

フク ンス政 牌は 巧： 立 十 巧の なおを 巧 巧して、 田 化の 巧 儀 巧れ りと 巧 明し、 あ 田の 巧 » 組な も フク ンスの 巧 ■化 
なと 巧 •巧を W じろ してな がぶ 持の® おを W かにし ホから、 巧 •併用 田の®^ はな 巧の 巧を に備 へる SW に巧选 
ナ るか < 化え わ 0 

お* ホ读 巧は、 九月 十】 H に 巧" ン ドン か 曲 巧閒紀 がを 巧 典して 巧 田の なみを g 明した が、 をの w 子は ホ 巧は 
上に 巧 巧な もので あつ ホ。 この 公 巧ぶ は吉月 二十 四 H の 獲 巧の 巧な、 A 月 二十 わ 日の サイモン 巧 巧の 巧 巧から 巧 
を 化して ホの 卞 うにな ベて たる。 『及 巧の な WW が、 關巧 W のみなら ナ 、ホ 田 巧# と W もめずに 引 込 ♦れ るで ホ 
らろ C と、 及び ブラン K の 巧を が 巧され るかき 乂 W 巧が おれば 义 H が無關 巧で* 〇 巧れ 5 ことは 巧 R であつ わ J 
と。 これと 巧を M じうして、 ナ 1 ム バレン！ ic 相は ドゥ ニン グ 巧の おがで ホ W の 巧 曲れ 巧を 引 化し、 化の 化かを ホ 
巧した が、 をの 巧 巧は かが 巧の 公 巧に 比べて 巧し くが 巧であつた-をのが 巧、 ホ みぞのを 巧は 單に 『資巧 わる 
巧」 のせ 巧と いふ おがの ものに 化ら れ で、# ろ ナ王ム バレン 巧みの 巧 巧が 大を < 化ね はれる ことと なク ホ。 お凤 
巧 巧の 巧な！® が 巧を よめて、 曲の のな 曲 &は巧 へられて T つたが であつ ホ。 

巧る 九 巧 十二 H には、 ニュ— レン ベルグの ナナ 黨乂 會でヒ ブト ラ ー が 大巧 巧を 巧み わ。 『ズデ ー テンの 间 巧が 
拍 巧を なめられず、 自力で み 担が 巧ら れ ない とすれば、 巧 巧の モ にょつて をれ が 巧 へられる」 となべ わ。 じの 巧 
巧は ドイツが ほが C 巧が して、 ズブ I テン 巧 助の みむを 巧 巧し ホ お 巧の 巧 巧で ホつ ホ。 『か H の 政治 巧は 
t れが單 なる 百 惊に泌 ダれ いとは おじない 化ら う」 と警 巧し ホ。 『K イツの 西 巧！ ■巧には 肚十离 人の 巧 働 ホが 巧 


K だ 


壌*) む 7 年 ，ザ々、， ザ* ♦ 


巧に おぶ しで® るし、 阳找 はを 巧を とつて をの 藻に 立つ てなる.！ ともぶ ぺわ J ちれは 乎 1 ブ 3 化 ぴにホ •併に 
巧す るぶ ホれ 巧む の 衣 明で あるみ して、 化 巧は 巧 巧を 巧んで ホが の 巧 巧を 巧换卞 るを であつ ホ。 

ムへ ベル ヒテ スガ ー テンと 英 •佛案 

か 巧 十二 円を U つて お 巧は 巧 巧に 進行を 巧め わ。 ポ I ランドの 内 W は、 をの 巧 かを 反が しで 巧 •» になく ぶ 狂 
もがいで はな かつ ホが、 ホが パブ ク大 化は W 巧に これと 巧ぶ しわ。 

ドイツ人 巧の ル おお 跃 がむな 巧を 班め られる 巧な に、 ポ I ランド 人が 巧 則のに す-ザ n でか 巧 はれる ことは ホ 
巧 合 だと、 ポ— ランドが M は 巧婚し 出し わ。 ちれは テブ セン 地 ホに 在る 十 W 人の ポー ランド 人を 巧す もので ホク 
ホ 0 

イ タリ I の 獲は、 ュュ ー レン V ルグ大 みのげ まで、 ドィツ 側に がいても お •成 脚に がいでも 大« 中 化と «丽 
したが、 をの 時 W がな 巧に ドイツに 倚いて 巧つ わ〇ア / リヵ 方面に 速し ホ 巧进に 1 れ ば、 ヒ* トラ I が黨大 みに 
がいて 强 がな® をな 明し、 お •牌の 雌を がおかに がいのを 化て、 ム プソリ I 二は、 巧ず 巧らず と 巧て とつた) 
イ タリ ー が 中 化の なぶ 巧を 巧て て ドイツを ぶ 持す るけ を 叫のに おぶ しわのは、 ドイツの みが « がを 夕 ひろる 巧 勢 
にホク ホからで ある 0 

九月 十二 日に ツ リブ I ナ (イ **1 巧 巧が パ いれことは、 前に 遺べ わイ .キリスを 巧の 公を を 『ホ 巧 的の な 巧 
巧.！ 化を 化 おつ わじと である。 『平 おを 巧 待し ょぅと 化 ふなら ベネ シ ュはズ デ— ナンを a れ J と 十二 日の 『か 巧 
« 一が おいわ U ニ ュ I レン ベルグに がける じ ブト ラ I 巧 巧の 巧 化は、 ベル 9 ン •ロー マ «1| の a 化と、 ボー ラン 


2: 巧 


r がち - w 阳財欣 ずべ しと ホぶ しわ ことで みつ ホ。 

ル—マユアの义かは化本にがいてはがられい。 が-押が乎1ブ 〇スけヴで キ了をぶ巧ナる5^をにけ、 ソ聯から 
の 巧が にが S 内の 油 巧を 巧す ぷ 巧を なつで ゐ た】 ユ I ゴ ー ス ラヴィ T はお •扣を 敵 K « しで、 ドイツ ■ハン ガ— 
—に 蓮す る ことを かかし 巧ない 。若しを の卞 うなな を 巧へ ば、 巧 巧 スト イ卞 ザ/ ゥ< プチは 『ダニ ュ—ヴ 
树へ 巧げ 込まれ ホで あらう J と了メ 9 力の 巧みぶ が 巧いて ゐ る。 さう 化る と ル ー マニアと ユーゴ IK ブヴ f アの 
力で ハン ダけ— はの けない。 ボー ランドと がちぶ-大巧が 巧つ ホら、 をの！ はどうな つた か 解らない" わろ 
ぃんのが お ホ ホぶ 曲 削の ホ 巧の 巧が であつた。 

丸 巧-?-; rH にズデ ー テンの おか J その 巧に 述 しわ】 チ* ザ n 改 かは これを ホな 巧 巧と 化 化しで 成 巧 ホを W 巧し 
ホ。 が 時ズデ I テン 側け クント 博 - H のでに 化つ て ブラ— グ かがと 交 巧を がめ る 用意を しても ホが、 任 巧ぶ はこれ 
を 巧が する ために このな がを 閒 がしれ とう ンシ マンが 巧に なして ある y ホ 巧 この 括 かに 巧 ホの 艾 がは なかつ ホと 
ホ W 巧拙の 特化は 巧 じた。 

ぶ货 かの 巧 布に 巧して、 ズず ー テン 说は 技巧 迪巧 をはつ て、 M な 十 r 巧 政り じれを 巧 ルナる ことを ぶめ ホ" 巧 
るに ブラー グ巧 おが これを 承な しないのを 化て、 今後は K 巧む 巧 ホぶ に ホな ナベく、々 んル スバ》 ドの A * 巧の 
巧 水は これを 化 ホす •へしと 巧 明した) 

ズデーチンの淀勸と巧巧证巧支モ巧つで、 マ ラ ンス政がはイギリスに巧し、 何とかしてヒ》 トブ|み^5|}8を化 
る じと を 巧 田した。 とい ふことは、 ヘンラインが ながを 巧れ る わめに K イツへ 巧 入し わ！ agg から、 『ヒ ー' トク— 
は 乎* ブ ゴ K " ヴ T キアの なかを ザ， なして わた k れら で* る お K 内げ， 一. 王ムパ レンの «卑 •丸 巧 十一 二日に 巧 M 巧 
かは 巧が まだと 巧 お 巧 巧 おとを 化め て、 巧 一 のか 策を お 巧ん わ。 


2S4 


な W か アキ r ヴ ">3 ザ* ナ 


このげ にな つても パ ザ 扶巧 は、 が 田に 巧す るむ 固の 巧 わか 巧を.：： 巧し なわつ わかく 化た る。 マず ノ にはが 
巧の— が ホ ひ、# 巧 本 巧は 巧 巧して ゐ わが、 扶牌 のみは か 巧 巧して 巧 巧と な-^ る ことを 化む しれ わつ ホ。 ポン 
ネか W の诉 巧が は レイ/ 1 一巧の 强 巧な 走 取 ！ をれ は參巧 本な も乂待 卞る视 がの のな 巧で みク たが— と 巧 化 
して、 ダブず H 巧扣 はもの 巧 巧に 法つた ので ある- 

この 巧に がける ツ ランスの 逝 おは 巧 も巧大 わかぶ 肚 であつ ホ) ヴ サン 义の这 巡し ホ t とが チ* ム バレンを して 
その 思ムお K 准 おを 引きずら しめる 巧 巧と む 〇, をして 巧 巧ぅて ヒザ トラ I のが 求を 巧 巧卞る じと になつ 
わので ある。 をれ けズデ I テンの 巧 巧 n 巧 巧を なめる こと だけで 巧み 巧との 夕 へぶ である。 

マラン！ < の 中し 人れ に 度 じて チ H ムパ レンは •ヘルリン 化かと 巧 巧を けめ、 九月 十四日の 夕 巧には、 巧 巧 乎* ム 
バレンが ヒ ，トラ I を 巧 わて バル じ チ スガー チンに なく ことが 巧 巧され ホ】 チ* ム バレンの すに ょれば、 をれ が 
が のれ 巧のを 找 であつ ホ" ザ W 大化 でさへ も 二 1 1 レン ベルグで け t ザト ヴ—忆 ♦へな かつ ホので あるから、 巧 
W 巧ら ドイツに 社いて みぶ する かむ を 巧め ホので ホら ぅ。 

チで ム バレンけ このが 六-;- 九な にしで、 化れ て 初めて 巧け 巧を 巧 州し ホ。" ン ドンから ミュンヘンに ホんで、 
巧 巧から n 货 率で ぺんゲ ホ》 ブに 向つ わ。 がめ" ン ドンを 扣 なする 巧の ホて ム バレンの ザは、 ドイツな W 忙 がな 
して 隻 ながを 巧化ナ るを 巧で あ。 たが、 バル ヒチ スガー テンの ♦なに 巧いて， 化は み にがな の 巧いて みる ザな 
を 巧つ ホ。 W 乎モは W 巧-り 巧に ょつ てズ デー テンを 併な する ことを ホ 巧し、 『をれ をが 巧 するな なら 大巧 tw ナ 
る ホ 期が ホる」 とかげた 0 

ヒ》 トラ— がが 巧に 巧 巧を がせず と 明 したので、 チで ム バレンは， 巧ら ば 巧* み 化 化へ ホ ホのは 時 閒 のぶ g 
で ホつ たも 化 ふが といつ わ。 これに 打し でヒ W トラー は、 ホ 曲が K お" 巧卞 巧を ぶめ るなら ば、 じれ & W 巧卞る 


ザぶ、 


ホ 法を 巧巧ナ るに 巧が のが s じと、 をして ホ*》 コに めいで 化むな を ザ 巧の 巧 化しない 切 〇、 葦 ■ながと 巧を 
がるを ドイツは 巧 力 斤 巧を 姜巧 へる ことに W なしを。 チ王ム バレンは 化が む 巧ち 巧に よる 解かを、 イギリス とし 
ては ホ 巧 するとぶ ふが、 梢 かに も 巧 9、 パリと. マラー グ 反が の M 巧を がる やぅに 巧 如しよ ろと なべて ♦化を がつ 
たを 直。 

乎で ム バレンは 九月 十六 H に a ン ドンに W つ ホ。 グ "イ ドンに 巧く ち 化は た H の 中に ドイツを 再な する ホ：： 化 
である こみ、 をの 巧には ヒプ トク I が 中をまで 出 巧け てく るキ をで みると 巧つ を。 巧が は 巧 ホ t 浴びつ Is 法の 
巧へ、 をし で 又バブ キン ガムな 巧へ とを いだ。 

九月 十八 H の 日 巧の 巧、 货 曲の 巧 巧 度び かがは U ン ドンに 巧び、 が：！！ が 巧 チ至ム バレン、 パリ フ r プク义 、サ 
イモン、 ホ了1の巧巧とお巧しわ0巧中の十二げみし巧ダに、 3ンミュ ニケは巧るべきホかに0いて^^^*>^间の 
« 化が】 巧し ホと 巧 友した。 じめ ぶれが 何で あるかは 、チ* ブ 3 巧府 にはを く 解つて & ホ。 

月 巧の 巧、 チ* ブ 3 文" ヴ r キアの がれて わたれ P が 打ち下ろ ミれ ♦。足 巧 フク ンス と、 ブラ ー グで巧 » 巧 巧 
を 巧 巧し で わ ホを 田が、 チ H ブ n 巧 巧へ 通 巧を 送つ て、 な 洲の平 かを 隹持 する 上から も、 又 チ* ザ 3 文" ヴ 7 キ 
ア自 みの 巧大利 巧から すつても、 ズ デ— チン 地方を ドイツに » りな すめ 巧が あると 中し 人れ わ。 ヒ* トラ ー が チ 
* ム バレンに 巧圓 した ことを、 兮 がは チ H ム バレンと ダラず H とが ベネ シュに 巧圓し ホので ホる。 

問 巧の 巧 巧は 巧 巧に 巧 淀しても 、人民 巧舆の おがと して 巧 巧しても よいと ゾラ I ダ 巧 巧に 通 ホされ ホ 。巧 •株 
_ fs 田れ 巧は 巧な によつ では 树巧 かの H 巧笛閱 (♦王 ザ。 巧な ホ H を々 む > によつ で 田 巧の 巧 度を 巧 ふじと が 出 巧よぅ 
といん な 化だつた 。ちれから ナ 王》 n スロヴ T キアな おに 時が のをを の わめの 何 巧 かの 巧 巧を 巧へ よろ と 5 ふ 巧 
田の 中し 巧 が ホつた。 『巧く のかを 巧 巧の ホ 巧 A 巧の 一は、 相 冗に ま 的な » をな する 现巧 巧條 めを* 止し、 正 


•が 


後 W む ァ+ アゲ 〇 ス。 プ 


巧の 富な ま度宴 する 一 投的餐 を これ 忆代至 ことによ ミ、 于；； "ヴ； 7S をが さする 
C とで あつ ホ。 をして チ H ムバご 監は理 くも 二十 一円* でに ヒご ラ-と Q かがを 轟し ホき になを、！ ■巧 
るべ くを く』 间 をを 煩は しがいとの ことで あつた。 

を 二十日、 S ラ- グ 長いて は 明から A まで、 『大 なる を。」 に 巧す る访瑟 をが、 上は 4 器累 菜よ 

。下は 語》 曼闲 OK 爱く囊 皇丢で 重 ゆ 5 蓉是 班つ てゎた" 結 ミ涅 S 受 でも、 窒な 
を 票で でん 養」 よ 5 と三囊 なか ミ、 幕 S 發 K も 露 S び K も 我て ゎた。 譚ミ巧 岳 十 

冗々 に、 巧 •巧 巧 苗の 公 巧は 大巧 巧に 面 ♦すぺ くを のが 巧へ ないだ" かくの かまが 刻の ♦巧は 巧 巧の 件に ついて 
では ホる 45。 巧、 佛は チェ ザ コ の肢 か、 巧ら ざれば ホ 方 か。 お •曲 公 巧は 何を 巧 ふので あら ろれ 〇ブブ ー グの 
巧 巧の 閒 、むは ホく 裝の大 餐と英 •併 蓋との じの々 巧に ながれち 英 •望 S 中し 人の 巧を は 大望の 化 

きものであつた 0 

一巧 •浅 苗は、 人力 K 棄る 管、 器 零を 整し、 をれ によつ T 闷 時に 乎；；。 ヴ； マの おみ 
を もが 化する 巧按が ある。 

二 巧 • 镇夏がはチ ； 3 K S ヴ， キァほがに、 ミ • ^^^を巧つ で黃ひホ い。 卽ち、 マ ラ —グ皮かがお巧 
件に 巧 •併 巧を 巧 巧 しれければ、 チ エブ コス 《 ヴ y キ T か 府は をの おおとして 巧を する 巧ずに 巧す る 唯一の 
度 任を として 化が のがに 化つ ことにれ ると いふじと。 

一ニ チ* プ n K ロゲ 7 キ 了は 巧 •怖がを 拒 巧す る ことによ つて、 お •併め お间 一巧を 巧 巧す る資 をを ふじと に 
ならぅ 〇と いんのは、 たと ヘプ ランスが 乎！- コス" ヴ r キアの 巧 巧に なくと しても、 お H は ホして 巧を 化 
める 0 もりは ないから である 0 


找： 



阳央 -is おのな 巧が 巧で をぷ がする ことに なれば、 リ ゥン 文は その 巧め の 巧 巧を w 巧 しないと いよこと を 
正式に 乎王ブ n K ロヴ r キ T かかに 油 巧す るつ もりで ホる 0 
『が 時な 孤」 を. 巧 ホす る 巧 巧の 中し 人れ が W の 中で がんがん 巧つて わる パネ シュ义 巧 巧は、 过巧 巧を 巧して 巧 巧 
中の 閱 むを 巧 させた b S げかし 捆ぞ にな 巧は 到 巧して、 巧の 明ける まで 班を 巧け わ。 が 巧の 巧 巧 中、 か « 巧 G 
打たち は チて ブ n の 巧が 巧 巧と 化 ホ。 午が 四 巧に、 ギ ダイは ニュ — 31 ク •タイ ムスれ へぶ が ft むつて、 ヒ マト 
ラ I がシュ シュー ー 》 クに 中し 人 化 ホ やぅな 巧 化に ベ 本シュ にぶを し ホい と 化 ふれら、 化は ブラ I ダ* で 巧 巧け て 
ホなければ なるまい 〇 をして グ ラ— グ へがる までには、 巧つ て迪 巧を 切り 閒 かなければ たるまい もちつ ホ。 _.拓 
乎は 巧せられ わ」 と 化は ぷい セ。 巧 ぜられ わには ぶ ひない が、 巧连れ ホ 曲 姐い 打たち の 巧ぶ とはを < 巧つ たお 9 
ぶで お 午は 巧 ザら れ たので ある。 

べ本シュ のやぅれな巧力の强いリ1グーが的巧にが化にかしホか0 ^^げは巧化しわのである〇 をれ*で§の 
巧 巧は 二 元ので ホつ た-がち、： 方に めいて は ホ 曲からの W 迫に 3S 乎と して 巧 化する こと、 M 巧に あらゆる 方な 
を W0 て ドイツみ か 巧 巧 巧の％ おに 巧め る ことで ホつ わ。 さて、 乎 n ブ 3 义 "ヴ ァキ 了が か獨で ドイツに 巧 巧を 
がける ことは、 不 W 化では なかつ ホり 巧 再は 巧 乂 な 巧 巧の が 巧に 巧 巧して なわし •议 化は いかれる 續 巧を も辭さ 
ない 巧 巧で あつた。 わを らく 巧 < 巧てば、 フランスは 巧 巧し でかぶ につ < であらろ。 プ巧 も、 をの ブラ— グ巧巧 
公 化が 言つて ゐる 油ぇ 何 巧 かの 巧 助を 巧へ て < れるゼ らぅ。* なのが な# は、 ナ王 W コ は 巧 力で も 二*. 巧が ド 
イツ 巧に 巧が でを ると ザへ ホ J 义一 なの 人* は， ドイツが ホ ー ス トリ— をが なして、 W 巧の 比 の 巧 WQ 度い 巧 
々を ホに 入れ わから、 巧 •チ H ザ コ の 巧は 气、 阳巧 叫し かが かの だら々 となつ わ" が、 じの 巧け H にさへ も 歌 洲 
の怕 勢に いろいろの 批 おがが 起る かも なれな かつ ホ】 . 


•が 


が、 べ本シ ュ戍ぴ をの 梢 化が 大巧 巧な 邸 のげ 巧 おで 巧 A をよ： 卜 しで 方 わけ、 をの 胸中に おも 巧き を抵 いて ゐわ 
ぶ 悄は媒 かれ w がの： 卜に 化つて わる W 巧の 人* のをを つ ホ 巧の ことで あつ わらぅ。 义 、速 H 速 巧 ブラ I グ 度び 巧 
のがみ でが 巧され る时 十ぶ 人の 巧 巧 ホの ことで あつ わらぅ。 

巧の 九け には、 内 明の な 化は、 ブ ランスが 裝 H の W 押で 巧 巧を 巧に かけた もので、 もはやを のなから 巧れ るを 
はない といん ことにみ つで わた。 ホ扣ク "フタは 巧 •押 WW の 公 巧ユュ ー トン 及び ラク B アを 巧が しで、 な 府の 
M 巧を で おし ホ-お ♦では、 人ぶ 诚 ぶぶ がが 女に 向つ て、-^ が 苗 化 邸へ 巧し かけょ、 大巧 沒に进 つて 巧な のなか 
を： 卜 さかょ とげび かけ、 巧 ホけ なみを 巧び て ム往あ 巧して ゐ わ" 女は 巧いて たれ y 夕方に なつで 巧 化の 巧が »け 
るち 巧みは •巧に 大が 巧げ がと 巧な 木部の 方へ 押しが せちが、 明： a は こもごも « 巧 巧の 姑に 化つ て 化 等に 巧 
つてる て くれ、 なわに して くれと がんだ" 设 巧に シ "ヴィ 巧 が： f じヤ ろに 巧んだ。 巧 ホは はな 中进 ダてから « 
< ぶつぶつ いつて W りが めれ。 

クロマダ巧が1-4--=:に巧-押公巧に'=^おしわ：3巧はかおされなかつわが、 このが巧^=^の义すには1-、 耳化度 
す •へき ものが ある" ホで ヴ n ス "ヴ 7 キア 巧怕 は-.. 脚 W 化が， 巧 •巧 wwft 巧) がすで ブ nw の 巧 巧の かなの わめ 
王 にあら ゆるが 巧を 化 へるべく :リ をつ くす ものと 化て』- 曲闽 巧が からの 一-ホ 巧れ るが 狙の： 卜に rv の 巧 策を 巧 巧 
JJ しわと 巧いで わる。 これらの 巧が がグ ラー グ巧灿 との 拍 ぶを がすに 化 ホされ たこと を 巧は とし、 かなを 刹の 巧な 
^ が 板 巧せられ わが 巧に 巧ぶ を 促して 方る。 それは 『ながと して」 ち - WA 巧ぶ を 巧 巧し、 め おされ ホな 巧の 晦财 
キ に 巧に ffig を おき、 ドィツに 巧が さる •へき 化 巧は 闻 巧を：：： がが W 巧の M ぶを 了る までは チ 1 ザ コ 巧と して 巧る ベ 
の を ものと 泌« する 巧， 及び ホして な 人を なさざる •へき 巧を 谢 ぶした ものである。 

ぶ 



セ ゴー デス ベルクの 超な 通 版 

曇 ； n If を」 T 、 ； ムバ ご驻 5- 一 5 ル ii んち をれ i 二十 二 
H で 去つ ち； ムバご 011 一時 閒是 ミ' ■トラ— ミな は、； トラ ム ドイツを まだけを 座 至で 
け i れちけ 泣は 与 トラ ふまの 甚 には 5 なかつ たらしい-を 0 胃： ムバ ごから ミト T にみ 

で ホ焉 K ょ ミを 置，、 を a 管 霞 さ 早 笑-干；；。》；； を こ；— こ -ドイ 
ツ 人の寞 S 君 a 望； •トイ； 占爭 S ミを 髮 K で」 で、 tsaKS て 夏 ま必卖 はな 

いとい ふじと にナ r ム バレンは 巧 « し てわた。 

巧し、 ドイツ 是髮ち チン 寡 込んで こ告宝 言と い ミト， ふ柔 岳、 塞の ナこ 
•、ごも 吃ち ちを のを、 こ S る S 問 ほを ホー S 巧 凄 や刚迈 としてち 班は 別れち t ムバ ごの 陌 
から 化れば、 も 違 i 大— でろ ちと ia 、 賣 iK 浸」 ゎ— と、 $•1 《が 
奪 出す ことを は 知 クて哀 かを。 をた：* コ をは、 置 巧が 農ち U ? でち をれ でかち 妄 
の 行は る Ysc と窒 班して たちち さ一玩 から 妄 斤で* つち じの モ W をを にしで t ご ラ— に 卽持 
みを 巧せば、 ナ こっ 置は 厉 おして 巧爭を 巧が する ことになる かも 巧れ ないから であち 
を じ々、 巧 巧； ムバご ミ ご ラ-がに 巧 怖を 级 《ホ。 チ； 3 ス 。ヴ 7 キアに がける ドイツ人 ま跑な 

への ナチ K ••ト イツ S ポ妄？ ミ 監域基 重 どろい を K 叟堇ミ わ K クい了 会 ミに 巧ら ぅ 

とい ふ 纪おミ 巧- 6 に ナエ*; "ヴ7 キアの 巧 巧を かられる と 化 ふ) が、 閒 巧の 望は 苗 A 上な ちに イブ 


2 わ 


田の 一留 みし、 その 謠をも ホの 占な にろ て、 こを 巧 巧に ドイツ 巧と する ことにしで、 ドイツ 養忙 

よる 擇蟲 基け t とたよ え尤 身を 器军ミ 《に M か圳ミ f 营 1; ご篇に se ム 

では 化よぅと。 

と ミが、 この 括への 蜜は 達な 巧 《で ホつ ち ミトラ’ は 一一 r レンべ； にや' いても、 化に 巧 f 

まて ゐ 5」、 を S 後 某 f 璧」 疑」 て 空 寒* 梢で わ) 霎は 弓 に 約； s . w へ： £ミ もの 
とな ミた る。 ホ ニクな ま 巧つ ち 袋のは 性と じつわて ツ 人け ホつ てを へ 重して を。 白々 の 
華 こ S ザ瞄 客甚し S なければ ミ ご 化は ル*； も* お高 に 引い T 、 ちち 窠& なな 卞る 
としてち をん なめ 化は 器 3 か をれば 何 s むを ごと* た-* わ。 ド； 某 《ると ミは、 この 地な 

ミイ ツ轴军 5 といを S 蚕で ミ い。 CS 招 S 基で* ミ 髮窟？ こ n 援 5お なる 涅 

の拓を がを しめ、 控を阳 S 度に 劇を がで* る； 一 T ナご ドイツ人げ 他 WS ミな 巧の わ 度で 
ドイツに 器ナ るので はな < 、お 完种と ドイツ 巧の ず わる 巧を ろて、 ド； へな W する の ミる。 ホ 

も、 後 K なつる ぞわ 憂を 李 5 左 旨耗ん でた 巧 f ホぅ っ 一；； た投 把は 援史 円を •子* 
一* n 器る U « E 世の- > に 碧して 名い。 人 接 還な 口 •■ね も 结ホぷ の やか* しい 缓 一から 王ツ审 
r f みち」 て ミ Ei 。 . ト イツ 故ち へなければ なら 為さ" イツ 援尝た K 藍 サミとは 裝 
け ミかゥ e ご - T 畫 •曲した 化は； ムパ ごがぶ むに 化ら すして 寅を ふこと 后を を ごとち つれ 

T の 6, 历伙； 设わ つけ ホ'" 『 K イツの 化种 より-も！ J ! 化を 占める W 利を がつ W 巧の 谢 力と 力 田 巧が tt ん k と± 〜ムも 
が のはが ホ しないと 化は い〇 ホ) 

^ 一を# S 香を - vs 寞で窒 他 S - I 畜芝な K . S 了た 提 と」 て爭 をを sg ものを ザ 
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へる ことは 化が 化い。 ナてム バレンは か 何れる 巧 惟を 巧 つても 平 かを 来め ょろ として ゴ》 デス ベルクへ やつて ホ 
わので みる。 が、 ヒザ トラ ー は 巧 ホを も 化む して ゐ るかの かきなが ホつ わ) か 巧 か < なつて は、 チ* ム バレン も 
大巧 ホの ななが お 姐つ て わる ことを チ** コス。 ヴァ 午アに 知らせずに 及く 巧には 巧 わな わつ わ。 巧 U せょ との 
巧 巧が ダラ I グに なられた 〇面 けを 巧され わ チ Z ム バレンが、 むを 薄ぶ ける には 号、 闽 時間 か、 つた。 化の 问 巧は 
懸 にして 怖 巧で ホつ わ。 化は ヒ* トク I の 巧ぶ を 烘化卞 るな パと、 人 K 巧 巧の 巧 典 引な されるべき 地 W をみ す 
地 巧と を 求めた。 をして ヒプ トラー の 巧ぶ はな 九 巧 二十 raH の 巧、 ハ リツァ ザ クス W にょつ で" ン ドン 駐 巧の チ 
* ザ ゴ 公 巧に ホ 巧され ホ 0 

ヒブ トラ I 巧 巧の 潭に 期す る チ* ム バレン 巧 W のが 巧は ホ •佛の を 巧 如しち が •巧冉 田の か 座 ザは ホ 
巧に 巧へ るれ めに 巧 巧を なせられ わ。 ゲス •マスクは w ホされ、 巧み 每が 曲* の 公 M に なられ 巧め ホ。 九月 二十 
お H の 夕ぶ、 ダヴず H、 ボン 本の 二人は たなと しては が 巧" ン ドンに 巧ぶ、 がの 十二け 巧 ダまで ち H の 明 打 ホち 
と 巧 巧を 巧ら しわ。 

» ン ドン 脏 巧の チ* ブ 3 公 巧は 本 W 巧が からの 凹 巧に 則へ わぶ 面に 巧いて、 ブラ I グ ながは 巧 W 巧 おが 巧 
ザの 及 巧で ホる とおつ て、 非常な 巧 巧の： 卜 に：！： 策を 巧な しわので ちる。 巧る に 今や ドイツに ょつてが しい 巧 ホが 
巧ち かされた のはむ ホで 巧で、 この 巧が 宋は巧 巧に « 巧 ホ 可 巧で みると 巧いで ホつ た。 

そもそも 炎 •併 おは、 む 巧な なか 人 お 巧 巧の おおとして か、 いづれ かの 方 化で チ* ザ n おか 田 中の ドイツ人 « 
巧 舌 〇 がは 上 一地な を ドイツに «乂 する ことを みぶ しわので A つた。 而 して か 巧なる 曲 巧？ 5 巧 及びな 民た ホの 中 
巧は チ* づ n のけ 友を をを む W 巧爱 a のモで これを 巧は ぅとい ふので あつ わ-巧る にゴ ー デス ベルクな 巧站 度は 
ドイツの か 巧 ホる 射 W にみ しわ 境み «4 で、 卽 けズプ I チンランドの 毕が のよ 巧を 巧ぶ しわ もので みる。 
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3 议のア * アヴ百* a ，一 


巧-冷ぶには、 巧沒が巧はれゎ^^2、 巧らしい乎で* コ闻はか巧の巧》及び巧プ瓦巧巧めに巧はる«巧の巧阳 
丢 W 度 巧が#!! ナ る) を 巧け る ことを がぶ して ホつ わ。 巧し ゴー ザス ベルクの 巧 後 巧 巧は、 巧 巧に ついて 一す もな 
及し なわつ わ。 

これが ベん ヒナ スガ ー テンで t ブト ラ I から チて ム バレンに 巧へ わがが と、 ゴ ー デス ベルクで 乎 父した な 巧 姐 
ほとの 閒 の、 二つの ホ 巧な か 巧 化で ホつた。 巧 一の 巧な には、 巧. 说は巧 ー チ* ブ n が ホ かしなければ 吾* は 巧 
方に 化ち 巧ない とすつ て、 チて 》 n を 巧し つけて 装 イの巧 策を お 巧 や 0 巧 巧 さかた が、 巧 二の 巧 合には、 巧】 と 
おり 晒 巧が 大きい ので、 ハ リワ 7 ザ クス W は树巧 W のを 加へ ずに、" ン ドンな 巧の チ* ブコな 巧に ドィツの 巧 巧 
通な を W 巧す るに 止め、 巧に 巧 •併は プラ ー グ巧树 に 向つ て、】 劍も か 巧を ならめ やぅ 動吿 しわので あ 0 ホ 0 

八 劇的 不を 

じ ザ トラ— は 巧 嘟の夕 巧、 スポ1 ツ 巧で 巧を がな 满 なをな みる ことにな つて ゐ ホ。 その 巧 併と して 巧ち 巧を 
ヴ スネ チ 了 州の シオへ 迅 はして ムザソ リ—ユ 及び チアノと なな させ ホ 〇 t ブト ラー はィ タリ— からが 時 ザが 的な 
助の お、 むれめ 案は 巧ら れ なかつ ホ けれども、 化が ユュ— レン バル グで巧 巧と 方む を 巧 明し で 了つ てから、 ムザソ 
リーニの巧巧に考へ てゐた中な化巧は巧巧阳巧にれつて占ち 化は巧かのがホ*^<巧けるじとが出來なかつホが、 
M が 忙プレ I キを おける じと に 巧- しわ。 とい ふのは、 化は 巧冉が おが V ランスに 巧が の 巧 助を め おする ことに 
なるとい ム ことを、 ヒブ トラ ー ょりもな くみ かして & わからで わる。 をの 设手 1 H ち 十：：：) チア/化 はか 田 油 U 
打に かぅ いふ ことを おつ々。 お 巧の の泌 •チ* ザ n 巧ず の 巧 合には、 ィタ 91 は® がの® を かるで ホら ろが、 


化！ 


化 化 度 ホの 巧な には、 な 曲が# 巧を々 け わと 化て、 ドイツ 抑に ホ 化する でみ らぅと 0 

さで、 ミトラ ふ K - ホ， ツな 長け る 頭ち なから 堇 捧兹活 良つ 了な ち 技け を 了ね わが、 ロン 
ドン 送が せ 寒く 化つ わ C とは、 基を 巧ん じて & る"， ご卜 "4 .ソ やゲ》 •へ i 巧が、 酱 《化 大巧を ヒ 
ご ラ 1 巧が 军分 器させる で &ら5 かと S おで 芝て、 を 化を 化つ てナ こご ンは ミトラ ふなでて、 
巧へ と» 巧の なおぶ を おる ことに かしわ。 

化は じの 疑に 於ぃで、 ナこ 3 政 かは 巧 •怖 策 ま更寫 をな されぃ けれどち 巧 望が 璧び 器が なお 
される 普 KT テン 奠 &醬」 て 主ツ惡 S 苗 巧ぉ孚 C と C ち どろ」 て もず 畜で至 巧を 巧 

ベ、 『な 地 巧 引 巧し のぶをを 巧ぶ する H の.！ でナ t 》 コス 《 ヴ T ホアの 化ぶ 去 〇 とみを する ことにし わ、 〇 この 
みなには 黄 度 かの 巧畫 をを 化させょ えとに かく、 明卜 となと がを を 巧に する のち 意 化の 一た わ瞄 W 
を寫ナ 宴な S 5 てで ミ。 ど 5 わ 愛提 f i 」 T 、 羣 おけ* 0 やろ K 」 wf わぃ と、 『任 

めて 巧 也に』 巧 巧した。 

この4^を ヒ， トラーに乎渡す化おとして、 ヤ1.ホレス ‘ウィ^ス ンが巧ばれた】 々< ル ス ンは へ ンダース 
ン舊乂 巧を 帝 M しで、 巧 巧 H の 阿巧キ 巧に 巧が な 巧に 巧き、^ 閒 ほど ヒザ トラ I とみ 巧し わ。 ヒザ トラ ー は 

ゴ 1 デ 5 ル 会 透は Q 溝を 賽ナ 5 C とさ 諸で A ると 餐に おつち 碧 イミ ふ 化 ご ナル ご 
ア ブト， n はこ Q 円 Q 午後 セ 時 キに盖 < 取大化 揉を なし わ- 卽ち 、ミトラ ふ 某 一 H 重】* で 巧 わ 

ないで、 水 巧の 午 巧 二 時に 巧 巧の® をかず る ことに ホ，* たとの 巧が である- 

セ 時 かし 巧 ダに、 ヒブ トラ 》 巧 巧は 巧 巧を* とスポ ー ツ なに 巧り & み、 ななの 乂ホ 曲と、 をして 化に 化たない 
を ドイツ 巧 民に げび 巧け た。 


ゴ M 


■この 巧な の 中に け、 いつもょ 9 も ♦•くのを w れや ホゴ巧 おの^^が あつち 巧よ o の w 子に、 巧 明の w 户 がを 
* れミ ちで こ 《瓷は 一つの がに がいて 驾 で* つち ヒご ラ— は 巧 《ザ 巧が むす 化と •ヘキ シュ との 巧 
で C く、 ドイツと 巧-牌； 5 田との 巧で ホる ことを、 は宋 になら ホる やうな 义ゴ を】 つも U にしな わつ ホ。 

チて ムバレ ン巧 机は* 1 •ホレス •ウィル スンから ヒザト う 一 との， 今诚 A 巧け を 巧 化し、 じ プト， 1 のがぶ を 

巧んで これを 内 梢な 醫と巧 巧」 わ 巧、 を ニトた U 某が 一巧 ミン，- ュ ニケを 化して、 ベル a ン窩が 化の 
两紧巧 策を 巧 括す る こも はれから うと いんがな のな 城 柳を 巧 おしれ) 法 巧は 中： コス" ヴ r キマ がむ ぶを® 
It するとい ム 《を。 用 しないけ を も、 これけ 乎 こ n がむ 巧 ドィツに めかした も Q ではな〜 英 •浅 苗に 灼 
かしわ ものである 。ドイツ 巧が がぶ 力に ょら 卞が 巧に とつで 巧 巧の 巧げ を 巧ぶ ずる ことを 呆巧ナ るれ らば、 巧 H 
巧が は 巧つ で チ** コ のめ おを 速 かに 成 巧させる と 化は 化べ わ J 化 〇 もむ さ卡 、お 田は ホ 1 ザ コス W ヴ r キアの 
巧 •供 策 巧 巧を 巧 パし ホ 9 である"- ぶ、 ち 闲ホ巧 巧が 丸 巧 ニト六 H の 夕 巧 巧 巧した 『巧 巧* る 巧 巧 巧」 の 中に 
は、 左の かき 巧 巧れ 一節が なまれて なわり 

『ズ ザー テン 地 巧の 引が におす る ドィツの がぶ は、 巧に 讲 •巧-乎 t ブコ ご一阳 化が にょつて ホぶ されて わるが、 
ー ホ、 W 巧が の ホら ゆる 巧刮 にも拘らず、 ホ I ザ コス。 ヴ y キ 了に 巧して ドイツの々# が 巧 はれるならば、 をの 巧 巧 
a のが 巧と しで、 マ ヴン乂 は チ* プコ の巧朗 にむ かざる をが なくなる にか 巧ない。 而 して 架 田と ロシアは 巧 かに フ 
い ラン rC の 化ぶ をす る じと にむ らう」 と。 

い 九 巧 ニト六 HQ み 神、" 》乂 ヴ王ル ト乂が 巧は、 ヒイ トク I 巧が、 バ キシュ 大化巧 及び 巧 •かの 巧が に 巧て、 
^ ホ 巧の がかの わめの がぶ 化を 断つ わ" 巧 •曲は おちに これに 巧へ て 巧むな ぶが のる をぶ した" ベネ シュ大 W 巧 
^ は •化の 巧が が 二十が 米、 闻 巧が 呼を 巧に や 巧 的を 巧を はつて 解 化する ぶかを 巧 しがつれ じと をな ベ、 口— ズヴ 
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* ル トん化 巧の ホ 巧に が はんとす る sae を お 明し わ。 ヒザ トラ ー の 凹 巧は 一円 なれて 苗され わが、 巧は 萬】 & 
でが 巧るならば、 ベネ シ 1 乂が 巧が を 巧 巧を なム •へきで あると ホ 張し、 『正 なれる がかに 巧す る W 能な は ド イヴ 
のな 巧 地な の 巧が にょつて 究め おされて 石る」 みがんだ。 ホ も ドイツの が邮 には この 親 化のを 冷に 巧いて は】 巧 
も おすと ころは なかつ わ。 米 W 大お 巧の 巧みと M じ 日に、 今一つの 巧 求が 化て おわ。 ム* プリ—- 一は ヴ * P — ナ 
にめ ける が 巧に 巧いて、 裳 •拥 _5 W に 向つ て、 巧 ホの 不可 迸 もれら ね 中に ナ t 》 n を 化 難す ことを 求めた。 

九月 二十 セ 円は ち •かれが にと つてが がれず 巧の H であつ わ。 この 巧 ヒ* トラ— との 巧 二回 目の み 化に 巧い 
て、 サ I •ホレス •ウィル 义ン はを がの お 梓が 巧らない のを おつ わ。 をた 彼は、 •ト イツの 『 itej 開抬が SH の 
午 巧 二 巧から とを つたこと を も 閒 かされ わ。 乎 1 ム バレン わらの 脚 かに 化いて、 サ I •ホレスは、 K イツの チ 王 
ザ コ K W ヴ 7 キアな 巧が、 か 何なる ホ おを 巧 化する かを 明 巧な S 巧を なつて ヒブ トラ— に 巧つ た。 ♦1 •ホレス 
は 巧な した ま、 で、 この 曲ぶ を々】 巧 ゆつ くりとが おした。 これが 非 巧に ヒブ トラ— をなら しわ y ♦— •ホレス 
はが 平の 巧 そを 化て かが 巧 かへ 巧る に瞄 ると ホへ わは どで あつた。 じの 日の 午 巧、 ♦! •ホレスは 巧 巧 巧で ロン 
ドンへ 巧つ ホ。 

MH の 夕方、 •ヘルリン からのな 粗した 悄 かにが しわ チ H ムパ レンは、 ち 田の 公衆に 向クて イマ セー ジ をは 巧し 
わ。 化は 戰爭 にお かを がする 巧击 たちの 巧 やが ホから おで ゐる乎 巧の ことを ぶ •へた。 をれ わら I 巧 <« つた 田で 
げ はれて わるず のために、 哥* が 巧 巧を 巧つ わリ、 W 巧 マスクを 巧け る 巧ぶ をし わ 〇 すると いんのは、 何と 怖ろ 
しい ことで せう、 何ょ 孩げ な、 ウブ の やうれ ことです う」 と 。をれ わら 巧 かは チ王ブ n 巧 おが ゴ J デス ベルクの 
れ巧 油な のま 巧を 巧 括し わのは お 巧 もない が、 巧 H さへ あれば、 何とか 解かのを が あると ぶふと 存つ ホ。 巧に を 
巧を货けで、 化はズザ1テン地ホのが時引巧と.トイツ軍»にょる占巧を巧求してたるヒザ トラ|のおをば1^^|^ 
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壌 w の アキ マ ザロ、， ヴ》ホ 


巧と 巧した 〇 が、 平 みの チャンスが 巧つ てゐる 巧は、 彼は これを 利用 ナる ことに 巧め るで わらう。 をの わめには 
一 ご ホ K イツを 热 即しても よい。 をの 閒 、耶聲 的 は 巧 巧して わても、 W 巧が 巧は なおを がつ てな ひわい 〇 R ホ 
はがず しも おおつ で わる 巧では じい。 『强乂 化 巧 巧に 巧が する 小 田に を ♦がか 何に 多 <の：2 巧を 巧せ ると して 
も、 巧* は 巧に この ル W の わめに のみ 大巧 ホ两 をが を 巧 ザに 巧 & む 巧には 巧 かめ。 吾 ♦が 巧ん とすれば、 をれ よ 
9 ももつ と 乂 をな 阿 屈の わめで なければ むらめ。 おは 魂の 底 生で もや おの 人閒 であつ て、 田み 閒 のな がか W 爭は 
化に とつて は； つのが：： 巧拘 である 。しわし、 ぶる W 巧が をのを 力の 巧 « によつ でか 巧を ま E すべく が、 むしれと み 
つたね らば、 私け これに 巧な せわ ばれらない も與 へる。 かくの かを 丈 巧の 下に ホつ ては、 自由を U ずる H はに と 
つで、 人 ホは 尘巧 巧の ない もので あらう』 と。 

二十 お 円 お W 拓 なへ 勘 円かが 下つ で、 水 地の 胡のを 巧に が 巧され わ。 巧 ど W 巧对 に、 サ ー •ホレス •々ィ ルス 
ンが中 1 ム バレンな かの 巧 後の がへ に 巧す るヒザ トラー がが の 巧 巧の 本义 をげ がに 巧 化しれ。 

一ぶ ブラン ス では、 な ホが 巧 づきつ、 ホる 怖ろ しいなが をが める やうむ お衍で 巧め てわた 〇ヒ ，トラ I は マイ 
ン •カンプの や忆 『ドイツ 田は のす 惧か大 の 化は 巧 巧 も 巧 来もブ クン スで ホる』 とがい わので ある わら、 ブラン 
K 人は 彼のち 集を お 谊に巧 人れ よろ として わ わ。 をして ザく も 化の 巧 引に よつ てがらされ、 t の 巧 义山卜 ：の生 巧 
に比べ わら、 巧で にも 巧ら わがい とじろ がみる かも 知れない とさへ 就く 巧が* つ ホ。 

がるに フランスの 巧閒 巧は、 フランス 两 にのを しわ 冷が とはが 招 巧つ たお 化と け おが おのが 態に ホつ わ。 九月 
二十 六日の コン ミュ ニヶの 巧 合に さう で ホつ わ やうに、々 化 も 政み が 化 人が とかが からの 巧 迫が、 多くの が M 巧 
をが つで、 巧 姐の ホ 巧に 巧し 巧 巧な S を 下して ゐる化 おが 化え た。 


247 



九 ミ- ン ヘン 協ぶ 

ち W 巧みは 丸 巧 二十 八 円に 開み して、 チ* ム バレン 巧が の U から、 ズザ I テン 叫粧 のがが をが いわ。 ♦! •ホ 
レス •ゥ < ル スンが がが ベルけ ン から 巧し M つた 例 のれ：^ にな 戊し、 巧が は-一、 化を W ん だげ に 『な 化の 不 かや « 
巧を がが ぶに 一段と 将团 をが 小して、 節ぶ にょつ てが 巧で をない ことは ない と 化 はれるな 4 で おわ」 といつ ホ： 
たは さろ いふ みかから、 をの 巧 今一が ヒザ トラ— 巧が へけ'^ を おらないで はたられ なかつ た。 この パが に 於いて、 
化は ヒブ トラ I とが - H みみ、 乎- ブ n 巧が 巧裝 おと、 ヒ W トラ— が ホ 巧れ らば、 » •がの K ぶ ボをも かへ て、 閒 
趙を協 巧し i ろでは ないかを し 人れ ためで 至た" がは かが がをおけ て、 . M みは これと 問 時に 勺ッ "1 二 
も 巧 おを おつて、 じのは ぶを 閒く ことに M ぶす る やろ トラ— 巧が へがめ て くれと 化 巧して わいた といつ ホ。 
それから 乎* ム バレン 巧が は、 ヒ W トラ I がサー •ホレス •々< ル スンに むつて この H の 午 巧 二 巧に 巧れ を閒 

始す るを ち： したと いん 塞を 2 した こを して 一 墨を がけて、 ぶ， での 巧"， マから 巧 わ 巧 報を 巧 じちを 
れ にょる* な獨ィ タリ ー 大 化が リザ ベント" ザゾに みつて、 ム づソリ I 二が やかの 解か 乎投を ザへ るから 二十 四 
を 脚 打を おなして くれと どぅ セと ころ、 ヒザ トラー は 巧 かに M ぶし わので ホつ た W チ* ム バレン*^ これを ート 
なに 報が ナ ると 说 席から 拍手 巧 巧が 巧つ ホ。 

『タィム この 臺を 化り るち 整で r がが な。 始めた jt * ち 六々 がに、 ハ リマ こ クス 巧 が 妄巧掛 が 
で 何 か 營を賣 て わる S が 化ち た 《でみ つ ホ。 化は ないで 化て 行つ ち阳 t なく 一 技 《巧が 技 瓷惠 のサ— 
•ジ 3 ン •♦ィ モンに 被され てた わ。 が、 一寸の 邮 ♦ィ モンは な 巧 中の 巧が の 巧を を 化す ことが 化 ホな かつた。 


2 巧 


サイモンは がな Q を 明れ わ G を 化て、 くだん 0 巧 片をか にがら 廿わ 。下院は をが-でれ を 化つ て 巧ん ミ 
る 製 覆に 婆」 てる わ】 をれ か吝 がは なに U を閒 いて、 ヒご ラ-が 翼，、 こごへ ホる やろ に、 化と 
ム》 ソミ ニと ダラず H をが いれこと を 報を しわ。 『を S 化が 何で ぉる かは 中 h - げ るを でも 去 P ま ザと とが 
は附 かへ ち 

下院は 》 巧し わ" ロンドン はもぅ 巧く はぶ 巧を 巧け むいで たられる 。巧 和の 巧 巧で、 下院は 十月 一三 日の 巧 巧 4 
でか かとな 0 わ。 

ム J 。-, 一が ヒごク -に奶 たし VJ - 叫 民が； ぶが 牌 池 さむる にち つたのは、" 1 ズヴ こ卜 みが 巧の 
化つ わ 獲が 一巧を 勒め たと 殺る おが ぉる-九 巧； ちに y シン トンは かは ドイッ S かを ぶの 巧に ぞ ホの 
で、" I ズヴ王 ルト大 なぶから ヒブ トゥ ー 热 がに 巧ぶ をが して、 ザ かか 巧で かを ホす る 巧な はを < ベネ シ* に 巧 
るとの じ* トラ ー の ホ 巧を なし、 I ■巧が はれち 明られ たるに みらず、 巧 _卜 がかを 下せば、 これを なける t とを 巧 
べし」 といつ たぃ 

" 1 ズヴ H ルト ホが 祸は 夕 刘ム》 プリ， 二 化に もぶ 煤を むつれ-を のか 巧 も 巧が も 巧 粟され マたない が 
パ 之が いろいろの 化 来？*^ と - r 化： 一: むで ホつ わ ことは なぶ おる ことで ホる" 

パ 帖巧 にょると、 U 1 V ヴ t ルト のム》 ゾリ 1-1 化か ぷ は、 UI マの ホ树 大巧 おの 一ぶ 記 巧に ょつて 九 巧 二十 八 
け 円の 切、 ホな を イタ？ を 巧へ 俾述 をち-でして 史受 送は、， での H の 午後 ご— レンスから 口、 こ 
け 巧つ た：' f ス 荐大巧 ミつ で 巧 はれた。 を大 養のを とち W 巧が からの 驾 かの 油。 ち どち を 
が 雀ム ご，— 二 指い わか、 從 つで 巧 巧と 塞を か 培 思て るべ S かの 則 斑は、 をに 巧かなければ ならな 
^ い。 とにかく 二十な にけ； マから：" こ 二囘ち 漂の 呼出しが ミ わご， での 蓬、 ミトラ ふ丟 
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g を おのし、 か M の 111 巧 巧を ミュンヘンへ 巧い わので ある。 • 

ミ* ン ヘンみ 巧は 丸 巧 二十 九 H に 巧 •巧 •巧 •がの 阿ち 如の 脚に 關 かれ わが、 みなは をの H 一 H の 巧に な 解に 
巧嗦 しわ" をのが 件は がが しくぶ •へる をん なく、 ゴー ザス バルクに がける ドイツが の 巧 求が を 巧を の 儘 ホな せら 
れ わので あるが、 な 巧の 巧 W にち ウ て、 ドイツは ズ デー チンの 占 巧を 十月 1 H 中に 巧 ふ 巧は D に、 化な 巧に 巧み 
十月 十 H * で. K ： 化する ことにな ホし わ。 をして ポ I ランドと ハン ガリ I の 巧 求 じ 巧いて は、 をの 巧 九十 日 閒にブ 
ブ I グ めがみ 喊な W とのむ おお 巧に 化つ て « める ことに かを しわ" をの 巧、 巧 •佛 かがは ホ* ブ コス a ヴ r キ了 
のが W 巧を 巧 wttw してが 巧 する ことを 巧 おし わが、 巧 •が 衍はポ I ラン K と ハン ガリー の 巧 ホが なをされ る* 
では これを 巧 巧す る 取 P でれ いとを へた。. 

ミュンヘン はぶは ドイツと イ タリ ー のが 阳 では、 麻 W 巧 巧 政治み の 巧が であ 5、 f の 大譜れ 巧 巧の 正 巧なる 
を 巧 明ナる ものと して 巧 姑され わ】 が、 ミュンヘン、 ベルリン ぶび UI マ じ 巧け る お 巧の デ モンス トレ I シ 3 
ン 、をれ わら 巧 巧 かへの 巧 東の 化 巧は、 巧臺巧 閒の巧 巧から おはれた 一む 公衆のを 巧の 巧を 示す 最 巧の も 
がで A つ ホ 0 W ン ドンと パリでは 木が のか 巧な 巧め 巧 式 か 巧が ミュンヘンからの ホ 巧れ ュュ — K を 入れで が » し 
ホが、 巧ほの疆 にはホる程化の巧刺が：3义つで、 をのか巧くれつで.^>^の閒には、 巧|6^||と巧*を度なしれ 
ければ なられい とい ふ 巧が 聞かれ わぃ パリに 巧け る】 おのを 巧の ホは、 タイ ムス 通い！* のす 巧を 巧り ると、 W 巧 
r 度 巧 なみ子』 をを まなか ク ホ。 

九 巧 二十 九 R (み ■一の 期、 ミュンヘンを まるに なんで、 チで ムバレ ン 巧は ヒザ トラ I 巧 巧と 巧 巧を 巧げ た。 化 
巧は 則れる がに 仍の英 •獨ホ かなす に 巧 ホし わ。 をの 一節た 在の かを ホな で ホる" 

『奇 * は •か W の閒に 他の か 何なる 削 姐を 虫 巧す るに 巧つても ななの ぶ 巧を 採が する 巧む であり、々 巧 も、 不か 
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g 供 内 T 今 7 ヴ** * =» ブ ： fc チ 


のの 巧を がを、 かくしで お 洗の 平 か 巧 巧に 巧 « する 巧 力を 巧け るかむ である OJ 

平和な 巧を 巧 装して 巧" ン ドンに 巧つ わ チ* ム バレンは を ホの 巧 巧の！ を まけ、 な i 后* 巧： 卜 とがに パ* 
キン ポム 巧の ぶが 巧* わる バルコニ I へ ホみ 化て 巧 巧の «巧 にがへ わ。 セが 巧で なから お化して、 化は グゥ-ー ン 
グ おのれ 邸に ボ り、 巧で か 巧 中げ つてた わ 人* に换 巧を 化べ わ。 『巧* の おちに 於いて、 ドィツから ダ々 ニン 
グ 巧へ ホ 春 ホる 平 かが 巧つ てが かのは、 之が 二が H である。 化は これが を* のけ 巧め わめの 平 かがめで あると が 
ずるむ J と 化は なつ わ。 ご ル， y み no ザス レ 9— を* して— な)。 巧 ホの 中の M 人 巧は 巧 ど ザ 巧が 巧で ホ 0 わ。) お 巧 
が パ いわやろ に、 裝イ はおらく ミュンヘン & 化のを 巧を » んでゐ なかつ ホで あらぅ が、 装：？ •はちれ が やかを が 巧 
する C とを 巧つ で わ わ。 が ホは が 放す る 前に： す こを： ぞ ち Ki こ t ' fv - •のがを 巧ク わ" ホ自が 巧から 巧 
化が ホれ 込んだ。 

パリにも一なおホのお巧と巧なと^^の满のが现れわ。 ミュ ンへンから»つわダラデエ巧がはを* 『ダラザ玉 
巧 化！.！ 『すか 巧な！」 の R なをが びせられ わ。 をの かの 脚 巧で、 ルブラン 乂が 巧は 化の 巧 曲む と 巧巧忙 巧して 
ぶ W のな を おしれり 、パリ •ブヴ ル」 巧は をのれ が 『やかなる かな、 かかなる かな」 を 巧げ ホ。 フラン 义 の】 洗 
なお 扣 がの 中で、 ミ 1 ン ヘン 晚 ぶを】 乂 むる 苗が」 み 巧んだ のは ペル ナナ ザ クス だけで あつ ホ y ム》 プリー ニの 
巧 W して 巧け たお 迎け 『巧が の」 であつ わ。 阳巧 のがな で、 ちのりは 一年が にがが ヒィ トラー 巧 脚から M つた 站 
をの 円で 击つ わが、 今ぶ S 化の 巧のは がょ 〇 も 一段と 人み を げん だ。 

ゾラ 》 ダ だけは 圳で おつ わ" を こで け、 ミュンヘン なぶへの K 化は ほ 折な 巧 巧で ホつ ホ。 がいたり おつたり 卞 
るな 力が たせ、 巧 M を 巧 ホる 力 さへ もれ かつ わ。 ナ t W n の 巧 おがは ミュンヘン A 巧で 巧な の 巧々 をな 巧され わ 
のだつわ" |の！14^をかお卞る巧ぶ巧のィンキが巧くと、 が田の巧おホが！ を巧ぴ乂れで、 巧丰一なを^^ 


の 1 


でだしち 巧 巧 チ： n 公 巧は 一智ぶ •へたと いつわが、 ぶ ホんだ 為から がか 化 巧を 巧いたら が"^ からろ 
とい はれち グ T ダでは、，、 ここ 烤を 巧爭ミ 《に 堤 ミ"； な 《巧 《强 けた 〇は、 ドイツ 
Q 巧 巧へ 在で わつ た-化け ニト なの 巧と 巧ずに 巧 叩.' た' め 对作受 巧が チ こ バレンからの イザて ジを 
午 t でに ホエ ザ。 S M 巧を 巧たい とい-ー イザ 七— ジ) をクリ リタに'^ 巧した' ドイツが なは 巧 H 化れ を 始める ことにな 
つてる わの だから、 これは 不化 巧では ない J チで》 コ ながは、 かやうな が おが 巧お閒 巧を^*^ する のに 巧 閒の餘 

巧を 巧へ をない S はを ミる とい ミ 凄 お】 が、 巧 居ち 4 与 送む ことゎ 出 おず、 『馨を 化へ 
なわつ わ 化 巧に す 利な 室.！！ にな ふ ミ ほか 化累 なかつ わ" 午後 誇に この 大巧 村のを 巧が チ こ コの奚 に 
巧ら され わ-をして シロ ヴ f 巧 W は ラず ホのは ななな で、 『これは むの 化郎に 於け るれ も 阳» な*®^ で ホる'* 化 
は 人 かを おひ S を かふた めに じの ホ おを 巧 用した ち A る。！* 越な 巧ぶ が-を* を强閒 して これ 美 巧 させた ので 
みる」 とぶ ベ ホり 

この 關 、ズー ア1 ナミ ンド からは、 恐怖に 管れ わ ナ：ク 人、 ユダヤ人、 ドイツな み 室 香、， での 装* 
の巧ナ 干 K 分 艺化扣 が 始± つた。 基に 化と さを 水むべき かさ 5 へる か裕 をく、 投巧〇 器が どうで ホ 
らうと も、 巧 巧の 巧 一にな すべを じとは 巧げ る じと で ホつ わ。 キ t ， コの V 巧な とな おが 引 巧げ ると、 ヘン ライ 
ンな 至ナ； が ミ K 巧 管！ 始 《わ。 《ン ラインは こ 苦 W か亿巧 ど いた 《ち 化さ 一十を 0 はを 巧 
祗 で、 巧 敵は 夕 かれく をはへ 巧。 込む と 昔 つれの ご ぁる。 十 巧 一円の 午 巧 二 時に、 ドイツ 平な は A 巧 地 巧へ 塞 
を 開が した 0 
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|0 ボヘミアへの 進が 

ミュンヘン 從 ぶが 巧 化して わら 巧 H にしで、 ドイツの が濟 WV ル ダ ー •マン クは ダニ ュ I ヴか巧 及び バルカン 
が 曲を が 遊して ゐ ホ。 化は アン カブ、 ブ マィヤ 及び ペル グクー ドの お 巧から ベルリンに W 0 て、 十月 十 セ H にユ 
1ゴースラヴ< ヤ、 ブルガ—ヤ进びトル コ のために 『巧乂な巧ホ巧化し^:巧」 を巧つてたるとかおしわ。 これら 
の 巧* にが 5 ては 『大劝 巧の 逍巧 巧边 とぶ； U ぶ 巧の 巧な」 が 巧は わ、 & つ ド イブの 激进 义ぴお 化が 巧 や、 ドイツ 
の巧试エホ巧び化巧エ巧の巧巧のわめに、 門戶を閒め卞ることとなつわ〇 を^とが巧にお巧巧洲及び小了ジアは 
ドイツの 雨 巧す る ものを 巧 ど ホく 持つ て わると がは いつわ。 K イツは 巧 わに 卜ん n に 一 化 K で 巧 マルクの 进巧ク 
レず》 卜を 明へ、 十月 十八 H には ボー ぅン ドへ 約々 f 巧 マルクの ク レず ザトを 巧へ わ。 史に个 巧 二十 冗 日には、 
化の ペル グ ラ— ドな の お 巧が、 巧 巧 •ユ站 がが めと むつた。 これは を 化 入の 巧が を 科 〇、 マルクと ずナ— ルと 
の 比が を 巧 化させる 徑 なで 巧ち」 れ たもので ホる。 

バルカン 地ぶ にがけ る ド f ツ のが 巧が 巧の が 向は 明かに がれて がわが、 ホぶ ム バレンは プンク W 击の中 » 及び 
お 巧 巧に がける 粧 巧が 巧け ぶを 巧 巧の ことと して 媒め わ-ドイツは 地 巧の 巧 かに tow 地方に » 越の 化な をよ む 
る もの 妾， へれければ ならむ いと、 化は 十一 巧 W のが 就に も 述べた にもら 卡 、"ン •トン 《巧で がには、 このぶ 

晒に がけ ミ イツ 篇钢が 替す費 抱 ふが 5 た W .1 資當ん はがた 巧 堤、- VSiS を 養す る 

のに 何十 巧ツ ランを 巧し ホ ことを 化 ひ、 これらの 小 W が 巧 化の 化 おの、 が ホの がか •を 拭ける のがぶな であると が 
慨 しわ。 まわ 装 ザは マ ランスの 巧み 巧び 义 化の わめに これらの 供* で 巧した 巧乂 のな 傅 巧の ことを もな* しく 化 


の:； 



つ ホ。 

チ* ムパ レン 巧が のが！！！ はぶの 巧 巧 か 何に ついて、 を W の舆 A は 二つに 巧れ わが、 ヒザ トブ— 巧統が ■トイ ツ巧 
閒の巧 •むな 巧 巧を W て、 チ- ムパ レンの 化げ ザたち のをが を ば 巧 乎な 巧 人と げかめ ホ 巧には、 お M の 巧 » はぶく 
これを ホ 快に 化 0 ホ。 をのが 巧ち •巧 W は 閒に 巧し いか 聞 巧が がまつ わ。 

卞 るち々 巧は 巧 天 のぶおの かくに ユダヤ人 迫を 法 巧が ドイツを 田に 巧つ わ。 これは ■ト イツの】 ホ 巧な が 十 t 
巧の ユダヤ ホ ザの モで バリで 巧 巧され ホ t とに 起 巧して、 これに 巧卞る 巧な のなかで ホつ わが、 ユダヤ人 あ ザの 
权巧 はち •ホに 巧いて 巧も& 巧で みつ ホ。 チ t ムパ レン ザ 相は ドイツの わめに 『み 財を 奪 はれ、 おを 沮巧 はれ、 
お—を巧ぐ巧巧さへなか」 Af の ユグヤ乂のホめにか巧^^をの寞を巧のしわ- ドイツ巧がは嘗てぺ未シ* 乂な 
巧を 巧んだ やろ な 思 ホを むつて チ 1 ム バレンを 货 つわり 

じの 閒 、ホ 供が# の冉 W でも、 ライン 州の 南访 でも、 巧？^ は 一 かお ホを かけられた。 ドイツの 巧な 田 巧に® 
いて わる お 十 巧の 巧 化ぶ はがしい 防 巧て がに 化しく おが 中 だと 巧 道され わし、 ドイツ お 巧の 巧坦 巧では、 チ*》 
n の 『マジ ゾ— 供』 に 巧して 巧 巧の 巧 力を が 巧す る 巧 かを 把へ ホ〇イ タリ I は 一九 一一 •九 年 セ 乃 一日から 巧 4 るが 
巧 年 巧に 巧 十 お® おで K 巧ぶ リブの $ がかる のを ホ 知しながら、 一丸 ご lA が おに 比しめ 二十 おぶ B ラ も 多くの 
•器 巧を か 上し ホ。 4 わ， フランス のが まもが お 化よりは 巧 化し わ) 巧 曲では がな 巧が 十一月 十 H にを 巧 
《巧な 巧を 巧 衣し わが、 をれ によると 四月 1 H からか まるが 巧に 巧いて、 M 巧の 巧な はと ぷ がぶ w 度す る ことに 
なつ わ-而も じれは ザな はかの 防 供 または 巧を 巧 巧の わめに 巧す るを 巧を を 4 化い ので ホる。 

十】 巧に 入る と、 巧 •说巧 W が ミュンヘンで IS 巧され わ夕 •巧 ザ 巧な 首に® わぶ 巧 巧 巧を おばぅ として わると 
いムか 迸が 任は つた。 すると 十一月 S 十日に、 地中 おの 併 W 巧 ± を 巧 巧し よぅとい ム乂 SW 8 が 巧巧イ タリ— に 巧 
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つた。 一巧の W もム ，ブ 9 —ユ のか 可な くして は 巧 かれいと いふ イタ a— の 巧 ♦で、 路 らしぐ も 巧な がな ぶしで 
チュニス、 n ル シヵ' ニ ー ス 、十 ヴ*ィ のがを かぶを ば おか W 化て なけに 拍 f 巧 巧した 〇 ♦下/ホ 稱の乂 、巧 度 
チア/ 琳审火 巧 もこの デ モンス トレ ー シ 3 ン にか はつわ。 ナ 7 ノか かは 巧 凌に なつて や 巧と してを わ。 ムザ V 9 
—ユ 巧が は 『巧を くひし ばり、 W 時を W にがんで」 、前方を 巧 巧しながら 化つ てみ わと ホぶ が 供 巧した。 巧 H 、 
チ了ゾ 化の 巧 脚 巧 『ず 王ゾ T •テ レグぅー ブ す」 巧は かがを W つて、 これは ミュンヘン B ぶの な 神と 巧 則に 化る 
でみ ると 巧べ わ。 

ズデ I チンの 巧みが がつて ダン チザヒ 及び ィー メルは ナチ 乂の a おの 中で 巧に おし 巧 9、 がみ がられる ばか 9 
になつて ゐ る。 M じモ栖 にがけ るより 乂规 巧な なの 巧な が、 ゥ グライナ 人の 闲 巧に M 巧ず る ドイツが 閒の A な 
啡 によつ て 化 化 でられて 方る ではむ いわ、 と世附 はす 巧を 化 じた。 

一丸； I: 八 ザ 扶の 出来が の 中には、 巧に お •巧 0 削 保を 巧义 ナるぞ にもつて、 的る 巧 解に 巧し む ものが ホる。 英 
防が 沿 巧を ながら イ タリー と 化 中が の现 化が がの ための 巧 化を おんでから 化か 二巧閒 巧に、 地中 かの 讲田巧 もを 
巧 巧し よぅとす る gfg が イタけ] の 巧みで 閒 がされた 〇マ 7 シスト 巧 かは これを 巧を しわけれ ども、 巧 閒 巧 上で 
はこの がが けられ わ ー チ X ム バレンは イ タリ I 化が のむ 巧し を 巧 がれて、 ムザ プリ I 二な 扣と 塞の ホめ 一 
巧に"— マを 巧 削 する 巧を 十二 巧 にがおした 3 すると 十二月 六 R に、 ボン ネはバ 9 で リブ ベント ロ* グを引 
化し、 WW ホ 扣は俩 巧な かがな 約に 巧 ホし ホ」 

一九 一二 九 ホが 明けて、 w が W ぶは ヒザ トタ I 巧が と ムザッ リ—二 巧 柏の ながの 下に、 巧 巧 欧洲 規秩げ の 巧 巧に 
一 化 巧ぶ の ホ 巧を 坊 けた。 ナチ K •ドイツは ミュンヘンの 大巧が の 後を 巧け て、 人の 巧 巧と エホぶ W とを 巧 し 
た 巧り でな く、 巧 おがに おつ わが 化、 神 巧"— マ 巧 W 巧 巧の 線に 巧ろ てミブ テル •ホイ n ブパ审 》々 w - 巧技の 
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巧みを 化 へんと する 方向に 巧 つれ レ 

ミ マル ブが 江て まわ かく 「ホへ ミ； ミ 苦 器ち 人を る 一ち 裹 が、 ナチ：； ッ含臺 

となつ ち 化に ズ デ— テンの 案 深を 吏たち’ ドイッは 于； コス"..； 中 了の 望を、 そして* た 

をの 巧 化を もぶ がしぅる 地 化に 化つ わ。 • 

ボ I ランドは —i る； セ ili た.'、 rv 力，- は ス"ヴ；； 化 i たら、 

この 留％ ベル， ミ累を n ミこち を ホは a かつち そ S に ル— 二； C たを 爭 —とを 
脚 i とれられ わ。 わ<し て ミこ E お i 抗 苗 菜 i 器が ii 巧に—* で ナホ 

スの 妥留皆 T をつ 己ム をで ちわが、 援案 •巧 送 疑、 tsje 萬 這 置を K 赛し 

ても袭 & 持 込む》 这政聖 に 依つ て 蓋を てを かつ わ。 

て マが 累 にご。 ミ 掉んだ こち、， •ごこ S お S 一 爱で玄 わ ' イミふ哲エ王ビ了を 
モち L 、 ホに ドイッの 協クみ 5 .ヘインに なな 漫〇 をはる ミに 朵 かしてた わ。 ス ベインを 巧に 引 人 
じる ことは、"- マ當器 i ホ英 ミれ て 占わが、 一菲八 乎 一巧に" i 蓋ち ミ ニス、' ナ 
プゥ チ、 コこス をして T スと ヤゲ* イ！一 と 叫んだ ことは、 我に 己-ニン S し寞 イミ-お 法の 

でぁつ ちを 亿 巧」 VM こを 夕； 5、 十 一片 十 肾を院 で盡」 て；； 5 そ 0 巧 上の 

寸—も a 季懲薑 」ミ ー己？ を t 、 v ，； sf 受を 窜」— 典へ たじと 

i ミす ミちち 擊 が* でドイ S 冀ち夕 法ぞ ミを わ チ こコ 、ユ- て？ 弓ア ，ん 
'マ， ミ そ」 て f ランド* でが、 おで ラ.； を 巧 忌い 化 描に S わ。 さ ミ 5 冀ち阳 S 印 さ 
た賀巧 装め S 男は こ ハ， で 至 p ろ もな ちれる ま*^ い 覆 sf じつで たた 
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如 やぅれ が 巧が っ ランスに かつで 巧 乂 なな 巧で ホる ことは 村人の 化に も 巧む である 〇ド イツに 巧ず る 巧を をが 
一と ナる フランスが、 小な 巧拍を 巧つ われめに、 ドイツ 巧 力の サイン 巧 中を が 接に しわ 巧り で じく、 スペイン 田 
巧を ぶかに する こと さへ 巧 ホ じい ザ您 にな 抽 して、 •化に イタ 9 1 を かへ わ吉 正が の 田 巧 か 巧を をめ るが 虫に ぬら 

た。 - 

ブラン K 0 が iJ に g を もつ て 巧 助を 巧へ-っる 坦 はイギ ，こ S で ホ 5。 か 巧 去 巧 ミ 曲がに みら で巧乂 
な K イツ ホ々 の 巧 巧に 巧して ぶ 田は‘！： S のに プ ランスの 现巧 とれらざる をがない 〇 をれ が 地 巧の、 政 ホのに 化で 
お 一巧み のか 巧が である。 

ミュンヘン か 巧 巧げ までの ナ t ム バレンの ホ 巧の 巧ぶ け、 ドイツの 巧 巧を プ巧 巧の ぶかに 巧は ホる ことで わウ 
わ。 化は 英 田と が 巧れ ない 二人の 成ぶ 巧 巧ぶ がグユ ューヴ 河から 化 おじ 巧る 地 巧に めいて 置に むこと をぶ 助 
とした。 をして ドイツが お 逆 出に# なする 問は、 ブイン 淋巧に 小が をが つ ことが かがる となして、 をの 巧 捕 
ホ 巧 さへ も 助 巧し で來 わので ある。 

ミュンヘンみ 巧 後の 两» は、 巧 ■な*^ のかを みに 诉ゥ でめいて たた。 卽ち ドイツは 化 巧 田の 镇大に 曲 化と じ 
つで かき、 イタ V — は プぅン コ かがを ぷ附 ける 巧ら ツ ランスの W 氏 地に 巧 おし、 マ ランスは 巧-がの む W 巧の 巧 
にがつて 曲 内は か 化つ 人は 巧 巧の 隨 巧に 梢み、 ホ 用は な批に ドイツ おおのを を 化 おになら しめる じと に 巧な して 
われ】 

一丸 一一 一丸が】 巧 巧 頭、 K イツを 供 大巧 ゲブ ベルスは をの 化な 说な にがいて 、ドイツの 化が みる】 がをお 化し、 
『何がも巧巧であると巧：：^卞るドイツ化族のお朴な、 巧巧化お巧」 が、 じの巧かしを巧巧の瞄因であつわと巧べ 
た 0 
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れ i る閒 にイぺ リア ザな の は 次 巧に フブン コザに 巧 利に：®^ し、 マド リザ ド 巧は カタ ロ ニアの】 巧に ぶな 
々られ て、 巧 化の は 巧 I 峭 - u になつ わ。 ダラ ザ H 巧 相は イタ V — に 巧 おする 意 かを はつて、 コルシカと チュ 
ニスを 逃 規卞る 巧に 巧 ホ けれども、 ち ■神と もに 曰ン K ン不モ 巧を 円# のかを にがられて、 バロ セ" ナ にを 巧 も 
を 巧 も おり 併な かか 巧に おつ ホから、 一巧 巧 巧" I マ忆 聞かる ベを ム バレン— ムザブ リ—ユ のか 誤に がいで 
も、 イタ9»奶が«かにあがれ化ねに化つことは»化されるとじろで击クホ0 

イザ 9ス のを ホ 家は これらの 株 勢を 化が にして、 イタ y 1 と 日本に 巧して みに V 货 巧を 媒 ナる夕 巧に »换 さ 
せる 工作を 巧ん が驳を おめ て 居た。 化しを の 工作が ホして がみれ 仕 ザで なかつ たこと も# けで ホる 〇 イタ— 1 は 
プ 巧と ザぅても 特に 面大れ ほおを がは れいと 巧に、 化つ てがると C ろは バルカンの】 巧に 巧 ダない。 これ 亿 巧し 
て イタ 91 が 巧 •併と n ふみをには、 をの 得る 化 泣は 巧乂 であるが、 これにげ ふ 化 おも ホ « りなるべからざる も 
のが ホる 0 

一月 二十 二日、 ムブブ 91 二は 『巧 巧の 巧は を 巧と いふべ くが 〇 に 巧が である J といつ わ。 巧な にかす る 度ず 
のせな は詞 ♦に 迫つ てゐ ると 化ぇ た〇そ のことは ホ H 新聞の 巧报 打シュ I マンが ホ ホの 巧が と 巧に W 巧の 音は 巧 
< なり、 チ 王ム バレンは 巧び 化の か平提 巧を なすで ホら ぅが、 U ホで か W に 巧れ なすち をが ぶに ホょ、 巧 一! を 巧 
ふ ものは マ ランスで みると 巧し ホ ことに 巧 つても 田の 义 巧は 巧な する ことが 化 おた。 

一九 一一! 九 年】 巧 十 曰、 チ！. ム バレンは 外相 ハ リマ 7 サクス 巧を 件つ て" 》 マを 巧 わた y この 巧 巧に 巧して 巧 田 
側の 巧む しわ じとは、 フランスのを 巧に 巧いで 巧 平を を國 しれいと いん おで わり、 一丸 一四 ザと M じく イザ 9 ス 
に巧巧卞ぺをでホるとザへ て方ホ。 をこでお«巧柄が"1マ へ のを中、 バリでダラず 
エと ♦兒 しわ おにめ jg ； しわ じとは、 (一】 フ クン K の夕と fe イタ リ I にな 巧ナる じと に 聞 巧へ れいこと、 ごこ 


里诏 
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巧 ■ザの 巧 力が K •ヘインに 巧® する おり、 フランコす 広 お 巧 曲 « ホる ホな を 巧へ 化い もい ふが であつ ホ。 

巧«か治ぶのローマ巧刚にホ化0て、 ドイツの巧邮はか何にイザリスがが中おのや巧を'*^しても、 イタ91 
の-典 ホが ホな されない 应 9 をれ はす 可 巧で あると W 巧し ホ车プ 。マ*'， シ* が，*， シ* •。レス < yf 》 サ紙 >。 口 
—マ ♦巧に 巧いて、 巧-がの 巧 おな はが あな 巧 巧の 一一に 巧 氣の曲 抑を 巧ク ホが、 イタ 9 — のな 求は 所を イザ リス 
側の み 巧し ぅるお 巧の もの でれ わつ ホ。 一巧 二十日の マン チェ スタ I •ポ— ず 7 ンが 巧し ホ かく 『チ* ムパ レン 
はイタリーの巧が巧と貪化しホ紀巧、 をの巧く巧むについて 1 巧好巧な巧**を巧つて»クホ，| に巧ダなかクわの 
で ホる 0 

-1 夕の がの 鎮 

一九 一二 九 年】 巧 二十 二 R 、 ナ 1 ブ ゴス ロヴ r キアの か 巧 大臣 シュヴ r ル n 々スキー はべ ル, ンに度 巧し で 9 イ 
ペン トロ ブプか 巧に 面 分した。 をの 巧に がける « ホ巧满 の 巧 巧は、 チ Z ブ n 内 as 巧に ft 巧し ホ シュヴ 7 ル コウ 
スキ ー の 度 巧に 巧 おされで わる。 巧 巧は ホの 巧り 巧 3>。 

9 ザ ベント； ブホ扣 の 巧 巧に 巧 化し ホ ことち 巧を 巧が に 两» はお 曲と 巧 •か 供 軸との 力の かわ 合 ひが 巧 化 
して、 チ王ブ n の 化 化が ドイツに 巧して 巧くなる とい ふ &忙プ ラー グ巧 巧が f ： j 5 して わると すれば、 をれ は* 洲 
悄 みのが 巧を 巧つ て 居る。 チ* ブ 3 の 田 巧 をれ かす わき 巧を 抱く じとは 無用で ある。 现に ハン ダリー もボ I ラン 
ド も K イツを 巧 ホのに まが ナ るが ホを 巧へ てゐ る。 主れ プ ランスは 近く チュニス とず ブウチ KM する イタ — — の 
巧 ザを 夕 なする ことが なく、 ち « も チ* ム バレンが 枝 巧の サ巧 である 瞄り > ネ忙 巧へ る ことは ない。 


シ-ヴ r ルゴ ウス キ》 の報吿 にょれば 、ドイツ かがは、 ナ王ザ 3 がを < ドイツの 巧 力の 下にが がする もので あ 
るに 衔らサ 、ドイツの 汁 畫をサ ボタ I ジュ する かを なみは 巧 巧で みるとの 巧を を即を づけょぅと しわ." 

みに リザ ベント" ブプ かがは Ag 的閒 巧を か 上げて プラ 》 グれ がに 巧 ホし わが、 をの 巧 曰は ホの わを もので あ 
つた。 

】 、ユダヤ人 — K イブは】 ヶ年 r { 巧に ユダヤ人を 迫 度す るかむ でみ り、 中 » か WK をのが ホを 巧さない。 ナ 
*ブ n な 巧 も ナベての ユダヤ人と ベネ シュ 巧の 人閒 とを が 巧から 迫れす べきで ホる 〇巧ク て チ* ザコ なが お 
(巧 巧は A ナ る】 は ホな で まな いれら、 巧め てが 東を 巧 示され わい 0 
二！^ が 小に ついては 巧 お & を 巧み しれ かつ ホ けれども、 リホ 相は 『一九】 A ザに ベネ シュ をの 化の 化 君が 
ドイツに かかし ホ 兵力 & は 九な 人だク わの だから、 ちれに 做へ ばい、 だら ぅ」 といつ ホ」 

-ニ ドイツと チ H ザコ との 問に が 巧 巧 巧 巧め を 巧 おする こと、* た 巧し ま ホでの 前 巧には ドイツの ホ 巧を 求め 
る こと D 

四 中* ザ n 巧に 巧が する ドイツ人に 時が を 巧へ る じと。 

冗 ホで ブ n 苗と がか H との 現が の 政 ホ， 巧 巧が めを 巧 ホす る こと。 

U 上の 巧 件を ホぶ する 巧 合には、 ドイツは おしを 乎* ザコ W 巧を 巧 巧す る 用ち がわる と ドイツみ かは 巧つ た。 
ぶ 時の チ* ザ 3 としては K イツの 如树 なる 巧 求を も 巧け 巧る 巧ね には おかつ ホので* るか、 をれ にも みらず プ 
ラー グ巧 巧は 巧 巧の 結 巧 これを 巧 巧し ホ 〇巧义 にょつ では ドイツの 中 お 化 出に 巧して、 チ r ヴ 3 は】 ホ** 冷 狙 
巧を 功つ わと もい ムぺ きで みるが、 をの 击 なる 巧 かは、 ナ t マコ 人が 先天のに 民ち 书法 巧で ホつて、 曲 内に フ y 
シズ ムの 勢力が 巧ん どが 巧し なか 0 ホと いよ 巧に ホる。 
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一巧 二十 力 円、 ムプ プリ ー ニけ ヴ*ネ チ 了 巧の バル n ニ ー から 巧 ほに 巧ぴ かけて、 『マラン n 巧 常の 单 巧と 评 
巧の 巧 巧 ザは、 ホ グリンの かがを 打 巧つた 巧 〇 でれ く、 巧での かの 他の# けが’ を かひ づ、 ホる. I といつた が、 こ 
れに巧巧してが化は 『パリ へ遗め！」 と叫^^しわ。 ：一:じ巧の己十〇に、 べルりンでけヒ》 トラー巧がの二巧閒キ 
忙互るががが巧巧を化つて迎へられ、 をの中には、 ドイツけお曲を巧現になれるぶ巧はないこと、 巧しホザ！ 
ナル や ダ ザ マ •ク ー パー 巧し < けイ ー ザ ンを巧 梢に 人れ る ことは、 をれ 円 身 ドイツに 巧す るれ 巧の 巧 明で ホる こ 
と、 をしてイタリ1が巧ずに入る巧け、 ドイツはこれをえ巧すぺきこもを明^:にしわ〇 

じの が說 はち 拍に 封して、 フラン 义とイ タリ J とめず から 予を 引けと ぶめ ホ もので あり、 巧 問は ♦がて 地中が 
に M する ミュンヘンみ 巧に がいて、 ベルリンが。— マを 义掉卞 るで ホら ぅとの 巧 A を 巧け ホ。 巧し 乎* ム バレン 
はを の 巧 H 、 がち： 巧； r 十一 H に： 卜 なでが 巧して、 『巧 W は 歐洲の 准 巧のを ぶに 巧 巧す るの 讲 巧* り.！ と进 ベ、 
おつ イ タリ 》 は スペインに 巧し で 巧 巾の 巧む はもたない とも いつわ。 ホ巧黨 はこの 巧 句に 巧して が 巧を 游びサ ホ 
が、 このす 架の ザ 両 には、 巧阳 もホブ ウン n の スペインに 閱 むを 持つ ことを 巧ら しめょぅと しわので ある。 

か、 る 巧 巧が ツ ランスの 巧 巧ぶ に 巧へ わ 印み が どれ 稱巧刘 であ クわ かは、 アフリカ 巧 巧の 卑沾 であ クホ をな 巧 
長 ガムランが、 なにを の お 巧を 化が しわ ことに 巧つ でも 測り かる ことが 化 米る。 ベル 乎ナプ クスは その 巧；！！！ にか 
いて 『ブ ランスが な 巧に ぶてる t と々 R のかを は 巧な り 一と パい わ。 

I : 巧の 巧な、 マラン スホ扣 ボン ネ は"— マと ベルリンへ 巧 化を 聚 巧し ホ。 U 1 マに 巧つ ホのは 扭 なぶが 没 巧の 
化 « 巧ボ I ドアンで あつて、 をの 巧 かは イブ リ I みがに 巧し (；) スエズな 巧义ぴ 下ず ス ■了べ バ巧 ぶの を 
巧 巧し、 二 こ M 巧に 佈巧 V マリー に 円か 地 W を 化ぶ し、 二三 リビアに 汝卞 でか igagsi 地を まなす るけ、 《四) 
並びに チ 1 -1 ス K ホ 化する イタり— 人の 化 的 地 化を 化 巧す る W 巧に ついて々 巧ナる ことで ホつ ホ。 これろ 時を 閒 


か 1 


じ < して、 ドイツ 闻 .2 では 大規 巧の 巧 •がが 巧が 行 はれ、 リビ T にがいで は 巧な のを 巧が 巧なら ね を 巧は 
せれ" ロンドン でけ これらの 形勢に 巧が みられて、 二 巧 六日、 チ* ム バレンの •巧を 巧 明と なり、 をの 中に 『持 巧 
おる ベを が 巧を 巧め 詳 がに もがす る ことは で 可 ffi であるけれ ども、 ち •か 南 田を 巧ぐ 连巧 のがぎ は、】 具 ブラン 
ス の. 化 热的巧 益が 巧 巧せられ る 巧を に、 巧 W がな ちに 協力 しれければ なち め ことは 明白で ホる J とのち 美が あつ 

ち 

一一 巧に 入つ て ドイツ か 祝は ヮル ブ ー にを 巧し、 イタ 9 — の チアノ 化は ユーゴ I スラ ヴィ T を巧閒 しわが、 を 
れ はなれ も 業を 巧た する H 的で みつで、 姑 曲 内は スペインの 巧 巧を しつ、 ホる とが 巧 ザら れ わ。 げお二 
巧 十日に 人に 巧 株の ネグリン 化府は マド リザ ドを 巧た して、 その 巧には フランコ ながが 入 巧し、 お 化の K は 度に 
決ぶ 的と なつた。 フランスは ボ ー ドアンの 巧な しわち け-上に イ タリ 》 ベな ザす る ことを 巧 巧し、 ドイツは イタ*' 
—と共 巧 お 巧を おり、 ホ H はブ ランスと な カナる と 巧 巧した ので あるから、 巧 » の A 安を •をなる を 巧は しめた 
のは 巧 出な きじと ではれ れつ ホ。 

ザの 巧 化は ホ だが 明し れいが、- 月末に* ン •トンと バリで# され ホ ことは、 巧 < ドイツが ホラン ダと スイスを 
な 巧す るで わらろ とのみ がで あつれ 。を こで 一巧 二十 A 日に 巧バ 9 •イ ギ—ス 大巧 ♦! •エ りプク •フィ ブプス は 
フランス ながに 巧して 『オランダが 巧 かを 巧け わみ 合、 イギリスは R 审 になへ る 意 巧で あるが、 この 巧を にフラ 
ン义 の 巧 巧を 期待し ぅる わ」 との 逆 巧を 乎 巧し ホ。 これに 巧して バ 9 巧 時は をのな 日の 午な、 ホ 田 大巧に 向つて 
巧 巧の め 案を 巧な すると おに、 『他日 スイスが 问 なのな かを 巧け わ 巧、 ブ ランスは ぞ 田の 巧 巧を 期待す る」 と 中 
し 入れた。 巧 KK 巧は】 巧 一二 十日を はつで この フランスの 巧 ホに ホ 巧を 巧へ ホので ホる。 

かくしで 巧 •かの 離閒に 巧を 巧いだ 巧 おののの 巧は ながられ たのみ ならず、 二月 十 A 日に おつて フランスは バ 


•>«2 
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ペルマン デブ お w ( K か 《*«を« ず 6 W 地) の T プリヵ 沿が 9 マ？ _ 十吉 理の地 巧を 巧 占 巧し ホ。 この 化は 一 
九】 II 冗が】 巧の ラヴ y ル 巧 おに 化つ てイ タリ ー 側へ 巧な すめ ホを しわ 化な である わら、 化 曲は フランスの 化む を 
巧 巧す るに 足る】 巧 巧みち へた。 

二月 二十 一日、 イギリス 化 巧は 巧が 巧の 巧な にがしく W 巧 ホ 巧 巧 お 巧 巧を け 上す る 巧を 巧 明した。 魅 t で 二十 
ご 一日、 かが ハリブ 7 ブ クスは 1 1 巧 W がに チ* ム バレン 巧 かが 力 巧し ホ 巧 •« 化 巧の 巧 巧 巧を •化め てな なする 巧を 
速 ベれ が、 をれ でも 巧 W 上には 地中 お 問 巧に 閒卞 るぶ 二の ミュンヘンみ 巧が ご！ 月 六日に 關 かれる との おが 巧 ホ さ 
れ わ。 ち •洗の 化む が 巧 巧で あるとの 即 ホは、 かおぶ 田に も ホ 巧に 反 « を 巧へ わ わに 化え わ。 巧し ぷ ー ラン K も 
ナ玉 ブ n も、 ルーマ -1 ァも、 ユ |ゴ 1スラヴ{ ァも巧化ひ化ひの^^をとつわ〇 巧つわなはリ ル ソー巧閒のイタ 
リ1ホがチァノが3£れおおのかホの示巧费にぶつつかつた5、 ベ ルグラ|ドでは巧巧巧のせかストイ卞ず/々 
ィブ チが 巧を 去り、 ブダペストに 巧いて さへ もが 化报 のべ ラ •イムレず が 挂迸ナ るを どの 現 表で あつた。 巧に ま 
わ a — マ 巧 王の 远 巧に がいて、 マ r シスト 汲の 押 化で わ 候補が が 化れ て、 ナナスに がが のな くない ピゥス 十二 か 
が义 ♦•おでな 逐 する ホの がが も、 巧な 巧 化の 巧 化に 細を 班ぐ 巧 煙と れつた。 

そこで-トイッが巧ホに並お卞るれ巧は一化化巧せられ、 ^¢^ろホがめに來にみムであらゥと巧されわ。 をれがち 
•かに 巧 巧のを を 巧へ ホ ことち 巧 田 巧が ホ T 1 が 一一 昇 十日に ホ* A ジ ー でな なして、 やみの 味 化 化え わりと い 
ひ、 やか 冗 ヶ年か 巧を なめる ホめ、 巧 •拥 •巧 •か •ブ 巧の K ヶ两閒 にが 巧を 巧 ふべ しと 示 巧した t と、 ホび K 
一二 月 十二 曰に 併 W 巧が フラン グンが、 お 近の 巧 进は田 巧 細 巧に 脚して 巧し <お 巧の とれり つ、 わ 〇 となべ わのに 
化ても 明 巧で ある 0 

をこで巧は巧びチ>< ブ 3 ス ロヴァ キアに巧ることにれる〇 


ニー チ H ッ n K ロゲ ァ キアの 巧が 

ミュンヘンみ 巧の 紀 おとして、 キ H 》 n x a ヴ r 中ア は、 供よ と 人り の S みの 一、 W 巧の w みの 1 を 巧なら 
た 曲 送は 巧 ホ S 巧には お 巧 巧に、 ひた ナち巧 巧のに 夕能山 化せし むる « を 地つ て 引かれち その 巧を ち 巧 
おぶ W が お ホの 按明 をれ し、 巧 W はが 化しを しないと ぶふ 巧げ にがいて のみを 巧すべき をの もので ホク わ。 

ミュンヘンを 巧の 化を •パネ シュと 巧 一巧は 化 化を まりな 化な のか 巧 ルド ル マ •ベランの ホが する 巧な 巧が 》 
巧され わ。 ベラン 巧府 のか 巧 ホ 巧は 中 化か 巧を 巧 巧と し、 V ル* ン とのは ぷを耻 けと して、 巧 枚に 巧いて は ナチ 
义の巧 ホに 度 ザし わ。 すべての 反 ナチな おけ 巧 巧され わ-をして 、ドィツは ナ王プ 。ス P ヴ r キアの む R なを 巧 
く 大道 巧 巧 巧 W を播树 した。 冊 も、 ベランな 巧が 巧が 渡に 巧な サムと すれば するな、 ベル 9 ンの巧 求が 巧 本の 解 
みに ある ことが 明 巧に 化る ので あつた。 

ナチ K はがを お ホを か 巧に 巧く ことを'^- 卞 るか < 化え ホ。 恥な な ホに がける ス "ヴ 7 キアは、 をの 6 治 的 巧 
ホの 巧ん どを 巧が 巧 担され てゐ るに も 抑らず々 ィ I ン化 1 は 帥 巧な くス "ヴ 7, ク の々— を抵 誘し ホ。 をれ は 
巧 チ* ザ ゴス ロヴ 7 キアは 一 极な統 ホは として 比例 代 お剌に 化る 的 お 巧 ♦を 巧し、 上 院 のがな 巧 ♦に 巧るな 
期と 年の 大 tt 巧を がし、 化 おは •£ 照の 巧 巧に w » しで & わ。 巧げ のれ 巧は 常に 冗 乃を A のを 煮の な 巧を をつて 巧 
なし、 巧 ま 二十 ザの 巧な 巧 治 期 脚に がいて ホ 巧 巧 eu はずべ て W 曲がが にを 巧し、 巧 巧ち なぞと ナチ ス だけが、 み 
ホされ てぶ ホ。 ポ (ミ マ、 モ ラヴ f ア 、ス 《 ヴ T 中 了、 ヵル パト •々タラ ィナの 四 州は ホ 打 州 知が の お 治を 巧 
け、 ：3|^|!5没びれ巧の巧0ょり巧化卞る州巧々を巧する圳疯のが巧おでみつわが、 ミュ ン< ンみ巧巧わ一巧日、 が 


夕 がの アキ y ヴ O ス 3ヴ》サ 


ち】 化 lt!A がの 十月 六 円、 ス ロゲ/キアは 巧 巧 •：： ホを が 水す るに おつ わので、 ナ 王ザク 人、 ス ロゲ 7 ブク 人、 力 
ル パト •ゥ クラ イサ 人の S 氏 巧が をが お紀に w 巧 巧へ を 巧 ひ、 か义 、を 没び 時 巧の お ホ ザ 巧が 巧を 化 巧に W 度 
する のを 除いては、 をむ の 巧ぶ すると ころの が お 法に 化つ てが ホが 巧 はれる 巧で ホつ わ J 

巧しながら、 ドイツは チ* ザ コス" ヴ T キ了 がか W なるお 渡に がいても 巧 旧に がを される ころを 巧 まなかつ 
わ。 巧つ で、 ホの 『を 巧 J が 巧 ホす るで あらぅ ことは がけ 閒の 閒强 でし かなわつ わ。 而も 化 巧の 卸 おを 化 並 せん 
がわめ に •ホ 田 向けの な 傅は あらゆるぶ 巧に 巧へ て、 チ* ザ コ 义 "ヴ T サ了 がみが 的に が 巧 ホん としで わるとの 
阳 ぶを】 がに 巧へ だ ことにな め、 か 離 ホぶ ボけ ドイツの ぶ 巧に 弔 じて 『巧 二 化か 曲 J より 巧ぶ# る K " ヴ T キア 
ホ 巧を ホ おして 巧 かを 間げ しれ。 巧み、 ス "ヴ T キアの か 離は 『巧 二 かか 曲」 のぃ 巧 的が 试を 巧が する ことは 必 
をで ある y 

S 巧 十日は ス "ヴ r キマ みがの 巧 乂が械 げられ た 円で ホる。. ブラ— グ政 がけ、 ス ：ー ヴァ *ク 人なる シド 》 の 
な 力を 化り て ス ロゲ ァキ 下がが が ナブ V —Q 城を 巧 じ、 巧し くス W ヴ 7 ザク 人の みに 依る W 巧が を 机 巧した ので 
あつ わ。 カトリ ザ クか化 わる チブ VI は、 じの々 巧が かを 巧咕 する にはな 〇 にが 刊 であつ たからで ある。 ながな 
がの 巧かナ プラン スキ— け、 义 W ヴァ キアの みがを 企 W して 巧 かする ホは.：： W おにがし 权 逆を なみる がで わると 
なすした。 ぺ ルリ ンは明かにじの結巧に不说でホつわ^ ナホスはホザ ソーをしてヒ》 トラーを巧閒#しめホ0 化 
が ドイツよ OM 阳 すると、 か 巧ぶ は大が 巧に 迫つ てス "ヴァ 中 了 W 巧みを なかし、 ス "ヴ r サ 了の 持が のぶ 巧に 
關 して 覆を 化を サん とし わ" 一:. 巧 十 阿 H 州ぶ をが、 化かに ブラ ホス ラヴ ァに巧 化され ホ" 巧ネ のが 巧を 巧て III 
巧 も 巧 巧の が 巧、 巧 U は ホ H》n よ 〇 のぶ々 む 分 » に 巧 巧し、 チ》 V— のがな する 巧れ がが 巧な しわ。 化 巧は わ W 
なる 態を 化る もぶ み 離な かには ドイツを 滿 化せし むる ものな く、 じれ 忆巧 M しないならば ドイツは ヘン ガリ 


狐 



—とホにス "ヴ7 午アをみ離ずるであらウとの明白なる示巧をまけて、 わ 、る*^6ホぶ卞るにをつわと巧へ ら 
れ わ。 ハン ガリ-- も ホ】 九】 A ザに 巧た した 巧 ± の； 3 化を 巧んで わ わのは かおで ホる。 

ス ロヴァ キア々 離の がな が ゾラ ー グ にがす ると、 『チ*，。 は スロヴ T キ 下の 间化 にかし W 巧の 化を も £ 思の 
^ も 抱わず、 裝 むょり 巧 化に 巧る 華 貼と 輯 巧め 巧 巧を がな して 化 まめ」 と 公式の みかの イプ セ ー ジ をはな しわ 
ので あクわ e 

文 ロゲ y キア 柏が 巧 化して々 度す ると、 カル パト •ウクライナは チ*》 コ ょり W 巧す る ことにれ るので、 これ 
ホ 巧 化を を宫サ ざるを 巧ない 巧り にれつた レハン ガリー はプラ ー グ におを 通 巧を 巧附 け、 をの 巧 W はれに カ ルバ 
卜 •々クラ イナの 阳 巧に 進 人した。 一田は が これ 招不本 巧れ 巧 化を ななした ことは 巧て ない と 巧され わ〇二 日が 
ホで、 をの スポ I クス マンは、 『杳 巧は チェ》 コス ロゲ r ネア 共 巧 « 巧に あつて、 ナ ェブ n 及ぴ义 》 ヴ 7 * 了の 
W おとは 巧を 巧 持 せんとす る ものである k と宜ぞ しわので あつ わが、 忽ち 寨 なるな » を なつで 『 wg との か 
な」 を 巧 巧に 巧つ て 巧は ざるを 巧な < れつ ホ。 ヴす P シンな 柄は 『二十を のえ 巧に 化 5 H はの 意& を** 困に し、 
义 化の 進 ホを かぶ； られわ こと」 を チ* ヴコ にぶ 巧し ホ J 巧し、 化み のがを に、 これ 巧 ホ 巧 命れ る M 家が 拍 なさ 
れわ C ともない 。をの 巧 化は 二十 阳時閒 の 巧みに 巧 ダず、 一* をを 化いて ハン ガ 9 — の军 R は W 巧を 巧た て按乂 
を閒 巧し、 時 打を 二十が の 巧に あして 了つ わ。 カル パト •ウタ ライナが マず ャ ー ルのを わらを がして かし <ナ 
* マ コス ロ ヴ r キアに 合问 せんじと を マサ リブ ク にな 巧し わが、 それが あつた f にがれの 巧を 巧し わので あ 
る。 か 日では カル パト •々クラ イナは ハン ガリ 》 の 巧 巧で ある。 化 巧は 巧が 曰が を わ 巧され で わるものの、 化に 
巧 力れ る々 かお 巧が 自巧愤 を 巧て るれ いか 巧の お 巧では、 をのみ が 特にを お衛 t ハン ガ 91 にがいで 巧 巧卞る 
であらろ とは あはれ ない 0 
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巧る は ボヘミアと モラ ヴィア で ホつて、 巧 其 か ■にがい でれ も 人口 W 巧で 丈 化のに も 巧 巧 的に も 巧 かしで わる 
巧 方で あると M 巧に、 かもが ホ 的 供が の 巧 おい 地方で もみる 〇化 巧は ホ H ばか P の 巧 化を « 持し 巧ん わと 0 い ホ 
巧を 抱いて わたので あるが、 エミ— ル •ハ— チ* 大な 巧の ベルリン 『巧 閒」 のが 巧が 巧 巧され る やを や、 その A 
い一^^すら巧なに巧巧されわばならなわつホ。 べネシュ大統巧の資巧お巧の巧を«ぅてチ王 ブ n K ロヴ7 キ了の 
大1|^に巧巧したハ|中ザは、 が巧巧巧一:^おとして、 义、 公巧ホ者としてかホ巧い化巧なる舊か巧でホつ ホ 
が、 一一 异 十四日 ヒブ トラ ー ながの なにな ちかかと 共に かなを 巧材 して ペル リンを 巧 脚し ホ。 

じの 巧に 巧け る おた 巧 即のお 巧に 巧いて は、 ホ ベルリン 佛 H-K 巧ク I ロン •トルが 兰巧十 セ 日脚を なつて キ田政 
がに おつ ホ 保 巧 巧に が 化を 化して & る。 をのな 巧れ にはが 巧の 巧 巧を つける として、 をの « ホの】® を 巧な しょ 

ゥ e 主 e 

『巧 サベを 化ょり 聞 S 込む ところに 巧れば」 とが おして、 ク IW ン ドルの 巧を は 左 のれ < 巧して わる 0 
十四 H 午な、 プ ラー グの ドイツ 公 巧 巧け、 St 巧の 巧大 化に ちみ、 大 i とか 巧 大巧が ベル 9 ンへ 行われる こと 
が 巧が であらぅ と、 中 1 * n 化が への かしわ。 

二人が ベルリンへ 判 巧す るみ、 おな 巧刘の 式を W つて 迎 へられ、 をの ま-巧 扣ホ巧 巧へ 巧 かれた" が 巧で、 ヒ 
ザ トラ— 巧が、 がー リング 元帥、 リヴ ベント ロブ/、 ヶブプ ラ I の阳 ホとの ♦班が 化り 巧 はれ わ 〇 & お义 巧は 
妍 印の 用意が ナ つか 9 がつて、 が 上に 杂 せて ホつ わ。 ヒブ トラ I 巧 化は 府 巧に、 をが 巧 巧の 時化は 进 ざて わる 
わら、 午*》 コ巧 ホ朵は ドイツ 側の かたを ホなず る わめに 巧 巧せられ たこと、 この 次を は 巧 巧を 巧され いもの 
で、 ブラ I ダは 叫 巧 九げ に ドイツ 孤の A 巧に W し、 ポへミ 了が びに モ ラヴ f アは K イツ 田に 巧 入して が 巧 巧と 
なすべく、 これに お 抱す る ものは 一拼 {ジミ 3 ミこせられ るで ホら ぅと；^ しわ】 をして 巧 巧は 巧んで » をに 


みな 


巧印してが巧をがよつた。 か帕は十-た9午^2ボ巧式4-み巧でホつわ0 

をれ から チ t ザ n 化ぶ ホと、 ■トイ ツ巧贼 がとの 間に 脚の 巧 巧が 踐閱 された 〇巧巧 閒〇閒 、乎* ブコ大 お 巧と ホ 
巧 乂朽は 巧が-のな 化む にがぶ し、 かやろ なた パには 巧 じて 满 印し 神化い こと、 巧】 これを ホが すれば おは 曲 
找 から 化が せられる であらう と 遺べ わ。 ハ ー ホ ャ乂が 巧は、 をの 冷を に 侍 合け 甘 わを A をが がして 乎* ブコ人 
に 巧 せらる •へを 化 凄 制に な 巧し、-：: 人 神-のか 何れる おが も か、 る潭 にみ 服し がないで みら うとな 《しち 
ドイツ 巧は、 なぶ 义を 乎で》 n 巧 あのが に を 化し、 をして 巧 一 これを 拒 巧 すれば、】 •けが W 巧に/ラ ー グ がの 
ザ々 は ドイツ 巧 巧が にょつ で 巧が せられる でみ らうと いひ、 ザが ホ 時までに 巧が しなければ 、をのけ 閒 にはが 
な » に 出れ かなを 巧 かする ともぶ ベ わ y 

をれ にしても、 乎エプ コ 研は ゾラ ー グの聞 冷に M ぶを ぶめ ずして W 印け 出 米ない とい ひ啦 つたわめ に、 ちれで 
はぶ 巧で 巧し わらとの ことで、 ホ W がが 巧から な 姐ぶ 巧で 巧 巧 中の プラ I グ W かにが 悄を保 巧 しれ 0 
すが 叫が S 十み、 ハー チ ザは 巧く 巧が でな 而を 化り 巧して W 閒を T つた。 

尤も •ト イツぶ がに めいて け， ホで プコ は 巧絮は 『巧 •げと ホ か 巧 巧の ホめ、 乎エプ nA 化の がかを を W の。 巧を 
はつて 巧が の ホに をのべき こを をな 明した のでが 巧は これを 弟ぶ しわ』 诗 巧ぶ しわ 症 6>。 

パ— 于 ザが グラ I グ忙 W つ わげ、 化を 巧へ たおは ドイツの ブラ— グ^ かか だけで あつた。 

ヒイ トラ ー 巧 巧は 十充 H 夕巧 •ソラ） グに 入城して、 ツラド ホャ ニー 城に 本 巧を 巧け、 ホ •りの ホで》 コ两 かの 代 
りに 义 7 スナ 々のかが 翩枯み 巧 げられ た。 午前 十一け、 ベルリンに 巧いて は マラン ス大 化ヶー ロンド ル先づ ホは 
巧を 巧阳 してが 巧を かし 入れ、 イザ リス 乂使 これに 巧いだ" 巧し をの 效 巧は 何 巧 化るべき ものは ちかつ わ。 な H 
巧ち S 巧 十六 目には 新が 巧 巧の ぷ まが 公 巧に せ 友され ホので あるる K ) 。 
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言 4 すす T 


こ ミ ー 占す U Am ま 31 ち ；—. \3 二を CC ご f M-lni 已 *• F こ を ち . \ ぎ 丟 • ご * き， JH5sry- 
至 " X ミ ilc llcndt-3 ミ；—！ ••Hijurf ごご 一 Mi を ミ I. 1 、 さ i--u • 一一を - で . 妄 一 . 

•\1 さ 2 Kler H ミを n* • 二 一 ;— Kyfwitni in rwcHlrr 妾 さを S. で - IU1- ミ • ミ？ 

79ン*度府《»、 『1化=:化5?-1化がか巧义巧‘ 八问な" かべ * —シ乂化«ホかな梢ぉ。 

が 東# ド ィブ 乂 化が « 『扣史 W 防 W お！ HT 内 二 • 2n-: だに， ボ <«ァ •モ ，ゲィ TS 化 ホな 化 K 巧に つ* を S 化 < 巧 
しでみ る 0 

『3 れ どかな として* HW ホの* W ぶ義が retffcrt 々.これお A か^が 逆 幻 i むッで WC を 《 ゎ卞 に巧リ 、冉び 
巧 •彷- ブ«3 巧 助を 巧んで . K ロゲ アキ TK 族 a び々 クサ イナれ K ぶ W5 半 能が « 巧を もたけ た】 

面に 一月には プ， I グ& かは-々* パ ►•ウタ， イ + 氏族 3 n ホに 行 て. 不化 にも 乎 王》 3 3 1 w かを ウタ， イホ 
むれ かに 巧み、 ゴ； 月 ホ H には 藏か 0 W をを な ひて ホェ ザ。 人に 化へ . M かに々 A パト •ウタ， イ *w み C 巧 巧を 巧 化 


十一 II 祗ょ 0 なる チで ブ コ 巧 巧が 化の 巧みと、 これに 应 かしてせ ホされ ホ 化かと け、 ボへミ T 及び 去 クヴィ 了の 
地 化を か 巧す る もので あつて、 ヒザ トラ I •ハー ナャ なぶの 化 巧に 巧みされ わ ものであるが 、をのを ホは 大 がに 
於いて、 化が ザが 被 征化ボ に 氷め る 巧に 巧 姐す る もので あつ わり 

もともと ドィツ人と チ* ィク 人との が 巧は 巧に お 族の な ものに ル まらない 。化 巧の 人 ホ-なは 封 角な 的に A 进つ 
てね る。 チ H ザク 人は ナチ K の 巧 神を 巧が しなない し、 圳 W し 巧 わとじろ で、 化 巧は それを がまない 。チ* プク 
人は 俩 人の 6 かを か 巧し、 む 己を U つで が瞄 をよ むる-み 化の かく ザ ふること を拓始 する C # ろが 巧は わが だ U 
來 f の A むる お 聞が 化 巧のを 閒 でな かつた ザげ をな 侦 する" 化 巧は I W 找 としてが ホし 巧る « 巧 ち 个 みに 巧 
合は せて ゐ ると 口 じて ゐ るので ホる。 而も、 が 巧は 巧め てぶ ぶなる 化を W つてが おの ホを 巧 かして ゐ る。 政 ホに 
關 する ことは 巧が お 义れを 持 わめと いつたが がで、 かがの 巧が にあいて なりなる 捉巧 のぶ 巧を 巧す 民 おで* る。 
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レ •そ £ り 《こ ゲァ キア 寫午ザ Ts 拍 化を li 巧し ■《いで こ ゲごア 及び ゥ ミイ こ 這 ま t 堯. な 

極顏 解な. 巧が 113 ぃぃ篇 .度び f 比 ミめ ホ 巧を 巧 ひ ■，史 に 于* ザ。 K ♦の •巧が* n ヴ 人 R ひ ゥ>* 
イナ 人の ホ ド イヴ 人に 化 へられた- 

ス a ゲこア は s モロを H じ マド 至 S 巧のを 巧 か レ. 一异 十一 一- リナ》 てけ ミト，— モ扣巧 ごこから T 
**- 火 になて で* « ヴ T 年 TW な 3W 角 &«餐を«» しそ 3 々巧 モ树 6*. W みを 料 «. «« - 度* C ゲ r 午アの 
なみ W 立 £货 百、 巧コ •巧 十 おりに ロド <ヴ のが 度 fc 要 巧. 二十 にけ ベ*—- イ において ド イヴが それを か 受< る w« 
條£ に » 巧が 巧 口れ た" 

> 〇ヴァ ♦マの»化に巧つで， プ 3 A »ゲァ 年ア«めが«はず巧«4むリ. 《ュ y 《 ^々巧はれた5はボ*&—4 
むつで •巧 «巧 ポ をず £ わけに わつた が’ これを プ ブ—グ 政な 4 しで も W パかない わけには いわ ザ ド イブ 4 の冉 Bi 
曲 W さん 占し でか ? I ナャ 大 tt 笛 戊び シユヴ T ル。 ゥス*— 外扣は It: 月 十五 Hwai み 化して. 巧に 八— け 
巧げ 4 かや 雜巧 のた ブ の 法 かを々 «3U 賴 をはつて ド イヴ wwtt わモ 中に 在れ S ベ S け聲明 レた 0 で’ « 
これを ♦田 レ > 午て づ 3K 度 S な A とけ ホの 巧 Kfc 保 巧 レ •印 W* 印が 巧 はれた - M 巧に «ホ& び サ和雜 巧の た A 
化つ ホ玉ヴ 3 S* 巧に 巧. 0 ド イヴ 人 化 ため. な 巧 化 Jt に W 軍 化. ホエザ 3 軍 0武«»» が朽 U れ巧大 む 《 
巧が 巧 化された が. こ C すわな む武巧 C が藏 》 を 化る もプ 5— ゲ がな* に ♦リ‘ これ ボか« に* «サ 巧 
« の K 泉を むして 占た か « 巧 お* (のでみ®。』 

で) J-lwf ゴミ C;.— <Vcha ant 一至 = さ 芒 壹 3 Mi ミ ご 巧 •ミを- > ま 壬 •ク &• ータ 乂*-. ご 5 ち 
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-供袖 侧の秋 お 外夕 

】 ボヘミァが がな 化 

ドイツが チ* プ n ス "ヴ 7 キアを 併を しわ ことは 巧 ニ ホ 化が 大巧を かボの 巧みに 搭れ た。 もれは 巧 •併 曲 田が 
艾传 しつ、 あつたな みか 巧が を 曲のに 失 化に をつ わ ことを 化 巧した 巧 0 でな く、 ドイツの が甫が これを 曲な 巧と 
してを 巧に 巧现の 方み に 雄ん 化からで ホる。 

军 麻の 紀裝 から 化れば、 ル テ ニ マを ハン ガリ— のずに 丢 わて、 ボ I ランドと 巧 巧の 地 化に 狙い ホ ことは、 •トイ 
ツとソ 2^ との 中閒 に、 ボ ー ランドー ハン ガリ ー の W 识を 巧け たかく 化え る けれども、 一方 ポー ブンドは 义 ロ ヴ 
r 中アの ドイツ 化に ょつ て S 面から ドイツに な 曲され、 巧ん ど ザる に 巧な ま 巧が に 迫 化 まれて 了つ た" ドイツは 
じれに 化つ で わ 二 巧 翊も策 方に が 逃し、 ルー マニアに お 近した のみならず、 英 .併と のを 巧に 巧して、 菜を 顧 
出す るか 巧のを いかがな 地 化を よめ ホ 0 
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か ミなら ナ 、ド ィブは チ こ がさ スコ- ダの 基て w を にんれ、 チこコ ち 器〇壺 からを 

をのを 穿 W む C ミ 望ち を」 5 ホ」 革 蓋が と累 蓋と を U 度刮す S 客を わ t とも •トィ 

ッの立 W を補掛 しわ もので ホつた。 

この 侦 《は 裝 •怖の 奥み にない 印を 巧へ れいで けな か 化かつ わ" す 二， ハレンと ダラず エと がか W に 奪を 
がを れい！：； して &、 S 内 Q-K 《をへ る こ* はす W 延 巧い 巧で A つ气 ：》 コ雙 "sit し マ わるむ 及 
ち 即ち H 月 十 音に チ* ムバ ごは 下な に 馬して 『ミこ ヘンみ 巧に 於いてを W が おしを ナこコ 寞を 巧 
がすべし と 養-: Is は、 かなから S 安る 器に 堂れ て & たので 至が、 ス 。ヴ； アの巧 化は チ： コ 
曼の餐 瘦で至 かちが H め府は C 《約 患絮 される 怎 ミい』 と 明 昔し、 がに 美寞 をつ いで‘ 
『ホ も か、 る 出が ザは ミ ュこン 援留拍 S かれ もが 裔お かつれ ところで A つて、 お 協ぶ の留に A 基す 
る 方 化とは おへられ なごと もちち 彼は 合併 SS 妾 巧を 非 推しつ、 も、 努か玫 巧を 份て るとは 巧 首し 
なかつ ホので ある 0 

このが かは W 巧 巧 巧を お化させ る おお とれる じと 呪ぶ ひない。 がち 本け は 蛇 巧に 巧 巧の 巧 向に あつた M 巧邮の 

苗を 巧す、 裳 一 於 S 留 Q た 含 接 望 蒙 お 管ら れつ、 A つ わ 巧に & つたた けに、 一 お 畜をぷ 

ぜ ざるるな い。… も度府 のけ 巧は 孽菜 のために 賓を州 ひる 巧り にが 巧に 巧る ことに ホる。 なに 巧 

巧は ホ* 冀を 巧け、 畫を窜 るで 夏-つけれ どん、 0 《なは ミ S 李べ くを K 、 s 置に とづ 

てぶ 大化 巧睐を もつ と 化 ふ。 

巧 相の 馬に がいて 下鬟奠 袋叟六 人 S がかけ はれ わが、 かれ もを 《かお 裹を ミ」 て、 胆 がの 
巧のを さける た 《壺 S 行 说義る ことを ま」 わ】 中 忆も巧 学-; T • ィ- ずン は# 一一 資描 ちが 
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勢力に な 巧して 巧-^ る盟 巧との 聯« について 孜 がに 巧 巧す ると t もが あつ ホ 0 

もともと、 チ* ム バレン Ki でか 傅へ て 巧 ホイ ギリスの 巧 かを 巧は、 をの お 巧め 巧 おとして かな 的に】 九 云 一 
年は 巧の 廉巧 巧が をして、 软巧 吐つ ホを 巧な 政 巧を ならしめ わので ホる。 だから マク ド— ナル ドから ポ— ルド々 
イン、 チ 1 ム バレンに おる まで 化かな 例外を 除いては 、ホが にがし 巧り ク k あつた 田 巧 わか «に 巧して 进 巧を g 
ける 巧り であつ わ。 巧 《おを しで 巧は しむれば、 をれ は 价も奈 おおず 巧の お化けけ —— 9 ヴ T プ — AW が 巧 柏の 
地 化に あつ ホげ のかく、 巧掛 はな 巧に 巧いて お < る ところな きか 女で ホつ わが、 をの 凡 麻 さが 巧】 の 化 柄で ホつ 
て、 W】 つ 巧 平れ るか 巧の 枯 なは せがな く、 『がかぶ 巧への 巧ぶ と 化 巧に 巧す るを 怖 .1 とが 拍 をつ ホ A 巧 のれが 
みと 巧 ♦られ る 巧 U である 《巧 1)0 

だがナ* ムパレンの消巧の^^に巧おれく、 おお麻曲の化ホ巧かけホ^に化拍化されて巧つわ〇 をのお巧の巧 
巧は ル— マニ T にか ナる 巧の 『巧 ホの 毋巧如 巧」 と 巧す る もので あつて、 ドイッが 巧を を » いわ K は、 い ムホも 
なく 石油の 大巧 巧 化に せつわ。 

ナ 1 ザ n の 併を と 巧 I 巧を M じろ して、 ドイッが 兄— マニアに 巧大 なお ホの® 朱を 化した ことは、 を 國の輿 » 
に 巧 巧れ 即 象を 巧へ、 ナ王ム パ レン 巧 かは 政 巧の 巧 巧を か 巧な く サられ わか < 化 える 〇巧期 打の すたは 巧 相に 巧 
つて 巧« お 巧を 巧 求し、 巧に 巧 捕 M な 乂 おは、 かの が 巧 かな 巧を は « しれければ 巧 か# 度す ると* で巧ク ホと » 
へられ ホ。 

をの お 巧で ホる かどぅ わは 不明で あるが、 一二 巧 十 セ 日の 巧 巧に ょつ でナ 1 ムパ レンは、 巧の 抱 使し ホ 巧# の ホ 
巧は はかなく 巧な しわを を になめ、 化つ ヒプ トラー 巧が が、 巧 化して af* に 巧へ わ」 わ ホ も！* 散した とな ぺ 
ホ。 巧に 4 た、 
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こたを 寡す 畜慧襄 で A ミ わ、 をく は是地 K 望卞ミ か、 某は ち 提5 装 化 股のを 

两 の】 かお 逃で あるの か、 かれに しで も K 迫し わ 巧乂な W 巧で みる" なつで ドィツの 巧 巧 《みならず 、化の 巧 
曲、 恐らく 巧洲 じ ホの 曲に とつても 巧乂 なお 巧に 化する であらろ" 巧が W としては 巧 お 助 巧 わる 巧 ホ 巧 化び に 
巧が 闽と巧 巧な 關 巧に* るブ ランスに 怜巧 する けれど fc 、 化の 化 曲 も かを 苗が 化 南か洲 のが 件に お 閱 むで れい 
t とを 巧つ て、 をのな おと 巧 化と を ホめ るで ホら ぅ。 

右の 巧 巧と！ 一: けにち ル リン、 ネヴィル •ヘン ダ， 乂ン 大巧に W 巧な をを 巧し •ドィツ 改 がに 巧つ では、 乎* 
ィコ 蓉の 透を 巧が する 斤の がぶ パを なつ わ。 でもを S と：！： 巧 C 装は マィ， 力、 >联 、マ クン 义か らもべ ル 
リンな がに 巧 巧 されれ。 マ ランス も ホブー "ン •卜ん 大巧を バル リンから 谷 巧し わ わめに、 ち •併の 巧 巧に ホつ > 
K イツた 巧は いでべ ル 9 ン忆引 拱げ る ことと むつ わ。 

ブラン K 谋 含は 一一: 巧 4 ■九 H ダラず H 巧 度 巧し、 をが 去 化を 3? 掌る 化斐を W 巧し わが、 ダラず HQ な 策に 
依れが、 『巧は 化に のがに 坦 つて、 3 ぶの 巧 K は逊ざ わ.！ ので ある* かくして ミュンヘンみ 巧 お 巧に 巧 巧せられ 
た 巧 - w 邮 のぶが、 巧 力 なぜは ミュンヘン 巧め と 巧に がを 巧して T つ わ。 

ダブず H は M 巧で も 巧 » のれ 打を： 卜令 ナる带 化を がり、 曲が ホ ホの 巧を ぶに 巧して 一巧 牌ち 十げ 阳 風を 化 巧し 

ち . 

マン チ H スタ* •ボ ー ザ アン 巧け S 巧 十 セ R の チ王ム バレン 巧 明を 巧して 次の か < なして 力る。 

せがの 巧が は】 九 一巧 年 A 巧阳 n の グレ I ホ冉 のがぶ- ♦一 Aft 莽大戰 OWU ) U 巧 巧 も ホ大な もので みろ わ" こ 
れ にょつて お W の 外 父め 巧は かぶ 的な W 巧が 巧 はれ、 おが 引あ卞 ことが 化が なくなつ わ" ドィツの 巧 かは、 巧 

巧 装に なぃ 元 巧の 閒に 系され わ董 として 泛 なぶた わ ものであるが、 巧に 巧ち かが 『め がをお W 


274 


し、 Ci 巧の 出 巧ない が 泣』 とげば はつた からには、 巧 w もを の 巧 おにな つて 巧れ する ホは ない 〇ィ ギリスは 化 
のが 田に も巧ぴ 巧け て、 巧 巧と： f じくむ かを# 巧卞る W を糾 をし、 お W してな がの 巧む 刺 W をが » する じと に 
巧め ねばならめ、 を*。 

英 •说 5 阳は ドィッの ル— マニ マに 巧を つけた 巧 ホを 化て 朽 巧と しわ。 巧 •ドィッが ル ー マニ T ぶ 面に 進化の 
かむ をした ものと W 巧して、 S 月 十 AH の. 巧 田 W 巧は、 これに 巧 伉す るか 巧の, 一:, 段は ソ^!^ との 故 作に 巧る 
かなしと 化し、 なち に モスクワ かがの な 巧を さぐる で 段を とつた 0 S 巧 二十 一 H にせ おされ わゾ かがの n ン 
ミュ ニケには 左の 巧り なされて ゐ る。 • 

巧 曲 か 巧は I 二月 十八 円、 ル— マ- IT がぶ 力な な のを 巧に 巧され るに ぶつた ことを ソ がな がに 迸 化し、 わ I るか 
合に み K クヴな 時が か W なる 獲を 巧る •へを やみ 知した きを 中し 入れた。 

この 油 巧に 巧し ソ^^は、 關巧六 ヶ拍、 卽ち英 • W •ポ ー ランド •トルコ-ルー マニア •ブ 巧の み 巧を 閒 化し 
で問趙 をが 巧すべき けを 提 巧した とじろ、 巧 巧 はわ 卞 ぅむみ 巧の！： はが 巧 巧みと 巧め られ るから、 この 巧は 
英 •饼 •ソ •ボ I ランドの 网ヶ 困に て 巧が のなかに 巧な ナベを をの 巧 村な 明を がする ことと したき をを 油を し 
て、 V 蹄の 巧 おを 巧ぶ した。 化ッヴ 王— 卜 かがは 圳に ボー ランド 乃 ザルー マニア わら 巧 助を ホめ られ わか 巧な 
く、 これ 巧 W 田に 巧し 巧 巧を 中し 出 ホ ザげ もない。 

モスクワの 避 巧は、 V 聯今 巧の かを ぶかを 示 かする ものと して 巧規 せられた" ポ ー ランド、 ル ー マニアの-ホ W 
がむ 巧ッヴ r 卜れ 巧に 巧して 巧 助を 巧 巧して 米ない ち、 モスク ッ 併から 地んで この 遣を が 巧す るぶ 思は な 
いといつ わのは、 巧 來の行 巧 〇 からい つて fc な 巧で みり、 化 ホに 巧 ナるソ がの ぶ 巧を 推測す るになる もので ホっ 


架 H ながが 巧 第と して 巧 示した なす 案は 左の かく 化 巧て ゐ わ。 

S 裂 や 巧と 窒 異同 0 利を ミち 号® を W じく ート A 巧 ち 凡 了 洲 H ぷ 0 至を# W す ミら ゆる 巧 
巧に ょ P マ RS や 和と 巧を が 望ら 5 、KM ち 暑 0R 府 はこ 0璧夏異」 共 賢 & 費. なみる わめ 執 

るべ を 方法に 枕して、 ちちに 巧 五の 閒 にが 巧す ぺ まこと をを すすり」 この 义 巧は イギリスの 巧 巧には 揭 巧され てれ 
いけれ ども、 ポ ー ランド 白 巧には 巧 文 巧が 巧つ て わる， な"-)。 

ル 1 マニアは 力と 巧む 置から 卽 時の 塞を 管れ れいの みならず、 を •佛 •> 巧のを ホは 唐を きして 巧 
がしない のに 餐み 、ドイツとの 閒に 一三 月 二十 一三 日を はつて 巧 ホな をを W 結した Q この ♦めの 巧 巧は、 (イ】 ル ー 
マ-ー ア はな® 石、 マン ボン、 ク 》 ミウ ム 、了 ルミ ニユ ー ムの讀 お、 を 9 を ドイツに A 化する こと、 《 n 】 巧 ホ お 
油の 法！ を ドイツに 巧へ る じと、 《ハ】 ドイツ人の エ巧 及び お « に 巧して 自ホ巧 « を がける こも# で ホつ 
ル ー マニア ホが ガフ* ンキユ は、 じの 條 めには > くのは あめな 巧を を i ない をの 巧 巧を 巧し わけれ ども、 をの 巧 
用 か 巧に 依つ ては、 ル 》 マニアが をに ドイツの 巧 ホの 巧 巧 W となる ことを 意 巧 する ものと して、 ち H 反な はない 
で ル ー マニアへ 巧 巧 巧 泣を 巧 a する じと にかした 0 

• ニメ 1 メグ 返ぶ 

ル 》 マニア 方面が ー ホ ホ 巧を 巧 わかと 思ム閒 もれく、 S ち 二十 二 H に、 V 子 ユ了二 了な 巧は K イツの 巧 巧 巧な 
に 巧 化して メ ー メルを 返 巧す る ことと なつた。 夕—イ もは リチ ユ了ユ 了の ホ 巧 一巧の お 巧で あつて、 ヴてル サイ 
ユ 巧む に規 をされ わなれ をが あ P、 田 巧 お 巧の 斤 巧 巧が 巧ぶ ことにれ つて わた。 ヴ 1 ル* イユ平 お g はがに リ 
チユ T ニアに 巧 口を 巧へ るを ホを なつて メ ー イルを 削 巧し わので ある。 この 田は なお ドイツ 巧 巧を W ぬし わ おお 
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をもつでゐるが、ヒザトラ|巧力の巧頌けホをのれ巧を1巧してナチスの巧3^^を巧みしわ。をの結巧】乂吉八ザ 
トニ 巧の 巧 ♦にがいて は •メ ーイ ルぶ に ナチ 乂をが QR 巧が 巧つ わ】 涅 丹に なつて リナ ュアニ T せがは ヒ* トラ 
1 巧が がズザ ー テンを なつて をのみ 巧の 巧 - H 的 巧 氷な りと 注べ ホ# 巧を 巧 巧し、/ I ィ A に 巧いて 巧な か 化 巧し 
を 放な しわが、 をの お 巧に 巧つ わか 件で ホつ わ だけに、 この 枯巧油 化は リナ ュ下 ニア 人 S 巧 わし わ。— ナ ュアユ 
アホ 巧は ぺん リンへ 巧 巧# られ 、巧-ドイツの 巧 おが がれら れ なければ ホ 巧の 巧 化を 巧话サ ょと を ホされ ホり 

K イツ 軍は 兰月 二十 吉日に/— イ ルに 人り、 閒 もを くヒブ トラー 巧統 も乂ポ 巧を 巧 つれ.* 巧え て】 巧 目、 この 
曲と ドイツとの 脚に 巧ぶ したな ねは リチュ 了 二 T 巧みに 化つて 化 おされ ホ。 

一二が 巧 巧 採 おがのを 

メ IX ルが がの が丫と M 時に、 ドイツ 巧 閒 巧は I 巧に ボ ー ランド 攻» の乂 をを 切つ ホ。 巧 撃の 林 巧は みお ほ 巧 
わる ドイツ人が ポ I ランドに がいて 迫 巧を 巧り つ、* るとの 報ぶ に 化く もので ホつ ホ。 ポ —ブン K は チ王ブ コス 
ロ ヴ r 午 T の 巧 おにょ つてが ホ 田 巧を ドイツに 巧 サられ 、ホに イ—メ A の 巧を をけ* して、 巧 苗の 身 a に 迫る の 
をむ 费 し、 がちに】 部れ 打に 巧 乎した- 

一九 S 九 お S 巧 二十】 H ， ドイツ か W リザ ベント ロ， プ は、 グン ナザヒ 推 也び に 巧が 化々 広 M 卞 る# ホを ヮム 
プ— かがに 巧した が、 をの 巧け は ホの ニヶ 巧 fe 腿け とナる もので あつ ホ。 

(ご グン チプヒ to 曲巧说 巧の おけを：：： を撤 遇させ、 ザ 巧 上 F イツに お 巧 する こと 

ここ ドイツ 本 曲と 化プ "シ 了を 述 がする a ぶ 戊び" の $ 化を、 おがを «» しで 巧 巧し、 これ K ホ ホ jM * を 
化め る こと 



マル プ—政 巧は ill 巧 二十 ホ 日に をの 巧ぶ をが あに 巧 巧し つ-^ も、 巧 w 化 解 巧に 巧す るた め々 巧を 巧を 28 巧す る 
ある •をを 巧へ わ" だが、 巧ぶ の おおに 乂 をな 巧の 议 はる ザ 化から おへて、 助 说な受 巧の W 誰な ことは W 人に 
も 明 巧で ホつ ホ。 

ダン ナブ ヒに巧 ホが 巧乂 しわのを 化て 巧 H かおは フランスと 拍 巧を がわ、 一一: 巧 一一 一十】 H の： 卜院に 於いて、 み • 
が おに 巧して M 巧 期 巧に 入る 巧の 巧 巧な 巧啡を 巧つ ホ y をれ は 巧 B のか々 化 巧に 巧いて 巧 伯の な韓换 であ 9、 化 
が 梢 巧の 瓜 太れみ 岐 巧で みつ ホ。 チ ゴム バレンは 円く、 

N : 卜か W ながとの 閒 にぶる 棟の 巧 巧が ホ 巧 中で ホる ことは、 巧： 卜 なに 於いてん ホ 知せられ る 油 〇 である-この 
おな のが T する をに、 巧 巧り なかの 化 W を W — H にす る わめ、 をは 下院に 報 巧して 班 かわ ばれら め ことが わる。 
を ホが 了 前に ポー ランドの 巧 化を 明 門に 巧 巧す るが 巧が 巧り、 そして ポ I ランドれ がが そのげ 力を なつで これ 
にを 化する t とを 巧 巧の 班と 胜おナ る 巧を には、 英巧曲 政 巧は おちに をのを 力を U つて ポ ー ランド 玫府を 支 
持す るの 巧 巧 ホり と。 ずる ものである 。巧つて 政が はこの おに M して ポー ランドな 府に巧 巧を 巧へ わので あ 
る。 巧 フランス 巧 おは 本件に 巧き ホ 田が 府と尚 I のな 巧に ホる をを 明 わに 巧 明す る ことを をに 巧し ホ。 

々奶 、かが 大 をは ソ斯巧 大巧を 引 化して この 閒涵 につを 巧みの 巧 巧を 巧し わが、 巧 巧の 巧 巧し つ、 あるな 神は 
プ巧巧かに於い て能く^133|&しまわこれをネとすべ きこと余のなじて巧はないとこをでホる、 云*。 

チ* ム バレンが H 下な 外两 とな 巧が 逝け 中で ホる となべ ホ そのな W の 中に、 フランスを をむ ことを】 す おかし 
なければ ならめ。 巧 •怖の 問に 巧 巧の なをが む 合は せられ わのは、 a 力 A ゾ 巧むな 巧 巧のを 巧が 分 巧に 巧を 巧す 
ると 稱 せられる。 ところが お洲 のを 巧の が 迫に つれ、】 巧 かか 巧む お 巧を を 巧と ナ るに をつ わので、 ブ クン ス大 
W 巧 ルブラン はかが ボン ネ をけ ひ、 S 巧 二十 1 H から SH 閒 》 ン ドンを 巧閒 しわ" 
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的 前 か 化 


をの 巧 ハ リマ r ザ タス かかと 沸 明かが と A ぶ 巧は ちとして ボ ー ランド、 ル— マニア 巧に おする 化 巧の 巧ち を 中 
むとした もので ホつ たが、 化が 公 ホに 巧ぶ された ところに 巧る と、 この 巧のを 巧に がいて ホの 二が に 巧いても 意 
化の 一巧を：^ わと いんり 

( 】 】 炭-併蘭两の巧-^及びをの巧巧の巧ながか巧を巧けたる^^口にけ惦坦は卽がが互にじれがか巧にをくお 

ごご 机な お洲 にめ ける 巧 •傅な 丸の 明な なる かがめ 壬， ング .ベル fl- X ィ > がな 撃され た 巧に がけ® これ 
技巧に H ずる も s>o 

をの 巧 この 曲 明の 閒 には 引が をが ホの 洋 むが 巧 はれ、 ぉ离 をが 巧な ゴ ー トが 巧は をな をが 连れ で己异 二十 ah 
に バリに 到 巧し、 ッ ランスを ななお ガムラン 辟 おとか 化し、 マジ ゾ ー 蘇を も说 巧した" 閒 もな <プ ランスを 相ギ 
こブ .シャム ブルは の 巧 に" ン •トンに 巧つ て 巧 巧を が 化 巧 とれな せを 巧つ わが、 なをされ た コン ミ* ニケに 
は 左の 姐り 誌され てゐ る。 

ラ •シャン ブル 巧を がは 阳 H が：：： ゥザド 巧を がと なぶを 巧つ わ" なぶ 内が はを がをおに 互 0 たが、 特に 化を 巧 

おげ 能力 巧 加、 巧 ザ おがの 巧 捕义が 巧に 削し ザ ■佛 媒阳 ぶか 間にが 巧む むな せがわ はれた。 

がえ て 阿 巧 一一 iH 、 チ* ム バレンは がの 巧 叫を 補 担し、 み 田け « がに 巧が するな 巧を もつ ナベての 田 於と 巧 力す 
る ことを 巧み、 ドィッが 巧を 巧 巧で ある 限 〇、 この 政 巧に 化つ て： E 巧の 巧 巧を 巧け る もので ない と 力 鼓した。 ポ 
— ランドに 巧す ると W 1 の 巧 巧を ルー マニ 了に 巧へ ホのは じの がであつた" 巧 巧を 乍ら も ィギリスは、 マ クン ス 
と 巧 巧して がしを お 巧 包 巧拥を 巧り トーげ る ことに 巧 化して がわ】 ところが、 ソが 巧を がめ、 ポ I ランド、 ル I ブ 
MT 巧は、 やがてみ に 近る 大 がかを 巧な しじい かの かく、 巧く は 巧が し 乍ら もむ 巧に 巧 巧して 大 M に 巧く ことを 
化しれ いか < 、が々 が ホな 化けを 时 巧して、 巧 前 『平み 巧 巧』 のが 巧は 巧 化を 妨 けたので ある。 
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四佛 •が w 保の 巧 迫 

一二 巧 二十 六日、 ム*ソ リーュ はを のがぶ に 巧いて、 『イタり 一 け 巧び お ま ホる H と巧篇 をな みない 0 何 とれれ 
ば、 ww 曲を 巧ぶ 巧 巧は 巧に 巧 ダた」 といつ わ。 巧に 昔 ザを 0 いで、 彼は フランス 忆 巧す る-巧 ホ、 巧ち チュュ 
又、 デブ々 チ 及び スエズに M する 巧 H はまる 十二月に マ ランスへ 巧 化され ホを を 速べ ホが、 をの 巧 ホが 巧 主 « に 
ふれた もの かどぅ かは 明臣 にサ寸 、唯な めて 招 なれ ものである ことを ぶす るに 止めた。 

ムプ プリ I -1 は 巧に ち 巧を 巧け ていつ た。 『イタ—— は 化 ホる 抵り 永く ホ かの 持 jg される ことを a む：： イタ 
リ》 も ブヴン K との 脚に スペイン 閒 おに 巧いて がせし ホ 巧 巧は 充分に 巧め られ ホから、 かでは】 つの お 壌が a つ 
てゐ るに 巧 ダない 。がし マ ランスが な 巧"— マと 巧 巧す るに 非 ざれば、 これを 巧 巧え る ことは， ち 令 ホ 可 巧 でれ 
いにしで も货 めて 闻 おとなる であらぅ」 と。 がは】* ながに ホの か < 脚 加へ わ。 『 i の 巧 おわら これらの 岡 巧 
を おな するとせば、 W 乂も化 巧に 石を 投寸る 巧 巧を もつ 煮は ない」 と。 

スペインに 於いては、 この 没 就の 巧 IlH にして、 マド リザ ドの 巧を のをぶ々 もて、 巧 方に ま クてわ ホ 人民 巧 巧 
おの 巧 方ず も 巧ん ど怕 時に 巧な して 了つ ホ。 一二 月 二十 九 R 、 マ K リヴ ド 巧 送 巧は K ペインを 主が フランコ 挤卒の 
巧 令に W しわを を 供へ ホ。 これょり ft 、 巧 •併は 二月 二十 七 円を けつて マラン n お 巧を 正式に 承な しわけれ ど 
も、 革な か 巧が 研に な < ことを 巧 ムナる 力なく、 =1 巧 二十 セ 日に スペインは 巧み お 巧 だを かした。 わ i る 巧 
勢は フランスの » のし ホ 不干 巧な 巧が 結 巧に がいて 斯の 巧き ハン マ I に 巧を > すに 巧 ダな かつた ことを 泣 巧 
しわ もので ホる り 

パリに 巧いて は ダラず H 巧 巧が ムザ > VI 二の 巧な にを へる ホめ、 古 一月 二十 九日に 化を を 巧つ ホ。 をのい ふと 
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巧 M o UL 


じろ に 依れば、 巧 年 十二月の イタ ¢1 油 巧には マ ランスが 主に 喊 する 其が 的な 巧 ホは お 巧され サ 、卑 に】 九； 二 狂 
年の 巧 •ザな おが おぶ となつ ホを を 通が しわ もので ホる 〇 をのな 巧と して バリな がは 右の 巧 巧を 近 < 巧 おする で 
あらぅ。 なに マ ランスと しては 间巧 公式の 裝 ホを 巧け ては わむ いが、 巧 求が み ウた巧 合には これを 檢 がする 苹 5 E 
を もつ て わると いひ、 巧に ホの わ < ぶべ ホ。 

これらの 巧 ホは 巧閒 のみが やみぶ 5 S のを 通じてな 化され ホと いふ 人 あら ば、 フランスの M は 度に 明白に され 

わと 巧 へれば せる。 を 巧は 一寸の ± 化、】 的の が 巧を もなら れい とれに 聲 明し ホし、 i たか < 主 巧ず るで ホら 

ろ 口 

五 ァグ バ ニァ W な 

•トイ ッのプ ラ ー グ 雄が W 巧、 イ タリ I は アルバニア ホ 面に 拍< であらろ との 成 巧が、 フラン 义 方面で 逢 早く W 
へられ、 ロ ー マ 政府は 切りに t れ をる 出し ホ。 あ 田な かは 一九ニ セ 年に f タリ— と アルバ ニ 了の 閒に おばれ ホが 
め、 i ホち .$1^ の 地中 お巧狀 化が に關 する お 巧め 二 化ち 七 ザ ーに R する 巧 巧と して イタ 9 1 のがを t ♦巧し 
わ U 巧し 兰月 二十 一一 一日、 ヴィクトル • H A マスエ ル 巧 ホの » 明を なつで" I マホ 面の 半 か 的ぶ 巧が 巧 示され ホの 
でみ るから、 化閒の 化な のか 何に 衙ら ず、 一方には これを る 也す るせ も お < なかつ ホ b 

ところが 阳月 六日に 乐 つて イタり— ザな は 了 ルバ ニア ホ话の 一一 如 巧に 巧を 现 した。 アルバニア 坦 王プォ I グは 
お 后が びに 苗 曲 t 的 巧 a 二日) みおに ギリシャに 巧た し、 アルバニア 巧 おの おば かりの 巧が もが 巧の 巧ぶ 巧 助を 巧 
はすに まらず、 お H の 間にを アルバ ニ 了が イ タリ！ 巧に ょつて A 巧され ホ。 かが チアノ 化は、 よ 巧の 巧 ホを 巧 明 
しで、 アルバニア 忆 巧る イ タリ I 人の 生かが あ 巧に 巧し、 アル パ ニア 田 王と をの】 巧は イタ——# びに ユ ー ゴ— 
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ス ラヴィ 了に 巧して を 巧を をて つ、 ホつ たと がべ わ-かくしで 阳巧 十一 IIH には イ タリー ながが 问げに T ん バニ T 
は 王 ホる ことに プァ シストげ がみで 決满 さわ わので ある。 

下 ルバニ 了の 併た は、 を •视提 巧の 池拌 にがす るが 巧稱 の* k 巧ぶ W であ 〇、 M 巧に 地中 おに 於け る イタ 《| 巧 
ぶの な 化を な睐 する もので あつた。 巧し ちれょ P も 巧 巧な 巧 化は ユ I ゴ— 乂 ラヴ < T を 巧 化-; r 化ょり W 迫す る こ 
と にがつた。 アルバニアは 化に 又し くイ タリ— タカに 抱 おせられ 、ザげ 古の 化 巧 曲と じつて 占わ わら、 口 I ザ 政 
がの 化 巧 わらして は， これを 巧た すると 巧とは ぶ 略のに さほどぶ 大れ巧 化を がす ものでは なかつ たので みる。 

伏‘； し 了 ルバ ニアに イ タリー がが 逝な したわめ にお も 巧 巧を 度 じ わ ものは、 ギリシャと ユ ー ゴ I ス ラヴィ T でみ 
リ 、關 巧には トルコ* ん J マニア も亦不 巧のを を 巧し わ-巧に T ルバ ユ マに 巧 卞 る*'^ ダリー の进 がと 巧を 阳じ < 
しで、 ドイツ 耶がユ I ゴ—拍 巧に 巧 力を 化 中し わ ことち W か两巧 巧の おな としで、 巧 まわが •说推 « にがす る 
间辖 としてを 巧 沈き ものが あつた W 柳と なれば、 了 ルバ ニアの 占 巧は 化 おに 巧 •佈 、若しくは ポー ランドに 巧 巧 
を 典へ る もので おいに しで も、 閒 接に これに 巧す るが をと してぶ 巧 的で ホつ たからで みる。 

巧 曲は イ タリー の 巧のを るなず る お 巧を なつで、 巧 わて ル— マニアと ギリシャに 巧 卞るほ 巧を 巧な し、 これと 
併行して イ タリ— 遇 巧の 巧ぶ を 招る と M 巧に、 地中 お « なを マル ダ、 巧膊 出が ホ 面に が 巧して 巧が の ホ 巧を ae ら 
しめた-四 巧 十ー ニ R 、 チ* ム バレンは 下 巧に 於いて かの か < 巧 明し わ。 

ギリシャ 及び ル ー マニ 了の 巧 立を がわに 巧 巧す るが けが 泣り、 をして ギリシャ 及び ルー マニ T ながが をの 巧 力 
を U つて これに ほ 巧 する ことを 巧 巧の 問閒 とぶ 夕卞る おな には、 ぞ巧 W 巧 巧け 媒 をに 巧 じな ちに そのを 力を W 
つて 右が W を荣诗 する 巧な ホ リと份 ずる。 ながは 右の ななを をむ だれ 閱巧 田な 巧に 述 供し、 なに ギリ シザ巧 巧 
と 巧 巧な 則 係に ある トルコな がに も迪 おした。 


かがの w 


プラン K 巧が ダラず H も ギリシャ、 ル ー マニアに 巧ナ るが s について が 明を がし、 を H と问じ < おか 巧 巧は 及 
ザ 快 巧の が 地れ さお 巧に 過去の ものと をつ たと 巧べ、 巧みは 巧ず のす 可 度な ことを 巧 巧す る援 となつ わ" 化し 
この 巧 巧を 巧け た 供の ギリシャと ルー マニアは、 巧 •併に 巧 巧して 较 がわる 覆を みし 巧ない 括に 巧を 広 巧 巧 さ 
れて 居た のみならず、 ル ー マニ 了の かきは、 巧 ドイツと 巧 •佛侧 とのな ぶに « ホな！ をな つてを 地を 化^ んと 
を 巧し つ、 ホつ わ。 この 田の かが ガブで ンキュ は 四 巧 十 お H にボー ラン K かかべ プク とを 化して、 ルー マニアは 
巧づポ I ランドと な 巧し わ-^ でな けれ ぱ 、阳 际閒趙 についで® を ホ おしれい ことにな 化が 一致し わと を おした。 
ホ もボツ で ンキュ はを の W をべ ル" ンに立 巧り、 ヒ W トラー 巧が、 リザ ベント" ブ- ソ かかとな 巧を がらし ホが、 
ちわを がの 巧が について は 何が もが 衣され なかつ わ- 

をの 巧の ドイツの 化 あは、 ホで 4 3 巧な に 化つて あ 起されれ 世 巧の 化が は、 が植 巧る 巧大 では あつ ホ けれど 
も、 ホの巧にィーィルとダン乎》 ヒの削随をなぷにが巧して、 すべ ての化巧おをおウわ卜：で黃-併に^^^^ナれ 
ば、 が 円の 紀 巧と 巧に 化 巧は ホ 巧に 放が する ものと おへて、 il - 巧 中 かからみ ♦にを の 巧现に 治平し わので ある 
活 3)0 イギリスの 巧 論は 利かは 巧の： がに よ 〇 巧 < M 一の 夕‘ 村に ホ 巧が 搞つ わ。 マ ランスの 大衆 も ホ、 愧 巧の 
なをに よつ て やつみ 巧创に 曲がの 巧 巧に 姐る ことを ぶが し、 巧 ホの お 化に み 化する といん よ 〇 は、# ろ 一 诗の巧 
みのに 巧 はれて 战 あして 巧乂 のが 巧を 巧ク とい クわ舊 であつ わ。 巧材 にぶつ わ ダブず ユ な 下の 巧 おぶ は 巧 供の 
化 迸れを かおす ことにが がし 午ら も、 が 巧に 巧し わ 政 巧を みる ことの n かさへ もを つて、 田 巧 巧みの 巧* の 渡に 
がらた お ホの な试に 化な さた イギリスの 化 巧に がが しつ、 をの H をが 巧す るが 越に おつ わ。 
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ニ ドイツを 中ん とする 渦爸 

中な 度び バルカン 似 か 巧が が 宿ぇず を 方 晒の がかに 化 巧され てわた 閒 に、 ナ t ザ コザ かは 米 一が ベルリン ft 引 
巧げ たお •佛の 大巧 も阳 月下 巧に 巧ぴ巧 地へ W つてが わ-化 おで まわ ホて ム バレンの 巧 巧を 巧が 巧閒 され わ もの 
と » 巧す る 巧 も あつ わ。 

巧-がは巧づはつてユーゴー义ラヴィ アを中化の化ねに旧く了：かを閒おし、 これに巧巧してパ ル々ンぶ»は阳 
巧 二十 H に ブルガリア 忆 巧し バルカン 馈巧 にを 化卞る ことを を 巧し ホ。 ル— マニ T か 相 ガフ エンキ ユは ロンドン 
を巧閒してお化を巧巧し、 ホ»の巧^€化班はブカレストに到巧して、 巧かコ ンスタンチネスサユ との曲に、 ニザ 
年に 互る 巧 巧 か 1 巧を 巧を しわ。 巧し ヮル >1 に 巧いで は ドイツとの M 巧を 化 巧して 悲巧 巧が ホ 巧せられ、 キを 
«ガ ゼプタ ■ポルスカ のかを 巧閒が W •化の M 巧は 『氷 お W 下にみ 巧した」 と 巧 しれ (内 a 二十 ホ 打 )0 
英 H 大化 ネヴィル •ヘン ダ I スンは 巧 月 二十 冗 曰 ベルリンに W 巧して、 ナチ K が 局と ♦化した が、 がは 巧 時の 
印 ホを ホの かくを ベて & る泛 i 。 

巧 巧の 命令 K 化つ で 巧び ベルリンへ W 巧し わけれ ども、 巧 論 的に も、 巧 巧 的に も 大巧を W さない のが 丰巧 でも 
つ わらろ 〇 ミュンヘンみ 巧 巧の イギリスは 一九二 0 年な 巧 化な かつた 招 田 巧が 一まして ゐ わ。 ベル 9 ンに « 巧 
してなる と、 ポー ランド 閒 巧は をく 巧な りで、 このち 月は が もが 年の 狂 巧に がける チ 1 ザ n ホ かに お化して る 
ホ。 巧々 ると ころは、 I ちしで、 をれ は大れ るか 达が であるが I (1 ) ボ I ブンド 人は ホして 度 力に 届し 
れい じと、 (二】 ポー ラン K には ナュザ n のかく ♦た 巧 かしわ ドイツ人 をな ホして わない じと、 《 I 云ち ■は 
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明白に ポー ラン K ま 持の 巧め に 巧 和して* ホから、 チ t ムバレ ン なが も 二 巧と ミュンヘンには 往 けない ことで 
みるり 

な 巧の 一巧 巧 勢は ホの かくに 化 もれ。 何 か 巧 巧 事 巧が 巧らない なり、 ヒブ トラ ー け m く恃樓 して 巧 儀を 巧め 
る。 戈 ホに 依つ で ダン 乎 ザヒを おる ことが 化 ホれ ち をれ で 一度 满 化して ホの » ♦を 待つ。 巧し 力を 用 ひれけ 
れば 得られな いも 妈れぱ 、かも 巧 巧れ 時 巧に 联 ホに 巧へ る。 一玲 中を 巧いで ゐても をれ は ダン 乎 ザヒと « ホと 
を 化 ひ 巧 0 わので はない。 巧 巧 二十 八日の ドイツの 巧 ホが 滿ち された としても、 をれ はか «す ベを 解かとは 夕 
へられない。 何として もこの 柳 煙は ドイツの 巧 お 的 巧 巧で あるから 、公平な 解 おのつ く iT 獨 •なの 阳に « の 
や 巧は ホり 巧れ いでみ らぅ。 

四月 二十 ホ H 、 を 田 巧 巧は 愈 •肋 期の 巧 巧と してな 巧 刺 化を 採 巧 ナベき を： 卜 なで 巧 おした。 これは フブ ンスと 
ボ ー ランドからの 巧 巧に がへ おるべきな 巧に 俯へ わ もので* つて、 一旦 開 巧の おな 忙お W わら 大逆に 巧 遣し ろる 
お 力が 巧 前の か < 十 笛師曲 内 ホに 巧ぎ ないか 巧で ホつ ては、 巧 巧 巧 巧の がげ さへ « おれい ことが 巧 もに なつ わか 
ら である。 化 巧 刺の 巧 ホは マ ランスを かめ、 ボー ランド、 トルコ 巧の 一 速の K みに 巧いで 1 を 受けた。 « •か 
か 田は 不巧 摩で あつ わけれ ども、 巧 脚 巧は これを 巧大熙 する ことを 避け ホ おで ホつ わ。 

これょり 巧、 け I ズダ 1 ルト 大巧 巧は 四月 十の 口に ヒ ザ トラ—、 ムザソ HI 二嘛宰 か K 化で、 平 かお 巧に 稱す 
る 長文の 巧ぶ をが おして 化が の規 巧を 巧め ホ ift 闲内 一ん な 参が 一。 

口-- ズヴ * A 卜の イザヤ ー ジに 巧して、 ムブソ 二は その 頃 a 1 ブに閒 化 中で あつた。 t マ 傅 W ♦巧 巧を 貝 
をのが 上で 巧 巧を 巧 ひ 岳 月 二十 H )、 じの 博 の 計 « をの ものが 『巧萌 は M 人を もな W する 意 おな く、 巧 ホは 
我爭 のけり に 巧 巧の ザ まに# をす る ことを 希 巧す るな 力れ 巧 巧と おる 可を である」 と 度へ ホ。 巧に 巧を 0 いでれ 
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は a I ズヴ t ルトが 『送 w のみを 巧 巧す る こと」 をず 公正な 论 であると けなし、 十 ヶ年阳 ので か 巧 巧と いひ 田 
巧み 巧の— とい ひ、 巧に すな 巧であつて、 『をく 欺 拥剛进 について 化 巧のは* しかない A 的」 の いな 中し 
みで あると が ザした。 す もヒザ トラー か M を 巧が しわ 化が のか A は、" 1 マ 曲の ぶぶ 衣 示に > くの 巧 巧を 
巧はなかつた。 

ドイツの W 巧は 注を 巧く W 巧され、 タイプライター で 巧 巧に がる もので 去つ わから、 ぶかな なにして 二 巧邮を 
巧す る 巧で あつたり ベルリン かがは 阳巧 I ート H これを »洲11! トー ヶ 曲の 孜 かに おはして、"— ズヴ H ん卜 巧ち を 
がが に ホ 知して 時た かどぅ か、 まわ 巧に ドイツの お 巧を 佈れる や-みやの 意 化を 求め ホ。 

これに 巧す る 小 凶の 凹 巧は、 ザ 巧に ホな しむ かつ わと いふ 巧に ク いては： 巧に 巧へ ホが、 W 巧の 巧 巧を なず る 
やとい ふ 巧 W におして は 巧る ホ だのれ 昔が で 『巧ら す-と 巧べ た W 唯 傅 わにん I マ ニヤの みは、 ドイツが おもょ 
く n 田の か 巧を みなして & るべ まだと 巧 巧に をへ わり 

ヒプ トク— 巧が は、 の 巧 二十 AH ベルリン ボのブ a 1A •ホべ ブに fICS：# され わ拍 みに 巧み、 ホ 曲 大巧 巧に 巧へ 
るな 味の 大が がを 巧つ わが、 をの 耐？？ はが 巧す 货 しい もので、 曲 ♦に 巧 巧 もたつ てた わ。 この H のヒザ トラ— は 
烦る她 の 巧つ ホ！^ で、 巧讯乂 ながの 巧であつた。 おでの 方は けがから 扣 f とが 巧と をな つてな なに 巧* したと 
悔 へられる。 をの】 節に いふり 

ド ず ツ 巧みな 打 巧 巧！ U1 ズヴ * ルト乂 がが はを に 巧ぶ を 巧り 短し ホが、 をののを はがに 巧 巧の ならる、 巧 

りで ホる。 をが この. 化かを 巧 化る 前に、 令 巧 巧は をの 巧な をが 閒と ラず 才 のがた に 巧つ てな ホして ゐわ -W のみ 

ならず、 おお 卞 巧の 巧が M に现れ たお* のがみ け、 化に 再 巧に 巧して ホの ことを わへ わ 〇大が 巧の イブ 七— ジ 

は 巧る 巧 かで あ 〇、 化つ か才 のない もので、 を« ホ 巧冉寞 •ホ々 > が 株 州し ホが 巧 的 f 巧の 巧 巧を 巧を 國 巧が 
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( s ■か) に 货はサ るかく 抽 がて 方 ミ：： 

このが 就に 巧いて ヒザ トラー は I 九 M 丙 年の 巧 •巧閒 す ザな 化 巧と、】 九 一：. 孔 がのを •巧 海不 巧ぶ とを g ホす 
る ことを 巧 巧した。 ポー ランドと のがが を货 巧ず る 巧 ホは、 ダン チ* ヒ巧 がに 期す る ドイツの 巧 ホを 拒 巧し わじ 
と、 及び この 困が 巧 田の 巧 巧を 巧 巧した ことに おる もので あつた。 进 がの ドイツの 巧 ホは 『巧； お I この もので 
ホつ ホが、 ヴルゾ ー ほ 巧が これを 巧な しさへ ナれぱ 、狩 お 二十 冗 ザを に 思る 不可 めを する 巧 巧で ホつ ホ 
もも 速べ た。 巧拍 とのな ぶを w 巧し わのは、 チ* ム バレンのは 巧が かしきな 曲な 巧に « みした わめで みると かお 
し ホ。 ヒ》 トラー 巧 巧は。） ズヴ 1 ルト 大巧 巧の イ W セ 》ジ に 巧して 泣 巧ぶ をに これを な 巧した】 ドイツは ヴ 1 
ル サイ ユみ巧 W 巧 か 何なる W 巧 か 巧に も 《 i ュシ 《 ン を 除けば) を 加し わ ことは なか つれし、 ，ドイツ 田 巧は サて 
一 化 だけ アメリヵ 大が 巧に。 巧した ことが みつた」 と 速べ わ。 をれ は ゥィル スンの 十の ヶ 化の 期 巧を 梢す 巧 かで 
ホる。 か洲 大望び 覆に みる 一二 十； 曲を なかしない 夏め おを •がに ホ 《た 巧に 巧いて は、 C れら 置が 
巧 も 巧 巧を ぶじて るれ いこと、 化 巧 けらの 巧 内し わと ころに 化つ て 明 門で ホる とな •へ、 ドイツは 似 ♦の 曲との 閒 
にがいて ならば 何が でもが ぶが 巧を か 巧は ナ巧说 を もつ といつ わ。 ながの おがに 巧いて ヒブ トラー は 力なく 『を 
は 化が の 班 命に ついて 〇ら巧 巧を なり 巧ない 0 W とれれば、 この 化胖 はおの お 巧の 盤な ながな に W 巧の 閒 むを も 
たな かつ ホので ホる から」 と 明す しわ" 

ヒプ トブー ながの 巧みが 化は で 曲に 巧して 二つの が訓を 巧へ ち 一は チ H ム バレンの 巧 かは 巧が 巧 巧ぶ ずが 化 
の おくな つれこと、 がび におが 協ぶ のが 巧に ょ 〇 ドイツ 側が 巧 田の か 卜：が 力に 巧 R する 化を を 示した ことで ホつ 
た 0 

化れ にしても グン ホ ザヒ問 巧は おがに 的ぶ ナる 二つの 啡 なのな 么 おとれつ ホ もので、 がか 抑の 巧 巧 かぶの 巧 か 
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と、 やかな 巧の 巧 力と が、 t のボ けを 中む としてな ホされ るが かに 立 つれので ある。 

お 巧 セ 日に 巧 •か冉 巧は ミラ ゾ がに 巧いて 蒂一: 盟巧 巧を がぶ じと を 巧ぶ し、 尚ち 一十 二 H ベル， 'N にめ いて 
正巧の巧胡が巧はれわ。 巧 • 巧の；2助閒»は 一 九吉をがな米のお巧の«がでホつ て、 じの巧約もホ巧巧の^^巧を 
ぶ义化しわもの忙遇ぞなかつホのでみる〇 冗巧二十ニロべ A9 ンで巧閒せられホ巧 • $12巧巧めは十ヶ 年聞^?:<< 
の もので あつて、 ホの かく 誌され てるる。 

保 わ 曲の# Si'i に 巧し、 巧め W の 一方が 巧 Itiw とを 度 かおに 人る aK 口には、 巧の W の 化ぶ はなち 忙 をのな 海を 巧 

をはつ てこれ をが 巧すべし、：： 係め W はがが & ぴ にぶ 時が ホに つま 一 度央 巧に 提«すべし- 

共 阳の巧 争に 巧し では、 g 方のを 巧な くして 化か 父は かやを がめ する こと 化かる ぺ し。 

巧 ■伊は か < してを の 巧 冗の M 巧を » 巧 化する と 同時に、 巧 一二 田を に 引 入れを し < はこれ を 中な の 化 化に 
ffi < ことにを むし ホ。 をのが 巧の おれは バルチ， ク 沿岸が 田、 巧し くいへ ば、 9 ナユ T ニァ、 H スト' 1ァ、 タト 
ヴィ 了巧とホ坤{>1*めをおび、 ス H 1デン巧のスヵ ンデ< ナヴ* 了巧苗をもをの 】 かの中化巧に參かさせるおお 
で ホつ ホ。 をれ は 冊を K >^ を 巧！^ して 巧 •ゾ のな おに 水を をす ホ A ともれつ わ 0 

ス 々ン ディナ ゲィ 了が W (/IA ゥ で—.** ilf シ -ry，！ 夕 -7 ィン， y ドーの ホな 大臣は、 冗 巧 九日に ス トサ 
ク ホルムに みを して、 巧來 とるべき 屡を 巧 巧した おお、 これらが H は、 『か 何なる なを 的 お 合の 目な ともな 5 
巧ない」 と IHEI にもの 傅 巧 皮 巧を 巧 巧し ホ 〇 にも もらず ザンマ ー ク のみは をの BC からち 慮して、 五 巧 ミ 十一 日 
に ド イブとの 中な 不可 めに 巧 巧ナる ことと なつ ホ。 

バルチ ブク巧 田は ホ* に •ヘルリン 巧 巧の 中し 入れに 点じて 材 巧の かめを 拉ん だ〇树 とい つても これらの B ♦ 
は、 ドイツと ブ 巧との 中關 にが ホして、 « 方の なお H がに お 春され る ことの 4 い » である】 而も 現に 故樣 を！！ る 
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援 は、 巧れ も >お 《々力に 巧抗卞 る ことに 巧む し ミる 閒 な，：：、； ンデ f 十》 イ 7 ょ。 も、 ょ。 ♦く ドイツ 
に巧樹 して 巧 化を 巧 巧す るを をはない】 化つ て 9 于ユ T 二 7;^;; イ — 併な み问 を-ー ドイツと す W お巧灼 をが 
び . H K トニアと ラト ゲイ 了は々 巧 セ 円に ベルリンに 巧いて M がの 化 句を おんだ。 

地中が SA でに Itj 巧 S 巧 曲を ぷサ る卜 An け、 イタ"- - Q お} g と、 ド f ツ g お _卜忆9_^ か， ゴ」」 のをを 
を视 しろる かに 还ゥ わ。 をして： ぶには V がとの が來 のか 巧 か 巧を 椎巧 しつ I 、 お hto のけ 巧を 巧ぐ ct あ- 

货の窠 力 K 瓷す 5 廷舊 I 」 と 管】 S お累 •浅 S ミ暫 地中： 送 学を ぶ摄器 《を かぶ 

し、：！ ン •トン 巧び アンカラ にがいて お巧个 f ; H にか W なつ！ IQ がを じつて が おされ わ- 
が 田 下 度が-、 ミ •を 二：：： か资 かに、 乎 H ムごン なから 袭 された と C ろは 香油 甚 ホる" 

巧 i 留は 2 萬 まみ 利な のた め、 告 のれ 巧を ホび た： 一； 明に 巧る •某な ぶを 供が する じと にを 化の 一を 
を 化た】 而し T 巧 i 援化度 か S 夏な ぶ 茂を 化る* で Q 期 削に 巧いて、 地中 化 零 0 塞 A なる がか 
を J ^かをが^ f ^ i かまは2 l ムをホけ ぶにを却をぶして巧帅しを ム巧をが明する J C のなはかがなる 

雪； 的を も；！ 括と ナ 5 もちは たい。 お •ふ 援挥 をれ な嘗 ごごす U にを 化淫化 《墓る 

めを に 脚しても 义が をが 巧みで ホろ-か < て 巧 . h 交が は パト W 逃 巧 中で あるが、 '班 W 化が 問の な U ごな 
はな • W のとな つて 來てゐ る。 

t のめ かは やがてす 子を もを S 迸が S 搭 かへ、 揖ぶ にけ 巧 • as - 圭一授 を 閣に ま— おする 

お 巧れ をな しわ ものである。 

ユ-ゴ ~ K ラヴ イ 7 は 巧 •がと 巧が 閲 g 搜に 巧る ばか。 でな く、 •它 A サイ ユ 巧の お M 阻 《巧を がち マ 

ランス、 おび K を Q 巧 力： 卜 にがつを 協遵援 ちが 更に 愤く裝 美學壽 に ゆか 卡 、ミが をが 巧 
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の寞 となつ て、 を パ ミ 望は 冗 巧 十 H に"- マを 巧れ、 ち 巧 一 H には.；。 ンを爾 し ホ" 

罢に？ 5 活 50 巧 苗 一空-八 宏ち得 窠約 S 寞ミミ 我 京、 巧」 § はぉ 巧 さな X 

の ホつて、 お 一一 一九 年に 人クて もがめ 巧な におらなかつた 0 

III お 後の 巧が 巧 力 

器の 政娶は 寸前の 至を に跑 タザら、 をれ だれな や 化な に 化を た^が も 一丸 一巧が の羣货 巧の 巧 
ヵィ ザ-が 裴 に、 ポ： こが バルナ》 ク 海に 化けした-* なじ f なつで、 ヒご ラ— 巧抚は ザルッ ブルダに、 

チで ム バレンは スコブ ト ランドに お々 したので ある 0 

巧し ザルッ プル グは 、菌賣 S 人が ホ* に 担を ぷ ぶた 《にな 煤の のとな つちを すに ダン チ この ナ 
乎な 文な 捏 ミ，； 丄ブ M ル スタ— が ミトラ-を 化 放し、 人れ けつて お 十一 H 、 田 巧が 班の グン 乎 ィヒ巧 
なせ プル ク ハルトが ベル ヒテ XT テンで ミトラ， と 藻した。 これら § 《舅は 一功 装忆 堂ら れ でも 
る けれども、 遵 からを く 化 的み 巧との 苗し で、 蠻 《崖を 變 もので ホつ ち プル グハ； は ダン チブヒ 
に W つてち ご t テ K 方-チン A が S をを ハ。 7 こク XWK 保 it 」 を赛 ホが、 をを 公 巧# ちれれ 力 
つた。 A 月 十 近、 十六の にち つで な 政な プル タ ハルトは、 ダン チ》 th 持な 巧グ ラィザ— とポ ー ブンド 辨な 

なナ B .ダッ T と 広 墓」 ち これ 基いて 在 愛 ホ K はち 巧空累 は W はら ヤ 、巧つ て ホな 蓋れ 巧ぶ 

のでみ ク ホ。 

ベル， NQ 化 ミは 受 巧泛轰 をな はしち ブルクハルトは ズ ザ— ナンぶ の ラン シマ ミ M じ泻夏 
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留 ほで な ナる S であらろ ミ臺 至つ わが、 それ も爱忆 基.； 一な かつち タイ； 巧は 身 十四 Ho 肚 お* 
ちて、* ふが 平 器な 巧め 室 f 巧 出 する 巧を 広は、 發田忆 巧いても 己 化を 化« として 養す る ミが 
ホる とまち プ 巧の 巧 巧 的 胃- 现に ダン チ ごの ナナス 化を 鼓坦ナ る靈、 V マ こ， ス との 畜 巧から 
化て サ 邸の 巧に ミの 巧。 堂 巧へ たので ホ ろ げ巧イ す X . は ドイツ 占 塞し で？ 養® ま ミ すん ホ 

であつ*; が、 装 K 依？ 菜 皇ミす お KU 周 J 色 6 雪を つち 量く ミ；— 養 U 、 ま 力 斤 

任 前を 一受 ンナ》 ヒの离 妾、 艮毋 巧の 獲と をみ たた ご あ ミ、 ブルクハルト をせ# たえで ホ 

ら ぇ望寞 巳て ち.--； 襄を —涉 辜# 葵 さ曼 A ミ爱妄 ミミが 轟 ミミ か 

らボ— ミトとの 《巧 Q をが 接ぇ たち、 監 Q 巧を 者と 協な 至キ jg 亿巧 ホのは 凄の ゆき ま ホつ ち 
县十 音に M ルて シ r ベ 支 ハタ— 巧 te ご，- S 4 近る さ 王が 『西累 s 藍が ナベて を 
行なを K .. I と S ほ奚 3< つけた SS て も、 > ミン ドンから S 暮が冉 度* ユン ご 的蓄 を》 ぶし 

ホ ドイツの ホ 巧に 水を ぶつかけ ホ ものと も 解せられ ホ。 

なた して も< 々署の ザルツ プル グ A 热 は、 W 普が 窮〇枯 を 於 至れな f 窒しホ ものと しでが る 

讯篇 すべ 9 呈で窒 。望 5 A こ； S 巧す 讲を 至ち： も CS 居 曲 S T を卜： S ♦ち ホろ へさは 

勿論で ホる。 

そを を问じ < して、 イタ，— ホ 相 チて 伯が サ是 プル ダ K 《いて, ベて",. ぶ 相と Awt ホぷ 
を 一 B 午後、 W なは おき 時暫 マ？ は ミた が、 を S 忆巧聚 され S ミ ュユヶ 基れ ち 『みがは 
す •へて S 逕 K 号、 甲が 度の 共材 jea について 苗 パ— セての 一巧を 化 ごと ある" 

♦て 度， T ヘント",. プ なを 餐ミ忆 し* 货 、里 十 音 巧— ミへ ル ；；— r S 巧忆ミ 


か 1 


を巧刚 しわ 〇 十二 H の 午 お だは イタ 9 1 ん化ア ，卜 9 コ 、なげ ドイツ 大巧 ブ * ン •マ， ケン ゼン 化び にべ A 
リン かが 巧 巧 か 巧 W ブレデ 9 ザク ■ガウス も 巧が し、 引が を 開か 化 わみ 巧は がな おけに ちつて が 了し ホ" 

チて 化は ザ A ツプ A グ S ると 抵ち に"- マに 化ぷ してな 路ム J ? 二とは 巧した こそして 巧 十--】 円に 
t 々 J たドイツかかと共にぺ ル ヒ テ 乂 ダ 》 チ ン にれつ て巧がと3^をとげわ】 

これらの 议 しいれ 向から 襄 しで、 この 曲り にぶる 巧 •がの 曲 巧は、 チア/化の"— マ 化 巧 為に 蓋され じ 
ちた 鹽に赛 された じと が 例る。 をして 十一 I H にお 巧の おせを 巧つ たのは、 ム》 プリ， ユ のな 化を 望の 
に審 した もので ホら えを の ミは ドイツ 茲 巧の 轟が マラン クマ ル ダ—.； イごグ のを 十 お 口の か 
班に 照らし でん 略 ■み ひぅる ので わる。 

ダン チブヒ ±巧 も 巧-夜む お 巧で (尤も ホに も R 々 * 6 が) お < わらの な M れ巧 のれ 巧の 口の てみ 〇、 で 巧と しての 
典 巧で も ある" ザルツ ブル グ にめ いては、 巧 •が WW に峭な あるを がの 刖 おがが 巧され、 冊 もこれ は*^ 巧し く 
凄す るかが のない 巧に、 なをに 巧ら 蓋 巧せ たた-おから 某 寶辜か S 巧に M する 刚 H は 巧 《で 怖 
巧に ちち 卽 ちぶな ホる が 巧は、 夏 法が をの 化 芝が ぉとして 化 ザ トつ ゎななを 巧に おが ク いで、 巧 
巧 巧 巧の わめに 巧 巧す る ことを 粗 生ない かど* T わに 胜 るので ある.：. 

じのを が ニクの 巧 ホ ホる 巧を 示ナ 。をの 一は ミこ ヘンを の 巧 巧に ドイツは ズザ 1 ナンを 客の 巧 主 的 
蒙と して 主取した のにな し、 今 2 は 巧 ネの留 のかの-と L て ダンす ごを ホ 笑 ミで ホえ をの 二は ズデ 
— チン C 餐に 厉しム マ；- 二は 巧む に ドイツを をして、 W . イタ"， ち おを 爵 したに 掏らず、々 凹は 

ホ 巧 的を 寶 占ち Q をむ ホした A 韶す ミ醫 S ちない" イミ ふ蓋援 つて こ 《閒曼 度を W 
る ことを 希 巧し、 害 巧には イミ ふ寫案 ホる チユ -;、 ずブ ミ、： X 攫 ミを る t とを ドイツ 


が y 
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に冀 しわと 草ら 裏。 ぶに <這 に ドイツと お •併 ミ 蜜を 巧 わろ ミ"— が 塞* でを 0 巧を 巧 

つたこと け、 巧で に 巧へ 中して：：： 的を ぷ しうる との f タリ ー の觀 巧を 巧 バサる もので ちる。 

器までを」 ろる 义 寒ろ ミ、 ザ； ご； 熏内 なか 明度 a つたと 声へ 任い けれども、 ミ か 

きがみを 下ず C とは 巧り でない み 化 ふ。 ドイツ 閲は八 巧 切から ダン 乎 ザヒ师 盛の がぶ 巧 化の ために ポ— ランド 
に 巧し でけ 掛を趙 す寫で A る ことを 絮： し、， VS 巧に ち •拽が 送まで ポ 1 マンドと な 取に 赛 でみ るべ 
まかを 棋 がして、 "ザ. ヘント" ザ-, かがは、 巧 巧が おたない との 搁 U を 破 巧し、 巧 巧を 跑 W して 所 巧 巧 地 « 巧の 

透に 去ろ 5 も 《ミ 油」 てゐち ；"_は 巧 冷控 おみて-ホ— ランド K 亨 s 々 s 違を さける 巧 
巧を 明か K し、 ホ おお 涉亿 化つ て 瓜 •が Q 爱が董 さ 技る ミ 化 W を 巧べ 交で ホら う， 

A 巧卜 KH ， お 四 大使 ネヴ < ル •ヘン ダ I スンが、 ホな み 化 リ イツ*》々— 巧と ベルリンで みがし わ 巧、 ホ お 
ホ かから ホの かそな 化を ホべ られ わと ホる (巧 _")a 

ト イツは f 田が かわむ る 化が の； 卜 にも •また ポ— ランドが どんむ 巧 渡を が じょうと も 巧 巧に 巧へ るとは いじな 
かつ ホし、 むず る じ もを 巧まず、 まわ。 じがない。 ドイツ 脚では、 ボー ランドの^^ がか、 拍モ むかのな ft て $ 
< もので ホつ ホし、 ホ わかく ホる も S み U じて 方る：； 

じれに 巧して ヘン ダー スンけ 『このが 巧な 巧 論は が も 巧 阳の乂 巧を 巧に 茲 解し W ない—， ペン トロ》 ブ公 わく 

巧く i 各へ てゐ る。 千ての が ドイツ 某 化忆 恩を 巧へ たを うかは 巧で ない が、 装を 兮 " ，| 三 
をけ ミ ユン ヘンみ ぶが 气 式；- 丸 ザの-な とけ 化 態が，^ く W つてた 5 ことに W 附 いて ゐ ホに 巧 ひない】 だから 

M 班阳 と」 て 《イプ" ふ 碧 S いても 發が巧 けれ わ こみは、 な 巧 g 讓掃ボ ミ 《還」 わ ことから 

も椎 巧が ミーろ がし ドイツは イミ- 《がが 巧 g を宋 《卞、 イタ。— も タン； ヒと W す 5 地ぶ 讲 なに ホ、‘ 


度な 
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Oli さ 『一 ざ ミミ；— Tha 妾 ブ をで c まき 邑を ご ミミち ち ミ- 夕さ巨 ミこ KFh •さぞ- 妄 I .內ス n セ厉 
お拍 .が— ブンド 致 麻 白 ♦’ 化 お、 丸 六 巧- 

皮， N0 を 《113- lclnf さ-. - F 己一 U 3- - も。》 U 左 ミ 1 . I 、 き 一-さ 一ち ニニ々 打 夕が" 

尚齊‘ 1 二 あなは 下 ♦お、 

ヴさ口一ーミ玄 5ジ0〇3じミ をコ呈云；— ブ-を一 ぞーミご-ミ 》nd 二さ 《ジ*&3さご)二~**^】一^^ f 《#ミ** こ*'*'【 ^^55 »を 
tu-nlulay ミ ぞ一をさて-， ッ ミタ ル&な参照- 
ホか. 7ヴン义致な、 黄齊、 ニセ五巧>照- 


て巧サ忆乂られい^^を明かにしたんのとぶ度しろるのでホる〇 この巧イタ9|の巧むところは、 ドイブヵボ— 
ランドとの 巧爭を 解かす る« みに 神 •が閒 の を W 時に がかす る ことで あつで、 それには 巧ぴ ミュンヘン ♦な 
の 化き がを 巧る ことが 化が であり、 かずし も巧爭 におへ るを 巧を 化ない とい ム 巧で* つ ホ。 ドイツから 柏れば、 
先づ はつて ダン チ* ヒ刚 ほを 中む として 巧 •係に 巧が な 巧を 押附 ける ことが 巧爭巧 避の 便法で あつで、 地中み々 
化かの 刚趙を 一げ に 巧 おする ことは ホ 利な だとし ホ。 巧し 一且巧 义を閒 けば、 閒 田は ダン チ* じの みに 止 4 ら 
ず、 巧 だに おがのを お、-*^ 節 シレジア にも 及ぶ 巧 巧で ホつ たじとは、 ホ 巧の ベル P ン致 巧の ち 巧に おつで もを 巧 
する ことが 化が る" 

A 月 二十 セ H ので ダラず H 巧 かにを へた ヒ ，トラ I の站 化に も、 『ドイツの 中し 化は 的る W 大で みつで、 ■トイ 
ツ坦 巧に 衝 巧を 巧へ ホ 化で ホる" お U かに M 人 も か、 る 巧 ホを 苗 おに 示しろ る 人 閒 はない 〇從 つて この 巧 ホは こ 
れ がせ 巧で】 巧な りの もの」 だと 巧して ゐる A なけ >0 


m 
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- パリを 辨 ょり ドイツの •奥 求 提示まで 

パリ やか ♦巧に がいて、 巧 巧の » がを か 何に 巧 巧すべき 卞 をが 巧した 巧、 を も 雖關の 一として 化 S を おがし ホ 
ものは、 おポ ー ランドが 巧の かおで あつれ。 これが ために イギリスと フランス もは、 をれ ぞれ 巧つ わ A なから、 
巫 反 巧の 主 巧を 向かして かずつ たことは 闲 なのが 巧で ある* ポ I ランド 刚扭の 中で も、 ダン ナブ ヒ及ぴ その « が 
のか 巧は 巧が を 巧に 巧す もの もして 化 卜-の» 巧を 狂おし わ。 か ホ-^ の 巧 かを 則に して おへて 化る と、 ダンナ ザヒ 
はが 巧 上 化 曲に 化が する】 K かにょ つて A めら れ 、をの 丸 お K 々までは ドイツ人で ホる。 化し 巧 巧 的 巧 巧は ポ I 
ランドと ホ 可 かの 閒巧 にあ P 、 ぶク この 田に とつで 巧 一の が U でも* る。 をれ おに ボー ブンド 巧 化の 巧に、 じれ 
を 巧 •がの 化れ に 巧へ るかに 巧いて のをが 巧 はれ ホ ことは 無 巧の れいと じろ であつ ホ。 

ポ— ランドの 巧な 用 巧に M して# 門を むの か 巧し わがに かれち 按< も 一音 W に 近い ドイツ人を お 興 ポ I ラン 
ドに^^ナるが巧となるから、 巧な«にがいて肛んだ是非のおが巧けれホ。 これに閒がしで一九一乂ザーニ月二十 
お H、 P イド •ジ 9— ジが 巧を W を ♦巧に 推 化し わ 巧 化は、 をのぶ 巧の イギ け义 政府の 化 解を-反 かする もので 
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あるが、 をの 一 泣に ホ Q かくぶ •へで & ろ* 

す あぶと み 巧とは、 ちれが i の 旅が に采 じて 巧は る I 叫、 乂义 におが 巧な せられないで ホら ぅ。 それれ に、 
姑が に必 がで ある uk に > わの ドイツ人を ドイツ 伤义 がよ つて， これを 化 W 巧に な W せしめる ことに、 余 
は » モと して K 的す るん ので ホる" 化が のむ も 巧 如に なみ、 かも 站 はなる 乂怖 たる こと をげ 泣した ドイツ お 巧 
が、 をのみ _< は 巧が 术 化けで ぶぶ ホる 化が をが 义 しわる ことむ* 一 化 巧よ 〇 な 〇、 を 9内 なに 化 W とのな ホを 巧 
む ドイツ人の ホ 化 期を 柏 化する W 朵に助 巧せられ むければ ならむ いとすれば 、それは 持 おの 巧 ホ 腿 内を な卞も 
ので ある。 をのが おを： 地 じで、 お だれて 巧ぶ せる む， J がかの 怖 かを 化 巧し わる ことおを、 巧れ 化のを がの- > に 
二な 十 巧の ドイツ人 をのかん とする ボー クン ドを U みの 巧ぶ は、 余の 巧 巧に 從 へば、 サ 巧が 4 — W ザバに 巧た 
なる 巧 ザを 巧 巧す るに がぶ むい。 

然し、 巧 なは イギリス 業を 令 曲のに 巧 入れる ことを 巧-もし、 ホ义 のか さおを じつて 斩ポー ラン K を 如ぶ す 
ることになつれのでホるが、 巧な阳がヴ^* ルホィ ユ化約おをドイツを城に产交して* をの巧化を巧しホ巧、 ブロ 
プク ドル ブ •ランツ 7 ウは本 闲の浏 たに お P 、 ダン 十* ヒに 脚して ホの かを 化 解を おがした 一な 1>0 

: .•堂に 於け るが ホ 問趙に 巧を を Tt 化 度び 巧 •十 A 巧に 巧 化 甘ら る、 がを におり おゾ "イセ ン 及び 巧ブ 
"イと ン、 ポ ンイ ル ン、 ポ ーゼ ン巧びシユ レージ王 ン巧のゾ "イセ ンぶ州が* ポ—ラ ンド曲に解巧せらる、の 
でみ るが， これらぶ W は、 ホして 明 内 なる ポ— ランド 人に 依つ て 招 巧せられ て おる ものでは ない" 人 巧# 的 柏 
がをお かし、 巧に これに 化つ てボー ランドが、 ドイツに 扔ナ るが 利なる 艰ザ的 巧が、 おしく はを. かれる 巧？！ 

W 巧を 巧 おせんが わめに、 巧ネの 巧が、 巧乂 なる がが に ドイツ 的なる 地 试がボ I ランドに 迫 化せられて 居る。 
お 化 おの 閒に烟 ホ. ホ ー ランドよ 9 解れせられ わる 巧 化な、 おしく はボ I ランドが 化 化に 未だせ てぶ 柏 « を 巧 ひ 


が； 


I ： ブホ y ダ 必中の AH 


しこもおきが地巧が、 街ぶがにボーク ンドにむおせられて巧る- 站つて巧案のか^ぷおをホぶナることは、 w 
•u に •トイ ツ のなる 巧み .Q 贿大 なる 地な のが 雌を 化 ホ卞 るで あらえ 抽 ふるに か、 る规 ぶは •田に の 削 巧の おが 
になり 『げ U と 巧に 3 — " ブバの やか 巧び 巧いで 化かの ザ 巧を 脚 •がする の刖れ あるげ ホ 及び 巧 讲の巧 わなる 巧 
莱 を例边 し、 おしく はこの 柿の 巧を がぶ をぶ 义化 する-ことを 遵 くべ しとす る大が 巧ウ f ル スンの 巧 閒 とがな 
れ ざる ものである：： 

のかを K イツの 科ぶ に 的して は、 巧な W の 中に もこれ を^ 巧に 入れて おすの 化 正を 巧ム ■へしと が 巧り、 
マリ H ンヴ * ルデル 巧び 卜- なシ レジ 了に がいて は、 人 化 巧 巧に £ つて 巧-化の W 近を 巧ぶ する こと もした のでち 
るが、 をのが 巧に 郑 いても ドイツは ホして みおの なをぶ しむ かつ わ 一 これが をめ にが ポ I ランドの 巧 曲 W ホドイ 
ツ 側との がが が閒巧 なくなつ たこと けがにぶ ベれ 站〇で ホる り 
ドイツと ポー ランドとの 閒に ダン ホ》 ヒト がつて おがの 開かれた C は、 ズ デー テンが 件の 化 巧、 巧し < お へば 
一九 吾 A が 十 巧 二个闽 HW 巧の ことで ホる-こ ah ベル ヒテ A ザ I テン Q グランド •ホテルに めいて、 9 ブ ペン 
卜 "ヴブ かかは リグ 义キ ー ホ 化に 向つ て、 麻 約 問の がぶ を： 巧して W ホす る あ 項を 示 巧したぃ この 冻 ぶに 閒 がし 
て、 卜 ■巧 4 .九 H に リゾス 中 I は a ザ.； ント "ザ， とみ UQ -^、 ボー クン ドが ダンナ ザヒ の ドイツ 巧 W に W 巧を 
巧へ かれい 巧 かを が 細に 诚 W し、 ボ— ランドの 巧ぶ を f おし わが、 をの 巧に おる までの ドイツ かがの® は 巧め 
て 婉曲に ツル ブー かがを ぶ W ホん とする WW が U えた J 

巧し •九 HI 丸が にんる と 巧に，；、 ル リン 巧 牌の® はなに がが とな 〇、 ； 〔：月 I - 卜 • H のみが にがいて は、 明かに 
ポー ランドに 巧して 强 が. を おせしめる 獲の U 巧が 川 ひられ わ-これに 巧ず るボ I ランドの 巧发 け、 S 巧 二十 ホ 
H に ドイツ 側へ で おされ ホが、 あ 巧な ぶかに 巧け る. のかた ながは， この 巧を W つて 巧 巧つ たとい ふべ さで ホ 
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つて、 この 円は が、 麻 w のな ホ おは 巧は 巧みの 巧 明 や、 な乂 みでの ながを u つて 互にが モの不 巧 巧を 巧め るかき 
i をな り、 それぞれ をの 原 策を 闲か しれを 2)。 

一九 111 乂 年】 巧 おり、 ボ— ラン K かがべ ザク大 なは、 ベル ヒテ スガ ー チンの ル 巧に ヒイ トラ ー 巧 巧を 巧 巧し 
て、 闻 曲の 3^ にないて 巧 化を 文 おした】 をの 席には ホボー ランド ドイツ 大化 フォン •モルトケ、 巧巧ポ ー ラン 
ド 大巧 リブ スキ— 巧び •トイ 巧 かか リブ ベント" プブん 列が して、# 化な はか ホ & シュ ミザト 公使が か 巧し ホ。 を 
の 巧の ♦巧に 巧いて シュミ < 卜 のな すと ころは 大巧 ホの 通りで 光る 《巧 3】。 

ポ ー ラン •卜か 巧の 化が に從 へば、 巧 方の 柳に がいて、 巧 巧を 化し ホ お 千の 巧脚涵 のぶ 巧を】 巧 せんとす る 巧 力 
に 巧が が あつた わめで あるみ 巧べ、 か、 る巧閒 巧の 一とし で、 ベザ タ 巧は ダン 乎 ブヒ閒 巧を ホげ、 さぅ して こ 
れに M しては、 巧り ドイツ 及びぶー ランド 政が のみれ らサ 、お干の 巧 I 一 一 者、 巧 中 田 巧 巧 巧 巧 も ホ、 凹 おとれる 
じと を 力 巧し、 例へ ば、 おし 拍 巧が 班が をの ダン チ ブヒに 於け る 役 巧ょり* を 引い ホなら ば、 巧して か 仙なる 
ザ 娘が 巧 生した であらぅ かと 巧べ、 をの 化に も か、 現れの 巧 解が 一な せらる、 ことを 巧す るち 卞の » 閒话が A 
る。 例へ ば、 チ-ザ ゴス" ヴ T キ TW 巧の 巧な、 特に か、 る ほな がが 巧に巧 巧 せらる Y きわ、 をし くは が 巧に 
と 巧は ざるまで も、 サ晚 巧れ せらる •へしと するならば、 か 何なる 巧 期に 於いて をれ が 巧 期せら る、 かの 關 巧の 
かを、 をの ホなる もので ホる。 おにぶ ー ランドは じの 巧 巧に 於いて、 カル バト •々タク イナ 問が に M 、 むを 巧す 
る おれり としで、 中 巧の バルカン 化」 とい ふビ ルス ツキ I の 巧を おほし、 ポ ー ランドは 現 ホの カル パト •ゥブ 
ライナ に妄 巧し わる W かに 於いて 宿 巧を 巧な し、 力 A パト •々クラ イナが 化 H みず ポ 1 ブンドに 巧つ てこ 
の 巧の の 巧 塞と 化しが る こと、 ポ ー ランドな がが じれに 巧つ て 鈴 « がく# ら る、 巧 勤ょり しで、 巧に * SA 
のみず を 生じ 巧る ことを 化る、 ボ である。 これが、 ハン ポ C — との 巧迎圓 « を ホむ るポ— クン ドの 巧 力の お 巧 
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なる 巧 もで ホ 0 たと な •へた。 

庙がはこれに*?^&して曰<、 あらゆる现在の巧閒扭を巧巧せんがホめには、 ホづ巧一 に獨.巧が供の巧本なが 
に 巧 及し なけれ ばれらない 。ドイツ 化より して、 がは K イブの ボー ランド 忆巧 ナる械 巧が、 巧な として 一九 古 I 
四が の 不可 径 なすに 現れて 思る ところと W 1 であり、 をの 邮か 巧の 巧 化は おいこと を 巧 巧して 巧らない U 特に 
カル パト •々クラ イナの 閒 巧に 閒 しては、 化は、 か 巧の 巧 閒 に 於いて ドイツが これを を篇ナ るが かく 巧な せら 
れて おるな W になを， ポ ー サンドは この 化に がいて モ邱も 巧 巧す るを 巧せ ざる ことを 明 巧し 巧る 0 K イツは 力 
ルバ ト扣 巧の 化 ホに 何 巧の 喊 むを も ホせ サ 、隨 つて じれら の 化 に 巧あ閒 巧を おする 巧 H が 巧 巧に 化 何なる 攀 
に 出で よぅと も、 化に 化つ ては み 馬 牛で ホる 

イ I イル閒 煙の かに、 也 巧なる 巧 •设闕 巧に あいて、 ドイツに 化つ ては、 镇 トーより してが か あ 度なる 巧な 度 
び ダン ナブ ヒの叫 巧が ホる W 热 化の 化 « にがれば、 化 おでは、 巧 渡を 巧 わるみ 子ぶ 拽 より 離れ、 をが 巧し ま 方 
をに がいて W ホが 求められれ ければ ならない。 がち、 例 へげ ダンナ ザヒの W なに 巧いて、 この 巧が がれ お 的に 
巧び をの 化は のな 化に なつて、 ドイツの み 问 がに W する じと とな 〇、 その 巧は 巧 A ポー ラン K のがな、 な 中が 
濟 的が がに 於け る 利な が-^ 分化つ ぶを にな 巧 せらる〜 がかを 何 巧 かの 巧 巧を 工夫す る ことは、 必ずしも 不可能 
ではれ い。 かくの かきは ホ 巧に ゲン チ》 ヒ のが 巧で もみる 〇 おし ダン チザヒ は、 が ホ 的 g がしには ホが しが 
ざるが 巧で ある。 扔 つてが がは、 ゲン 于ヴヒ をして、 巧 ホ 的には ドイツ 巧 M がに 化 W ホし むる も、 巧 W 的には 
化が として ボ ー ラン K に » せし むる W 巧 かの 公式を 驻 化せん とな 卞るボ で ホる。 

化る であらぅ 0 
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化に ぶ •へたる がわく、 ドイツに 化つ で 一巧の w 巧なる む 巧の 叫 迸を なす おが だついて、 法找 け、 ドイツ w にか 
つてが V " イ センとの おがが 巧 巧の 大 がで ホる こと、 おポ ー: ソン ド じ 化つ てが 巧との 巧说め 巧る がれ くれる こ 
と •これに 胡しても ホ、 を 巧 巧し さ 91^ 中いみ 化に 化り て卜 々に 巧 だの 到な を W 化サ しむる ことを かべろ ことを が 
約し わ。 

巧 巧は ゴを 遇め て、 i ；；： しこの 巧 巧め 巧 巧 5 h に、 がが 阳 をして み. をのが がそぶ うせし むる ことを 巧刖 として 
ぶ <俩* の刚 なのな； 3 のがが をぶ 巧す る ことに 巧巧卞 るなら ば、 そこに ポ— クン ドに 巧しても ホ 化の 保 W との 
はおと 巧し く、 み 巧 ドイツ 削ょ な 明が なる 化め にか 〇 てが ぶせられ わる W 巧が 巧を ボ ー ブンドに 巧ム •へしと い 
ふこと に 巧 〇 て、 かの-九 一一. 阳 がの 巧-が： £ のなる 巧 W を、 ぉに 巧みの 总 化に 巧いて 詢化 ナベき 巧 期が が 巧し 
わとなナぺ をでホらゥ。 去の松、 ポーブ ンドはドイツ側との尚巧を、 おかをもなめて— 化 おで 巧 け、 がめ 
てこの 問 晒の む 巧 的 W 巧と、 巧 〇 化の みがか-- る 解 ホに 巧ぶ せしめが る ザなる ザ 巧と をが 巧し— なか 的に 巧 
巧せられ のる の种 はを 夕巧 する であらろ-如 、るち •她 のな 巧を 巧 ふることは 巧 占 《 一に かつて、 茫だ 巧みの こ 
とでは ない。 隨 つて 化は、 巧 もむ く 巧に が K 视 ょりして W 巧に 批判の のと せらる、 であらう。 併し乍ら 巧 巧 ほ 
をみとして化は、、この贿のが卡いがお巧の请ホなることを巧。卞る"がも今：：：、巧チ"|ル巧しくはアルザス' 
"—レインに巧いてと巧ナる3|<;^|#?をがか<、 巧しドイツが ： 凡そのな巧を巧へわ巧には、 村人もまわポ—ラン 
ド 巧が についで 斗に すると ころが おいで A らう': .み*" 

ポー ランド かかべ ブブ は、 ドイツの 化 As 說明 におして 活が にぶぶ し、 化つ ボ I う ンドも ホ、 化 巧に ドイツに 
巧す るを のな がの 照 唯を 闲み卞 ベを 巧を な 明した。 

べブク はぶに 曰く、 ポ ー ランドは、 化に 化が、 お W 巧が 巧 巧め をが 山して、】 巧 巧な に。 シアと 巧を せん じと 
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をを 巧せられ わると をに 採つ わと M 巧に、 飽を 巧な 円 ホなる 化 巧の 蘇を 辿る であらぅ 〇 岡より ポ 1 ランドは、 
む d のをを のが 强に贼 して、 マ ランスの かく 神が 汹化 でけ むく、 まわぶ る 九 巧のを 巧 巧 おが 的に 無力と なつた 
洗はゆる 『巧を化降が系，！ に例巧の巧伯をもぷめない- こむ巧にが化の ^巧朋をな叱卞るものである〇 なしで 
らを かは、 巧々 巧が より 巧せられ たるな W の 中に がめ て お 巧せられ てがる ドイツの お 巧に 4乂 むる 巧 巧を 巧 
ふる じと をが まねい。 化む 身 も 亦 、 K イツに 巧して 巧が の おれを 间 みする もめで ある" 

巧 ■化闕 巧に 閒 して、 がは 巧が の お 明し わるぶ 閒を站 々する" け ゲン 手 ザヒ剛 巧は 化に かつて 非 巧に W 巧なる 
ものであると 巧ぜら れる〇 この 削 巧に がいて はがに ホ I ゥン ドに がける 巧 <1 が お 化せられ むければ ならない レ 
さは 讯へ 化は、 沉は ゆる、 か 巧 巧に がける W 巧」 の！ け 闲よリ これを 巧ずに かけない W 心が のかが 中、 化は 
来 だれて ち郎 もみ ホ 巧の 乂 巧に、 むを 巧し わ こよな く、 しかも 化 巧と して >材 なに W まつて おる-化し ザら、 お 
巧の 巧げ のな 化には 十々 に喊 化を 汾 はなけ わ ばなら ない-? ぅして 化 おに、 ダン 中 ザヒ叫 おのが かに 巧す る阳 
巧を 巧 化する ことは 前 ふまで もない。 がしが はこ sn 巧を の： 化が わにが 巧し がい、 一ぶ*】 

ベル ヒテ K ボー テンの み U をが つて、 ベザ ク かかけ をのな 六 H 、 ミュンヘン がで リ》 ペン ト "プゾ かかと 化め 
てみ 巧し ホ】 をのな ドイツ 外 かは 化が 供 やに 抱ける グン 中 ザ じ 叫 胜の祐 ホ おむろ ものを 巧が しわが、 をれ は 巧に 
S 月 十 An の 公ぶ 巧 策と しで V ル >— かがに 推 出され わ ものと W ; 内 待の もので A つたを 4>。 助ち 《イ) ダン 
チ ザヒを ドイツに おぶ する こと、 (") ダン ホ づヒに 巧いで は ホー ラン K に 巧し お 火 化の が 巧の 巧な を 化 含す る t 
と、 《ハ】 巧廊 を巧斷 して、 ドイツよ 〇 ホ，". ン 了に： 辿卞る 一が の -= 巧 中ぶ 化 及び 巧ぶ の 巧 巧、 《こもに 巧し ドイ 
ツは 巧が 巧び； W のぶー ランドの が狀 をが 巧す る こと sg :* 化で ホつ わ 

これに 巧して ベ づクが w と 巧へ わかけ W のに おされて むいが、 巧 巧に がいで 的 取に-ベ マク 氏と を 7, ベント 
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。プ ブ】 とがみに、 ボー ランドと ドイツとの 閒に 於いて w 能なる 巧め 文 巧の 乂 おを々 一度ち おすべを ことが 巾し々 
はせられ わ」 となした ことょ 〇 おして、 ベ* クの囘 巧は 巧め てなら サ 巧らず A 巧 化な もので ホつ わ ことが 巧 はれ 
るので ホる J 

ちれむ 巧の 巧 巧に 巧いて は rag の 5 が」 にがいて 火 化の なをぶ ベた。 巧し ir 巧 下旬に ドイツの メ IX ル 巧 巧が 
巧 はれ、 ついで ドイツ 窃 M 巧の ボー タン ド かがが 峭始 せられる に 及んで •ご 一巧 二十 内 H 巧には ポ— ラン K のか 供 
お^51^が小規巧ながら巧はれるやゥになつた" をのことはドィツ内巧だも現れてお9、 をして*'が-ホ«の巧> 
は 円な にな W を 化けせ るか 態に 巧 化しつ、* つた。 阳巧 二十 AH ヒプ トラー 巧が が 曲み で 巧つ ホ W 巧、 を r * ゴ化 
に 前 巧で ぞ 及した ところで あるが、 これにれ 度して ボ I ラン K のべ* ク かがは 冗巧寬 H に、 リル ソー のな ♦で ド 
イツの 巧 氷に ち 巧し、 ダンナ ザヒお 巧、 «が8£ ぶげ 巧 巧の お W か 解 巧は 化を し 巧す とな Y 、 . ザ ー ランドと ち H と 
の閒 のな 巧は 5 互 巧 助を 化 目と 卞る もので あつて、 ホみ な 巧 B をみ 巧ナる ものでは ない に みら す、 す 要 向 で* 
化* る ドイツが、 が もを の：：！！ 沒 となつ わか < WIJ : する ことは 了解し かないと いひ 切つ ホ。 この 试 巧は 巧函 にも 反 
春を 巧び 巧した。 チ* ムパ レンは 友 月 十； 日 アルバ ー ト •ホ ー ルの « な黨乂 ♦にぶいて 『巧 •伤 はを のめぶ をげ 
巧す るれ どろ か。 賴し 併ない し、 みして をれ に 巧必 でない と W ナる やぅな 巧 巧げ た閒巧 ひを しでは •なられい k と 
违ぺ 、ダンナ ザヒに 巧いて は獨 •がの さ ザを 巧 巧に 巧つ て 解 巧 する ことが 化が るのに 『ボー ランドの 巧 化を 巧 巧 
チる 如きぶ 化に 化り、 巧 力を はつて が 巧を 巧. 史サん とする かを をが 巧 巧され ホら、 それは 乂 RA を ホ WR ならし 
め、 ホ H もこれ に 1¢： 込まれる でみ らぅ」 と 苗 明し ホ 0 
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ニ ダンナ ッヒ にを 巧なる 

i 丸 1 二 乂ホ 六月 中 お、 V ブぺ ルス 〔ドィヴ な ♦大臣) は ダン チ ザ ヒを巧 巧して、 十 セ、 十八 曰の W 目に 夏り 巧な 
をが つ わが、 をの 中に ダンす プヒが やがて K イツに W るべき をね がし ホ。 をの ン ナづヒ にあいて は W 巧 ザの 
小が 巧が 供 巧 中で ホつ たこと をも考 へて、 ドイツの 巧な に 就いては 历 にか 去の 讯 ザて わるもの とぶ 像す るに 巧み 
であ ク ホ。 

ロンドン も パリ も 巧に ワ A VI の 巧が な 獲を 化て、 ダン チ ヴヒ閒 ほの ためにを 巧が 迫りつ、 ホる ことに 化を 
巧 ひ 巧な かつた。 六月 十七 H 、 か W 巧 W ダラず エ はなを 化かの 化 巧の がな にがいて r ! が 今 H のか <な をした 
ことは 进ま 二十 ザがない ことで ホる』 といつ わが、 をの 巧 巧 おされ わ コン ミユ ニケに 巧れば、 と 巧 I H の® 5 は 
『ブ ランスの 巧のを お化し、 をの 坊や ホる かむ に 巧いて がぶ を 巧され いおかに ついて J 巧 巧せられ たとい ム ので 
ある。 をして 朋 巧の 苗 巧に、 かが ボン ホは ドイツ 大巧 ウ玉 ルツ！* ク 化の ホ 巧を 米め、 フランス 政が の 3^ を 明 
白に 迸 おし わと 巧ぶ され ホ。 

セ 巧 中 巧の イギリスのを おは、 ロン •トンに 賠れ K イツ ホ 巧 フ* ン •ディ A ク センの 巧 巧 巧に ょつ で その 一巧を 
巧 ふこと がで きる 【括ろ >D 

r ダン ホ ブヒに 巧 する ドイツの かぶ 的度夕 巧* の 成が を理 かとする 供れ 巧は、 お H 巧に お？ でのぶ 巧なる こと 

判明した るが 巧 巧 巧し ホ。 

これに 巧 9 で、 本 巧ょり ずれば、 ドイツを まわ もや 化が 大度の が 中に 巧サん とする 巧が 敝 H 巧の 巧 力の 巧し さ 


ぶな 


一巧は おぶ を 巧げ わがで ホる。 巧しながら このたり 問には、 巧 巧なる 化 u に 化する お w 公 ホの？ K 化 渡が が お 
した 0 

一列の 怖* なる w 子、 卽 ち、 ド f ツを U 巧す かとする 化が のな 闲 がか、 がかな 傅、 一が ぶ 巧 巧な のげ 巧、 巧が 
お化巧に化り、 がか、 が邮、 中もマ、 ががあびラジすにがける：：^巧な媒の化水に化り、 ぷ巧のじ的に巧して巧 
めて 巧 成なる 巧 曲の 巧说 は、 「巧ず」 とい ふ 切なを、 化 おみび かぶの 中む とする がかを： めの 巧 神化 巧に 陷れ 
られで 姑る。 唯热 ではす： 7 おな 〇 や 巧 やの に 巧 する に、 巧み. のぶ 巧みる にぶぎ れい レ 球 巧： 松の 巧 W 
人は、 化悄 のに この 問拽を 化ぶ する-稍 ■化 化 沈を かの ボ は、 巧 •巧 脚な のが M 内に めいで あらゆる 巧が のな 
ずは、 巧な をはつ て すれば が 化； ？ 巧で ホる にな ひれいと いふ こち 化び に 巧賠も 亦、 何人に も 利な &況ら され 
いもい ム ことを 巧 进 して、 これを-み 出ナ る-がし ザら、 をれ-:: がと して 巧れ 的なる じれら のをぶ 面 も、 t 巧 来 
を视ナ るが 巧の 叢ぶ 巧、 带 がの 孤が みび がな 的 巧 进の期 お 巧の かを、 巧 曲 ザな の 採り わる 巧* なる！ sa のか 
がに 依つ てが 巧 せらる、 じと を 巧れ ない J 

セ 巧 二十 九 U にイギ yK 外 W ハ リマ T ザ クスは チャタム ■ハゥスの？ £ 城に めいて ホの かを 巧 巧を 巧べ ホ。 

K イツは なをに 孤々 •しつ、 ある。 抬ホ 巧には その .U が. りなの アゥ タルキー にょつ て、 巧 治の だはぶ 曲に 巧 I サ 
を 巧へ るな 巧に ょつ て、 まわ 丈 化 的には •トイ ツ K 族ぶ ぶに 化つ て じれを ぶを しつ、 ホる。 か、 る 巧 ホは 打 
ら ホめ ると C ろで ホつて 雄の 巧 巧で もない。 じの 巧 化が おがす るな P、 ，、， 巧な ■をのな 向の 视巧 とれる ことは 
不可 おで ホる。 

供 i し 化 人と しての ドイツ人、 をの W 人中 化が 巧 巧 採に がむ ことは 巧 巧の ホ 巧し れいと ころで みるが、 これは を 
巧の 巧 巧で はれく、 ドイツ 巧が の 巧 巧から 法寸る もので あつで、 か、 る 巧，.". 巧 巧が 水紋 する やを や、* われれ 
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の R にかな な 巧に 化 W ナベを や奋ヤ は】 に ドイツれ 巧の ちへ にある。 

ハリブ 7》 クスは 巧に 附化 へて、 巧 M のが 巧は 巧 巧» 々であ 9、 をが 巧 力 も か 化 田の な を がれる か 巧の おい 
巧 巧に ホる わら、 佔 巧に 抵 がする わめに これを 化 州す るで あらろ と 巧 明した。 これを 乎王ム バレンの 其-巧し つ、 
ホる ホ かかな が 巧の 述 かと 巧 かれ 巧の 毋が とに 照らし 合は せて' か W にもを 巧 のれく 化え ホ けれどち イギリス 
は駐 巧まで 女 巧に 化る かやを かめつ I も、 巧 後には 巧 力の 巧 化を さけれ いとの 巧な を 次 巧に 闲< しつ、 ホる こと 
は 巧す る じと が 巧が た。 イギリスの 宋 める ところは 化が として ザ かと か 化 お 持で ホつ たが、 ドイツが ボ— ランド 
を あ 面の 巧 巧 H はに 巧んだ のは、 かづ U つで ボー クン ドを 曲 M せしめ、 忠ナ 巧を U つて ブイン W 巧を 巧 巧す るた 
めで ホる との 巧が は、。 ン ドン 巧 府 をして ポー ランドの が 巧を ホむ さ ザ ホので ある。 

ハ 9 マ r ザ クスの 化が は、 ボン ネホ かと々* A ツ * ザクた 巧との みがの むがに 巧 はれ わ もので ホつ わが、 をれ 
がが もポ— ランド 問趙 にかす る 巧 •神化： £ の 中し 入れの 化を おを みし わ。 巧し をのが 化に、 ドイツ 巧 供 巧け 乂化 
巧の あけの： 卜 にぶな 曲 巧 地方に 化が し、 曲墳附 おにが 化 ナるポ I クン ド ホ 化 K が かは、 奥地へ § する やぅ 
にかな を 巧け わ" 

ホ 巧 一一 十九 H はボ I ランドの お 巧 r んを H で ホつ わ】 ホ— ランドは じの りを 助して ダンす》 ヒに 巧す る大东 巧を 
巧 ひ、 グず ニア 泌 にを 化する ボ - i - 巧 人を 巧へ わ】 C れに 巧が してん 巧；- り、 ダン チ* ヒの ナチ ス 巧ぶ がおフ S * 
スター は 『巧 巧は ドイツに 巧 W する ことを 巧み、 まわが に 巧 W しつ I ホる」 と 巧べ ♦< すると、 ホれ ツ A VI た 
か SK ボー クス マンは、 ダン ホづヒ の^ 废を 化 ホん とする をけ、 を わが 外な ょり 巧 はれる と、々 なに 巧 生す る 
とを 脚は ず、 巧ず の樹 凹で 无 る」 とや U おし わ- w 巧セバ ：：. u の 化 化け、 が ザべ ルスの が 致、 も のな 巧、 巧 
巧の 巧» 入、 ダラず H と々 王 A チて ブタ とのみ 化、 ハ 9プ7 ブ クスの 沾 が、 ポ— ランドみ ザり のみ 巧、 ナ王 




レンの 巧 明 巧の 化 おが お 巧し で、 を 巧は 巧る 巧が のをを 化せた" 化閒の A 巧に 依れば、 ドイツ か 巧は ダン チブ 
ヒ七院 をして.！： ホ 巧の ドイツ 巧 W を ホ 巧させる でみ ちぅ とも W へ セ。 をの 巧な にヴル ソー巧 かは 苗ろ に ダン チ ザ 
ヒに巧 力を入れ てよ がする かも 巧れ ない 巧 千で ホつ わ。 

これらの 倘 々に史 み、 ポ ー ランドは ダン チ* ヒ け 山 巧に » たを 巧へ、 じれに 巧して ロン F ンとパ 9 のぶ 株を ホ 
めた 〇ち •牌は ポ I ブンドの が 水を々 巧し わので、 セ巧阳 H を 瓶して、 ち とポー ランドは K イツな 巧ぶ びに ダ 
ン チ》 ヒに巧 M ななを 姐を しわ。 をの 巧が はと 巧卜 H の ホ 田 下 巧に 巧いて チ* ム バレン からが なにな W され ホ。 
が H 化 供が ダン チ ザ ヒ刚扭 にがいて 巧みに 巧 明した のは 六 巧 中 お W 巧 一二 凹に 及んで たる。 をの 眼目と ナる ところ 
は、 この 問 巧を 巧 力に 巧へ て解决 する ことに おかす るか 〇 でな く •ダン チブヒ -2 巧の 工作に 巧つ てが 巧の お运さ 
れる可 巧 巧を も お 巧して、 これを も 巧を しがれ いと 注べ でなる。 

巧 曲は ポ— ランドに 巧して 器ぶ 巧の わめを なを 巧へ る じと に M ぶし •また、 ツル ブ I な 巧と 革が 卜： のがを サ 
のれめ 7 イアン サイ •卜持 巧を ぶ 巧して、 ボー ランド 脚の スミ グリ ■リ 1》_ 冗が、 ホが ベザ タ とみぶ さか わ (セ H 
十九 0)0 ちれは A 月 二十 冗 H に ホ 化し ホ 策 •な间 西 【互仍 ル. 内 ♦照-の 巧 巧を お玄わ もので ホつ ホが、 イギ 9 X の 
化 打が ドイツが 閒 巧の 巧 « をが 巧し わのは 巧 巧の 反 巧で* つ ホ。 

ところが ホ 化 巧な じとは、 をの 巧に あつて 巧 •げか 3 から 出る 巧が が、： 巧に 巧 •化 M かのを 》 を议 へた こと 
で、 WW は 巧 < 於 巧 巧 巧に 人る で* らぅとの 新聞 紀ホ さへ 现れ ホ。 ポ— ランドの スミ グリ • 9— ザ ー 冗 巧が 巧乂巧 
になつ て 『力に 巧し では 力を はて 巧が せんり 吾田は 巧 巧に でも ダン チブヒ をが 巧す る.！ とがつ てた る 明に (巧け】， 
ドイツでは、 をの スポー クス マンの 口から セ 巧 二十 一円 附を a てな « はポ I ゥン ドとの « かを 化して & ると 致 巧 
した 0 
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ネヴィル •ヘン ダ ー スンは 七 巧 ホの 化 ひ 出の 中に 次の 化く 逆して ゐる (巧 7>0 

恐るべきが がの 乂巧は 巧に 巧 巧され でろ るから、 莫に打 上げる 义花 がみけ てなる だけで るる：： をの 巧の ド 
イツには 一二つ の 衆が ホつ ちちの！ はなが 9 巧 田とは 巧の ない 大衆で ホつ て 平 巧を ミで々 わが、 ミトラ 1 

の 怪抗に 巧つ 5 ホな」 忆眞& 葦 5 巧ら 5 妻へ 了ゐ ちを 《二は か 咨る化 ミ？ T も 巧 ホに 巧へ 王 
ろみ ナる 一が で、 ドイツ S 蒙 Q か 力を ち两 夏は おかに W れ 化い とちへ るまで 至。 をはが 茂 

苗の 人* に 多く、 巧 田は 紀 巧に 向は ず、 まわ 闲 ひがな いれら、 お 逆すべき でみ ると 蓄し てわた。 をの 一】 一はち 
受 器充宮 な 防 羣のホ 《に 器せられ る も Q と妄 巧し、 R ム なら 一九 四 0 ザな 巧 ミ も】 九一完 をの ホ 
が 巧 利 だとな じて ねち ミトラ， 呂 はこの 裹の 置に 间 るで ホる とを の 基で か 達* 聽か さた。 
じの ぶ 巧の ドイツの な » は 、提 巧の 二つのを 化の 閒 にがを する ネ 巧を 反映し ホ もので あつで、 時には •トイ ツ C 

おする 巧し を 包 S 囊を蓄 す ミ 直へ ちがには 英苗 はち T ダン チ ご 《ホを g はで もい つ ホ" を 
れ かとぶ ふちち 田は ドイツが がり 巧 くれる がち 白に 巧 利な 畜の值 ♦に ドイツを 叩く まを 始めて わる 
ともな 袖した C をれ は 情と して ポ— ランド や アイ P 力に 巧を 巧させる ために、 また 巧 H 巧 乎の £ つた 巧を、 を 
の資 巧は イギリスになる も 化は せる ホめ であつ わらぅ。 

をに 乂ミ 為を を &藍 a 震 0 至、 曼需 近づ ST を® S 巧畜 K 寶 ち® •化-度 
は 望を た援 SW 管留」 、ダ； ご置择 票京授 ホ。. ち、 ド V 之ポ 17 V トミ 脚には 

をく 巧 « がな 村て わて、 ホ 交 巧 M は 巧つて か 〇 这んで 時る ので 击つわ 0 

をのを 巧 - s と ツ货と S 安養 9?, i 裹を垄 炬なも Q にし ホ。 八を 置に イギ， x 大巧 ヘン ダ— ス 
ンは ドイツ ホ寞な ゥ イツ H 》 《I を 碧」 てポ— ラ； 搜品ナ 5 ち妄 ♦しこす)。 を 《巧に か# 
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みなが おる ところに 巧る と 『八 巧闽 Hw 米 巧 渡は 巧し く恶 化しで がれ J となべ わ】 とい ふ 巧 かは 八月 阳 目に ポー 
ランドれ 巧から ダン チマ ヒト； 巧への 巧述 巧を 巧が け わ ことが-つ、 生れ A 巧 十 H 斯でポ I ランド 致が わら ドイツ 
へな がし ホ 尚 巧の 巧 乎が をの 二、 化 近 巧* として ボー ランドが の に ドイツ 采化巧 狙 巧の W けが 巧つて ホた ことが 
をの 一二で あると 巧 明した。 

じれに 巧して ヘン ダ— スンは、 ポ— クン f かかの 化かを A 巧して ホの やうに な 巧を がん お， な 
ザけ に 化の 权面も ホる。 A 巧阳 H の リル V — 化かの 巧 パけ 巧 ♦わる 化が？*、 巧に ダンナ ブヒで 巧が 巧け 
れ 、ボ— ランドの 地位を 不利に 陷れれ お 巧で あ 〇、 A 巧 4- H の W 巧は K イツの 九 H の 巧 巧に 巧す る お » に 化 ま 
り、 を のぞ ひみは 『ボ ー ランドの 椎 巧を 毀 巧 する 巧の i を おかけ 巧と か W しわ 生での ことで ある。 かにを のが 
H 、 ポー ランド 大巧は、 ドイツ 巧 内に あいて ポ— ランド 人が 迫ポ される か* の聲 巧を 化に ■树 つで こだしで 居た 
ので ホつ ホ U 

これに 巧して ワイ ツエ ザ ヵ— は 巧む に 反な をが み、， 勿 A ボ ー ランド 人を ポが 件は 多々 巧つ ホ けれども、 ポ— 
ラン K の 化 打に 比べる と 比 巧に 化らない か ft である。 すべてれ がに けな 惟が ある* ヒザ トラ I 巧統 のぶ 田の がけ 
がれ ホ』 となべ た。 をのな ホ曲大 がは 『ナベての ザけ には 柄の 面が ホる のに、 阳 つたことは ドイツは 巧に 一面 
のみを 化て、 ナベて が 巧 己に 巧 巧な かくが あされる ことを 期む する」 とい ひ、 おに 化んで ホの やうに おつ ホ。 
化が すと t ろが かは 巧ち とも 巧へ 引けれ いおへ 巧 化/でる る-さう われば おモ io をが おいこと になる が 、 t 
ザ トラ— おがは なでを ホ 巧す るの わ。 おを ドイツは WW に 化つて 巧 おはす をい - す ギ 9 K も W じで ある-* 巧 一 
ドイツが 巧 力に 巧 へるならば 、巧* もじれ にれ 化卞る ことお ザが のか 化は 巧い。 をれ は ホ 巧 WQ た 巧 十 n の 巧 
明み ホ かの ホ ザ ダム •ハ々 K のが 巧に 巧つて 巧 用の 遷は かぶされ て わるので ホる。 - 


みが 
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巧 イツて ザ々— はボ— クン ド说 5 ホ 巧な ゴひ 分を な 9、 ドイツ人は みなの w 化 迫 光 0 がげ を 化が にし、 ポーラ 
ン ドの ホ迸仿 、巧 巧な 化む を 化て •彼 巧け 化を おろて じ W に义 逝し つ、 光る ものと 化ん" 『ドイツと しては 巧 W 
が ドイツな 拍化 巧を 巧 巧し、 ポー ランドを な：：： のに 巧 即し、 か ^ i でみ 洲を も«け に 巧く ことにな が阱 かない も 
のと。 じて るる】 をく ドイツ 改 かは、 巧 W がポー ランドの 巧 巧に ょつ てぶ 巧され る ザ 化々 すに 巧夕 にんる とけ U 
じれ こ ともなく、； 3 サる ことを 巧 甘ず、 ホた い じの ない」 とぶ ベ わり 

V イツ** カ ー がか 巧した じの かぶの お 採け ドイツ C パに も批 がされて たる 《が 内が は大 が 巧を して わる 
が、 をのぶ 化に 『かくして ヘン ダー スンは が 巧の 巧 巧なる こと、# 进 せる ことを 巧 巧して みの ホを しれ」 と 
附 がして あるり 

ドイツ 脚の 解 ホ 策が A 月のを 巧に なんで おして 化が 址〇 でみ つれ かどぅ かは、 ドイツと 巧 -ae 衡 との 閒 に 今 巧 
A でののと なつて & る-お •祐 棚の ゴ ひみは、 ドイツの か 巧 かぶと 稱 する ものは をに 一 化 もな ぶに ボー ランドれ 
府 になな され わ ことれ く、 削 巧 化が の A 巧！ ー ト • u 午 巧 九け 十 K かに、 向め てラ丰 ホを 姐 じて 巧 巧され ホ ものの 
みで あるが、 をれ とても 巧； 一! 闲 へのな W の：：： 的で、 げ巧 wh に 巧 かされ わがけ をな 巧した ので あると いひ、 ドイ 
ツ 削は、 A 巧 二4 •がりに リサ，： ン ト"* ，ホ W から ヘン ダ I スン 大巧に 巧み 削 わせて、 化かに ぶ 明した 巧 だと 巧 
へる ので々 る】 をの 閒 のがが にないては 次 巧に W る ことと して、 こ、 にけ 夕考の わめ、 训 がと れつ ホ ドイツの 巧 
ポ— ウン ド 巧ぶ 功 H を がげ て おかぅ (が U : . 

(一) ダンす ザヒ ぶが 薄に ドイツ人 的 巧な をが し、 ホ おが 一巧して 巧 巧して みるが げに餐 み、 卽巧 ダンナ，. 

ヒを ドイツに 泌巧 すべを ことり 

ごご 巧が 化 方に 巧し、 ドイツに if すべを かポ I ラン K に％ すべを かを-：: ら 巧ぶ する 任 巧を 典 ふべ し 。 Mg 化 


lita 


ぶとは ごで； を マ， エン々 こてよ 9 ダラウ ザン T こム •ご •■'ベルグに 封る ミよ？ 曲 

巧せられ、 これら 化 巧 ホを をむ。 

二 云を 為と f るた 投咨； 一 A ち兰 H 監方 長は ミた を 部が ます ミち* てこれ 
ミ受 。て ル 化な 伴、 央 - * ■で ソミち ミ 田！ ミ 望 ミち ご。 を 雲 円 ミ 
卽 けこれ* 組な し、 挫ぶ よ。. ホ-ミぶ 墓、 夏、 第援 をな 拟脚 内に お 藻 ミを すべし" 
毎. ホ-ミぶ 蘿グご T 灌 はこ S 冀 内に なをる が、 廣 として ボ -?;® i 下 畜ち 巧- 

巧 邮の设 お义は =5 巧に よりおぶ される 巧 か稱を 巧すべし" 

妄 人を 容な をつ 華な をはち 器す をみ なる 磁を 典へ るた ろを 公！ 十二*' 月 《には 斤 

ふべ からず- 

夏 K イツを ご.； ミ 父 吗ボ- ラ； 案と S 蓋 高た 援ナ 至ろ 番香 塞* 巧 K サベ 

る。 み 装に めいて は 《塞び 坦 11 接に 塞. なるな 《み 置ち る ご。 

《と) 人 化 巧 巧は 始巧 ♦わを もつ でみ をすべし。 

玄蓋絮 た *-? V 妻」 を 拍卞暑 5、 I * ダンで if シ7 阳 0 交通の 窒 
はビ r ミ ダン 于 ご* ゎは て 甲； ミ拉 ぶを 法樣 をす るな 墨を び 送 塞る クて夏 
サらる ご。 CS 藥は 31 ご； トルと」： ト イツ 笛と」 て 《幫菱 塞 置— ランぶ 《交 泣を 
軍の サゥ 霉 さる ご。 謗の ミ 曲は 跨 佑义は トンネルる つてすべし。 をし &寞が •ト イツ W にち 
w となを ポ— ランドす ず-ー ア とのぶ 班を 援 する 袋が 利を 巧 へらる ご。 

{九) 坦證 布が ドイツに 養され るち】、 r イツ 幕は ボ— ランドと かち 巧 ミを 巧 南 まも 
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t ザ ♦バム かの A * 


(10】 ダンナ ごに がいで ボ— ランぶ お學る 藍が は、 グずュ 了 港に をる ドイツの 祐 巧と 均を のな 巧 
にがいて 巧 巧すべし。 

二】) ダン チ ザ ヒ戌ぴ グぞユ 了は か 迫ぶ をが 化する わめ 非 巧 お 地 巧と し從 なわる 巧灌 れるぺ し。 

《一二) ヘラ そ 3 はが 巧 お 化 巧と し 人 K 投巧 にょり 巧 •化 树れ かへの w « を かぶすべし。 

二 己一) ボー ランド WA にわる ドイツみ た W 巧戍ぴ ドイツ 两内 にある ボ ー ランド ホた 巧 肤に视 する が 巧は W 。 

吏 容忆附 巧し、 M 去を 5" 支ぶ 巧费 びに 餐 巧を 留 ホに 野 至ら ゆ 5 霉を拍 がす ぺ 

し 0 

《】 阳】 巧 •拽贿 かか W がに 视卞 るぶ 化 巧は 一が か强が おぶ にょ 〇 が 巧し、 U つて t れら はかの 比 族 的 おおの 
化げ、 むかれる 巧 おゎが 化し、 をの 口 的の わめに 巧ぶ せられれ る 化 巧 曲がの 化 巧を 巧 巧すべし 〇 々おお 巧 
に 巧して はお 役を 免除す •へし y 

二な) が卜； の 化 巧 おを 化 巧と する 巧た 巧 化し わるみ なには、 巧 •化 巧 方と も 即げ巧 U を 解が すべし 0 
二 六) 拥 •化 AW はがの 巩 がが. 巧议 巧を 化迅 する わめが 問で 段を がるべし 0 

王； 一丸が お" 二十な ザ sw むれ A 曲に 化て たを かか 件に ち S ド イマ ss ホ BS なご 節’ rv; 
W 巧な •ド イブ n •内な 一度が ド イマ 乂巧 M 巧 义譯： 

す】 ポ—こ 占な 〇 度 •一ち 下 一八け 打’， プ .< 年-大使 S 終 供め ホ 占み 巧 巧の ザ 巧 的 E 惠あ リー 《 ド イブ 白 >’ 
丸ち— A かな‘ 10 二— 1〇 セな ホ瞄- 
ミ 前 巧 ■ r イサ 円 巧-度 冉ド イヴ 大 巧兑 ff- . た-— お 七な- 
I H-H. ぶ 化 H" 


:ni 


(王 M 上，！ 内 尸、 •一问 たが 

互を 六け》- こ 占ち 不 . S 蓋を U にで、 > ，グ は ミミ K が i 5 交 麻に 香 レ、 占 fa 

>した- 

三がザ；ダ|ス；巧二內ゴ！な' 

ぶ】 麻 お ド； 円# ‘ 1- 1- •人 一 C 七 巧 

至 萬. 畜度曲 1 .反— 化 一巧な 十六な こ ダ-こな 或番巧 

5 前 ザ ド ィヴ 白 巧. 二 2Y 二 0 セ 巧 

巧> Mr :. 冥 3 は 下。 


巧 . ソ腺 をの 成 ホ 前後 


-视 • V 曲な の巧蝴 

一奎 をな 一至 订 居；； を-^ わ W ;恐 中 在 浸、 器 《《力 筹 S 裳から をし ち 

をた けに 冀の 塞と して 奥を お = せし 《わ 化を であつ ちを も寞 かを M のな ミ疑大 ち ボ 
る 己 一十 隨ザ閒 S 犯 •ッ搂 は ど 巧 W 伴* ミ S 枯 化け、 近這援 政を K も 度々 いも S である- 
ナ .ホ レォン 巧 巧 巧の ドィツ 巧 度 巧の 為は、 を S 抑の こ ザ，''; でから ビス マ 支を t で 云 
しで、 一" シ JS 署 はこ.； 零 S 班で ホク； いふ： 皆ぶ— 一 こ からの 器は々* ル ヘルム ニ 
« 巧に 巧 ザした ので ホる、 をの 附 にがいて お辖 ミ々 < : ルを 愛奚 は、 けには ロシ 1"* を 

い夕 へ、 たは# sslf 抑る-^ わ。 巧し. をを 巧みけ W 醫类取 《か* る 一丸 一网 ザ* 
^ での 踊け、" 字が ホを ふ 送に ホ まけ ちれで、 ご々 ち援 K 迫に つた® -w の 望を 巧 巧と 
I ナる 方向に 受 だけれ であつ ち搜 大度の ぶ朋に レ-ニンのを がぶ でて 閒さ〜 •九 一八 室呂ご 
^ スト.。 卜 々スク S 资巧 めが 井 即されて*; で— 卜聲 はぶを 化 巧でして 一? •巧畜 のがに 巧 化-^ ち 
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をのが 化か ホヶ ザを 化ず して 境が w は 脚-がし、 K イツは 策-併に かを 乞ぅて 化 供の！^ はを く】 巧卞る ことに & 
つちを お 巧に がけろ 巧 ■ソ 曲曲は、 巧に 田 巧の W 化の 地 化に 化ろ おに 巧 放の 巧 巧を 巧 《て、 巧 •か •霉 
の 巧 巧 肉に 巧す る W 祗を 均しく し、 巧 W おぶ 曲に 巧す る だ 化れ 巧に 於いて お 逆の 化 巧に 在ク わ。) 九 ニニが 巧 月 
にぶ 化した ラ》 パ" 巧む け、 獻洲刚 なに 巧いで この 曲曲が お树巧 巧に なつこと を 明':: にした もので わるが、 お* 
の化化わらは これをプ " シア の供がに»つ わ巧 • 岳關巧ともい ひろるでホらぅ〇 ラザ パ "巧めは巧お拥に^^の 
みを 巧した なが 巧に 巧して、 ホおプ "ザク がれ 化の ホを みし わ もので ホつ わけれ ども、 か-' る 巧が は ワイ ザ— ル 
愛 巧が と共に ホ 巧に がを 巧ろ 一九 一一 一一!: が 一 巧に ミトラ 1 宰 S 巧な を & るに 及んで、 田の 閱 なは 一巧し 
て お 化の 方 巧に 逆む におつ ホ" - 

K イツ •ナナスは 何 巧に V ヴ * I 卜 をけ 巧に をの 巧 巧を 染 中し わか。 をの 巧 ホは これを 二つに々 けで 夕 へれけ 
れ ばれら め。 ナチ K が K イツ 巧 ホの ま 持を かち 巧た 巧な の 中には、 な 時 WW にがいて 年々 み 力を 巧大 しつ、 ホつ 
たお 巧な に 巧して 正面より これを 巧 巧し ホ わめで ホつ わが、 が" し W 巧の 巧 ホ 煮 をれ 巧した 巧に 於いても モス タヴ 
の 巧な 政府は 尙巧 巧と して おへて わるので ホる から、 ナナスの 巧擊 のが 化は、 必 がかに H 巧 巧を なの キ 出に 巧け 
られわ ばなら わ。 をして じの 巧# はが も 中 化の 巧 ± が妖 をを を ホす る 行かと M じく、 中 » の 巧の 巧な や、 两 おの 
化夕 的な ブル ジ 3 下 巧 おから】 巧に 峭采 せられ わ。 ナチ K が、 これを U つて » が 文明を お ふわめ の 十 ザ 巧 K なぞ 
らへ わのは、 化つて 西 W 巧 田よりの 巧を を « ダ 、巧に ドイツの 巧 5^ を おを させる 一巧 由と ま 巧す るれ めで も ホ 
つ ホ。 

ヒザ トラー 巧 巧の 自まマ イン •ヵンプに 現れ わ お 想は、 共を 主 巧の 巧 おに】 巧して わる 巧り でな く、 巧 巧 的に 
は ドイツな 投の N 巧が 來 方を おす ことを 示して わる t は 1>0 をれ は ホの 巧 句に よ つても 明 内で わる。 
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を 前な ぶの お tty •扣 


-吾 をはな 前の ホを を 一飛び に 巧 巧た て 六 百年が のか 巧な 巧に 化ち あり、 を じょり 巧め て 巧 化 巧す るが 巧が あ 

ろ 碧は 蓋 じの 壺覆 西な へは びんと する 巧这民 巧の 蓋を な。、 巧び をへ 碧の 送を 季塞 

が ある。 おお 地を 巧 わり、 ホ 曲 巧みに 巧 巧 しれり しわ 巧扣 のか 夕孜 巧を 巧 ホして、 おがの 巧が の わめに 
本尘で ± 地 をが^ する 新しぶ 護 W •树 そわ ばれら ち 

がるに々 日巧羅 己に がいで がわに 主 地を かべを まある ところと いへ ば、 ロシザ 及び 《 シ卞 のが > 巧 田ょり 化に 
はない の だ。 が もな し、 ロシヤ は々 や ボルシェ ヴ イズムの 镇 おとれつ て 田采が 巧のを «に« して 居る。 ロシヤ 
は 元が 义 ラヴ 巧 巧の 巧 巧 的 化 力で 化來 上つ ホ 巧では なく、 この* にかけ るか 巧® aJK 族の 巧 段の 能力で 今日の 
大を 巧し ホので わる 0 a シヤの 巧 力の 中む は巧进 人で あるの だが、 ボル シ*ヴ イキー は C れらの インチ— ゲン 
チアを 巧 法し ホので ホろ ロシ ヤは累 なる 巧黃 抜が 劣等を る 巧 巧を 冀 して 田を f し 《た 一つの 驾ホ 
るが、 化の 巧 所に がいても これと W じこと が 巧し を げられ て來 た 。 J 

た 望 巧！ K にがいても その かお ホ*; の お 度が 寸 しも ヒご ラ— での 塞に のみ 巧され ては 右ない 。 W 
巧 巧と K ホ 巧とは 巧 おの 巧に をの をが 梓して、 かがの 度 面に 巧れ ザら か 巧な 巧の 扮 化に 巧な がを が 持して が 
ホぃ 巧に この 曲 おはか ソ化聚 に 削し で それぞれの 化 解を もつ で わるが、 w ボ 巧に ドイツの 傅統 的な 巧 おな 巧を 艾 

たれ ことは 巧ない。 ラ* ごお资 をな、 邮 ミく •萬 S 閒 にが ばた 揉 S ぶちこ S 二つ 《ちが 巧 

巧のに のい わじと を 巧 巧る ものである。 

がへ ば、 一丸 二 冗 年 十月 4- i . H にぶが された 姐が 巧 おは、 ドイツに 5 ななが 巧を も わらし わ。 これに 化つ て ド 
イツは の 十二 年 問に" シマへ 巧が) 一一 十が ホ マ A ク のて ホ 巧 品を 麻 化する ことが 化 ホ、 じれに 巧クて _二0 •ハ！* ン 
卜乃お 巧 0 パ I セントの がな を* け わ 〇 K 巧に、" シ •っは M 奶聞 内に ドイツへ 一 I 个 お® 金 マルクの な ホ 物を A 化 


が， 


する ことに 化つ て、 て お及び 巧 化 併の 巧 M 及び 战 ルみ、 コ i ンテ ルン 巧 a の 化 巧り をな わので ある。 

一九 IH ハ 年に 巧が された バル リンが 約— これは 中な •不可 « が めでみ るが、 をの 巧 _ A « をな 木 巧阳に W 巧 供 
めががばれわともあ^^される ！ の わめ、 ソ 脚は alM ザバ 巧 おにが ける むがが 巧 < なり、 ボー ラン •卜 の试か M 、 
アジ 了に がける 巧みな 化の 叫 能け をん つやぅ になつ わ- 

ニ ソ聯の 化の 视 

ロシアの 巧 巧 かがを 洽巧 すると、 II つの 巧 巧が 巧 ■期则 的に おけしで W 巧され て來れ ことが 巧る。 化な 的な 巧 
をが 巧と する けなの な 皮 おか 巧と、 げ けの か 巧から 化わ讯 ホな 巧 がれ 巧が これで ホる-一七 巧 二 年 エリザべ ブト 
みおの 助 化と 巧に ♦义 チル マンが が 化して バスト ジて マが 巧れ、 一 A セ 八 ホの 巧 •- H 巧 サの閒 けと ホに ゴル 牛 ♦ 3 
プ が 巧 けられて ザー ルスが 巧みし、 H 巧 巧 巧 後には ィズヴ ♦ル スキ ー が 用 ひられた。 レー ユン まは 後の ホ おは 
チナ* リ ンと9トヴ< —ノ ツ (そ《<=^は.< *1, こ とで巧をされたが、 この期瞄は享ろ巧祐政策の時巧でホるリ 
この 巧を にな 巧 « ホの 巧 » となつ わ ものは、 Kf ッ巧 巧の § 巧 神の 巧 おで わつて、 時には 板を のが 巧に より 
a シ下 はぶ 巧 か 巧を はつて 3 I " ブ パの 巧 おを 巧 巧し、 ぶは 巧 » とがんで 大巧のを 巧を 巧 巧し ホ d 
巧る に ナチ K の 孰祐は モスクワの 政 巧を お 本のに する 必 巧を 巧 巧 させた。 ぶ 時 モスクワは、 ナナス - K ィ 
ッ のか 巧 巧ぶ ぶの モが 巧し くな つたこ もに 巧が のをを みし、； 九 年 十一 頁 一:; 十 H 、 中央 A 巧 巧 fl かの 巧 トー、 
9 トヴ VI ゾフは ホの かを 巧 明を 巧つ ホ。 『ドィツ 说 では、 W 田の W な 巧 化の 巧 巧 t 巧 巧に M しよ ろと し、 ドィ 
ヴの现 ft 權に » する 巧 巧の 不 巧を はつて じれを が 明し よぅとして わる」 と-おに】 九 己 四が 巧 巧の 巧 十 わな 共 巧 
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黨大 ♦にぶいて 、スタ ー— ンは 左の かきが 句を はつて K イツの®^ をな# しわ」 

現 巧の ドイツの 巧 巧が がか 祐 をが つで W が、 ソ •巧 問に 巧 おされた 巧な わに だかして わる わき 巧 政 巧と、々 ク 
ライナを A 巧し、 レ J ニン グラ I ドに 約す る 田で ft をて わ ヵィゼル のれ 巧を か 巧させる 巧 化 巧との 邮に 巧サか 
巧つ ホが、 が 3 巧 巧 巧の 方が 巧 巧 巧ょ ミ 任 巧れ ことが な* に W かにな つてが ち 

ソが 巧の ドイツに 拼 する 离 がか < もぶ しい 巧 化を ーボ しわのは# ら ナ乎ス み 愤 W 巧に なおされ わべ A リン 政 か 
-典 人の がか やかを 方 かが、 モスクワ 巧が を 刺 巧し わじと に 化る ものであるが、 V 凳は a サく 一丸 一三 一^年に 『な 

がの 塞 忙阴ナ 5 巧 華ピ K 蟲」 了、 明か 忆 巧め 改廷貧 態芸」 、* わ擇 な" ンド ンに閒 われた 化界 
が 巧み 堂 養み して、 て リヵ 盖 ぶの W 女を 快 巧し、 一丸 一一 阳 ザには 援監 にを 掌る にい わつ ちゾが 

巧がをの巧までょつてマ ラ ン义及びチで ザ コ 乂 リヴァ キ了とが记巧叫化わをおんだことは^3にこれをなべわが、 

エチ ォビ 7 が 件が 憩 《打 唐 的せられ わ 巧に け、 巧 •诉當 Q 馬れ 獲に 比し、 一结 く化揖 ま化蛋 

ぶを お 巧 しれ こと も 化 削の 化り を おいた* 

ホ 交の It ホに けん 冉 内の W かも、 ソ贿 巧の 前 化を ぷ义 にがが させ わ" がに スタ— リンが 『一 W がみ ホぶ』 を W 
逆して、 卜 "ツキ I 一波の が お 田 巧 巧 ホ ホぶ をが 搞 しわ W 卜 •、ボリぐ* ヴ ィズムは おが おでは おいとの レづ チル 
扣 を 巧ら れ わ。 一九 一一: 六が ホ 巧に がぶ 化 泌を巧 ホし で、 W 析 をお讲 し、 度が ホが に 加 おを 巧け、 を. 松朵 族に 補助を 
ブ をぶな ナる 巧め がぶ を 巧で わ ホ、 M が 十 r 巧に け リ裳敢 だな を 萬し で、 •虞 刺 化、 巧汹 おお 化 、含-巧 

. W み •結 おの-:: か 嘴を ぶめ わ" この 期 問を 站 じて モスクワ のち 助が 祖 曲" 二 y とか、 デモ クラシ ー とか、 をして マ 
柳 7 》 シ 9 だ 料と わの 巧：？ を 巧 州した こと も 助 巧な 巧 化で ホつ わ。 

^ ; 九 一一 量 一巧-人 H 、 を 凹を ソヴ r 卜 さに 於いて*" トツは、- ナチ ス S 寡ょ。 ツふ搜 に 覆 
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を おじ わる ことを 巧が しおず 4 とぶ ベ、 pi 年 二 巧 二十 s 円、 ホ 巧の 十 A 闲年 おを 円に 巧 巧され わ プラウダ 巧は、 
ブ^が 口 本と ドイツと を 向 ふに おして M がに 闻ム巧 偏 ホり ともぶ いれ。 

このが 巧を 姐 じて ドイツ 柳の > ヴ t — 卜巧巧 も' 巧に がな は あつ わけれ ども、 閒が 的に ホ じ现れ わ)】 九 一 云 C 
が 丸 巧に 二 H — レン ベルグで 開かれた ナチ ス巧大 みに 於いて、 ヒ》 トラー 热 がは 巧 ホぶ 巧と ユダヤ ホぶ とは MI 
おなりと 巧 巧し、 引 巧いて 丸 巧 十二、 十：： . H の： 沾 がに 於いても おを ホ 巧な# は 巧が せられた y 

ブ が 巧は】 九 S 々年 十一 巧 二十 冗 H の：：： •獨が 巧な をを はつて、 V 斯 にかす る - A 田の 巧 か：： 一: 巧で あると*! 巧 
し、 巧け 閒他 中の ソヴ H I 卜大 かけ、 スター リンパ r ん おょ on •典の 巧#！ をが# するな ホの： がが をな 巧した。 わ 
< して：：： •巧. € 巧と との 化 折の M がは W がか® にがる や も がられむ い 寒 犯の が 巧に 入つた" 

i 九 SA 年 均が、 ズぞ— テン 帆 おのな 辿を たげ わ 防、 ホて ザ n との 削に がする W 冗 巧 助 巧め —— フランスが 巧 
助を 巧 巧ナる じと をが 件と する もので け わつ わけれ ども —— に 巧み、 モスクワ 化が の 霞は 巧る 巧 H をを いわ。 
ブ巧 はが 巧 巧が 的® を 採つ わに 拘ら ず、 れ 巧には、 巧は 化め を 忠げに 故 巧す •へしと 巧 明し、 巧 «に巧 ホを 
巧 巧し わので ある- 

に も 拘らサ 、刚 擅を が 決する ホ わに 閒 かれた ミュンヘンみ 巧には ゾ がの みがが. かされ わ。 をれ は ナナ K ななの 
巧 巧が、々 义クワ のか 入を 巧 除卞る ことに せつわの みむら ナ 、イ ギリ 义もホ これに 巧 忠をも ホな かつ ホ ことに 化 
る ものである" これを モスク 巧の 彻 から 巧れば、 奥- 佈 のがい とも 與 へられ、 まわ お. « が •トイ ツの雄 巧を 
にみ けんとす るな なと も 解 巧 サられ わに 巧 ひない。 化れ じしても ミュンヘンみ 巧は， モスクワれ 治み にを の将ホ 
の 方を にがいで ネ くの 巧 巧を 巧へ たこと け^がめ ことで あ 〇、 それが 一九 S 丸 年 お 巧に リト ゲイ—/ フ のた 脚を 
巧 朱す る 巧 山を 巧し わので あろ" 


"•1S 


9トヴ<|/マがみく>ヴで 1トホたが巧のなに居化つてたたのは、 巧の政ホの勢如の巧かにおつわものでは 
なかつわが、 ホナ^< リンホ掛巧巧から巧なにをのな沒をかてわわ巧は、 反巧化巧のを巧がとしてぶ】 人ぞと目さ 
れ わが ホめ であつた。 

リト ヴイ— メフは 巧に 西な 的で あク た。 とい ふのは 化の 夫人が イギ 9 K あれで ホつ たとの 巧 かで はれく、 义し 
く 巧 保に 佈 商した 給 巧から 化で も、 まわ 化の 化が 的は 向から いつても がかに をの 化 巧は 的中して わる。 ソ の 
ホおをお洲の乂巧遵へ巧を化したのは、 巧に化リトヴイ！/ マであ〇、 フランスとぶ巧巧めを結び、 曲巧©5^に 
加入し、 化 ホとの W おを 巧が しわの も專ら 化の® きで あつた。 化 M 化 巧と か、 不可み 的ず 巧と かいふを 班を な 
し、 なか 田のを 巧を ぶめ わの も ホ 化で ホる。 スタ I リンは 円 的のを がする 於 明けを 巧り、 ホ 巧を 巧れ て 巧 本ち ぶ 
おお 曲との $1 拥を 方け として 方た おり、 化を 巧 用した。 一九 S 六 お 七月 十 セ 日、 リトヴ <1 イマが 六十 歲 の巧尘 
をが つ ホ 巧、 ソゲ 王— 卜 のが 則 巧は 巧* として 化の かがを 巧へ、 スター リンと モ 《 トブ とは 共に 巧 ホし で 化に 
『ポリシ S ヴ f キー 中の おお」 もの 一^を つけた。 

その後 ソゲ* 1 卜 にかつ て、 巧 巧な 二つの がけが 巧つ ね。 をの】 は 曲 内 ホ 巧の がに 巧つて 巧は れホト "ツ 
キ ー 汲の 捕が であり、 その 二は スペインへの モ涉、 ナ正イ n 文；！ ヴァ辛 T のが 巧、 供 W 曲に ょるな 苗が 巧 ザ、 モ 
巧 スクヮ勢力のが巧ををす冉巧巧巧である" かくして>8^?はミュ ン へ ンけ降をく巧义しホのみでなく、 ドイツが 
^ 巧の みは 狩に をの 巧 ザに 迫らん として、 巧 •佈や 曲な 愤班 のぶが は 时衍を も a シアに 巧へ がれい がみに 化ぇ わ- 
こ、 にがいで スター リンは リト ゲイ ー ノ マの 巧 巧から 巧 八十が の 保 ホを 妃 てた。 をの ことは リトヴ < I ノマ在 巧 
M . 中に 化に あ 描に 额 れつ、 あつ ホので ホる。 

m 

« スタ— リンの 政 巧の 令 化は、】 九 S 九が 一 一片 十 H 巧卜八 W 巧 ホな 大 かに 巧して 巧つ わ 化の W か 中に 叫 度に 〇 化 
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されろ この 祝 かにを ば、 化の ホを や 時が の 曲む が、 j -" ザバ 葵に がする 化め 装と おに 蒙 葵え 化 
の 化 « になへ ば、 化 巧は 访 だ-化 大な巧 ザ 化 旗 にんつて わるの だ" エ 乎す ビア 化 «、 巧-がの スペインで 巧、 •トイ 

ッの ホ— ;? 菱 y デ 1こ 地吝 併は、 t ち 寒を S を 巧を-ぶて 《4 じた ミ A ろ rs 巧 

田は あらゆる 乎 段を が ひて イギリス、 マラン 义 、な ホ冉 巧の 种 ながな 巧ず る ことに 化つ て 巧 ザを 这 巧し， 一方を 
れらの 曲は ホ ホと しでら お 巧して わると スタ 1¢ ン は 化べ て わる。 

み 1 不で巧 化聚に 巧いて お现を 巧へ ょぅとは 化は め b 进 巧を なめな いん 脚に ぶ 巧を ないても がれ 巧-巧し す 
で ホぶ の 巧つ て わる 政治 巧れ が 巧な かまる もので AO 、 歎イに 也つ てぶ をれ 化 化と なる なれの ある ことを ぶめ 
ない* C - は 巧 かち ホ かを も 巧が か*^ もね ホ历- 字る ホは ない】 乂 小を 閒 はず、 か W 化る でが 備を お化し 

てね るし、 文 や，- こ； で 望され をな けに 亨急 窝な羣 S い卞 辜是 sb ッ 華の が 
巧れ 妾た お 装 ミ。 な ミ) 装 C 罢 がつ わ 小琴み 巧 も、 完遷に 化つ ては 送で 至 こと 明 'U 

である-狂に アジア、 アマ 0 力 、- p I » ザ パぶ も巧だ なのん 削を 巧き 这んで わろ この お ザは、 化な 任ぇ るが が 
でみる- 

V 联 のか々 な 巧は、 明 わ 化つ W 人に も •な « され る もので むけれ ばれら*- 
二》 ブ巧 ちか 田が 巧が 田の か 巧を 巧 巧し ない がり、 かかを 案し、 が 巧との が 巧 M なの 巧 化を M る 0 
<1 こ 巧* は 巧 曲と ホ 迹の田 巧を がする あらゆる W と ホ かが、 い 巧 的、 巧*^ がをお 持す る。 をして、 を 田 
がブ 巧に 巧して この 麽 巧を 巧 待し、 巧が B 巧を な 巧 生わは 閒 おに 巧は しない 投り 、巧々 もじの®* を 巧 持 
卞る であらぅ 0 

(吉】 巧* は 巧 かの とな 5、 巧 化の わめに W つで わる 阳 ぶに 巧 助を がしまない 0 


:な 》 


な 的ぶ 巧の 化 M ゾ •巧 


《巧】 巧* はな かがの 巧ぶ を 巧れ ナ 、ソゲ- I 卜曲 巧を 巧 巧 せんとす る 巧巧械 せを だは 巧ず として お# ナる 
ホが が ある。 J 

このな おは ドィツが が ブラー グに並 入す る •荒 His に 巧 はれた もので ホる y 

越 もて I を 二 九 ザ お竺平 一 H、 V がを々 巧に 巧 出されれ 報 ル： にがいて か 巧 人民を 打モ "トブ は；— ; 

バ塞お 法 S ゎ、 革 養惡 塞な を、 ぶびに： as 忆巧 する 平 器曼堂 我 器ぶ のた 《祗 巧な 乎 段を 

採る が 巧 ある ことを な* になめ 化し ホ」 となべ て、 巧忆 ホの かく 論じて わる。 

お の 巧な 悄 巧に 巧 おず る 巧* のを 巧ち 化の 巧径が 防の がな の 巧と 一巧す ろ 巧し、 不干 巧な 巧の 巧 ホは 矢 
化 〇 かぶので あらわ ばなら わ。 巧る 地 巧に 於いて 怯 巧を が 止しで も、 他の 地 巧に 於け る おかを 化 巧して はおを 
化で ホる。 巧* はや かの かぶで あ 〇、 をら ゆる 佔 時には 巧 化する もので みるが、 义 中の 巧を がは しめんみ する 
巧ず 揉 好が のために、 がを に 巧を 込まれて はなら め —— とい ふ 村を スタ ー リンの » 巧を ちれな S で 居ょぅ。 

巧* は树 人に も 巧* のな 化を 强 おしない し、 この 刖 おに 就いて 人を 巧は ぅと も 化は 20 巧し、 な 巧 著に 抵統出 
來 るな 巧の なか かな 巧を かるには、 化ル扳 成の 巧 件と してが の ご一 巧が か 巧で ホる レ 
こ】 ^^ら 防が のれ 巧を おつ わが、 •饼 •> 邮の « がに 巧す るか 互が か 格ぶ の 巧が W 

(二) あ-怖 •ソが 中 か 31" ブパ 巧阳に 村して、 巧に 巧す るが 巧を 巧へ、 この 巧な 巧 W には ソ 巧の 巧が 
3— "プ パ班を例かむくををせしめること〇 

ご 一;) なか 田の なおを 巧け たおち おが 降 因と おちを •怖； 岩 S 閒の 巧げ 化、 奴 典 化か 五设 助の お ホ、 

あびに 巧 M に閒 し、 SW 問 忙巧闲 ななを を かる こと 0 

この 巧の モ》 トマの 野峭 も、 巧す るに 『おか 的の ながを 巧け わ おな、 中ぶ をが 持す る ことめ 化かめ ソ巧 化巧吉 剧 


巧巧阳 のぶ A むる 化 をが ぶ’ わ も？ I リンの ぶ 化を 巧 お一 わ もので A ろ- 

III が •佛の 扯疑迭 巡 

巧 田な がの モス ヴリに 巧す るな 巧け ヴ* ル サイ 1 -A 巧 W ホな 化かが 巧 化 巧を おわ-" イド •ジ 3 I ジの巧 か 巧 
策、 巧巧巧の巧巧的は巧の閒に、 巧がなの反巧の掩#がな込*れて、 ^ 聚 . #がぶかにあい！が巧おされてが 
ホ〇 S ?;* 了 ン> ニ ー • イ1ザンのかく9トヴ< 1ノ マ とお巧しわ化巧みの？：には、 ドイッに巧おする巧巧として 
•時 モスク V とが f する 巧 束を 抱い ホ ものは 无 つたに しても、 化が S の おがに » する 乎 1 ム バレンの 一 汲を して 
料ッ巧 巧を かぶさせる ことは、 闲团の 巧 巧の 巧 化に ょらむ いお 〇 ず W 能な 化が で ホつ ホ-巧し ナナス. ドイッが 
ちボ ，ラン •卜义 面へ 逆 化 ナる形 《が 巧 お 的と なる に從 つて、 巧 S もホプ がの 巧 わを 利用 する 方向に 動いて 巧ち 

一九 II 一九 ザの 一一 诗十 A 円に 巧 曲な 府が V 養に おし、 やか 巧 巧が 巧の か 巧の 巧 策を むした t とは 大巧 巧 巧に 於 
いて じれを 巧べ ホ。 一、 一一 闷の おがの な 巧の 巧 はれ ホな、 モス ブヮ孜 がから 巧- 说 化に 化した 巧を には ホの かを 
ザ おが 巧 かされ ホと W へられ ホ" • 

《】) 巧と 巧と を閒 はず 巧 も お洲に W 巧け 巧が 巧る 巧 合には、 巧 •怖. 兰 お はこれ と 化 ザす るけ を 巧 的 化な 
を巧莱 する- 

ごこ 一 ご 田 削に か 五な 助が 巧を 供れ し、 =! つがが ななを がぶ こと。 

ご 云 おかけめ に 約す るが 爭は« 巧の がると M 巧に むかのに 巧 化する こと" 

《巧》 ポ ー ランド、 ル ー マニアに 巧す るを •饼 のは W は V が ザが- 5 田に 巧す るな かの W なにも g 川す る ことと 


: ¢2 


巧 W 立 巧 o 父 M ッ • w 


むる が、 ドィツ 巧に 巧 卞るほ 巧なる ことを 村 巧 かの がに 叫み 卞る こと" 

巧 巧が ぶ 巧に 巧れば、 かめ ブ 51? は 從おホ 面を も 巧 時に なをす る ヤぅホ 姐し わが、 巧 •押の 反 巧に ょり、 マジ 
ア W 巧に 窗 W サ めじと におぶ しわと 供 ぜられ わ" 

閒をく 冗 巧 丸 H に モスクワな 餐朗巧 ィズヴ ：乎 S け、 巧 •袖との 差に 巧いて ホの？ 透の み f 沿 
げち ソ晚が 瓷に霉 した ミは、々 巧の W 時に 釣して、 が、 ふ •ッ とポ ，クン ドと 《四呂 ぶを おぶ こち 
あつ ホ) とじろ がち 曲は ポ— ランド まれは ルー マニアの 巧ぶ 推 巧の ホめ にが、 田が 巧 ホに 人る みなには、 ブ がも朵 
巧 田を 巧 助す るた めに 我ム ことを 求 A ホ y 巧し じの ぶは ソ がに 化つて か 巧 的で わる。 何とな れぱソ 巧の 巧 WW 巧 
忆 もつ 巧闲 ていへは パん*， 夕の 一一:* W 如 外に S むい】 を 巧 術す る ホめ モ X ク巧 巧が が 巧 爭に乂 つた 巧に、 巧 •併 W 

から ッ がを 提ナ 5 と 《望がない からで* る"* た CS 提 S おち 恐らく ッ营韋 く罢忆 引 をれ るで 
ホらゥが、 何巧巧ザを始《るかは；1 ンドン巧怒^^卞る化におまるじとになると。 な上9巧巧は14:|1|?十四：1:の巧 
ぶに ょつ て モスク ッ 栽から 巧 •巧へ 油 巧され わぃ、 で 5 巧ッ 巧は 巧 •併に 巧して ご 乎》 ク密 へのな 巧 
ち ブ成忆 巧す るが 基 助 Q 約 か S 累」 た" 表に 巧す 53 をはち ふわら を 二十ち K 璧 された が、 お 
皇す 3:2 "トマの 望に 化れ ちか 冗ほ朋 《をはが へられ ホ けれどち ご チ/注に 巧 卞る畏 は 
養と し 品け て ミけ ぉ 黨」 、がに 闲器 田忆養 S ろ； も 《なく、 が援人 &」 て乂中 0 巧を 慧サ 
る ことを ww とする 巧 ザ 程 巧つ 了、 受忆裂 表 夏とは ッ故 S が」 a いと ミで 至と 巧べ た" 

おの 淳を閒 かし ホッ寶 碁け を； 一 H になせ され ホが、： ムバ ごは ミセ H にち W : 卜院 にが-て、 
防されることを巧ホない«に向つ てこれを巧巧することは出ホない」 巧を巧明した" をの押めはフ* ンラ ンドを 
巧め、 ラト ヴィア 、エス トユ T の 巧が から プ がの 巧 悼を ホ ザ しないとの 巧 化を 巧 化つ ホからで ホつ ホ。 


微 


その 巧イギ 9 ス 政が はか 巧 巧から々 < リアム •ストラングを モスク 巧に 巧ぶ しで、 巧议の 方を をせ 化する こと 
にお 力 させ わ。 化は ホ 巧 十 凹 H に モスク リに 巧ぶ してを の 巧 H から モト ロブと々 ぶを が めれ が、 现 をには ゾ^^ 

が 品 おにを され か J まに も央 •巧が プ冀を 按擎る ミを 装して、 •ト イッが 巧 ハ A チブク 巧を を 
する 巧な をな なする じみを 巧 おすべし とみつ わ。 巧し モスク ヴ抑 はじれ をはつ て 何 か'^ の 巧が 忙 比して 巧 ザの が 
なく、 化に かがの む おを ホ 巧す ると 巧して、 六月 二十】 りの 巧 田 巧 ボは巧 巧され て 了つ ホ。 

こ、 にがいて" ン ドン 政 かは がに がしい 策を モスク V 化かに 巧ぶ する じと とし、 ん巧一 H を W つて 左の かを 策 
を 巧して ホた W 

プ保 巧は 化に あ H がを をを 巧の しわ ボ— ぅン ド、 ルー マニ 了、 トルコ、 ザけ シャル •びに ベル ギ— 、ホラン ダ、 
及び スイスの 巧を をが 阳ナる こと、 巧 B は义マ ィン ランド、 エス トニ 了、 ラト ヴ< 了のを をを 化 巧すべし。 
といん ので ホつ ホり じれに 巧して ブ®^ かを を U の 巧へ わ ことは、 オランダ、 スイスと もに モ义ク 巧 反が とか 
戈 か 抱の 閒 柄に ホる から、 巧 巧を 巧へ るに 阳 おな こと、 ホ もソが 巧と しては、 ポ I ランド 及び 卜 A コ とのな をに 
巧り み スタ ヴ なお のれ 巧 すべさ 取が のな 刊が明 化に 化 化せら る、 ならば、 がず しも か、 るが 式に み 化する もので 
はない といつ ホ。 モロ トマは 並んで 巧 •怖と プ 晒との 閒に平 $ 門 去 〇 のみた を わ はんとす る 美 •汾の 巧 おに M 
巧で あると を •へ、 ッ巧 としては がの 巧を した 巧な には、 がめ て お 化を 巧 わる ことなく ザが 的ぶ 巧は むか 的 
にがな となる 铅 ぶを ホ 巧す る 巧を 力なし ホ】 

ポーラン.卜お放の靈は、 ブ瞄巧におナる不；，^ y いムが w かにホみに巧がし巧いところ t ある啼、 ポーランド 
かがの 〇 巧に かれ わなは ホの かを もので ホる 一' れゴ： 

ボ— ランドは >哦 巧の； 方 的が 巧を 巧 巧し 巧い"* わ" シ 了との かぶが 松を 巧 巧し がれい 巧 山は、 K イッとの 
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巧前义 巧の 巧 «ブ •巧 


巧 やの 巧た、 ポ— クン ド 巧は をな これに 巧 化せられ るが お、 ソゲで ー ト巧 助に かひ 化ない わらで ある" 巧-保 
とおに モスク ロを 巧に々 加す る ことは ポー ランドに とりす 可能で あるが、 巧 •巧- > 々巧の が 典を 化で、 化が 
的® を 巧ぶ する ことと ずろ。 まわ ポ— ランドに 阴卞 る刚遵 は、 細な W ものが 巧の 夕 巧に 巧つ ての みが 巧 せら 
るべ をを ホ 啦す〇 

この 趣ぶ はぶー ゥン ド 水 化から モ "トッホ がに 娩てわ 巧 巧を W つて 油た されれ ものであるから •ブ がぶ 巧に が 
いで 巧-がが V ルブ I かがに 巧し 巧 力を ホつ わと 與へわ こと も 巧 かの ない ことでは なかつ わ。 

この 巧 合に み 巧せられ わ ことは、 バル 乎- クぷ W に閒 ずる 間 巧の ながの f であつ で、 ブ辟 M はかな からのて 
かにょ る 巧せ でが、 がち 巧が の 巧が 巧に, f ■进用 せらる、 ものと ホ玻 しわ。 か〜 る 巧 A に 円を なつて モスクワみ 巧 
は 巧みに 述 巧せ サ 、チ 1 ム バレン 巧が は 七月 二十 ホ：：： におつ てが？^ る n のみが が 巧く モスクワに 峭 かれる とのな 
明を 下院で 巧 衣し、 それが K ィッに 戌 ば ナむ巧 的 か裝か W は" ン ドンと パリに がいて 巧 供の のと なつて わ ホが、 
七月 二十 An マン 午 M スタ—. ガ ー ず マンの 巧ぶ に 依れば、 巧 •ソの 問には 聲 巧卜- 政治は ぶに 均しい 油が 巧ぶ の 
巧 ホが 逝け 中で ホる みがせられ た。 

セ 巧 一一-十 1 口、 ち W 化かは モスク V にぶ 逝す る卑 がさ 打 おとして、 お 巧 巧 巧 ドラ ザ ブスを 巧な ナる样 をが お 
し、 『イギリスは 巧が のい 巧と： i がに モ义ク V ながを か 巧に 巧-: け-せしめる ことを 巧む にがく！^ する」 をを 中外 
に 公に しわ。 をれ にん 柄らず 巧：：： の ブス 述：； ッ « がか 供-は、 ィギリス S た 化する 間 巧の W 巧なる 义节 はな かぶ 
に 巧して がけぶ をなる ものであると 化ぶ して、 化 巧：！！？ ホ 〇 がの が 獲を みしれり 
ち *^-5 闽の $を0: け A 巧 十 . H に モスク V にがぶ し、 巧：：： から 化に みがを がめ をぃ "ン ドンに W ぶし ホス 
ト タングは、 V が 巧との 巧 ホ 巧ぶ がかな 〇啼 乃に 雄 斤の 化 込が あるけを 巧の めかした けれども、 がが を 灯の 巧种 
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は- fH 閒 のかな の 巧に】 大惧 巧に 巧ぶ した-をれ はポ— ランドな 巧の わめに、 プが 巧を ポ I クン ドが に 人れ る閒 
がで あ ク わ"々*" シ ー" フ 元帥は このな を 化く. 典 来しれ にも 拘ら卡 'ボ ー ランド 供け » ホと しで 巧ら サ 、が • 
佈の リル V — かがに 巧す る お 巧 —— •てれが 化しで 强 がの 招 化に 巧し わか どぅかは 不明で あるが j — もを のな 裝を 
示さな かつ ホ。 

わ〜 る閒に ドィツと ブ がとの 談判は お* 雄 巧の が祐を 巧し、 巧-博 側の 化® は H にな まりつ.- わつ わ。 巧し 巧 
ホ罢 打々 の 協 巧は 巧 おりと なつて：；： 閒の义 をが 巧 化されない 中に、 A 巧 二十 一 H の 巧が K 巧 •ブ巧 お 巧 化の 報进 
がべ A リンの 逊 。がから 令 化が にな 注され わ。 

四獨 •ソ協 おの 地す 巧 巧 

巧 • V なおは 巧 夫の 巧 震の かくが 巧忙 W へられ わ。 化して 巧 两の孜 がは ホ なれを A つ ホので あらろ かりが くと 
もな ホ 田の 巧閒 巧い には】 九 SA ザは 巧、 巧 •プ の閒忙 巧は のがを が 巧は れク - あるとの 巧 逆が 巧* 议 へられ 
わ。 巧し 巧 A の 巧 ホから これらの 巧 近は ザ。 ホ 巧の 巧に 费られ て 了つ わので ある。 

i 九 ご！ A 年 お 巧 二十 An に-ー ュ ー m — ク •サンの 巧 汲 円々 ィ — 7 ム •バ I ドが パ W わらわつ ホ巧餐 は、 巧 •ッ 
巧 巧の 可能 巧を 傅へ て わる。 彼のぶ 巧は この W 田の 問に がかの かを 關 なが 快 巧され、 r ォン •シ ュー レン ベルグ 
が モスク ロに W ると M 巧に ソ嘛大 化 メレカ" マ もべ ル 9 ンへ M 巧し わのは 巧 • V M 巧に がし さ！* ホを 化る かおで 
あつて、 X レカ " ブは3^巧$^ホのみ巧朵であることも巧巧すべをでホるみ附おした。 

搜たて 一 *巧巧のお巧十-<:::、 ハー义トホの油：；^巧に紀てわユ》 ヵーボブ 々|のソゥ1グ站；^も川一 の巧巧の 
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もので A つた 〇 をのん かに 曰く、 ドイツ 乂巧シ 》 I レン ベルグけ も乂ク V にがいで スタ— リンみ 巧な のな 合を お 
めわとのがぶがある。 この投むけお面はホが：^條めといムことでホるが、 内が巧巧はブ -讲牌のが巧巧めをお化 
に卞 るが 巧の もの だと 试 へられる" でも V クーグ でも 巧 •ブ のな 巧で もこれ を 巧を して ゐ るが、 巧 位は 明む でな 
い。 とにかくドイツ巧はモ乂ダリに向つで二つの巧件を化してゐる" 一 はリトヴ* 1/ フのかがを巧めさサるこ 
と、 二は ザ ミト a ツ ご*, ya* 巧れ* が t に H 供み リも 》 へられた) の 3 ミン テ ルン 巧 円 括を がける C とで ある、 
ぶ* とみる H 

ユュ —3— ク •タイ ムスの モスク V か 巧 U ずュ ランチ ー はれ a との 战巧 巧から め ものみ 〇 とい はれて たるが、 
一丸 が 十月 十 H 、 パリから-； — 3— ク への 化かに、 巧 • V の瞄 にお 巧の W 巧が が 走る、 AW は 巧夕の 巧り 
には 力し ょろ とおへ おめ ホみ 巧泌 したぃ 

一九 一一! 九 年に 入つ てユュ —31 ク •デ— y — ■ ユ ュ—ス は" ン ドン、 ん巧 として、 ホの かを W がを 巧 巧し ホ" 『お 
巧に 巧- ブが« けが ホ 的、 が ザの 巧 力を わ おする かどろ かを 化む すべを 巧 面に ぶつつ かつた W 々お 正 巧の が 化ぶ 
にヒザ トラー 巧が は 特に ソゲ*— 卜大 化と な 巧を たへ て巧贿 のか だれ 泌を なかし ホが、 曲曲の な 刀に 巧いて は ド 
イツ併から巧巧されわといふ" ミュ ン へ ン々ぶにめいてお.佛から化«されたブヴて ート喊巧は、 巧し<’トイツ 
とお 巧のを 化が あり、 扣に リトヴ * 1/ プ は モス ダ V にて £ 巧 M が Qn にを つて ゐる とも 5¢ のして わる OJ 
巧る に モ义ク V に 於' いては： •ブ 々ダ 巧が M ン ドンの ニュ I 乂 •ヴ "ニ ブルの がが を 一巧； H 十 1 H に g した" 
ク 《 ニクルの 巧 近とは 巧 •プ W 尚の ホ かがいつ 迄 も W 巧孜 がの す 巧の •典 去で あると ちへ るのは なめてす R 明で あ 
らぅと いふ » 巧で ホつ ホ】 これを 化て アイ 《 力の 合 M 姐 U が 巧 巧ない：： 山 化 だとが じた"： 一: ザ；！： 巧卡； HK 夕 — 9 
ンけ巧 十 AWV 裳大 みに 巧いて 『ブヴエ ート のかけ、 典. ブ 間に 巧 ネを » r ‘ん とす J となが し、 巧 •ソは 巧 ザ 


すべを 技の 巧 巧を ホ ホむ いけを 强 巧し ホ。 閒 もな <K イツは ブ うー グを卜 u 巧し 巧 •傅は 巧赃 のをを 巧し をが、 五 
巧 近日に りト ゲイ— クマが ホ W の 地 化を まつわな 巧の 狂 巧 AH に、 ユユ 13— ク •タイ ムスの ベルリン 巧 巧 巧卜 
リシユ 々スは 『じづ トラーはスダ1リンとの巧巧を水めてゐる0 ドイツはホ可^3^^わに皮0で y ヴエ ートを中ぶ 
化し、 巧る 巧ボ I ランドへ® を かける であらう」 も 巧 じ， 巧に 『ベルリン 政府は 新聞に みかして 、ロ シ T を 巧が 
すべから ず、 お ホぶ 巧 巧 封の 巧 十字 进か にも V ：, むを 化ん べしと 巧 かしわ」 とも 典 じ ホ。 ち •併 WW のはが が これ 
らの A 巧ょり-も 一巧 巧 巧な 巧 •ブ閒 のかを に 巧いての 巧ぶ を 人 f しな 如つ ホとは；；； 5 じない t とで ある。 现 K マラ 
ンス 化が のが 衣した か 夕义ぷ には、 ぶ 方面から これに M する 巧 巧が 巧 巧し わじと を 明示して ゐ るので ホる。 

一九二 A お 十一; 巧 中な に、 ブツ< ア ながの マ クン スな 巧は、 t め 巧の： 5 •能 巧に 化いて 术田ホ 巧 巧に 巧 巧を 化し 
でゐる (が 互り 

な 化が プル ボリ 了 巧かキ ォセイ ヴァノ V とみ 巧の 巧、 M なかは ホの かき 巧 かの なおを 巧した 。 K イツが 業へ 
が 化する 巧 巧は 叫 ■：： であるが、 をの 烟巧 のけ ほが がが に ホ 〇 となる のは 閒巧 ひだらう 〇 巧な おも 脅 巧され て 
ゐ るのは ポ ー ランドで ホる" じれが ブ^と 巧 巧 すれば、 このな 巧を 化ナる ことが 化が るみ 思ん けれども、 « 方 
は 犬 巧の 閒 巧で 到底 乂お 的な 巧 巧は 不可 施で ホる。 これにな し、 コ ミンチ ルンが みを お 巧な 供の ホを 按 めさへ す 
れ ば 、 W •ブ閒 の 巧 巧は 巧 化しうる 。ドイツ 巧な 木部の 一巧には ポ I タン ドの 巧の 四々 がを ♦化て わる ぞ がみ 
る、 5。 

越えて】 九 II: 丸が 狂 巧、 ベルリン なお マ ランス 太巧ク ー U ン ドルは、 本 田な がに 巧し、 巧 •ブ巧 巧の 邱化 巧に 
巧き 注ぶ をみ 起し、 お 义のぷ 化 巧を 把 化し わ (な- 00 共の が 巧 巧の 附 3¢ の 中に、 ドイツ 况の愧 巧と しで 『ヒ ザト 
ラー 巧 巧は H 木の 巧 唾を お 度 にんた をれ がわめ にツ がとの 巧 巧を ホぶ する にお ク ホ」 となして るる じとは •巧 
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隹 前な 巧の 化 tt ブ •巧 


なすべ まがで みる ぃク ー" ン ドルは 右の な 化れ：： 巧な なにも V おとの 夕巧 にぶ 巧す ろじと が 巧 ホ 巧 止に 炫 巧を がで 
あるけた 间に 瓦つて バリ かがに 巧 f - s した か、 それが どのな 化に パリ 化府を かかしれ かは ホ おすべき ながが 無い の 
で わる 0 

ドイツを がの， H 巧 化び に イギリスの 苗 パには 巧， > お をに ないて； かの 义ぶ もが 巧され で 居ない けれども、 巧 
阳 ながが 妈く とも プラン 文政が と M 株の ニュ— スを乂 平した こと、 まわ 閒 巧に フランス 脚から 油 巧を 巧 化つ た t 
とは、 巧を なれる が 化の ない ことで ある (巧-。】。 をして ホ阳 巧が に 於いて さへ】 丸 S 九を の 二月 巧に 巧. ブ巧 ffi 
の 可能が ありとの UW がけ はれて わ ホり 

『アメリヵ 内 パ』 のな すと ころに 化れば 化 モ义ブ V ホ M 大巧は 一丸 il : 丸 年 八月の 1 H から KH の閒 に、 モスク ヴ 
巧詞 ドイツ 大巧 シュ ー レン バル グ 化が モ "トツに 巧して 巧 •ソ閒 に 協ぶ をな ぶな 巧 ある ことを 中し 入れ ホと、 ツ 
シン トンの W 巧 巧へ 稱 巧して わる- 『ザ •牌 巧が もこれ と M じユュ 1 K を 乎に 人れ たので みるが、 モスクワに 巧 
た巧拍乂巧サ！ -ゥィ リアム • シ1》もプラ ンス大巧ポール • ナぞャ 1ルもがにモ "トフの巧ぶ的ぞ明を：：^巧し 
て、 ッ晒师 には 何 W もない と巧进 しわ もので みつ ホ。」 ところが 巧 度 巧が は 策 外 かく これを 示 知して た ホ。 とい 
ム巧 山け、 がか。 の 时 巧の； 人が A 巧 ah に パリで ホ 田 大巧 プリ ザト をな 削した 巧に、 モの怕 巧を 肚 かされて、 
むちに これを 巧 巧に ぷ 巧し ホからで ホる" A 巧卜 六：：： にモ "トマは 巧 けおとの み 巧に 巧いて、 ポ— ランドが 
ホが の 姐 巧を 氷な する ことを が 巧し ホので みるが •巧は 巧 • V の閒 にげ 巧卜： ななが はなして わたので みる (なけ)。 
巧 田 ホ 巧 巧は 巧ら くツ ランス 側の 巧 巧に： U を おかなかつた か、 も， みは。 州した としてん み M の 巧 策を W つて これ 
を 打が をなる とおへ わの かも 知れない 〇 かれに しても 巧 •牌 巧ぶ ともに 巧 •ソの 巧 巧を 巧 ルナる じと が 化が むか 
0 ためけ、 ポ ー ランドの の 巧な 化 巧が をの； 巧 かで あると してん、 W らか にかぶ 俩ホ 化で ホつ ねことは がへ ない 
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か 巧で ホる u 

五獨 ■ソ協 おの だ お 

A 巧 二个； ：：：= モスク V にがいて 共 印 されれ なおは々 巧で んヶ 佑ょり なる ものであつて、 をの 巧 一た に 曲は 立 
にか 平 W に 巧し 巧 巧、 武力 巧が ホび にな 巧を 加へ れいこと を 約し、 巧 1- 巧に け «め« の； 方が 巧 一；： 坦み巧 ホ 
に 入つ わ 巧な にけ、 化ぶ はわ 巧 S 田を 巧 助し ない ことを が ホして ゐ る。 またがね 曲は 梯お をの 共 M の 巧 巧に 巧を 
お 巧すべく ，♦ご 一條)、 巧め ぶに かけられ わる か树 むる 化 曲に も か 入 しないけ を 化め て わる- ♦内 ♦) 。おに 巧 
扣 巧には、 おわ 闲 間に 巧る ベ さか 巧 じがいて けぶ が 化むな U の々 巧、 をし < はか 巧 あ：；： かにょ つて これ S ホ チ 
Y しとが おし ホ W 

この 惟ぶ の 巧 化は、 裝 • 闲を乂 巧 わらし め、 V ル プ—だ 向つ ては 太なる が 抑と も 巧 化ら れわ レな し モスク 
ヴと ベル C ン にがいて は、 がに かみの 大巧が として 歡迎 せられ、 f じれで み 洲に巧 平は ならない』 とのが みを 巧へ 
ホ-を ペル 9 ン 巧田乂 巧は その 巧 巧の なおを ぶの 化くな して ゐる 《な 7>" 

ベルリンに がける かがの 即 ♦は、： ぶに あるべき ソザ*— 卜の 巧が のか 巧が 除かれ わとの と、 4 わ 一つに 
け •トィ ッ ながから W すめむ w 巧 巧を 巧 化し 肢 かされ てるた 化 あは、 このはぶ で ホ かがが 持され ると R 湖した わ 
めに、 一 板け 巧が Oil を おでた 9 で ホつ ちちれ をは ッ S 送 助が お だすす K け ダンナ， ヒヤ ホ— ラン 
K のために 巧节を かへ てし むいと U じさせられて おわので あるから、 巧 巧が ヒ W トク— のち K に 化つ て 巧卞む 

しにり 的签 軍た ゎ ミ g 食-器 W ♦基つ 一」 ミトラ-ホ 送な 星 か 6J 《ち… 先え：！： まで 


巧む 


をが か 巧 •‘ • W 


み ホ ホぶ との 历ホ にな 站 して ゐ わ： なの ナナスは、 この 古 w 度に 和 かつ ホ けれども、 かお 巧と しての »•> が 
ぶは、 ホ* しい、 をして 巧 巧 ナベを 巧みで あつ わと いはねば むらめ】 

巧が W に 於いては 一丸：：： A が も 巧に：：： •巧 巧 化 おぶ 勘 化の ぶかが、 化が の 脚が として 化 k けられ、 おめ 内 期け 
これに 巧いて W 内の が一を 化る におら すして 左が し、 これに 化つ わ ザが 内 W もた ヶ月 忙 5 るみ 巧が 充の h なみに 
ホぶ をがず して 巧 巧：：： &进卞 うち、 か、 かとして 巧 •ソ胜 ぶの 巧 か-にぶ 肋した ので ある レ 
巧 W おがは A 巧；： 卜：れ H の漢に 巧つ わな、 ホの かきな W パを かおし わ" 

巧れ てが 妍 かの U •巧 化 巧 强化 にないては 巧 • V ホ W お 巧 約の 巧ぶ にょるが おみに & みぶ をむ 切る こと K 
ぉ。 

れがか巧火朽けォプ ト—巧达大化を引化して、 ：：：本化がの化がとして、 巧化め巧网巧^は互は峭らかに：：：-^巧 
•がが が 化ぶ の 巧 神に 瑪 k する ものと 化 ザす るけ を ホべ、 ベルリン 化が にお 巧を 巧 出しち 巧げ 巧 辛が M から 0 
巧 おにが いて r が H の 助 巧 ドィツが がが として V 巧と おんだ ことは、 阻 かに 近祖 せる 巧 - WM 巧の A 遺に 凤 巧す 
•へき 切げ むる-典 水の 巧ら しむる ものと しても •をの 巧が WK に W へたる す滿 はかから ざる ものが ホる J といつ わ 
のは H 木 h:h のな ■みを K 映した もので あらう - 

巧 • V 化め 期 巧の 巧 U 、 乎 t ム バレンけ ホ识； 卜防 巧邮 のが H になつ てが がを 巧 ひ、 本が めだ 巧して ホの かき 化 
がを 披 巧した。 

巧 • ブ すが：21お約に脚してけでけ、 化わ巧义のせおがが阳かがにとつ ては巧めて-を快む巧行を巧したことを 
にさう とけすまい。 巧 ■ブ糾 なに：！： 巧 わ 似 お 化が がるで あらう と S 曲げは あるには みつ わが、 がし V がな がわ 
G は 巧* に 巧して M 巧 これに 闊ナ る- ん めかし も 巧 へられむ かつ わので ホる-す はぶ るん 巧：：； 4 ■一 H 、 本院に 於 


: た 【I 


いてち •说 ■ブザ ぉぶ 巧 削 巧 を かたし' み" トマ ホは 人 化を u か、 『巧し ザが おおが 巧が され、 ば、 巧 ホのは 
ぶ巧がに關しても越ゆべからぞる叫巧は货いであらぅ.！ と^3叫してわるのを引州しホ巧巧か巧は化巧がぶ：2巧 
の 巧 巧の*^ にだつて 逃が 中で わつ わ 巧へ このは 巧が ね ザら れ わ-巧る に > 拱が 巧々 の該 がする かを をの ホ 女方 
れとは明かに 一がせざるりののわめ、 ドィッと<5化めをがかにが巧中であつわといムことをおるのはか<とも 
巧し く ザ 瓶を おれせ しめる もので ホる-乎 はん， このが 件に がを か 巧的钟 巧を： 卜 すのは 若 巧へ わい-巧く 巧 •ゾ 
不可0^||^ものぶぷに巧きッ ラ ンス巧^と|!^卞る巧みを5^る迄はか 、る判巧を巧ムことはげ巧かサであらゥ。 
ベルリンに 巧いて はす 可 W 巧の 巧 おはこれ にょつて 巧が 曲と フランスと ボ ー ランド 按助巧 巧を 巧を 巧 巧 ナるだ 
らぅから、 w 化 めがおは あに 巧での を 格を 陈 ホした ゆ乂む 外ぶ のが 利で ホる とい ム 任め てぶ 巧れ 巧 巧で R 迎さ 
れ ちか、 るな おなる W がを 除ぶ する のは 巧* Q 巧： 卜 のぶな である 。ぶ 田の 巧 役 ほ 巧は 化に ち •ブ をが 閒 巧が 
に奶 へられた もので かして 巧 •ブ设 化に 化« する もので はれ わつ わ-巧* はへ， ぶ 巧 まに 巧いて#. 明 内に 巧 あ 
して ホた 巧 找を撤 W する ことは 巧* の おがに かけで 化 ホない 师 である" 

わの巧明がィザリ乂 にめいて巧川をなわことは巧^!1のホ巧を乐ナものであつて、 このか巧の巧おに化つで、 > 
.央巧 巧を 引 おす ことは ずが 能 化との 巧む を W めた かに 化え わ- 

モス 7 ヮ化 ホぶ は ナ于ス とのが'^ にないてぶ 朴 な" シ 了が ホに を 巧の 巧 かを が 明す るが 巧に のられ わと 化 
えて、 モ "トッホ W からが 補に をのが 诏を がぶ しわ 〔化 Ml り. ィズヴ H A 千 T 紙-りを のが 巧を 巧- ん すれば 左め 迸 
りで ホる 0 

本年 お 巧： 卜甸 じが、 历巧悄 々はみ しもが 任しれ わつ わの みならず がつて 一な 巧 迫す るに ザつた。 だが、 これに 
巧な する わめが か 田の みつれ 巧 狙は 明かに 不 ホ々 な もので* つ ホ。 わ〜 る 化が にがいて、 巧 • V 閒 にが ばれ ホ 
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:个 おか 巧め はみ めでぶ 义れ おおを 巧つ。 これを 明 叫す るれ わには かづ W つで な 巧た サ 巧に 互 9、 モスク ヴ にが 
いて 巧 •併との 帆に 巧 はれ わかずの お进 をな ベれ ければ ならの。 

3 I " ザバに かける：^ がを 巧 止す る わめの が 化が 化が 約に 閱 する お-巧 •ソ の々 がは、 本が 四月 化に 則が され 
わので あるが、 ィ ギリ： < 巧 化の がかの 巧が が、 をく 巧 巧し へ からざる もので わつ わ ことは 间 おの 站〇で ホる 0 
をれ はこの 被の 巧ぶ の 化 本 的が 巧が けたる ホ W 削の かお ホぶ 巧び 中 か'^ 巧の 原則を お供# る もので ホつ ちを 
れ にも 机ち ず、 プヴ * I 卜投 かは 巧が を 巧ぶ せず、 而も々 化は 巧が 方よりの 巧 おまで 化した ので ホる。 巧* 
ち 巧 •佛か 田 おがが が 水の V がに 巧す るが 友が か 擾 よりな 巧に 巧 巧を 巧ち ソ 巧と ホ 巧を 巧の が 件に めい 
で、 巧が 日なる を涉に 移る ことは W 碌 であると 来へ るに おク わ】 而もを の 巧の 巧 巧は 巧 巧に 6 はれな れつ わの 
である 0 

巧 •佛 • プタ 巧は の* 巧 2 間紀 巧され わ。 この 女 巧は 巧ネ の刚 おを 阳 一' す るに 巧す ると ころが あつ わと！ 一: 巧 
に、 策 •か视 田け おボに 巧し、 W 巧 3 巧に がいて はソヴ - I 卜蜗 巧を 光 かに おかす るを おみる C とを 巧へ わの 
である W をれ にも拘らず 、このぶ 巧が お 服し がざる が 巧に 巧が しわのは、 似々 のがぶ とか まわは 巧れ 宋 のぶる 
化 巧に M する もので ないじとは 明門 で、 もつ み 本 巧 的な がに 巧 巧して わるので あるり 

ながに 巧し か 五が 助かのを 裕化 ずる ことは、 ィギリス、 マ ランス 义び プヴ て I 卜 が、 おか W のな 巧に おす 
る】 ぶの がぶ 的 巧のに 巧いで む A する 巧な にの みなぶ ある ものである "化つて ぶる 明 削 中 モ义ク V にがいて 玫 
が 上の 父が のみなら 寸 、が、 •併. 嘛耶 のけ 巧との W にがが のを ホも迎 めら れ わが、 がが 文 巧け 何 巧が ると ころ お 
わつ わ。 この 交 巧け、 巧 •佛 •ソが 化 W して 巧阵 す， へさ ポ I ランドが リザて ー ト 断が 柏よ 〇 のなかを 拓 おする 
とい ムザ您 に ホぶ しれ" をの 巧を •讲 はポ I ブンドを 制しが たかつ わの みならず •ィギ y ス はか、 るボ— ラン 


ぶむ 


ドの w 巧を 刺卞る ことを 货せ卡 、これを 巧つ てぶ けしで ゐる ことが 啊 w しわので A る J の w を c かける ソ 
ヴエ ート 瞒巧闲 より SW がの 從助化 的に 關 し、 ボ ー ランド 巧が 戊び をの ‘じ わる Mm 曲が わ、 る 寒を ホして わ 
る 破 〇、 巧 •佛 •ック 差が がが 巧を 饰 巧ない ことな n ミる。 

巧ら ば 巧. 拍 との 女が は】 お W をみ した か。 

巧 - tt - v お 巧は、 巧 •佛 WW の！ が、 がが か 化 乎の しわ もので* る ことを みし わ.-】 方に がいて、 を- « 
はポーランドのわめ；；！！巧に巧する毕ザの巧助をソヴで |卜2^にホめ、 これに巧してソヴ*1卜寡1.り»の 
ホめ、 ザ •併より 巧るべき 巧 巧を 巧け る こみを 化かと して これに る 川ぶ が あつ わ) ところが 化が にがいて 
巧 • は ツヴ* —卜 の 巧が 的 巧 助を wf として 巧巧卞 るぶ— ランドを な し ft ホので* る 〇プヴ * I 卜 
化からの 巧 巧を がが にす か 巧で ホ 〇、 化み であると 述べで わる やぅな が 態 K 巧いて、 W 苗 巧 かを 巧す るが 
かを じとは か W なる もので わる かを 制させられたい。 

患 まちち ふは 一方に 巧いで ッヴ r 卜费 併より 5 ミ 5 瓷 ホる t とを ミ 化かと しで， ッ ミ— 卜 
器に 巧」 爸忆 巧す 5 重 装 助を 舊」 ちと 含が 地方 忆 が-いて 閒 愛 おを 巧し n 由 K を S 助を 
をに なお ミ 如 ま援 &附」 、愛ぶ 巧を 免れた わ 《、を K がぶ 袋 巧 的望宗 へ、 2} つ お 奪の 

お 巧に ソゲ H — 卜 を « 化の 化 態に おかんと しわので ある】 かくの かき 「か记 巧 助が め」 はを* 巧 K サら I 
ホ^と何巧巧ぶところがないではないか〇 

次に、 ち ふは# 基 撰 巧 Q 寞を寶 し、 ッ 》 r 卜 に 巧し •禾留 に 巧 まな腎 ミ 獲を 法る 

じと、 及び 問 巧を 化 油に 解かす る ことを 巧 来し 乍ら、 化ぶ にがいて 裝イ 円らけ 义 巧に 巧ま冉 化の 去 巧 巧に 化 

で、 をく S 胃な 獲を を、 OQ 搜 6 赛 Q 沒&典 へられて &な兰 巧 人を 重た 《で ホる 〇こ 


: な！ 


& 前ぶ 巧の 义 tt ツ • n 


れけ イザ リス 及び マ クン スの ザが 巧 如が がわる を 術を みせ サ 、ホれ W でかの が ザな ぶを？？ 巧ナ るが 班を も 巧し 
ないで モスク ヴ にやつ てが ホ ことを 巧搁 すれば お 〇 る。 しかの みならず 、イギリス のま 巧 節は かど M 巧の ち 
巧化をすらかたないでザれのでみつで、化巧は巧が华がぶなの巧水があつて巧めて、而もタホホ巧のながに巧 
いて、 をのをが去巧がを推みしわのである" これとても巧に没巧わる巧巧の令祐塞巧でみつて、 ？1^|^のなを出 
ではな かつた。 木な 巧に 巧す るち •か 做の か、 るす 巧 神 H な 巧 化は、 を ホの 攻：： H をを 巧 させんが わめの g 巧な 
る々 巧 逝が と M 巧 忍ぶ ところは ないで はない わ" 

巧ら ば、 巧 •巧の® に 巧れ わ これらぶ 巧の 巧銜 はおして M おにみ るか。 ちれを 巧め すれば ホの なに 好巧ナ 
る- 一ぶに於いて巧-巧_か的政がは：：！£巧ををれ、 をのわめだがぶ巧巧化めがが巧む身を巧化する限リにがいて 
は、 ブヴ1 1 卜 が 巧との W 冗 巧 助 巧め を W なし わかつ わので あらぅ" 巧しながら、 他 曲に がいで、 ホ •押 W 的 
ながは ブヴ * I 卜聯 巧と ながな W ぷほ 助が おを がな する ことが、 ソゲ H I 卜 IP? •を お 化する かもしれ れいと 巧 
巧した のでみ る" 

巧 •佈 との 閒 にかぶ 巧 朗 おむ のがが を 期 巧す •へきが 巧が ちい U 上、 巧 •ソ .舟执 問に がいて ホ かを 化 巧し、 巧 ホ 
の巧巧を除ホすべを化の方ををおへざるを|^れかつわのでホる。 巧しも义-«巧巧玫がが、 じのことに^を巧 
されい とすれば 、ちれは 彼 巧の 巧 f である。 巧* のぶ 巧と すると ころは、 ソゲ H — 卜 W 化の 巧な、 ブヴ 王— 卜 
が 巧の 巧な を おな 卞る ことに ホる。 而も 巧* は ブヴ* —卜巧 巧の 巧 法け、 化の ぶ W 巧の 化 木 的が なと： がする 
もので ホる ことを 巧：；^ して ゐ るので みるり 

巧し これは 脚理の 一面に 巧 ダない。 巧 •ブ す： 2 巧が 約の 巧ぶ にけ、 もぅ； つのが 巧が が 化する ことを かがと し 
ホり ちれは ドイツの 巧 外 政 巧が、 ソヴ * 1 卜斯 巧との 巧採關 なのぶ 向へ W ホ するとと であつ ホ W この 巧 二の 巧 
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かがが がし、 まれ ドイツ 化かに あいで をのな 外 かぶを、 巧ソ關 巧の 化 巧の ぶのに 货化ナ る じと を— して わる 

じと が 叫 巧と なつた 巧、 巧め て、 巧 •ソ ホ；^ かがめが おに 巧す るぶ 巧が 化 化されれ ので あるり 

ネヴィル •ヘン ダ— スンが 『巧な の 失 化 J にぶいて ゐる じとは、 ナベて 化 巧の がげ にかす る W かで ホる _ ^ら、 

化が 赛忙巧 管 わ* J とを 霸卞 5 玄 でな： J けれども、 造？ Q 一節を 引 W す ミん 巽 《ない t とでは な 

からう sio 

e プ トラ I が 何 巧から スター りン との 巧 ホを 閒始 しれ かは 化 U & 规 して 明 門 にれ ろ ことおが、 四月 二十 A 円 
二 か 一二 化が) のがが にな 例の お ホな なおが をを なし ホ ことは な 巧の ぶを 巧へ ホ。 冗 巧 巧に W トヴィ ー ノツが 失 
脚し、 お 巧 間 巧に ベルリン にお 巧した 巧： N がみ 化は、 のにない 髮む 化な をを けち 一 悅お •巧の 阳盟が 出が 
上つて 了つ わ々 り、 プ がは 巧ぶ からの 巧が をを 化する かがは 餐く たつて るるのに、 W なさう しわ ことが ソ 巧に 
かつてが •おな のか。 

イギリスが バル 中 ブクが 巧の ホ 巧を か 引の 化に 化し さへ しわら、 劣 •ソ女 ホは 化か 上つ てわたに 这 ひない の だ 
A :;- 杞 "シアに かつて ホ] クン ド南义 の々 タラ イナ 人を" シアに 巧 入す る じとは 度が とお へられて おわ も 

ら 、ボ- ランド S 巧 招々 曾 巧に. 巧 能 性の ホる 削 斑で あつち" シ了 がご チ，. ク留を 装し、 ドイツの 
史 並には々 クラ イナを U つで お 巧と なすこと が W がうれば、 ドイツは がび 闽へ选 むで 击 らう。 ちれが 不 » にク 
レム リンの 巧 巧 ボの朗 に まがした 巧 化で ホつ わ- 
で) 化# 巧 傅が 巧 浮‘ ド ィニ 巧岂麻 ts 累巧お 1 S 夕 一八な ♦照- 


汾、 


巧 巧を 巧の ブ •巧 


で こ が— * な 白 ♦‘ 二 古： AK - 

^:;^，：》;;;^^^**妾’お寞ごな-，：ス送，；ん1-:巧*.十ーー月十ホな；，5- 
互 巧 》ミ巧 含を4-一！！柏聖2お》ミ塞| ミ星舌にまと蟲べた： 
互 J J をと Ji - ニクを 3 Ki - um - r ; . ご ミを き ミ liu - I 妾 T . XS - W こ— P 

いで わ 蔓在ミ 大夕 をして み ミ’ チ； 3 ♦ホから 一允 内 S 月を 0 ご： ご* 巧を 雄 
、^い 册^で ミぶ はを 巧历妾 至 S が- 隻 に‘， ミ S 留に产 て ミ 者に ミむ を も；’ なのの 
も 丹 9 し 了 ミ』 L -5 了 > ぶ 现爱さ ミ* S を iis ぃ 1/ U か孩玄 W 车 a ミ— •を W こ： 

了】 が夕 《ン ダ- J 巧赛 ‘ II お 内—: 岩み 巧 

互^ xu - g ちちち さな US ぶる ミた 刚資 B ? る H む 舍责# 居 占 さて 

を 一男’ こ グ—こ 巧 書-二 II 一九 丄亩 一巧 


沿 7 



I ! 日 « 十の 後な 


最後の 十日 固 


八月 II 十二 曰 (火脚】 

巧 •ゾ おを の 蜜した まは < 月 一王 百の 朝 巽を 板に なれ 渡つ た。 こた 化 ミ f 愛を 巧る ものが ヮ 
ルブ 1 で 至 t と豐 であつ わが、 をれ かとい つて ポ— ランド 《巧 巧が 護を 巧へ ょろ と ナるお 色は 化ぇ なかつ 
ホ。 《 ン ドンと パリでは あ-巧 爭は茵 けない とのな 測が おくな つて、 P イドが なのが かも 閒 おの 化进 しが 进 かに 
な 巧した t とを 示し ホ。 

ドイツは おぶ に、 お 合に ょつ ては 巧 ご IH の閒 にも 巧 巧す るで あらぅ とお 湖せられ たが、 巧な ドイツ 巧な は A 巧 
二王 日から 卖田墳 に 碧を おろ 二十 ||一、 腎 には 全な が 了 〇璧亿 なつて ゐた (ミ。 t れに 巧し でポ— 
ランドは ダンナ ザヒ がよ 巧され わ 巧 合には 拥ム との 巧む を 巧 おしあ 明し ホ。 

A 月 二十 音 胡、 フラン K 巧 おの SIS にがいて ち S 巧 巧 琴 ムランが 惡意 化を なし 玉、 巧に々 十 萬の A 
併 巧を す と襄ぞ 、巧 お 公表と」 了 「Is ラ； は 未-ランド もす K * 塞を 畜 K ま」 と 窒ナる 
ことにした 0 
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姜 リスでは が璧房 閒牢に 5 曲 巧を 閒 いて、 二十 阳 H に 巧みを 巧 峭卞る ことと し、 軍な 写な 巧 巧を かぶ 
しち チ* ム バレン わら ミトラ ー 巧が になで わ パ 巧の 文ち が このみ 巧で おがされ わ ミ も閒巧 ひない。 M 時に 

かがは 房 K 學 5 全 塞 管慧に 案堇 をを 《わが、 巧 •ッ ちちを KS ては、 『か、 る 巧を 

が 基 S 1 ランド 為す る 髮を柔 も 助かす 至忆 非ず とを る忆哀 すると ころ 無 かつ わ： 公 おされ 
わ。 尤も ボ I ランドと •ト ィツとの 關 巧に 巧いて 巧 W ながは 『»洲 かずを おがす るかき 武力の 巧 用を をな せしめる 
阻 巧が 居つ わとは ミ ゎい と S 包を 冀 わので ホ 5】 々赏是 おが A 化 甘ら れ さへ すれば、 すか 化 解 

かは 器で 芝が、 をた 巧 力」 わ 上で 實つ勇 《星 K 害 言 著 居、 ホ 食 S 芝 ミれ に 鏡す 

る と 巧む を もつ J とも コン ミ ユユケ になして わる。 

チェ ム バレンの ミトラー になて わ 巧赏 、巧 A 互 壬 一一 Hii 、 ヘン ダー スン 乂化 が« 巧して ベル じ チ スガー 
チンに を S た】 良*」 をが は 乎 パ が&巧 出す ると 乏 か* 去髮も Q で* る賣 二。 

曲 ドには、 本 夕 巧 閒 あぴ ラジ ホを 逆 じて 巧 示# られ わる かき ホ 田 かが の^^に 巧いて、 れに巧 ホ か ありし こと 
と 化 ふ。 

巧下のか的の化#忙1れば、 わ^5^は、 ドィツ王〇の巧保に化るがな株めとホの^^とに化いて巧巧必巧と沒 

めら れた藝 で ホろ をち 即ち 巧 •ッ齿 ミ 糞が こへ； ン S ろが 人 ま 机 広、* たかを. 曾， 
ミぶ た 《の芸 ので 巧は、 巧け ち 望る ミを L むい もの i なつた かふ へら 化て 至と いふ？* 
笔至 。さ これお 巧つ 委 はない S で 至。*; 閒 S おが、 ょし なむ るれ 巧の も 宴* らぅ と美 
田の. ホ-ラ； K?si 巧を 夏ち 質つ 明 湾 注； ミ <、 S た 蓋」 學 、巧 田 及府 

は 佑を これが 思 巧を 化な しで わるので 击る〇 


: MO 



附 IH •の 巧な 


もし、 お H かおが 一丸； 阳 率に 巧いて をの 市冷 を もつ と 明 巧に お 明した ならち あらく かの 大お W は 巧け 巧 
わで あらう とい はれて たる。 か、 る おに 巧 がれを ぶむ •へき かを か はれく 巧を、 巧 曲巧府 としでは、 巧 面の 巧を 
に、 か < のかを が S のがが が 巧らない やう 巧を の 巧を*! 卡べ くみぶ しで おる。 

ホ«めがけ， かおな^なーーは、 をのホチる ^ 叫の力をな讯むく巧が十ろことを巧巧し、 をの巧おをなしてわ 
る。 一打 巧 巧 巧 巧が かそれば、 をのが がを 化构 める ことは で W 化で ある- •-曲 巧 巧が 巧 まれば、 Y 明 にがおす 
ると U ずる ことは、 なみれ 安 巧と いふべ をで* る* t しん ば、 巧 ザの 巧 巧され ぞ巧巧 面の 巧 巧に 巧いて、 巧が 
が 巧の され わと しても。 

zsh 速ぷる 巧に よつ で、 巧* のぶ かは ホ かに W 巧に された わけで A るが、 次に、 をは 巧： 卜に 巧し、 余の 巧 Ci ナ 
る巧を巧おし巧ザしわい) もれは、 巧巧-5お川の巧ホは， みら<、 化《あらゆるみ禍中=^の化がにホれら 
ない とい ふ 化で* ろ-をは 巧。 する。 ながが 闲 おも 巧 ドの K ィツ W はも、 共に 巧ら くな サを なしでは 居れい。 
ドィツと ポー ランドとの 問に がけろ 巧 ホの 训 なが、 かみに よらず してが 化し 巧ない W 巧で 光る とはみ のか 树に 
しても 巧 解し 巧ざる 巧で ホる。 ちれら は、 か 下の が怨 よりもな かされた 巧乂 の： 卜 にや’ いて 巧 巧を 並め 巧る やろ 
れ W なの。 和 さへ 快 巧し がれば、 化を W ホに 巧くない W がで わる。 

巧* はがに かくの かを たがを 逝め 巧る やうな、 そしで、 W 巧に よりぶ 化なる 持が の 冉巧训 巧 在 も 解か 拍 巧る や 
うれ (これら 2 の 田 中に L ■巧々 及び々 丫に W 巧 S 巧ぃ 《 ホ^が 度 wtt たされよ 5】 巧 件を 巧り 出だナ じと に 巧 巧す る 
の 化 巧が あつ わり 4 ホ、 み 巧 も 巧に がるで あらう。 

併し ザら、 ar > の お 迫せ るが 巧に 巧いて け、 やかの 父 ホのを を％ ぐ « ♦.の 闻 巧が ホ 〇、 か < のれき 巧 迫が 巧が 
おく 巧けば がく 巧、 巧が をげ が ナる じとは W 巧で ホる。 


■Ml 


巧れ ども、 かくの かを 旧 R も、 もし、 _か がが «# びに】 切の 曲な « にがいて を 巧り、 巧 M 上のを 货 及び I 切の 
株 お 巧 巧を 中 ルナる 化 巧を 巧巧ナ るなら ば、 あらく 除ます ると 生で なわな くと も、 巧冉 する ことは 化 巧る で わ 
らゥ y 

かくのかを化化巧閒がおお^*>られ巧るれらば、 をら<、 かおお扶のな化に知して-か巧ホ«わら巧曲されわが法 
を お 討し、 これを 2 S 3 する す ほを 巧 じ わ 巧には、 F ィツと ボ ー ランドの 巧 ホ 閒涵に M する 用 田の な 巧 巧 ホを 巧 
わるに 逆し わが 巧が おム とい ムホ浑 も 巧 か ホる わけで わる 0 W 巧 ザ 苗に 於いて、 巧 巧と なめるならば、 中立 巧 
111 苗の 巧 力を 求める こと も化來 る。 

がし、 かくして 巧享 ベを 逞 が、 をの 蠢に お」 て、 器 列 R に ミ 巧 皮され 5 ミが、 證 わらまで な 

ければ、 わ < のかき 巧 巧を 巧 巧の 巧び におら しめる ホ 巧は がわて 巧い となは 化ければ をら わ。 を— おがは もし 
ホ 巧と ならば、 かく のれき な 巧の 巧な なる を 巧に 巧 来る おり K かする のが！* を もつ。 

现巧 にがいで おは、 9 — 口》 パを 巧 巧 化する やぅな 巧 事を 巧 けんが ホめ には、 t のかに 方 まが わい と 化ム〇 

塞 巧 《な 上。 起 5 こと 友ろ； を 人 ミ 巧す 5 巧 さ 5 統 器！！ み、 余 巧 單が塞 S さなつ て、 

余の 閣下に 巧 示 ホる 化が をみ 弟 サられ るで あらぅ t とを なじて 巧は れい ホで ある 0 

右の にあいて を H の お 示# ん とじ わがは ー ニクに 巧め しろる。 

《一) ドィツが ポ I ランドを な g する 巧 合には、 ィギ 9 スは巧 ホを 巧 助すべき こと。 

(二) 巧 •巧閒 のを お的閒 酉に 巧き ぶか 的に 巧 巧に 入る*-^ を もつ。 

(一二) 巧 •轟 震 吏麗& 蒙、 を S 控ゃ 為す ブボ |》7| を 」 V ち隻當 を ミ、 農 芦 
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扣日十 O&ft 


巧 度 ナベき# か 案を 进ら しめる じと 0 

じれに 巧して ヒご ラ— 巧 巧の 间 をを 氷め ょ 5 とする のが ホ ヴイル •ヘン ダ— スンの 巧な であつ ホ。 

m 

八月 二十 一二 曰 (水 晒) 

午が 九 時 一手 分、* ゲィル •ヘン ダ— スンは チ* ムごン の 載まヒ ブト ラ— 巧坑に A 季ミ ろを 乂を 
ワイツ* ザ カー とな 絡 おへー ヴ Z ルと にお 内せられ、 が 則 仕 化の お 巧拽に 巧クて •ヘルリンを 化 巧した。 

チ* ム バレン ザ 搞 のも來 A 巧 3】 について 一 曾す ■へを ことは、 A 月 中 かの里 巧 巧るな 巧な のを 化て、 英國 大巧 
< ン ダ I スンは かが ハリブ r* クスに お 巧して、 この 巧に 维め ばが 巧は 巧 化の 一巧を 拠る ので あるから、 半 巧 fe 
化 梓す る 巧 一のを はぶな に拥 巧を 巧ん かは ない。 をれ には 巧 巧の 巧 街を ヒザ トラ— に 送る ことと し、 何人 わ 

薑 ミン ドンから 化 立 W る C と嘉爭 ると 害」 ホ。 音を？ 彼は 賽を忆 塞」、 た ドイツは タン 
本ンご グ化寨 Q をす 了、 ミと 受を弯 "シ 7 襄 が」 了ゐ 5 か &ポ— ラン’* 寞が替 をして 始 
ま— れ & ホ S I 資羣と C 客 依 程、 r イツ 憂、 二十 胃を 蓄& がれと 0$ 覆け 了&れ I 

をれ 巧忙巧 面の 送 巧は】 H を ザふ昏 をせ 巧し わので をつ ホ。 

ヘン グ 1 スンは —— 巧 •ブ資 をを -i わかと れつて は、 塞 も 一 證 がとは 《クれ 巧と おへ ザら、 妄にザ 
ルツ ブル グに到 巧し、 午後 一時 ミトラ 1 巧 管 ♦化しで が 访をホ 巧し ち 

この 円のを 抗は 煩る！ Kg したがす で、 をの 裏 も： T ランドと じれを ち 持す るち® の 貴な に M しでは、 巧る 
巧し いもので、 がに 巧 巧のと をり、 » 巧 にも 化れ わ 岳 4)0 巧 巧は 巧* が ♦ゴザ 3 人やポ 1 ブンド 人 fe 丈が しわ 
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t とを 巧め、 巧し 巧 用が 乎* ザ n の 该巧か 双を 化！ p しなければ、 ホの w はん， か 巧な をが 巧して た わで あらぅ とい 
ひ、 イギリスが 巧 巧し すれば 明 n はポ— ランド も M じがみに 巧る' へまを し ホ。 

やがてな がは あ 巧を 巧め る わめに パ 巧に おぶ したが、 パ 曲の 出 お卜- つたが に 巧び ヘン ダー スンを 巧ぴ 人れ で 傅 
巧の ち谦を 巧り おかせ わ" をのげ の ヒサ トラ I け 「巧る ホが で 巧を® i しわが も紀 かつ ホ」 と ヘン ダ ー スンは 巧 
してる る。 ド イブ 側の 公 巧に 化れば この H 巧が けを 曲 火 化を して、 も 曲は 巧が ポー ランドに め 巧した わらと で •卜 
イツの 巧 巧的值 なを かどは かす ことは 巧 来ない とい ふこと をむ にがせ しめたと なつで ゐる〇 

ヒブ トラ I 巧が の おのは かなりの お义で ホる が、 かしい セが はぶら れてゐ ない。 をの 巧 おを が おすれば、 次の 
迹り であるり 

《一】 ドイツは 巧て 巧 W との 巧 巧を ぶめ わ ことは な い- 

こ ご ドイツ もホ特 おの 谢 巧を もつ もので* るが、 をれ が ダン チブ ヒと坦 がとの 阴 巧で ある。 

(云】 ドイツは これらの W 巧に 巧いて 闲 のちい ぷ乂 なが 次を ポ ー ランドに 巧 示しれ。 巧る にち B はポ— ランド 
を 支 巧して が ホ K 巧ぜ しめな かつれ。 

《内】 巧阳 のぶ 巧は ボー ラン K をして、 かわが 皮に チ： 一を 巧 ひ、 ダンナ* ヒに駐 巧 姐 巧を 巧 化し、 お 巧 巧な 巧 
を 巧みる 内 巧 去 化 化を 巧 かつれ かの 化を 话を姑 か しめれり 

《冗) K イツは ポ ー ランドに 巧し 近闻 のが かの 巧麽 をな がしがず と 中し なつた。 

ご 〇絮 巧は ポ— ランドを 巧巧卞 •へしと いふが、 ドイツ も ホ 巧 W からのな 巧に 巧して をナ る。 

《セ} ザ 田の め 〇 は ドイツに 巧す る ものと 解す るが、 をれ がげ 巧 卞れば ドイツ も ホ 巧に 円を； 卜を ナベし り 

(A】 巧が 間 巧 Q やか 的 解 巧は ドイツの みしぅる ところではない。 ヴ I ル ヤイ ユ がわに ょる 巧 巧の 化されて U 
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削 [ I 十 ゎ« 巧 


ホ、 か 何なる やかの 巧 あを も 巧が して がれ に ほつ でな さるべ をで ホる。 

この パ 巧の ぶ 化に、 ヒザ トクー 巧坑は 『をは ホ 巧を 巧 じて、 巧 •ちの 巧 巧 0 ホめ に 巧つ て 巧た. 一巧し 巧 M のか 
交れ 巧け をを してを のちな なる をが。 せしめ わ。 もし 株が このな U にせ 化を ちずるならば、 兄を これ をれ ホと ナ 
る 有余に がるは ホるまい」 とがんで わる。 

ながと ヘン ダ— スンとの ぶ 巧の 巧 巧は ドイツ，：： パに をが をぶ してた る ニニ ニな は 玉。 をの やに 巧 か あるな はヒ 
ヴ トラ— 巧が をして 巧 •ツ とが'^ せしめ わ ものは f ザ リスで A ると 巧べ わじと、 巧が. りみ をれ 巧な ぶを 巧たない 
化く 化え わ こと、 をして 『巧 ■ソ巧 約は お 明の 化 約と なる であらぅ . S と しわ ことで* る 0 

か〜 る閒 にも イザ リスの 封が ホ 说は愧 しく おまつ わ" 巧说 おの 召 化が 化 化され、 がな の 一な は ドイツが 巧の 州 
巧と しで ス々| が ラブ ク が！ i ぶ迎 せられ、 がぶ おの A 出 巧 化 もがかせられ わ。 ツ ランスに 於いては 田阳さ a みの 
かぶを がで 成 俯 巧の 巧 化が 巧 はれ わ。 ヒプ トク I ながの W 巧を ホ 功して、 ドイツは 近く ポ》 ランドに 巧し 巧れ を 
始める と パリでは 巧 袖した <3 でかる。 

ホがけザ V ント"ザ /はモ乂 クヴにがいて巧 • ソ胜ぶに期即しわ- ツす ン -パ ーべ ンはトル コ の^^をお巧す 
る わめに 巧 地へ 向つて.： ル リンを 巧つた" ナ子 义满 木な では ボ ー ゥン ド W 人が 巧 H の 午 巧 ちげ にけ 4 るとの 巧が 
ミミ" 

巧り" 1 マには ホ だ ホが なを おが 巧つて ゐ わ。 

■ヘル ギ—阳 て レ オボー ル II 一 化け、 この H オス： ：糾巧 巧、 がち. •、ル ギ！ ボン マ] ク • rf ン ランド. ル クサ ムプ 
I ル •ホラン ダ •スエ ー ぞン •/ — ル々* 1 の セ* 田の ホに がいて ザ か 求 巧を 巧 ひ、 ブラ》 セル 化を W からを 化 巧 
にげ ぴ かけた。 この 俄ぶ はを のり.‘、 ル ギーな 胜に巧 巧 しれが— 化と* 曲 ホな 乂 むのは 巧の 卜 •でか 巧せられ ホ もので 


が, 


ある。 な 巧け r 人 巧を 巧 巧す る ss 化を おける わめ、 巧 巧の 进 かを 巧 G に 《ム人 ♦に j •问 つて 巧へ ホので わる 涅 互。 

八月 二十 四 曰 采附) 

ダン チ》 ヒ むか 市に 巧いて は、 村泌 にある ナ ネス 黨ぞ 部おフ 1 ル スタ ー を おに ダン チ ザ ヒ巿の おが 著と 卞 るを 
を^:1185で巧おし、 巧しいぶの巧巧化がをも公布しれ。 巧化かはがげ卜：ダンホブ ヒモ-トイツ丰田と问株のが巧の下 
にな < もので A つて、 併な の】 ホ ホが におる 藝 とも 化る •へを である。 

この 円ポ I ランドけ rv 姉 曲の 巧な を W つて ダン チ ブヒの 間 巧を む 園し、 化夕 にはを のが 巧を U つて お 巧を お 
放卞 るが をと つた。 

イギリス にがいて はだを 化 巧を 中 ルした々 1 义ト ミン スタ— の 巧みが、 直ちにな 府に 巧す る 田 巧を 宙 まな 巧 裳 
を 者 巧し、 これを 可 かしわ。 ついで ポー ランド 训 狸の 村 巧に 人 〇、 巧 机 ナ王ム バレンは まる t 巧 一一 一十】 日の がな 
£^;:^して、 はおはダンチザ ヒの博化を巧ぶ巧くに巧してがわといひ、 おに 『々日におる4で、 坦|!£^おはホ巧 
にみ 恶 化し、 を 巧は が 巧に も职带 のた 除に 巧が する 化な にかる」 とぶ ベたり 

ホ 忆み记 巧 かは 巧 •ブ 不可な 化め に 音み し、 巧に 二十 二日 お ヒ* トラ-- 化の 巧 面の 巧を をれ 巧した 巧ち のかく 
巧べ ゎ。 

ドイツ 宰相の 凹を はが* からの ドイツの 主張 I がち 化な ョ I 。 ザバに 巧いて ドイツは 自由 Its をな めら るべ 

きで ありと する I をが 近し わ ものである。 巧し ホ 化の 干 段と お 族 巧 化の 拽が とを 件ん 化り これを 巧がず ベを 

ではない 。武力に 巧して はす 历は フランス とおに 巧 力を U つて t れに 巧な する。 化し イギリス 化府 は、 化 H の 


m 


附 u 个 * イお a 


お 巧が 寄* と问 じく やか 的 » かに滿 巧ず る 巧を には、 尙巧 巧を 巧 けわいと 考 へる。 

チ H ム バレンは をのが なのが 想と してみ のかく 巧べ わ 0 

巧 巧は あかなる をの 一巧 市の が來を 島と して 巧ム のでは 化い。 哥 巧は S 际 的な 解と を 力の 冀 もい 臺巧 
のために 向 ふので ある。 おしこの お这が 巧れ ホれ らば 化が やかの お 巧は 巧 巧され る t とに 化る。 

巧し やか か联ず かとい ムイ ヴシュ I は 吾* のモに 巧つて わるので はれい。 ホく はを の資 巧を をん 人* が 人 « お 
巧 巧の がかを をの 手に 巧る が扣 にが 到 ミこと ち 吾* は楚 にがお-^ た W を もつ ミる。 この 危なに 巧ち 
下 巧は】 をして 起ち 上り、 を 巧が かく U ずる かく 曲 巧】 致して 义 わく 巧ん べきを 化 巧に 示さむ ことを 巧な 卞る 
おで ある。 

この 日ヒプ トラ ー 巧が はべ ル ヒナ K ポ— チンの ル 巧を 下り、 巧 行 巧で ベルリンに 的迅 しわ。 二十 二日から 巧し 
< 巧 なされた 巧 力を をはせ で ドイッの 巧 巧は 一一 音 巧を 巧え るみ 巧 ザら れ ホ。 

他方" 1 ブ 法では ホみ 的が ホを® 巧す る 巧 巧な 乂诉 をな 王— からは 送した。 『を 巧は 口 巧の 阳に 迫つ て わる 日 
化し ホ だが 閒の條 がが みる U ザ かに 巧し で W ザ も 失 はれて はゐ ない。 巧し 巧 ホと ホに すぺ ては 失 はれる」 とな ぺ 

わ fie )。 

アメリヵ 乂が巧 n — ズヴ t ルト け、 が もを の 巧が® に 巧つて 大两が 巧を 巡ぶ してた ホが、 化 巧を 化 化め てヴシ 
ン トンに 枯 巧し、 二十ち n と阳 H になり、 ヒブ トラ 11^、 ポー ランド 乂 お 巧々 チッキ—、 イ タリ ー A 巧に 巧し 
ホ か 巧 巧の 缉； 巧を 巧め た 巧 巧を 巧理 しわ。 ドイッに 巧て ホ 文ぶ に 巧いて、 化は 『今や 巧が は 化が に 狙つ て わる 化 
< 化 たる」 とい ひ、 ドイッが ポ I ランドと 典に 一ぶ の 期阳敝 巧な をが ルし、 む お 巧 巧 か、： Si # か、 又は か 解に 
化り » ホ のぶな を 我 化せん ことを 求め わ话 T 】。 
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八月 二十 五 曰 (か师 一 

イギ 《 スとポ ー ランドとの 閒 にが K 巧邮 をむ する 耶 が；！： 班が 約が 巧ぶ しわ-- を なで A ヶ なから なる 冗ヶザ 供な 
のが 約で* つて、 をの 巧 4 J がには が 巧す 城 かの 巧 おがが 入され てるる C 期 胡が T と M 巧に かお# られた 3 ンミユ 
ニケには 『巧 •波蜗 尚 巧が ともへ， 凹の がめ 巧が 父 巧が、 わく もな 速 a つ 明 W に 巧が しわ じと におし ホ 大の满 足の 
ぶを 获ナ る」 も あるが、 化に W ン ドン 化府 が；；- 巧； P 卜 • u にぶ I ランドに 巧して 巧 巧を 巧へ ホ W 卜； 巧ぶ 0 巧 R 
を 化め 文に お现 しわと いふに 止まり • M 巧 巧し い 化 お ザで けな かつた" 巧し 巧 印の 巧を W つで 巧ぶ された の 
は、 巧 •プ 曲ぶ に 巧が しち •神の 決な をぶ さんと ナ る-の 身 板 〇 とが ナぺ ホで あつを。 

一. 十 お H 午 巧ぶ 巧 四卜 冗み、 ドイツ 巧が は 巧 W 大巧 ヘン ダ ー スンに 巧して、 ザ 巧 一巧 吉 十々 ヒザ トラ J 巧な が 

さの 塞を むつと 油 化した" をち 巧は 奪 化项へ 社いて、； け 閒サ妄 るかな をを げた" 

ネヴィル •ヘン ダ I スンが その ザバに なすと ころに 依れば、 ドイツの かぶは ホ々 ポ》 ランド 巧 を A 巧 二十 冗 
R の 巧から 二十 ホ H の ザ 巧に かけて が々 る 巧で あつたら ぅとい ふので ある。 をれ で 化ければ 、ホ* と ザ 巧 A ら 1 
わ 巧 時す 段の 巧 かが 解せられ ない とち おする。 例へ ぱ 二个扣 H の ザな わげ 閒の閒 、ホを にバ 9 、 U ン ドンと ペル 
リンとの 附 のぶ 巧が 蝴 2 されたり、 W 内を 巧の 巧け お， 《 巧 度# 巧が 二十々 H 吸り 巧 巧され わり、 まわ 二十 セ H 
からを 巧の 均 巧が 巧が 巧 巧され わ 9 しれのは、 をの 巧 かに 化る もので ホら ぅとが® する ので ある。 

それは ともかく として、 ヒプ トク ー 巧が け于 i ムバレ ンのパ 巧を 化て、 がが 行かを お H 閒巧 らし、 その 閒に巧 

曲に かす <>扭資 モをつ ホ 念と ヘン ダ i ンは 椎爭る 。ちま おは ドイツ まを を 巧；^ して ゐ ホから 二 
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II リり十 〇觀 


ヶ月を 化で ヤ して 化な 巧を はがる、 班つ て 松 わが、 まは ホ W とボ I タン ドを な闻 する ことが 化來 はしれい かとい 
ふの が、 はが S 巧 巧した 巧 かで ホり、 それが お阳 なかに 巧して おに パ 化を 巧な ナ るに 本 つれ 巧 巧で あらぅ となし 
て わる A な 《}り 

乎化りをくいへば、 ヒザトラ|の巧策は一:つの刚巧ををんでゐろ-中は巧-が邮おをな这に|£^^するか巧、 こ 
は イギリスと ドイツとの 邮 のぶが 4 わは M 阻關 巧を 巧ぶ 卞る ことで わつ わ。 

二十 お H のヒプ トラー、 ヘン ダー スン か 化は リザ ベント" ザブ かがと シ * ミ ブト 傅 そのな# の： 卜 に 巧 はれた。 
この H をが はがる ホが に、 巧 面け にがられ わ C をして この 巧 策は 巧 W との 削がを 巧が する わめ、 なむから 
の 巧 巧の々 力で あると が W し、.：：々 が" ンドジ へが 巧す ろじと をを 巧され るが 丫 であつ わ。 を こで.：：々 は、 巧 
策に 巧いで はおみ におぶ する ホ说は あるが、 が 化に 中せば、 巧が ながは ポ— ブンドに 巧へ わむ おに 反 < ことが 
巧 巧ないで ホら ぅし、 まわな 巧が ドイツとの ながに 巧す る 巧 巧は おいと しても、 « •成 阴のお ホに ょる 解 あを 
化 巧と しなければ 巧 化の 化 込が おいと おへる けを たげ を 巧り)。 

ヒプ トラ I 巧が が イギリスな 机に 巧す る イザ セー ジ として、 ヘン ダ— スンに 视〇投 か せわ 巧 おは 乂お ホの かを 
趣疗 であつ ホ 《は sr 

化 お々 がの 巧に がける を W - K 巧の り 巧に 依りれ ほお •用刖 に 了解ぶ 化の 可能れ AO との 印 あを 巧た" じの 姑 巧 
忙巧 へて、 热 がは 巧 •> 間の なぶと W 巧に、 た 3： に 巧して 化大 むな ぶを もつ； のがぶ を 巧みし わい とち へれ 0 
巧 H の 巧 田 班み にめ ける 巧 かみび か W のがが も、 午： 化ィギ a ス大 巧と 巧 じたいと 化は# る もので あつ ホ。 
巧が がイギ リス 大巧に みした 公式の 通 巧には 现 ホの 情々 に 關ナる もの 一 〔.ちま ホ 巧 •巧 脚 $泌« に 關巧卞 る 己 
化を をんで 占る。 ヒザ トラ I ながの 巧-化 闕 巧に ついでの 视 がは ホの 姐り である。 


細 


(1】 ボ— ブンドの み R 巧 巧は を ザぶ ヴ がれい ものである 。昨な もれに 二十】 件の 巧し 巧 ♦件が 巧つ たが 
すべて ポ） ランドの みなした もので わる。 

(二) ドイツは か树 なる 悄況 にあいても » ザと してが 巧 曲 巧の お & 化 想を 巧みす るか 意を もつ て ゐる〇 をして 
をれ がな 洲平 かの ためで あるり 

《兰】 ダンナ ブヒ 巧び 巧ぶ W 巧は 化 巧 解 巧し なければ ならめ。 

『巧が 閒巧 はこれ をが かする ことを 巧し、 4 ホ# なが ホされ るで ホら ぅから、 をの 解か 後に ヒブ トク I は 今】 
巧を 巧 的な おを なつて イザ リスと 巧 合を な卞讲 意を もつ て わるが、 をれ には 左の かき 化かを 必 がと する」 と 巧べ 
ゎ 0 

二) 平 か 的 巧 巧に ょり ドイツの なは 化が ぶを 满沾 させる こと。 巧し な 速を 巧まず、 おもがき 曲 おを がけて 塞 
をない。 

(二} イタ 91 広 巧す る ドイツの ぶ 巧に* れな いこと 。あち すれば 巧 H に 巧して プラン A へのぶ 巧を 奠 する 
ことを ホめ ない 巧 〇 に、 ドイツ もイ タリー への 法 巧を 巧るべき じと。 

(百) 特に お 巧# ん とするな ち 狩が ブが とが ホを 11 さ ざら むと ナる ドイツの か 巧で ある。 

W 上の ながが 充 わされる おを には、 ドイツは 大を巧 曲の が 化を 化 巧し、 か 巧 ホら ばな 助を も 惟し をない 〇ま 
わ 斬し き 化 巧が々 に卽 がし、 合 巧 的な お供が 化を 巧な する 用 巧 も ある。 ドイツは 西な W 巧を rf で 巧 お 的の も 
のとち へて わるので わる。 

お 田 巧が にして な-^ の 化 解を ホな するならば 、ドイツの ために も 巧 巧 W のために も 正し < 天® のを 4 れる もの 

といよ ベを である。 がしち M にして C れ をち 巧 するならば、 どのを イギ 9ス が 巧が 化ナる ことは 巧大 R の 泣 巧 


で >0 


仰ルト 0& ね 


しわ 巧り で ホる 0 

* ヘン グ I スンは 巧が の 巧 束が、 ドイツと ボ I ランドと のぶが に 化るな 案 » かとい ふこと でなければ、 巧 •巧の 
ながは ちな であると ぶべ わが、 ヒヴ トラー はこれ を 素 巧し なわつ ホ。 を こで お B 大 化は 巧に リブ ベント" ザプ外 
おとべ タク ホ 巧との 塞 《涉 を賀： しわが、 ホに 在つ わ ドィッ かがは 養の ミ 臺 持して、 『まる 一貢、 夏 
は •へ ザタ かがを 巧 巧して 蘇を を进 めょぅと しわが、 ぺブク はこれ を 拒 巧した」 と附 ちした 0 

ヘン ダ— スンは 巧に、 巧 •巧の がか 的な 巧を ぶ 巧と しれい 度り、 法が のな おがを H 皮 おにが いで 巧 巧され るか 
どぅかは 巧は しいと なべた ところ、 ヒザ トラー は 『巧し 巧 用と 夕 へられるならば、 巧 方の 巧采 をを 巧 巧らないで 
ない」 とを へた W . 

ぞ坦 化が にがて わ ヘン ダ I スンの かたに 巧れば-巧 U )、 この か 巧に めいて、 ヒプ トラ ー 巧が は 『な洲 R ホが 巧 
巧 すれば， 利な する ものは H 本で ホる」 とい ひ、 まわ 『内み は 本 ホ 巧 街み でみ つてれ 洽 家では ない。 だから ポ ー 
ランド 閒 巧が 解 巧し ホ 巧には 巧 ホぶ として おを をなる 巧り で、 R 爭ホ ホと してが る おはない」 とも 巧つ わ (巧 だ》。 
ヒプ トラ ー 巧が の 巧 巧は ぶに みのが 巧に も觸れ ホ。 

化は ドイツを 巧 巧忙 化しで 了 ふなは れい。 か 巧の 巧を、 止む をが すして さゥ卞 るので わる。 

ポ— ラン K ザ かがが 巧 すれば、 ビザ トヴ ー 巧 ♦も 公的を 巧を がる 0 

化は が H をして 巧 蘭への め朵 にが かせる 巧 街は もわない。 i ホポ ー ランドとの 巧 結に 巧し で 化は 巧 ホで わる こ 
とを 巧まない 。巧し この 巧 ホ H がを 巧ので みる ことを 巧 巧す る やろ な^を 巧宋 する ので わる。 

は- H 1 が閒 ザに 巧ん とする みなを がつ で、 ホ、！ ■大巧が が » 巧へ W ると、 シユミ ブト W 主が « おとして 巧 巧の 正 
文と かか リザ ベント" ブゾ ょりの 巧 面と を 巧夕し ホ-をの 巧 面には ヒ* トク— 巧統が 巧に 巧 « との お 巧を 巧み、 


: m 


八 •もが ホ 巧して & る こと 化び に々 凹の に 巧し、 M ン ドンな がが 巧き 夕 化を 加へ る やぅ、 ヘン ダ— スンの 巧 力 
を i する & が 巧め てあつた t 巧け ) C 

八月 II 十六 曰 玉 恥) 

ポ— ランドは がは K イツ ホの か 巧 K 族と、 ドイツ 内に 睹 化する ポ I クン ド ホ 化 化と を、 W 庆お 度の 形で ザかナ 
る 案が ドイツに ホる とのが をい じて 占わし、 まわ W 境ぶ 的の 柏 巧が 巧-下 乂 となつ わが 勢を 化て、 ベ* ク かかは 
ドイツの 巧た が：！： 巧の 刚に 迫つ て わると け 巧 抑して 右な かづた レ それは マ ランス 火 化/ エム とのみ 巧 中に 化の 沒 
しわ 印み である (な；：】 0 

をれ にも もらず、 ドイツの 巧 巧 巧は 巧に ボー ランド ト おを かんで & たし、 ベルリンの 巧 聞 巧は W 々ょ < ボ—ク 
ン P 巧 « を 度 始 した- 

イギ aK 大巧 ヘン ダー スンは、 この：：！ 午が 八け S 十々、 ドイツ W 0 化な で わ 巧け 巧に なつて、 ヒ* トラー 巧が 
のが 巧を チ 王ム バレンに モ女ナ るた め チンべ ル ホイ マを 化 巧し わ。 イギリス はか おのが 班を 巧 期しつ、 も、 巧 こ 
のをな に】 » の 巧を 巧いで 居た わの 化< 化え る。 ， 

午 巧 冗 時 一一! 十み、 フランス 大化夕 *« ン ドルは ヒプ トラー 巧が の おめ にょり 巧が が 巧 巧に がいて 短が 閒か 化し 
ち をれ は マ ランスな W ダラ ザ H に ドイツ Q 巧な を W 巧され たいとの 巧 巧で あつた。 

ヒづ トク— 巧な は 『をは ヴ ランスに 巧して 化 おを もたれい 。なに 曲 人と しては T A ザス •ロレ ー ンをも ホて て 
巧 •倚の 田 巧を おめ てるる" だから マ ランスとの 巧で を ホ 苗し むい】 をれ だのに、 ポ —ヴン K のために 5 •伴 W 
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妨 ふこと はれ 怖に もむ かで あるが、 ボー ランドの おかは このな に むかでて 班く 巧には 斤かない」 とが 及して、 ボ 
irv 卜の娩 巧な なる ものを 巧舉 しわ V でして お 巧に スー 化い ひたい じとは、 7 ランスとの* 巧を ちけ たい 
との 余のを® である 。ま々 は マ ランスを 巧が しないで あらう 〇巧 しちし ブ ランスが か ホ だを かすれば、 みは & 受 
まで 巧 ム〇巧 •佛 冗に 血を ホす じとは か柯 にもつら いこと だ〇 をの お 持を ダラず エ 巧が に W へで 巧 ひ ホい Oj 

さう をつ ve ご ラ— 奪は ホを 短つ ちっ ラ’； をは @ めて 装た か累 をす 丢苦 ちち 装な 

がに 巧つ て 巧 ーポ！ ランドが 攻巧 言れ ホら、 マラ‘； はを 力を ホげ て, J れを巧 助ナる ことに I 化 Q 巧を 巧む お 
地は れい。 をれ にしても マラン K はか 後の まで ザ か 巧 神の わめに 巧.？ し， ワル ブー ながに 愼 巧れ 巧扣 を® か 
する で みら ろと 巧べ ちみ 化のを 居 ミトラ— ながの 《 から 化た 首 葉は、 「トイ ツが ブラン K と R はなけ れぱ 
ならな ぃかと 思ム とつら いこみ ゼ〇 どうか ダラず H 巧に さう 化へ て 巧 ひわい」 といん ので あつた 《な 巧 JU 

ブラン K かが ダラ デ H は、 二十 冗 H 午後 ベルリンの フランス 大 化ょり、 ヒ "トラ） 巧が のをぶ を M へ閒 、•て、 

起ちに ヒご ラ-巧 基を 葦し、 幸 ホ 円 午が 二 望 十々、 これを ベル" ンに 向けで 靈 しち 
ダラ ごの 中 出 ち ミンスが ポ- ランピに 興へ わを ち ドイツに 巧し かやを 蜜ナる とはな しで 巧 
なし 巧い ものでは ない わら、 か 後に 今 1 化 ドイツと ポー ランドとの 閒 にかが を 巧みる ことが、 曲 民に 甘し、 お 巧 
にがす る 巧 おな 9 と 思 菊ナ る。 化つ てヒ ブト ラ— 巧が に 巧いて この i を A 塞 せられん t とを 巧空 するとの 巧を 
て ホつ て 『巧 •が# W へ ぱ巧方 おに 巧 利の 碰 だを W つて 巧*^ るで ホら うけれ ども、 おも 巧な に 巧を がする もの 
か は 巧 巧と » 巧と である。 .J と 紀んで わる 巧 

の 

け ホ 苗の 巧 部、 巧 巧は それぞれの 化 巧に 化 巧され て 居 ホ けれども •ベルリン、 a ン ドン、 パリ、 ワルツー 巧の 巧 
扣惡 於いてろ 神が の 幕が てり ホ やうに、 巧が のかを もけ 巧 も 巧り をが めて、 (ン ダ— スンが •へ タルンへ W るの 
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を 巧 一の 典 かを w つて 巧つ かの かく 化え わ。 - - 
じの H ドィツ かがは タン ネン ベルグ 巧 ST ん ななの 巧 巧を 化 止める 巧を 公 巧した。 と M 時に ぶ 供が おはかの 巧 斤 
巧に 巧して は 一明の 巧が を 巧 止した。 

八月 二十 セ 曰 ( H 贿) 

■ 

ベルリン にがいて け惠 ザく この H からな 巧 巧び HW おの 削 化が 巧 巧され わ。 九月 二日に かぶされ I てわた 二* — 
レン ベルグの ナ中义 义大々 —— をのが を 「でか 大 を」 とげぶ I を おわめ る おが 公布され わ。 

フランス ホ巧ク la ン ドルは 昨 巧ヒプ トラ ー 巧が にみ 化して、 二十 セ H み钢 この 結 典を パ 9 に 巧 おした。 がぶ 
のけ 巧は 午郎ぶ 時十扣 々となつ て わる。 クー ロンド ルの が 巧は ホの かき お W にか まる (狂 K】o 
ダラず H 巧が の 巧 おが、 ヒブ トラ ー ながに 化つ て 巧 巧せられ ざり しこと をが おする は 巧が とすると ころな リ〇 
小な は 的 巧 四十々 閒に 互り 巧 巧の 祝* として 人を のかす か：：® にがいて 巧べ、 迸 巧を して ザ 件の や 巧 的 解かを ま 
巧せ しむる わめ、 人閒 として、 ま ホフ ランス 人と しで おむ ょ 〇 おる、 すべての す 苗を なした 中 Ax 
『巧が の 巧には 巧に 内外には く、 巧 かな 巧の わめに 寸巧 も® なせら る、 ところな かるべし 。巧 かの 潭 をな 巧 
せし おはず は 巧かん も、 M がに これを 巧 巧すべし 、天下の 巧は 擧げ て巧扶 をが 巧すべし」 と a 巧せ り。 

をは 巧が をぶ かせし め ホらん も、 化を して 巧な せし むる こと 能は ざり き W 化の み 意は 巧に お 4 り 巧れ るな り 0 
ヒ ，トラ I の ダラず エ に. 记てわ 器は 一千 字に 館る お 文の もので みるが、 をの 一な を 巧 お ナれば ホの かき 巧け 
である 這け >。 


の I 


师口十 O 做 


ダラず エ悄 ド、 をは、 ドイツが わ、 る 巧 かわら 丹闲に 巧し で 巧よ ことの ホら うとは、 巧 かもが 像ナる ことが か 
おない。 か阳 となれば、 を戎ぴ すべての がは、 > 巧の 化 化を 巧 けんがため エルザス • "1 トリン ゲン をれ 巧し 
たので ある。 化ん や、 巧 巧に かつては お 巧 巧で あ P、 巧 田に 化 0 ては 端へ » かるべき 不 あを 现化 のま、 にが 持 
ホん がわめ に、 化 血の 巧を 巧へ てす るかを は、 愈-もつてち へられない であらう 。をら く 巧* はせ ての 巧 » お 
主として、 W ザに つけ、 互に 极も 巧み < 巧 解し な ふこと が 化かる 巧では あるが、 ホな は 曲 下に この ことを も 巧 
« しでな ひかい めでみ る。 がち 凡を 二 巧 巧の 人閒 をれ ホナる t と、 をして 父、 巧 在 巧 己の W 巧の 巧 尺の 關 に、 
化 巧 6 化 巧し にナる ことは* お > ある 拍 化に とつて 不 W 能で みると いふ ことで ある。 をれ 巧に をは、 ダン 乎* 
ヒと坦 巧とは ドイツに 巧 M せざる ベから ずと 化 明 巧なる 巧 来を 巧 化し ホので ある 〇巧 巧の がな W 巧の か 料 お 化 
のが 巧は 除 まされなければ ならない。 をは、々 正に その 巧 巧の 怖に 巧 はれて 巧 巧す がと n 巧して ゐるポ —ラン 
ドを、 ホ か 的 解 化に 向は しめる 迸を おらない 〇巧 しおし 巧* がか、 るが 巧の もとに、 をの 則 巧を 如何が にか 解 
がせん とが おし わかつ わと しわなら ば、 余は 巧が 阴 おの 巧* ホる ホ おに 巧 巧す るで あらう 。かくで 巧な が 巧 巧 
■5 曲 巧を して、 巧 ホの 止むな をに おらし める としても、 をのの 巧には 机 巧が あるで あらう 。がち、 ダブず で 曲 
下ょ、 をはを の 巧、 巧 巧に 加 へられれ 不正を 化 K せんが かわに 巧が 的は と共にな ム もので ホり、 W すは をのす 
正を をの 化に 访巧 ホん がわめ に 化 ふので ホる 

今 巧* 拍阳 はが 新たなる 化 化の 巧 试戒に 入る ことは、 曲 下の み 化らず、 なにと つても 巧が の 限りで わる】 巧し 
をは ドイツ人 及び ドイツ 巧の がへ かべから ざる か 巧の 是击 のために 巧 巧の 佛 ょり 化き かけ •ポ ー ランドの 巧 お 
を 助かし がる 可能れ はな 巧らない ので ある。 ‘ 

この 巧 かに 巧つ て 巧れ ろる ことは、 を •ドイツと 巧 •怖との 閒 に、 巧び ミ fi ン ヘン 分 巧を 巧おナ たかの れい t 
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とが ヒザ トラ— 巧 巧の R 巧に 明な にかつた c とで ホる。 » 方のを なは なかが おの 阳の油 借と して 巧 かれの もので 
あるが、 それだけに i な 度 g 性を 示す と 巧 時に、 一九 一九 おはが、 W 田を i しわ か 巧れ » の 閒巧忙 なると、 
度爭 のかに をのれ い、 巧を のとれ 值 巧な のがを 化は ♦るので わる。 マ ランスは をの 田の 巧を のために ME か 策を 
おて る 巧に いか チ、 ドイツは 田の あ* にかけ で ヴ* ル ヤイ ユ巧 のの 巧 ホと 民族の 統一と をな 巧し なければ ならめ 
な » にお 0 ホ。 

ドイツと ポー ランドとの a 巧 巧 巧は t の日扭 りで 巧 止される とな 衣され ホ。 

八月 二十 八 曰 (巧搜 

ネヴィル • へルダースンはイザリスサ巧ナゴ ムバレンのが巧を携へて、 じの！11午みお巧ロンドン化巧、 べル9 
ンに到 巧 するとを ちに ヒ》 トラー IBilg に 貪 化した y 持 巧は 午 巧 十 時キで わつ わ。 このが ヘン ダ— スンは チ* ムバ 
レンの お ホと をの K イツ 括 巧と をヒ ブト ラ I に 乎 巧し ホが、 なおは 『ぶか 的で 而もが のみる であつ わけれ ど 
も、 携行し ホ 巧 面には ffii おでを つた OJ 

ci に チ* ム バレン あかの 巧 巧し ホ ホ 巧を 巧を 巧へ てあかれ けれ ばれら め" ヒザ トク I の 巧な を 巧へ て、 ヘン 
ダ I スンが 巧 巧に « いわのは 二十 六日の* 巧ぎ で ホつ ホが、 これに 巧す る イギリス 傅の 回 巧が 朋 巧の 决 をを がわ 
のは、 巧く 二十 A 日 巧の ことで あつ ホ〇 この 閒 にわ 巧 十 A 巧 閒を必 巧と しわ 巧 かは、】 つには ち B 巧 巧が パリと 
ワルプー とに « 巧を をげ ホた めで ある。 今ー クの珠 かは イギ y 文の 巧府が 内に 巧が あつて、 t れを « める 
のに 時 助を 巧し ホ ことで わつ わ。 


mu 十の 後 最 


ホ あな？ さ、 イす KS 擇と 苗し T 阳 JS つ 臺寶一 愛 混 K を、 をた 客な 斐 へぶな され ホ 

ザさ至 。この 巧つ た チ中ス .，.は 襄ょミ なしい 巧 巧 忆冀て 占て、 M へば 『ち 曲 岸 ミぶ の 的に 3— 口 
プ .ハを 巧る 班に 塞を ホち 及る： 云 ムサぅ さ 句が ちち 這 政が が乏 没ち 靈_^ た ミは、 こ 十 
丸 H の层 をい T わざわざ パ ご％ 强 くる 学 5 獲 K 出た とで もぶ 《で まろ ま肤お 《中に かや 

ぅれち 巧が が 在し わ 巧 期 も ホつ わ ct も 思 はれる が， 沿；^ しわ 用 化は を忆 不明の i ,, にがつ t 。 

さてを な附 のす H ム バレンの 间 をち ミょ ム巧宏 なる 巧. 巧襄の 巧ち 望 0 ち f すつ 
つか 玄一据 君な しい 化钩完 へ わを で ホ？、 森 的 K いへ ば、 A さま 一 H 、 二十 舌 《留 K 互る 

ミトラ— 寞 答へ、 甲 證《苗菱 す# を 寡 在す、 衾な をす 需害」 Tas 若 s >。 

(ご お W は义が 6 はつて 巧 •巧-か WM なの 化 巧 ホら しめたき ななの ホ 巧に を 没 M 活 で* ろ 

(二) 巧つ て 巧-轟の か 巧 脚 姐が 平和的 方を； ig つて W 望を るな を、 $彦 度蓄 なる をる っ 

て ドイツと 进 わに これに 關 する 巧が に 入る 巧を を 巧つ。 

(111】 用 •被遵 9 窠を袭 選と すを にがいて、 巧 苗は ドイツ 高ぶ ミミ、、 一が がか ツ； ，か敦 が 

巧き もに M する ぶな に ホろ この襄 が お 巧に 塞で ある。 お 曲は f ランドの 巧 おを 巧 巧を らし 《る 
がかを がかには M ぶで きれい。 

(の】 巧 •化 篇關 9 塞を 巧は、. が-ランド § 震 磬い氧 いかい 款 い款歡 か^いい か いかいい 
とを 义巧 とす ミ - ホ-ランド 化 府は营 をに 巧な な 各を 姐 巧」 て 菜 《で 至から ドイツ 寡いても 间 

巧 せられん ことを ホ 薄 する。 

窒罕寞 S — さ &装 S 望 選で A ろ 扣占涅 を US を复望 K ま充霎 を&1 g 



で わる ことと 巧。 する 0 

受を 曲と しては この ザ か 的 解 望ぶ 巧の ため、 •ホ— ランドに 巧」 てが がる だけ 巧 力を 用 ひる。 

( t ) 巧 力 巧 巧に よるが かが 化むな 巧 にないては 巧 化して ぶべ るかが はない。 器 刺が に 脚す るな K の M むを 
よく 了 水し でもる お 助 化かは、 がに 巧で ホ说 より ザ かの 姐な 田 巧な の 巧れ へがわず る ことが 化 巧の 去 持を々 
ける であらう ことを 巧； J する レ 

< A ) 巧 •彼 削の が 巧を 巧 おに 解 化ナる ことは 化# 半 巧 のぶをが < もので ホる が、 これを 逗巧 すれば 巧 • ^ 
の該 がを 份 がし、 がに 巧 ザに 莊く なれが ホる。 か、 るが 紀 はが おに 巧 例れ を蓝巧 ホと るふべ をで ある。 

チ王ム バレンの 巧 巧は を おのが 乎と しては 巧な 的で あつ わけれ ども、 化 巧の ホ 巧は 少しも 巧 ホして ゐ ない 〇巧 
ちぶ— ランドとの W 巧 S 括て チ、 ドィツの 巧 策に 間ぶ しれい ことが 益 ■明 巧と なク ホ。 

ヘン ダ I スンは この 巧の々 化に 巧いて 『巧坑 をして 年 蒋と巧 巧に 左 巧 さサる ホめ あらゆる 巧 論を 巧した」 と 本 
固 政が に 巧す るが たの 中に 接しで ゐる 《なか】。 

迸 巧は か、 つて 巧が の 一 がに ある" ホ 巧の 女 巧は ながの ホ 巧 せらる〜 ち 田との ぶ 巧を 巧 かし、 巧 力を はつて ポ 
1 ブンドを が 迫 すれば 巧 ホは 进 けない。 ナボレ ホンの ちち •巧は 潰して BS つち プ 1 ， ヘル 病 巧が ミ 
リントン 巧朗 のために々*— ブ ー ル ー へない だが、 巧 下の 巧 おに おつで 『進めす か 巧よ、 なは 兄 巧々* 9 ント 
ンにめおしわのだ〇 兩巧けこれを於お卞るじとをホ巧しないだらゥー といクホ〇 この巧は*^かヒ》 トラ1をね 
わした かも なれない が、 巧し 巧 おに 於いて 州が も 巧らなかつた。 

ペル リンの がは な 乂巧则 のためにな 巧が 巧の 营化 してる ゎが、 化 巧に 巧んだ 巧 居 巧 ミく つで おを 情で ゎ 
つた。 


み说 


附 H 十の tl な 


ヘン ダー ブン が 巧が な 邸に 化人ナ るが 巧ち 巧め しい 巧* がが 巧 対してな ホ おし < ほを 巧へ ホ。 

フランス はこの 円 ドィツとの 阳 巧を 巧 巧し、 公 巧 W かの M 巧 巧 巧を 巧 化し、 巧 CS にれ する 稱 粧を閒 がし ホ。 

八月 二十 か 曰 < 化贿) 

•ヘル ギ—な 巧 レ オボ— ル ーニ 化は 巧 か オランダを 巧 W し、々 ィル ヘル ミナ かみと 巧な か 蘇の 上、 麻み 巧の あを は 
つて このが 巧に 巧 巧を 中し 化され ホ。 をの 策に 化れば お 巧 凹 巧の わめに 巧 •が •ち • •がの 巧 衣 ホが ♦合して 
议巧ナ る わめ、 诉 おの 巧を おらぅ とい ふので あるが、 これには A 巧 二十 六 円に ドィツめ 麻から 中 化を 毎され いと 
の 化 巧を 斯 •内 ホび にルク サム ブルダ 公议に 巧へ わ ことが 一の 巧 巧と なつて わる" 巧 •满’ ホ 曲は 二十 九 H か 巧、 
化 巧の 巧 巧を 巧した。 を 化が は々 くの 巧 相と、 かすかれ ホ 巧と を U つてを の お 本を な篇 した けれども、 マ 化 
での かし 山と：！： じく、 化に 巧 推 <0 つ、 ある 巧 あのぶ •时 にを かの 巧 化を も 巧へ る t とは 化が むかつ ホ。 

お 巧と 巧 十 冗々、 をべ ルけ ン巧 闲大 化は、 ヒブ トラ ー 趙 がの 掘を によ 〇 巧が. が 巧へ 化け づけた" 用 巧は なね て 
の も か 地り、 巧が より チ 王 ム バレンに 化て わぶ 巧を 巧 化る わめで ホつ わ。 『をの 巧の ヒ》 トラ— 巧献 は、 このが 
のか 化の 巧に 比べて が 巧な 的で ホク わ」 と ヘン ダ— スンは おして ゐる 《化 リ)。 

この 時 巧 巧から ホ 巧され わ 文 巧は かなり お 丈の もので みる けれども、 をの 巧を はおとして A 月 二十 八日に 英 H 
巧 巧から 巧潍 しわ 二刚 巧、 卽 ち、 

二】 む巧义 ホに 依つて 巧： 卜 のを 巧を なかする こと。 

ご 一】 ポー ランドに 巧し で田院 のが 巧に より、 が ホの# びに げ沾 のをを を 巧 典 する こと 0 


:か .1 


広 巧す る •トィ ツ 研の 化 « をが 巧した もので ホつ ホ。 ドィツの 费 パは をの 巧 ザに 左の わく 巧して 方る 岳。 >0 
ドィツな かは、 これに 巧して ホの 巧 明を がする ホな り。 曰く、 

わ^る近巧巧巧のホ巧に巧きて使な的判巧をがするに拘らサ、 ドィツれ巧は巧且つち«の巧すをがれて巧巧を 
開が せんと かす。 をの これを なすが a の ものは、： だ —— 巧 巧し わるが かく —— をの 巧 巧した る ィザ リス 巧 曲 
かがの 巧 面の 进 おょりして、 M 化か も ホ、 ホに 巧が ぷ ょり ヘン ダ— スン ホ 巧に 示し わるを 蚁が S ぶ 巧と して； 
巧の 巧 巧 おぶ を巧ム 者な 9 との 却み にがり。 ドィツ 化府 は、 じれに 化リ てィ单 リス 巧 田 政が とィギ 9 ス H おと 
に巧ふるに、 大ぞ巧田との永56的巧さに到速サんとするドィツのな國の巧巧に巧卞る 】 巧左をな0て#んと巧 
す。 

巧 リと雖 も ドィツ 政 巧は、 ポ I ランド 曲に 於け るが 主閒 巧に 何 巧 かの 巧 おがを 化る# 合に、 ブヴ* ..卜 i を 
巧を する ことなしには •まれ 巧 巧の ぶ 巧を 巧 巧し、 若しくは 化 巧に を 化する じと 巧は ざるべ まことを、 巧 巧と 
してを 坦 政が だを なせざる を 料ず。 

を もを も ドィツ 玫 巧は、 をの 巧 巧に 巧り ホ だせて 苟も ポ ー ランドの 巧 巧の 利益を 巧が し、 若しくは】 巧 巧ぶ の 
ボー ランド 田ぶ のが 化を なおなら しめんと 卞る がかを 巧 M を 巧し わる ことおし 。なつて ドィツれ 巧は、 巧 巧の 
A 巧の 下に、 を權を 巧び わる ポ I ランド 巧を ホの ベル 9 ン连 巧に つを、 居 中が 巧の 巧を If らんと 卞る ィイ リス 
は 巧の 中し 出を 巧を する t とに 巧な おし。 ドィツな 巧は、 一九 一二 九 年 A 月 一二 十：！！ 水 巧 日 i でに ホけ ま 者の 
を 期待す り 

ドィツ 田 化 巧は、 をの 巧 巧し 得べき 解 巧 あを おちに か 巧し、 甘つ 能ムべ <ん ば、 ポ— ヴ ンド说 巧 巧 ぶの 到 詹む 
おに 巧 H が 巧に もこれ を 呈示 ナベし。 


譜 


抑 【!- 卜の 0 ぶ 


この！：： のか 化の 巧が について ヘン ダー スンの なすと ころに 化る と (な 猫)- 『ドイツ 孜 がは A 月 ミ 十 円 i でに ポ 
— ランド 巧 あぞの 巧 巧を 巧 待す，！ と S ム巧 巧の 巧 i では W の お 化を も 巧 まなかつ たが、 『この 一巧は どうやらな 
巧 通 巧の かく g くでは ありませ めか」 と巧抗 にいつ た。 ナ ると ヒ W トブ） 巧 巧よ 9、 ホに 9 ザ ベント。 ザプ ホが 
から お、 むに 反 巧が あつて、 巧 想の 与 道 —— 梦つが 平は かかが し、 ドイツ 少巧巧 族は なお せられて ゐる この おで ホ 
るから こを なぐので みると 說 明され ホ。 をの 巧 『でもへ ング I スン 円 身に とつて は F イツ 人が 何人 巧され よろ と 
お關 むで あらう」 とのす がみつ ホので， 化は 巧；} になつて これを 巧が しわ y をれ はみ のが 巧は 寧ろ 『巧し い J す 
ひ 合 ひで ホつた と ヘン ダ 》 スンは 巧 {: しで 方る。 化が 附 加へ てな してい ふには、 

『巧し 天ネ とい ふ ものは 巧 巧な 生みで あつて、 也 ザ トラ— はとり わけ お 期に 至る む 巧と、 巧 あによ る 巧し い 反 
巧との 巧 合し ホ 巧 巧で ホる。 ゼ わら なぞは イギリスとの 巧ぶ を 水め、 巧 着は 间 がに 巧ず を 巧す る U でも 巧扶巧 
身は をの 巧 巧を ぶ 巧み 〇 とけ じて ゐた 《 i ぶに 巧いて は ドイツの 巧が 的 巧 巧を 巧が、 切 巧に 自 ホぶ おの 巧 函人 
によつ で巧欣 される か、 ホた 树 なにが 曲が お » にがけ る ドイツの 内 か 巧 ig — ドイツからは あ 巧な 民族と 化え 
る ル 巧 巧を* ホれ 义化 によつ て 巧な する 行か —— を 化 巧し 巧ない かを 押-がする ことが 巧 巧で みつた OJ 
ヘン ダー スンは ポ— ランドを 债を 巧び 巧せ るに しても® 時閒 では 脚に をはれ いと：！^ しわが、 ヒプ トラー 巧 巧 
は、 をな 本 巧が かおを ないで わる 昏を ぶべ、 『巧 下の 巧 人が 余に かつて イ H スかゾ I わを 巧宋 しつ I みる』 とい 
つた。 を こで ち H 大巧は ドイツの 『お 巧が 巧』 とは 何を 巧す かと 猛し ホが、 ちれは K イツな 巧忙 がいて あちに 
» ポー ランド 巧采 をけ 巧し、,^ 巧 巧が 広 巧 田 俩へも 示す であらう とのを で ホつ ホ。 

ザ 渡 » にじ--' まで つては、 でか か 解 ホの 化 込 も 巧が となる】 方で ホク ホが、 ち M 大 化は t* トラー から 
まかつ ホ 文 巧を 直ち 広 ロン K ン へぶ 巧し ホ。 怜 もを のけ 聞に：！ ン ドンで 閒舍 中で あつ ホち は 面ち 把 これが ザ 


洽 がを がめ、 巧拥 におる まで 曲 巧を 巧 われが ドイツ 巧 パの 强 がれが がを 化て イギ 9 スお巧 おのが をはな リ巧 ちで 
ホク たり 

八月 111 十日 (水 师) 

か 巧 二 時、 ち 拍展け ヘン ダ— スンに なしで、 『むがは ドイツの 闷 巧を 放 巧に 说 巧すべき も、 ボー クン •卜を 
报を 本：：： 中に ペルけ ンに巧 巧させる やう 取 かふ ことす 可 巧なる に 巧 日、 ドイツれ がに おいて これを 期れ せざる や 
ゥ中し入れられわし」 と細かし、 をの巧をはが巧ウィ ル へ ル ム • ス トラ I セ へ 巧巧されわ〇 

この H 、 イギリスぶ がは ポ ー ランドの！ をが るのに 巧る をを 巧め わ。 かなに れつても ナちム バレンは •トイ 
ツへ巧 かする ことが 的がない ので、 かなこげ 阳 -1- 冗々 に ザつて、 『午後 巧くな 巧の 凹 巧を なるべき を」 ぶかを は 
つてべ ル 9 ン 大巧 伉へ 巧を しち 

午 巧 お 巧 ザ、 巧 •设两 巧に 於け 力が かにつ いて ヘン ダー スンの ホに 入つ わぶ 保は々 巧す ベ まもので あつ わ。 を 
こで を W 大巧は 巧 わて ドイツ ホが 巧に 巧し、 ボ— ランドは ドイツが M 巧に K 巧 化が りを なすが 巧に 巧いて 柏 カホ 
が ホ 件の 巧 化を 巧 止す •へを も、 W 巧に ては 巧* として ドイツ人が サ ボタ ー ジユを 巧 ひ、 つ I ホる をの 巧 « に 巧した 
と 中し 入れて、 ドイツの な 力を 氷め わ。 

午後 六 巧 冗 十み、 巧に】 通の 化かが" ン •トンん ら巧 込んで、 文句から お 洗す ると、 ボ J ラン K からを 檐巧〇 を 
巧 巧させる やう" ン ドンな がに あいてみ 力が 力して 化 わが 不 巧みに 巧つ わか < 化 える J かがれら のぶが には、 
『ボ— ランド 巧府に 巧し で、 K イツ 巧の ホめ るかを をが をが®? ホす る やう 動 巧 する ことは ホ 巧れ 9、 F イツ 併 


im 


|巧» 十む 度な 


が おが ホ 併 执が次 巧ポ— チン ド大 化に 乎义 して、 巧 かの 乎拍 により ヴルゾ I へ 送ぶ する やう 巧 カド イツ W をが 巧 
せられ ホし」 と 巧して あクわ A 巧が >。 

げ巧ワルブ ーのをなは、 晚に刚巧をか巧しで ーホも巧らない^^をなつてゐるかく化もた〇 " ンドン巧おは巧 
ぶ村巧の約がに巧つ て、 ボ*ラ ンドが史むして黄 • が閒の©巧に巧を«けるものとわ巧し、 チ1 ムバ レ ンよ〇ヒ 
ザ トラ— に 巧て わ 二十 八 H 的の 巧ぶ をポ ー ランドに 巧 かする とがに、 巧れ K ワルプー 政 かが ドイツと 苗 巧ぶ 巧に 
入る やう 巧 巧し ホが A なが >、 ヶナ I ド大 化が 八 巧 一二 十 H に 本 W おかに 巧 かしわと ころに よると、 ポー ランドの 旌 
化は 一向にが かされ 化かつ わ。 

『みは ヒブ トラ— 堪发に 巧 < がか 策を が 巧す る 巧、 なち にべ ザ 3 乂化 又は 化のを 化を ベル 9 ン に 巧 巧す る やう 

ぶが チる ことのす 可能なる を 施； U す。. ホ— ランドは チ 1 》 コ义 は ォース トリ I の W により、 か、 る 巧 巧に 甘ん 

ずるよりも、 ザろ が 巧し で じぶ るに かかず とほす もの〜 かし 0J 

ポー ランドは かた 比 族と、 中 化の ォブ ザ— ヴ 7 1 を 立々 はせ る こと 忆閒 巧し ホが、 ダンナ ブヒ のかを には 巧 巧 
まで权巧であつ たぃ かくして " ンド ンと巧 ルソ 1との問には八巧=一十0、 ーニ十 一 月にえ〇 て5^|!^のお保巧巧があ 
つたが、 ヶナ IK のがた に 化れば、 ベザ クホ かは 『ベルリン へがる やう 巧 かれても おお 巧かない 〇ハ ー ナャ 大統 
巧 (チて 》 コ阳) の巧れ巧に姐ム；}|?はない，| と熟つわとおムのである(れぶ>。 

を 曲がれの 曾は 午 巧 十； 寬ぞ にご リンに 巧いた。 をの 义面 によれば、 坂替ち 田の 宋 める ところは、 巧 
•波 女が の 逆行 中、 巧义 ともが ザ行のに 巧へ 化い こと、 ドイツな のにして これに M 怠れら ば 苗ち にボ ー ランド 访 
に 承 巧せ しめる 川な ホる こと、 ダン 于ブ じに 於て 巧力佈 巧を 迸け る わめ 巧 お 化 巧め をが ぶじとの 一二が であつ ホ 0 

牽 十二げ、 < ン ダ-; はこ S 霎 をが へて》 ごご》 プ をと をし ち C 《巧 0 ドイツ か 柏の 巧 


满が 


巧は 『れ がから 巧 しれれ 度を も つわもの」 であつ ホと ヘン ダ I スンは なして たる 〇 『化が ー ウーつ 巧 巧を がる® 

に 華© 《は 巧」 く 芝た。 阴 * どつ かと 巧み」 ミ、 筆を 哲受 ミ、 柔树 か*。* すかと# ねる。 な 
の 巧 旗 もま 化 妄らナ 業 寫で妾 わらろ が、 をれ C は瑶 S 璧が堇 j とい ミ J 三な 2。 

かやぅな ♦巧々】 设 がを 带げ ると、 9 ザ ベント B プブ かかは 巧い 义 巧を お化して、 巧 米る だけ ネ <、 g 萬した 
らしい 巧 子で 朗 15」 て 聞か ホ わ：：。 理が がつ ホ 巧 おに ミサ 了 巧 ひわ ごを たが、，* ベて" ザプ 

な孚 く 巧 括」 V、 ミを 思 f— 『ポ— タンぶ を 资巧差 K 君」 な ミた からもぅ 時 巧が 

巧れ てゐる J とぶ ベち r をれ では 巧 H の义さ ホつ た 一二 十 H とい ふのは お寫薑 まの か J と 巧ね ホち 
ホ# は 5 巧活 巧とは 貴下の か 《に 巧る 进 9 どと で ホる J 4 圭へ わ。 

この 巧に 装され 堇巧 V 閒巧 -0 なつた ドイツ S 巧靈す 六* 巧で 芝 ホー §。 ドイツち はちの 奠 
田大化 K 違な 袋を W へ ホと お犯し 舅 >、 イギ では、 一通。 sw だけでは 薑 Q 堯し 得られる 巧 

がない とい ひ® るので ホる。 

かたしても イギリスの 暮が ドイツれ 巧の ホに 巧つ 皇十 3: のな 乍を なつで、 望を の 仕 ♦はが 了を をげ 
ホ。 巧り の ザ 巧は ザの 巧 巧 ナる攻 巧が おの である。 

がし 巧み 的に X ばか 巧 塞の お 地が 想ぇ わと いふ 巧では ない。 ず、 i 閒の巧 化の か 巧は イギリスが 『巧 •が 
の お 巧は や累臺 にがいて 巧は る？ 5〇 .1 と 蓋した 枯 にみ ミ、 や寫 i でさへ をち 另 S が ドイツ 
の ホに で VI 覆」 たかち 知を 5。 管* たおを ミ おへ 了 S げ、 モ资盞 が留寞 基を ふれる 
結 巧と もな ろ 5 へば ドイツ 0 蒙は 一二 十 H0 華* で忆ボ I ランぶ 金が ベル， ン忆巧 ホ」 て、 木 夏 巧の 
初 令を 巧 委奇堇 こと* 塞 ミで 更 。ミは おすで 至と たへ ミ、 撑をた ミ 5 明 巧で b 


3rV4 


抑" 十む 後な 


る 0 A 巧 一二 十目の 巧ネ 、リザ ベント ロマ プ かがの がな はれに 牟乎 としてめ わ すべれらざる もので ホつ わ。 曰 <• 
ポ） ラン K は巧懲 せざる， へからず！ 

巧 巧ボ— ランドは 八月 S 十日 two てが S むを 下舍 しわ】 M 曰 正午 ワルッ I ななの 趕 表しれ ところに 化る と、 
ダン チザヒ にが する 最近の ドイツの 巧 巧は、 明か K ボー ランドの 巧な をな 巧し ホ もので み々、 ポ I ランドの 巧 ± 
を 巧 ホす る C と自 おが ポー ラン K « みに 巧す るを 巧で あると ホ おして わる 。巧る にこの 巧 貝々 が ベルリン 皮 巧に 
お爭を かなさせる 巧も忆 なつ ホ ことは 巧 かで ある。 ま 巧に ぶへ ばポ ー ランドの の 貝が を 了す る « には ドイツの 
巧 巧 的 巧を は « 少ナる ことと なり、 政治的に R れ ば、 ボ I ランドは お • か の 巧 巧の 有る おしに 衔ら サ货が ホむ で 
ある t とを 示し ホので みる 0 

八月 111 十一 曰采毀 

せ巧ボ I ランド 大巧 ジ a ゼブ -9 プ スキ ー はが 朝ぶ 巧を はク て、 か扣に 分化を 巾し a ん だが、 夕 巧に をる 4 で 
なをが かられな かつ ホ。 をして リブ スキ I はか 似なる 巧 巧で み U を ホ 巧す るの かを か 巧みを わら され ホ。 を 
の 巧に をつて 7 ル ブ1 なかは 巧 苗の 巧 おし ホ 巧 巧を ホ 巧す る & を" ン •トン K 巧 巧して ホ ホ。 をの 巧 巧が あつ わの 
で ヘン ダ I スンは 巧び リザ •ヘント ロブ プ かがを 巧閒 しで リブ スキ ー との ♦化を 承 巧せられ たいと 中し 入れた。 

之ょり* r ポ ー ランド 大使 リブ スキ ー はサ a 午が 二 時に ヘン. ダー スンと# 化して、 ドイツ かかが おポ ー ブンド 
巧 求 十六 ヶ條を 巧 越す る お 病で ホる こと、 をして ヘン ダー スンの 曲 S に 巧クて わる おがの 巧 求 巧 巧を 括り 曲 かさ 
れ わ。 さブ スキ— は あを に ド イブな 府と 巧が を 化る ことを ホ 巧と 為へ、 をち にか 巧を ヴルブ| へ 巧 報す ると M 巧 


ぶの 


に、 を かな ルボ ミル K キーを ワルゾ ーへ化 巧 させた。 

さに 巧す るポ ー ランドな がの 巧 かは 正午 巧 ダに リブ スキ— の 平に 入つ わが、 ちれは ヴルプ ー 化かが K イヴと 直 
巧义ホに人る化なのホることを々< ル<ルム.义トラーセ に姐巧すべ しとのぶ烘でホつ ホ】 午巧 】 時、 ボーブ ン 
ド ホ 巧は リ* ベン ^ "ザ かかと AU の あ 巧を ぶ 巧で 中 人れ わが、 か 巧 ミげ に 巧 イツ 1 》 カー から リプ スキ I へ 
巧 巧が あつて、々 凹は ボ 》 ランド 全 權の巧 巧で かがす るの かどぅ かを 閒 をは 古た。 S プ スキ— は 本 W 巧が のな W 
を 達ナる わめに、 大巧と して ホが にわ 贴 にか io たいの だとを へ ホ" 

午巧ホげ十扣み、 9プス キ1は‘トイツかがから、 が巧が巧を求めるをの迎巧をゥけて、 ウ< ル へ ル ム • ストラ 
I セに 斤つ わと ころ、 a ツ ベント W ザ プは公 巧シユ ミ》 卜 ぶかの 上で ボ ー ランド 大使を 巧 化した 。をの 時に リグ 
スキー が乎夕 しわ V ル ブー ながの 观 かには ホの な 巧が なしで ホつ わ。 

ポー ランドれ がは 个 夕に ボり イザ y 义 かがょ 〇 の 姐な にょつ て、 巧 •化 お 巧 交 巧の 可能なる ことを A 巧した。 
ボ ー ランド 巧 巧は が 曲 化が のみ 巧を がぶ のにな がし、 § のな ♦におぶ 凹 巧を 巧な 卞る であらぅ。 • 

すると 9* •ヘント ロザ ブ は、 リゾス 中— に 巧し でを 巧を 打と して 巧 巧し ホの かと 巧 わ ホが、 ポ— ランド 大 たは 
只今のと C ろ、 円かけ かの 巧た モ中 巧ナぺ しとの 劇 かに 茫 いてが 巧し わと おを しわ。 ホいで ド イヴ ホ かは g プス 
キ I が 巧 •巧 巧 ホの がぶ を ホな してる るかと 4 ねたので、 9 大巧は C の W 駐 が" ン ドンと 巧ルソ I との 閒で 化な 
はれて るるれ めに、 間 巧の 巧 巧し かかつ てない と 巧へ わ。 

このみ 化のを りに リプ ベント U ブプ かかは、 リブ スキ I がポ I ブンドを 巧と して おなした ものと ザへ たと な 
ベ、 ワルプー 巧 巧の 巧 はヒプ トラ— ながに 化 ホぐ で无ら ろと 换が しわ 0 

リブ スキ— の« 巧に 化れ ぱ 、『ドイツ 衍のお 求 十六*' 化は 一巧 も ドイツ 政が から 巧が# られ たこと な < 、巧 巧 


: MT, 


け 1 り 十 な 


も 巧け たことは れい」 もい ふので ある (な W ) 

リブス 中— が 乂化妨 になつ てワん ブ ーへぷ 巧を かけょぅ としお 巧には、 おがの： 3 .一 込 巧り でな < ベル— ンと 7 ム 
ソーとの通巧なさへ も：^^しでるわ〇 

午後 化げ、 ドイツ かがは ポ I ランドに 巧す るが 求 十六 巧：：：： をクジ ♦をはつ でせ なし ホ。 この 巧 おはみ •お ホの 
ホに をのない ことを 示す もので みつた 》 W と むれば、 この 十六 巧け は 比較的 巧 かの 巧 求では あるけれ ども、 一一 一巧 
十 AH のが ホに 比して は M が 地ぶ の 人 お 巧 巧、 グず ニア 池の ぶ 化 巧な、 ドイツ 巧 化 おに 巧す るけ » をら なをす る 
もので ホつ て、 巧 法ポー ランドの 来 巧を がな かことは 明-:: であつ わからで ちる。 

ネヴィ ル • へ ンダース ンは吉十： りのを、 本曲化がにぶ巧して、 『この卜>イツ孜府に示巧を巧みるとち 卞 
ベでは 化 巧の 並 おに 化り 巧 巧なる ベ < 、巧が 方に 巧され わるぶ 巧は 力に 巧が 卞 るに 力を a つてす るかな し」 とな 
巧 しれり - 

ili 十 一 H な ザ、 ドイツ、 ボ I ぅンド S 巧な は 的 巧に かで 巧* にを の 粗 離を せばめつ、 ホつ わ。 

パリに のいて は 乂 統巧 ルブラン パ 山が をが て、 r け閒 W 卜： にち る 獲が 閒 かれた が、 をの 公 おは 『マ ランスが 
巧へ わめ ホを 巧轉 する ことに I をした」 と 巧ず るの みで ホつ わ。 

ワルプ I のが 關 巧は 一巧に 『共 か W をし」 との* K 化 化しを W つで、 y ン チ* ヒの公 化 巧 巧 巧には スワ K チ々 の 
巧が ぶつた とか、 ナナ 义は その 筑 ぶを 占が しわと わの ユュ 1 K を 保へ ホ) 

’ 九月" 曰 (か 师- 
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午 か 五 巧 二十々、 ダン チ ザヒに 巧を ポー ランドの 巧を 啊グ ブク K ホが がが： 卜 しわ 一を して 午が 巧が には ヴル ブ 
I がを 3 lt 巧け ホ。 ダンナ》 ヒ では ドイツ 巧 & シユ レス ウィ》 ヒ •ホルスタインが ウ* スター •ブラ》 テを 巧 R 
し ホ 〇 

がち 空ち 芭ち 栽爭 はを に 始まつ ホ。 

午巧十が、 ヒブトラー巧がはク0—ル-ホぺラに曲々を；515^して、 ドイブとを化巧とにホのかく巧ぴかけホ〇 
ドイツは 义 しく ヴ 1 ル サイ ユ がわが が 〇 巧し ホを ぶ； 5-.^ ら ざる 脚 巧に 巧みつ〜 ホつ ホ" 百 K 人の M おが 本 M か 
ら 巧り 離され ホ。 ょつ て キか的 巧 おを 巧し ホ けれども、 いつも 巧 下されて 了つ わ。 ポ 》 タン K は ダン ♦ブヒ を 
巧し、 巧な を 巧し、 到る 巧に ドイツ 巧少 たは 族を がげ ホ。 巧 ホ 四 ヶ月に 至 0 て K イツは ぷ耐を 班 わ、 プル ブー 
巧 巧に » 街を 巧して ホれ が、 じの g がは お 煤され た。 お 後の に イギリス わら w 任の 中し 巧が わつて、 ドイ 
ツ はこれ を 巧 巧し ホ けれども、 ポ I クン K はを 巧董 n を 巧 巧す る ことを 拒んだ。 

かな 一 おに 田 巧 十四*' 巧に 巧 巧が 件が をつ わので ある。 巧 » 巧 B がを のが 巧を 化けられ たとい ふれら みは じれ 
を 度み とする が、 フランスと 美田と にがしでは 友 巧の 巧を 巧 巧した。 そして a シアは ドイツと 了解に 巧が しわ 
のであつた。 

ドイツは 巧づ ダンナ》 ヒ閒 巧を 解が し、 ホに 坦 が、 をして お 巧に ポー ランドとの 1 な械巧 t 巧&卞 るみむ であ 
る 0 

が 巧 巧め てポ— ラン ■卜 巧は ド イブ 巧に 巧 入し ホから、 ドイツ 巧は 今 巧 置が 四十 冗々 広を 0 て巧义 をを した 〇 t 
れょリ 吾 巧は 巧 巧に 巧して は 爆 巧を はつて 助い る 〇みも 亦】 お卒 として 巧 » にを < であらぅ。 » がわ 巧 か、 じ 
れ かのを すで ホる。 


阿 » 卜の 往な 


なはム，な巧ドイッ3巧一 《室わるこをか忆ジミない。 ををにし\^接わらこ ご • 》_リ ング 

が 余に 巧け るで あらう 〇 M をゲー リングに W おか 巧れば ル ■トル マ •ヘスが これに 化は るで あらう * WI ヘスに 
しでが がに をは ジ 、を 巧みが をのが 巧が を 巧 巧す るで あらう り 

余は 来 だせ T 凌と いふ 塞をから れい-トイ ッ S 瑟と ドイッ Q 塞が 餐 QR がを S す 5 S で 至 一を SV 

W ン ドンに がいて は、 ボ— ランドを 巧 エド V— ド •ラス チン X キーが ハ リマ ァ》 夕 X にがみして、 ち BQ 巧 ホ 
を 巧ぶ ナる本 W はがの 来 巧を W 述 しわ。 巧 W な 巧 はれ U に 脚す るか かに 巧 ホして； がの 巧 時 葵を ホい わ" をれ 

を 接に 巧に g 千 受队ミ K 夕を 患」、： ーン ドン 巧から 言 ミ W 人、 某、 す 基を 雲 させち ホ 

のがる おに 防み 巧が がられ わ" 

パ 9 でけ がが 八け 阳卜扣 か、 をな 巧 お ガムラン 巧 中が ダラず ユ 巧が を 巧れ て 協 巧した" は ザ 询 から 閒 われ、 
がわに 巧 巧：：： かかが： 卜つ て， 巧 打 A 巧 巧 人を み 巧へ する ことと れつたら 

- H のが 巧、 イギリス 巧みは# ら巧 か化规 の# 巧に 巧が しわが、 をの 中には お 巧り の お 巧と しで Ktt 巧を 巧 求 
する ぶ もを まれで & わ-み 化な 巧扣 のけ 削を w < わめに、 前例を 巧つ てを 巧ジ a I ジ ぶかは むらな 掛 をな 巧され 
たか 巧 . A れ 、毛 ' T ハレンは- 卜院 にがいて、 ななる やうむ 巧张の 巧に イザ リスの を お 明して ホの や クに化 
ベれ。 

々や 巧 Ass け专な S 貨襄 Q ち々 から 十ク巧 泣には 乎は 曲 W にち て 覆 Q 駐冀 巧で 巧の 巧 

巧を が 巧し なくても い、 も 化つ て & わが、 个卞予 はこの 巧 化を 抖當 する じと が 巧 ホ なくなつ わと 化 ム〇乂 な W 
の去資 化は.！： 夏 巧 巧を S 持す るた たか 化を 5^芭 ろち に 巧げ 込* ん とず ミ》 トラ— 一人 Q 口に 货 はさる 
ベき 吏で ミ。 ドイッ 若に」 了 ホ か 解巧援 せを する； 《薑だ S ら K 羣は 巧け 當れる や もな 
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れなわつわ。 ぶ—ク ンドは^なの闲巧を：一一されいとの巧巧の巧のが巧へ られるにあいてはお巧にがずるけ^な 
しわので あるが、 この ボー ランド 閒の巧 朱に 巧して ドイッぶ がは M での W 巧 も ホせ なわつ わ。 が H1 卜 1 H 巧べ 
ルけ ンで好 おされ わ コン ミユ ニケの 闲な はが 前には】 おも ポ ー ウン ド 彻に通 巧され たことの ない もので* る。， 
かがへ ンゲ—ス ン大巧はドイッ化かに巧して、 おし^3!1巧の巧巧を中比し、 ドイッ？^战をボ|ランド巧からホお 
する けめ 化 惦が巧 へられ AST 合には、 ぞ W かがは 巧 巧な く 巧 巧が S ぶ 巧を « 巧す るで ホら うと 巧を した。 この 
纽 たに 巧す る ドイッれ がの 阳 巧が！ 化め 巧な には ヘン ダー スン 大 化は •トイッ^を 巧 斤す る じと とれら う。 

ム ザブリ I ユ巧 おは 扫：卜 やかが 持 のれめ 巧 巧を おしてた ろな ♦は ド イヴ W 化とは W 巧の が W もげつ でた な 
い-ただ K イッ 闽 はは 十 ♦ス 化が にょつ てま R される のをぶ がして わるの だが， この ナチ ス化ス がが 巧し、 迫 
ぶ 二が 邮 にぶつ て 巧つ てがたち のは 巧を へ— 巧 も M 巧ず るな リ 、お 洲に平 かは ホり 巧ない-巧 ♦はか、 る 千 ホス 
の 技巧を が 巧 ザ しむべく 化 息して わる。 巧し 巧* が 巧 巧と W 巧との たぶ の 巧 巧 化に ホ 巧 するならば 巧 ♦はおぶ 
のな をな 巧现を 期しが るで あらう。 

午 巧 九時吉 十み、 ベルリン にかる お 苗 大巧は かが 9 ザ •ヘント" イ でを 巧 脚して、 本 W 巧府 からのぶ 巧を 卞 巧し 
たこ そのな パの 内 巧は 『ドイッが 明かに ポ I クン ドを 巧が しわ W - H 、 英 •伸は をのめ おにな ひポ— ブンドを 巧 助 
す •へき ザ 巧が 巧 化し わので みる。 化つ て ドイッ 政府が をの 巧 ザ ー打 巧を 中此 し、 ポ I ランド in お 力を が おする 巧 
巧を 巧へ れい 巧り、 巧 •佈が 巧は 巧 巧む くボ— クン ドに 巧ず ろ 巧 巧を 柏 巧すべし .1 とい ふ 巧け であつ わ 一な 巧】- 
リ》 ■ヘント" ブ- ，はこの 姐 巧を 巧 化つ て、々 巧の 巧 巧は をく ぶ ー ブンドの 掩 巧に 巧 巧 する ものであると 巧べ で 
ワル V — 化 巧の 巧 巧を 沮 求し ホ。 をして ち 田の 姐が は 巧統だ 巧が する であらろ と 巧へ わ。 ヘン ダ— スンは なの 
巧留を 巧が に 化へ で、 卽 巧を 巧 へられん ことを ホ 9 しわ 读 巧は 巧び ドイッの 巧が 巧 ホ 十六*' 化 S 閒进 になつ わ。 
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ドイツ門巧にょれば、 < ンダ — K ンはドイツホがの站叫で 『： 均を巧がしたと與へがた」 と巧^1しわとあるリ 
1 H 午な S 巧、" 1 ザに 閒 かれた 聚な 雌 巧は この 巧イ タリ ー のみるべき ホ かに 巧いて 曲 巧し ホ。 夕巧 にせ おさ 
れホ 巧ぶ にょれば、 

こ) イザり一 は ザが 巧 助に つを か W なる イニシ ，テ f ヴを もなら ない。 

(二】 巧 巧は 化來油 om 傅の 巧谢 にあいて « がする W 
とい ム义 かがな ぶされ わ。 

九月 二 曰 (十 •祕) 

この H、 イ タリ— がぶ-が 邮の巧 閒 を 化 止して ホぶ 炎 巧に 巧る がかを 巧 おして わる；^ が 化 七に 巧れ 巧つた 0 

イタ VI 巧 府は八 パぶ n におり お洲 のが かを おふれめ がが のが.^ を 巧みょぅと 化 ひ 化つ て、" ン ドンと パ 9 へ 
をの 息を 巧 じた ことは 巧 巧に も现 れてゐ る。 イブ VI のを 巧は 『巧-巧 曲 苗せ 府 及び 巧 ルソー 巧が のを かが 巧が 
# られ るなら ば、 巧 洲の献 がれる ヴ* ル サイ ユ 化め 陆 ぶの y のをな つで、 九月 KH に拍巧 ♦巧な 巧の がぶ がを 
る.！ とい ふので あつ わ (が？？>0 この 述 化は 八 巧； 一一 十： H 午後ぶ む ザ、"— マに がいです 了ノ かがから 英 •仿 
巧に 巧が あつで、 がちに U ン ドンと パ 9 へ かたされ たが、 阳 巧の かぶが 巧 へられない .2： に 丸 巧 一 H の閒 巧と なつ 
が わので ある。 

の 

^ 九月 二 H の 巧 巧、 ベルリン なか イダ"— 大巧は ヘン グ ー 义ン をな 閒 しで、 『今 おぐ 承な しわい ことが ホる。 が 
W かの イギリス 併站 巧は 巧み 过巧 であるか どろ か」 ときい ホり C れ におして ヘン グ I スンは、 『《 ン ドン 巧な から 
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明 門に あれは お 巧；^ 化で な < で おおで あると ぶ 明して がて わる」 と 巧へ ホ。 すると 下ザト a fl はを の A ないで々 
イ ルへ A ム .乂 トラ ー セへ 化附け わ" 

これより 巧 八月 二十 H 、 ホ巧イ タリ— 义 化は ホ 巧 巧に より" 1 マへ W り、 ムザソ 9 1 ユ 及び 中 7 ノ 化と 奶 庵し 
て 抓 巧 阳け閒 にぶるな 化を. ぶら しわと 带 ザら れ わ。 ところが 八月 二十 一：‘ n に チア ゾか扣 はお H 大巧 パ I シー •口 
レ ー ンと怖 巧みが プランブリ •ぶン 七と をげ 巧せ て 化驻削 巧に ついて 協 巧した と W へられて わるが、 この H の 脚 
擅に 巧いで はす ■优歧 がの 公义 パに：？ が も お 巧され てわない 。ずると をの 巧！！：、 即ち 八 巧 二十 阳 円に"— ズヴ で 
ルト大 ながから イタ 9— 化 ホに 化て わな 巧が 巧 巧して、 ホ W も 化は ないで これを な 巧に 巧巧 しわ" をの 巧 H 、 お 
かなが— ルず ユォ •ボイ ダが が 削に 巧いた ことけ、 -.卜：$ 巧 巧では、 ムザソ 9 1 二な は 一巧に 考 へられて わる 
やぅに、 このぶ むじ 反 封で ない と 化て & る 。 W となれば ぶかと ナ了ノ 化と け 口 1 K ヴ 1 A 卜 おにつ いて 巧 ホに が 
なを 巧け わからで ある」 と。 

八巧二十冗リ、 ル1ヴル巧にタプイのが泌しわところはホのやぅな化放である" 『|;十阿：：：す巧、ヴ，クトル 
• H ムマ X エルみ 巧は"— 乂ヴ H A 卜发 をが がする ことのが なに 巧いて ム》 プリ I 二の 化せを A 巧 甘ら れ わ。 バ 
ルポれ 巧 も U1 ズヴ r A トボに 巧 巧して わるが、 をれ にはが のず おの 戈 かが ある」 と 基 w)0 

巧 巧イ タリ） け A 巧 二十 扣 りに ポ るまで W 巧 おを ホ 供を 巧 じむかつ た-をの H になつ て わ K 十 巧の 巧 供 巧を 九 
巧 一二 H にな 化するな々 が 化 ホ けれども、 i おお 巧は この ニュ I スじ おを しわ 巧 乎は ない。 メザサ ず* 口 巧は 八 巧 
二十 ホ n にムプ vgl -1 巧 かが ザ か 化 巧の わめ 巧 持のに 的いて わると 巧 じ わが、 をの おに 化 巧に よつ てムザ プリ 
I 二と ヒザ トツー と 〇閒に 一； W のぷ 巧が かが さわ わ ことは 公 巧の ザ 巧で ホつ わ" をれ わら U 巧、 一巧 閒の 閒にム 
ザ ソザ ー ニは 2 — マな ホ ドイツ 乂化 マォン. マ》 ケン ゼンの ホを； 地 じで、 ヒ》 トク I わら 阳 WU 卜 V プセ I ジを 
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々恥つ て わる。： 1 » マれ がは 巧 •併と も ツル ソ ー とも 栽 巧な 速な をと つ わ 0 

マ ランス ホ相ジ 3 ルジュ •ボン ホは イブ リ ー の掩 がを 义れ して、 巧 •級 削。 か 地が 巧、 •化拍 ♦ぶな 化を お化し 
つ 、あつた。 をして九巧】 ：1:にはお巧大巧3ルパ ンをかして巧5|れかと巧なをと9、 イザ—|に巧ナ^>^、.»の 
W 巧 おを 沒ぷ した。 をのが 巧、 イギ W ス はこの 凹 巧を マ クン ス政 がに】 巧す る ことと なり、 ポンネ から"— ブに 
站 巧して イ ダリ I のな ぶに 巧が のない ことを 油 供し わ。 ツ ヴンス のけ 巧には ボ》 ランドを み 巧に 相 巧す る ことを 
化 件と する のみで ホつ ホから、 ホア ノ めは これを 巧 かつて 大いに W ん だとな して わる A 巧の】。 

を こで マ ランス 側け ヮル VI の ホ 巧を 巧る ために / H ルを. へ ザ クか扣 の ホに 巧は し、 これを がな する ことに 巧 
《たが、 •ヘプ ク のを へれ ことは r ドイツの 進 A になつ て 巧では 巧 ひつ、 みろ ぶ 曲の 間が は ♦巧で はれく でち：： 
ポ，ラ ン ドは， 夕" |ぶ忙巧いて5:もホが」マ方な ご と ：一 ふ$でわつ ホ】 ； ル > ふ 
ぶ^|?はかがの巧巧を巧ダて的わ/ "である (化が>。 

マ ランス ホ W ボン 未け、 かみぶ にょるが ホを 持てょぅ とはし なかつ ホが、 g 依の A < は イギリスと ザ W を 巧へ 
る ことにが いで、 ボン ネ にみ 巧し なわつ ホ。 チ下ノ 化が i : H に 巧- 讲太 化を 巧 かせで がつ ホ ことは、 ドイツ 巧を 
ポ I ランド 巧から が 化する ことを 闲 おする 巧 W の 化けを W つてして はヒ ブト ラー 巧 巧を かがさせる ことが 不可 巧 
であると いふので ホ 〇、 V ランス 大巧は、 じの が 巧む くして ポー ランドの M なをなる 化 化がない と 巧へ て A なを 
がつた。 

A 巧； r トー：：： W 巧の イ タリ— の 乃か從 ぶに 巧いで は、"— マ 巧のから 化 巧 に义の 近り 巧 A された が、 これ 
で乂 おのが 巧は 明':: になつ わ。 

A 巧； i - トー H 、 お 洲 g が 化の お 巧 ザ か# ホけ 冉 めでが 训 とけ 解され わが、 ムザ V VI 二な W は供洲 ザみ を A 


ツな 


ム わめ 姑が の 巧 力を がみん とした 〇 この H 的を はつて ム* プ 9 — 二ぶ w は、 をし 英 •沸 ww みが 及び 
站 じで ポー ランドのを おを ザ M になぶ しのる じら ば、 かがの お洲化 化の 瞄闲 ホる ヴ* ル サイ ユ おがの なおの：：： 
のを U つて •丸 巧 お HW 巧み 巧を が 化する 州を ある ことを 夾 •怖. € w だ迪 巧し、 をの 化を を ♦浩 しわ。 イ タリ 
I かが はんに 助す る 凹 巧は 巧な を 巧す る こと なし わが、 ち •怖 曲 阳は巧 九 巧】 H におる まで W 巧し 巧た か 
ク わ。 をの 阳； 二-；-】 H わら 九月 一日の 關に W 跑 ホげ 巧 巧し、 ヒザ トゥ I 巧扶 はポー ランドに 巧して ま 巧ね を 
がしれ。 イタ 巧 巧に かする 闷巧 はお •访 ともに 族 則のに 巧 菜を 化 巧して がわ 〇 フランスは K に 巧-巧 閒に 
巧の が 巧が わるに か、 はらず ムプ vy — ニサ かの 巧 策の 巧现に 時に M む & みし わ。 イ ダリー かなは 九 巧 
11 R 午前 十け、】 の惊 巧と して ヒ マトラ— ななに、 化 持を が 巧と する 化ら ば W 巧 ♦巧 t 巧 巧し 巧-化かず をず 
か 的に 解かしが る 可が 巧が かが 卞る 巧を お 巧し、 その 巧ぶ を 《巧した 〇イ タリ ー 政が はがび 九 巧 二 H 午を 岳 
ち •博 W 田 かがと が 巧、 じ ザ トラ I 活饒 のが ホを 巧な しわ。 をのな 夕 巧に お〇英 •か 巧 巧より ヒ ザトブ ー 巧扶 
の 巧 ホ (巧 ホの 巧 巧は 巧 お 3 れ ず) 巧 巧の 凹を にがしち 巧し お-か-ホ W は 八 巧吉 十一 H よ 〇 丸 月 一 百に 去る 阳ポ 
1 ランド 巧 主が ドイツ 乎 おに 卜：： がされれ おが 巧に をみ、 田 巧み 巧を かの 巧 かとして み 巧 地 巧よ 〇 の 巧 巧 ft 巧 ホ 
しわ 〇上 おのが 阳に g み イタ W 1 かがは、 •トイ ツ巧 巧が ホ 巧す る W 合を 陈 き、 イタ y — れ巧 としての 巧 巧は が 
つた 巧を 附ぞ しわ 右が かを ヒプ トラ I 巧な に说 速す るに 化め わ。 

イ タリ ー の受进 めが 公 巧と 化に 巧れ わのは、 九月 二 円、 イギ yK 下 持に がいて チ M ム バレンが をに ぞ义 しわ 
時で ホる 〇 巧に 九月 冗 H に 巧 おされた K イツ 円 巧には ホの かくな されて ゐ るを 打 > 

乂 巧 IIH 午 的、 イタ 9— ホ 化よりか 巧が に 巧が せる 油 巧。 

イ 々^1 は々 かツ ランス、 イギリス 义ぴポ I ゥン ドを して 左の ホ 巧を 化埼 としで々 巧を 閒 かしむ る W 巧れ あり 
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间 H 十八 A 担 


とだ 卞る 巧を 泌 化する 。化し 一切の 巧 •姐は 巧が 巧が に： 化する もので をる" 

二) 乎 埃を 巧れ 地 巧に 巧して 化な する こと。 

ごご -ホ：二日中にみ巧を召化すること〇- 

《立)々1::のが废に化して、巧.化問のみホに、化かにドイッに巧がとれるべをが巧を巧ムるじと= 
とじるがち-併がはをのをお础はにがいて、 ボ1フ ンドに^^しわ‘トイッ巧のがおをか-架としてゐるのでわる 
し、 イ タリ J は 巧 R を 現を 化 助に 止めて 化 巧す るとの 策を 巧して 來 たので をる。 なつて 化に 九月 一 H に 巧 义が閒 
かれ わ 後は、 巧 前？？ 5： は 巧め の 化 化な SW 类 となつ た。 イ ダリー としては 巧 •巧. 併- ボー ランドと おに 巧 •巧 
の8&5^をお巧し、 ：央に闷じみなにがいてイタリ|の.典求を巧谋しょろとがでわこもは、 かをの巧口として巧迸で 
をつ ホ。 ホ 巧"— マと パリ、：： ン ■トンとの 脚に 巧は る械 巧を 巧 洗 ひたくな わつ たとい ム のが ムプ プリ—- 一の む 巧 
であつ わらぅ 。をして ベルリンの 玫冶 おは、 = 卜 期の 化 化ょりも にの み陋 ：！ しわが 期 巧を 化つ わと 化る ベまで 
& る。 をれ にも がらず ドイッは】 ホイ タリ I のが を 巧 巧した。 化し 现地 化® とが 巧との 閒 巧が おわる 巧 巧と 
なつて イ タリー の 期 巧は 不ぶ 化に W しわので をる。 をし で この 巧に おも 班く 做 おを ホ 化し わのは、 ブ クンス にが 
ずして イギ a K で わつ わが， をの 巧 山と して 九月 liH に ホ 王ム バレンの な 明した ことは、 『ボ ー ランドが おさ 
れ 、ダン チ ブヒが 巧 力が がの- > にある 巧、 W 巧みが にを 加 する ことは す wffi でもる」 とい ふが にかつ ホ。 

九 巧 二 打の 巧 W 綻 みの は、 かがな がの 巧な を迎 へて がる » 化した もので あつ わが、 これを. 典 わすれば、 

( I 】 英 •併と もに 期 おがの かな 姐 化を ドイッに 巧な してわない こと。 

ごこ ム ブソリ I 二の 巧 巧ぶ は 巧 化の 化 込が る祐 巧な こと。 

《只】 み W は 二 おと，- ユン ヘンみ 巧に むく W のむ いこと。 


a な 


の 一二な にないてぶ かの 巧な はが •明が になつ わ。 

マ ランスの 巧みは 1 1 H 午 巧 n - 巧に 巧みして ダラず H の 巧 化を お 取 しれ 。曲ぶ はが 巧む 巧 平から るを あけて •ド 
イツに 巧す るの 巧 巧 巧を ポ巧 しわが、 たがに がいて イギ 9 スタに な 功す る おであつた から、 が A 巧 的の か 大をホ 
むして イギリスと 化に 巧卜る 巧ぶ をな しわ ものである 。この 化ぶ が w 巧 巧" ン K ン にぶ 巧され たかは 不明で* る 
が、 二！！： な 中に 閒 かれた ホ W の 曲 巧は、 あらく バリからの 迹 知を がわを に 袖 かれた ものと 化 はれる 0 

九月 III 曰 <H 贿) • 

明け方の 阿 巧、 \、 ル リンに かる イギリス 大巧は 》 ン ドンからの なをで、 午が 九げ、 リザ •ヘント： ー イプ ホ 祝 
との か 化を 送せ ょとの 巧知を々 けた。 ヘン ダ J スンは を* と 巧 巧の 方法を なつて 化 わが、 このけ 肺では 左 巧に 
怖 巧に か 的 けられない 。やつと シュミ ザト诗 + とむな はせ て、 ザ 前 丸げ に 大朽け 巧と しで W 女が 油 巧を 巧 かると 
のな ザを 巧た。 

ヘン ダ I スンは め おの 丸 巧に ゥ< ル ヘルム •ストゥー セに 化が して •シュ ミ》 卜 W もに を W の お 巧 巧 巧を ホ 巧 
した。 ヘン ダ— スンは 『丸 巧； H 淋巧 パを 巧 巧して から 二 个阳巧 閒をお 巧し で 来 だが 巧に 巧 しないが 、をのな ポ 
— ランドに 巧す るな 巧は な-巧 巧と なつで ホた-化 つて 木 H 午前 十一 巧 生で に滿 担な 巧 巧、 巧ち 夕 W 巧 巧の 巧 止 
を ドイツ 巧 SW 沿忆 ついて S 巧ぶ をイギ " K 政哲巧 へられなければ、 巧 •巧な 《閒 にを Q か 巧から 巧 ザ 巧 惟 
が 巧ぶ 卞 る」 と 速べ ホ" 

プラン K 大巧 ク I U ン ドルは M 义の 巧な 油 巧を 午 的.！- 一巧に f A しれから •闷 巧の 期 的は 午み •九け にがおす る 


: 170 


閒 H 十の 巧圾 


货で A る- 

ザが 十】 巧 十 冗み、" ン ドンに おる ドイツ 大巧 曲へ イギリス ホ 巧 】 化かが 巧训 して、 本 H 午が 十一 巧より 
_€拍が巧ずが巧に人つわけを油？9する义バを巧巧大巧に巧しわ0 これと村け巧にチて ムバ レンは、 ド々ユ ングお 
4 •ホ 地の 化が わら ラジオを 近 じて、 巧 •巧閒 巧 9 ユュ— スと巧 S 巧；；^ とを 巧災 しわ 4 この 化な に 巧いて 化は、 ち 
が 巧 化か 巧讯 しわが 川を 巧 返して W 巧に 巧へ わが、 をれ はヒプ トラー に ザ 巧を 明峭 する わめが がを 力を 巧した こ 
と、 『巧* はなむ に说 みて 化づ ると ころな く J をして 『お 巧は 歧 をのが 巧を ぅる ことを 巧的ナ る」 とい ムヤ ろな 
3 がで みつた。 

午が 十一 巧 ザ、 ヘン ダ I スンは ドイツ ホ ホめ によつ てを の 巧 巧の な 間の ホめ ホ 巧 巧に をいた】 《ブ ベント 
。ブ . TV ホ かは-;-: 巧に がる お ホの 巧 バを蝴 W しわ 卜； これを 朵 大巧に f 巧し ホ-ドイツの 巧ぶ は 巧 巧め ホ 姐を ゴ 

袖に 刘 ホ」 V 、 ホ、 SS をる 芝 糞を がぶ」 替 i と證程 技し わ も？ A つ わが、- ち 巧 I 曲に I •ドイツ 

かがぶ びに ドイツ 阳 おは、 黄 W かがよ 〇 おが 油 化に よるが 水を、 巧 巧し、 巧 巧し、 化ん や これを 用 巧す る ことを 
巧 巧す J となして あつた (な 把 ひ 

か 巧 一け、 巧 W 巧みに 巧いで は ナ王ム バレンの 巧 巧が なが 巧 はれち 化は をの 巧 如に S 巧に とつで々 H は篮 
し ミ：：： でみ るが、 化も祐 巧ず る ザけ でで あると 化 ふ。 でが 公な に 化る 閒を巧 じを 力を がけ、 ホが し、 をして 巧い 
しても た t とはす ベ 了が 巧に だた』 里 Y わ。 マラン Kic タラ ザ H はか 巧 <げ ザ、 ラジ* を 巧 じて マラン 乂 
の 化 ホに 巧へ、 をして ザ巧卜 巧には、 ビザ トラ I 逆换が 一-ドィツ W 化に 巧ぐ」 との： がぶ をれ なした。 

*-ドイツ«おは5*1かの巧巧がをがをしてのイザリ 乂 人おにのみ光るとけ化はむいが、 をれは ユゲヤ人、々巧ホ、 
をして ほち ちぶの 卜：ホ 巧な が、 化 W むる むな のみを 水め、 巧が 巧 ホ W をが むがな に 巧つ わので ある J 
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巧な iT : をな 巧す 8 てで 了 ： r 了す 

S^ s^ s^ 


ff «. フ 》ンス《 巧. 一一 内 0 •二 円】‘ 一; 内 おが •か « 乂 化ょ リ丰 M 化か «« が- 
お冉 •巧 WA 巧 靑》‘ か 六— 化 AH - 
航 ち こグ- スン* f 化々 S た £ 二ち I : だ- 
菜 ■巧 S 麻 ミ • 13‘ 一 っ 一巧 

ジ hilm - y 】 一. ぶち I ミを ミ；— ゴモ r . K i 一-一 ご- 吉. \き_3 ills - ン -3 二-ミ ご ミ ー--. 一 wit ; 一一-;;;; 巧 

M 丄 .一巧 ICU : K - 

M 上’ 一内 一つ 1 W ち 三 八 •一一： 一二 內， 

前が. ヘン ダ IX ン巧 *.】 一友 ル K - 
M 上’ 二 置 AMy 

ド ィブな* ’ ーニ 1 お ニニ 化な、 巧 wtt な 靑» 一二 〇 ‘ 1 ニ ニな- 

巧 夕 巧 W かな# 巧 一二 11 : 巧 

こ、 に 巧 おす •へそけ. ヘン VIXys 供を* t にお « 一 ’ t »洗« 巧が 阳な卞 和 だ‘ « な ずる 者は：：： すで As を ♦」 は 下 
巧が 似な 巧は ド イヴ 内 巧には A 巧 お 巧がない -ド<ヴ 円 巧-一ー ニ おな—; 二！ か K-y 

がが‘ 巧 W 政 か* »‘ 一二 一一: 巧 ホ 吃- 
が 巧‘ フ サンス A 麻 巧 巧. 二 お 化，】 一た OH - 
M 上’ ごた 内‘ れ- 


ヒブ トラ I 巧が は 巧に 『§ にがる ドイツ 人に かぐ」 とのは な试 なをけ ひ、 そのぶ 化に がいで I •巧大 » のち 
巧で ホ 9、 巧 巧の JT ? 々れ であるみ は、 をち にが 货に 化て が おにな がする であらぅ」 とお 叫し わ 0 : がな がが ると 
ヒザ トラー 巧が はかが のぶ M に 巧な はせ た.：： めが に呆り •人込みの ウィルヘルムぶ みを 姐つ てが なに 向つて 化な 4 i 
しわ。 •ヘルリン S が じがからの が义 巧が で 巧 巧であつた が、 かな 巧な では 夜を 撤 しでが* わる 巧乂 がと •、ろいて 
おわ。 


3 巧 


胁り I ■わ诚 


をみ おみ をを; 巧ぶ 盈 を ふる をを を S ふ & もた 巧 

< WWW WW'— 


r イブ 白書 二 古： 寬が • 7 ヴン<か府* な. 二た ホ •二 六た Kw 
7 サ y ス A 巧 «《’ 一一 た 一、 ニ セニ K - 
ド イヴ 円 度 •一二 一: 八— llw 阿 M - 

M 卜： ，二 内 五 1:1 お-,' だ、 巧 WAW ホ 巧. 1 :一 お 一二み な- 
へ； Sf—Ky 巧； r 巧 かれた 化 二 六 tr 打- 
M 上 ■二 六 内な- 
ド イヴ nw ‘二 K 11: K 化す* 

附化 < シグ—ス ysrt ‘ ごた 五 C - 
€巧‘巧《&か青巧‘！阳一 1 な-ル化#«が- 
5 :上’ 1 一 1 五巧'《 — 7 アザク,<ょリケナ 1 ド大访化》々- 
: 2 ム'!内八巧‘* 1 ^|ド乂化ょリかか说か巧- 

ドイツ 〇 巧’ 二 お 七な-巧 W 反が ♦巧‘ 1 内 おが - r ゾ グ 1 *ン な 巧' ニ セ 〇 な- 
本 度 ■一一 •レ 化— 一一: 一】： 打 ^厮- 

ド イヴ rt 巧. 二. 五 か 打 『ド イブ 巧 おを mm し. 化つ 化 « にこれ をな W した. JiKII しで Ac - 

府 巧-が-，》 ドせ 府白巧 一八 1 ' 1 当 巧 
ドイツ S . 二 < 八丄 31 巧 

寡’ 巧 岩冉寡 • U 八’ I 完巧 

フ 》 シス «が^ 巧 . I 一： 00 K - イザ リ i 巧 UA チ 7 T ユ 巧； a にょ IUI マ R がの 巧巧わ みを 載サで その他 わ巧ホ t 巧 
ホして & 19- 

W タオ*》 T : ごこ 巧 巧 ー セ 0 . 一た一 巧 

怖！？、 ブ s シス »かホ 巧 ■一二 一; 二 H 一 

M 上 • n 賣巧 

F - It ぞご== き- 7乂 芭 - t こさ r で-? J ろ. ソ Vw ' Y ミ k - 1 ミ ごて .いち ■. • 
r イツ rt 巧 •一:: 六れ- 


3 巧 








W を iW»i 々い マ 


ア メリ々 と 歐巧化 知 


- アメリカの 孤み 的 性が 

ー パイォニァ— 巧 帥 

W 巧 かめの 巧 巧に がいて、 了 イリ カ も ホ 化 巧 的が 来に 化つて 渋ぶ 的に 丈紀 される。 イギリスが 巧に 巧# のにむ 
でない とすれば 、アメリカ も ホを の 地 巧の 臾 がの 化に 巧 化を 巧り 巧ない ことは 明 •：：： である。 だが 求大 怯の 巧 化が 
アイリ々 のは 治 郡み をが 城す る に、 おがの 巧 刹を が じて ゐる ことは 巧 も々 も 巧り はれい。 

乂 两 件は ご 一で 渊の帖 を 巧ち、 ぶかが は 六で 巧の •叱乂 ながが であるから、 中 巧な の アメリカ人が、 ホな からのを 
協を 巧が におへ ない ことは 逆 巧で あるか、 巧し をの 巧は ホ 化に 械 れんと しつ、 ある。 

! 冗が 了 メリ カは な洲乂 巧に 化 眼り をつ けて が 大巧に 巧つ わ 巧れ 化の 乎に 化つ てが ぶされ わ 曲で わる。 だから お 
义 巧との 巧 巧け にがして 本 化の 化 恐怖を 化いて わる。 巧に をの おさと、 来 ホと、 お 巧 故の なをが するとのを A は 
1 w 巧ぶ おぶ を路 やすが 0 ものにし わ- 


が 1 


巧 代入が wv シン トンは、 をのた が： M ぶに 巧いて-,—。 ザ- < け か ♦じは w 巧の ない、 少く とん ホ か 巧ぶ から 
しかが 巧を 巧へ ないかな を もつ で わる。 をの おおとしで 巧 巧に が 細 巧の A で やめ ザが « ■巧る。 か、 る ほぶ やか 
化、 がな や 聞の 中に 巧 •込まれて 巧* の ホ かと お 巧と をな おにす るかが が W おにが るか」 とぶ ベた。 みいで そン。 
I は 1 Alr -1: ザに お ホな な ゴを巧 して アメ《 力 班 化み を强 井した が、 がみ 巧に け 巧 巧が の 巧れ わ ホから ぶを 引！！ 
して 近き わい とのを がが 巧んで わた。 をれ W が アイリ カは 大巧 书 巧者に とつて、 『アメ n 々人は 巧に 巧が 
つて 居ればない、 が 大巧は 円らの 乎に 化つ て 巧り ぅる」 と 為へ て おわので ホる (な—： 

巧る にお 月の 輯 巧と ホ にれ 巧 化 巧の 七に も、 紀ホ的 巧な にがいても、 » 度な そ 巧が 现れて おわ.- じの ネ巧 をぶ 
化して、 アメリカ 乂 ホは W 立 ホぶ が 夕け かの 村 かで もない ことを 巧り つ、、 今 W つて 化き 巧. に 本な がみる 〇淆へ 
て 化れば 弟 迫つ たか 敝 S がわない 了 イリ カが、 乂义 にを おを 免れて 化が しろる か A かく 考 へる ことに W の ホ 化ぶ 
もちい 巧で ホる。 もともと 『巧 大巧の お 巧げ とがが J にがす る K 化が T メ g 力の WK の 巧が を あなつ てゐ わので 
みるから、 巧 洲の扮 がが 视 はるな に、 アイリ々 の^が 巧が セぶ となつて ，巧つて 巧ぶ の^をを、 る おおとさ 
へなる ので あるり 

化 巧 的の 巧ぶな 化は 巧く 別と して、 が ホ 化な わら がても-化 ひ W れな いなの 巧 巧に な 生れた アイリ カは、 
むが 門 おで 化さる ことか 阳 巧で ないから お 化 巧みは、 むがの 巧に ならない。； 八 九 0 年 おはが 花、 小を、 巧 巧、 お 
油 巧の が 巧 おが 想 お 化め w 々の ••：： を みめて、 おなおの 山め る々 せは がかに 三 ハが に ルつ を" これは おが fSOg に 巧 
巧す る 若い 闻 たる ことのな 左で みる。 だから アメリカ人は、 供が が アイリ カを をが とする ことを ぶめ る けれども 
ア 力が 巧 洲をか 巧と するとは 化は 化かつた "をの おを がまた 功 困な 巧ぶ 化かを 巧ムほ 凶と なつ わので A る。 

巧る にぶ ま 拓十年 脚の 夕 化は、 下 メ9 力の おん X みに 巧いて は 成 巧 おが 巧 化し、 A 化では » 巧 おが 巧 化するな 
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W を 況^と 々い T 


み をれ へ わ。 巧ち 一九 HA おには、 供 w にがいて 狸な なのか# が お 0 かを 占め、 ザぶな を 化へ る 巧に セ 0 巧に 巧 
かしでおたり このザ巧は、 下ィリ々と»も«巧姐巧なくしてはホ巧水申を巧巧レ得ないじとを示す0 了-.^リカが 
は 巧 W から】 巧し で MWW とれり、 巧 本 W から エぶ W に 巧り、 を 化掛を 巧みが みとして tt める が 巧に 迫られ わは 
卜：、 W おのな なは 吓に 向は ざろ を 巧ない。 をれ か 一丸】 丸が W おの 7 ィ V 々が 巧 助した 琪 巧であつた。 

下： ホを 巧の 化 地から 化れば、 お ホ 巧 巧の « おは 必 だのが ぶで ホる から、 ブ レー ンやマ ザ 中ンレ I のかを 識 巧は 
凤 にこの ことを n 巧して ゐ わが、 巧し 杞巧 の，：： わなち の 巧 おい アメ 9 力に 巧いて は、 をを 化の, JI がの 巧な はが か 
に 一 0 かに も おりじい。 なつて 巧づ接 入の 巧 度を 嘴へ て、 W 巧の 化 巧を 化ず、 み. かの 乂閒 はおとして 曲 内 かがの 
わのに 谢 いで ゐる 。をして、 化の 大巧と 巧ぶ g 巧を 巧 わなく とも、 けみ 一彻の 力で おき、 « 力で 巧 巧し、 なむ こ 
とが 化 おる との。 ぶを が < して 巧た。 かやうな 巧 山から、 巧 巧れ 巧 や 販巧か 巧に ぞ むする ニュ —31 クが 化の 廚 
てを ボ がな 巧 巧ぶ の必 巧を 巧 巧ナる 巧に も、 乂 ホの 巧みけ：^ ィリ カめ 巧ぶ みを 抬で よろ としむ かつ ホので ホ る- 

か、 る 巧 巧に 巧 おしれ アメリカ人は W 巧のに 巧め て 大巧 们で ホる-巧 るに をの 退り ぶは 巧 牌ので ホる-がち モ 
ラ リズムに 巧いて け ィギリスが であ 5、 お 巧に 巧ぶ ナ るが にがいて は ケル ト 人ぶ である 〇 あらゆる 牌 巧を モラ A 
の 巧 化から 巧ようと するな 巧は 巧が なから 巧け 0 いだ プ "テス タントの^ にがが する" がち 巧 人と しで t 、 公 
人と しで も、 モラルに 從 つて 巧 巧し、 なむの みかに 版 しれければ ならわと おへる。 巧し 天 化の—； 5^ たる アメリカ 
人は む 分け 身 だけでは なく、 他人を も、 か拍人 さへ も W 巧に が 巧は# なければ ホが しない。 この « 助から 化れ 
ば、 化 巧は 夭 巧 »进 ぶに 化 朱 止つて ゐ る。 從 つてみ がの 判 巧に 巧して はわら ゆる sr をに 巧の 中ぶ 巧 神は れい。 化 
巧は ホら ゆる 問 巧に 0 いてせ なし、 巧 U を 注 •へねば おが 巧 4 ない ので あるから、 れ W のと じろ、 巧 巧 か 不巧巧 
か、 かすか、 ホさない わを ホぶ しようと する 態を 执 る。 
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おんど M じが 化に 化が 上の 瞄 則、 化か 瞄 則に おする 巧" もない。 巧に アイリ カの 巧 w 枯 神に かする CS をは 巧の 
力を U つても かかし 5 S ない 巧 的な もので あつて、 な 衆 坦が巧 化 W が、々 H まで ホいて 來 わなは 巧 巧に 化し かつれ 
とい じて わる 〇巧 つて ± わ、 化 巧が あ 化に 巧して 承し わ笨： 小れ 化な 巧 化は、： つのぶ 义 化に 巧卞 るみ じでは な < 
て、 ょりを おのれ ホな のな となる ので ある U 5" こ。 

元が アイ 9 力 人の 抱く 义明 巧は 一味 巧时の もので みる" アメリカ人 のがる 义峭 とは、 葛 n みの あ 巧 巧ぶ、 ぶ 
をであるみ川巧にぶ巧のにお巧れ巧が、 をしてアメリカおぶホぶと巧する化ホ巧が、 をれ巧が一がホ^^^^^^のがに 
がいで アメリカの U 巧と なつて わる。 をして これを 巧 化ける ものが 巧： 丸十 年 閒 のな ホ W の 族 化で ある レ 

一九； 一; A がの】 巧に"— ズヴ * ルト 乂が がは 巧 ♦に 巧す る イプ セ— ジの 中に、 アイ 9 々人が 巧 も 大功な 9 と 化 
ム：^巧は、 巧】 に：^れの巧か、 巧二にゴなのむか、 巧一：：に巧沒に化る化め化なであるとぷべわ。 ザ々 ブ ラ シ ー 
は、 了/リカ 人の H 巧を 巧を ぶが し、 をの 化が の进扣 とむ 9、 人 あ 巧 巧と なつで 巧 さて わる レ 化ぶ ホぶ け 化 巧に 
とつで がなる 化が のがぶ では じくして、 了イ 9 力れ々 の r が ホの なぶ .1 をな すので ある』 

化つ て T メ 9 力の 巧ん お义 化が 渡を むがし# 巧す るぶ と 化が とに 巧して、 了イ j 力は 人； たおぶ である-お 州 
人は さし わるを 巧む しに 『ナチズムは ドイツに ながす る J 、 『フ T シズ ムは イタ H — 人に 巧 巧で ある J 、 『ホ ホ おぶ 
は" シアに むつて つけで ある」 と ザ， へつ、、 K ち书 巧は は 治な ぶの 一つの 典 巧に ぷ ザない と ホ W で 論 巧し ぅるの 
であるが、 アイ*力乂にはをれが巧る»がであつて、 了イリカを义が卞るれホ、 かみが化をかがから教<^する巧 
とはは つてめ ホの 巧を 沙ホ であると ザへ る-お 洲 から 化は る K ホ ホぶ 巧 巧の 巧は、 こたら の 了/リカ 人に かつて 
は 巧め か觀や イデ ホ" ジー にかす るな 巧では むくて、 了メ y 力を 巧 5 トーげ る 本 巧の ながぶ にかす るな 巧な りと 议 
ザるレ だからを巧ホぶのあ湖の巧及をなルめることは、 なホ曲の巧大閱む^^であり、 じれに呆化すことが巧神の 
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おを であり、 化が のの 十 芋 ザで あると なすので わる 0 

をの巧にがの巧义に：^のの-::山や昔みの白かが妹巧せられ、 巧^1|に化る巧治化化がホ*にか巧するのを化て、 
アイリ カ 人は 世が の试 潮が アイリ カが 神に 巧 巧す ると ぷサ る。 を 化 ホ 巧 W が、 W おおぶ を W 巧し、 曲 巧な をが 规 
ナ る^を 巧め て、 をれ を迪失 W 上の 化が なりと 化る ので ホる。 

巧に爵忙がけるを警：§藍は、 てミ在がしい^^神蓋をしわ。 19力人は寬葛してム吴 

曲の 巧 化を お 件卞る ことを 巧を し、 巧いで をの 巧 かを 逸殆 ならしめ る 巧れ をる R がの か 巧 わらを 类 なをが 術す 
る ことを がの な阳 巧と じじて ゐる y もれれ にこを 化ぶ ホ 逆の 版 則と 田 陪化規 の 巧な とを 巧 おして、 これ じ 化つ 
て r がぶ ある 柏な を 巧」 をのぶ する ことが 化 嘴の 化が がの お 巧を なナ ので ある。 

二 巧 巧阳平 巧への 朽お 、 

化を いづれ のが 巧に がいて ちお换 W 巧 S 巧は ，り己 巧 巧の 本能の 去 化つ。. ト イツが 生 巧 曲の 巧 水と ち ひ、 
イギリス がな 湘の巧 力み 術の ためにの ふと 描し、 アメリカが モン"— ホ 並を 巧 持す ると ホ おする のは、 巧す ると 
ころむ- 化の 衍 かから 化かす る もので あつて、 時に 從 ひぶに 化 0 てを の 形を 巧に ずるに 遇 ダむ い。 了イ V 力 0 
ァ かなか巧は地巧化に化て， 歐がに巧しては巧化ホぶと化り、 巧化にみつでは門口閒がホぶと脚し、 ^?^;<陡にがて 
い は モン a — ホ茲と 化へ る けれども、 が 本に S ? ればロ シン トン 火が 巧の 逆 抓に な 巧す ると 考 へて、 § は をの 閒に 
い ネ巧 ホり とおは ない。 W 大巧が 化の わめと をら ば、 み 巧が の 化が にを 力を 巧ゐる じと もがす べきに ホず とお おす 
^ る。 巧* ご— ホぶ の 一 萬が 化かに ち 半： だ 巧 はれ、 をの 近 用 K ミ阳ホ 巧に 限嚳 おて わたが ち々， ル 
W スンみ PI ズヴ t ルト のか 巧が、 ホ W か 女の 巧 A 十 化の MW であるか のかを 印み を 巧へ る。 をれ はか W わら 化て 
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かく 映ず るの みなら 卞 ，了 イリ カん n みに がいても この 机 S よ 巧を 说峭 する に 巧し わ狀 化に ホる" これを か M に 
が 巧すべき かが モン 3 1 ぶぶ と ホ 曲を 巧の む 巧との 關 巧に 於いてが 駐 となる ので ホる。 

一八 尤〇 お W がの アィ リカは 被 お 曲と して WW の 隅 巧に 専ぶ 巧の しわ。 このけ 化の 巧を が 化 曲の 巧は にで ホ ホ 
ず、 W 洲ぶ 巧との 扮乎 K 巧 込まれむ いこと にを つたのは 巧 巧で ホつ て、 これを モン" I 书 巧と ホ づけ、 ぶは 曲と 
閒姆 のた めの-- 化 化の 天 か」 とげぶ にしても アメリカ人の 円， しが あの 本能は 巧ぶ もがせられる こと はれ かつ ホ U 
けれどもアメリカの巧おと阳力のおげとは、 いつのがにかアメ0力人をしてちな^|<に两ザ巧なホの乂巧に化を 
巧み 出さし め わ。 この 狀 巧を がみと して 巧 二十 化 だの 初贿 には P . ご ズヴ でん トー 巧 (レ* ド ごの 巧 ホな なすが 现 
れ たので ある。 化は いふ、 

『アイリ カ 柏 おが 裝に めいて お 巧れ 巧が を 巧ず 可を やみやは 、をが 进 巧の 惊 地は ない。 ちれは ザ 巧の おおに 
巧つ て おかのに ホぶ されて わる。 巧 巧は をのな 巧を 巧 ナベを 巧 化を もつ。々 巧 巧の ホ 兜し ぅる t とは、 をの 巧 
がを か 何に 巧忆 がず るかの 巧に 巧る 。 J 

これと 间 一の 巧 林が 巧 ー ホ 化み 大巧に 巧して ゥィル スン のぞ 巧 ホぶ となつ た-ちみ アメリカの 曲は 大 ホは 阳半 
巧を巧巧とずるホ耕巧の巧巧を巧一巧と：^じ、 な洲义はアジ了のおずに巧込むことを激れリとホへ でわることは 
々も かも 巧り-はない 。これを 中な： とお ひ、 双ぶ 論 ホと 巧ぶ にしても、 を T イリ カ 人の M 中に 大な 9 ルな りこ 
れと时 巧の 巧满が 巧む ことに 巧の 餘化 はない。 なし 卞ンキ I のむ 己 巧 巧が 巧 巧が 巧 化 アメリカと いふず 〇 巧む 地 
巧 巧に 化る じと を 巧さない 化み 的 巧のに 巧が せられて、 こ、 に W 巧に 巧す る 卞巧政 巧と なつて 現れる" アグ ムス 
•ギボン K の 音を 持 りていへ ば 『米 W のを 巧は 巧に 度 おのな 則に 巧つて、； W の W 巧が そのを をと 度 巧と が 巧 巧 
ザら れれと 巧つ た 巧に 巧 ふ もので あつて、 をれ をは 巧は ない とい ム晦 則を 文 巧す る」 もので ホる。 
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家な V 资を をゐ a 凄 茜、 ち- 2 藥完を 巧言た ミた 《ち さな お：：： 基へ をれば 化ら 

め。 をして ウ f ル 义ンも U — ズヴ H ル トニ 化 も巧邱 をを しわ かく ザ モクう シ— の據ぷ をを の化阳 とした-ウイル 
スン 大巧 巧が： 车 セが 買 二り のこ. セ— ジ にぶべ わ ミけ、 巧 巧に がけ ミ— ズヴ 王； の试 がと をく 空 
巧 かで ある" 

あ 巧は やかょ 9 各： 一。 su 夏ぶ 泛 St 透 十る 芝た 《S は ざ ミ 毎ない。：： 装は デモ プブ 

シー のために 巧 巧サら る、 じと を 巧す る y 巧 巧け ザ モク ラシー 5 わめに M ふので ある】 巧 巧せられ た 者が をの 
化 ホの 巧な 椎を かんが わめに、 巧が-せられわん 田 化の 術 巧と . H かの ために、 6 かな 曲 おのな； 5 に 巧つて、 一 均 
の冉 おに やかと たを とを 巧へ、 おぶ の义 W におつ て 化 ザ をれ 門み をして お 巧の 〇 山に 到泌サ しめんが ために、 
巧 巧は 巧に 巧 ふ おで ある：： 

じの 巧の 下に アメ "力は-ての 麻 化に 化ない 怒援 をつ て 零に なんだ - r ウイル スンが アメ ，力 人の 化 

れ きをを 巧 K 案」 わ 護 寡を おちて； 透 じ 芝 這を 蓋」 わ t とに 爱 をえ た？ ある 0J 

とブ T ランドせ 巧は なして & る。 

それにして 為 化 S て，* な w&rj ミ 巧平廷 巧す 其 f 庙 じ了ゐ ミで わらう か。 

地 巧 的には 大巧が とぶ ザな とを おへ、 が ホ 化には 巧怡 n 把のを 巧を 巧みうる 括の 巧ち、 化 巧の 広は アイ 
。力 望 ホ 巧 0G 仰を 巧 ず 57 が、 3¢： 化から 答 巧とは 沿」 VW を完で ホら ろか。 

チ r ルズ •ビ マ-ドは 乏赛 苗に、 『米 安の お驯 として、 火 葉ぶ は 巧な 品に 透され わを 違の 
をで み S . J と 巧い ちを 為忆 て， 艺 かぉ 覆には 阳ぶ备 が 强く衡 い T 、 業留お ぶと 抗 びつ 
いて ゐる 一巧る にけ 《 S をと 巧ち て" 力 人 《をに 達つ わ畫 は、 房 S 地から 化で、 アイ。 力は の 
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巧のに 巧を なクて おを で ホる か、 が 巧 的に 化て 巧 ザ 巧は 巧 が 円 足の プ "ブク わりが るか、 アィリ カ大 化は 
おぶち 巧 反 巧の 化が にの ホを ぶじて & るので はない か〇わ 、る け 大巧 巧 及び 太平が のが 巧に がける 勢力の お 
巧に お g むで わ 〇 かないとの、 む 巧を がり かし、 それが 大巧 ホぶ からか 巧 ホぶ にが 巧す るかげ 巧 巧* れつて 現れで 
わるので わるり 

アメリカが 巧 ザが にがな のが 巧を もつと ザへ るが 巧は、 巧】 にお 巧の 則 巧で あり、 まわ 姐 C とおな の刚涵 であ 
る U とはい ふを ミい" 巧 S に 巧な ホ 巧に 於いで はお 化 ァィ， 力の 地 化け 欧洲を 米との 閒 巧よ ミ 巧 かにが 巧 
である ことが 襄に 基され てが わ】 大援化 曲が 斐寶 違から 鼓 せらる、 時 巧は、 をのぶ 烙が 座に 化る 

かか こ 化る かの 化で ある"- 巧 中に 化を 巧 巧は ホん f 的は A むらむ いな 度で あ a 一を して 巧 物 & を にないても、 油^、 
格 かに 巧いても、 化 地は か 巧に が 上に をの 化かを 巧らざる をがない 化 化に なつた- 

例へ ば ル ー マニアの 石 加は、 が 巧に ホク ては 大陆 の 油が によらず して、 巧 かから 地中み を 粒て ドイツに な ば 
れ 、ドイツの お 次は ビスケ— 巧を 巧が つて 地中 おの 灌 にが ばれ わ。 

么 をニユ 13 — ク の硏に とれば、 ルぞ巧 おおの おなが 巧は 二 化ゴ： 九が ah - ua が％ 审 W 巧に して カンザス シ 
チ li でな 巧が； 一; 仙 牛で ホつ たが、 化 巧に しで 9 ヴ r プール 生で 十一 一一 袖に 巧ぎ なかつ わ。 がち コスト 距離に 巧い 
ては 大巧を 搭 へる 方が 近いとの おみになる-化 ホの ウィスコンシンを 中む として 夕 へる W 合ち お ホの ブ エノス 
アイ レスは トルコの T ン カラと M じ 巧 巧に あり、 ボ リヴィアの 巧が は、々 ィス コン シンよりも ジブラルタルの 方 
に 近い。 ジブラルタルから すれば マイ 了 ミよりも お ホの 被 巧の 方が 近く、 ドイツず がス コプト ランドを A 筑しホ 
おな には' ペルー の リマを よがした 班な よりもを かに リシン トンに 巧 巧して たるので ある。 

おに 文化の 巧 巧から 化れば、 巧 人 巧を 除く ネ くのは 化 ホは ながを U つて 巧の ながと おへ、 をのな お、 な 巧は々 
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化を の化亿 お化して 方る。 t れを ラテン ホの 械 W 化た る お •中 ホが W に比べて はかが S 巧 M t の A ではない 0 
巧 巧 的に 化て、 アイリ カの 诉 外面が はお 田と をの. り 治 巧を 巧が として ゐ るが、 が 米 诚尚も ホ、 北米と 巧 ホのを 
物を 採が に 巧 出して をの 巧 ホを 化て てろ る。： 丸 S セ おにみ がは I: 卜 化かけ b 的み 巧を 帘米 大巧から « 人 しわの 
を 化ても ラテン •了 イ け 力の 捉 ホが W ぶに 巧が する かは 叫.：； で 友る- 
之に 巧な 卞る アイリ々 の ホ 巧け、 ド > •ツタ^に おおして ラテン •了 イリ カの が ホを が 化する ために、 化 米ぅる 
昭リ巧牢巧の結ホの円給巧を街ザることにか〇とずる。 ホづけでを^^巧の巧お及び化ホ品のけ巧をか〇、 これ 
に從 つて 化 ホを 巧 巧す る じと に 巧め、 抱な エホの 巧 速を 化逾 してな 洲化 がの 巧 也を が じ、： 史 にを 油、 油い 巧を ぶ 
巧し ょろ とがぶ して ゐ る。 をれ が 新 化 焊の巧 化を ぶぅ する 巧 W な 〇と夕 へる ので ある (化 3)0 

ぶに 两牢 がを 阳 巧の 化 地から 化る 3? なに、 お 化 アイリ カは •おとして 大巧ので なくして 、巧つて おがの M おで 
ある ことを 特化と する-おつて 中 •お ホに 巧 十る 化 ホの お 巧は 化に が 上から 巧 はれな はれば ならめ。 巧る にが 布 
のげ々 は 作 巧 化 地から 出かす ろ 巧な に 比 巧して 沾 おする。 化つて がわの 巧が が マイアミょ 〇 も ジブラルタルに 巧 
い 形 遊に がいで 化 ホが 艰の もつ 巧が がか 何に 巧 巧で あるかは が 巧す るに 化る ので* る。 

だからが 巧の 曲がに％ がを 巧く 巧に、 アイリ カが 大巧が の 化 巧に > たの 關 むを もつ ことは ななの M がであつて、 
モン" 1 ホ 巧は 巧るな 巧に がいて 今 H まで お 田が ぶに 化： i した もので あつ ホ。 サてゥ ♦ルタ ー •リ づプ マンが い 
つ わかく、 米 曲が 化掉乂 巧に を 加した のは、 大巧 巧の 化 巧が 了 メリ カと W 巧れ ない 巧^の 平に 史 おされる ことを 
化げ るに がつ わと すれば、 午 M 《巧ぶ 巧 助が のか 巧は、 『 M . の巧阳 から M : の 紀 典を 化ず る」 瞄 則の a がで あ 
る。 巧が W がに わ 巧の 曲な をが 化して モン"— ゎ 巧を ホ 化しれ アイ a 力ん は、 巧 巧け か 巧 ホの わめに 巧つ て かが 
的 曲がの 奸が 一巧 化ぶな t とに 乂附 いて おた。 お ホを JeA 询に g しても、 をの 巧 力は W 巧 巧が の 巧に がいて 巧 




がに 及ばない ことは ili かの ホす ところで わり、 巧 巧の ゴムと がと コプ ラな くして ホ w の w 巧け ぶきを 辦な いこと 
も 叫 巧で ホる" かくしで モン"— ホ 巧は 必 巧のに 大巧の 化 曲から 曲 巧 的 巧 曲に する の 化む をがざる におつた 

ものである レ • 

をれ にも 柄らず T/ リカ 合ホ阳 にあいて は、 モン"— ホ 巧が 巧 化-か 了イ 9 力に 巧 用され るとの 供扶の 巧を が お 
力で ある わめに、 が扣 のかを なぶを 巧みに 巧が させる C とに 多大の 巧 巧を がふ 巧 Q でれ < 、一且 蘭ホ祐 H が 供 化 
田に 引ボ けられた 巧には、 これち の 巧 田れ ら 期な しわ 巧 力と が 巧を 失つ て、 化 米の W 巧は ぶしく せかに 店らざる 
をが れい。 大巧が のがが 橄が类 おにと つで 巧 巧の 閒超 だと 巧へ る お 巧け、 リンド バ ー グの W な » に 巧へ て、 一 
化请 ホが が 想が 約の ザ 中に 祖られ わなら、 化 ホの な 係は 巧 だし <闲 巧 とれる もち おする ので ホる 0 

をの 上に ラテン - T イリ カ 巧 田の 供 おは、 两ザ 巧の がか 巧と いつても、 巧 ホ ホ 巧の おが 巧く S に A 込んで わ 
る 巧で はれく、 スペインと ポルトガルの® &を 化した 巧 も、 巧* 巧 かを 故 おして、々 か 巧 巧な おの 巧を 化しない 
巧が にわる。 をれ にかへ て ドイツ、 イダ VI あの 巧 民が々 地に 巧 « を がぶ しで、- 本 W との 蹄 巧は 巧が わるれ なの 
上に 巧が せられて もる。 巧 巧 マ ァザシ a のな 媒に 巧して アイ—々 人の# おが 失る のは これが わ わで ホる U 

巧 米に 在る ドイツけ 民は ブラジルを お 巧と しで 九十 巧、 ホいで 了 ル ゼン ホンの 二十 S 巧、 チリ ー が 二十 萬、 パ 
ラゲ r イに二 巧、々 A グ 7 イ に】 巧、 をの 他は 大抢 四、 冗 千 招 巧で、 巧 米を おで 巧の 十 巧に 上る-- なつて ブラ 
ジル、 了 ル ゼン ナン、 チ VI では 人 巧 かに も W 巧の 巧 力を 巧して ゐる 。殊に ブラジルは 地 巧 的に 捉も了 マリカ 大 
巧に 近 S 上に、 九十 巧 人の ドイツ 系が 巧 化する わめ、 n — ズヴ 1 ルト 火が 巧は なにな •へる 巧 巧の 中で 巧に ブ 
ラジ ルの ホを な 凹 がげ 『アソ I レス や カホ ヴ王ル ダは ブラジルと をの 巧 お 共 か W のが - H 巧 辛と！* 化に 巧す るげ 反 
的な 巧の 巧 化な とれる であらろ』 とが 巧して ゐ るの もこの 邮のザ 巧を； S 賊卞ろ ものである-巧 か、 巧 約 米 W の 中 
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•巧 ホ 化 巧に が 巧と なつた のは々 ルザ ナ乂げ 巧の イ午シ n と、 これ 巧 巧 ホ ABC 田で もつ ホが、 イキ シコが 化に 
なをに ホ 田の 巧为 旧に W しわ 中 H にがいて は、 ゾラ ジル、 アルゼンチン、 チリー の S 曲が 巧 かに 巧る ホ SIR 力と 
れつて わる 巧 化で ホる。 

一九 四 一が 冗 巧 二十 セ H、 a— ズヴ H ルトは 例の 泣 巧が 巧に 於いて ラテン •アメリカに 巧 及し 『ホが のな 册は 
ドイツの 化 巧 巧 化の せ 巧 巧に 巧 われて わる 。をの 時は、 ホが の 巧 « ザの椎 巧と か 生 巧 水 巧な どは か 巧 ばされ、 米 
州の 巧 夫は 明かに とヒ》 トラー の わめの 化な 化に だ面ナ るで あらぅ。 さウ して】 巧の 生を 巧な 卽ち巧 ホ、 H 
ちが ホ、 農 巧 巧は か、 るが 巧の 下では をな 巧 巧され、 をの お 巧 はれな、 化ち 公典 ザ ホ、 巧が にね ホる 巧 巧を 
がす 孔と なり、： ：2 巧の 6 かと 巧が はみ 巧され るに な ひない.！ と 巧べ て、 ヒ》 トウ ー の R 巧は 中-南米 巧 W の 田 民 
を 巧を 巧 巧から 巧 巧す るで わらぅ し、 现に巧 巧し つ、 わると 巧いで、 を 米の 巧 ホに 巧 巧な « 巧を 巧へ ホ。 

れ< しでを 巧の 了 イリ カは、 田 巧の 上から 巧濟 のな 地から、 まわ 政 巧と 文化の 巧 本の あなの 上れら 防 巧の 巧を 
おつて、 柏 大巧を がるに 足る 乎な をな 巧に 巧 じなければ、# 大巧は ぶ乂れ 々煤に 巧され ると 巧 巧し、！！— ズヴ * 
ルト^ J ^してが爐巧が巧に於いて 『米»はホ田.りみの巧化のわめに巧での、 をして巧わにかおなモ巧をとつホ- ホ 
づ 巧* は阳ザ がをお： 一: のな なから 巧 巧す る わめ 他の ホ洲 がか 闽と 一ぶ のな ぶを が おしつ、 ある J を说 るに おらし 
め わので ある" 

二 中ぶ 化の 制 お W が 

ヴで ル サイ ユ牛 5 ♦巧 W 後の T / リカ あは、 を 巧の がが さめて 冉 び巧么 おぶ のな にみ ± れわ 。一九二 0 ザの 


m 


ご； 巧に、 了 ィリ々 A 院はヴ * ル サイ ュ化 巧の 批准を】 扭 し、 议巧祐 班への を 姑を 巧谋 に 閒ム かを がで 巧 はれ 
わ大載巧巧巧では、 ゥィ ルスンを巧巧|!^の巧にホ脚させて了0わ。 

义も アイリ カを おの 巧 向わら おれば、 巧ぶ ホ 巧の 巧が はかな 巧の 巧い 化を もつては わな かつた" がか 巧の 巧が 
は ゥィル スンに 巧す る 個人的な ぶが 化 入して 作用し、 曲 巧 巧 取と か、 な 州剛趙 への 干 巧と かが T メ V 力 人に 寒 想 
のがを 巧へ わからで あつて、 が 巧は 化が 的 巧 巧 まわは 任 おの 巧材に 巧して な洲 巧との なぶを 拒る する 巧 ホと 解 
す •へを ではれ かつた 。それは にじを 巧ぶ ホ 巧と 卞巧ホ 巧との 中 問を 巧拘 しつ、 わつ わ 了 メリ カは、 一九二 一年に 
ヴ シン トンみ 巧を 巧 化して、 ホる 巧 巧まで 化 曲の 巧を 巧 巧 ホ 茂に ぶ W つてが わ。 巧洲に 巧しても をの 巧 ホな 巧を 
期巧して、巧巧《がや赔«叫巧に閣巧し、 一おず巧み£5に巧巧な巧1^»を利巧し、 マーヴ7|乂巧巧は巧がモブ 
トリ アムを 巧 巧し、 一を 1 A がの す 巧が 約に 巧 靖を化 つわり 

ついで】 九 岩 in 年に 大が 巧に 巧 巧し わ フランクリン • " I ズヴ王 ルトは 明かに 巧 おお 巧が としてな W しわ。 巧 
し をれ が 化 本来の 巧 向に なをし わ もので おかつ わ ことは、 をの 巧に めける 彼の だのに 化で かく お » しぅる ので ホ 
る。 化は 一九 年に 邮 巧が ホみ 巧を 閒 いて" ン ドンに 列站 のけ おぶ をが 化した が、 中ぶ にしで マ メリ カ 曲 巧の 
粹ホ巧 巧け ぶを 化ポ する かきな 巧に 陷る ことを m れ て、 说を W を 巧して 了つ わ" おえて 一九 HH ハ 年に シ a — 
ト ー カの 巧說 にめ いて 彼は、 i . 曲 巧 または 阳 ホからの か衬 なる 巧 近に も 巧らず、 ザ かと 中ぶ を 化 巧と する 巧 ホ 巧 
巧を とる」 旨を め 来した。 

巧 巧が 巧 巧む 巧々 のかみ として％ 明を 求めん とする-一の みおは、 アイリ カと イギリスとの 閱巧 である" 北米の 
巧 曲巧關 もない 一丸 二 一二 年に、 火が 巧 モン"— のか ホし わな 苦は、 なにち W 巧 力の 椎巧 人が 化 いわことは ほれな 
ま である。 がち モン ロ I はお 巧 W ぶの 巧 ひのでを おり 切つて カンニングの 化 巧に 巧 度し わので ホつ ホ。 
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化が 大巧の 進行に 作つて •乂巧 巧 ゥィル スンが：： に 中 化の を 叫びつ、、 ぶ、 いを 栽への をを 巧 かしで、 ザ！！ 
のが 巧を を 曲した こと も闲 巧の ザげ である。 おに 一九二】 がの ワシントンみ 巧が いは ピ英 •ホの なかに 巧る もの 
であつて、 これ じ 巧つ てな 火の 巧 巧を 化め わ闻は イザ リスで あつた J へ ， W のな 洗 大巧に 巧しても、 アメリカ人が 
了ンご •サク ブン が冉巧 組が 一 をれ は 巧 巧 g 援 一！! 越 如に 化つ て、 おち 卞：巧 的 一巧 化 巧を がわよぅ みする— 
— のが 巧を 的 おにが めて ゐる じとは 巧ム可 わらざる ザ 巧で をつて、 ぶ 曲 巧が これに 巧 乎を なは せて、 巧-ホの】 
がを な讲 する がかは ワシントン か 巧 W 巧 漸次を 晒 化して 進行を がけた。 

.をのげ けにが ける アメリカは 確かに 二 阳のお ホ 化 巧 —— がち 孤ぶ ホ 巧と モ巧巧 巧との 閒 にが 巧して ゐホ 。をし 
て 巧が 化 水を 巧つ わが 巧 あがと、 これが 巧 巧と して 採用せられ ホニュ I •ず I ルとは を 米の 閒 むを 内政 閒 巧に 化 
中 させ われめに、 峡 がに 巧しても 、化 巧の がけに 巧し 一、 も、 ホを 义バ によるれ なや 站 巧 W ホに 巧 力を 倾 おず るな 
巧を おたな かつ ホ J 

ところが】 九 SK ザに 枯 まつた エチオピア 化 服 巧は、 ながに ながの 悄 巧を K 迫 させて、 ー ホを 狭れば、 T メリ 
力が じれに 巧を 込まれる なおさへ も现 して 來 わ。 中 义游に まがされ ホ 巧 論と， ず 巧みに ないて ゐわ ワシントン お 
がとの 問には 乂 をれ 巧が 巧 かれて おれ 〇 けて 一九二 丸 年 十月に アイリ カを なれた イギリス なが ラム ゼ ー .マク ド 
I ナル F が、 マ I ヴ 7 1 火 巧が とみ U して 巧！！： な：： a をが おし、 r 巧 •わ W 田 かがは やか &お 。，グ •パク ト) を 
はつて 巧な のな W としての みむらず、 この IW 約に ザ じて 阳 巧を 巧 利卞ろ 巧が 的 巧 巧な りと して ホ 巧す るの ホむ を 
巧つ」 と 巧 明し わがた， をが なして、 y イリ カの 巧ぶ は】 時 かがの 併け* か 巧に $ を 抱を 初めれ。 来より ホ W と 巧 
も 化 ホから 巧 化する じとの 出 巧ない ことは は ホの 姑な すると こみで わるが •他 的との 協 如を •みぶ する ことは じれ 
がわめ に 巧 ザに 引 入れられる じと を 巧. みする 巧睐で おる。 だから 供洲 が 巧の な进 と共に i 乂三冗 ザの ホけ 巧 ホ W 


; 狐 


0 が 巧には 化かの 巧 帝に 引 込まれる ことを が ムナる わめの 巧* のな 策が 巧采 されれ 0 
下 持に 現れ ホ マ クス ユ1ン おは、 ちとして 巧げ が 巧を 巧が-する 方面から -> •おされて がわし、 h なに 巧 化されれ 
ナイ おはこれ を ； W 枯 巧に 巧し 巡め たもので あつた 0 M がに 上 巧の 巧 おお ホ お董 で 州 巧せられ たものは、 
(イ) を 巧 田に 巧す るを 摄巧 巧の 巧 ル、 (こを 巧 W への 巧を M 巧 巧ち 《ハ 】 T メ a 力む はの 巧ず が 域 おけ 巧 化 
巧を か 子と ナる もので あつ わが、 ちれには 化が 巧げ 中 化の W 班を あがす るので あるから 、田が 巧に がいても をの 
巧ぶ 巧究を 雄め る ことにな つわり 

) 九 ご 舌 年 A 巧 一; 十一 H 、 大化 巧の 巧 可を がわる T イリ カ W なのな W 化 巧は みの かを ザ 巧を 巧ぶ し、 これを 乂 
巧 巧の 中 化な すと しで 巧 ホす る ことと しわ 一な 4) り 

一 诏义は 化 M の阳に 巧での 调始 せられ わる お 合には、 火が 巧は この かげを な 明し、 巧 お、 巧 おお i わは おで 巧 
化、 その他 大が 巧の 巧を ずる 一切の ものを た 巧 W 、 まわは を 巧 W に 巧みへ る U のを W つて 中な 惟へ み 化する こ 
もを-巧ん す。 

アメ 9 力 お K はむ 己のを おに t るの か、 を 巧 W の份 かに 化り 化 巧す る ことを； 2 ず- 大が 巧は 交 巧 W 巧 水 K の 入 
湛を巧 ルし、 及びを がに めいて 巧巧阳 かかへ 巧みへ るりのを W つて 了/リカ 淮« ょ 〇 人む 父は がが おを 巧ぶ す 
る ことを 巧 止卞る じと を 巧べ し 0 

この 化 化は 义 しくな ホ 曲が ホ 班して おわか 化む 山の 瞄 則に y ぶを 化へ る もので ホつ たが、 巧 時の アイリ カなみ 
はお 巧 W との お «_ 面を W みする こみには りて 巧 ザに 巧 込 t れる ことを 巧ぐ 巧の みに 巧 おを むいた ものであるが、 
わ、 るむ 巧は 大 化に 巧いて、 中立み にぶ W せられ わ 7 イ g 力 大巧の むけを K 试卞る もので あ 0 ホ。 

一九 一:: 六牟に 人つて 中 化 化に M する 巧みは 一げ 巧ん に 田は ごれ わ。 « なれに 於いては をのな 巧 化を 巧め てが 久 
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W を讲 と 々リィ T 


的 法 親と ナるホ 策で あつ わが、 これに かするな 正な 化が ホ ホが から 現れて、 これを 巧 巧せ しわる こもは 不可 巧で 
あつた。 をのた わにれ おはが 义 注の 刺ぶ を 化 ひ 止つ て、 巧び が 村み 巧 策を】 ヶ年閒 •化 おする ことと し、 おしを 巧 
おとして 佈 かにを 巧 W だ 巧す るを W 卜： のか 引を 巧 止す る规 ぶを 神人した" t れ が； 九； I ; 六 お 二 巧 十九 H の お M 巧 
巧で あつで、 をのな 如は 一九；：： とが 叫 巧；；--?- りまで 巧 巧す る ことにれ つた- 

H 乎 ォビ 了 班 巧の 於が に 化 〇、 もが 巧は：：：：： か 化な 5 か 化を が 除し わけれ ども、 刚 もたく 超つ わ スペイン 内 化 
に 化が しで、 これに 中み 化の 谊 川を-巧 水す る 巧 がれく た 0 わ】 がし 中哺 法は か 曲の 内 化に 脚す る规 をを をめ でゐ 
ない ので ホる わら、 これを をの 化に して スペイン 内 化に 近 州 する ことが 化 おない な、 巧 お 巧 坦が巧 巧 とれる 拉巧 
のげ 陷 がか 化されで、 中 化 化に 何 巧 わの 巧 あを が 巧と 卞る おが 识巧 的と むつた。 

が ♦のがな は、 な M か 巧の お 巧が 大巧が の 巧 かに 巧つて 巧 助され る ことに 不 洗で ホつ ホ。 と M 巧に、 巧 义ホ巧 
のが 向け かな。 に寶で A つ わが、 h 院に 巧いて はピ ごご 策に ょり、 文 下な にがいて は マ こイ ゾルザの 巧 
ぶに ょり、 一丸； 一扣 がの 中 か： 化と か . M 巧の ものが 可 化された レ この 巧ボに 巧し 曲がみ 化ム 了— が 『わなり み 担 
ナベ ま」 ものと 巧ゴ しわ ことに 化り、 巧が の 巧が は 操 測す るに 担る。 

; 九 云 セ 牟中化 化 のれ も ホが なが 正が は 巧の キャ ザシユ •ユン ド •サャ V — (巧を 拂 nw おホ義 一の 巧 巧で ホる 
が、 この 钱化に 化へ ば、 全 巧 的の 巧 かみが も、 巧みが にて W おな を 巧 化る ことのむ かを なめられる 。ちれは 一枉 
してを あ W 巧ぶ にぶめ られ るむ かで ホる けれどを、 义巧阳 の おが 巧： にを 巧の 乂を いみなには、 が 巧.！^ « 々化が 
凶の みが おしぅ K ^. z 山と 化 十 る S で ホろ ちを 巧のに いへ ば爵太 巧の ぎには、 巧に ちな をが するな 
巧と むる ことは 叫 松で ホつて、 か、 る 例外が 进 けら わ わのは、 父巧阳 からのを をむ 化 巧を が I わ 了 イリ ヵ闲 かの 
巧な ホ 巧と、 あ 巧との 協が を 期む する"— ズ 々 H ル トー 很 との 巧な のな 化に かれら 2 もので あつた。 巧つて 、 W 


ぶ fc ; 


ながむ w 牠卞 •苑」 の 巧 H 【中な 化が 二 巧) はがの 期間を 一丸 s 丸が K 巧： り i でと し、 化かに ニヶ ザの 化かを 典へ 
るに 止めた。 をれ が 巧 H リシン トン かがに 巧が の 巧を 巧し わので をつ わ y 

】 丸兰 とおけ アィリ々 の ホぶ め 巧に がいて 一げ 奶を 巧し わがで わる- 大が 供は 中な 化に ょる お 化な 比の な H を 
巧 巧の みに な 5, をの 卜. り 山 巧 巧 地を-で こ 巧が 了る ことと しわ- 卜 •巧の 巧 H け、 W か 曲と 被 w か 曲との おがを 
なける ことに W 巧で* つ わけれ ども、 曲 巧 巧知な 巧は をの おな 巧で をつ わ。 SI ズヴ 1 ルト はまた 大找诏 のかを 
大巧を が拟 せんとす るぶ かに 巧し でな 向から 規を巧 か ■『米 拍 のを 巧閒趙 にないては 人は 巧 巧を 巧 ふべ し」 と規 
ぶす るブザ ド" I 化 策が 化 閒の人 W をが れつて わ わに みらず、 巧みに がいて は奋 化されで 了つ た 《巧-。】。 

一丸 S わ 年た 巧、 ぶが 化 巧の 巧 巧に 化つて アメリヵの 讲 むは 错が閒 巧に 化 中され わ。 t 巧 十六 H に ハル 巧が の 
おし わな 明は 一な の闽に 巧す るな 味の ものでは おかつ わけれ どん、 S 巧の 巧に 义がザ 巧に 巧な する もので あるじ 
とが 了 巧され わ 0 

ハル 巧 明は 7/ リ 々げかの 一 股 的ぶ むを 两 W しわ もので あつて、 をの 中には 丸ヶ W 化 約と か、 す 巧が 約 巧を 引 
がしな わつ たじと も ワシントンの 诉 ぶな 援 をみ す ものであつた 。ハルな 明の 巧 任は ホの 姐り である {ttnr 

《一】 化が のか W なるな みに がける みず も、 をれ が ぉ供の 愤 なにが 巧し ない ものは ない。 

ごこた M はなが 一巧して 平 かが 巧を 巧 巧して 方る。 まわ 巧ぶ の 及び W 巧 的‘：： がを 巧 策す る。 

ご n ) ホ 曲は 2： 束を 巧の A として 巧 力を 巧 化し > または 他阳 の 内は に卞 ホず る ことに W かする。 

《网) 巧な 份 での 半 か 的な 狎に左 かする。 

(近) ホ H はが 巧の 神 巧、 田 巧ぶ 巧ぶ のけ あを 巧 ザす る。 

《ホ》 ホ M は ホ 巧の 巧 ホ 巧ぶ、 がつて 巧み 巧で、 M 巧试 巧の 巧： 卜 をた おす。 


細 


W 泣況 々リィ T 


《セ) 米 田は ザ 併の 及びが ルを 艾轉 す。 

この 巧 明は】 お原则 として 下 ィリ ヵ 巧 おの 义 巧を 巧け わが、 ホ W 软 おがが お 阿 巧に 巧いで 化 故 的に か 何れる 渡 
化を とる かは かし も 明 内 にされ なかつた" 

日— ズヴ H ルト 火が 巧が 1 九 ご I おが 十月 KH に、 シヵゴに あいで か 交ぶ むに W すろ がな を 巧 つれ じとは、 ずュ 
ネ ー ヴに がける W 巧惭 巧の 巧のに 巧 かして • H 本に 巧す るが が 化ぶ をみ 巧 する ものの かくに 化ぇ わ。 

化け W 巧 聯盟は ぶ 巧が 巧の おおに かひ、 こむ を 的 W する ため ホら ゆる 打 巧を 巧 ひつ、 あつ わが、 十 巧が かに お 
リ、 巧刚をけみはをの巧巧パの^£|^&ぶ了して牌に本を巧に巧出する泌びになつてわわ" をの巧かを化つて巧は 
れ たのが ロー ズヴ玉 ル トの巧 巧 『公 油 巧 JS がが』 であつた 岳--) 〇 a — ズ ヴェル ト はいふ、 

巧 化の 狀界 には お 巧のに も泌 ぶのに も迹 巧れ と 化かれ とがみる" をして か 何なる WK もがみの 化の な々 に 巧け 
る孜 ホ、 朽 ホの 耻 化ょり 巧 巧 わる こみは 巧が れい。 巧ん やか、 るが 曲がな 询の 巧に みるの でれ < て、 w » する 
巧 おの ホる にがいて を や：： 0 がが 化しれ かには、 巧 W 曲がは、 をの おな のな 巧に 巧して、 W 化の が 巧 
のために 5^ を 黄油趙 巧す る ことを なめる り 巧ず もホ搂 おで ホる。 をれ にはな « の 巧る と 巧い とを 閒 はな 
い 。をして 女 巧の 媒 巧から 逆く 離れ わ«ぷ と K 族を これに 巧 化む じと がかが る" 巧 巧は 巧 ホには 巧 込 i れ れい 
化む でみ るが、 巧し をれ でも 巧での 盤 巧な 巧 化と、 か 人の 短な とに 巧され ない とはが 巧し 巧ない {巧 
このが 巧に 巧す る 巧 麻の W 巧は、 乂 h 藉の巧 道 ざで わると 0 印を を 巧め、 巧つて 逆な 化を 巧し わか < であつ わ 
けむ ども、 I - 义泌 巧历」 と，‘. ふ が化大 のりり ザに 朵 つて 巧ぶ、 K 巧 5 由 巧を おがした。 巧 巧みが は、 これに 
化つて 化 W の 逆を 化な への お 化れ りと 巧び、 なか A ザは 巧 ザへの々 入を なかし わので わる-がの 巧 姐 瓷が整 
をが 糸ず る W 卜 、战 巧が ザに 巧いて アィ 9 力が 一方に 化ぶ する じと をな 化する A で ホる から、 巧 かの みおが ぶれ 
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する 中 - V 化 巧からの 献巧 として、 がぶ に 巧す るぶ み sw かは 化ち に 巧ぇ-^ つ わ" 

これらの 非 « に 狂み て"— ズヴ H ルトは •わ 曲がな ホに 巧 込まれる やぅな ことは 巧 じで ちいと 巧 W して、 この 
ホ 巧を が 巧す ろ ことに 巧め た】 がし 巧が 内、 むこの 夕 むを 闲 巧した ことじ お ふべ くもむ い-ミの 巧 かは"— <ヴ* 
A 卜の 外ぶ 巧缓 にかす るを-巧と 巧 巧な 力 方な を闲巧 するとい ふなり でた く、 をた U 卜： のぶが W にか ホす々 もの 
でを つれ-が も これらの 附ほ 的-か W はか 化な 主にが 力な もので も ホつ わ- 
巧 一に 脚 人的の 巧 おが 大きな ななを 巧め わ。 a — ズヴ- ルトは 一九 111 おがの 思# に 大巧して は 巧、 1 九 S セ 年 
二 巧から 巧 年の だまで 议 いれ 大ホ院 を 锭る巧 舟で 巧 乂な 、をして；^ のな 化 化を 巧し ホ。 こめ 化 化は、 K ホ 巧に 
かする 化の が 刺が をを くし、 ホの 大が巧 巧 単に 化. H # のな g ボ をが ホ卞る こと も 化 ホな ささ ぅでわつ ホ。 そこ 
で、 强 巧な W ホな 巧は 大 W 巧が をの か 化を 巧ん 巧 化の 巧 A を 巧 化しれ】 巧 か晚 巧は 巧みの K 巧に がせられ る こと 
が お 6 的 かいだけ に】 巧 化を でぁ 0 ホり 

か】 つの 巧 子は お ホが 巧 巧の がを りで ホつ ホ J この 現を は 一丸 S 七 おの だの ホに 巧れ、 十月に はれ 巧の 巧 巧者 
たちに 巧 乂む巧 出を 巧へ た】 じの なさは 巧ホ货 みの 大巧 加に ょつ て かかす る ことが おへられ るので みるが、 巧 巧 
問进 としては ホ 巧 WU 卜：に 巧 力な か閒 t 化 化す ことは 不 w 巧で ホつ わ】 それは 央 曲の 扮ザ と、 中姜 巧の 朗 巧が 
ホと が、 その 化试に 巧す る 巧 出を 阳 なにした わらで ぁる。 巧 もがと て】 丸 S 七が A 巧に、 かわて 朵巧 W に 巧け る 
ホ M® 品の 巧 巧を 巧げ て おわ ォブ* V 協な の 期 化が 切れた {力* V どけは M だが •来 M は 巧 tt に** グ も» お t 枯 ぶこと 
が闲 ホた) 〇ホ冉 が 巧が のか 大巧 おにが いて、 ながょ 9 も大 なる かがに 巧る 巧が 到 ホし わかに 化ぇ た。 

を こで B — ズヴ * ル トはホ かにが クて二 巧の；；？； S を 巧し ホ。 がろ、 (1 】 巧く 巧 巧して わ ホち •ホ 油 巧 お 巧# 
巧の 開 お t 巧 求し、 (二】 r 持ため W 4 との 巧 ザが W 半に がいで ホ W を 『巧で る WJt の 中の 最大なる ものと 肚まザ 


ぶが 


W をが!* と 力， ィ T 


.ミと にが 笑"； ぶ S 義が 化ぶ を 巧け る Jj と ew かな お冀 つた 米 3 が、 良 『巧て る； 留忆 いご 
乂 をな 巧濟 のが ザ 脚 巧 をげ つて ゐ わら、 巧 ひその 巧 巧に 巧 乃す る ことに 大 され 化 巧 的が 巧 W 巧を 巧つ C とに なら 
ぅ〇 をれ に、 ホ 曲が この 『巧て る」 ほ ♦に ホ 方して 巧 ホに 化が 巧 向に 於け るな 坑め M 巧 ホと してのは 円を 引 巧け 
る やぅに なれば、 ホ闲 はょ Q - 大れる 巧 ホ 的 利 巧を 期な できる であらぅ-この 二 W の ggg は】 允 S セが 十月 わら > 

H までを Q を 寡 S 窮糞 e 巧へ わ：* 谢」 y , を 《巧 ひわ 襄 はおを 化 お冀を ゎつ もちあろ 
=1 ミュンヘンと アメリカ 

化 ホな ち 霞の 獲に 明が む 巧 化の 一巧を ぶした のは、 一丸； I 八 寡の ミ ユン ヘンの 基で ホつ ちそれ は 
前に ァメ "々が 曲餐 ：5 に 巧 じたな おは、 糞ヤ なぶ 留 K 化る いはぶ" 造の か 力れ K たるに 4 ざな ちた 

ので ホる り 

おる に ベルリンに ホる 大 化からの か 巧が、 巧く ズデ I テンを 卜；； 據 せんと 卞るナ ホス •ドィツの ホぶ け 的 かす •へ 
からざる ものみり となせられ てから、 門 带 抓の 政 巧 本部は、 これに 巧して 巧 任 的な® を 衣明ナ るが 巧に のられ 
た d 

ミ ユンへ S な 拽は巧 に チ H ムごン が C ぞ 、をして ダラ 至が 謹し わを 巧 ミ 舅で A る ミを 
す、 ミトラ-巧 迦 S 一望で ある ミ かげ 雪れ てから、 化 曲 的史 々化 泣は を寞 ミ累の 中に の畫 

を 巧つて ゐ るに 巧 ダな かつ ホ。 ミュンヘン のな 巧の 脚、" ン ドンな ホの ヶネ デー 大巧， バリな 巧の プリ ブト 大巧 

は 化ぇず 道 器から 絮 6 々け て、 所 当留 な* を 璧 《透」 巧を 愛た-巧」 含を 定はヮ シミ 


ン にがいて 强い反 巧が あつた。 とい ふのは 『をし 巧 巧が 「践 なき 化が」 をな 人れ ると するならば、 やがて 巧 巧 
が 知らない 巧に 做な 田 子 ッシ *1 卜 •パ 7—) として 化 おはれる ことにむ らぅ」 と < k かりされ わからで ある。 

これょり 巧、 丸 巧 十一 一: H にブ リザ ト 大巧は バリから のぶ 巧で、 ゾラ I グ化 がが ヘンラィン 浪〇 おな 巧 巧を 佑 ■る 
した 紀 お、 巧 •巧は ヒザ トラ I との おお々 なを 来 巧 中で あるが、 アメリヵのを 加を も 巧んで わると ハル 巧 化に が 
かしわ 。そこで ハルは ゥザ ドレ— にある K チ ムゾン の 則 化に 化 掛けで • " I ズ ヴェル トと W ぶし わ 上、 をに 拓ょ 
く 巧 巧し わ ホげ も ある。 をれ が ミュンヘン のげ 曲であつた。 

をの 巧の アメリヵは、 巧 おがが 巧な 巧 的を 水め て 居 ホし、 ■：： 巧 化に 於いても みがな 苗抗な 1 1 巧に して 
いへ ば、 『あなを けさ ナ 、巧 ホを 巧へ ず』 との 方 かにを 始 しわ。 巧し な洲の おおが 巧 ♦みなくなる につけ、 口 I 
ズヴ * A 卜も ハル も、 この 巧 化 巧を なつて わる 巧には 巧かない とい ムお符 になつ わ-一九； 一: A ザ 丸 月 二十 冗 R 、 
がは 巧 わな H 化 H の朗 、抽巧 巧の おかおには、 ハルを がめ として、 ゥ てルズ ホな や、 バーリ I 、 モブ7 プト 、ダ 
ン をの 他の がな 一巧") が 化つて 巧る； ？ を'^ なをな 巧して わた- 义 も乂舊 がれ 後の 巧 問に 卞 かの ホ 巧を 巧 ふ 巧む 
であることは 】 がにおれがつ てわわから、 バ ーリ1とモ マ^ ザ トがろの^:*^を引巧け&といひ化しわ0 バ ー"— 
は«巧巧でのホ义架で、 間巧に乂が巧に：：^任のがい巧巧な巧乂とりされてわわが、 化の^^<^には 『お巧のお化と 
して 巧が 上つ わか かは M のな ホを もな さめ」 といつ わぶ 化 的な が 巧が あ 9、 また 何が か 巧さねば ならのと のみ 梓 
れら i 若し 讲巧闲 ょり 化で を 巧 助す る わめに 巧 中が かを 水 めら るれば、 おはこれ を 巧 巧 十る で* らぅ』 との】 が 

も あつ ゎ'' 

«1 ズヴ M ルトは 他人に 案を ド^ 如せ るが には、 巧に をのい はんと 化する 巧 お、 な带 のぶ 千、 が 案の おさまで 
巧 W する のが 树 である" がと しては まがな 一節を U 巧す る こと も あるが、 じの n はが おのむな# を れんげ 曲が お 
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わつ ホので、 w あがが おし わ ものを 大巧 巧に を 巧して、 を 削を かへ ホ 上、 巧 広 引用した ニクの 巧 巧は おを さたて 
ホく 二十 六 H の 午が】 がに、 この メブセ I ジが パリ、：！ ン ドン、 ベルリン、 プ ラー グ へせ 送され わ (な w】0 
をの 闲 なにが いて"— ズヴ * ル トの逊 巧は 少しもみ が 的で なく、 仙 巧 巧 巧な K もない。 をの 末 巧に 化べ わとじ 

ろち r を 交 愛 級 < 故り、 某 寡し S 奪 Q 器から 巧れ 5 と Q 委を ダろ 玄 。を j を 孝 萬 巧 ホの 

あに 於いて、 また 化み ホ 巧の 人 巧の ホめ 忙 、をはみ 巧に 交 没め 化 巧せ ざ ちんこと を, する」 とい ふ 巧な のをな 
であつ ホ 《な：： >0 

九月 二十 セ R の 雲は お 洲技爭 の 不可 度なる ことを おがさ ザた みを こで" I ズヴ * ルト はか 人的に ムザ ソ— — 
二に 巧 度 巧を おる ことを 巧 おして、 平 か 的 解かに 巧 力す る ヤぅ巧 巧す る 巧 曲を せおし ホ 0 t れはヒ マトラ— にな 
ナる 回を と共にを の 巧 a く 巧を され ホ もので あつ ホが、 巧 二十 A 円に ムザ ソリ I 二 Q み 巧 巧 巧と なつて、 ミュン 
ヘンみ 巧が « 爭を わつ たことは 扣 にがべ た 巧り である。 

ミ ュン こみ 巧で ズ ザ— テンの 始末が が附 いても 巧洲 からのが 巧は か」 も ザ 渡の 改 巧を 示して は & なち ち 

白西泛 基な は 置と 间 時に 農 塞 QS に S る ことが、 『人が を 違に 引孚巧 I 0 方を で 友る とを 

てゐホ けれども、 アィ リヵの 巧みは 尙か炎 的 W おにない 巧 巧を 抱いで おわ" それ かとい つて、 いつを も ホを の 

寞に 幕す f と赛 へらた ご Q 瓷が C 器 なつち： 晉はテ 幸 シ-洲 の 山中 星れ てず 巧 

な、 をして r 古 巧の か <」 巧 づき おい 人 かで あつた。 ブ 9, 卜 は" マンナ ザクな 巧 ミで ナャィ ル K ■ ハ ロ ル K 
巧と もい ふべき 人阳で ホつ ホ かち マラン K 人には 巧 巧の 指を でて ゐち アィルランド 人の 化を 巧け たヶネ 

デ— は 巧 ミ ま 人物で ホろ を」 てこれ 丢ゐ るを 浸 j 夏」 こへ ば > 望 巧 《ミれ を g も 0 とち 

はれて g わ 0 
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a 1 ズヴ H ル トがフ T 》 シ a な 巧の ggig よ宰 がで ある ことは な 巧から 明 円で あつ わが、 じの？^ がが 际的 のが 
巧を 化め ょぅとい ふには、 巧に « かの 巧 巧に 巧す る 巧 巧と いん U 上の 例み かを 济 さなければ ならない 。それには 
ハル 巧 化の 冗 梁の 通が 巧 巧 も W 现の 方向に •叫 ひ、 ホ 曲の 巧 非 说ん巧 4 つ わけれ ども、 これに おつて ホ 巧 巧を】 九 
\ 二 九を の 水 ホに 引 巧す ことは をぶ り 化这が W かない。 それ 化に M かか 是れは 上の ものを 求める ことが 巧 治 的に が 
巧で あつ ホ。 . 

ミュンヘン U 巧の 化かを 化 巧す と、 特に 说 むに 化卞る S つのが 巧が 化に 入る。 をの】 は 巧 •ザ のよ める R 
巧 ホの 地は であ 9、 をの 二は ィギ 9 スが おお 上の か乂 のがが にを 巧し わ ことで あり、 その 己は 术 曲が 化 巧の 巧乂 
巧が の 中 W 的 巧 おとなつ わ ことで ある。 この おな は 化 がをお 洲に のみ おつれが 合で あるが、 •史 にお 帝 W のな 典た 
る 印が わら 丙 おや 巧に 於いても、 英 田は R 本の 並 化に 化つ て大 なるみ 巧に 巧され て わ ホ。 をの ザ 巧は 速 A な ィザ 
9 ス 人には 明 円に . H 巧# られ たこと である。 

例へば『マンチ王スター，ポ》ザ了ン」のヴ*ィトは、世がにがける巧«の地化について其の巧巧*ミ百すご—，： 
の 中に ホの やぅに 巧つて ゐ る。 j 对 おの 中で 化 化が おも をで、 化つ 化の どの W ょ 9 も 巧の みい 巧 曲は 巧に 巧 
がの 巧に 化つ 了 わ ミが、 曲の 巧 S 憂 こ S 習 巧 襄く餐 巧 合を つて 班つ 了 巧く ことで を、* わさろ で 
なければ ならない 〇 :: 仙 物 辜 W を强 刺して おかに 於いてを なを 打させる ことは 化がない 。化し をれ は 上の 大 
まなを なが 眼前の 巧 巧と なつて わる 筆は 則ち をし で英扭 はなに 裝や巧 巧に 巧め る。 とい ふのは、 化 ホの W 
巧に も、 結局ち 田 円 身に とつての をな となる 化 巧 ザを がは ない を 巧は ないから である J 1 と。 

* 乎で ザ n ス B プァ キア 閒 屈の 時には、 英 苗の 巧を は 二つに 巧れ てわた 。をして、 ィ ー ザ ンの巧 巧が 巧技 巧を K 
巧れ 巧の お S のへ 用す には、 み B のがが におず る もつとな 巧 的れ 巧 巧が 必 巧で ホる とい ふ C とが 明かに なつた】 
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t し？ こご》 負 まを 苗 s ミミ ミ 急つ ちを 呈 we な去曼 g 萬に ミ 

と ご ミを 巧す る 時が ままで、 靈累ま S 巧を 巧け されば ミな ちちを々 化して 始めて ィ 
L マンの 蓋— のさる こ去寞 るので さち 拿 すれち； ム ごン寞 占は が一 巧して ィ—ご 3 

出 巧を 案 支* で、 塞 管 塞 £ 革 管 保 ミ 行を だ ミ 忌 S 。 管— 富 堂と ご 上を 

盲へ ば、 失 掌 af - -1 ご is つち— 6、 器 iili か 《 i 巧な 巧 

化で あつたから である 0 

ii が 一 慧材 5 f S で、 ナ； ハレ こ汲轰 jj ； おが、 をち 曼 U 出菱 いとい さと 

に賣： J 1? る S 還 為を ろ ホ— 空 菜を。 て ごご 巧 わ 忆$ 夏 璧萬累 差 ふ# ち 
巧 豎望 ミへ 翁 f さ冀 ミ。 i 夏 度、 留 wi 妾 i 畜ナ a 《蠢 する 
ミが 葉 S 。 を 巧と •トィぶ 器 大替若 T 受度卞 を、 罢 W 牵ミち &?れ ば 、 S 

困は をに 養ナ を、 巧は 望す るち どち をに しを な ミない といを とになる」 岳 u 】0 
か t る怕 《が 巧つ ホ 著、 畜な沒 にを 3 達 妾 妄ミお 米る ち 援的忆 7 ラン； ドィッ 民 巧の 
壁に 擎さ ホら ミを も 近累農 ごた ミンス K ど® 透 請な しろ るれ。 享 
化 ホな 雷のを ない。 I 

て， 力が 器 巧惡 《掌る— i 期忆 《い i 空？。 巧 i な 《 f 、 門 i ホぶ 
igi 、 て，； 輩」 Tt ミ* S 。 g まを inu 、 を享ミ のなか 
を 巧し— と ミ、 ミ 害 受楼 ts 畜 を 行 サダ 5 るな S 。 そた 巧 円 ミな をの 
め 策 及び 累へ Q 廷で窒 。裂 基 かを な、， ニンへ 5 送 巧 為 ミ、 g 享ィ ，芝 新し さ 田 
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原 的 ミ ごて プに 於いで、 化 姿 《の 中记巧 ホを して 了つ たので 至。 仙 

か I る 巧 《を；、； ント》 sg 舊 C f 勇 をげ TR 重 防止」 を らちで 奪が 不可な 
で ホ ミを、 Rs 窒塞 受寶 K 蓄 &f なに ミら s;s を 一致」 了 契。 助を ミす 
ベき かは 拓 S 路地が がか 0 なを も、 之を 何を 孕べ をが 鹽 とちち をし で另 ホに ちらざる モ 
ajj ぎ—-.— を 裏* い 妾 宇 ご- ズ： ルトの U をる 言に ろち n 蓋の 至ろ.；， ン 
の 基 饰がホ 田の 尝 字たない ミが 甚寞 巧の 窺の か <で ホる もを 肚 K ホる。 餘 ns くない 《に 
了； 力 S な 中を なつて またい と； ズヴ； 卜はち 這忙を わ。 《《下 ィ ，力の ホ曼 巧は、 K 力に 巧 
して 勇な ミと を 巧つ 了 苗を く 島」 い 塞で をたら、 円 整は ホ S を武 出 5 法の 改正 

を 巧 案し ょぅとみ むし ホ。 

ミこ ヘン 塞 S 後、， マで 関を ホ 菜み 巧は、 畢 巧の おおを 示す 一つの 巧々 として 化つ 曼陸巧 没の 
一 かとして ヮシミ ンで巧 巧され ち をれ 巧に ハル 赛は 円らが 望が としこ 查六年 十二月 富に 一二 — 3 
— クを吳 しわ Q で ホる。 こ 〇み璧 7 ル ゼン 于ン S 巧。 巧から、 畜 《かき お 典には おら ス なかに 次の か 
を 巧 巧な 度 明を はつて 巧を する のかは なかつ ホ。 

烫 買を 養 盡？？ 基と 某」 華 巧 sf 推 持、 瓷」 、を K 管 器 S ょ是讓 に 塞 

まな 巧 ft 巧 ム：： 

巧し す 棄に¥ る；。 力 S 度 巧と ドル 0 せ f は、 萬に ホ 君 罕る冀 力を な 《る 広 おつ ホ こ 
とは 奋 をし 巧ない C 

一九 一 云 ハが の ブエノスアィレス ♦巧に めいて、 編更岂 は、 『粟を お 力の 巧搜 なす」 にょり 『て 
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リカの 平 かを 巧 化し 巧 ちれる 巧 巧け、 化 巧の#* だが g を 及ばす もので ホつて、 協 巧 抗のあ 巧の 巧 ホと な 
る」 をを お 巧に 帘め わので ホつ ホが、 リマな なは この を 巧 補し、 岛つ これを】 » 明な ならしろ 公 巧の 武力 
攻 巧に 巧しての みなら 卞 、第 冗 巧 的 巧れ にがしで も、 み 問の 巧 巧を 採る ことを 巧な しわ。 しかの みなら 卡 、ホリ 
のかを にょつ て 協 巧を 巧ん ことを 班ぶ しわ 巧 巧は、 ブ ユ ノス アイ レス ぷ也 約忆 みけて ゐわ乎 巧を 供給す る 七に 巧 
わに巧巧かれ$2^でホつホ- このみ巧で可ホされた中； つのがでは、 かを閒酉のみならサ、 おホ的、 文化的及び 
をの 化の が閒 巧の ホめ にも ass を 巧 ひがる ことを 規 おした。 

しかし、 リマみ 巧に 夕 化した 米洲巧 田の な 面せる W おとしで、 巧 力 巧 > ょ 〇 も 苗 巧 的な ものは フ 7 シズ ム のな 
博で みつた。 ナチ K • イぞ才 a ジ ー の 巧 巧に 巧して W ホ わる かおの 態を 巧 明した のは、 が 〇 を ホ H のみでれ 
く、 田 内に みたの K イツが 巧を； jgjg する ブラジル、 人 U の S みの 一が イ*リ| ホで* る ウルグァイ ホぴ にキュ I 
バ巧 も、 な ホ WU 上に この 巧に 化活 であつ わ 0 

リマ-社 首と をのみ 巧と におつ で、. 一九 S 九 半 九月には パナマ 巧に 於いて 化 米 かがみ 巧の 巧一囘 ♦合が 巧 かれ、 
ラテン. ア X リカぶ 的に がける 巧 巧 巧 お 化から 巧 •かを 巧ぶ して アイリ々 合 巧 曲が これに 巧る お 地を 作り、 な 1 
的 お 力の ホの： 卜に巧 巧 巧 パの 北米 巧 A がを 巧 サられ わ。 か洲巧 ホの 巧 巧に がつて、 中 ■南米に かする かま ホ 苗の 
把 おは ホ ホに 進 巧し、 八， H にがいて は 巧を、 お 巧の 地 巧の ホモと して 巧くべからざる もの あるを ぶは しめる 0 

一九 SA ザの が ホに 入つ て、 ドイツを 中む とナる 3 I け》 パの 霎 がみ 巧に 巧 狙を 巧げ る ザ 巧に 焦 化しで、 口 
I ズヴ H ルト はな 巧大化 ヒュー •ウ < ル スンに 巧を 巧け、 のみ ホる おに ドイツ 政が に 巧して、 巧 力の 巧 化が T メ 
リカの 巧 A に 巧 大化巧 巧を 巧へ る 巧れ A る ことを の* に » 巧 させ ホ〇ヮ シン トンに 巧いでも W 巧 巧から K イツり 
外夕 せに 间じ意 ホの 警吿を 巧へ ホ けれども、 をれ が ナチ K •ドイツの にが •を 巧へ るら しいが# はおられな 
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れク ホ。 

巧る に！ 丸一 一一 八が 十】 巧に 人つ てグ a ンツ バンが けと 巧す る ものが 巧つ わ。 ザを を ユダヤ人 ヘル シ王ル •グ— 
ンツパンが、 ユダヤ人狙ガめ^と稱してバリにホるドイツ大化航のか交巧補を巧ポしわ水ホである〇 これを巧 
巧と して、 K イツ W-2: ではが 地に ユダヤ人の 巧ポ がが ホゥ、 をのな 巧は ユダヤ人 巧 力の 强い T イリ ヵ忙 巧いて i 
株な 巧され ホ。 巧 巧 巧の みがでは ドイツに 押して そ 巧に 化る 警 化を 巧が する 括 化と 化 左され わけれ ども、 大巧 巧 
はこの巧巧をはつではホ巧しとして、 十一巧十11一1=にな獨乂巧め；^35を妍かしわ0をの巧円ハルち巧は、 『ウィ 
ル 义ン大 化が 巧な か 巧の わめに W 巧す る じと となつ た」 と 巧を しわけれ ども、 ち 外の 巧 巧は 何人に も 化 像に 難く 
なかつ たむ 

はもて 十】 巧 十 お 日、 《1 ズヴ * ルト はな 明して ホの かく 速 •へた。 『及 近た 日が ドイツから 來るユ >|ス は、 
巧く アメリヵの 巧みを 刺谦 しわ：： 化 人と しても むみは、 か.- る ザ 件が 二十が だの 文明 W に 巧り ろる とはな サら 
れをい。 をれ巧にザ巧報巧ち 临巧のため> 々< ルスン乂巧に^巧のかかがなせられホのでわる」 と。 ドイツ巧 
が も 亦 これに 巧應 して、 巧 ホ 大巧 ハンス •ず ー クホ マを な 迅ナる じと となつ わ。 

ウィル 义ン がべ ル a ン を； げ てニュ J ョ ー クに M つ わがは、 たも ハル おがが 9 マに 齿巧卞 る 日で あつたが、 
大巧の 巧 巧を 捉く ホめ、 巧 おの 巧 帆を 一一 巧閒 もなら せて、 二人は 化 苗の 中で 巧 巧した。 •ト イブ K 巧け る 反 ユダヤ 
が 件の 巧 おな 巧 巧を 即 いで ハルな なのが はみ 0 わと 巧 ぜられ わ (枉 化て 

その 年の 十二月 中 巧、 巧 巧 お 巧の ハロルド •イイ クスが 反 ナチ スの 巧し いがれ をし わと いふので サ阳の 巧 円を 
おいわ。 ペル リンな がは 谢 がの テキストを ホに して サ巧 ワシントン 巧 巧へ 凄を 中し 入れ ホ。 ドイツけ 巧 大使 卜 
ム ゼンが々 王 ルズ巧 かれ 現に 面々 して お 巧 tw 速す ると、 巧て か I る お 巧を 豫 期して わた ウ》 ルズ はな 巧れ 反 巧 
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に 化ち； イ是 0 塞が 塞 •トイ ミ出畫 島して 受けた 基莫刮 さを 十年裘 ミミ 慧し いも 

ので ホつた。 巧る に ドイツな おの 行理の 下に あるが 閒 巧が 了 イリ ヵの かがな にか する 化 巧と 考へ 合は せて、 がな 
の 巧 かは 親# にを しむ』 とぶ ベ ホ。 

か卞 ぅな 出が 化を-こ、 におな する 巧な は、 ヮシントン なおが この 巧の ホ 巧に 巧いて ベルリンに » 吿 をが へつ 
つ、 より 太れる 閒趙 におし 巧に 巧 大れホ 段を なるべき ことを 庆 めかす お 化に 住つ たこと をな なする ホめ である。 
か、 る » 巧が ベルリンに めいて は、 巧が に 巧す るか W のお投 化に しか 化投 はれない こと も 巧 巧で ホつ ホから、 ヮ 

シン トンの 庭が はち 巧巧 活巧ん 化の 蓋を 化 を 祖ゥ 、ーウ には 田 巧の 《をを 器す る モち雙 よろ と 

わくらんで 居た。 

】 九己九がが明けわ" がみ脚をの巧頭に大が巧の化をにおるイザ セ1ジに巧いては#ら口*ズ ヴ1 ル ト自み 
が、 化 巧 巧の グレ ー ス •タリ ー に 迷 おさせて、 巧兰 おなした もので ホク た】 一月 ご一〇 にがが 期* した メブセ ー ジ 
の 一節に 左の かきが 巧が 化ぇ ゎ SW 】。 

首 巧は お 州で あるか も 巧れ れい。 巧し 巧 ザの みが 人 巧のを 化を 巧 巧させる お I のぶ 巧では 化い。 巧れ るな 葉よ 
9 も、 もつと ホせ な、 も 0 とお 如な、 巧ず の 1 ホ 乎が ので 巧が 巧 ル ホる-をれ に 化つ てな か W におし 巧が 民 ホ 
の ホが をからし める t とがで きる。 少< とも 巧 巧は 巧 巧を さける こと も 出かる し、 i ホ さけねば ならの 。巧し 
け 巧し ない ためにな がを 巧® し、 じれを を 持す るかを お 巧と なる じと を もさけ るぺ をで ある。 

アメリヵが 中な 化を がを する じと になむ である 巧に、 をの 中 化 法が す 公 やに か 巧して、 まは なか# だ 利し、 « 
なぞに 不利な を 巧へ るかき W を ホる ことを 氷な して わるり 巧し な 己 化が の 本 おがが へる ことは、々 なわ < のか 
を ことが みつて はれられ いといん がで わる。 


♦、了 


a — ズヴ * ルト はこの 教 ぶの 两 聞に めいて 『かみの なが、 アイ y 力に かく •へからざる ー ニクの 巧 冷に « 正面から 
娩 巧して わる」 としで、 をの 目な となつ わ ミつ とはな 一に：； ^ 巧の 円かで ホり、 巧 二が アイ 9 力の デ そ ブラシ ー で 
ホり、 巧 S が 曲 巧：^ 巧で ホる といつ てるる U をして 『人閒 の 化が にはを の 巧 曲を 巧る ことの かに そのな をと 乂這 
とを 夕巧卞 る 用 巧を も必 おとす る ことが ホる」 とがべ て、 アイリ カ 田 A の イデ オ W ジ—を ホに 巧 足を 巧へ ょぅと 
巧み ホ。 おが 化な み もこの す 荣 にがおを なじ わので ホら ぅ。 

れれ にしても 一九 一二 九 ザ ー巧の 軟 ぶは、 巧 ホ おの 巧が がと しての 口— ズ ヴェル トの化 化を 巧 化し わち あろ 
尤も R でぶ のちみ は、 了 イリ カが 中く ょり 站 度げ 巧を 樹化 すれば、 をれ におつて ホ かを 巧 化する ことが 化が るの 
であつ て、 が 站な班 化を が お 村 巧 ホを 巧が する こと にじると 强 がする ので ホる。 

一二 九 ザの 巧 ホには 巧 火れ 巧 W 巧 巧が 巧阳 せられ、 乂統 がの メ W セー ジ はが の 巧 逢ち か 求して、 アメ 9 力の 
なおは 內に 非ず して ホに みると いひ、 巧 米 巧り な 共が 巧を 巧な する ぶかを みすと 问 巧に がか 巧み お 典の 巧 巧 巧を 
おぃ ホ。 

al ズヴ H ル トが巧 にみ 化し わのは、 アイリ カの W 巧が 化の 巧 W に 比して 巧し く 時け 里れ となつ てる 
わが 巧に も かるので あるが、 おがからの 巧 化は、 月* > ホを がする 时 ホを 示して た ホ。 この 年の 一巧には •トイ ッ 
がべ ル ギーに 巧し、 ホラン ダな W の 巧な に 中 化を ホる とのめ おを 求め わと 巧せられ、 二月に もこれ に 巧卞る ザが 
W はつれ。 

•『このな をには 何 か 大巧 かが ほらむ いでは 巧む をい」 と。 1 ズヴ 1 ルト がが 巧 巧が の チャ ー—1 •エず ブンに 
吿 げた。 『凡を 何月 巧に？.！ との 巧 削に 巧して、 六月 か t 巧の 巧 巧 巧と 化が をへ わ。 ユザブ ンは巧 巧 巧 忙» つて 
かち ホ 巧の 巧 一ご 进に 望を 引いた とヴ シン トンの ゴシ》 プに傅 へられ わのは をの# のこと でみ つ ホ。 
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巧 巧 お 怕巧止 法の 化 正を 化 巧す る ホめ に、" I ズヴ 1 ルトは 一九 s 九 年 一巧 末 H に、 上 技のを 军巧貝 をむ 巧 お 
に 相け しわ。 をの 际 のがな がかが に说れ て、 『アイリ カは、 ラインが をはつ て H 巧の 巧 一巧と 化 巧して わる」 と 
巧 傅され わので ホる 。アメリカむ 巧に なすと ころに 巧れば、 巧 日の ち 巧は、 大« ホの やぅな ホ 巧で ホク わと まふ 
岳け)。 

をの 日 巧クわ - H 巧 度む の 中には、 大巧 巧に が 巧を もつ おも あり、 K あの おい ホ も ホり、 巧忙天 巧の モ巧 奪ジ 
* ラ ルド •ナイの かきは 反 的 みぞの 巧* たる もので ホつ ホ。 いづれ にしで ものな 暨 には 巧 ホを 持つ が、 か 交の 
ホには がいかり でれ く、 ながには 巧 ホが ならない と 化て、" 1 ズヴ t ル トは非 中ぶ 的 だと おへる 活が A わで ホつ 
ホ 0 

乂が 巧は 巧 おの 做 巧に が 巧され て、 な 洲巧爭 が 切ぶ しで ゐるザ 梢を 巧* とが 明し わ〇 『巧ず が 巧れば を ホ 田の 
キ かとを をは あおに が •を 巧け る：.. とい ふのは、 ながを】 乎に がつ わがが 化の 火な にある ことは み* たる こと 
であるから」 とも いつわ。 そして 化 巧から バルカンに 至る 雾を 一く さりない て 『だから ライン 曲 巧の 巧を はが 
巧 的に 吾等に も 利が 期 巧が 及ぷ」 とぶ ベ ホ。 

『すると、 巧* の 田 巧が ライン 巧に ホる とい ふぶ 味です か J と 一巧は が 巧 巧に 巧 わ わ。 

『る、 さぅ いふので はな so 化が、 巧な gg ! として ライン 冉 巧が# がされる がは、 他の 世 巧が# なされる じと 

になる。 それが 一 度 ドイツの ホに がし わら、 ドイツの 巧 巧巧团 はちが 股に 揭 がる。」 

このみは 85 W か 卞が游 をに 取つても お 巧な 巧が であつ たに 迸 ひなく、 がん や 巧 ホは おいと 化 込んで わ ホ-^ 巧な 
なに 巧して は、 とてつ も 巧い が 巧の かくに 巧いた もので ホる。 

巧.併の巧閒巧は乂*的にこのおなをか巧し、 巧-かの巧聞巧はぶなしホ〇 ァ--^リカ田巧の巧化<|#がじの會 
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が ft 大が 巧な 巧の 巧 にがつた ことは いムを もれい 0 。 — ズヴ K ルト はこの 化 巧 ♦のな 巧に 巧 はれた ホ 閒が者 ♦化 
にがいで これを か げ 、一な の 上院な 打の 巧 巧は 『をの 人つ ホ 巧で ある J 、『 w 巧の 聞な がそん な# を觸れ かいわ 
のか」 といまい まし さろ に 班 0 わ。 t のかが の わめに なお 巧 » 化が あおの 七 おは 4 わ 4 た巧朗 され ホが、 然し » 
がの あ 巧は をれ 忙を ななく 刻* と 近 リツ t あつた。 

四 大衆と お综 階級 

ヴシン トンの 巧胜 巧は H * 受取る ぶが やぶ だ、 をの 化の 巧 巧に おつて、 31" ザバの 巧‘ 村を 大が巧 巧に 巧る こ 
とが 巧來 わ。 この 巧 T メリ ヵが 化 ひがつて 强换 化！ を 化り、 武器 巧た なをが 正して、 米 田の エま 力を 美 •併の 
おお 巧に 化する がむ を 示せば、 巧 ホの チャンスは ザ泌 する でみ らぅと 化 巧は a じで わ わ。 がし これらの 巧を を 化 
るが かの がい 大ホ にと つて、" 1 ダヴ-ル トの 『かか 巧み』 は 化の ホ や 化め 獲を 巧 示す る ものとの み 映 じ、 一 
がの 戊ぶ おと 反 春して、 火が 巧に 巧 千る がをはが みに 解 巧し なかつ わ。 ホ W 人め A たにまみ 达んだ W な 的が おは 
これを 巧へ るのに ホ < のな 物 か 巧を が 巧と したので ホる 0 

ミュンヘン ♦巧 U 巧、 アイリ ヵの 巧 おは、 中ぶ おから 次 巧に 干が 論に お 巧し ク 、ホ 0 ホ けれども、 巧ぶ » は 上 
院を 始めと して、 まれ 團 が、 巧 人 曲 おに もま 持が が あり、 巧に 人み おの リンド パ ー グホ まが】 方の 巧 巧と して 乂 
ホの 巧ぶ 力を 巧き なわせ わ〇巧 巧ぶ 助、 掛円お 巧 おに 化即 となつ でかいて ゐる 曲がには、 力— ネ ザー やか W 曲、 
了メリヵ巧化を、 お人巧祐ホお盟、 ホ田ホ5^々お人化か、 キリストお女^^^年み、 が道かほ貝、 巧なホ著な# 
巧が ホ 〇、 巧閒 かにが ては ニュ la — 夕 ■タイム ス、 ヘラルド- 卜 "ビュ ー ン 、タリス ブ ヤン •サイエンス ■モ 
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ニクー、 巧府 ィンク 巧 ィアラ ー、 巧が ぶ ポスト、 ワシントン •が スト 等* が ある 〇 をの 巧 (今 口で も 本 ■かの— 化 
はおい e でみ® が】、 アメ 9 力の 巧れ お 巧に 巧いて 正 反 巧の 二つの 化が が 巧 雨に 現れて A ホを 巧 巧し ホ 0 
千 巧 論 ホ —— 或は 巧ず 巧と もい ふべき 一巧は 左の か 斑を ま 持す るを w >。 

二】 ホ W はか 洲 大巧に 巧 込まれ ざるを 得ない。 

(二} 米 因は 化かの 大 ザが に ホを 的な 巧言 巧を 巧 化せざる を 巧ない。 

ご 云 利巧閒 なから 化て、 米 田は H •巧 曲 W と 反 巧の 化 » にある 0 

《巧) 米 巧の 曲がと アメリカの 生 巧 巧を は、 フ 7 シズ ムの傅 巧に ょつ て々 なされて たる • 

(五) はに 米 田は 利ボ を】 にす るか 苗とは 力 しれければ ならめ。 

巧 化み ホ ー ^ は 平 巧 i となるべき】 おはがな のか 巧を 巧を して あ 反 巧の 化 解を ホ 鬼す る。 

(こな 洲找 争への ホ 加は 不可 巧で ない。 

ご I ) ホ 思は 化 苗に 喊卞る ザが の 進 巧を 左を する 巧に 巧かない 0 
ご一ご 米 W は 化 曲から をの 巧 巧 的 従な を 巧が される がれは 巧い。 

《四) ホ田の«がとアメリカの化巧|2^<は阳2:問煙の解かに化つてこれを巧特することが化がる。 

ァ (冗) 他 曲と 拍时 する 巧な には、 ホ 曲の がな をホ闻 にな « さ ザ、 じれを® かする がれが ある 0 
い 然しザら、 了ィリカの巧みが、 か ^る-かおに々れてゐるのは、 をずしもを巧の、 巧が的の«に巧ゥでわるので 
い はない。 楠 巧 ホ ホ、 巧が お ホ •ホが、 りれ お ホ お 乃 おはが 巧に 多い がか 巧を i が、 か 田と 巧 おれ M なを 巧ず る わ 
m めに ホ かおに 左 わする 巧な のみ. いことは をの 利 巧の 上から 巧 巧の ことで ある。 か < て 化ず ホ 巧 ホの-巧が キ巧 » 
W に A < のは、 « 审の わめに をの ホ まが 大む擊 を 巧け る t とを W れ るからで あり、 化の】 巧が 卞巧 » 忆巧ナ るめ 度 
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は、 巧】 次 乂 巧が プ I ム をげ つた 拓« を ちれ かねる からで ゎる 0 . H 由 ホ巧ボ とへ 蓋 まま 著は、 をれ だれ 二 巧に 巧 
れて 居る が、 それけ、 ブ7 シズ ム をを 乂 のがと ザへ るポ はがろ 巧 ホの if ポを 巧ぶな々 にな 9、 また 栽 ホの わめに 
巧つてホ曲むみがマァ シズ ムに化することを机れるぞはやか^!に葉ずるのでホる。 

U — ズヴ r ルト とその 一な は、 をのな 班 やメプ セー ジに 巧いで、 わ も ウィル スンと 问じ巧 巧の 下に、 やかと ギ 
モク ラシ I の 巧 巧を りに して わる。 ちれと； ：一： 時に、 大 が 巧に 1 し、 巧 柏 ホを のが 巧に 巧 ホして ゐる こと も 8 ぶ 
な ザ 巧で ある。 じの かぶは 友-面の 巧 かお 巧を はつて 円か お堯 ホと 一板大 ホを あき C け、 W 巧に ょつてす 巧が を# 
ひ、 巧曲ホ巧的1?^*§|にょクて大てホみ、 大を»ぶホの丈巧をわち巧るとの 】 おーニ舟を巧つホものでみる。 一 九一ご 
九 年】 巧 HR の メザセ ー ジ からが 足した" I ズヴ * ルト のな 巧は、 联爭と 平 巧との 进 巧に 速 0 てね るので はな 
い。 进巧は度に巧おのに夕おであえ をれはかずしも巧お|<の巧巧でもなけれち をの 一巧獲力階巧の巧なでも 
ない。 了/ — 力は 巧に 二十 化 だ初閒 W が、 〇 絵を 足の お 巧 政策を 洽て たので みるから、 化 巧 R 爭に巧 れる巧 
ホを がへ て わる。 だから 問な がが •化 アメリヵの 巧 巧に 聞す るみ 合の み 化らず、 化 巧に 於いで は フ< リザ ピンを 
防 巧す る 巧 巧を 均 ひ、 の 戶閒れ 巧 巧を よ 巧し で、 まがの 巧を をめ ホして 巧た M 巧 上、 ち 力を なつて する 巧ずに 巧 
倚の 持てれ わ巧リ、 巧 巧と 巧 カナる じと がが 巧の 巧ぶ となる ので ホる。 现 ホ了メ り々 のな 面する 醫 は、 ホ かを 
巧持ナ るか、 巧ずに 加は るかでは お < て、 か 柯 なるおを じつて 柯巧巧 ホに 入る かを かする ことで ホる 〇 をの 巧 ホ 
な 巧 か 接 お 策は コ I デル •ハルの いム 『巧る 鬼に 巧げ 的な 巧 度を 去 持 する.！ アメ 9 々か 巧の 目 巧を 史冉 する もの 
で ホり、 a— ズヴ M ルト が、 ホ 曲は 『お洲 、了 ジア、 アマ リヵ 及ぴ ホト： のがな J にか 何なる R 争が 巧 つても、 を 
れ にお M 巧で ホり かないと いつわのは、 T ング 《 •サク プンの 世み 巧 推を 巧 持す るかむ のか ■で ホる。 

こ I に 巧 巧 ある 现 みは、 ホ W の 奧お況 をが 示す た 字の 巧 閒的巧 化で ある 0 W る おもれ < 、興 ままが お ホ 的 ホ 
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w をが 》 と々 g ィア 


化に かつて 巧 はれて わる！ ■は 了 メリ々 合 ホ 外には がん ど妍が おいみ かて 9 バホ ー がが M ホ も 巧の ね 学を 巧を 

して 人 巧を 蒙 ゎ 誇も窒 兵、 一九 量ち 削？ れ ゎを 輿賣萬 <我ち を 0&字§ ミミを 

なめられて U が、 化閒 は# ら これを 佔巧卞 る やうに なつれ 〇を のかに 巧捉フ *1 乎 ユンの 巧 まもな 用を W して わ 
るが、 がを が アィリ カの 巧大が 聞を 基と 卞るゼ けに 巧 < お ホの 閒 にかられ て わる。 巧つ てこ、 に 二 吉の脚 巧を 
な 上げて 巧 おのな 巧を 巧す る寶 巧と する ことは 必ずしも 無用で ない と 思 ふ。 

一九 一二 丸 ホ 九月 » 洲閒联 の 故 巧に、 中な 巧を 改正す る 可 巧に 閒 して、 村が 十 巧 四日の 《1 ズヴ 1 ル ト大が 巧の 
化 おのを がと 西を に、 『貴下は を •傅が アィ 9 力から ザ廉 なを «乂 しうる やろ 中立 法を 巧 正す る ことに 巧 巧で ホ 
るか」 との を 巧げ て沉 まを 巧つ ホと ころ、 をの 巧 街の たは ホの かを 巧 化を 示した。 

:が お前 か 瓜に 巧 巧 狂 七が 反 お 四 一二が 
なおな 董に 巧ぶ さ 一が 反 巧 ご一 八が 
ア / リカの かき 田 巧に 於いて、 か 柯に强 力な 巧が と 巧 も、 曲な を 無が してな 巧を 巧 巧す る じとは ホ 可な であ 
る。 だからむ 整 巧の ホ 人 公は 細む に 曲內乂 むの おおを 巧が してを のを 巧の 方向を 巧を してた る。 がし W 民 ホな の 
巧 巧を ぶめ て大化 巧の なに 在る ぞ が、 逸んで 巧 論を 一を の 方向に 巧みし、 向ら のか 巧に 巧す る 曲 おのま 持を 求め 
ょうと か 也ナる 眼り、 をの 力の 巧め て大 なる じと も 明 - H である。"— ズヴ * ルト は】 九 ご 一と ザ a ホ、 す 巧の 巧 力 
をな つて、 アメリカの 大巧を 巧ぶ お 巧から モ がま 巧に 引 巧ら うとな み わ y をして をのが 審を巧 少に巧 ffi する じと 
の 挟り である ことは、 じ、 に 巧げ た巧餘 巧を のな 巧に 化ても がを をれ ない。 

ホ KIK み 巧 洗 巧が 脚 猫と しわ 『サ 下は アメリカのを 巧を 脱しても お •巧を 巧 かすべし とお ふるや」 との W 閒に 
がする 回を は ホの かくで 去つた。 


4 は 


一九 一二 九 年 十月 巧 巧 H 面 か 反 巧 空 ハが 
一丸 四 〇 年 A 巧 诗巧 四ヒが 反 巧 雪冢 
問 十一 好 巧 巧 さが な 巧の 0 が 
一丸 四 一年の 巧 巧 巧と 冗が 反 封 二 瓦 か 
『巧 下は アメリカが 供洲 巧ずに を 加 するとぶ ふか」 との 巧閒に 巧して は ホの 站 90 
一九 H 1 九 ザ 十月 

を 巧ず るで ホら ぅとす る もの 巧 六が 
夕巧 しないで あらぅ とする もの 五 四 か 
一九 巧】 年 お 巧 

を 巧ナる だら ろと する もの 八 狂が 

を « しないだら ゥ とする もの 一 瓦 か- - 
『アメ り々 は ドィツに を 巧を か 巧して、 陣お 巧を おかに 汲ぶ ナベき や」 の 間駐に 巧いて はな 始 を® 渝 がかな で 

ぁつ わ 0 

一九 一 一充 年 九月 巧り 一六が 备 八 四 か 
一丸の 〇 年 ホ 巧 巧 5 1 丸 か •み <1 が 
一九 巧 一年 一巧 が。 一 五が 巧 八 直が 
1 九 四 一年 八月 巧り Ifl 冗が 巧 A 冗が 
】 九四 一 年八巧十セ日にが了しわ^*:^ ラブ プ巧み巧萬の巧荣に法れば、 採が へ巧巧を巧巧するじとに反巧の 
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な 化は々 尙巧か 多 おを よめて 方る。 がち 巧 巧の ホ 巧 及み は 米 苗のを 巧と 巧 あ 軍の ホ 巧に 反 巧で ある 〇巧 し、 『が 
巧 及び 巧 巧に 巧る 小が なは あつても.！ 巧 巧みを ならない お 巧で を 曲を ぶ 化すべし とのを は 冗 W 凹みを 占 A わ。 

ついでに 化 扭閒迎 に 巧いての 巧み 淵ぶ を附 おすれば、 『 H 本に 巧して 巧 巧 おの 巧 ti を 巧 ふことの 可を」 に 巧い 
ては 左の かを た 字の 巧 化を 示した。 

一九 一二 九 年 八月 巧 巧 A 二が 反 巧 一八 か 
一九 巧 0 ザ ニ月 な 巧 八 冗が だ 巧 一 K か 
一九 ご お 一巧 巧巧乂 おが な 巧 冗が 

ア リヵ 乂 ホは 巧 W 巧 ホへの を かを みがに 巧 おし ツ 、も， 乂ザ がに 對ナる 巧 巧な 巧 忙はボ ホを 巧に 巧 ホ ボのお 
のに 巧 ザら れる S 向に ホる。 をの 巧 山は 大巧 巧 巧 巧の 巧 化ょりも、 ブ f 9 ザ ビン 卞お 巧の 单巧巧 林の 巧が が一 » 
化 巧の H 坊 として 扣が にがみで ホる ことが をの 巧 かの 一で* ら ろ。 

こ、 に 巧を すべを 现 みは 巧 巧» ザ 巧 巧と 一 お 大衆との 峭に巧 化の 巧 巧 あるな 化が、 輿み 巧ぶ に 化つ てた ザ 的に 
衣みされわことでホる〇 1 九叫 一 がと月二十〇にギザ ラ》 プ巧义がの巧巧しホとじろに巧ると、 アィリ々の»主 
链 にがな ある 人* の义 化と、 一巧 一^なと を 比較して 次の サゥな を 巧が 明度と れつて わる 《巧化}。 

(ィ】 米 W はを 巧 ナベを や 

か± 巧 巧 巧 一れ 巧 巧 
巧 巧 四 冗み 一二が 
反 巧 冗 冗が ちが 

《口】 化 M を 巧な ナ Y きサ 


416 


ザ 巧 六 四が お 六が 

反 封一寞 111 笠が 

巧 兒 な し 九が 
(ハ】 P — ズヴ ゴルトの 巧 巧は 巧 巧 ダた-^ 

巧 巧 ダな ゥ ー六が 言 一が 
巧 巧な。 五ー ニが あ 冗が 
不充 かれり 一二 一が ニニが 


は 上の 巧を に 化つ て 推測され るかく、 アィ 9 々の 巧みは 巧の ので ホり、 まわす くの ネ 巧を なをして ゐ る。 ネ巧 
のた も顯 巧な W は、 R 爭 にあいて 巧 ま 田の 晚 利を ホ 巧し つ〜、 が もなら 巧ずに を 加す る ことを ♦おする ことに あ 
る。 尤も をれ はか 夕れ 巧の 巧 立に 作巧ナ るな 巧 ホ、： i お 的に いへ ばかが の 巧 « と、 ィデ ホ" ジ ー と、 ホ 倩と、 を 
しで 扫己 防衛の 巧のと が々 方 •忙 がみを つで 规れる わめで あつて、 巧 巧 防な と 大衆との な 化に お 巧の がする こと も 
ホ この 巧 おにな くものに かなら じい 〇 けれども、 輿を の 方 巧は ホ 巧に 中な » ょり 巧 ホ ♦巧 H 巧 助に、 か觀 ょり 巧 
爭か 入に 巧 0 で 巧れ つ、 ある ことは 巧妃 のか ホに 化つて される ので わる。 

五 ボヘミア 進軍 护降 

一丸 云 丸 年 111 巧 十日 —— "— ズヴ ■ルト が 上院の 随巧 巧な をが 巧し で、 がが 政 巧め 不安 おを 巧 w して ゐ わを 
日 I プラ I グ胜 巧の 公使 ゥ f ルバ I •ヵ ー のが 報は、 K " ヴ ァキ 下の 两贿巧 大店が チ* ザ n から々 離して 巧 化 


が 6 


W む拥 Bfe 占 わ， ィ T 


する かぶを 宰が 《墓で ぉる から、 ブラ— グ 器ち 三ヴ 7 キ 下の 二が 笑 防を を 萬の 獲を 旗 おしれ 
と 保ち かちを たら 引 粗いて つへ ル ご、 グブ| グ g が 巧は、 な ’ F イツ ま ボへミ マ 塞け 重は なした 
もので 击 つた" II 开十瓦 H ， 「トイ ツま ST ; 供は 養ぶ 天な 《扣 にぶ 至を を こ®々 f ルバ— 
•力-の 彼た 妾 化 ミル；： ズ ミ； の讀 のを 忆 望」 ち 太が 巧 もを も だた に累し 1 

わろ アメ ロカ，：： 巧に なしで ホる < は 川)。 

このな 义阳 S 巧 巧の なりぅる ホ 巧と しては 的る 段され ゎ 至に 进 ダない。 をけ おちに がか 部 •巧 器と 

梓で て ；》；"》 S ; 《塞を たちを 篇皆 iS はな SS 巧を： トイ ミ是 を ことを 

妨り KI セ も S で* つ わ)々； つ ご ミン お府 《裘」 わ董 F イツ おを」、 認 扣段璧 岳 3 一を W 巧 
する 焚" でさち. JQ 靈 S 質’ お卜： ドて 怒て，* お 入な 置き？* を、 曲に を*； 

ザ n との： 祉が協 化を もがかして 了つ わ】 

を； I 热 の 覆 巧を をして、 送沒 狂ち にこを ドイツけ 巧を トム ゼンに 泌れ しちな えて、 是十 

をには 蓋が け S を！ f ?、 芙去 巧：采 ち’ 寫を糞 .3 た、 を S - i - 妄 S 芝 巧が 押入 
器な を 餐資爱 化な g お f をち 登」、 费斋 g ミ ゆ 5 巧 f な」 てを。 を k 

府な 筆るな 则を 的を 苗 本す る ミ s ' 晋遇 室な C おつを 巧の なおに 依つ て 巧に まれち 
をの 當隆を 区 山 T ゐ 《ハ 5 かけ、 な タシ ミンを 器 さた。. ハ" もこ ド ミち W かか 巧が 
を 的した ミを 愛ざる るな < なつ ホ。" 主ヴ„ ルトち 一；、々 を g 送 芒た 乾が 夏 卜 

。の 哀耗裔 ミ cvii を > -5 中ち f こ 蒙を 占 さ 寡 致 5再 ぎ 苗 
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する 巧 巧を 徐ぶ 了る わめ、 アイリ々 化が はを 闻 w の义 巧を 期む する」 けを ぶべ てた る。 

と jJ ろが 問 もな く 叫 巧 わたが つて、 イダ。— の アル バニ •「池-巧が 巧 はれ、 W 程 ドイツの がしい めむ の お 
裝 、かくと もと ヶ饰 期の 巧 力が ポー ラン •卜闲 巧に 巧 おせられ、 f タリ— も ホ 巧 巧个 一円に 一な め 只々 をはつ て， 
九： 0 がわら 一丸 一單 巧を 巧 化」 わと S 银 ぶが 傅は つ 了、 巧 •がが 满阳巧 ザを か 《乏 ではれ いかとの 不な 
味なみ f も 巧 けれ わ。 を じで パリ 駐ホ大 が プリ ブトは、 『巧の 刘扣 かがの お、 阳 怖の 巧 刻は 巧い」 と V 巧を 巧し 

ゎご 

こ I ょり 巧、" 1 ズ ヴェル ト は、 ヒ》 トラ I とムザ > リ I 二の W ザが に巧垃 ぶを 巧な する じと を 化 ひぶち、 阿 

巧 八 H となに ち 〇、 をのぶ をが ぶ タリ 1 化に：： 巧し ち このぶ は阳月 十一な 巧資累 されて ■を 惡ぶ 

のが 巧に 卜； つた。 十 に 巧な ぶの 化が-^ る 道には、 が 巧の バ ー リ ー がで を 供つ わ 巧 巧 も* り、/ I マン •デー 
ヴ イスの なぶに 化つ てな 正されれ とじろ も あるが、 乂 おは" 1 ズヴで ル トの瞄 策を をの A に浑 巧し わ。 

さて か、 る タブ セ ー ジ をなる が 巧が 巧して わる かどぅ かとの 沿 も あつ わが、 人が 巧の 巧 化は 化の 怖 単れ お 巧に 
ななて わる。 

再* はが も ミュンヘンの むがに 沿に 朵つわ ことを お巧ナ る。 化が は违 巧し でゐ るで あらぅ が、 かにな つて 巧り 
巧れ わくない。 

W 弓十阳 H は 1 アメリヵ 巧な の おぶ H になる ので、 》1 ズヴ t ルト 火が 巧は をの 巧 4： にを 化 ホ 巧を 拼巧ナ ると 
おに、 巧ホ击 巧が 神を 强巧 しで、 げ節柄 化 巧のは H を おいわ。 巧に 大巧が が 巧 巧 找ホ反 巧の ブ 。ザ クに阳 巧を お 
し、 ヵナダが おかを 巧 けれみ をには これを 巧 助すべし との 一丸 が A 巧の 巧ね を 巧-返し、 アイ 9 々火 31 がか 部 

からまけ る お禹窒 忆 巧抗ナ るた 《ち A 話 S に 巧して 供孚 •へま；，* 合畜 《揉と g マな 意 S 


m 


とを 巧 巧れ な迎 でぶ ぶした ( Kr -: 

巧 十を"-; こよ モ S ま 客 ミト， て 夏 ミ* ご な 在 養」 T 、 や窝な 獲を 

巧巧ナ るけ を 附け加 (わ 0 

愛ぶ 澤ま 著を ミ！；' 巧を け K . 漢男ま S 霉をを 6」 莫ま a 器舊 ミ悅ず 

る ミを 盛す る r 要 じに 胜 つて 占ろ 驾さ < ともをの W 俺を 向み する こを 叟 ろな 巧 も ホ； 

ぶ 脚掛展 置を ミ專 S 署装 ミ、 な 監 S をと 皆 ふさを、 装 《廷を 李る 

のに 巧な 错を もつ、 と。 

この'.* シは 巧を ■伸度に 内示を たが、 マ ミス 脚では 胜が ドイツ 巧 巧を エ； 1 ルの 巧な ぶ'' お 

を靈 しち *さ4 も 

巧. が S 巧 巧ボ提 て ミ 1 K 於い T 、 ル.^ は、 愛 巧 ふ 度が、 壁を 登て； W 
を、 ながしな いちめ まがへ きとを をち 『れ^ T ミ 十* が刚、 お< は阳み S ; 控阳 をな をな 巧し 
て 化 if I 、 れん t と」 を 姿し、 を-トイ i しさ、 技 も 塞に 『ミ f 養？-； 
ッ闻技 、抵畫 襄」 5 霉ぞ量 ミ*。 ちを が 择で至 a らち 取更必 器 as でぁらろ 一 
バ ^^ a -5堯 舅 i 贸 ホミ錶 wgsh をを ち茲 穀运覆 fs 至た 《篇 
W I 舅した をし 出叠 した" 香 f — I . だ、 寫萬洋 iif の アイ， 

A 力 お R 忆た 、ッ ミトン ほ 府は太 やが に W がを をち 

I Kii いでな* sf つを： f 淀 ザ—」 て，*— る ミ 巧を かへ る 

t か S ホを ミる ホち* ると いはれ、* わ 化 力からは ぶ 広のへ ミ 《の ホ ホで ぁつて、 一 置 ふを 豐 
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し^ Ur-I は、*! は i す i とい ふょ ミ、—》— へんと し— ミミ 、 gg 

财占 ちを* 活 SS でを 去て なち みら」 《民 巧ち 行 装 ミたら； 至ろ L 
"—；こ卜 を < ミを S つ W を思凑 K 装を ミ S と S か Kif 夕て爱* を* 
ちな 幸— 一た かつた if 一 i - illiK 冀を で襄 《わ、— れ 
てを 汉 -3 扛 ちわ S たを S ミ 器に 巧いで をが のと こなが も搜 になつ でを い 。、 S . 

ィヴ こ トミこ <1、 疑 S 元 さ 苗 ミ*-— ミと 1 《か <に'お て— を 
に毋ほ しわ" 星 も、 を— ぶ ii ;5| 一 i を ai たつたい a i の 
ミ！! け 巧— で ミで ミち- i 器ち 巧 完 i は 語 i 巧 援 S 《窺を 巧" 
^ て、 I ざ t — が- • S 1 穀 i — 替-ミ 霞る ミと— it ® なさ 妄 へて 枯 
- 一。 C " る ミ； • fv 卜 •+* ，-是= 寡ろ" るつ 了な 夕 き、 一 A 资 R まめ* れ ばて 
，力 •は 一 器 藤— ル」 a — ミ ii ち— 窝ミ ii — 言 mm 

力す る やゥ畜 が 巧 生つ わ。 A 院外た 丢円 お；. ミト マミを T 、 " 院 送受 採つ で 化た.:， ド 
るな 巧 ミら れな ちた"— V 》 こ卜は ハルを を ホの よ 支で 肚巧 巧々 をを ろと；‘ 

も ミを ミミ なれ ども 葉. は 一向に 遙 ミたい。 ミす わ、 舌^!. 1 H わ 。もパ 
をを ちごち 一書、 『 If いわを— で if sf 進* ジ': したを 

てと 月 十一り には h 院 る：：： ミが いて 十； す i - のをない 技で 上達 阳 《望が 择れち 

ザ 度 江. 巧 か f 告 ’ - i ミトと E な、 ち H ; 《ち 賽寞 這を 


4 か 
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■ I : 礎 館に が 巧して 巧ぶ みを 削く ことにし わ。 化つ わ MW はマク ネリー、 ビザ ト マン、 ガーナ 》 糾ホが 巧、 ボラー 
巧の わ胳 ♦で ホつた。 

巧ぶ みの 化かに" I ズヴ で ルト はが かいが 巧を 巧つて、 をれ からの 〇 つ、* る 巧での な 協を がいた。 化. り 身の 
ぶ W を 巧ぶ ナる ためじ" ン ドン、 バリ、 V ル リン 方が わらの 巧 巧の 悄谢 にがいて もむ 閒け 巧を しで、 化 足 一巧 閒 
近くの* f 好を 姑け、 『これで 化は 乂 おれ 巧の 狎を 巧つ わ』 とおんだ。 

マク ネリ I が 4 れ ていふには、 『大が 巧の ぶ 化で はん， から ホの み朗を S 閒にネ み 巧ず が 巧る との 化 油し と 了 W 
してを しいか OJ 

『プ a バビリ ティ ー がみる とはいは むい。 巧し かな 〇强 い：？ 能け が 光る ことは 屯 巧 だ」 と"— ズヴュ ルトが 巧へ 
ホ。 をの 巧を 夕 けて ハル おかがぶ W を 袖 把し、 ぶ 器 f 法 化を 检 •ル- ナれ ち巧啼 S チャンスは ザ W すると も附 かへ 
ホ。 ハルは 巧 巧ぶ* みして ぷ しわが、 巧* と y ザに 巧を ぶびて •がには を A のぶ 谢を 巧へ かわた か < に 化 もた。 

すると W ぶ 巧の が 巧 ボゥ I は、 かね わが 付を して 『 W がが 巧る かぶ も巧づ 口は でを ない。 巧し 仏の ぶじ、 巧 
はいぶは 巧 中が 趙ら 化い とい ふこと だ。 ドィツは 來だ ザ说が 巧つ てた むい 一と U をがん ゼ〇 

すると ハルは 悄ち いおを しがら、 『仏 A が 巧 巧へ がて •ぶ 巧を ぶんで •> さい。 さう すれば、 をぶ ホ U 七に 
巧での ななが 功 迫して 方る とのが ぶを なられる J と： •みつた。 

ボラ ー は个 一巧 ハル QA を 反# して ホの やうに いひ はつわ 『 W 巧 巧 S 餐 たに 關卞る 限り、 化は をれ にが かされ 
ない 〇 化には 化けみ のがる 悄 がが あつて、 闲巧 巧ょ 〇 もぶ かに。 がしうる ものである ことを 巧 化しれ ので ある J 
と 0 

すると 巧が 巧して 巧な しじ かつた。 ♦.< のぶ u けぶ ヴ— をけ 巧して たわけれ ども、 ホむ に CS けば かりは 共れ 
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わ 一^を 示し ホ。 ハルの 化に がが にじみ 上る のが 化え わ。 巧 かが ハルに 巧つて ボラ— の 化が に 巧す る 巧 化た ホ わ 
わが、 ハ A はお ザ 何も 附加 へる ことは ない と 巧* しげに 巧へ わ 0 
もれから ガー ナー 則乂統 巧が 巧を みり 巧つ で、 やつと】 味は おの 巧ぶ に W つ わが、 化が ボ のぶ 化を 巧へ で 化 
て、 なが 論が 多い ことが 明 内に なつ ホ U — ズヴ * ルト はが 巧を ふかし ザら ソフ 7 1 にみ を もたせて、 上 巧 嫌な 
援を化 おし わが、 ハルは をく 化が しわ 巧 乎で 『化は を 力を 茲 しわ" この-^ は 上院が 巧 巧を とら 化ければ ならな 
か，！ と ガ—ナ I にい 0 わ (化 W こ y 

巧みに 於いで ぶ お 巧 おなが お 化を がけて ゐる閒 に、 いは •、をの 脚が 构 として、 H ホ？^ 巧め のな 巧が 巧 はれ 

ち爱な 9 は 一里 一一を 七 巧ち •巧 脚に 整 ばれた 天 ホ 蓋 為 巧が、 を离 にお 哀力 S 巧 藍のを を 

ーボ しわ ことにの がして、 アィリ ヵが 巧 W を 丈 巧す る 身が 9 を 巧つ たがで ホる。 このな ホ 姐 巧は セ 巧 二十 ホ H 附を 
なつで 巧 はれ、 ホ*' 巧の 期閒を U つて 日米 曲がが おが 約が 悠 とれる じと をな 巧した もので あクわ 一な 凹)。 

アメリヵ Q 巧 化 寡が 話 鹽と累 化つ 真 〇 をつ やろ に わ S 、 鬟琵 《養 &奠に 入れで 舞 
へる ホ も、 4 れ 話のを 蜜爱 護を 太平洋に 於いてが ひ 去ぅる と孚 もの も、 若 巧 H 班议累 左 巧す‘ る 
がわめ で ホり、 を 巧 按助窒 が じの 班れ のな 先 巧を 巧め るからで ある" 

これ - H りさ 某 浸 弦 寬巧爭 の 養に 巧へ て、 两 のの お ホ、 时か襄 を 器し 抬 《わ。 田 防 蠢の冨 わ 

を 姑め をし、 巧 •供が あの ホ两 怕巧朽 なしの がが に 巧いでも おれな と 姑な 巧 脚との 凹に 打を 古が 巧 はれ わ。 をれ 
は‘ 一九 ご 一丸 年-- 巧の 巧々 閒 みと 时 的に 政 おわら 推 巧し わ赛 がちが 装と して 巧 莫主置 二 千 萬 か A ザに 比 
占め 化 巧 笑 ザを 巧 ホし、 巧に 一巧 十二：：： に 迫 かを おなお ま 吾 巧 かを 典ぶ しわ ことから 化ても ッ シン トン 
れ K 巧の 化 地し はか •明かで ホつ わ。 


W を洲 Pfti * リィ T 


A 月に 入つて 巧洲 の！ は】 巧な 近して 化え た。 巧 •ソ のな ぶが 巧 巧して ゐ るとの-ー ュ IK も* り、 ドイツ 巧 
の 化 中に 巧いても 刻* に 巧 かがが てゐ わ。"— ズヴ でルト は- f -: 一：：： に タス カル ー ザ 規に朵 おして 化 おお 巧に 化る 
かぶで あつ わが、 をの 闲 バリの ブ 9 ブト 大巧に 化 巧を おけて 棋 すを 巧ね わ。 すると、 

『《ホ は】 巧 閒 か 十 H の閒 巧です。」 

と プリ ブトが がへ わ〇 『をれ むら ば、 一进閒 のかが が ある J 1 といつて 乂が 巧は ユュー イングランドの 化 化 お 巧 
へが 化し ホ 。 • 

八月 十六 目、 田が おか 化 巧々* ルズ は、 形み のな 迫に むがして 、大巧 巧から イ タリ I な 帝に かがを 送る おを 化 
て、 をの 荣义を タス々 ル I ザ 巧の"— ズヴ- ル トへお 的し わ。 すると 二十】 n に 巧. ブ はおぶ 化の 巧な がが て、 
巧 巧 巧は あ •ヴィタ トル • H ム マスエ ルな 巧への メヴ *1 ジを 巧な ナる 巧を であると 化で、 大技 巧に 巧 巧を おけ 
た。 P — ズヴ H ルト はへ 进 ワシントンに W る ことにな つたが、 を 中 わらな 史を かへ た 策 文を 巧 担 しれので 田が 巧 
では •二十 111 H の夕剂 これを。 I マに 巧な しわ。 この イブ セ] ジ には ホの やろ なお 句が が ひられて わ わ 0 
巧 巧 も ホ、 » 洲 のが 曲ぶ が 曲ぶ の 巧 化を 維 巧す るか お 地 巧を かする がげ をを 巧ナる ものである。 もし じれが 扣 
をなる 拟则で ホるならば、 この 腺 則は 强阳 のみならずが ル 田に も 迸 州 さるべき ものである。 この 原則を なめる 
がは サ かを 巧 かする ことと なる 〇何 A なれ ぱ； Si がのを かは じの 版 則の 迸 州を 化 止す る じと とねる からで ホる。 
みが 前： 3 にも 苗 明せ るかく 了 メリ カは か、 るみぶ には 化が お 化するな W を 巧して わる。 か、 るか かの 巧な はが 
ず や T メリ カな かのを 田 巧が をして、 をれ だれむ 曲の 化が 闕 むの 巧ぶ ホる 化が 的 巧 - H が 巧閒駐 のか か 巧に 
入る を： E ' 能なら しめる であらぅ "おし 巧： h のかが が お 上の おにかん ながの やかの がが 策を 作ぶ される ことが 化 
がるならば、 アメリカは 巧 心 これに 巧 助す る ことを 余は 巧： 卜 のがに 巧 巧す る もので ホる 0 
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ィ タリ I かがは y メリ ヵと 巧に 巧 か 株め てを 迎 せられ おちむ 中 リスト 巧 巧 かの 巧-がを ながし 巧る 化 w にがる 0 
巧 化かの 人议の おかれざる 巧は、 巧 巧が 义 しても ぶしを 巧 巧と なり 化で わくは ない と 叫んで わるので ある。 

A 巧 二十 阳 円の 巧、々 1 ルズ乂 化は ユニォン 巧に" 1 ズヴ てルト を出迎 へて、 鬥巧毕 で 門 巧 旅に W るを ■^、 の 
W におを 說峭 しわ。 • 

『どろしても U じられ ない、 をく じ じられ むい J 大巧 巧は 典が して 巧へ わ 一な 叫 -一〇 ちれから お 巧の なみと して じ 
づ トラ I 巧 巧と、 ポ I クン ドぶ がが モホ ツキ ー もに 巧ぶ をな つて、 か ザぶ 巧に を 如を 化す ことを 狙が しわ。 この 
ィブ セー ジは一 •卜 WH のクぶ 巧な された が、 歐洲の ザ 巧が じれ 巧を に 巧な つては、 巧ぶ も这に 巧なる 身 巧り に 巧 
ダない 形で あつれ。 

ドィツと ポ ー クン ドに 巧す る，、， W の巧ボ には 踩で巧 おの わめに S 阳 のぶ 化を 示 巧す るか ザぶ がな まれて ゐ わ。 
ちれは、 

二) 巧 •化' €阳 のむな 皮 巧に ょる か、 

ごこが ホを 忡 巧な 判に 附 する わ、 

(一三) 巧巧ザホれは：|:^*5ボを巧伟ナるか、 

aA の ご： おの 中、 化れ か i をが 巧せられ れいと いふので あつ わ 0 

モ子 ツキー 火が 巧の W 巧は 二十 冗 H に V シン トンに 巧ぶ しわが、 扮 でを 化 巧ぶ 巧に 化 〇、 巧し < はぶ 巧 ボにま 
なして W 巧ナる ことに W ぶで ホ 9、 巧く アメリヵの ザ か 巧 水を み. とする 巧 化の メ "セー ジで ホつ わ 0 

"1 ズヴ ゴルトは これに 力を 料て、 が H 巧に が 二 闷の巧 パを ヒ》 トラ ー 巧 巧に なつ わ。 この y ザ セ ー ジはポ ー 
ランド 乂 が 巧ょりの M 巧を 引 川し、 をのぶ 化に ホの か < 化されて がわ 巧ぶ)。 
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功；卜はドイツのり巧乃お的义と卞るところがあ巧=^つな巧のなる巧を從お1*. 公ぶに巧峭されわ。 モチツホ| 
乂が巧のおぶにょつてボーランドほががおのイイ ヤ1ジにめける巧ぶを化巧に、 巧-化お田侦に态おせるがで 
をむ 巧々 が、 巧は？^ で妓 にょり W 巧 ホん とする に 巧 おを がする ことが W かとな つた。 巧 下 及び ホ 下の かなが 
この ボ ー クン ド 巧が のをな サる閒 なの ザ か 的# 巧ぶ 化に 巧 巧せられ るなら ば、 無 かの 人 かは ホ だ おひが ベく、 
化が のが W ほが ホ かにして ホ 巧なる かぶ 削 巧に 人るべき 巧 巧を がぶ する'^ はかなし 巧る であらろ。 を 化 ホは 
ドイツ もが この 提 巧を 巧 苑ナる やぅ 巧つて わるので ある。 

この 二； 3 のメ》 セ ー ジに 巧して、 ドイツけ おぶ SW 巧を ならず、 怖のに 巧ぶ を 巧 したな 巧の 巧 巧を V シン ト 
ン 化かに 巧せ， をの 巧 ドイツ 化 巧 大巧け 丸 巧： H に ハル お 化を 化 巧して： 3 巧 义を乎 文した。 それには 乂 お 巧の 巧 
巧を ぶ泌 し、 ドイツは ホら ゆる'*^ 巧を なつ わに 拘ら ホ， ボ I クン ドの 雌 萬の わめに 水泡に W しれげ を扣 巧して ホ 
つれ J イタ V) な 巧の W 巧 もがる 的 かに 中 かが 巧の わめ" I マめ がは を 力を ぶし， まわ 现に ぶしつ I ありとの 巧 
を A 巧 二十 H に W 巧 巧へ 通じ わ 品が) 。をして、 t のが 巧は 巧に 巧裝 された ドイツ.：： ぶに) 昔 も觸れ ない 巧に 巧 
く 松 はれた ことが 明のと むつれ。 をの 閒 にも 化 地の 悄 巧は^ 舟の かそ 巧で 刘* に S をつ、 ホつ わ。 ホ 戈 巧 M はぶ 
否に をの 巧 化を おじられで 了れ ので ホる。 

六 峽洲閒 碑と，：： が航 

一九 ill 九 午 丸 巧 •- U り 

か^2二げお十分、 •=が化のぶぶぶでバルがけた、ちしく巧つわ。 ぶぶげがわむい化を惊り乍ら々巧«を化卜げ 


がな 



ると 『パリから です J とい ム〇 やがて 『大が 巧に 姐 じで 典れ」 とブ リザ ト乂 巧が フ f ブ ダル フィ アホ〇 で# を 化 
んた W での 巧を •也 上げて ゐ る。 

『ワルッー わら トニ I •ビブ •トル (ホ W 公 W 一が おらして ホ わが、 み 利 ドイッが たヶ帥 曲が 技巧を 加へ て ホて、 
ポー ラン •卜は 巧 及して わると いふ；：」 

『さう か、 とうとう おまつた か，！ 

をれ からた 分 閒の通 巧が みつて、 おがに ブ リザ トが をを 巧し わ ことは の 上へ 卯が なち てこない やうに、 し 
つかり 巧な つてな ひわい」 とお 市の 化 巧を 中 化する やうを 我 巧へ 巧 巧の けを 巧 巧し わ。"— ズヴ * ルト はおち に 
閒 及の 述 なを ハル W 巧 おが、々 で ルズ乂 だの 件を へぶ 巧で がへ てを 化を 水め わ。 

ハルは を わに 扣巧 巧へ 化が けて、 バ ー リー やモッ r ブト か 二；：： ホと み 巧を がめ わが、 れに A 巧 W が宽 して あ 
つたが 市 巧 ザむ がを® 化する 巧 パを ベ A リンみ V ル VI へ 婿な しでから おな みへ 巧つ トー わ もを の。 绅に ヒザト 
ラ— のが かなな が ラず 才に 巧いて おわので i M はちれ を 化を 入つ わ。 

午が ホげ、 貼 かな ホかジ 3 ン •へ— ンズ と冀法 巧の H ， クルスは 化 巧で、 巧ぶ 化が におす る > 巧 方を み ザら 
れ ホり 

a —<ヴで ル トは明 t でに まわ】 お乂 しわが、 々時 牛に 巧び ブ リザ トが パリから 化 巧を かけで 來 わ。 ダラ ザエ 
にみ U して、 巧 •併の かむ を おいて 化 わら、 •か阳 がに ボ— ランド お 巧の 巧 巧を して ゐ るとの か进 で* つた。 r 巧 
•怖が 巧 ふじとは 脚は ない」 とか 後に まわが おして ブ リザ トが附 かへ わ。 ちれから 阳十 冗み のが、 今度は ロンド 
ン から ケキギ I 大巧が 火が 巧に が 巧して、 パ 9 からの かがみ M じ 意 かの ニ ュー义 をを つで ホ わが、 ケネ デー はな 
ぃ泄 技み にが 巧 かれで、" 1 ズヴ 王ルト から 激历 のな 策を 巧け る おにが 人って あわ。 ホ おのた 巧 巧 も、 再び 陌ら 


ろとは# ず、 巧 化を すましで 巧む ー ホ 切 化む 肤ち をつ！- け わと 曲 へら.： i て わる 一巧" 一 】 C 


たが 



L ) を 研 » i 々 V メア 


ゥ A は# ず、 期を &ナ ましで 巧 約 一巧 脚が 化が 考 fe つ r け わと « へられて わる i 巧ん】 0 

この 巧、 大化 巧と ハル おがは ちな に 化 ホ 外 かみ 巧を 巧 化する ことに 化し、 をの H 巧の® 菜を々 t ルズ にみ じ 
わ。 をの 巧に 口— ズヴ王 ル トのホ 取し ホ じとは、 类悼 のが 巧から 一巧 巧の お卜： をを を 地な として 巧を する こと 
であつ わ〇邮 もな <大 がが はがが なか H ザ ソンを げびが せて 『中 か 巧の」 のげ 巧な 策を か 巧す る ことを かじ ホ。 

大が 巧は がが おに 出て、 巧 則 お ホみ 化を 巧 ひ、 ちれが がると ハル おな と共に、 f ■巧 ホに おらない 方を」 で、 英 • 
•佈を 巧 助 する ぶを か 州と いふ 閒啟 をな 泌 しわが 、が 脚の 筑； は、 かか： 法の 巧のに お 口、 巧 •かかに 巧 おを 巧 W 
しがない 巧が におる がで あつた。 

かな 二け、 巧げ 阳 巧が 關 かれた。 が 上の お绽 は、 パナマ 地 « の 巧 巧が 化、 惟 « にがけ るが 推 A 化な 化の モ 化、 

み 巧 巧 刺 评 の削趙 であつ ホ。 al ズヴ H ル トは紛 なして、 アィ 4 力は 巧 巧には 入らない- •ミゥ— ご ミを h ミ 
i 己-- とがべ わが、 がし か时が 渡で あつ てんが 进 おがに おく ことは が おであるから W 巧 塞 a かを 巧 用す る 中ろ にみ 
巧を 巧へ ち 

九月 二：：：、 乂が 巧は 欺洲巧 ホに 巧いて、 を； £ の拉 巧を 田 おに かげる ことが 出 おない と 巧 じて、 この 际を苗 民に 
巧へ る ことを 巧が しわので ホる が、 側 巧 のぞは 义ホ ー ヴ •了— り一 を おめ、 田 おの ヒス テリア 的な がれを がが す 
る 巧め に、 何 巧 かの ル：： 示を か 巧と するとのを 化で あつ わため をに これを 巧け 入れた。 ハル おかがを のを 巧を 田 巧 
巧で かる ことを が々 けて、 例の かく バ I り） にお 策を なじた。 巧 ズヴ 王ルト はがが のな 枯 にがいても バ ー 
9 — ょ P おがで ホる けれども、 このげ 巧に あがのれ るが 川を 迸れて 松 巧を 引 巧る やぅな すなは、 パ I リーに 巧け 
の投 をが めら れ てわた レ 

々や 力に 巧 おする に 力を W つてす るかが ホた。 お 中；： を 姐 じ てれげ はがれる レを して お洲 には ホーの 明 •：： な ィザ 
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シユー が 巧は る じを をな 化する。 をれ は驻 くべ からざる な 化を み 巧 ナる朽 、しかく 火に して •しかく 峭 門な ィ 
プ シュ ーである。 一ぶけ卞-ぶにた闲してみけある化みホ巧をい寸るおがと、 化ぶにけ冷夕的なげ^^なホに时も 
のを も U じない 化 族と が 巧ぶ して &る ザげ をぶ ぶ もがが には 巧 化 チる であらぅ 。巧 3 する ことは 巧に ななで ホ 
るが、 巧し化は：^じてたる、 ^胖-はお巧と街卞と&則と^な则そ巧がする巧むをが巧すであらぅ〇 巧ぶに巧い 
でな にかく ホ 0 しかく、 巧が もし か あるべ さを U する。 

パ J リ ー のみちに はかの やぅな 巧卡 がが 巧して た わが、 これを々 化つ わ乂が 巧は、 速 お ボを 巧んで 化 n みのぶ 
を 作らせ わ。 

^2 r : rn 、 ：^-巧叫げホしが、 " ンドンからヶネデ1大化が化巧をおけて、 々巧ホ* ムバ レ ンが巧巧田を巧には 
送ナる f 巧で ホる とかげ わ。 をれ はがに 化べ わ 『巧 巧は ドィツと 巧 ホに A 0 わ"# は疋 しを ホに 巧 利を 巧へ 紛ム 
べし」 とのが ぶ モ巧卞 ので ホつ わ。 子で ム バレンが がぶ の 巧に をの 巧 協を ケネダ 》 にみ したけ、 ヶ本ダ I は ザ W 
巧 もな く 巧を ホした。 大が 巧との ぶ 巧で、 化は がぶ の 一節を がみ 七げ たが、 す ホから 巧 かお ボ であつ わ 化は、 か 
ひなを た 巧の 沉 にがんで る わ。 巧は 巧な して、 『な •化かの が 〇 だ、 化での が 站だ一 こご ピニ ミ-ミ】 己-こ ゴ ミ- ユ ニ- 
二 一， っ 一己 of PV 3 立 ih ち.： といつ た {なか)。 

ザが トーげ W 卜 K み、 W 巧 ホ化ゥ 1 ルズ が-：: が 的に おて、 化 わ ホ かか 巧に 巧 化する 巧の ホ々 •地が 9^ を 大巧 巧に 
ぶした。 が 采 にはが 巧から 巧 巧と なつて る わのを U 1 ズヴ 1 ルトは ir 円 巧と 化 正し わ。 化 ホ ♦巧の H 指に 卜：る •へ 
を 巧が け、 (こち 巧が 冗 閒の述 巧れ 給を 巧ぐ わめ、 ぶを を 巧ぶ する じと、 ごご 中" 化閒 斑ぶ びに ホを 巧 
巧を 化が る 破 9 巧 一す るた め、 巧 巧 中 化 も 中な 巧 円々 をが 巧卞る こと、 《；0 W 记 めが ホ 的 巧 巧を 保つ わめ 化 ホ 
巧 ホを 打み を 巧な ナる ことの 一!: 巧で あつた。 


さてみ W にか おが 閒 かれ、 供 かと 裝 ふとが 化 巧の R 震 入る と 化れば、" 1 ズヴ 三卜と をの 一泛な < ベ 
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W む讯 R 占 々い マ 


さで 器に 奮が 閒 かれ、 括と お 品と が 巧 巧の おサ にんる とを ち" 1 ズ ヴ三卜 とを の一曼 なくべ 
きをち 初めから を まつで ゎれ。 巧し 今な ほ 中ぶ 《の 《占 動かされて & る W 《の 巧 おを ミに 引 巧つ て 巧 巧の 
化ん おへ 巧く のには、 巧げ としで 巧む •へき 巧 多の 巧 巧が 巧され て わる。 巧に が - w 巧 助の ために 『ホ W を K ホよ 
ぶ W の 巧 巧 W とする JI と W 进 しても、 巧 巧な の 期 巧は 巧 態 巧な としで あ ザが 巧は 巧に ついては ゐ ない。 おりに み 
おを 化 給し ょうとしても、 中 化 化の 化 » が 化ち はだかつて わで 、 规を 併け W お ホぶ」 のが 巧 さへ も 巧に ホ 巧して 
わるので* る。 内が おは 何を 巧し 巧いても 中 k 化の 改正の わめな 時 巧 合を 巧 巧し なければ ならの。 をの H 化は 九 
巧 宇 一 H とか ぞ 、引が いて パナマの 化を 巧の 结 となる 乎 巧で ホ ミ。 3内 のな 巧髮 をく には 留附 
巧な 化 想を ホ 巧し なければ むらめ 。 t れ おくして は 女を 地が 内の 巧 巧に 巧 力を 州ね る こと さへ もを みで れいから 
である 。これにけ ふかが の 成が は スタ ー ク巧 がの 巧な となる ので あるから、 門 がが のみ 巧から ないで 巧 かなに M 
つた ス巧 がは Iln の ザ 拾までを のか おのげ 冷に ついて 器を 巧 わ ホ W 
午後 二 巧 ホ、 P 1 ズヴ* ルトは ，り 巧 おの 瓜 巧ぶ わら 『全曲 比に 巧ぐ るは な」 をれ つ わ。 

すかを が 巧 せんが わめの あらゆる 巧 如を おした にがらず 巧ず はを にがつれ 0 、 ホ かが 何 おかで W れた W なに 
は、 ずべ ての 阳 のず かがを 巧に 满 する」 佚 I し アイリ ヵが ながへ 巧 おする 巧と 缺 つた 夕を跑 いでは ならめ。 巧 
田の 化 巧は 中 化で ホる y を レて 中ぶ 化は ながのに 巧 化せられ るで わらう d 

»1 ズヴ 1 ルト はが 〇 になつて « かが 巧： 1:3 ホつ わが、 をれ でも； 巧と 巧を おめ て/ I をは アイ 9 々が この 巧 
での 仲間 人 〇 をし ない ことを 巧む W なは 巧 巧が わくむ しうる と。 寸る 一と れんだ" 

かくしてアイリヵは九巧が：：：に中化を化？11し、 中-;ん化のがれを公ホしつ 、も一 路ホ巧衔泣を巧化ナるぶ.川を化 
ク わ" をれ はぶる ボに 化つて はょり 火 じる 了 イリ ヵ巧阳 巧な の わめの 巧で ホり、 ホ わぶ る おにむ つては 议内巧 W 
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お化のための^^はでホ〇、 そして义 -M 1 . ホ|ル么巧巧5刚にわ|、-て*ぃ、 3?かに中巧つゎ卜ぶザ巧み知幻でも 
ホつた S である 0 

了) 巧 川み 夕巧 巧せ 巧 ホ义化 •セ 0内 巧は で 

《ゴー > 1 己る さぉ 互を； •ご ニ ミ lit ぞミ cxte ユさミ 占 3 1 •ぎぞ ごを. ミミ ミを P 古 王 夕 I な N ミ. •ミき. み MX 者 似 li ' H 玄ー ニ子 
ーピ置 d ピ丢 ミをゴ 互は 巧化ア 中の OW としで 巧< かられで & る】 

す】 M ミ wpmpr ,— ミミ 0 f ミニ 5 W ミ 乙 •一 £ ご X 3 V Y 。 を P •弓-は 下】-， き 一王 I ' m 至を ■己； •を ミミす-ミ cncc 
ミ th つと-巧 ユ 3 ミ. で さぞ 3 J ご lipv 】 ぞ マ-さ. A -1 ち— 【ご 一妄- • \ミ- Y ミ k . 

了) と km ミ 舌-* n 呈 Hamil 疗 5 > rnvtTon 内；- 0 き. ゴミ ユ 3 き y 弓 Ut 31 ? Xow V ミ k •三 ~莫 で W . 

中ぶ 法の サ午 ストに tt いでは 网» 一七 七 巧は 下" 

:} whi - npy と モ 16 豪 舌；- ゴミ气 .正 Ln w -- き > さ-ミ ー 古 ご n 巧. N，w ■ v ; rlf ■ミ E . P . Lg で 巧 巧. 

ず# は 米 W ご ミミ ir 一己 了 さぞ- - K 三 ミで-ミ 0 が 巧 主して 一 凡 ゴー 内 ザは ». が々 W 改 すられる ホ 巧 ザ 3¢ でみ*- は 下 
角 W に 「外を が 保 J i なす* 

で) M 上 •云 ハ 1、 一一巧二巧 

す) W 上’ ニ セ 八-ニル ニな" 

《*) T ィ —々0冉《坟 巧に a ぃ ては お町义 ttfc 推ナ- 

A . ゴー 己 ミ - J •こ 玉3 ゴ 乙；！ ゴ -つ玄 ir ご るで 3 で 二 icw 乙 1一 ろご 二5_ X 5 t 多 Xcw y 二 み< 夏夕 
で) パ— VI -T ドん 7】 口 W& 巧 ♦な ， 卜 (ビ * |ャ* y 卜) け w»# 曲 »w お’ そ 在 ヵナ V を 化に 雜 W . 

r ザ* I ム V】 は W# 巧 的 脚と しで ホら W 押附 巧を 巧# す" 

巧】 甫 ». T ィリ ホ 円 巧 •化' 10 な ♦巧" 

巧) 翁 巧 •ホ タザが、- 巧-"】 •一 化ゴ； A が e が •セ 七 巧は 下- 

巧】 さ linrj H -- タィ； —另〇 od i * 二- 岂 1 wat ミ • X 3. V ミ k , ごさ 戸ス を， ち-. 

扣揭 . 々白 》 '二直 巧- 


ぶ a» 



W をが 々リイ T 


かが： 《 巧 ： M 洗なる 

So* 


ふみな 


巧抗巧 l 3 


府« •か タザが. 一 化 s 化が 3 が-一一 六. 1 I セな- 
问上 ■六 巧 T イ ，力 白 巧 ご 一 〇 •ーユ ー巧- 
な 一二 去- W 巧-ち 一た 巧 

米 W 典 MW 充所 のれ « ロジ ■—ジ ■年 ▼ ，， ブ sffl なした もむ で みつて •化た に《*& 仗が • R 濟 .巧 ♦其 他み »0 脚 B 
に 巧ず a 巧 側 0 お 化 d 1 化 3 お ザは ホ • T イ 5 々にがけ® おがな A 巧 巧む 一で々 る" 网 巧が 巧が ナる み巧 の W ホ fl は 余 
闻ホ义 面 似 巧 件 灯 0 巧から «び化 した 巧 巧め 3 人々 に « いで おな fctt さ‘ 地 城のに‘ 黨 あ 的に‘ が « 及び 巧々 めに - ホ 
なすれば T イ V 々を 巧と «± にの K して そ〇舆 なを 巧* る 0 でみ. 0- こ S 調 立が 巧ぶ* で 冗 «を» つで みろ 0 け、 ホ 化 
の 巧 巧め むこと i ’ これに 巧へ る 人々 0 a わの む* 度 i に 化 ft も S で みら ゥ〇 
* A I ， |ク • *イム *«. 一 化问 I 中±=:二十 - リ巧^^。 

巧 巧. ア *** 円 «. Itw : な- 

ド イヴ U アイ 》 力ょ リ 3 輪 入が 化-巧 巧； 2 C ： し‘ プレ 《アムを» し-巧 ホ ilw 化 •：： W かが すげ をれ alwsxilw 
かを » けして ゐ た-こ S がが U 一九 ゴ：が SM 巧 化が お を A ホ 曲 助な にか 巧^® も S として •沾 助な に 相 巧 
中る かな M 柏を ぶず 5 こ 占と し 、 f ポ イス « 巧 srM - 立み を 巧 化した-こ 2 WMU 1 丸一 t : 化： 中 内 H ょリ 
サられ た ts でみ 5- 

巧が， ホ 巧が 巧 •一丸 一一: 化が 3 柿 • ゴ： 】 ぶ— 11一1 たなり 
が 巧 . T イリ カむ W . 内内— 巧 六 な- 
さ-一一 Ililibort こご， lle;lv ■で. po ミ y す呈己 ここ 田产 W 呈 '一 •こを-* 妄 -■ P •"ち-;! ご. 

W 柏 • アイ》々0 巧-おお 巧" 

前 « ■外た がな’ ー ホ ゴー 九が のが ■一 内 SI - 巧ぶ： 貝. 讲イプ セ— ジ S サキ* 卜に 就いて UM 香 一二 一八— ゴー ニ セ 巧- 
T イリ々 w » 巧 ビユレ 于ッホ ーの一 ;«‘ 1 化 古： 化 お 化 肖 ニリ 巧 巧】 
wsjr T イリ カ 〇 ホ. わ 0 巧- 
M 上 •六 八な- 
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